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ること。（是正事項） .................................................................................................. 213 

 

21. 学則で定められている教授会の構成員について、学部長が正規の構成員として位置付け

られていないため、教授会の運営を教育研究に支障なく行うことができるように、学

則を改めること。（改善事項） ................................................................................... 217 
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記・修正を行う。 ........................................................................................................... 218 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

1. 養成する人材像として、「ICT に関する知識・実務能力」と「ビジネスに関する知識・実務能力」を

有する人材を掲げているが、「ICT」と「ビジネス」の能力をどの水準まで養成するのか不明確である。

3つのポリシーや教育課程等との整合性に留意しつつ、明確に説明すること。 

 

（対応） 

養成する人材像として、「ICT に関する知識・実務能力」と「ビジネスに関する知識・実務能力」を身に

付け、グローバル社会でイノベーションを起こす人材を掲げていたが、能力水準の不明確さについてご指

摘を受けたことから、本学の設置の経緯と社会的な人材ニーズを再度整理した。その上で、学部の目的、

養成する人材像、3 つのポリシー及び教育課程等の整合性に留意しつつ、全般的に見直すこととした。 

その結果、学部の目的及び養成する人材像が明確となるように改めるとともに、養成する人材像に求め

る能力水準について、ディプロマ・ポリシーにおいて明確化を図るよう修正する。 

また、これらに伴い 3 つのポリシーと教育課程を再検討し、設置の趣旨等を記載した書類の「１．設置

の趣旨及び必要性 (5)養成する人材像」を中心に修正する。 

さらに、大学名・学部学科名・養成する人材像や 3 つのポリシー等に関し、将来的な通用性を踏まえた

結果、「ICT」を「情報通信技術」に、「ビジネス」を「経営」に、「グローバル社会」を「国際社会」に変

更して使用することを原則として、申請内容全体の表記を改めた。 

 

＜設置の経緯と社会的な人材ニーズ＞ 

 学校法人電子学園は、創設以来、「電子技術を核とした創造性豊かな技術者の育成を通して世界に貢献す

る」という建学の精神のもと、一貫して社会や時代のニーズを捉えた先進的な職業教育を行ってきた。 

一方、近年の第 4 次産業革命や Society5.0 等の進展によって技術革新が進み産業構造が大きく変化して

きている。人材ニーズに関しては、デジタル技術を活用し、新たなビジネスを生み出す人材である専門技

術職人材が今後平成 42(2030)年には 170 万人が不足すると言われている1。また、平成 42(2030)年には IT

人材が約 60 万人不足すると言われている2。さらに、今後、「戦略的リーダーシップ」「デジタルに関する

実務能力・知識」「ビジネスに関する実務能力・知識」を兼ね備えた『e リーダーシップ』を兼ね備えた人

材が必要であること、ビジネスを創造し新しい仕事の価値を次々と生み出していく「価値創造型」人材が

必要であることが言われている3。個別の情報通信技術関連企業の人材ニーズ調査4では、「今後必要な人材

は、サービス開発の企画力があり、ICT の知識・スキルによって自らプロトタイプも制作し、かつ実装に

向けてグローバルでプログラマやエンジニアをマネジメントできる人材」であるとの声を多く聞いた。 

また、グローバル化する情報技術分野の人材に関しては、産業別の外国人労働者のうち、IT 人材に該当

する「情報通信業に就労している外国人の推移」では平成 27(2015)年 10 月末現在、36,522 人存在し、近

年増加傾向にある。ソフトウェア開発業務を行っている日本企業の 36.8%が既にオフショア開発(システム

                                                   
1 三菱総合研究所「大ミスマッチ時代を乗り超える人材戦略」平成 30(2018)年 7 月 
2 経産省「IT 人材の最新動向と将来推計に関する調査結果」平成 28(2016)年 6 月 
3 独立行政法人情報処理推進機構「IT 人材白書 2016」平成 28(2016)年 
4 情報通信技術企業 6 社に対する「人材ニーズアンケート結果」(設立の趣旨書 P12～参照) 
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開発などの業務を海外企業、または海外の現地法人などに委託すること)を実施しており、今後行う予定の

企業を含めると 40.6％となる。 

以上のことから、情報通信技術を活用する様々な企業等では、グローバル化が促進されており、今後多

様な国の人との協働力が求められると想定できる。 

このような時代背景を踏まえ、「深く専門の学芸を教授研究し、専門性が求められる職業を担うための実

践的かつ応用的な能力を展開させること」を目的に制度化されたのが専門職大学である認識している。 

こうした状況と本学園が調査・分析した「今後必要とされる人材像」を勘案し、様々な変化に対応し得

る実践力と創造力を兼ね備え、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミュニケーション

能力、これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付け、新たなサービス・ビジネスを生み出す人材を、

専門職大学という枠組みの目的に沿って継続的に育成・輩出していくことで、国際社会と地域社会の産業

発展に貢献することを本学園の使命のひとつと位置付け、設置認可の申請に至った。 

 

＜学部の目的＞ 

上記、設置の経緯と社会的な人材ニーズを再度見直し、養成する人材像とともに学部の目的を以下のよ

うに改める。 

 

変化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミュニケーション能

力、これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付け、新たなサービス・ビジネスを生み出す人材を育

成し、国際社会と地域社会の産業発展に貢献する。 

 

＜養成する人材像＞ 

 上記、学部の目的を踏まえ、養成する人材像を以下のように改める。 

 

 変化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミュニケーション

能力、これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付け、企業において新規の事業やサービスを立

案・提案する企画運営能力を発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生み出すこ

とで、国際社会と地域社会の産業発展に貢献する人材 

 

なお、本学では上記人材をイノベーション人材と呼ぶ。 

 

＜求める能力水準＞ 

養成する人材像を踏まえ、ディプロマ・ポリシーを具体化し、養成する人材像の能力水準を明確にする。 

 

① 職業的自立を図る能力 

・ 自分のライフ・キャリアに関する明確な目標をもち、その実現のために、必要なステップや優先

順位を自ら考え意欲的に行動できる。  
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・ グローバルな視野をもってさまざまな人々の抱える課題を多面的・構造的に理解するための知識

や方法を身に付けている。  

・ 変化し続ける社会や組織を論理的に捉え順応することができる。 

 

② 経営に関する知識・スキル 

・ 企業経営に関する理論・実践を学ぶことにより、継続的改善に向けた目標を設定し、状況に応じ

ながら計画的に実施することができる。  

・ 市場の情報収集や調査を行い、経営上の課題を発見することができる。 

・ 企業の持続性という観点から、評価・分析する経営理論や実践的技法を身に付けている。 

・ 新たな価値をもたらすサービス・ビジネスを提案することができる。 

 

③ 情報通信技術に関する知識・スキル 

・ システム開発や設計に関する知識やスキルをもとに、実際の開発プロジェクトに参加し顧客の要

望や上長からの指示のもとシステム開発・設計ができる。 

・ コンピュータの本質的な側面および、ソフトウェアをつくる技術であるプログラミングを理解し、

統合開発環境を活用してソフトウェアの構築ができる。 

・ 基本的なネットワーク通信の仕組み、各種プロトコルや情報セキュリティの全体像を理解し、そ

の上で与えられた要求条件を元にデータベースと連携したシステムの構築ができる。 

・ データベースの原理・考え方や基本構造について理解し、関係データベースを設計構築する基礎

的な能力を身に付けている。 

・ 情報通信技術を応用的に活用したサービス・ビジネスの知識を身に付けている。 

 

④ 国際的コミュニケーション能力 

・ 英語を用いて、ビジネスの現場で説明や討論、意見交換など、必要なコミュニケーションをとる

ことができる。 

・ 文化的背景の異なる人々と協働するために、英語を用い、多文化、文献、様々な業界などを理解

することができる。 

 

⑤ 時代の変化に対応するビジネスの総合力 

・ 経営や情報通信技術の専門的知識を体系的に理解し、国際社会と地域社会において、サービス・

ビジネスを革新するために、これらの知識を応用することができる。 

 

＜養成する人材像と 3 ポリシーの整合性＞ 

3 つのポリシーと養成する人材像との整合性を以下のように再確認し、養成する人材像に求める能力水

準については、上記にあるとおりディプロマ・ポリシーにおいて明確化を図り、3 つのポリシーを別紙 1

のように改める。 
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① ディプロマ・ポリシーとの整合性 

養成する人材像を踏まえ、学生が卒業時に身に付けるべき能力について、当初記載したディプロマ・ポ

リシーでは具体的な記述が少ないと考えた。そのため、情報通信技術や経営の能力水準について具体的

な水準を明確にし、ディプロマ・ポリシーとしての記述を追加する。 

 

② カリキュラム・ポリシーとの整合性 

ディプロマ・ポリシーを踏まえ、教育課程編成、教育方法・教育評価等について記載することが重要で

あるが、当初の記載内容には具体的な記述が少なく抽象的な表現に留まっていた。そのため、各ポリシ

ーと整合し、具体化されたカリキュラム・ポリシーとしての記述を追記する。 

 

③ アドミッション・ポリシーとの整合性 

養成する人材像、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーを踏まえ、入学者の受入方針につい

て記載することが重要であるが、当初の記載内容には具体的な能力水準の記述が少なく、抽象的で意欲

ある入学希望者としか記述がなかった。そのため、各ポリシーと整合し、具体化されたアドミッション・

ポリシーとしての記述を追記する。 

 

（新旧対照表）基本計画書 

新 旧 

[1 ページ] 

新設学部

等の目的 

変化し続ける時代の中で、経営と情報通信

技術に関する理論と実践力、国際的なコミュ

ニケーション能力、これらを組み合わせた応

用力を主体的に身に付け、新たなサービス・

ビジネスを生み出す人材を育成し、国際社会

と地域社会の産業発展に貢献する。 
 

[1 ページ] 

新設学部

等の目的 

ICT イノベーション学部は、未来を担う若

者と学び直しが必要な社会人を対象に、変化

を遂げる時代に対応し、専門職業人として有

用な能力を自ら磨き、革新を創造する人材を

輩出することを目的とする。 
 

 

（新旧対照表）学則 

新 旧 

[2 ページ] 

（情報経営イノベーション学部の目的） 

第８条 情報経営イノベーション学部は、変化し続

ける時代の中で、経営と情報通信技術に関する理論

と実践力、国際的なコミュニケーション能力、これ

らを組み合わせた応用力を主体的に身に付け、新た

なサービス・ビジネスを生み出す人材を育成し、国

[2 ページ] 

（ICT イノベーション学部の目的） 

第８条 ICT イノベーション学部は、未来を担う若

者と学び直しが必要な社会人を対象に、変化を遂げ

る時代に対応し、専門職業人として有用な能力を自

ら磨き、革新を創造する人材を輩出することを目的

とする。 
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際社会と地域社会の産業発展に貢献することを目的

とする。 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（16～19、21～22、26～29、32～37、42～43、47～51、53、

64、79、80 ページ） 

新 旧 

・「ICT」を一律で「情報通信技術」に変更する。 

（ただし、情報通信技術企業からのアンケート結果

等一部は除く。） 

・「グローバル社会」を一律で「国際社会」に変更す

る。 

 

[16 ページ] 

① 設置が必要な背景と理由 

(中略) 

こうした状況の中で、これまでに述べたように、

今後の社会で求められているのは、「情報通信技術に

関する知識・実務能力」と「経営に関する知識・実

務能力」を兼ね備え、変化に対応し国際社会と地域

社会でイノベーションを起こす人材の育成であるこ

とが分かる。 

平成 30(2018)年 2 月末に公開された「専門職大学・

専門職短期大学の制度化について」文部科学省(資料

6・7)では専門職大学が制度化されるに至った背景を

以下としている。 

 

 

[17 ページ] 

(4)設置の必要性 

(中略) 

① 設置が必要な背景と理由 

(中略) 

このような背景から、新しいタイプの人材育成の

強化が急務とされ、今後の成長分野を見据え、新た

に育成すべき専門職人材として「理論にも裏付けら

れた高度な実践力を強みとして、専門業務を牽引で

(変更) 

 

 

(変更) 

 

 

[16 ページ] 

① 設置が必要な背景と理由 

(中略) 

こうした状況の中で、(2)で述べた「社会環境の変

化に伴い本学園が見据えた今後必要とされる人材

像」から、今後の社会で求められているのは、「ICT

に関する知識・実務能力」と「ビジネスに関する知

識・実務能力」を兼ね備え、変化に対応しグローバ

ル社会でイノベーションを起こす人材の育成である

ことが分かる。 

平成 30(2018)年 2 月末に公開された「専門職大学・

専門職短期大学の制度化について」文部科学省(資料

6)では専門職大学が制度化されるに至った背景を以

下としている。 

 

[16、17 ページ] 

(4)設置の必要性 

(中略) 

① 設置が必要な背景と理由 

(中略) 

このような背景から、新しいタイプの人材育成の

強化が急務とされ、今後の成長分野を見据え、新た

に育成すべき専門職人材として「理論にも裏付けら

れた高度な実践力を強みとして、専門業務を牽引で
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きる人材、かつ、変化に対応して、新たなモノやサ

ービスを創り出すことができる豊かな創造力を持つ

人材」「当該職種の専門技術等を有しつつ、新たなサ

ービス・プランの企画や商品開発等を推進できる人

材、さらに、それらを活かした開業や起業ができる

人材」と掲げられている。 

また、例示として情報分野では「プログラマやデ

ザイナーとしての実践力に加えて、他の職業分野と

連携し、新たな企画構想を商品化できる人材」が挙

げられている。 

 

以上を踏まえ、本学園では、上述の専門職大学と

いう枠組みの中で、変化し続ける時代の中で、経営

と情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコ

ミュニケーション能力、これらを組み合わせた応用

力を主体的に身に付け、企業において新規の事業や

サービスを立案・提案する企画運営能力を発揮する

ことや、自ら起業して新たなサービス・ビジネスを

生み出すことで、国際社会と地域社会の産業発展に

貢献する人材を育成・輩出していくことを本学園の

もうひとつの使命と位置付けた。 

本学園は、情報通信技術の修得を「目的」とし現

場の即戦力となるエンジニアやクリエーターを育成

する日本電子専門学校と、『情報通信技術と経営に関

する知識・スキルを手段とし、国際社会と地域社会

でイノベーションを起こす人材を育成する』専門職

大学を併せ持つことによって、職業教育の複線化を

図りながら、広く未来を切り拓く人材を継続的に輩

出していく。 

 

[18 ページ] 

② 設置大学が専門職大学である必要性 

(中略)  

以上のことから、本学は、「変化し続ける時代の中

で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国

際的なコミュニケーション能力、これらを組み合わ

きる人材、かつ、変化に対応して、新たなモノやサ

ービスを創り出すことができる豊かな創造力を持つ

人材」（追加）と掲げている。 

また、例示として「情報分野」では「プログラマ

やデザイナーとしての実践力に加えて、他の職業分

野と連携し、新たな企画構想を商品化できる人材」

が挙げられている。 

 

 

 

 

以上を踏まえ、本学園では、上述の専門職大学と

いう枠組みの中で、ICT の実践力を活用し、グロー

バル社会の中でビジネスにイノベーションを起こす

人材を育成・輩出していくことを本学園のもうひと

つの使命と位置付けた。 

 

 

 

 

 

本学園は、ICT の修得を「目的」とし現場の即戦

力となるエンジニアやクリエーターを育成する日本

電子専門学校と、『ICT を「手段」とし、グローバ

ル社会でビジネスにイノベーションを起こす人材を

育成する』専門職大学を併せ持つことによって、職

業教育の複線化を図りながら、広く未来を切り拓く

人材を継続的に輩出していく。 

 

 

[18 ページ] 

② 設置大学が専門職大学である必要性 

(中略)  

以上のことから、本学は、「ICT を「手段」とし、

グローバル社会でビジネスにイノベーションを起こ

す人材」の育成を目指す上で、高度な実践力を裏付
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せた応用力を主体的に身に付け、企業において新規

の事業やサービスを立案・提案する企画運営能力を

発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビ

ジネスを生み出すことで、国際社会と地域社会の産

業発展に貢献する人材」の育成を目指す上で、高度

な実践力を裏付ける理論の学修、豊かな創造力の基

盤となる関連他分野の広い知識等の学修を進めると

ともに、教育課程連携協議会の設置や実務家教員の

配置、長期の企業内実習など密接な産学の連携によ

って、情報通信技術を活用するビジネス分野の激し

い変化を学修内容に反映できる設置基準を有する専

門職大学を設置する。 

 

[18、19 ページ] 

(5)養成する人材像 

本学の養成する人材像を、以下のように定める。 

■養成する人材像 

変化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術

に関する理論と実践力、国際的なコミュニケーシ

ョン能力、これらを組み合わせた応用力を主体的

に身に付け、企業において新規の事業やサービス

を立案・提案する企画運営能力を発揮すること

や、自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生

み出すことで、国際社会と地域社会の産業発展に

貢献する人材 

 

なお、本学では上記人材をイノベーション人材と呼

ぶ。 

「情報通信技術に関する知識・実務能力」を有する

プログラマやエンジニアに代表される情報通信技術

人材の育成は、本学園が運営する日本電子専門学校

で育成していく。   

しかし、それだけでは、複雑化・高度化する社会

の人材ニーズには対応しきれていない。 

「情報通信技術に関する知識・実務能力」に加えて、

「経営に関する知識・実務能力」を有し、2 つの力

ける理論の学修、豊かな創造力の基盤となる関連他

分野の広い知識等の学修を進めるとともに、教育課

程連携協議会の設置や実務家教員の配置、長期の企

業内実習など密接な産学の連携によって、ICT を活

用するビジネス分野の激しい変化を学修内容に反映

できる設置基準を有する専門職大学を設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

[18、19 ページ] 

(5)人材育成像 

本学園が設置する専門職大学の人材育成像を(図

11)で説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ICT に関する知識・実務能力」を有するプログ

ラマやエンジニアに代表される ICT 人材の育成は、

本学園が運営する日本電子専門学校で育成してい

く。   

しかし、それだけでは、複雑化・高度化する社会

の人材ニーズには対応しきれていない。 

「ICT に関する知識・実務能力」に加えて、「ビ

ジネスに関する知識・実務能力」を有し、2 つの力
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を基盤とし、グローバルで活躍する情報通信技術人

材と協働できるビジネス英語力をもち、新たな商品

やサービスを創造することができる人材が求められ

ている。 

そのため、本学では上記人材を養成する人材像と

した。また、情報通信技術のプログラマ、エンジニ

アに代表される技術者を育成する工学系ではなく、

社会科学系のビジネスで活躍できる人材像を想定し

ている。本学園が設置する専門職大学の養成する育

成像を(図 11)で説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11  ◆本学園が設置する専門職大学の養成する

人材像 

 

 (削除) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を基盤とし、グローバルで活躍する ICT 人材と協働

できるビジネス英語力をもち、新たな商品やサービ

スを創造することができる人材が求められている。 

本学では、「ICT」と「ビジネス」の能力を融合す

るとともに、グローバル社会で活躍できる「ビジネ

ス英語」を修得し、インターンシップ及びイノベー

ションプロジェクトを通じて、実際に商品やサービ

スをイノベーションする実践力を高める教育課程を

編成し、ICT を「手段」としてグローバル社会でビ

ジネスにイノベーションを起こす人材を育成する。 

そのため、ICT のプログラマ、エンジニアに代表

される技術者を育成する工学系ではなく、社会科学

系のビジネスで活躍できる人材像を想定している。 

 

 

図 11  ◆本学園が設置する専門職大学の人材育成

像 

 

輩出人材は、企業内で ICT を活用し、新たな商品・

サービスを企画・開発する人材、また、ICT を活用

し新たなビジネスを生み出す起業家である。 

<育成する人材と活躍できるフィールド> 

①ICT を活用する様々な業界・団体において課題を

解決し、新たな商品・サービスやビジネスを生み出

す企画職 

ICT×観光、ICT×金融、ICT×農業、ICT×医療、

ICT×流通、ICT×サービスのように「ICT×○○」

を担う人材は、今後第 4 次産業革命が進展する社会
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[21 ページ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[22 ページ] 

■教育の理念 

(中略) 

本学の 4 年間で、情報通信技術と経営に関する知

識・スキルを活用し、国際社会と地域社会でイノベ

ーションを起こす、即ち革新を創造する能力を身に

付ける教育を目指す。 

 

[22 ページ] 

■情報経営イノベーション学部の目的 

変化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術に関

する理論と実践力、国際的なコミュニケーション能

において必要不可欠といえ、様々な業界や団体での

活躍が期待される。 

 

②ICT を活用し新たな商品・サービスやビジネスを

生み出す起業家 

本学では、「ICT に関する知識・実務能力」と「ビ

ジネスに関する知識・実務能力」を身に付け、グロ

ーバル社会でイノベーションを起こす人材を育成す

ることから、自ら起業し、ICT 知識・スキルを活用

して新たなビジネスを生み出し、既存の商品やサー

ビスをイノベーションする人材として活躍が期待さ

れる。上記同様 ICT を活用する産業は幅広く様々な

業界での起業が可能である。 

 

[21 ページ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[22 ページ] 

■教育の理念 

(中略) 

本学の 4 年間で、ICT を手段とし、グローバル社会

でビジネスにイノベーションを起こす、即ち革新を

創造する能力を身に付ける教育を目指す。 

 

 

[22 ページ] 

■ICT イノベーション学部の目的 

未来を担う若者と学び直しを必要とする社会人を対

象に「変化を遂げる時代に対応し、専門職業人とし
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力、これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付

け、新たなサービス・ビジネスを生み出す人材を育

成し、国際社会と地域社会の産業発展に貢献する。 

情報経営イノベーション学部の３つの方針（学位授

与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学者受入

れの方針）は以下のとおりである。（資料 13） 

 

[26 ページ] 

(1)情報経営イノベーション学部・情報経営イノベー

ション学科の教育の特色 

「変化を楽しみ、自ら学び、革新を創造する」とい

う教育の理念と、変化し続ける時代の中で、経営と

情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミ

ュニケーション能力、これらを組み合わせた応用力

を主体的に身に付け、新たなサービス・ビジネスを

生み出す人材を育成し、国際社会と地域社会の産業

発展に貢献するという教育の目的を掲げており、本

学の教育理念と学部の目的を実現するために学部・

学科に以下の特色ある教育を実現する。 

 

[27 ページ] 

学修モチベーションを高めるために導入教育にて情

報通信技術と経営の知識・スキルで社会課題を解決

する「志」を高めるプログラムを導入する。 

 

[27 ページ] 

②インターンシップにおいては、現場で即戦力とし

て活躍できる「情報通信技術」「経営」「英語」の知

識・スキルを身に付けたうえで長期のインターンシ

ップを 3 年次に実施する 

 

[27、28 ページ] 

③現場で即戦力として活躍できる職業教育を行うた

めに実務家教員を配置する 

変化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術に関

する理論と実践力、国際的なコミュニケーション能

て有用な能力を自ら磨き、革新を創造する人材」を

輩出する。 

ICT イノベーション学部の３つの方針（学位授与の

方針、教育課程編成・実施の方針、入学者受入れの

方針）は以下のとおりである。(追加) 

 

 

[24 ページ] 

(1)ICT イノベーション学部・ICT イノベーション学

科の教育の特色 

「変化を楽しみ、自ら学び、革新を創造する」とい

う教育の理念と、未来を担う若者と学び直しが必要

な社会人を対象に「変化を遂げる時代に対応し、専

門職業人として有用な能力を自ら磨き、革新を創造

する人材」を輩出するという教育の目的を掲げてお

り、本学の教育理念と学部の目的を実現するために

学部・学科に以下の特色ある教育を実現する。 

 

 

 

[24 ページ] 

学修モチベーションを高めるために導入教育にて

ICT で社会課題を解決する「志」を高めるプログラ

ムを導入する。 

 

[25 ページ] 

②インターンシップにおいては、現場で即戦力とし

て活躍できる「ICT」「ビジネス」「英語」の知識・

スキルを身に付けたうえで長期のインターンシップ

を 3 年次に実施する 

 

[25 ページ] 

③現場で即戦力として活躍できる職業教育を行うた

めに実務家教員を配置する 

ICT を「手段」とし、グローバル社会でビジネスに

イノベーションを起こす人材を育成するために、産
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力、これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付

け、企業において新規の事業やサービスを立案・提

案する企画運営能力を発揮することや、自ら起業し

て新たなサービス・ビジネスを生み出すことで、国

際社会と地域社会の産業発展に貢献する人材を育成

するために、産業界で活躍していた実務家教員を配

置することで、より実践的・最先端の実学教育を実

現する。 

 

[28 ページ] 

⑥多様な学生が混在し多様な価値観の中でグローバ

ル感を育成するキャンパス 

変化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術に関

する理論と実践力、国際的なコミュニケーション能

力、これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付

け、企業において新規の事業やサービスを立案・提

案する企画運営能力を発揮することや、自ら起業し

て新たなサービス・ビジネスを生み出すことで、国

際社会と地域社会の産業発展に貢献する人材を育成

する教育課程 

 

[29 ページ] 

(2)卒業後の進路の想定 

現場で即戦力として活躍できる「情報通信技術」

「経営」「英語」の知識やスキルとその応用力を身に

付けたうえで、ビジネスを発展・伸長させるための

知識や情報通信技術を活用するスキルを習得する。

企画能力を発揮し、一般企業において新たなサービ

ス・ビジネスを立案・提案する企画職や、情報通信

技術の開発企業において、情報通信技術の応用的な

知識やプロジェクト管理に関する実践的な知識を養

い、新規のサービス・ビジネスの開発リーダーとな

る技術職を想定している。また、新たなサービスや

ビジネスを創出し、起業家として活躍する進路も想

定している。 

 

業界で活躍していた実務家教員を配置することで、

より実践的・最先端の実学教育を実現する。 

 

 

 

 

 

 

 

[26 ページ] 

⑥多様な学生が混在し多様な価値観の中でグローバ

ル感を育成するキャンパス 

ICT を「手段」とし、グローバル社会でビジネスに

イノベーションを起こす人材を育成する教育課程 

 

 

 

 

 

 

 

[26 ページ] 

(2)卒業後の進路の想定 

本学のディプロマ・ポリシーである「先が読めな

いスピードで変化を遂げる時代の中でしなやかに生

き抜くために、自ら学び成長させ、ICT を活用し新

たな価値をグローバル社会で生み出し続ける人材」

として、ICT を活用する様々な機関での活躍が期待

できる。 

ICT×観光、ICT×金融、ICT×農業、ICT×医療、

ICT×流通、ICT×サービスなど ICT を活用したイ

ノベーションを実現することが求められており、各

企業内におけるサービス開発・企画部門、企業内起

業を推進する人材として活躍が可能である。また、

自ら ICT を活用した起業を行うソーシャルビジネ

スを ICT で進化させるなど、活躍の幅は広い。 
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[32、33 ページ] 

4.教育課程の編成の考え方及び特色 

(1)教育課程編成の考え方 

(中略) 

「変化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術に

関する理論と実践力、国際的なコミュニケーション

能力、これらを組み合わせた応用力を主体的に身に

付け、企業において新規の事業やサービスを立案・

提案する企画運営能力を発揮することや、自ら起業

して新たなサービス・ビジネスを生み出すことで、

国際社会と地域社会の産業発展に貢献する人材」を

育成する教育課程を編成するため、自ら新サービス

を開発、起業を目指す「イノベーションプロジェク

ト」を主軸とした教育課程を編成する。 

イノベーションプロジェクトは 1 年次から 4 年次

までの必修科目とし、イノベーション人材に必要な

経営に関する知識・スキルと情報通信技術の知識・

スキルを修得しながら、実践の中で活用する演習科

目である。イノベーション人材の育成を目指す本学

においては、自ら新サービスを開発、起業を目指す

ことができる人材となるべく、イノベーションプロ

ジェクト内でその手法や考え方を学び、ビジネス実

践を繰り返す科目である。 

(中略) 

「総合実践演習」は、経営や情報通信技術の先端分

野のさらなる学修や研究 

 

 

 

<想定される進路> 

①ICT を活用する様々な業界・団体において課題を

解決し、新たな商品・サービスやビジネスを生み出

す企画職 

②ICT を活用し新たな商品・サービスやビジネスを

生み出す起業家 

 

[29、30 ページ] 

4.教育課程の編成の考え方及び特色 

(1)教育課程編成の考え方 

(中略) 

「先が読めないスピードで変化を遂げる時代の中で

しなやかに生き抜くために、自ら学び成長させ、ICT

を活用し新たな価値をグローバル社会で生み出し続

ける人材」を育成する教育課程を編成するため、自

ら新サービスを開発、起業を目指す「イノベーショ

ンプロジェクト」を主軸とした教育課程を編成する。 

イノベーションプロジェクトは 1 年次から 4 年次

までの必修科目とし、イノベーション人材に必要な

ビジネスの知識・スキルと ICT の知識・スキルを修

得しながら、実践の中で活用する演習科目である。

イノベーション人材の育成を目指す本学において

は、自ら新サービスを開発、起業を目指すことがで

きる人材となるべく、イノベーションプロジェクト

内でその手法や考え方を学び、ビジネス実践を繰り

返す科目である。 

(中略) 

 

 

 

 

「総合実践演習」は、ICT の先端分野のさらなる学

修や研究、 
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[34 ページ] 

(削除) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①導入教育 

 

[35 ページ] 

②イノベーションプロジェクトによる実践教育 

本学の教育の理念である「変化を楽しみ、自ら学

び、革新を創造する」が意味することは、変化する

社会に対応し、自ら学び、情報通信技術と経営に関

する知識・スキルを活用し、国際社会と地域社会で

イノベーションを起こす人材を育成することであ

る。 

 

<イノベーションプロジェクトⅠ～Ⅵ> 

・イノベーションプロジェクトⅠでは、身近な街の

[31 ページ] 

①ICT を手段としビジネスにイノベーションを実現

できる人材育成 

イノベーション人材は、社会を変革する高い「志」

を持つことを前提に、「自ら変化に対応し学び続ける

力」「圧倒的な当事者意識」「課題を発見し解決でき

る力」「ICT を活用しビジネスを創造する力」「主体

的に行動する力」「失敗しても乗り越えようとする

力」「多様な人を巻き込み協働する力」を育成するこ

とで実現できると考えている。 

従って、通常の講義や演習に加え、「志」の基礎とな

る教育、イノベーションプロジェクトやインターン

シップなどの実践的学修を通じてイノベーションの

実践力を高める。加えて、学生時代に実際に自身で

サービス開発や起業にチャレンジする経験を通じ、

失敗や成功を体験することも非常に重要だと考えて

いる。 

専任教員には、研究実績のある教員や産業界で活躍

する実務家教員がお互いの強みを生かした教育研究

指導を行いながら人材育成を行っていく。また、多

数の連携企業とも共同教育研究を実践し、教育研究

の幅を広げる。 

 

②導入教育 

 

[32 ページ] 

③イノベーションプロジェクトによる実践教育 

本学の目的である「変化を楽しみ、自ら学び、革

新を創造する」が意味することは、変化する社会に

対応し、自ら学び、ICT を「手段」とし、グローバ

ル社会でビジネスにイノベーションを起こす人材を

育成することである。 

 

 

<イノベーションプロジェクトⅠ～Ⅵ> 

・イノベーションプロジェクトⅠでは、身近な街の
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生活者など身の回りの人々の行動観察から課題を発

見し、その課題を解決するプロダクト／サービスを

考案し、その開発に取り組む。ワークショップ形式

の授業では、デザイン思考、リーンスタートアップ

(資料 10)のメソドロジーを取り入れて行い、適切な

チームビルディングと事業開発のステップを踏める

ようになることを狙う。また、一連の授業内容を通

じて自分自身が「事業を興す」ために必要な経営に

関する知識と情報通信技術のスキルをさらに高める

必要性に気づき、学生の今後の学習の意欲を高める

ように促す。 

 

[36、37 ページ] 

③基礎科目「現代社会基礎」 

時代の変化に対応できる基礎的な知識を学ぶ。職

業人として必要な基礎知識を学ぶとともに、現代社

会の課題や現状を理解しイノベーションの必要性を

理解する。「イノベーションの志」では、情報通信技

術と経営の知識・スキルを手段としより良い社会に

変革するという「志」とそれを実現するための目標、

企画を立て、学修意欲と本学での学びを具体的なも

のとする。 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活者など身の回りの人々の行動観察から課題を発

見し、その課題を解決するプロダクト／サービスを

考案し、その開発に取り組む。ワークショップ形式

の授業では、デザイン思考、リーンスタートアップ

(資料 10)のメソドロジーを取り入れて行い、適切な

チームビルディングと事業開発のステップを踏める

ようになることを狙う。また、その活動を通じて自

分自身が「事業を興す」ために必要なビジネスの知

識と ICT のスキルが不足していることを痛感させ、

個々の学生の今後の学習の意欲を高めるように促

す。 

 

[34 ページ] 

④基礎科目「現代社会基礎」 

時代の変化に対応できる基礎的な知識を学ぶ。職

業人として必要な基礎知識を学ぶとともに、現代社

会の課題や現状を理解しイノベーションの必要性を

理解する。「イノベーションの志」では、ICT を手

段としより良い社会に変革するという「志」を立て

高い目標の下に学修意欲を高める。 

 

 

 

⑤基礎科目「情報科学基礎」 

ICT 知識・スキルの基礎や普遍的な内容を学ぶとと

もに、変化を続ける技術を常に追いかけ生涯に亘っ

て技術を獲得し続ける力を養う。必修科目として、

「コンピュータとソフトウェア基礎」「データ構造と

処理法」「離散数学Ⅰ」を置くほか、「コンピュータ

アーキテクチャ」「データサイエンス」科目を設定し

職業専門科目の ICT 知識・スキルを修得するための

前提を学ぶ。また、「オペレーティングシステム」「離

散数学Ⅱ」「モバイルコンピューティングⅠ」「モバ

イルコンピューティングⅡ」「オペレーションズリサ

ーチ」などを配置し、職業専門科目との接続を図る。

変化を続ける技術の中でも、変わることのない普遍
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[37 ページ] 

④職業専門科目「ビジネス基礎」 

経営に関する知識・スキルを応用し、実践するた

めに必要な基礎知識を学修する。経営学の基礎を学

ぶ「マネジメント(経営学基礎)」や「マーケティン

グ基礎」を始め、経営に必要不可欠な「アカウンテ

ィング入門」「法務リテラシーⅠ」「ファイナンス」

を必修科目として配置し、経営における基礎理論を

修得する。 

 

 

[37 ページ] 

⑥職業専門科目「ビジネス実践」 

経営に関する基礎理論、応用知識を修得し、実践

しながら創造的な役割を担うための知識・スキルを

修得する科目を配置している。 

 

[41 ページ] 

(3)社会貢献、地域と一体化した教育 

①社会人の学び直し支援 

第 4 次産業革命や Society5.0 の到来によって、産

業構造、就業形態、働き方、職種構造が大幅に変革

する可能性が高いことから「学び直し」のニーズが

高まることが予想される。 

本学は、情報通信技術、経営、英語に関する講座

をプログラム単位 

 

[42 ページ] 

5.教員組織の編成の考え方及び特色 

(1)教員組織編成の考え方 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーシ

ョン学科は、入学定員 200 名、収容定員 800 名に対

して 28 名の専任教員を配置している。 

的な知識・スキルを学ぶことで、どのような技術革

新があっても対応できる能力を身に付ける。 

 

[35 ページ] 

⑥職業専門科目「ビジネス基礎」 

ビジネスの知識・スキルを応用し、実践するため

に必要な基礎知識を学修する。経営学の基礎を学ぶ

「マネジメント(経営学基礎)」や「マーケティング

基礎」を始め、経営に必要不可欠な「アカウンティ

ング」「法務リテラシーⅠ」「ファイナンス」を必修

科目として配置し、ビジネスにおける基礎理論を修

得する。 

 

 

[35 ページ] 

⑧職業専門科目「ビジネス実践」 

ビジネスの基礎理論、応用知識を修得し、実践し

ながら創造的な役割を担うための知識・スキルを修

得する科目を配置している。 

 

[38 ページ] 

(3)社会貢献、地域と一体化した教育 

①社会人の学び直し支援 

第 4 次産業革命や Society5.0 の到来によって、産

業構造、就業形態、働き方、職種構造が大幅に変革

する可能性が高いことから「学び直し」のニーズが

高まることが予想される。 

本学は、ICT、ビジネス、英語に関する講座をプ

ログラム単位 

 

[39 ページ] 

5.教員組織の編成の考え方及び特色 

(1)教員組織編成の考え方 

ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科

は、入学定員 200 名、収容定員 800 名に対して 27

名の専任教員を配置している。 
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本学では、情報通信技術と経営に関する知識・ス

キルを活用し、国際社会と地域社会でイノベーショ

ンを起こす人材を育成すること 

 

[42 ページ] 

(2)教員組織編成の構成 

情報通信技術分野に関しては、情報通信技術の最

先端の研究者、情報通信技術の実務経験者、様々な

情報通信技術科目の教授に優れている実業家を中心

に構成した。経営分野は、起業経験者、大企業の役

員クラス、グローバルコンサルタント、経営系大学

院の教員を中心に構成し、新たなサービス開発や起

業教育を実現できる体制とした。 

 

[43 ページ] 

(3)専任教員の研究活動 

本学では、変化し続ける時代の中で、経営と情報

通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミュニ

ケーション能力、これらを組み合わせた応用力を主

体的に身に付け、企業において新規の事業やサービ

スを立案・提案する企画運営能力を発揮することや、

自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生み出す

ことで、国際社会と地域社会の産業発展に貢献する

人材 

 

[47～51 ページ] 

(6)履修モデル 

本学の養成する人材像は、「変化し続ける時代の中

で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国

際的なコミュニケーション能力、これらを組み合わ

せた応用力を主体的に身に付け、企業において新規

の事業やサービスを立案・提案する企画運営能力を

発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビ

ジネスを生み出すことで、国際社会と地域社会の産

業発展に貢献する人材」としている。 

この人材養成を達成するために、全学生が共通し

本学では、ICT を「手段」とし、グローバル社会

でビジネスにイノベーションを起こす人材を育成す

ること 

 

[39 ページ] 

(2)教員組織編成の構成 

ICT 分野に関しては、ICT の最先端の研究者、ICT

の実務経験者、様々な ICT 科目の教授に優れている

実業家を中心に構成した。ビジネス分野は、起業経

験者、大企業の役員クラス、グローバルコンサルタ

ント、ビジネス系大学院の教員を中心に構成し、新

たなサービス開発や起業教育を実現できる体制とし

た。 

 

[40 ページ] 

(3)専任教員の研究活動 

本学では、ICT を「手段」とし、グローバル社会

でビジネスにイノベーションを起こす人材を育成す

るための教育を行うが、それを実行性のあるものと

するために、専任教員は、継続的に産業界の現場と

接点を持ち、変化を体感するとともに、産業界と連

携したイノベーションの実践研究を推進する。 

 

 

 

[44 ページ] 

(6)履修モデル 

本学の養成する人材像ディプロマ・ポリシーは、

『先が読めないスピードで変化を遂げる時代の中で

しなやかに生き抜くために、自ら学び成長させ、ICT

を活用し新たな価値をグローバル社会で生み出し続

ける人材』としている。想定される学びが、職業専

門科目のうち経営科目群に重点を置く学生と、情報

通信技術分野の重点を置く学生の 2 パターンに分か

れると想定していることから、以下の 2 つの人材輩

出先が想定される。それぞれの人材輩出先を想定し
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て履修すべき科目として、37 科目を必修科目と指定

した。その内訳は、基礎科目（現代社会基礎）7 科

目、職業専門科目 24 科目（うちビジネス基礎 4 科

目、ビジネス実践 11 科目、システムデザイン基礎 9

科目）、展開科目（グローバルコミュニケーション）

4 科目、総合科目 2 科目である。これらの科目の履

修を通じ、変化し続ける現代社会において、経営と

情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミ

ュニケーション能力を生涯にわたり獲得する素地を

養うことを企図している。 

さらに「これらを組み合わせた応用力を主体的に

身に付け、企業において新規の事業やサービスを立

案・提案する企画運営能力を発揮することや、自ら

起業して新たなサービス・ビジネスを生み出すこと

で、国際社会と地域社会の産業発展に貢献する人材」

の養成にあたり、選択科目を多数用意し、学生の希

望する進路の実現にむけた履修モデルとして以下の

３パターンを展開する。 

 

[53 ページ] 

(2)校舎等施設の整備計画 

本学は、「変化を楽しみ、自ら学び、革新を創造する」

ことを教育理念とし、変化し続ける時代の中で、経

営と情報通信技術に関する理論と実践力、国際的な

コミュニケーション能力、これらを組み合わせた応

用力を主体的に身に付け、新たなサービス・ビジネ

スを生み出す人材を育成し、国際社会と地域社会の

産業発展に貢献することを学部の目的としている。 

 

[64 ページ] 

10.実習の具体的計画 

本学の養成する人材は、変化し続ける時代の中で、

経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国際的

なコミュニケーション能力、これらを組み合わせた

応用力を主体的に身に付け、企業において新規の事

業やサービスを立案・提案する企画運営能力を発揮

た履修モデルは以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[48 ページ] 

(2)校舎等施設の整備計画 

本学は、「変化を楽しみ、自ら学び、革新を創造する」

ことを教育理念とし、未来を担う若者と学び直しを

必要とする社会人を対象に「変化を遂げる時代に対

応し、専門職業人として有用な能力を自ら磨き、革

新を創造する人材」を輩出することを学部の目的と

している。 

 

 

[57 ページ] 

10.実習の具体的計画 

本学は、『先が読めないスピードで変化を遂げる時代

の中でしなやかに生き抜くために、自ら学び成長さ

せ、ICT を活用し新たな価値をグローバル社会で生

み出し続ける人材に学位を授与する。』ことをディプ

ロマ・ポリシーとして教育課程(カリキュラム)を通
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することや、自ら起業して新たなサービス・ビジネ

スを生み出すことで、国際社会と地域社会の産業発

展に貢献する人材である。   

インターンシップでは、実践活動の場での課題発見、

解決を通して、システム開発やビジネスにおける新

規提案・実装するために必要とされる専門的知識及

びスキルの統合を図り、イノベーション人材として

具備すべき知識及び技能を修得させることを目的と

する。各 320 時間(12 単位)ずつ 640 時間(24 単位)

設定しており連携企業等に協力を仰ぎ実施する計画

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[64、65 ページ] 

(2)インターンシップ(実習)先の選定基準と確保状況

等 

(中略) 

③実習指導者について 

イノベーション人材には、情報通信技術、経営の

基礎知識・スキル、そして経験を通した広い視野が

必要であり、多様性を重視する昨今では英語等の語

学も必要となる。 

 

[79 ページ] 

15.社会的・職業的自立に関する指導及び体制等 

(1)基本的方針 

本学は、「変化を楽しみ、自ら学び、革新を創造す

る」という教育理念のもと、『変化し続ける時代の中

で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国

際的なコミュニケーション能力、これらを組み合わ

して、具体的には ICT を「手段」とし、グローバル

社会でビジネスにイノベーションを起こす人材の育

成を掲げており、以下の能力を身に付けた学生に学

位を授与する。 

①社会の変化を先取りし、受容し、変化に対応する

ため自ら学び続けることができる 

②課題を発見し、ビジネスに関する知識と ICT を活

用し解決する力がある 

③ICT を活用しビジネスを創造する力がある 

④産業界で長期のインターンシップや起業経験を通

じて身に付けた実践力がある 

⑤世界の人と協働し、グローバル社会で活躍できる

力がある 

このうち、特に④の能力を高めるために、3 年次に

職業専門科目「ビジネス実践」臨地実務実習として

「インターンシップⅠ」「インターンシップⅡ」を各

320 時間(12 単位)ずつ計 24 単位設定しており連携

企業等に協力を仰ぎ実施する計画である。 

 

[58 ページ] 

(2)インターンシップ(実習)先の選定基準と確保状況

等 

(中略) 

③実習指導者について 

イノベーション人材には、ICT、ビジネスの基礎

知識・スキル、そして経験を通した広い視野が必要

であり、多様性を重視する昨今では英語等の語学も

必要となる。 

 

[70 ページ] 

15.社会的・職業的自立に関する指導及び体制等 

(1)基本的方針 

本学は、「変化を楽しみ、自ら学び、革新を創造す

る」という教育理念のもと、『先が読めないスピード

で変化を遂げる時代の中でしなやかに生き抜くため

に、自ら学び成長させ、ICT を活用し新たな価値を
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せた応用力を主体的に身に付け、企業において新規

の事業やサービスを立案・提案する企画運営能力を

発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビ

ジネスを生み出すことで、国際社会と地域社会の産

業発展に貢献する人材』という養成人材像を掲げて

いる。 

 

[80 ページ] 

② 学生の起業チャレンジ制度 

本学の育成する人材の一例として、「自ら起業し

て、新たなサービス・ビジネスを生み出す人材」を

掲げている。卒業を待たずに起業にチャレンジした

い学生に対して本学では、正課外として在学中に起

業にチャレンジする制度を設けている。 

 

グローバル社会で生み出し続ける人材に学位を授与

する。』というディプロマ・ポリシーを掲げている。 

 

 

 

 

 

[71 ページ] 

②在学生の起業チャレンジ制度 

本学の育成する人材と活躍できるフィールド

(P19 参照)として、「ICT を活用し新たな商品・サー

ビスやビジネスを生み出す起業家」を掲げている。

卒業を待たずに起業にチャレンジしたい学生に対し

て本学では、正課外として在学中に起業にチャレン

ジする制度を設けている。 

 

（新旧対照表）学生の確保の見通し等を記載した書類（1、16～18 ページ） 

新 旧 

・「ICT」を一律で「情報通信技術」に変更する。 

（ただし、情報通信技術企業からのアンケート結果

及び本学設置に関するアンケート調査結果等、資料

における引用文は除く。） 

・「グローバル社会」を一律で「国際社会」に変更

する。 

  

[1 ページ] 

Ⅰ．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状

況 

1．学生確保の見通し 

(1)定員充足の見込み 

情報経営イノベーション専門職大学(以下「本学」

という。)は、情報経営イノベーション学部情報経営

イノベーション学科の入学定員の設定に当たり、本

学の「変化を楽しみ、自ら学び、革新を創造する。」

という教育の理念のもと、変化し続ける時代の中

で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国

（変更） 

 

 

 

（変更） 

 

 

[1 ページ] 

Ⅰ．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状

況 

1．学生確保の見通し 

(1)定員充足の見込み 

ｉ専門職大学(以下「本学」という。)は、ICT イ

ノベーション学部 ICT イノベーション学科の入学

定員の設定に当たり、本学の「変化を楽しみ、自ら

学び、革新を創造する。」という教育の理念のもと、

ICTを手段としグローバル社会でビジネスにイノベ

ーションを起こす人材の育成を実現していくため
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際的なコミュニケーション能力、これらを組み合わ

せた応用力を主体的に身に付け、企業において新規

の事業やサービスを立案・提案する企画運営能力を

発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビ

ジネスを生み出すことで、国際社会と地域社会の産

業発展に貢献する人材の育成を実現していくため

に、一人一人を手厚く支援していくことを念頭に置

いて教育研究上の観点から適正規模を検討した。 

 

[16 ページ] 

また、専門的な技術の習得、就職に繋がる教育とし

ては、どの業界でも必要不可欠となっている情報通

信技術と、経営に関する知識・スキルを、実務家教

員や長期のインターンシップから直接学ぶことが

でき、それらに関する理論と実践力、国際的なコミ

ュニケーション能力、これらを組み合わせた応用力

を主体的に身に付け、企業において新規の事業やサ

ービスを立案・提案する企画運営能力を発揮するこ

とや、自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生

み出すことで、国際社会と地域社会の産業発展に貢

献する人材を育成するという本学の学びの特徴か

ら、留学生の確保を見込むことができる。 

 

[18 ページ] 

次に、興味のある学問系統別でみた結果について

である。本学は「変化し続ける時代の中で、経営と

情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミ

ュニケーション能力、これらを組み合わせた応用力

を主体的に身に付け、企業において新規の事業やサ

ービスを立案・提案する企画運営能力を発揮するこ

とや、自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生

み出すことで、国際社会と地域社会の産業発展に貢

献する人材」を育成するために、経営と情報通信技

術に関する知識・スキルを身に付けさせることに重

点を置いている。よって、本学の構想段階より、情

報学・工学・経済学・経営学系の大学を競合校とし

に、一人一人を手厚く支援していくことを念頭に置

いて教育研究上の観点から適正規模を検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

[16 ページ] 

また、専門的な技術の習得、就職に繋がる教育とし

ては、どの業界でも必要不可欠となっている ICT の

知識・スキルを、実務家教員や長期のインターンシ

ップから直接学ぶことができ、ICT を手段とし、グ

ローバル社会でビジネスにイノベーションを起こ

す人材を育成するという本学の学びの特徴から、留

学生の確保を見込むことができる。 

 

 

 

 

 

 

[18 ページ] 

 興味のある学問系統別でみると、本学の学びで欠

かせない経済・経営・商学を選択した人の中での入

学意向者は、323 人中 88.9％にあたる 287 人であっ

た。また、情報学を選択した人の中での入学意向者

は、342 人中 90.9％にあたる 311 人であり、さらに

工学(情報学を除く)を選択した人の中での入学意向

者は、251 人中 91.2％にあたる 229 人であった。本

学は ICT を「手段」としてグローバル社会でビジネ

スにイノベーションを起こす人材を育成するため

に、まずは ICT の知識・スキルを身に付けさせるこ

とに重点を置いている。そのため、受験・入学時に

はまず ICT に関連する学問に興味を持つ人が多い
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て挙げていた。しかし、本調査においては、情報通

信技術を活用して新たなサービス・ビジネスを生み

出すことに着目する人は、情報・工学系に興味を持

つ学生に多いと考えたことから、情報・工学系の大

学をリーフレットに掲載した。しかし調査の結果、

資料 8 のとおり、本学の学びで欠かせない経済・経

営・商学を選択した人の中での入学意向者は、323

人中 88.9％にあたる 287 人であった。また、同じく

本学の学びで欠かせない情報学を選択した人の中

での入学意向者は、342 人中 90.9％にあたる 311 人

であり、さらに工学(情報学を除く)を選択した人の

中での入学意向者は、251 人中 91.2％にあたる 229

人であった。経済・経営・商学や情報学、工学に興

味を持つ人からの入学意向が高いという今回のア

ンケートの結果より、本学への受験・入学者が一定

程度見込まれると推測される。 

 

[39 ページ] 

Ⅱ．人材需要の動向等社会の要請 

1．人材の養成に関する目的その他の教育研究上の

目的 

本学情報経営イノベーション学部の教育の目的

は、未来を担う若者と学び直しを必要とする社会人

を対象に、「変化し続ける時代の中で、経営と情報

通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミュニ

ケーション能力、これらを組み合わせた応用力を主

体的に身に付け、新たなサービス・ビジネスを生み

出す人材を育成し、国際社会と地域社会の産業発展

に貢献すること」である。そのような人材を輩出す

るために、「情報通信技術」と「経営」の能力を融

合するとともに、国際社会で活躍できる「ビジネス

英語」を修得し、インターンシップ及びイノベーシ

ョンプロジェクトを通じて、実際に商品やサービス

をイノベーションする実践力を高める教育課程を

編成する。 

 

と推測していたことから、情報学や工学に興味を持

つ人からの入学意向が高いという今回のアンケー

トの結果より、本学への受験・入学者が一定程度見

込まれると推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[39 ページ] 

Ⅱ．人材需要の動向等社会の要請 

1．人材の養成に関する目的その他の教育研究上の

目的 

本学 ICT イノベーション学部の教育の目的は、未

来を担う若者と学び直しを必要とする社会人を対

象に、「変化を遂げる時代に対応し、専門職業人と

して有用な能力を自ら磨き、革新を創造する人材」

を輩出することである。具体的には、ICT を「手段」

とし、グローバル社会でビジネスにイノベーション

を起こす人材を輩出することを目指している。その

ような人材を輩出するために、「ICT」と「ビジネス」

の能力を融合するとともに、グローバル社会で活躍

できる「ビジネス英語」を修得し、インターンシッ

プ及びイノベーションプロジェクトを通じて、実際

に商品やサービスをイノベーションする実践力を

高める教育課程を編成する。 
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[44 ページ] 

本学では「変化し続ける時代の中で、経営と情報

通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミュニ

ケーション能力、これらを組み合わせた応用力を主

体的に身に付け、企業において新規の事業やサービ

スを立案・提案する企画運営能力を発揮すること

や、自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生み

出すことで、国際社会と地域社会の産業発展に貢献

する人材」育成を目指し、産業界との連携を重視し

た学びの展開を構想している。上記の結果から、本

学が目指す人材育成や学びの展開は社会的に需要

があるということを証明している。 

 

[54 ページ] 

 以上のことから、単なる情報通信技術を活用でき

る人材の輩出ではなく、情報通信技術のスキルを持

ちながらも「主体性」「実行力」「課題設定・解決能

力」「チームワーク・協調性」「論理的思考力」「社

会性」「語学力」「国際性」を持つ人材を育成しよう

としている本学の学びは、社会的に求められている

ものであり、短期的なものではなく、将来、中長期

的に需要のあるものであると言える。 

 

[61 ページ] 

以上のことから、まず情報通信技術を活用できる

人材の育成が第一に求められていることに加え、よ

り実践的なことを学べる環境が大学に求められて

いるということ、また、これらを含めた本学の学び

がこれからの社会で必要であると、多くの企業から

認識されているということが分かる。 

[44 ページ] 

本学では ICT を「手段」とし、グローバル社会で

ビジネスにイノベーションを起こす人材育成を目

指し、産業界との連携を重視した学びの展開を構想

している。上記の結果から、本学が目指す人材育成

や学びの展開は社会的に需要があるということを

証明している。 

 

 

 

 

 

 

[54 ページ] 

 以上のことから、単なる ICT 人材の輩出ではな

く、ICT スキルを持ちながらも「主体性」「実行力」

「課題設定・解決能力」「チームワーク・協調性」「論

理的思考力」「社会性」「語学力」「国際性」を持つ

人材を育成しようとしている本学の学びは、社会的

に求められているものであり、短期的なものではな

く、将来、中長期的に需要のあるものであると言え

る。 

 

[61 ページ] 

以上のことから、まず ICT 人材の育成が第一に求

められていることに加え、より実践的なことを学べ

る環境が大学に求められているということ、また、

これらを含めた本学の学びがこれからの社会で必

要であると、多くの企業から認識されているという

ことが分かる。 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

2. ディプロマ・ポリシーが抽象的であり、例えば、「実践力」の内容が明らかでないなど、どのような

力を身に付けた者に卒業を認定し、学位を授与するのかを定める基本的な方針を定めるものとして不

適切であるため、適切に改めること。 

 

（対応） 

 ディプロマ・ポリシーが抽象的であり、例えば「実践力」の内容が不明確だとご指摘を頂き、内容を具

体的となるよう改める。なお、審査意見 1 にもとづき、学部の目的及び養成する人材像を改めるとともに、

それに伴い 3 つのポリシーの見直しを行った。ディプロマ・ポリシーの具体化にあたっては、他のポリシ

ーとの整合性に留意し改めた。 

具体的には、学部の目的及び養成する人材像を踏まえ、学生が卒業時に身に付けるべき能力について、

情報通信技術や経営の能力水準を具体化し、明確にした記述を追加して以下のように改める。 

 

＜ディプロマ・ポリシーの具体化＞ 

 ・養成する人材像を踏まえ、本学の定める履修要件を満たしたうえで 128 単位を修得した者に学位を授

与する。 

 

具体的には、以下の能力を身に付けた学生に学位を授与する。 

①職業的自立を図る能力 

・自分のライフ・キャリアに関する明確な目標をもち、その実現のために、必要なステップや優先順位を

自ら考え意欲的に行動できる。  

・グローバルな視野をもってさまざまな人々の抱える課題を多面的・構造的に理解するための知識や方法

を身に付けている。  

・変化し続ける社会や組織を論理的に捉え順応することができる。 

 

②経営に関する知識・スキル 

・企業経営に関する理論・実践を学ぶことにより、継続的改善に向けた目標を設定し、状況に応じながら

計画的に実施することができる。  

・市場の情報収集や調査を行い、経営上の課題を発見することができる。 

・企業の持続性という観点から、評価・分析する経営理論や実践的技法を身に付けている。 

・新たな価値をもたらすサービス・ビジネスを提案することができる。 

 

③情報通信技術に関する知識・スキル 

・システム開発や設計に関する知識やスキルをもとに、実際の開発プロジェクトに参加し顧客の要望や上

長からの指示のもとシステム開発・設計ができる。 

・コンピュータの本質的な側面および、ソフトウェアをつくる技術であるプログラミングを理解し、統合
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開発環境を活用してソフトウェアの構築ができる。 

・基本的なネットワーク通信の仕組み、各種プロトコルや情報セキュリティの全体像を理解し、その上で

与えられた要求条件を元にデータベースと連携したシステムの構築ができる。 

・データベースの原理・考え方や基本構造について理解し、関係データベースを設計構築する基礎的な能

力を身に付けている。 

・情報通信技術を応用的に活用したサービス・ビジネスの知識を身に付けている。 

 

④国際的コミュニケーション能力 

・英語を用いて、ビジネスの現場で説明や討論、意見交換など、必要なコミュニケーションをとることが

できる。 

・文化的背景の異なる人々と協働するために、英語を用い、多文化、文献、様々な業界などを理解するこ

とができる。 

 

⑤時代の変化に対応するビジネスの総合力 

・経営や情報通信技術の専門的知識を体系的に理解し、国際社会と地域社会において、サービス・ビジネ

スを革新するために、これらの知識を応用することができる。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（22～23 ページ） 

新 旧 

[22、23 ページ] 

■ディプロマ・ポリシー(学位授与の方針) 

 

養成する人材像を踏まえ、本学の定める履修要件を

満たしたうえで128単位を修得した者に学位を授与

する。 

 

 

具体的には、以下の能力を身に付けた学生に学位を

授与する。 

①職業的自立を図る能力 

・自分のライフ・キャリアに関する明確な目標をも

ち、その実現のために、必要なステップや優先順位

を自ら考え意欲的に行動できる。  

・グローバルな視野をもってさまざまな人々の抱え

る課題を多面的・構造的に理解するための知識や方

法を身に付けている。  

[22、23 ページ] 

■ディプロマ・ポリシー(学位授与の方針) 

 

先が読めないスピードで変化を遂げる時代の中で

しなやかに生き抜くために、自ら学び成長させ、ICT

を活用し新たな価値をグローバル社会で生み出し

続ける人材に学位を授与する。 

 

具体的には、以下の能力を身に付けた学生に学位を

授与する 

 

①社会の変化を先取りし、受容し、変化に対応する

ため自ら学び続けることができる 

②課題を発見し、ビジネスに関する知識と ICT を活

用し解決する力がある 

③ICT を活用しビジネスを創造する力がある 

④産業界における長期のインターンシップで身に
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・変化し続ける社会や組織を論理的に捉え順応する

ことができる。 

 

②経営に関する知識・スキル 

・企業経営に関する理論・実践を学ぶことにより、

継続的改善に向けた目標を設定し、状況に応じなが

ら計画的に実施することができる。  

・市場の情報収集や調査を行い、経営上の課題を発

見することができる。 

・企業の持続性という観点から、評価・分析する経

営理論や実践的技法を身に付けている。 

・新たな価値をもたらすサービス・ビジネスを提案

することができる。 

 

③情報通信技術に関する知識・スキル 

・システム開発や設計に関する知識やスキルをもと

に、実際の開発プロジェクトに参加し顧客の要望や

上長からの指示のもとシステム開発・設計ができ

る。 

・コンピュータの本質的な側面および、ソフトウェ

アをつくる技術であるプログラミングを理解し、統

合開発環境を活用してソフトウェアの構築ができ

る。 

・基本的なネットワーク通信の仕組み、各種プロト

コルや情報セキュリティの全体像を理解し、その上

で与えられた要求条件を元にデータベースと連携

したシステムの構築ができる。 

・データベースの原理・考え方や基本構造について

理解し、関係データベースを設計構築する基礎的な

能力を身に付けている。 

・情報通信技術を応用的に活用したサービス・ビジ

ネスの知識を身に付けている。 

 

④国際的コミュニケーション能力 

・英語を用いて、ビジネスの現場で説明や討論、意

見交換など、必要なコミュニケーションをとること

付けた実践力がある 

⑤世界の人と協働し、グローバル社会で活躍できる

力がある 
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ができる。 

・文化的背景の異なる人々と協働するために、英語

を用い、多文化、文献、様々な業界などを理解する

ことができる。 

 

⑤時代の変化に対応するビジネスの総合力 

・経営や情報通信技術の専門的知識を体系的に理解

し、国際社会と地域社会において、サービス・ビジ

ネスを革新するために、これらの知識を応用するこ

とができる。 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

3. カリキュラム・ポリシーが抽象的であり、どのような教育課程を編成し、どのような教育内容・方法を

実施し、学修成果をどのように評価するのかを定めるものとして不適切であるため、適切に改めること。 

 

（対応） 

カリキュラム・ポリシーが抽象的であるとのご指摘を受け、ディプロマ・ポリシーを踏まえ、教育課程

編成、教育方法・教育評価等について具体的な事項を追記することで、カリキュラム・ポリシーが適切と

なるよう改める。なお、審査意見 1 にもとづき、学部の目的及び養成する人材像を改めるとともに、それ

に伴い 3 つのポリシーの見直しを行っており、カリキュラム・ポリシーについても、他のポリシー及び教

育課程との整合性に留意し改めた。 

 

＜カリキュラム・ポリシーの明確化＞ 

卒業認定・学位授与の方針に掲げる知識・スキルなどを修得させるために、基礎科目、職業専門教育科

目、展開科目、総合科目を体系的な教育課程として編成し、講義、演習、実習を適切に組み合わせた授業

方法により展開する。教育内容、教育方法、教育評価については以下のように方針を定める。 

 

１．教育内容 

① 基礎科目・現代社会基礎科目では、生涯にわたり自らの資質を向上させ、職業的自立を図るべく必要

な能力を獲得するために、以下のような教育内容で構成する。 

・自分のライフ・キャリアに関する明確な目標をもち、その実現のために、必要なステップや優先順

位を自ら考え意欲的に行動できるようキャリアデザインなどの内容を学ぶ。 

・グローバルな視野をもってさまざまな人々の抱える課題を多面的・構造的に理解するための知識や

方法を身に付けるため、現代社会や語学などの内容を学ぶ。 

・変化し続ける社会や組織を論理的に捉え順応することができるよう、職業倫理や数学などの内容を

学ぶ。 

 

② 職業専門科目のうち経営科目では、企業の戦略と組織に関する理論を学び、その考え方を生かし、企

業経営の現状や目指すべき姿を多面的に理解できるよう以下のような教育内容で構成する。 

・企業やビジネスの継続的改善に向けた目標を設定し、それを状況に応じながら計画的に実行できる

ようマネジメントや起業など企業経営の内容を学ぶ。 

・市場の情報収集や調査を行い、経営課題を発見することができるようマーケティングやフィールド

リサーチなどの内容を学ぶ。 

・企業の持続性という観点から、評価・分析する経営理論や実践的技法を身につけるため、法務や会

計などの内容を学ぶ。 

・目標の明確化、計画立案から計画遂行に至る能力、システム開発スキル、課題発見・分析・解決を

通じたビジネススキルの獲得を行う学びの場として、3 年次にさまざまな企業現場での臨地実務実
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習を約 640 時間設定する。 

・新たな価値をもたらすサービス・ビジネスを提案することができるよう 4 年間を通じた必修科目の

「イノベーションプロジェクトⅠ～Ⅵ」を設置する。 

 

③ 職業専門科目のうち情報通信技術科目では、情報通信技術に関する基礎的な知識・スキルを身に付け、

システム開発に活用できるよう以下の教育内容で構成する。 

・システム開発や設計に関する知識やスキルをもとに、実際の開発プロジェクトに参加し顧客の要望

や上長からの指示のもとシステム開発・設計ができるようソフトウェア設計やシステム設計などの

内容を学ぶ。 

・コンピュータの本質的な側面および、ソフトウェアをつくる技術であるプログラミングを理解し、

統合開発環境を活用してソフトウェアの構築ができるようプログラミングやデータ構造や処理法

などの内容を学ぶ。 

・基本的なネットワーク通信の仕組み、各種プロトコルや情報セキュリティの全体像を理解し、その

上で与えられた要求条件を元にデータベースと連携したシステムの構築ができるようネットワー

ク等の内容を学ぶ。 

・データベースの原理・考え方や基本構造について理解し、関係データベースを設計構築する基礎的

な能力を身に付ける。 

・情報通信技術を応用的に活用したサービス・ビジネスの知識を学ぶ。 

 

④ 展開科目・グローバルコミュニケーション科目では、文化的背景の異なる人々と協働するために必要

となる文化の違いやビジネスのルールなどを身に付けるため、以下のような教育内容で構成する。 

・英語を用いて、ビジネスの現場で説明や討論、意見交換など必要なコミュニケーションがとれるよ

う英語コミュニケーションなどの内容を学ぶ。 

・文化的背景の異なる人々と協働するために、英語を用い、多文化、文献、様々な業界などの内容を

学ぶ。 

 

⑤ 総合科目では、理論と実践の架橋となる科目として、「総合理論演習」「総合実践演習」を 3 年次後期

から 4 年次にかけて設置し、修得した知識・スキルを統合し、新たなサービスやビジネスを生み出す

ための実践的かつ応用的な能力を養う。 

 

２．教育方法 

・目標・記録・評価の総合的ツールであるポートフォリオを 4 年間かけて作成し、自己の学修成果と学

生生活を自分自身で管理し、担任や学生支援専属の職員(イノベーションマネジャー)と共に「ふりか

えり」を行う。 

・主体的な学びの力を高めるために、グループによる少人数の演習科目やプロジェクト学習を取り入れ

る。 
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・教育課程の体系を理解したうえで履修し学ぶことができるよう、カリキュラムマップを活用した履修

指導を行う。 

・LMS（Leaning Management System） による授業の事前事後学習の推進や結果のモニタリングを

行う。 

 

３．教育評価 

・試験評価等をシラバスによってあらかじめ明示し基準に従って適切に行う。また主に試験及びレポー

トを中心に評価を行う。 

・各成績評価をもとに単位あたりの成績評価の平均値を示す総合成績評価 GPA(Grade Point Average)

を算出して履修指導等に活用する。 

・インターンシップの履修条件として 2 年次終了時までに必要な科目の単位を修得していること。 

・4 年間の学修成果は「総合理論演習」「総合実践演習」によって行い、複数教員による評価を活用する。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（24～32 ページ） 

新 旧 

[24、25 ページ] 

■カリキュラム・ポリシー(教育課程編成・実施の方

針) 

 

卒業認定・学位授与の方針に掲げる知識・スキルな

どを修得させるために、基礎科目、職業専門教育科

目、展開科目、総合科目を体系的な教育課程として

編成し、講義、演習、実習を適切に組み合わせた授

業方法により展開する。教育内容、教育方法、教育

評価については以下のように方針を定める。 

 

１．教育内容 

①基礎科目・現代社会基礎科目では、生涯にわたり

自らの資質を向上させ、職業的自立を図るべく必要

な能力を獲得するために、以下のような教育内容で

構成する。 

・自分のライフ・キャリアに関する明確な目標をも

ち、その実現のために、必要なステップや優先順位

を自ら考え意欲的に行動できるようキャリアデザ

インなどの内容を学ぶ。 

・グローバルな視野をもってさまざまな人々の抱え

る課題を多面的・構造的に理解するための知識や方

法を身に付けるため、現代社会や語学などの内容を

学ぶ。 

・変化し続ける社会や組織を論理的に捉え順応する

ことができるよう、職業倫理や数学などの内容を学

ぶ。 

 

②職業専門科目のうち経営科目では、企業の戦略と

組織に関する理論を学び、その考え方を生かし、企

業経営の現状や目指すべき姿を多面的に理解でき

るよう以下のような教育内容で構成する。 

・企業やビジネスの継続的改善に向けた目標を設定

し、それを状況に応じながら計画的に実行できるよ

[23 ページ] 

■カリキュラム・ポリシー(教育課程編成・実施の方

針) 

 

「ICT」と「ビジネス」の能力を融合するとともに、

グローバル社会で活躍できる「ビジネス英語」を修

得し、インターンシップ及びイノベーションプロジ

ェクトを通じて実践力を身に付け、革新を創造する

人材を育成する教育課程を編成する。 

 

具体的には、以下の教育課程を編成する。 

①時代の変化に対応できる基礎的な知識と情報科

学の基礎を身に付ける 

②ビジネスの基礎知識・スキルの修得と応用実践を

通じてビジネス能力を高める 

③新たな商品・サービスを開発できる ICT の基礎知

識・スキルを身に付ける 

④グローバルで活躍し、海外の人と協働できる英語

力と協働力を身に付ける 

⑤インターンシップを通じてビジネスの実践力を

高める 

⑥イノベーションプロジェクトを通じて主体性・創

造力を身に付ける 
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うマネジメントや起業など企業経営の内容を学ぶ。 

・市場の情報収集や調査を行い、経営課題を発見す

ることができるようマーケティングやフィールド

リサーチなどの内容を学ぶ。 

・企業の持続性という観点から、評価・分析する経

営理論や実践的技法を身につけるため、法務や会計

などの内容を学ぶ。 

・目標の明確化、計画立案から計画遂行に至る能力、

システム開発スキル、課題発見・分析・解決を通じ

たビジネススキルの獲得を行う学びの場として、3

年次にさまざまな企業現場での臨地実務実習を約

640 時間設定する。 

・新たな価値をもたらすサービス・ビジネスを提案

することができるよう 4 年間を通じた必修科目の

「イノベーションプロジェクトⅠ～Ⅵ」を設置す

る。 

 

③職業専門科目のうち情報通信技術科目では、情報

通信技術に関する基礎的な知識・スキルを身に付

け、システム開発に活用できるよう以下の教育内容

で構成する。 

・システム開発や設計に関する知識やスキルをもと

に、実際の開発プロジェクトに参加し顧客の要望や

上長からの指示のもとシステム開発・設計ができる

ようソフトウェア設計やシステム設計などの内容

を学ぶ。 

・コンピュータの本質的な側面および、ソフトウェ

アをつくる技術であるプログラミングを理解し、統

合開発環境を活用してソフトウェアの構築ができ

るようプログラミングやデータ構造や処理法など

の内容を学ぶ。 

・基本的なネットワーク通信の仕組み、各種プロト

コルや情報セキュリティの全体像を理解し、その上

で与えられた要求条件を元にデータベースと連携

したシステムの構築ができるようネットワーク等

の内容を学ぶ。 
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・データベースの原理・考え方や基本構造について

理解し、関係データベースを設計構築する基礎的な

能力を身に付ける。 

・情報通信技術を応用的に活用したサービス・ビジ

ネスの知識を学ぶ。 

 

④展開科目・グローバルコミュニケーション科目で

は、文化的背景の異なる人々と協働するために必要

となる文化の違いやビジネスのルールなどを身に

付けるため、以下のような教育内容で構成する。 

・英語を用いて、ビジネスの現場で説明や討論、意

見交換など必要なコミュニケーションがとれるよ

う英語コミュニケーションなどの内容を学ぶ。 

・文化的背景の異なる人々と協働するために、英語

を用い、多文化、文献、様々な業界などの内容を学

ぶ。 

 

⑤総合科目では、理論と実践の架橋となる科目とし

て、「総合理論演習」「総合実践演習」を 3 年次後期

から 4 年次にかけて設置し、修得した知識・スキル

を統合し、新たなサービスやビジネスを生み出すた

めの実践的かつ応用的な能力を養う。 

 

２．教育方法 

・目標・記録・評価の総合的ツールであるポートフ

ォリオを 4 年間かけて作成し、自己の学修成果と学

生生活を自分自身で管理し、担任や学生支援専属の

職員(イノベーションマネジャー)と共に「ふりかえ

り」を行う。 

・主体的な学びの力を高めるために、グループによ

る少人数の演習科目やプロジェクト学習を取り入

れる。 

・教育課程の体系を理解したうえで履修し学ぶこと

ができるよう、カリキュラムマップを活用した履修

指導を行う。 

・LMS（Leaning Management System） による
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授業の事前事後学習の推進や結果のモニタリング

を行う。 

３．教育評価 

・試験評価等をシラバスによってあらかじめ明示し

基準に従って適切に行う。また主に試験及びレポー

トを中心に評価を行う。 

・各成績評価をもとに単位あたりの成績評価の平均

値を示す総合成績評価 GPA(Grade Point Average)

を算出して履修指導等に活用する。 

・インターンシップの履修条件として 2 年次終了時

までに必要な科目の単位を修得していること。 

・4 年間の学修成果は「総合理論演習」「総合実践演

習」によって行い、複数教員による評価を活用する。 

 

[32 ページ] 

4.教育課程の編成の考え方及び特色 

 

(1)教育課程編成の考え方 

本学のカリキュラム・ポリシーは、卒業認定・学位

授与の方針に掲げる知識・スキルなどを修得させる

ために、基礎科目、職業専門教育科目、展開科目、

総合科目を体系的な教育課程として編成し、講義、

演習、実習を適切に組み合わせた授業方法により展

開する。 

 

[47 ページ] 

① 総合成績評価 

(中略) 

・4 年間の学修成果は「総合理論演習」「総合

実践演習」によって行い、複数教員による評価

を活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[29 ページ] 

4.教育課程の編成の考え方及び特色 

 

(1)教育課程編成の考え方 

本学のカリキュラム・ポリシーは、『「ICT」と「ビ

ジネス」の能力を融合するとともに、グローバル社

会で活躍できる「ビジネス英語」を修得し、インタ

ーンシップ及びイノベーションプロジェクトを通

じて実践力を身に付け、革新を創造する人材を育成

する教育課程を編成する。』としている。 

 

[43 ページ] 

① 総合成績評価 

(追加) 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

4.  以下のように、養成する人材像、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、教育課程等との

対応関係が不明確であるため、是正すること。 

（1） ディプロマ・ポリシーとして掲げている「ICT を活用しビジネスを創造する力がある」や「社会の

変化を先取りし、受容し、変化に対応するため自ら学び続けることができる」等の内容が、カリキュ

ラム・ポリシーと対応しているか不明確であり、教育課程の中でどのように育成するのかも不明確で

あるため、カリキュラム・マップ等を示した上で、明確に説明すること。 

 

（対応） 

ディプロマ・ポリシーとして「ICTを活用しビジネスを創造する力がある」や「社会の変化を先取りし、

受容し、変化に対応するため自ら学び続けることができる」等の内容を掲げていたが、審査意見 1～3 にお

いてディプロマ・ポリシー等のご指摘を頂き、不明確さを解消するため、情報通信技術や経営の能力水準

について具体的な水準を明確にした記述を追加して改める。また、カリキュラム・ポリシーとの対応、教

育課程の中でどのように育成するかをカリキュラム・マップに示すことで明確化して説明する。 

 

＜ディプロマ・ポリシーの具体化＞ 

・学部の目的及び養成する人材像を踏まえ、本学の定める履修要件を満たしたうえで 128 単位を修得した

者に学位を授与する。 

 

具体的には、以下の能力を身に付けた学生に学位を授与する。 

① 職業的自立を図る能力 

・自分のライフ・キャリアに関する明確な目標をもち、その実現のために、必要なステップや優先順位を

自ら考え意欲的に行動できる。  

・グローバルな視野をもってさまざまな人々の抱える課題を多面的・構造的に理解するための知識や方法

を身に付けている。  

・変化し続ける社会や組織を論理的に捉え順応することができる。 

 

② 経営に関する知識・スキル 

・企業経営に関する理論・実践を学ぶことにより、継続的改善に向けた目標を設定し、状況に応じながら

計画的に実施することができる。  

・市場の情報収集や調査を行い、経営上の課題を発見することができる。 

・企業の持続性という観点から、評価・分析する経営理論や実践的技法を身に付けている。 

・新たな価値をもたらすサービス・ビジネスを提案することができる。 

 

③ 情報通信技術に関する知識・スキル 

・システム開発や設計に関する知識やスキルをもとに、実際の開発プロジェクトに参加し顧客の要望や上
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長からの指示のもとシステム開発・設計ができる。 

・コンピュータの本質的な側面および、ソフトウェアをつくる技術であるプログラミングを理解し、統合

開発環境を活用してソフトウェアの構築ができる。 

・基本的なネットワーク通信の仕組み、各種プロトコルや情報セキュリティの全体像を理解し、その上で

与えられた要求条件を元にデータベースと連携したシステムの構築ができる。 

・データベースの原理・考え方や基本構造について理解し、関係データベースを設計構築する基礎的な能

力を身に付けている。 

・情報通信技術を応用的に活用したサービス・ビジネスの知識を身に付けている。 

 

④ 国際的コミュニケーション能力 

・英語を用いて、ビジネスの現場で説明や討論、意見交換など、必要なコミュニケーションをとることが

できる。 

・文化的背景の異なる人々と協働するために、英語を用い、多文化、文献、様々な業界などを理解するこ

とができる。 

 

⑤ 時代の変化に対応するビジネスの総合力 

・経営や情報通信技術の専門的知識を体系的に理解し、国際社会と地域社会において、サービス・ビジネ

スを革新するために、これらの知識を応用することができる。 

 

＜カリキュラムマップについて＞ 

カリキュラム・ポリシーに基づき科目区分や各科目がどのように構成されているか、また科目区分や各

科目がディプロマ・ポリシーに定める具体的な能力をどのように構成しているかを示すため、カリキュラ

ムマップを作成した（別紙 2）。 

カリキュラムマップではカリキュラム・ポリシーと科目区分とディプロマ・ポリシーの関連性を図で示

すことで、各ポリシーと科目が対応していることを示す。 

 

（新旧対照表） 

審査意見 1、2、3 に関する対応と同様と考え、養成する人材像、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・

ポリシーに関しては、別紙 1 の新旧対照表にて修正箇所を表す。 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

（2） 養成する人材として、「『ICT×○○』を担う人材」が必要不可欠と説明しているが、3つのポリシー

や教育課程等と整合しているか不明である。「『ICT×○○』を担う人材」を養成できる設置計画である

か明確に説明するか適切に改めること。 

 

（対応） 

養成する人材として、「『ICT×○○』を担う人材」が必要不可欠と掲げているが、3つのポリシーや教育

課程等と整合しているかが不明確、「『ICT×○○』を担う人材」を養成できる設置計画であるかとのご指摘

を頂き、掲げた内容を全面的に改めて、以下のように養成する人材像を定める。また、3 つのポリシーや

教育課程等との整合性に留意し、本学において養成できる人材の設置計画であることを説明する。 

 

＜養成する人材像の明確化について＞ 

養成する人材像を以下のように改める。 

 

 変化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミュニケーション

能力、これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付け、企業において新規の事業やサービスを立

案・提案する企画運営能力を発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生み出すこ

とで、国際社会と地域社会の産業発展に貢献する人材 

 

＜養成する人材と設置計画について＞ 

上記のような人材を養成するための設置計画であることを明確とするため、まずアドミッション・ポリ

シーを明確にし、上記人材となるために必要な素養を持った方の入学を受け入れる計画である。次に、教

育課程については、「経営の実践的知識・スキル」と「情報通信技術の実践的知識・スキル」そして「国際

的コミュニケーション」を融合的に学ぶ教育課程を計画している。その上で、将来的に企業において新規

の事業やサービスを立案・提案する企画運営能力を発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビジ

ネスを生み出し社会に貢献する人材であるイノベーション人材を育成する設置計画である。 

育成のための特色ある科目としては、1 年次から 4 年次まで 4 年間を通じた必修科目の「イノベーショ

ンプロジェクトⅠ～Ⅵ」があり、将来新しい事業・サービス・解決策の構想・実現を目的に、社会課題の

解決をテーマにグループで行うプロジェクト型授業を配置する。各プロジェクト学習に必要な情報通信技

術やビジネスの専門的知識を学ぶ授業を自ら選択し、グローバルなビジネス社会において新たな市場を創

造し、ビジネスを革新するために、これらの知識の応用を経験する科目を計画している。さらに、実務家

教員を約 8 割配置する事により、産業界等が求める経営・情報通信技術の知識・スキルを身に付け活用で

きるよう計画を進めている。また、教育課程に関しては、カリキュラムマップを作成し、養成する人材像

と教育課程との整合について説明をするように修正する。 

なお、他の審査意見の対応を含め、掲げた人材を養成できる設置計画であることが明確となるよう、3

つのポリシーを別紙 1 のように改める。 
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（新旧対照表） 

審査意見 1、2、3、4(1)に関する対応と同様と考え、養成する人材像、ディプロマ・ポリシー、カリキュ

ラム・ポリシーに関しては、別紙 1 の新旧対照表にて修正箇所を表す。 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

5. アドミッション・ポリシーにおいて学力などの能力について定めておらず、大学教育の水準としてふさ

わしい内容とは認められないため、適切に改めること。また、英語能力を重視した教育課程であるが、

英語能力を評価する入学者選抜方法が一部にとどまるなど、アドミッション・ポリシーで掲げている内

容を評価することができる入学者選抜方法であるか疑義があるため、明確に説明するか適切に改めるこ

と。 

 

（対応） 

アドミッション・ポリシーについて、学力などの能力について定めておらず、大学教育の水準としてふ

さわしい内容とは認められない。また、英語能力を重視した教育課程であるが、アドミッション・ポリシ

ーで掲げている内容を評価することができる入学者選抜方法であるか疑義がある。とご指摘を頂いたため、

アドミッション・ポリシーにおける学力等の能力について具体化と明確化をはかり、大学教育の水準を踏

まえた内容となるよう、修正する。また、英語能力を評価する入学者選抜方法だけではなく、修正したア

ドミッション・ポリシーに対応する入学者選抜方法となるよう新たに策定し直す。 

 

＜アドミッション・ポリシーの明確化＞ 

アドミッション・ポリシーを別紙 1 のように改める。 

 

＜修正したアドミッション・ポリシーに対応した入学者選抜方法＞ 

本学は、アドミッション・ポリシーに基づき、大学教育を受けるのに相応しい能力、適性を多面的・総

合的に評価し、公正かつ妥当な方法で実施する。受験生自らの選択により、自らの能力を十分に発揮でき、

それを評価できるよう複数の選抜方法として、一般入試、推薦入試、アドミッション・オフィス(AO)入試、

留学生入試、社会人入試、帰国生入試を実施する。入学者選抜方法おいては、「学力の 3 要素」を多面的・

総合的に評価する選抜を行い、大学独自の観点として「興味関心・意欲」の要素を追加する。 

募集人員としては、一般入試 60 名、推薦入試 50 名、アドミッション・オフィス(AO)入試 50 名、留学

生入試 30 名、社会人入試 10 名、帰国生入試若干名とする。 

当初予定していた入学者選抜試験については、アドミッション・ポリシー修正に伴い変更をする。変更

する入学者選抜方法については別紙 3 を参照し、アドミッション・ポリシーとの対応についても説明する。 

また、別紙 3 にも記載があるが、ご指摘にある英語能力の評価方法については以下のように行う。 

入試種別 評価方法 

ＡＯ入試 調査書内の「英語」の成績内容(評定)について評価対象とする。 

推薦入試 調査書内の「英語」の成績内容(評定)について評価対象とする。 

一般入試 英語科目を必須とし、結果を評価対象とする。 

留学生入試 TOEIC®など英語外部検定試験の結果の提出を必須とし、その内容を評価対象とする。 

社会人入試 TOEIC®など英語外部検定試験の結果の提出を必須とし、その内容を評価対象とする。 

帰国生入試 TOEIC®など英語外部検定試験の結果の提出を必須とし、その内容を評価対象とする。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（26、57～62 ページ） 

新 旧 

[26 ページ] 

本学の教育理念・目的に共感し、以下の項目につい

て、①②と③もしくは④の項目に当てはまる人を受

け入れる方針である。 

 

①高等学校等までの履修内容の、「国語」あるいは

「日本語」を通じて、聞く・話す・読む・書くとい

うコミュニケーション能力と、講義やゼミ、文献読

解やレポート作成に必要な基礎的な能力を身につ

けている。また、「英語」を通じて、国際的なコミ

ュニケーションの修得に必要な基礎的な能力を身

に付けている。同様に「数学」を通じて、情報通信

技術に係る数学的思考や論理的な科目に必要とな

る基礎的な能力を身に付けている。 

 

②社会のさまざまな問題について、知識や情報をも

とにして、筋道を立てて考え、その結果を説明する

ことができる。 

 

③情報通信技術や経営学に興味があり、その知識や

スキルをもとに社会のさまざまな課題解決のため、

新たな商品・サービス・ビジネスを生み出したいと

いう意欲がある。 

 

④学校でのグループ学習、課外活動やボランティア

活動などの経験があり、他の人たちと協力しながら

課題をやり遂げることができる。 

 

[57 ページ] 

(1)入学者の受け入れに関する方針(アドミッショ

ン・ポリシー) 

本学の教育理念・目的に共感し、以下の項目につい

て、①②と③もしくは④の項目に当てはまる人を受

け入れる方針である。 

[23 ページ] 

本学の教育理念・目的に共感し、本学の専門教育に

対応できる「知識・スキル」のみならず新たな価値

を生み出す「思考力・判断力・表現力」と「主体性・

多様性・協働性」を併せ持ち、社会により良い変革

をもたらしたい「志」のある人を受け入れる。 

 

以下のいずれか、または複数の項目に当てはまる人

を受け入れる方針である。 

①論理的思考力を持っている人 

②ICTを活用しグローバル社会をより良くするため

にイノベーションを実現したいと思う人 

③変化をポジティブに捉え、社会への貢献に主体的

に行動できる人 

④人に興味関心を持ち、コミュニケーション能力に

優れ、人と協働することで課題を解決できる人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[51 ページ] 

(1)入学者の受け入れに関する方針(アドミッショ

ン・ポリシー) 

『本学の教育理念・目的に共感し、本学の専門教育

に対応できる「知識・スキル」のみならず新たな価

値を生み出す「思考力・判断力・表現力」と「主体
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①高等学校等までの履修内容の、「国語」あるいは

「日本語」を通じて、聞く・話す・読む・書くとい

うコミュニケーション能力と、講義やゼミ、文献読

解やレポート作成に必要な基礎的な能力を身につ

けている。また、「英語」を通じて、国際的なコミ

ュニケーションの修得に必要な基礎的な能力を身

に付けている。同様に「数学」を通じて、情報通信

技術に係る数学的思考や論理的な科目に必要とな

る基礎的な能力を身に付けている。 

 

②社会のさまざまな問題について、知識や情報をも

とにして、筋道を立てて考え、その結果を説明する

ことができる。 

 

③情報通信技術や経営学に興味があり、その知識や

スキルをもとに社会のさまざまな課題解決のため、

新たな商品・サービス・ビジネスを生み出したいと

いう意欲がある。 

 

④学校でのグループ学習、課外活動やボランティア

活動などの経験があり、他の人たちと協力しながら

課題をやり遂げることができる。 

性・多様性・協働性」を併せ持ち社会により良い変

革をもたらしたい「志」のある人』を基本方針とし

て、具体的には、以下のいずれか、または複数の項

目に当てはまる人を受け入れる方針である。 

 

①論理的思考力を持っている人 

②ICTを活用しグローバル社会や産業界をより良く

するためにイノベーションを実現したいと思う人 

③変化をポジティブに捉え、社会への貢献に主体的

に行動できる人 

④人に興味関心を持ち、コミュニケーション能力に

優れ、人と協働することで課題を解決できる人 
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新 

[57～62ページ] 

（2）選抜方法と募集人員 

① 入学者選抜の概要と募集人員 

一般入試 60名、推薦入試 50名、アドミッション・オフィス(AO)入試 50名、留学生入試

30名、社会人入試 10名、帰国生入試若干名とする。 

② 各選抜方法の詳細 

入試種別、入試名称、選抜方法、出願資格は以下(表 4)のとおりである。 

 

表 4  ◆各選抜方法 

入試種別 入試名称 選抜方法 出願資格 

一般入試 3教科型入試 ・国語 

国語総合(古文、漢文を除く) 

・外国語 

（コミュニケーション英語Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲ、英語表現Ⅰ・Ⅱ） 

・数学 

（数学Ⅰ、数学Ａ) 

 

 

次の項のいずれかに該当する者 

1．高等学校(特別支援学校の高等部を

含む)または中等教育学校を卒業し

た者および2020年3月までに卒業見

込みの者 

2．通常の課程による 12年の学校教育

を修了した者および2020年3月まで

に修了見込みの者 

3．学校教育法施行規則(昭和 22 年文

部省令第 11号)第 150条の規定また

は本学の審査により、高等学校を卒

業した者と同等以上の学力があると

認められる者および 2020 年 3 月 31

日までにこれに該当する見込みの者

で、2020年 3月 31日までに 18歳に

達する者 

推薦入試 公募制推薦入

試 

①調査書・推薦書等による書類

審査 

②面接試験 

 

公募制度・指定校制度については以下

の 1、2 の要件を満たす者 

1.(1)～(2)の項のいずれかに該当する

者 
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自己推薦入試 ①調査書・自己推薦書・活動記

録報告書等による書類審査 

②面接試験 

 

(1)高等学校(特別支援学校の高等部を

含む)または中等教育学校を 2020 年

3 月までに卒業見込みの者 

(2)通常の課程による 12 年の学校教育

を 2020 年 3 月までに修了見込みの

者 

2.(1)～(2)の項のすべてに該当する者 

(1)情報経営イノベーション専門職大

学情報経営イノベーション学部を専

願する者 

(2)人格・識見に優れ、高等学校長また

は中等教育学校長に推薦された者 

指定校制推薦

入試 

①調査書・推薦書等による書類

審査 

②面接試験 

 

アドミッショ

ン・オフィス入

試 

面接型入試 ①書類審査 

②面接試験 

 

次の項のいずれかに該当する者 

1．高等学校(特別支援学校の高等部を

含む)または中等教育学校を卒業し

た者および 2020 年 3 月までに卒業

見込みの者 

2．通常の課程による 12 年の学校教育

を修了した者および 2020 年 3 月ま

でに修了見込みの者 

3．学校教育法施行規則(昭和 22 年文

部省令第 11 号)第 150 条の規定によ

り、高等学校を卒業した者と同等以

上の学力があると認められる者およ

び 2020年 3月 31日までにこれに該

当する見込みの者で、2020 年 3 月

31 日までに 18 歳に達する者 

ワーク型 

入試 

①書類審査 

②グループワーク 

 

小論文型入試 ①書類審査 

②小論文 
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留学生入試 留学生推薦入

試 

①書類審査 

②面接試験 

次の項のすべてに該当する者 

1.外国において、学校教育における 12

年の課程を修了した者および修了見

込みの者、または、その国において

大学入学資格を有する者 

2.日本国以外の国籍を有し、入学時に

18 歳に達する者 

3. 日本語能力の基準について、以下

のいずれかを受験資格として定め

る。 

 ア)日本語能力試験（JLPT）の N１

に合格している。 

 イ)日本留学試験(EJU)の日本語科

目で、読解、聴解・聴読解の合計が

260 点以上習得している。 

4.本学の学生として「出入国管理及び

難民認定法」による在留資格「留学」

を取得または更新できる者 

 

留学生一般入

試 

①書類審査 

②面接試験 

③小論文 

 

次の項のすべてに該当する者 

1.外国において、学校教育における 12

年の課程を修了した者および修了見

込みの者、または、その国において

大学入学資格を有する者 

2.日本国以外の国籍を有し、入学時に

18 歳に達する者 

3.原則、日本語の能力が入学後の学習

に支障をきたさない程度に備わって

いる者 

3. 日本語能力の基準について、以下

のいずれかを受験資格として定め

る。 

 ア)日本語能力試験（JLPT）の N2

以上に合格している。 

 イ)日本留学試験(EJU)の日本語科

目で、読解、聴解・聴読解の合計が
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200 点以上習得している。 

4.本学の学生として「出入国管理及び

難民認定法」による在留資格「留学」

を取得または更新できる者 

社会人入試 社会人入試 ①書類審査 

②面接試験 

③小論文 

 

以下の 1、2 の要件を満たす者 

1.(1)～(3)の項のいずれかに該当する

者 

(1)高等学校または中等教育学校を卒

業した者 

(2)通常の課程による 12 年の学校教育

を修了した者 

(3)学校教育法施行規則(昭和 22 年文

部省令第 11 号)第 150 条の規定によ

り，高等学校を卒業した者と同等以

上の学力があると認められる者 

2.通算して民間企業等にて 5年以上の

職務経験を有する者 

帰国生入試 帰国生入試 ① 書類審査 

② 面接試験 

③ 小論文 

 

わが国の高等学校に相当する正規の

教育機関の教育課程を修了した者の

うち、日本国籍を有し、かつ国の内外

を通じて 12 年の学校教育を修了又は

修了見込み、かつ 2020 年 3 月 31 日

までに 18 歳に達する者で、大学教育

を受けるのに十分な日本語の能力を
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有する、次の項のいずれかに該当する

者 

 

以下の 1、2 の要件を満たす者 

1.(1)～(5)の項のすべてに該当する者 

(1)わが国の高等学校に相当する正規

の教育機関の教育課程を修了した者 

(2)日本国籍を有する者 

(3)日本国の内外を通じて 12 年の学校

教育を修了又は修了見込みの者 

(4)2020 年 3 月 31 日までに 18 歳に達

する者 

(5)大学教育を受けるのに十分な日本

語の能力を有する者 

2.(1)～(3)の項のいずれかに該当する

者 

(1)外国の教育制度に基づく高等学校

に最終学年を含め 2 年以上継続して

在学し、2020 年 3 月までに卒業(修

了)見込みの者、又は卒業(修了)して

2 年以内の者 

(2)外国における高等学校に 2 年以上

在籍し、帰国後日本の高等学校又は

中等教育学校を 2020 年 3 月までに

卒業又は卒業見込みの者 

(3)当該国における大学入学資格を有

する者で、原則として「(1)」又は「(2)」

に準ずる者 
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旧 

[51～56 ページ] 

(2) 選抜方法と募集人員 

① 入学者選抜の概要と募集人員 

一般入試 60 名、推薦入試 50 名、アドミッション・オフィス(AO)入試 50 名、留学生入試 30

名、社会人入試 10 名、帰国生入試若干名とする。 

② 各選抜方法の詳細 

入試種別、入試名称、選抜方法、出願資格は以下(表 4)のとおりである。 

 

表 4  ◆各選抜方法 

入試種別 入試名称 選抜方法 出願資格 

一般入試 3 教科型入試 国語・外国語(英語：必須)・数学・地

理歴史・理科から 3 教科 

・国語：国語総合(古文、漢文を除く) 

・外国語：コミュニケーション英語Ⅰ、

コミュニケーション英語Ⅱ、コミュ

ニケーション英語Ⅲ、英語表現Ⅰ、

英語表現Ⅱ 

・数学：数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ、数

学Ｂ(数列、ベクトル) 

・地歴：地理、世界史Ｂ、日本史Ｂ 

・理科：物理、化学 

次の項のいずれかに該当する者 

1．高等学校(特別支援学校の高等

部を含む)または中等教育学校

を卒業した者および 2020 年 3

月までに卒業見込みの者 

2．通常の課程による 12 年の学校

教育を修了した者および 2020

年 3 月までに修了見込みの者 

3．学校教育法施行規則(昭和 22

年文部省令第 11 号)第 150 条の

規定または本学の審査により、

高等学校を卒業した者と同等以

上の学力があると認められる者

および 2020 年 3 月 31 日までに

これに該当する見込みの者で、

2020年 3月 31日までに 18歳に

達する者 

2 教科型入試 国語・外国語(英語：必須)・数学から 2

教科 

・国語：国語総合、古文(漢文除く) 

・外国語：コミュニケーション英語Ⅰ、

コミュニケーション英語Ⅱ、コミュ

ニケーション英語Ⅲ、英語表現Ⅰ、

英語表現Ⅱ 

・数学：数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数

学Ａ、数学Ｂ(数列、ベクトル) 

推薦入試 公募制推薦入

試 

①調査書・推薦書等による書類審査 

②面接試験 

 

公募制度・指定校制度については

以下の 1、2 の要件を満たす者 

1.(1)～(2)の項のいずれかに該当

する者 
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自己推薦入試 ①調査書・自己推薦書・活動記録報告

書等による書類審査 

②面接試験 

 

(1)高等学校(特別支援学校の高等

部を含む)または中等教育学校

を2020年3月までに卒業見込み

の者 

(2)通常の課程による 12 年の学校

教育を2020年3月までに修了見

込みの者 

2.(1)～(2)の項のすべてに該当す

る者 

(1)ｉ専門職大学 ICT イノベーシ

ョン学部を専願する者 

(2)人格・識見に優れ、高等学校長

または中等教育学校長に推薦さ

れた者 

指定校制推薦

入試 

①調査書・推薦書等による書類審査 

②面接試験 

 

アドミッショ

ン・オフィス入

試 

面接型入試 ①書類選考 

②面接試験 

③小論文 

 

次の項のいずれかに該当する者 

1．高等学校(特別支援学校の高等

部を含む)または中等教育学校

を卒業した者および 2020 年 3

月までに卒業見込みの者 

2．通常の課程による 12 年の学校

教育を修了した者および 2020

年 3 月までに修了見込みの者 

3．学校教育法施行規則(昭和 22

年文部省令第 11 号)第 150 条の

規定により、高等学校を卒業し

た者と同等以上の学力があると

認められる者および 2020 年 3

月 31 日までにこれに該当する

見込みの者で、2020 年 3 月 31

日までに 18 歳に達する者 

ワーク型 

入試 

①書類選考 

②グループワーク 

③小論文 
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留学生入試 留学生推薦入

試 

①書類選考 

②面接 

次の項のすべてに該当する者 

1.外国において、学校教育におけ

る 12 年の課程を修了した者お

よび修了見込みの者、または、

その国において大学入学資格を

有する者 

2.日本国以外の国籍を有し、入学

時に 18 歳に達する者 

3.原則、日本語の能力が入学後の

学習に支障をきたさない程度に

備わっている者 

4.本学の学生として「出入国管理

及び難民認定法」による在留資

格「留学」を取得または更新で

きる者 

 

留学生一般入

試 

①書類選考 

②面接 

③小論文 

 

次の項のすべてに該当する者 

1.外国において、学校教育におけ

る 12 年の課程を修了した者お

よび修了見込みの者、または、

その国において大学入学資格を

有する者 

2.日本国以外の国籍を有し、入学

時に 18 歳に達する者 

3.原則、日本語の能力が入学後の

学習に支障をきたさない程度に

備わっている者 

4.本学の学生として「出入国管理

及び難民認定法」による在留資

格「留学」を取得または更新で

きる者 
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社会人入試 社会人入試 ①書類選考 

②面接 

③小論文 

 

以下の 1、2 の要件を満たす者 

1.(1)～(3)の項のいずれかに該当

する者 

(1)高等学校または中等教育学校

を卒業した者 

(2)通常の課程による 12 年の学校

教育を修了した者 

(3)学校教育法施行規則(昭和 22年

文部省令第 11 号)第 150 条の規

定により，高等学校を卒業した

者と同等以上の学力があると認

められる者 

2.通算して民間企業等にて 5 年以

上の職務経験を有する者 

帰国生入試 帰国生入試 ① 書類選考 

② 面接 

③ 小論文 

 

わが国の高等学校に相当する正規

の教育機関の教育課程を修了した

者のうち、日本国籍を有し、かつ

国の内外を通じて 12 年の学校教

育を修了又は修了見込み、かつ

2020 年 3 月 31 日までに 18 歳に

達する者で、大学教育を受けるの

に十分な日本語の能力を有する、

次の項のいずれかに該当する者 

 

以下の 1、2 の要件を満たす者 

1.(1)～(5)の項のすべてに該当す

る者 

(1)わが国の高等学校に相当する

正規の教育機関の教育課程を修

了した者 

(2)日本国籍を有する者 

(3)日本国の内外を通じて 12 年の

学校教育を修了又は修了見込み

の者 

(4)2020 年 3 月 31 日までに 18 歳

に達する者 
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(5)大学教育を受けるのに十分な

日本語の能力を有する者 

2.(1)～(3)の項のいずれかに該当

する者 

(1)外国の教育制度に基づく高等

学校に最終学年を含め 2 年以上

継続して在学し、2020 年 3 月ま

でに卒業(修了)見込みの者、又は

卒業(修了)して 2 年以内の者 

(2)外国における高等学校に 2 年

以上在籍し、帰国後日本の高等

学校又は中等教育学校を 2020

年 3 月までに卒業又は卒業見込

みの者 

(3)当該国における大学入学資格

を有する者で、原則として「(1)」

又は「(2)」に準ずる者 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

6. 大学名、学部学科名、学位名について、以下の点を是正すること。 

（1）大学名について、教育研究上の目的にふさわしいものであると認められず、また、社会的通用性を有

していると認められないため、適切に改めること。 

 

（対応） 

大学名としては、ｉ専門職大学と掲げていたが教育研究上の目的にふさわしいものであると認められず、

また、社会的通用性を有していると認められないため、適切に改めることとご指摘を頂き、本学の教育研

究上の目的を踏まえ、また、社会的通用性を有するよう、以下の名称に変更する。 

本学の名称を「情報経営イノベーション専門職大学」とする。 

 

＜新たな大学名称の考え方＞ 

本学の教育理念は、「変化を楽しみ、自ら学び革新を創造する。」である。また、養成する人材像は、変

化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミュニケーション能力、

これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付け、企業において新規の事業やサービスを立案・提案する

企画運営能力を発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生み出すことで、国際社会と

地域社会の産業発展に貢献する人材であり、本学ではこれをイノベーション人材と位置付けている。 

こうした人材の育成のために必要な能力は、①職業的自立を図る能力②経営に関する知識・スキル③情

報通信技術に関する知識・スキル④国際的コミュニケーション能力⑤時代の変化に対応するビジネスの総

合力としている。また、教育課程では、情報通信技術に関する科目群と経営に関する科目群を職業専門科

目に置き、学びの中心としている。 

以上により、学びの中心である「情報通信技術の知識・スキル」「経営に関する知識・スキル」等を習得

し、国際社会と地域社会にイノベーションを起こす人材育成を目指すことから『情報経営イノベーション

専門職大学』とする。 

なお、イノベーションという言葉は、オーストリアの経済学者シュンペーターによって、1912 年に初め

て定義され、100 年以上の歴史がある言葉である。文部科学省では公式ＨＰでその定義を紹介し、経済産

業省もイノベーション政策について発表する等広く社会に広がっている言葉であると認識している。その

他、イノベーションに関する著書、研究結果は世界で多数発表されている。 

日本の大学、大学院の学部名、研究科名にも既にイノベーションという言葉を使用しているケース（成

城大学 社会イノベーション学部、東洋大学 国際学部 グローバル・イノベーション学科、静岡県立大

学 経営情報学部 大学院経営情報イノベーション研究科、法政大学専門職大学院 経営大学院 イノベ

ーション・マネジメント研究科 等）も見られ、イノベーションの社会的通用性は十分にあると認識して

いる。また、専門職大学院では、イノベーションという言葉自体は使用していないが「事業創造大学院大

学」や「事業構想大学院大学」など、大学院の学びを通して新たな事業を生み出す人材の育成や起業家を

育成する大学院は存在しており、「創造」や「構想」などイノベーションと類似する言葉は既に使用されて
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いる。よって、本学の教育研究上の目的を鑑みればイノベーションの言葉を大学名称に付すことは、社会

的通用性からみて妥当性は有していると認識している。 

国際通用性に関しては、海外の大学でもイノベーションを使用した学部名学科名は存在し（テキサスＡ

＆Ｍ大学 イノベーション学部（米国）、アイルランド国立大学 メイヌース校デザインイノベーション学

部（アイルランド）、サレント大学イノベーションエンジニアリング学科（イタリア）、ウィーン大学 法

学部 イノベーション・デジタリゼーション学科（オーストリア）、サウザンプトン大学 ビジネススクー

ル 戦略・イノベーション・起業学科（英国））、イノベーションは、国際的にも通用する言葉であると認

識している。 

 なお、イノベーションを日本語で表現すると「革新」「刷新」「創造」等様々な言葉がある。それぞれの

意味については、 

「革新」…古くからの習慣・制度・状態・考え方などを新しく変えようとすること。 

「刷新」…事態を改めて、全く新しいものにすること。 

「創造」…それまでなかったものを初めてつくり出すこと。 

（三省堂 大辞林参照） 

一方、我々は「企業において新規の事業やサービスを立案・提案する企画運営能力を発揮することや、

自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生み出すこと」に加え、「国際社会と地域社会の産業発展に貢献

すること」をイノベーションと定義している。 

 よって、上記 3 つの言葉で示される限定的な内容と本学が掲げるイノベーションとは必ずしも一致せず、

イノベーションという言葉をそのまま大学名として使用することが、本学の教育研究に整合すると考えて

いる。 

 

なお、大学名同様に「ｉ」が付く職員名称、組織名称についても以下のように変更する。 

・「ｉマネジャー」を「イノベーションマネジャー」に変更、「ｉマネジメント局長」を「イノベーション

マネジメント局長」に変更する。「ｉマネジメント局」を「イノベーションマネジメント局」に変更、「ｉ

イノベーション研究所」を「イノベーション研究所」に変更する。 

 

（新旧対照表）基本計画書 

上記の書類内にて記載した以下の名称を、一律下記の通り変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション専門職大学 ｉ専門職大学 

 

（新旧対照表）組織の移行表 

上記の書類内にて記載した以下の名称を、一律下記の通り変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション専門職大学 ｉ専門職大学 
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（新旧対照表）校地校舎等の図面 

上記の書類内にて記載した以下の名称を、一律下記の通り変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション専門職大学 ｉ専門職大学 

 

（新旧対照表）学則 

上記の書類内にて記載した以下の名称を、一律下記の通り変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション専門職大学 

イノベーションマネジメント局 

イノベーションマネジメント局長 

イノベーション研究所 

ｉ専門職大学 

ｉマネジメント局 

ｉマネジメント局長 

ｉイノベーション研究所 

 

（新旧対照表）教授会規程 

上記の書類内にて記載した以下の名称を、一律下記の通り変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション専門職大学 

イノベーションマネジメント局 

ｉ専門職大学 

ｉマネジメント局 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 

上記の書類内にて記載した以下の名称を、一律下記の通り変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション専門職大学 

[Professional University of Information and 

Management for Innovation] 

イノベーションマネジャー 

イノベーションマネジメント局長 

イノベーションマネジメント局 

イノベーション研究所 

ｉ専門職大学 

 [i University] 

 

ｉマネジャー 

ｉマネジメント局長 

ｉマネジメント局 

ｉイノベーション研究所 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（29 ページ） 

新 旧 

［29 ページ］ 

名称:  情報経営イノベーション専門職大学 

英語名称 :  Professional University of 

Information and Management for Innovation 

［27 ページ］ 

名称:  i 専門職大学 

英語名称 :  i University 
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<大学名称の理由> 

大学名称は、本学が行う教育研究に整合する名称

を検討した。 

本学の教育理念は、「変化を楽しみ、自ら学び、

革新を創造する。」である。また、養成する人材像

は、「変化し続ける時代の中で、経営と情報通信技

術に関する理論と実践力、国際的なコミュニケーシ

ョン能力、これらを組み合わせた応用力を主体的に

身に付け、企業において新規の事業やサービスを立

案・提案する企画運営能力を発揮すること、自ら起

業して新たなサービス・ビジネスを生み出すこと

で、国際社会と地域社会の産業発展に貢献する人

材」であり、本学ではこれをイノベーション人材と

位置付けている。 

こうした人材に必要な能力は、①職業的自立を図

る能力②経営に関する知識・スキル③情報通信技術

に関する知識・スキル④国際的コミュニケーション

能力⑤時代の変化に対応するビジネスの総合力と

している。よって、教育課程では、情報通信技術に

関する科目群と経営に関する科目群を職業専門科

目に置き、学びの中心としている。 

以上により、「情報通信技術に関する知識・スキル」

および「経営に関する知識・スキル」等を習得し、

国際社会と地域社会でイノベーションを起こす教

育研究を目指すことから『情報経営イノベーション

専門職大学』と称する。 

イノベーションという言葉は、オーストリアの経

済学者シュンペーターによって、1912 年に初めて

定義され、100 年以上の歴史がある言葉である。海

外の大学でもイノベーションを使用した学部学科

名は存在しており、国際通用性を有する表現である

と認識している¹ 。文部科学省では公式ＨＰでその

定義を紹介し、経済産業省もイノベーション政策に

ついて発表する等広く日本社会で用いられている

言葉であると認識している。その他、イノベーショ

ンに関する著書、研究結果は世界で多数発表されて

<大学名称の理由> 

大学名称は、専門職大学としてふさわしい大学の

名称を検討した。今後、ICT 以外の分野への発展も

想定できることから学問や職業内容に限定されす

ぎない校名を構想した。 

また、本学の教育理念が包含され、「視認性、識

別性、再現性、記憶性、展開性」という機能性を重

視しつつ、「個性的、信頼性、品格、アカデミック、

若々しさ、活力、先進性、スマートさ、存在感、親

近感」というイメージ性も重視し、ユニークな教育

を標榜できる校名であり、かつグローバルでも通用

する大学名を検討した。 

ICTを活用しイノベーションを実現する人材を育

成することから、以下のキーワードを掲げた。 

◇ innovation(革新)  

◇ information(情報) 

◇ international(国際) 

◇ independent(独立) 

◇ intelligence (知性) 

◇ invent(発明する) 

◇ investigation(調査・研究)  

◇ industry(産業・製造業) 

◇ impact(影響) 

◇ I(私) 私の大学、主体的に私が変革する  

上記の全てのキーワードを包含する意図から頭

文字である「i」を取った大学名とした。また、この

よう包含的な概念を標榜できる日本語の表記がな

いため、アルファベット表記としている。 

i の文字を小文字にしたのは、大文字の「I」はロ

ーマ数字のⅠと混同される可能性があることから

小文字とした。また、数学の表記としては、大文字

は定数を表し、小文字は変数を表すことから本学の

趣旨である変化に対応するという観点でも小文字

がふさわしいと判断している。加えて、i モード、

iPhone などに代表されるマーケティングの観点で

も大文字は固有名詞的イメージで小文字は一般名
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いる。 

イノベーションを日本語で表現すると「革新」「刷

新」「創造」等様々な言葉がある。それぞれの意味

については、 

「革新」…古くからの習慣・制度・状態・考え方な

どを新しく変えようとすること。 

「刷新」…事態を改めて、全く新しいものにするこ

と。 

「創造」…それまでなかったものを初めてつくり出

すこと。 

（三省堂 大辞林参照） 

である。 

日本の大学の学部名称、大学院の研究科名称にも

既にイノベーションという言葉を使用しているケ

ース（成城大学社会イノベーション学部、東洋大学

国際学部グローバル・イノベーション学科、静岡県

立大学大学院経営情報イノベーション研究科、法政

大学大学院イノベーション・マネジメント研究科 

等）がある。イノベーションという言葉が、学問や

職業の専門分野を表する社会的通用性はあると認

識している。高度専門職業人養成のための、専門職

大学院（大学）においても「事業創造大学院大学」

や「事業構想大学院大学」などで、新たな事業を生

み出す人材の育成や起業家の育成を目的とする大

学院教育が先行しており、「創造」や「構想」など

イノベーションと類似する言葉は既に使用されて

いる。ただし、前述の「革新」「刷新」「創造」とい

った 3 つの言葉で示される限定的な内容と本学が掲

げるイノベーションとは必ずしも一致していない。

「革新」「刷新」「創造」いずれの意味をも有す「イ

ノベーション」という言葉をそのまま大学名として

使用することが、「情報通信技術に関する知識・ス

キル」および「経営に関する知識・スキル」等を習

得し、国際社会と地域社会でイノベーションを起こ

すという本学の教育研究に整合すると考えている。 

 

詞的なイメージとなり親しみやすいことも小文字

にした理由である。 

「変化を楽しみ、自ら学び、革新を創造する」と

いう教育理念の実現に向け思いを込めた大学名で

ある。 
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注釈 1 

  テキサスＡ＆Ｍ大学イノベーション学部（米国）、

アイルランド国立大学メイヌース校デザインイノ

ベーション学部（アイルランド）、サレント大学イ

ノベーションエンジニアリング学科（イタリア）、

ウィーン大学 法学部 イノベーション・デジタリ

ゼーション学科（オーストリア）、サウザンプトン

大学 ビジネススクール 戦略・イノベーション・

起業学科（英国）など。（本学調べ） 

 

  



57 

 

(新旧対照表)設置の趣旨等を記載した書類 

[74 ページ] 

◆組織・機能図(新) 

 

 

[65 ページ] 

◆組織・機能図(旧) 
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（新旧対照表）学生の確保の見通し等を記載した書類 

上記の書類内にて記載した以下の名称を、一律下記の通り変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション専門職大学 ｉ専門職大学 

 

（新旧対照表）教育課程連携協議会構成員名簿等 

教育課程連携協議会構成員名簿及び教育課程連携協議会規程にて記載した以下の名称を、一律下記の通り

変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション専門職大学 ｉ専門職大学 

 

（新旧対照表）臨地実務実習施設等 

臨地実務実習施設の確保状況説明書及び臨地実務実習施設一覧にて記載した以下の名称を、一律下記の通

り変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション専門職大学 ｉ専門職大学 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

（2）大学の英語名称については、専門職大学であることがわかるように professional 又は vocational

の語（若しくはこれらに類する語）を用いて、適切に改めること。 

（対応） 

大学の英語名称について、検討を行った結果、professional を用い、次のとおり改める。 

 

■大学名 

情報経営イノベーション専門職大学 

Professional University of Information and Management for Innovation 

 

 

（新旧対照表）基本計画書 

上記の書類内にて記載した以下の名称を、一律下記の通り変更する。 

新 旧 

Professional University of Information and 

Management for Innovation 

i University 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 

上記の書類内にて記載した以下の名称を、一律下記の通り変更する。 

新 旧 

Professional University of Information and 

Management for Innovation 

i University 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

（3） 「ICT を『手段』とし、グローバル社会でビジネスにイノベーションを起こす人材」の育成を目指

すと説明しているが、学部学科及び学位の名称には、ビジネスの要素が含まれていないため、当該学

部学科の教育研究上の目的にふさわしいものであるか疑義がある。学部学科の教育研究上の目的にふ

さわしいものとなるよう、適切に改めること。また、英語名称についても、イノベーションと情報通

信技術との目的・手段の関係が適切に整理されていないため、留意すること。 

 

（対応） 

人材養成に対して、学部学科及び学位の名称にビジネスの要素が含まれていないため、当該学部学科の

教育研究上の目的にふさわしいものであるか疑義がある。学部学科の教育研究上の目的にふさわしいもの

となるよう、適切に改めることとご指摘を頂き、本学の教育研究上の目的にふさわしいものとなるよう適

切に改める。また、英語名称についても、適切に整理し修正する。 

なお、是正事項の６(１)でご指摘を頂いた通り、大学名に関しても同様のご指摘を頂いていることから、

学部学科及び学位名称、また英語名称について以下のように整理し修正する。その際、ご指摘を頂いたビ

ジネスの要素も含む名称として修正する。 

 

・学部学科名称 

「情報経営イノベーション学部 情報経営イノベーション学科」 

 [Faculty of Information and Management for Innovation 

  Department of Information and Management for Innovation] 

 

・学位名称案 

「情報経営イノベーション学士（専門職）」 

[Bachelor of Information and Management for Innovation] 

 

本学の教育理念は、「変化を楽しみ、自ら学び革新を創造する。」である。また、養成する人材像は、「変

化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミュニケーション能力、

これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付け、企業において新規の事業やサービスを立案・提案する

企画運営能力を発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生み出すことで、国際社会と

地域社会の産業発展に貢献する人材」であり、本学ではこれをイノベーション人材と位置付けている。 

こうした人材の育成のために必要な能力は、①職業的自立を図る能力②経営に関する知識・スキル③情

報通信技術に関する知識・スキル④国際的コミュニケーション能力⑤時代の変化に対応するビジネスの総

合力としている。また、教育課程では、情報通信技術に関する科目と経営に関する科目を職業専門科目に

置き、学びの中心としている。 



61 

 

以上のことから、学びの中心である「情報通信技術の知識・スキル」「経営に関する知識・スキル」等を

習得しイノベーションを起こす人材育成を教育研究上の目的とするため、情報経営イノベーション学部、

情報経営イノベーション学科とし、学位名に関しては、情報経営イノベーション学士（専門職）とする。 

なお、イノベーションという言葉は、オーストリアの経済学者シュンペーターによって、1912 年に初め

て定義され、100 年以上の歴史がある言葉である。文部科学省では公式ＨＰでその定義を紹介し、経済産

業省もイノベーション政策について発表する等広く社会に広がっている言葉であると認識している。その

他、イノベーションに関する著書、研究結果は世界で多数発表されている。 

日本の大学、大学院の学部名、研究科名にも既にイノベーションという言葉を使用しているケース（成

城大学 社会イノベーション学部、東洋大学 国際学部 グローバル・イノベーション学科、静岡県立大

学 経営情報学部 大学院経営情報イノベーション研究科、法政大学専門職大学院 経営大学院 イノベ

ーション・マネジメント研究科 等）も見られ、イノベーションの社会的通用性は十分にあると認識して

いる。また、専門職大学院では、イノベーションという言葉自体は使用していないが「事業創造大学院大

学」や「事業構想大学院大学」など、大学院の学びを通して新たな事業を生み出す人材の育成や起業家を

育成する大学院は存在しており、「創造」や「構想」などイノベーションと類似する言葉は既に使用されて

いる。よって、本学の教育研究上の目的を鑑みればイノベーションの言葉を学部学科、学位の名称に付す

ことは、社会的通用性からみて適切であると考える。 

国際通用性に関しては、海外の大学でもイノベーションを使用した学部名学科名は存在し（テキサスＡ

＆Ｍ大学 イノベーション学部（米国）、アイルランド国立大学 メイヌース校デザインイノベーション学

部（アイルランド）、サレント大学イノベーションエンジニアリング学科（イタリア）、ウィーン大学 法

学部 イノベーション・デジタリゼーション学科（オーストリア）、サウザンプトン大学 ビジネススクー

ル 戦略・イノベーション・起業学科（英国））、イノベーションは、国際的にも通用する言葉であると認

識している。 

以上、イノベーションという言葉の社会的、国際的通用性も踏まえ、学部学科名、学位の名称にイノベ

ーションを使用することは、本学の教育研究に整合すると考えている。 

 

（新旧対照表）基本計画書 

上記の書類内にて記載した以下の名称を、一律下記の通り変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション学部 

 [Faculty of Information and Management for 

Innovation] 

情報経営イノベーション学科 

 [Department of Information and Management 

for Innovation] 

情報経営イノベーション学士（専門職） 

 [Bachelor of Information and Management for 

ICT イノベーション学部 

[Faculty of Information and Communication 

Technology for innovation] 

ICT イノベーション学科 

[Department of Information and 

Communication Technology for innovation] 

ICT イノベーション学士（専門職） 

[Bachelor of innovation in Information and 
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Innovation] Communication Technology] 

 

（新旧対照表）組織の移行表 

新 旧 

情報経営イノベーション学部 ICT イノベーション学部 

 

（新旧対照表）教育課程等の概要 

新 旧 

情報経営イノベーション学部 

情報経営イノベーション学科 

情報経営イノベーション学士（専門職） 

ICT イノベーション学部 

ICT イノベーション学科 

ICT イノベーション学士（専門職） 

 

（新旧対照表）実験、実習又は実技による授業科目等の一覧 

新 旧 

情報経営イノベーション学部 

情報経営イノベーション学科 

ICT イノベーション学部 

ICT イノベーション学科 

 

（新旧対照表）授業科目の概要 

新 旧 

情報経営イノベーション学部 

情報経営イノベーション学科 

ICT イノベーション学部 

ICT イノベーション学科 

  

（新旧対照表）シラバス 

新 旧 

情報経営イノベーション学部 

情報経営イノベーション学科 

ICT イノベーション学部 

ICT イノベーション学科 

 

（新旧対照表）学則 

上記の書類内にて記載した以下の名称を、一律下記の通り変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション学部 

 [Faculty of Information and Management for 

Innovation] 

情報経営イノベーション学科 

 [Department of Information and Management 

ICT イノベーション学部 

[Faculty of Information and Communication 

Technology for innovation] 

ICT イノベーション学科 

[Department of Information and 
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for Innovation] Communication Technology for innovation] 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 

上記の書類内にて記載した以下の名称を、一律下記の通り変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション学部 

 [Faculty of Information and Management for 

Innovation] 

情報経営イノベーション学科 

 [Department of Information and Management 

for Innovation] 

情報経営イノベーション学士（専門職） 

 [Bachelor of Information and Management for 

Innovation] 

ICT イノベーション学部 

[Faculty of Information and Communication 

Technology for innovation] 

ICT イノベーション学科 

[Department of Information and 

Communication Technology for innovation] 

ICT イノベーション学士（専門職） 

[Bachelor of innovation in Information and 

Communication Technology] 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（31、47 ページ） 

新 旧 

［31 ページ］ 

(2)学部・学科の名称 

 

学部名称 :  情報経営イノベーション学部  

英語名称  :  Faculty of Information and 

Management for Innovation 

 

学科名称 :  情報経営イノベーション学科 

英語名称  :  Department of Information and 

Management for Innovation 

 

 本学の教育課程は、経営学に類する「情報経営学」

を基盤としており、「情報通信技術の知識・スキル」

「経営に関する知識・スキル」等を習得し、国際社

会と地域社会でイノベーションを起こす教育研究

を目指すため、学部学科名称は「情報経営イノベー

ション学部 情報経営イノベーション学科」とす

る。 

一学部一学科のため、大学名称と同様の学部・学科

［28 ページ］ 

(2)学部・学科の名称 

 

学部名称 :  ICT イノベーション学部  

英語名称  :  Faculty of Information and 

Communication Technology for innovation 

 

学科名称 :  ICT イノベーション学科 

英語名称  :  Department of Information and 

Communication Technology for innovation 

 

学部・学科名称を決定するにあたって、本学のデ

ィプロマ・ポリシーは、「先が読めないスピードで

変化を遂げる時代の中でしなやかに生き抜くため

に、自ら学び成長させ、ICT を活用し新たな価値を

グローバル社会で生み出し続ける人材」のため、こ

れまでにない概念の人材を育成する新たな専門職

大学の設置を目指しており、新規の学部・学科名を

設定した。また、以下のポイントに留意しつつ名称
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名とした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)学位の名称 

 

名称   :  情報経営イノベーション学士(専門

職)   

英語名称 :  Bachelor of Information and 

Management for Innovation 

 

本学の養成する人材像は、変化し続ける時代の中

で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国

際的なコミュニケーション能力、これらを組み合わ

せた応用力を主体的に身に付け、企業において新規

の事業やサービスを立案・提案する企画運営能力を

発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビ

ジネスを生み出すことで、国際社会と地域社会の産

業発展に貢献する人材を想定している。 

そのため、学位名称を決定するにあたり、学問分

野は、プログラマやエンジニアに代表される情報通

信技術人材を育成する「工学」「情報学」ではなく、

経営学に類する「情報経営学」を基盤とし、本学に

おける教育研究の成果としてふさわしい学位名称

である「情報経営イノベーション学士(専門職) 」と

とした。 

 

[47 ページ] 

(５)卒業要件 

(中略) 

設定を行った。 

・ 専門職大学であるためどんな職業分野に結び

つくのか分かりやすい名称とする 

・ 学部・学科名称が教育内容と整合性があるか 

・ 学部・学科名称が授与学位名称と整合性がある

か 

・ 学部・学科名称が分かりやすいか 

という観点を基に、「ICT イノベーション学部」「ICT

イノベーション学科」とした。 

 

(3)学位の名称 

 

名称   :  ICT イノベーション学士(専門職)   

 

英語名称 :  Bachelor of innovation in 

Information and Communication Technology   

 

本学の育成する人材像は、ICT を「手段」とし

てグローバル社会でビジネスにイノベーションを

起こすことができる人材であり、既述のとおり

「ICT を活用する様々な業界・団体において課題

を解決し、新たな商品・サービスやビジネスを生

み出す企画職」、「ICT を活用し新たな商品・サー

ビスやビジネスを生み出す起業家」を想定してい

る。 

そのため、学位名称を決定するにあたり、学問

分野は、プログラマやエンジニアに代表される

ICT 人材を育成する「工学」「情報学」ではなく、

経営学に類する「ビジネス情報学」を基盤とし、

専門職大学としてふさわしい学位名称として、

「ICT イノベーション学士(専門職) 」と決定した。 

 

 

[44 ページ] 

(５)卒業要件 

(中略) 
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学長は、本学に 4 年以上在学し、所定の単位を修得

し、教授会の議を経て卒業することを認められた者

に対して卒業を認定し、情報経営イノベーション学

士(専門職)の学位を授与する。 

学長は、本学に 4 年以上在学し、所定の単位を修得

し、教授会の議を経て卒業することを認められた者

に対して卒業を認定し、学士(専門職)の学位を授与

する。 

 

（新旧対照表）学生の確保の見通し等を記載した書類 

上記の書類内にて記載した以下の名称を、一律下記の通り変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション学部 

情報経営イノベーション学科 

ICT イノベーション学部 

ICT イノベーション学科 

 

（新旧対照表）教員名簿［教員の氏名等］ 

新 旧 

情報経営イノベーション学部 

情報経営イノベーション学科 

ICT イノベーション学部 

ICT イノベーション学科 

 

（新旧対照表）実務経験等を有する専任教員一覧 

新 旧 

情報経営イノベーション学部 

情報経営イノベーション学科 

ICT イノベーション学部 

ICT イノベーション学科 

 

（新旧対照表）専任教員の年齢構成・学位保有状況 別添 

新 旧 

情報経営イノベーション学部 

情報経営イノベーション学科 

ICT イノベーション学部 

ICT イノベーション学科 

 

（新旧対照表）教育課程連携協議会構成員名簿等 

教育課程連携協議会構成員名簿及び教育課程連携協議会規程にて記載した以下の名称を、一律下記の通り

変更する。 

新 旧 

情報経営イノベーション学部 

情報経営イノベーション学科 

ICT イノベーション学部 

ICT イノベーション学科 

 

（新旧対照表）臨地実務実習施設等 

臨地実務実習施設の確保状況説明書及び臨地実務実習施設一覧にて記載した以下の名称を、一律下記の通

り変更する。 
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新 旧 

情報経営イノベーション学部 ICT イノベーション学部 
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（改善事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

7. 学生納付金について、類似する大学の学費平均値より高いことは、一人一人に徹底した教育支援をすべ

て学費に含んでいるためと説明しているが、一般的な大学でも行われている教育支援であるように見受

けられる。学費が学生の教育研究の支援にどう活用されているか、改めて説明すること。 

（対応） 

学生納付金について、類似する大学の学費平均値より高いことは、一人一人に徹底した教育支援をす

べて学費に含んでいるためと説明しているが、一般的な大学でも行われている教育支援であるように見

受けられる。とのご指摘を頂いた。本学における、一人一人に徹底した教育支援として、学費が学生の

教育研究の支援にどう活用されているかについて、活用の内容を追記して説明する。 

  

＜人件費関連＞ 

・全授業、1 クラス 40 名以下の少人数教育を施す。本学の入学定員である 200 名の場合、必修科目で

は 5 クラスで同一内容の授業を行う。また、いくつかの選択科目においては 2～3 クラス開講を予定

しており、そこでも同一内容の授業を行う (非常勤講師にかかる経費の増大)。 

・クラスごとに、連携企業等をゲスト講師に迎えるプロジェクト型授業を多数実施する(事前準備や共同

プロジェクトに係る教材等の教育研究経費の増大)。 

 

＜教育環境（インフラ）の維持＞ 

 ・アクティブラーニング型での授業を推進するため、予習復習等に本学独自の E-learning 教材を活用す

る。この E-learning 教材を使用するシステムとあわせて、担当教員自らが教材を作成可能なコンテン

ツ作成システムを導入する。 

 ・ＡＩ、クラウド、ビッグデータ、システム開発等の授業で必要な専門的なソフトウェアを用意する。

また、単年ではなく継続的に保守・管理・維持・更新していく。 

・全学的に Wi-Fi 環境を整備し、学生が授業内外で活動するに十分なインターネット接続を確保する。

その際、複数の機器を活用しシステムやサービスの開発を行うこと、さらに大容量のデータ通信が想

定されるため、通常よりも強固な回線を設置する。また、多くの授業や課外活動において PC を使用

すること、クラウド環境を活用した授業進行を想定していることから、一度にアクセスが集中しても

耐えられるサーバー等インフラ環境を準備する。また、単年ではなく継続的に保守・管理・維持・更

新していく。 

・学生が教育課程を通じて新たなサービス・ビジネスを生み出せるよう、３Ｄプリンター等のデジタル

ファブリケ―ション機器をそろえた実習室を準備する。 

・臨地実務実習でのＰＤＣＡサイクル強化のため、学生・教員・実習指導者等とリアルタイムにやり取

りを行い、振り返り指導(日報作成や実習内容の共有等)にて必要な専用のＷＥＢシステムを導入する。 

 

以上のように、主に教育環境を整備し維持するための教育研究用機器備品に学費を活用する。 
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なお、学費が私立大学の平均よりも高額なことについては、以上のことを学生・保護者へ丁寧に説明

し、学生確保を行っていく。 

 

（新旧対照表）学生の確保の見通し等を記載した書類（27～28 ページ） 

新 旧 

[27～28 ページ] 

一見して、本学の初年度の学費設定はやや高い状

況にある。学生の教育研究支援へ充てる学費の活用

内容として、以下が挙げられる。 

 

＜人件費関連＞ 

・全授業において、1 クラス 40 名以下の少人数教育

を施す。本学の入学定員である 200 名の場合、必

修科目では 5 クラスで同一内容の授業を行う。ま

た、いくつかの選択科目においては 2～3 クラス

開講を予定しており、そこでも同一内容の授業を

行う (非常勤講師にかかる経費の増大)。 

・クラスごとに、連携企業等をゲスト講師に迎える

プロジェクト型授業を多数実施する（事前準備や

共同プロジェクトに係る教材等の教育研究経費

の増大）。 

 

＜教育環境（インフラ）の維持＞ 

・アクティブラーニング型での授業を推進するた

め、予習復習等に本学独自の E-learning 教材を活

用する。この E-learning 教材を使用するシステム

とあわせて、担当教員自らが教材を作成可能なコ

ンテンツ作成システムを導入する。 

・AI、クラウド、ビッグデータ、システム開発等の

授業で必要な専門的なソフトウェアを用意する。

また、単年ではなく継続的に保守・管理・維持・

更新していく。 

・全学的に Wi-Fi 環境を整備し、学生が授業内外で

活動するに十分なインターネット接続を確保す

る。その際、複数の機器を活用しシステムやサー

ビスの開発を行うこと、さらに大容量のデータ通

[27 ページ] 

一見して、本学の初年度の学費設定はやや高い状

況にある。情報学の中でも工学部に近い設定となっ

ていることについては、本学の以下の特徴が学費に

含まれていることが理由として挙げられる。 

・ 1 クラス 40 人の少人数教育 

・ 学生の入学時から卒業時まで、キャリア形

成、履修支援、「イノベーションプロジェ

クト」の支援、インターンシップ支援、企

業連携支援などのサポートを行う、学内職

員である「i マネジャー」を常時配置 

・ 「ビジネスフィールドリサーチ」などの授

業での課題提供、教員派遣、実習等、企業

による多様な支援 

・ 情報系インフラの充実(無線 LAN の整備、

インターネット接続に対する広帯域化、デ

ジタルサイネージの設置、コンセントの設

置、セキュリティの強化等) 

本学では、上記のとおり一人一人に徹底した教育

支援を全て学費に含んでいるため、類似する大学の

学費平均値より高い設定となっている。 

前述のように、大学経営の観点から、ｉ専門職大

学の開学から完成年度の翌年までをシミュレーシ

ョンした結果、開学から完成年度である 4 年目で収

支差額がプラスになる想定となっており、財政的な

健全性を担保するものと考える。 

よって、学生募集の観点からも大学経営の観点か

らも適切な設定であると考える。 
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信が想定されるため、通常よりも強固な回線を設

置する。また、多くの授業や課外活動において PC

を使用すること、クラウド環境を活用した授業進

行を想定していることから、一度にアクセスが集

中しても耐えられるサーバー等インフラ環境を

準備する。また、単年ではなく継続的に保守・管

理・維持・更新していく。 

・学生が教育課程を通じて新たなサービス・ビジネ

スを生み出せるよう、3D プリンター等のデジタ

ルファブリケ―ション機器をそろえた実習室を

準備する。 

・臨地実務実習での PDCA サイクル強化のため、学

生・教員・実習指導者等とリアルタイムにやり取

りを行い、振り返り指導(日報作成や実習内容の共

有等)にて必要な専用の WEB システムを導入す

る。 

 

以上のように、主に教育環境を整備し維持するた

めの教育研究用機器備品に学費を活用する。学費が

私立大学の平均よりも高額なことについては、以上

のことを学生・保護者へ丁寧に説明し、学生確保を

行っていく。 

 

また、前述のように、大学経営の観点から、情報

経営イノベーション専門職大学の開学から完成年

度の翌年までをシミュレーションした結果、開学か

ら完成年度である 4 年目で収支差額がプラスになる

想定となっており、財政的な健全性を担保するもの

と考える。 

よって、学生募集の観点からも大学経営の観点か

らも適切な設定であると考える。 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

8. 「アカウンティング」、「ＩＣＴリテラシー」、「キャリアデザインⅠ」等の授業科目について、学修内容

と配当単位数が整合していない科目が散見されるため、配当年次や単位数にふさわしい科目内容となる

よう、適切に改めること。 

（対応） 

授業科目について、学修内容と配当単位数が整合していない科目が散見されるとの指摘を受け、各科目

の学修内容と配当単位数、配当年次について見直しを行った。あわせて教育課程の全体構成および各ポリ

シーとの整合性について検証を行い、別紙 4（カリキュラム一覧）のとおり科目の配当年次、単位数を改

めるとともに、学修内容の見直しを行い教育課程の概要等と講義等の内容、シラバスの変更を行った。 

具体的には以下の授業科目について変更する。 

 

「アカウンティング」 

1 年次科目であることを考慮し、簿記・会計の基本的な内容を「アカウンティング基礎」として、管理

会計や経営の意思決定に係る内容を「アカウンティング応用」に変更して配置する。 

 

「ICT リテラシー」 

PC やソフトウェアの基本的な操作について習得する科目であったが、大学入学以前の学習で、基本的

な事項は修得していると判断されること、また、その他の科目の授業を通じ修得するスキルや知識もあ

ること等から、科目として配置しないこととした。なお、PC についてはすべての入学生が同一のもの

を購入することから入学時のガイダンスにソフトウェアのインストールや、基本的な操作方法の確認

（復習）を行う。 

 

「キャリアデザインⅠ」 

入学直後に予定する導入教育プログラムや「イノベーションの志」とあわせて、インターンシップを含

む 4 年間の学習を通じた大学生活での目標設定、卒業後の進路の指針となるキャリアプランの構築、本

学が輩出するイノベーター人材像の具体化の観点から、一連の科目について内容の見直しを行った。本

科目はインターンシップとこれを通じた自己実現をターゲットにした目標設定を行う科目として 2 年

次に設定するとともに、その内容・実施回数を見直し、8 回 1 単位で実施することとした。 

  

・授業科目の名称変更 

旧）「アカウンティング」 → 新）「アカウンティング入門」 

旧）「IoTⅠ」→ 新）「IoT」 

 

・授業科目の削除 

「ICT リテラシー」 

「離散数学Ⅰ」 
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「離散数学Ⅱ」 

「モバイルコンピューティングⅠ」 

「モバイルコンピューティングⅡ」 

「オペレーションズリサーチ」 

「ビジネスデザインⅠ」 

「ファイナンス」 

「ビジネスデザインⅡ」 

「ゲーム理論と交渉術」 

「モチベーションマネジメント」 

「フィンテック」 

「デザイン思考ワークショップ設計」 

「開発マネジメント」 

「シミュレーションによる問題分析」 

「情報セキュリティ演習Ⅲ」 

「ネットワーク構築Ⅳ」 

 

・授業科目の統合 

「情報システムの失敗と分析」「システムインテグレーション」を「システムインテグレーション」に統合 

 

・新たに配置した科目 

段階的に学び、実習につなげていく体系的な学修を進めるにあたり、申請時の科目の内容や段階を見直

し、以下の科目を新たに配置することとした。 

「リサーチ入門」 

「ファイナンス入門」 

「デザインと経営」 

「クロステックビジネスデザイン」 

「モバイルサービス概論」 

 

審査意見 8,9,11 に対応するにあたり、以下の科目を新たに配置した。 

「数学基礎 A」 

「数学基礎 B」 

「数学基礎 C」 

「情報系数学応用 A」 

「情報系数学応用 B」 

「情報系数学応用 C」 
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・学修内容の見直し 

「イノベーションの志」 

「スタディスキル」 

「英語コア・スキルズⅠ」 

「英語コア・スキルズⅡ」 

「キャリアデザインⅠ」 

「キャリアデザインⅡ」 

「マーケティング基礎」 

「インターンシップⅠ」 

「インターンシップⅡ」 

「コンピュータとソフトウェア基礎」 

「データサイエンス」 

 

・科目分類の変更 

「コンピュータとソフトウェア基礎」 

「データ構造と処理法」 

「オペレーティングシステム」 

「コンピュータアーキテクチャ」 

「クラウド」 

「ビッグデータ」 

「AI」 

 

・配当年次の変更 

「職業倫理」 

「先端グローバル社会」  

「ICT と人間」  

「組織行動論」  

「人的資源管理論」 

「イノベーション特論」 

「コーポレートファイナンス」  

「モデル化と要求開発」 

「システムインテグレーション」 

 

（新旧対照表） 

別紙 4（授業科目の概要）、別紙 5（シラバス）の新旧対照表にて修正箇所を表す。 
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（新旧対照表）基本計画書 

新 旧 

[1 ページ] 

 
開設する授業科目の総数 卒業

要件

単位

数 

教育

課程 
講義 演習 

実験 

・実習 
計 

  43 科

目 

44 科

目 

10 科

目 

97 科

目 

128

単位   

 

 

[1 ページ] 

 
開設する授業科目の総数 卒業

要件

単位

数 

教育

課程 
講義 

教育

課程 
講義 

教育

課程 

  40 科

目 

55 科

目 

10 科

目 

105

科目 

128

単位   
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（新旧対照表）教育課程等の概要 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配当

年次 必 選 自 講 演 准 講

　
修

択
　
由

　
義

　
習

教 　師

授

1前 2 ○

1前 2 ○

1前 2 ○ 1

1前 2 ○

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○

2前 1 ○

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3後 1 ○

－ 12 14 0 2 1 兼4 －

1

－ 4

1

1

1

授業形態
専任教員等の配

置

実
験
・
実

習

教

　
授

1

1

リサーチ入門

数学基礎A

英語コア・スキルズⅠ

スタディスキル

基
礎

科
目

現
代
社

会
基
礎

－

イノベーションの志

科目

区分
授業科目の名称

単位数

キャリアデザインⅡ

ICTと人間

科学史

先端グローバル社会

職業倫理

キャリアデザインⅠ

数学基礎C

数学基礎B

英語コア・スキルズⅡ

小計（14科目）

備考

配当

年次 必 選 自 講 演 教 准 講

修 択 由 義 習 授 教 師

授

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 1 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 2 共同

－ 16 24 0 － 7 1 1 兼4 －

実

験

・

実

習

小計（21科目）

データサイエンス

オペレーションズリサーチ

モバイルコンピューティング

Ⅱ

離散数学Ⅱ

モバイルコンピューティング

Ⅰ

コンピュータアーキテクチャ

離散数学Ⅰ

オペレーティングシステム

データ構造と処理法

情

報

科

学

基

礎

コンピュータとソフトウェア

基礎

ICTリテラシー

ICTと人間

科学史

キャリアデザインⅡ

先端グローバル社会

職業倫理

英語コア・スキルズⅡ

キャリアデザインⅠ

英語コア・スキルズⅠ

スタディスキル

基

礎

科

目

－

現

代

社

会

基

礎

イノベーションの志

備考

科目

区分
授業科目の名称

単位数 授業形態
専任教員等の

配置
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配当

年次 必 選 自 講 演 准 講

　

修
択

　

由

　

義

　

習
教 師

授

1前 2 ○

1前 2 ○

1後 2 ○ 1

1後 2 ○

2前 2 ○

2前 2 ○

2前 2 ○

2前 2 ○ 1

2後 2 ○

2後 2 ○

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○

3後 2 ○

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○

4前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1 2 共同

1後 2 ○ 1 2 共同

1後 2 ○

2前 2 ○ 1 2 共同

2前 2 2 2 共同

2後 2 ○ 1 2 共同

2後 2 2 2 共同

3通 2 ○ 1 2 共同

3前 12 2 共同

3後 12 2 共同

4通 2 ○ 1 2 共同

1前 2 ○

1前 2 1

1前 2 ○

1前 2 ○ 1

1後 2 1

1後 2 ○ 1 共同

1後 2 ○

2前 2 ○ 1

2前 2 ○

2前 2 ○

2前 2 ○ 1

2後 2 ○

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 共同

2後 2 ○

3前 2 ○

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○

3前 2 ○

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 共同

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 共同

3後 2 ○ 共同

4前 2 ○

4前 2 ○ 1 共同

2前 2 ○ 1

2後 2 ○

2後 2 ○ 1

3前 2 ○

3前 2 ○ 1

－ 68 80 0 6 4 兼5 －

1

― 13

1

1

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

1

○

1

○

1

2

臨 3

臨 3

2

1

1

2

○ 1

2

○ 1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

授業形態
専任教員等の配

置

実

験

・

実

習

教

　

授

科目

区分
授業科目の名称

単位数

アカウンティング入門

マーケティング基礎

職

業

専

門

科

目

経

営

ビ

ジ

ネ

ス

基

礎

マネジメント（経営学

基礎）

法務リテラシーⅠ

オペレーションズマネ

ジメント

地域創生とイノ ベー

ション

人的資源管理論

ビジネスゲームによる

経営意思決定

組織行動論

問題形成と問題解決

ファイナンス入門

法務リテラシーⅡ

アカウンティング応用

ビ

ジ

ネ

ス

応

用

マーケティング応用

ビ

ジ

ネ

ス

実

践

イノベーション プロ

ジェクトⅠ

スタートアップ 基礎

（起業論）

税務会計・会計処理

デザインと経営

クロステックビジネス

デザイン

新興市場における事業

開発

コーポレートファイナ

ンス

イノベーション特論

イノベーション プロ

ジェクトⅥ

インターンシップⅡ

インターンシップⅠ

イノベーション プロ

ジェクトⅤ

ビジネスフィールドリ

サーチⅡ

イノベーション プロ

ジェクトⅣ

ビジネスフィールドリ

サーチⅠ

イノベーション プロ

ジェクトⅢ

イノベーション プロ

ジェクトⅡ

コンピュータアーキテ

クチャ

ネットワーク技術

プログラミングⅡ

オペレーティングシス

テム

プログラミングⅠ

情

報

通

信

技

術

シ

ス

テ

ム

デ

ザ

イ

ン

基

礎

コンピュータとソフト

ウェア基礎

データ構造と処理法

情報系数学応用C

情報系数学応用B

データサイエンス

システム設計演習

情報技術演習Ⅰ

情報系数学応用A

モバイルサービス概論

データベース

ソフトウェア設計・構

築

クラウド

システムインテグレー

ション

モデル化と要求開発

ソフトウェアプロセス

と品質

情報技術演習Ⅱ

インタラクティブ・シ

ステムデザイン

シ

ス

テ

ム

デ

ザ

イ

ン

応

用

Webシステム演習

情報システムの プロ

ジェクト管理

情報セキュリティ演習

Ⅱ

情報セキュリティ演習

Ⅰ

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク

セ

キ
ュ

リ

テ
ィ

ネットワーク構築Ⅰ

ネットワーク構築Ⅱ

AI

スーパーコンピュータ

IoT

ビッグデータ

備考

小計（64科目）

ネットワーク構築Ⅲ

配当

年次 必 選 自 講 演 教 准 講

修 択 由 義 習 授 教 師

授

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1 共同

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 1 1 共同

4後 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 1

1前 2 ○ 3 2 共同

1後 2 ○ 3 2 共同

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 3 2 共同

2前 2 ○ 2 1 2 共同

2後 2 ○ 3 2 共同

2後 2 ○ 2 1 2 共同

3通 2 ○ 3 2 共同

3前 12 臨 3 2 共同

3後 12 臨 3 2 共同

4通 2 ○ 3 2 共同

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 1 共同

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1 共同

3後 2 ○ 2 共同

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 2 共同

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 66 84 0 ― 14 5 4 兼3 －

実

験

・

実

習

小計（65科目）

ネットワーク構築Ⅳ

情報セキュリティ演習Ⅲ

ネットワーク構築Ⅲ

情報セキュリティ演習Ⅱ

情報セキュリティ演習Ⅰ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

ネットワーク構築Ⅰ

ネットワーク構築Ⅱ

IoTⅡ

スーパーコンピュータ

IoTⅠ

シミュレーションによる問題

分析

システムインテグレーション

情報システムの失敗と分析

ソフトウェアプロセスと品質

情報技術演習Ⅱ

情報システムのプロジェクト

管理

開発マネジメント

システム設計演習

情報技術演習Ⅰ

インタラクティブ・システム

デザイン

データベース

ソフトウェア設計・構築

Webシステム演習

モデル化と要求開発

プログラミングⅡ

Ｉ

Ｃ

Ｔ

シ

ス

テ

ム

デ

ザ

イ

ン

プログラミングⅠ

ネットワーク技術

イノベーションプロジェクト

Ⅵ

インターンシップⅡ

インターンシップⅠ

イノベーションプロジェクト

Ⅴ

ビジネスフィールドリサーチ

Ⅱ

イノベーションプロジェクト

Ⅳ

ビジネスフィールドリサーチ

Ⅰ

イノベーションプロジェクト

Ⅲ

イノベーションプロジェクト

Ⅱ

ビ

ジ

ネ

ス

実

践

イノベーションプロジェクト

Ⅰ

ス タ ー ト ア ッ プ基 礎（ 起業

論）

デザイン思考ワークショップ

設計

税務会計・会計処理

AI

フィンテック

イノベーション特論

ビッグデータ

新興市場における事業開発

クラウド

地域創生とイノベーション

組織行動論

ビジネスゲームによる経営意

思決定

コーポレートファイナンス

人的資源管理論

ファシリテーション

問題形成と問題解決

モチベーションマネジメント

ゲーム理論と交渉術

法務リテラシーⅡ

ビ

ジ

ネ

ス

応

用

マーケティング応用

ビジネスデザインⅡ

オペレーションズマネジメン

ト

ファイナンス

アカウンティング

マーケティング基礎

職

業

専

門

科

目

ビ

ジ

ネ

ス

ビ

ジ

ネ

ス

基

礎

マネジメント（経営学基礎）

法務リテラシーⅠ

ビジネスデザインⅠ

備考

科目

区分
授業科目の名称

単位数 授業形態
専任教員等の

配置
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（新旧対照表）授業科目の概要 （別紙 4） 

 

（新旧対照表）シラバス（別紙 5） 

 

 

 

 

 

 

 

配当

年次 必 選 自 講 演 准 講

　
修

択
　
由

　
義

　
習

教 師

授

1前 2 1 兼1 共同

1後 2 1 兼1 共同

2前 2 1 兼1 共同

2前 2 ○ 1

2後 2 1 兼1 共同

2後 2 ○

2後 2 ○

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4後 2 ○

－ 8 26 0 － 0 2 兼3 －

3後 2 ○ 5 共同

4通 4 ○ 5 共同

－ 6 0 0 5 0 0 －

－ 94 120 0 7 6 兼10 －

2

12

12

－ 12

－ 15

1

1

○ 1

○ 1

1

1

○ 1

○ 1

授業形態
専任教員等の配

置

実
験
・
実

習

教

　
授

科目

区分
授業科目の名称

単位数

英語ディスカッション・
ディベート

実践英語：日本文化

英語通訳論

実践英語：多文化理解

英米文学演習

英語ビジネスマネジメン
ト

英語アカデミックリテラ
シー

備考

合計（97科目）

総合実践演習

総
合
科
目

－

総
合
演
習

総合理論演習

小計（2科目）

小計（17科目）

実践英語：イノベーショ
ン

ビジネス英語実習Ⅱ

展
開
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

-

ビジネス英語実習Ⅰ

ビジネス英語実習Ⅲ

ビジネス英語実習Ⅳ

英語ネゴシエーション

実践英語：IoT

実践英語：ファイナンス

英語プレゼンテーション

実践英語：製造業

学位又は称号
情報経営イノベーション
学士（専門職）

　総合科目　　　 6単位

卒業・修了要件及び履修方法

【卒業要件】

次により必修科目94単位、選択科目34単位以上、計128単位以上を修得すること。

　　基礎科目　　　20単位以上

選択科目から8単位を履修する。うち、数学基礎A～Ｃから4単位以上を履修す

る。
　職業専門科目　82単位以上

　　選択科目から14単位を履修する。

　展開科目　　　20単位以上

　　選択科目から12単位を履修する。

実習科目の40単位

　うち臨地実務実習(インターンシップ）24単位を含む

（履修科目の登録の上限：1年次46単位（年間）

　　　　　　　　　　　　2-4年次42単位（年間）

配当

年次 必 選 自 講 演 教 准 講

修 択 由 義 習 授 教 師

授

1前 2 ○ 1 1 兼1 共同

1後 2 ○ 1 1 兼1 共同

2前 2 ○ 1 1 兼1 共同

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1 兼1 共同

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 1

－ 8 18 0 － 2 0 2 兼3 －

3後 2 ○ 13 3 共同

4通 4 ○ 13 3 共同

－ 6 0 0 － 13 3 0 0 －

－ 94 34 0 16 5 6 兼10 －

実

験

・

実

習

－合計（105科目）

総合実践演習

総

合

科

目

－

総

合

演

習

総合理論演習

小計（2科目）

小計（17科目）

実践英語：イノベーション

英語ネゴシエーション

実践英語：IoT

実践英語：ファイナンス

英語プレゼンテーション

実践英語：製造業

英語ディスカッション・ディ

ベート

実践英語：日本文化

英語通訳論

実践英語：多文化理解

英米文学演習

英語ビジネスマネジメント

英語アカデミックリテラシー

ビジネス英語実習Ⅱ

展

開

科

目

グ

ロ

ー

バ

ル

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

ビ

ジ

ネ

ス

英

語

ビジネス英語実習Ⅰ

ビジネス英語実習Ⅲ

ビジネス英語実習Ⅳ

備考

科目

区分
授業科目の名称

単位数 授業形態
専任教員等の

配置

学位又は称号
ICTイノベーション学士

（専門職）

　基礎科目　　　20単位以上

卒業・修了要件及び履修方法

【卒業要件】

次により必修科目96単位、選択科目32単位以上、計128単位以上を修得すること。

実験・実習科目の40単位

　うち臨地実務実習(インターンシップ）24単位を含む

（履修科目の登録の上限：1年次50単位（年間）

　　　　　　　　　　　　2-4年次44単位（年間））

　　選択科目のうち、現代社会基礎から2単位、情報科学基礎から2単位を選択必修

      とする。

　職業専門科目　82単位以上

　　選択科目から16単位を選択必修とする。

　展開科目　　　20単位以上

　　選択科目から12単位を選択必修とする。

　総合科目　　　 6単位以上
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（33、36～40 ページ） 

新 旧 

[33 ページ]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[36、37 ページ] 

④ 基礎科目「現代社会基礎」 

時代の変化に対応できる基礎的な知識を学ぶ。職

業人として必要な基礎知識を学ぶとともに、現代社

会の課題や現状を理解しイノベーションの必要性を

理解する。「イノベーションの志」では、情報通信技

術と経営の知識・スキルを手段としより良い社会に

変革するという「志」とそれを実現するための目標、

企画を立て、学修意欲と本学での学びを具体的なも

のとする。4 年間の学修のモチベーションを入学時

点で構築することは、学習効果を高め、退学予防の

観点からも重要だと考えている。「キャリアデザイン

Ⅰ・Ⅱ」を設定し、自らの能力と将来像を俯瞰し、

自身のキャリアをデザインし行動できるように具体

化していく。 

また、1 年次では「スタディスキル」を設定し、

大学での学び方を改めて理解し、レポートの書き方

やプレゼンテーションの基本を学ぶ。「英語コア・ス

キルズⅠ・Ⅱ」を設定し英語４技能を中心に基礎的

な英語力の向上を図る。社会科学系および情報系の

学びを進めるうえで必要となる解析学（数列や微

分・積分の考え方）、線形代数（ベクトルや行列の考

え方）、確率統計（確率や統計的検定の考え方）の基

本的な内容として「数学基礎 A～C」を配置し、2

[30 ページ] 

 

[34 ページ] 

④基礎科目「現代社会基礎」 

時代の変化に対応できる基礎的な知識を学ぶ。職

業人として必要な基礎知識を学ぶとともに、現代社

会の課題や現状を理解しイノベーションの必要性を

理解する。「イノベーションの志」では、ICT を手

段としより良い社会に変革するという「志」を立て

高い目標の下に学修意欲を高める。4 年間の学修の

モチベーションを入学時点で構築することは、学習

効果を高め、退学予防の観点からも重要だと考えて

いる。また、1 年次では「スタディスキル」を設定

し、大学での学び方を改めて理解し、レポートの書

き方やプレゼンテーションの基本を学ぶ。次に「英

語コア・スキルズ」を設定し英語４技能を中心に基

礎的な英語力の向上を図る。さらに、「キャリアデザ

インⅠ・Ⅱ」を設定し、社会人となるうえで必要な

マナーやスキル、考え方をもとに、自らの能力と将

来像を俯瞰し、自身のキャリアデザインを行う。さ

らに仕事とは何か、働くことやキャリアデザインの

概念を学ぶことで、キャリアについて考え、行動で

きるように具体化していく。その他、「職業倫理」「科

学史」等イノベーション人材に繋がる基礎的な内容

を学ぶ。 
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科目以上の履修を必須とする。また、「リサーチ入門」

を通じて、さまざまな事象を実証的・構造的に明ら

かにし、課題の解決に結びつけるための方法を習得

する。このほか、「職業倫理」「科学史」「先端グロー

バル社会」「ICT と人間」を通じて、現代社会の課

題を多面的・構造的に理解する。 

 

(削除) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④職業専門科目「ビジネス基礎」 

経営に関する知識・スキルを応用し、実践するた

めに必要な基礎知識を学修する。経営学の基礎を学

ぶ「マネジメント(経営学基礎)」や「マーケティン

グ基礎」を始め、経営に必要不可欠な「アカウンテ

ィング入門」「法務リテラシーⅠ」を必修科目として

配置し、経営における基礎理論を修得する。基礎理

論を学ぶことで、様々な領域、規模、地域のビジネ

スにおいても対応できる汎用的かつ応用的な知識体

系の素地を養う。 

 

⑤職業専門科目「ビジネス応用」 

ビジネス基礎で学んだ基礎理論を土台に、「マーケ

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 基礎科目「情報科学基礎」 

ICT 知識・スキルの基礎や普遍的な内容を学ぶと

ともに、変化を続ける技術を常に追いかけ生涯に亘

って技術を獲得し続ける力を養う。必修科目として、

「コンピュータとソフトウェア基礎」「データ構造と

処理法」「離散数学Ⅰ」を置くほか、「コンピュータ

アーキテクチャ」「データサイエンス」科目を設定し

職業専門科目の ICT 知識・スキルを修得するための

前提を学ぶ。また、「オペレーティングシステム」「離

散数学Ⅱ」「モバイルコンピューティングⅠ」「モバ

イルコンピューティングⅡ」「オペレーションズリサ

ーチ」などを配置し、職業専門科目との接続を図る。

変化を続ける技術の中でも、変わることのない普遍

的な知識・スキルを学ぶことで、どのような技術革

新があっても対応できる能力を身に付ける。 

 

⑥職業専門科目「ビジネス基礎」 

ビジネスの知識・スキルを応用し、実践するため

に必要な基礎知識を学修する。経営学の基礎を学ぶ

「マネジメント(経営学基礎)」や「マーケティング

基礎」を始め、経営に必要不可欠な「アカウンティ

ング」「法務リテラシーⅠ」「ファイナンス」を必修

科目として配置し、ビジネスにおける基礎理論を修

得する。基礎理論を学ぶことで、様々な領域、規模、

地域のビジネスにおいても対応できる汎用的かつ応

用的な知識体系の素地を養う。 

 

⑦職業専門科目「ビジネス応用」 

ビジネス基礎で学んだ基礎理論を土台に、「ビジネ
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ティング応用」「アカウンティング応用」「ファイナ

ンス入門」「法務リテラシーⅡ」「問題形成と問題解

決」「人的資源管理論」「コーポレートファイナンス」

「ビジネスゲームによる意思決定」「組織行動論」「地

方創生とイノベーション」「新興市場における事業開

発」「イノベーション特論」「クロステックビジネス

デザイン」「税務会計・会計処理」のビジネスにおけ

る応用的な知識・スキルを取得する選択科目を設定

し、ビジネスを起こすだけではなく、発展・伸張さ

せるために必要な知識・スキルを学び、ビジネスに

おいて成果を出す技法を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

⑥職業専門科目「ビジネス実践」 

経営に関する基礎理論、（以下略） 

 

⑥ 職業専門科目「システムデザイン基礎」 

イノベーションを実現するために必要な情報通信

技術の専門科目を配置している。各科目は主に、独

立行政法人情報処理推進機構がまとめている「IT ス

キル標準モデルカリキュラム－レベル 2～3」に準拠

した科目を配置している。必修科目として、「コンピ

ュータとソフトウェア基礎」「プログラミングⅠ・Ⅱ」

「データ構造と処理法」「ネットワーク技術」「ソフ

トウェア設計・構築」「データベース」「情報技術演

習Ⅰ」「システム設計演習」を履修し「イノベーショ

ンプロジェクト」や「インターンシップ」で情報通

信技術を活用し、新たな商品やサービスを企画・開

発するために必要な情報通信技術に関する知識・ス

キルを総合的に学ぶ。また、選択科目として「オペ

レーティングシステム」「コンピュータアーキテクチ

ャ」「モバイルサービス概論」を配置し、情報通信技

スデザインⅡ」「マーケティング応用」「法務リテラ

シーⅡ」「モチベーションマネジメント」「ゲーム理

論と交渉術」「問題形成と問題解決」「ファシリテー

ション」「人的資源管理論」「コーポレートファイナ

ンス」「ビジネスゲームによる意思決定」「組織行動

論」「地方創生とイノベーション」「新興市場におけ

る事業開発」「イノベーション特論」「税務会計・会

計処理」「デザイン思考ワークショップ設計」などの

ビジネスにおける応用的な知識・スキルを取得する

選択科目とソリューションビジネスとして、ICT に

よるビジネス開発に必要である「クラウド」「ビック

データ」「AI」「フィンテック」科目を設定し、今後

さらにニーズが高まる先端分野を集中的に学ぶ仕組

みとしている。ビジネスを起こすだけではなく、発

展・伸張させるために必要な知識・スキルを学び、

ビジネスにおいて成果を出す技法を学ぶ。 

 

⑧職業専門科目「ビジネス実践」 

ビジネスの基礎理論（以下略） 

 

⑨職業専門科目「システムデザイン」 

イノベーションを実現するために必要な ICT の

専門科目を配置している。各科目は主に、独立行政

法人情報処理推進機構がまとめている「IT スキル標

準モデルカリキュラム－レベル 2～3」に準拠した科

目を配置している。必修科目として、「プログラミン

グⅠ・Ⅱ」「ネットワーク技術」「ソフトウェア設計・

構築」「データベース」「情報技術演習Ⅰ」を履修し

「イノベーションプロジェクト」や「インターンシ

ップ」で ICT を活用し実践するために必要な知識・

スキルを総合的に学ぶ。また、選択科目として「IoT

Ⅰ・Ⅱ」「スーパーコンピュータ」などを配置し、即

戦力として活躍できる ICT 知識・スキルと今後、ニ

ーズが高まる先端分野を学ぶ仕組みとしている。新

たなサービスや起業を目指す中で、ICT を活用して

“つくる”ことができる人材、“つくり方”を知る人材
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術の基本的な技術とその成り立ちを理解できるよう

設定する。あわせて「情報系数学応用 A～C」「デー

タサイエンス」を配置し、情報系科目を発展的に学

ぶために必要な数学的な理解を深める素地を作る。 

実習科目として「プログラミングⅠ・Ⅱ」を配置

している。「プログラミングⅠ・Ⅱ」では、Java の

特徴的機能である、ネットワーク、マルチスレッド

などを利用する技法を理解し、開発するソフトウェ

アシステムの要求仕様書に基づいて、統合開発環境

を活用してソフトウェアアーキテクチャの設計とプ

ログラム開発、統合テストを実施する。プログラム

やテストに関する仕様の文書化も実際に行う。シス

テム開発の基礎となるプログラミングの活用を学

び、システムを構築できるようになることで、情報

通信技術を活用しサービスやビジネスをイノベーシ

ョンするための基礎的なスキルを身に付ける。 

 

⑧職業専門科目「システムデザイン応用」 

「システムデザイン基礎」に続き、イノベーショ

ンを実現するために必要な情報通信技術に関する具

体的な知識やスキルを実践的に習得できる専門科目

を配置している。なお、科目配置に当たっては、独

立行政法人情報処理推進機構がまとめている IT ス

キル標準モデルカリキュラム－レベル 2～3」に準拠

するよう設定する。 

具体的には、選択科目として、新たなサービスや

ソフトウェア等の開発・改善を行うための知識やス

キルを習得する「Web システム演習」「インタラク

ティブ・システムデザイン」「情報技術演習Ⅱ」「ソ

フトウェアプロセスと品質」等を配置する。また情

報システムに関するプロジェクトマネジメント、改

善等についての知識やスキルを習得するための「情

報システムのプロジェクト管理」「モデル化と要求事

項」「システムインテグレーション」等を配置する。

あわせて、今後ニーズが高まる先端分野を学ぶ「ク

ラウド」「ビッグデータ」「AI」「IoT」「スーパーコ

を育成する。 

実習科目として「プログラミングⅠ・Ⅱ」を配置

している。「プログラミングⅠ・Ⅱ」では、Java の

特徴的機能である、ネットワーク、マルチスレッド

などを利用する技法を理解し、開発するソフトウェ

アシステムの要求仕様書に基づいて、統合開発環境

を活用してソフトウェアアーキテクチャの設計とプ

ログラム開発、統合テストを実施する。プログラム

やテストに関する仕様の文書化も実際に行う。シス

テム開発の基礎となるプログラミングの活用を学

び、システムを構築できるようになることで、ICT

の技術を活用しサービスやビジネスをイノベーショ

ンするための基礎的なスキルを身に付ける。 

 

 

 

 

(追加) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



81 

 

ンピュータ」等を配置した。システムを構築できる

ようになることで、情報通信技術の技術を活用しサ

ービスやビジネスをイノベーションするための基礎

的なスキルを身に付ける。新たなサービスや起業を

目指す中で、情報通信技術を活用して“つくる”こと

ができる人材、“つくり方”を知る人材を育成する。 

 

⑨職業専門科目「ネットワークセキュリティ」 

「システムデザイン基礎」に続き、ネットワーク通

信を活用したシステム構築に関する学修を進める科

目として「ネットワーク構築Ⅰ～Ⅲ」を、情報セキ

ュリティやリスク管理について学ぶ「情報セキュリ

ティ演習Ⅰ・Ⅱ」を配置した。 

 

 

 

 

⑩展開科目「グローバルコミュニケーション」 

「グローバル化する情報通信技術分野の人材」(※

1-(2)-⑦ グローバル化する情報通信技術分野の人材 

参照)で記述したとおり、平成 27(2015)年 10 月末現

在の外国人労働者数は 907,896 人で過去最高を更新

した。また、外国人労働者を雇用する事業所数は

152,261 カ所で、前年同期比 11.1％増加している。

今後、日本では多くの外国人労働者と協働して仕事

をすることが想定される。 

本学における専攻である情報通信技術と経営の対

象とする ICT 分野の人材に関しては、グローバル化

が進展しており、産業別の外国人労働者のうち、IT

人材に該当する「情報通信業に就労している外国人

の推移」では平成 27(2015)年 10 月末現在、36,522

人存在し、近年増加傾向にある。ソフトウェア開発

業務を行っている日本企業の 36.8%が既にオフショ

ア開発(システム開発などの業務を海外企業、または

海外の現地法人などに委託すること)を実施してお

り、今後行う予定の企業を含めると 40.6％となる。 

 

 

 

 

 

 

 

⑩職業専門科目「ネットワークセキュリティ」 

ICT を活用する際に欠かせない、また現在ネットワ

ークや情報セキュリティの知識・スキルを持った人

材の需要が社会で高まる中、システムデザイン科目

群を学んだうえでさらに応用的に修得できる科目を

配置している。具体的には「情報セキュリティ演習

Ⅰ～Ⅲ」「ネットワーク構築Ⅰ～Ⅳ」で構成している。

選択科目としており、各学生の将来目標に沿って履

修させる。 

 

⑪展開科目「ビジネス英語」 

「グローバル化する ICT 分野の人材」(※1-(2)-⑦ 

グローバル化する ICT分野の人材 参照)で記述した

とおり、ICT を活用する様々な業界・団体は、急速

にグローバル化が進展している。そのため、ICT・

ビジネスに関する知識・スキルを持ち、産業・サー

ビスでイノベーションを実現するためには、様々な

国の人々と協働できる力が必要である。 

専門職大学設置基準第 13 条第 3 項において展開

科目は、「専攻に係る特定の職業の分野に関連する分

野における応用的な能力であって、当該職業の分野

において創造的な役割を果たすために必要なものを

育成するための授業科目」とされている。 

本学のカリキュラム・ポリシーは、『「ICT」と「ビ

ジネス」の能力を融合するとともに、グローバル社

会で活躍できる「ビジネス英語」を修得し、インタ

ーンシップ及びイノベーションプロジェクトを通じ

て実践力を身に付け、革新を創造する人材を育成す

る教育課程を編成する。』としている。本学では、専
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以上のことから本学が専攻する分野である情報通

信技術分野の企業等でもグローバル化が促進されて

おり、今後、情報通信技術を活用し、国際社会にお

いて新たなサービスの開発やビジネスを起こすため

には、多様な国の人とコミュニケーションをとりな

がら協働して仕事をする力が求められる。 

上記の社会的ニーズの示されるように、情報通信

技術を活用する様々な業界・団体は、急速にグロー

バル化が進展している。そのため、本学の養成する

人材は、情報通信技術・経営に関する知識・スキル

を持ち、産業・サービスでイノベーションを実現す

るために、様々な国の人々と協働できる国際的なコ

ミュニケーション能力を身に付けることとしてい

る。また、グローバル化が進展する今日においては、

「情報通信技術」と「経営」の能力を応用的にグロ

ーバルな視野をもって展開する力が求められる。つ

まり、国際社会でコミュニケーションが図れる能力

を有することによって、様々な価値観の中で創造的

な力を発揮することができる。 

以上を踏まえ、情報通信技術・経営分野の応用的

な能力として展開科目に国際的なコミュニケーショ

ン能力習得のための科目群として「グローバルコミ

ュニケーション」を設置した。 

1 年次～2 年次までの必修科目としてグローバル

なビジネス現場を想定した実習科目として「ビジネ

ス英語実習Ⅰ～Ⅳ」を配置し、英語でビジネスコミ

ュニケーションができる能力を身に付ける。 

単に英語の 4 技能を高めるだけではなく、文化的

背景の異なる人々と協働するために必要となる文化

の違いやビジネスのルールなどを英語を通じて身に

付ける科目として、「英語ビジネスマネジメント」「英

米文学演習」「実践英語：多文化理解」「英米文学演

習」「実践英語：日本文化」を配置した。また、実際

の業務や研究の場でのルールを理解したうえでコミ

ュニケーションをとることができるよう「英語アカ

デミックリテラシー」「英語ビジネスマネジメント」

攻に係る特定の職業の分野は以下である。 

 

(ア) ICT を活用する様々な業界・団体において課

題を解決し、新たな商品・サービスやビジネ

スを生み出す企画職 

(イ) ICT を活用し新たな商品・サービスやビジネ

スを生み出す起業家 

 

グローバル化が進展する今日においては、「ICT」

と「ビジネス」の能力を応用的にグローバルで展開

する力が求められる。つまり、グローバル社会でコ

ミュニケーションが図れる能力を有することによっ

て、様々な価値観の中で創造的な力を発揮すること

ができる。 

以上のことから、「ビジネス英語実習Ⅰ～Ⅳ」では

ビジネス現場を想定し、実習科目として英語でビジ

ネスができる能力を養成する。 

単に英語の 4 技能を高めるだけではなく、様々な

価値観を持ち文化的背景の異なる人々と協働するた

めに、多様性を受け入れられる力、コミュニケーシ

ョン力、ディスカッション力、ディベート力、プレ

ゼンテーション力、ネゴシエーション力を高める科

目を配置した。 

また、ICT 関連分野にとどまらず、様々な分野・

フィールドで英語が活用できるよう、製造業、ファ

イナンス等の専門英語を学び、実践英語でイノベー

ション力を高める科目を設定している。 

今後、グローバル社会において様々な国の人々と

協働して、商品・サービスの開発やビジネスを起こ

すことによって、創造的な役割を担えるよう、科目

分類「グローバルコミュニケーション」としてビジ

ネス英語科目群を配置した。 
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「英語通訳論」を配置した。「英語ディスカッショ

ン・ディベート」「英語プレゼンテーション」「英語

ネゴシエーション」では、コミュニケーション力、

プレゼンテーション力、交渉力などを身に付ける。

また、さまざまなビジネス分野で英語が活用できる

よう、主に 3 年次以降には「実践英語：製造業」「実

践英語：ファイナンス」「実践英語：IoT」「実践英

語：イノベーション」などの専門性の高い英語を実

践的に学ぶ。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 

資料 15 時間割（前期） 

新 
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資料 15 時間割（前期） 

旧 
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資料 15 時間割（後期） 

新 
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資料 15 時間割（後期） 

旧 
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（新旧対照表）教員名簿[教員の氏名等] 

新 旧 

 

調
書
番
号 

専
任
等
区
分 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ 

氏 名 
＜就任(予定)年月＞ 

担当授業科目の名称 
配当 

年次 

担 

当 

単 

位 

数 

年 

間 

開 

講 

数 

1 専 

ﾅｶﾑﾗ ｲﾁﾔ 

中村 伊知哉 
＜平成 32年 4月＞ 

イノベーションの志 1 前 10 5 

2 専 

ﾅｶｼﾞﾏ(ｶﾜﾑﾗ)ﾘｭｳ

ｲﾁ 

中嶋(川村)隆一 
＜平成 32年 4月＞ 

アカウンティング入

門 
1 後 10 5 

アカウンティング応

用 
2 前 2 1 

ファイナンス入門 2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

3 専 

ﾅﾝﾊﾞ(ﾐｶﾐ) ﾐﾎ 

難波(三上)美帆 
＜平成 32年 4月＞ 

リサーチ入門 1 後 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

4 専 

ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ ﾃﾞｲﾋﾞ

ｯﾄﾞ 

 ﾁｪｵｯｸ 

Adrian David 

Cheok 
＜平成 32年 4月＞ 

AI 4 前 1 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

データサイエンス 2 後 2 2 

IoT 3 後 1 1 

4 専 

ﾃﾗﾜｷ(ﾀｶﾊｼ) ﾕｷ 

寺脇(高橋)由紀 
＜平成 32年 4月＞ 

プログラミングⅠ 1 前 10 5 

プログラミングⅡ 1 後 10 5 

モデル化と要求開発 3 前 2 1 

ソフトウェアプロセ

スと品質 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

5 専 

ﾔﾏﾉｳﾁ ﾏｻﾄ 

山内 正人 
＜平成 32年 4月＞ 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

ネットワーク構築Ⅰ 2 前 2 1 

ネットワーク構築Ⅱ 2 後 2 1 

ネットワーク構築Ⅲ 3 前 2 1 

6 
実
専 

ｸﾒ ﾉﾌﾞﾕｷ 

久米 信行 
＜平成 32年 4月＞ 

地域創生とイノベー

ション 
3 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 

 

 

 

4 通 4 1 

 

調
書
番
号 

専
任
等
区
分 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ 

氏 名 
＜就任(予定)年月＞ 

担当授業科目の名称 
配当 

年次 

担 

当 

単 

位 

数 

年 

間 

開 

講 

数 

1 専 

ﾅｶﾑﾗ ｲﾁﾔ 

中村 伊知哉 
＜平成 32年 4月＞ 

イノベーションの志 1 前 10 5 

2 専 （追加） 

アカウンティング入

門 
1 後 10 5 

アカウンティング応

用 
2 前 2 1 

ファイナンス入門 2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

2 専 

ﾅﾝﾊﾞ(ﾐｶﾐ) ﾐﾎ 

難波(三上)美帆 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネスデザインⅠ 1 後 2 1 

ビジネスデザインⅡ 2 前 2 1 

ファシリテーション 2 後 2 1 

デザイン思考ワーク

ショップ設計 

4 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

3 専 

ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ ﾃﾞｲﾋﾞ

ｯﾄﾞ 

 ﾁｪｵｯｸ 

Adrian David 

Cheok 
＜平成 32年 4月＞ 

データサイエンス 2 後 2 2 

AI 4 前 1 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

シミュレーションに

よる問題分析 

3 後 1 1 

IoTⅠ 3 後 1 1 

IoTⅡ 4 前 1 1 

4 専 

ﾃﾗﾜｷ(ﾀｶﾊｼ) ﾕｷ 

寺脇(高橋)由紀 
＜平成 32年 4月＞ 

プログラミングⅠ 1 前 10 5 

プログラミングⅡ 1 後 10 5 

モデル化と要求開発 1 後 2 1 

ソフトウェアプロセ

スと品質 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

5 専 

ﾔﾏﾉｳﾁ ﾏｻﾄ 

山内 正人 
＜平成 32年 4月＞ 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

ネットワーク構築Ⅰ 2 前 2 1 

ネットワーク構築Ⅱ 2 後 2 1 

ネットワーク構築Ⅲ 3 前 2 1 

ネットワーク構築Ⅳ 3 後 2 1 

6 
実
専 

ｸﾒ ﾉﾌﾞﾕｷ 

久米 信行 
＜平成 32年 4月＞ 

地域創生とイノベー

ション 
3 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 

 

 

 

4 通 4 1 



89 

 

7 
実
専 

ﾋﾗﾔﾏ ﾄｼﾋﾛ 

平山 敏弘 
＜平成 32年 4月＞ 

情報システムのプロ

ジェクト管理 
2 後 2 1 

システムインテグレ

ーション 
3 後 1 1 

情報セキュリティ演

習Ⅰ 
2 後 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅱ 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

8 
実
専 

ｲｻﾞﾜ ﾃﾂﾔ 

井澤 哲也 
＜平成 32年 4月＞ 

オペレーティングシ

ステム 
1 前 4 2 

クラウド 3 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

インタラクティブ・シ

ステムデザイン 
2 前 2 1 

9 
実
専 

ｵｸﾑﾗ ｺｳｲﾁ 

奥村 耕一 
＜平成 32年 4月＞ 

英語コア・スキルズⅠ 1 前 10 5 

英語コア・スキルズⅡ 1 後 10 5 

英語アカデミックリ

テラシー 

2 前 6 3 

10 実(

研)
 

ｶﾜｶﾐ ｼﾝｲﾁﾛｳ 

川上 慎市郎 
＜平成 32年 4月＞ 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

11 
実(

研) 

ﾄﾐｻﾞﾜ ﾕﾀｶ 

富澤 豊 
＜平成 32年 4月＞ 

キャリアデザインⅠ 2 前 5 5 

キャリアデザインⅡ 3 後 5 5 

マーケティング基礎 1 前 10 5 

マーケティング応用 2 前 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

12 
実(

研) 

ｲｿ ﾄｼｷ 

磯 俊樹 
＜平成 32年 4月＞ 

データサイエンス 2 後 2 2 

数学基礎 A 1 前 10 5 

数学基礎 C 1 後 10 5 

モバイルサービス概

論 
2 前 4 2 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

13 
実(

研) 

ｶﾀｷﾞﾘ ﾏｻｼﾞ 

片桐 雅二 
＜平成 32年 4月＞ 

データ構造と処理法 1 前 10 5 

情報系数学応用 B 2 後 4 2 

情報系数学応用 C 3 前 4 2 

データベース 2 前 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

14 
実(

研) 

ｶﾄｳ ﾅｵﾄ 

加藤 直人 
＜平成 32年 4月＞ 

スタディスキル 1 前 10 5 

ビッグデータ 3 後 1 1 

7 
実
専 

ﾋﾗﾔﾏ ﾄｼﾋﾛ 

平山 敏弘 
＜平成 32年 4月＞ 

情報システムのプロ

ジェクト管理 
2 後 2 1 

情報システムの失敗

と分析 
3 前 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅰ 
2 後 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅱ 
3 前 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅲ 

3 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

8 
実
専 

ｲｻﾞﾜ ﾃﾂﾔ 

井澤 哲也 
＜平成 32年 4月＞ 

オペレーティングシ

ステム 
1 前 4 2 

クラウド 3 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

インタラクティブ・シ

ステムデザイン 
2 前 2 1 

9 
実
専 

ｵｸﾑﾗ ｺｳｲﾁ 

奥村 耕一 
＜平成 32年 4月＞ 

英語コア・スキルズⅠ 1 前 10 5 

英語コア・スキルズⅡ 1 後 10 5 

英語アカデミックリ

テラシー 

2 前 6 3 

11 実(

研)
 

ｶﾜｶﾐ ｼﾝｲﾁﾛｳ 

川上 慎市郎 
＜平成 32年 4月＞ 

アカウンティング 1 後 10 5 

ファイナンス 2 前 10 5 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

13 
実(

研) 

ﾄﾐｻﾞﾜ ﾕﾀｶ 

富澤 豊 
＜平成 32年 4月＞ 

キャリアデザインⅠ 1 後 5 5 

キャリアデザインⅡ 2 前 5 5 

マーケティング基礎 1 前 10 5 

マーケティング応用 2 前 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

14 
実(

研) 

ｲｿ ﾄｼｷ 

磯 俊樹 
＜平成 32年 4月＞ 

データサイエンス 2 後 2 2 

モバイルコンピュー

ティングⅠ 

1 後 4 2 

モバイルコンピュー

ティングⅡ 

2 前 4 2 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

15 
実(

研) 

ｶﾀｷﾞﾘ ﾏｻｼﾞ 

片桐 雅二 
＜平成 32年 4月＞ 

データ構造と処理法 1 前 10 5 

離散数学Ⅰ 1 後 10 5 

離散数学Ⅱ 2 前 4 2 

データベース 2 前 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

16 
実(

研) 

ｶﾄｳ ﾅｵﾄ 

加藤 直人 
＜平成 32年 4月＞ 

スタディスキル 1 前 10 5 

ICT リテラシー 1 前 4 2 

ビッグデータ 3 後 1 1 
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インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

15 
実(

研) 

ｶﾏﾀﾆ ｵｻﾑ 

鎌谷 修 
＜平成 32年 4月＞ 

情報技術演習Ⅰ 2 後 10 5 

情報技術演習Ⅱ 3 前 2 1 

IoT 3 後 1 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

16 
実(

研) 

ﾎｯﾀ ｺｳｲﾁﾛｳ 

堀田 耕一郎 
＜平成 32年 4月＞ 

コンピュータとソフ

トウェア基礎 
1 前 10 5 

コンピュータアーキ

テクチャ 
1 後 4 2 

スーパーコンピュー

タ 
4 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

17 
実(

研) 

ｵﾁｱｲ ｹｲﾋﾛ 

落合 慶広 
＜平成 32年 4月＞ 

数学基礎 B 1 後 10 5 

情報系数学応用 A 2 前 4 2 

ビッグデータ 3 後 1 1 

AI 4 前 1 1 

Web システム演習 2 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

18 
実(

研) 

ｷﾘﾀﾆ ｹｲｽｹ 

桐谷 恵介 
＜平成 32年 4月＞ 

ソフトウェア設計・構

築 
2 前 10 5 

システム設計演習 2 後 10 5 

システムインテグレ

ーション 
3 後 1 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

22 
実
み 

ｴﾊﾞﾀ ﾋﾛﾄ 

江端 浩人 
＜平成 32年 4月＞ 

スタートアップ基礎

（起業論） 
1 後 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

23 
実
み 

ｱﾍﾞｶﾜ ﾋｻﾋﾛ 

阿部川 久広 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネス英語実習Ⅰ 1 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅱ 1 後 2 1 

ビジネス英語実習Ⅲ 2 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅳ 2 後 2 1 

英語ビジネスマネジ

メント 
2 後 6 3 

英米文学演習 2 後 6 3 

英語通訳論 3 前 6 3 

24 
実
み 

ｶｶﾞﾐ ｼｹﾞｵ 

各務 茂雄 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

28 
兼
任 

ｱｵﾀ ﾂﾄﾑ 

青田 努 
＜平成 33年 4月＞ 

組織行動論 

人的資源管理論 

2 後 

3 前 

2 

2 

1 

1 

19 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ｸﾐｺ 

小林 久美子 
＜平成 33年 4月＞ 

先端グローバル社会 

デザインと経営 

2 前 

4 前 

4 

2 

2 

1 

20 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ﾐｷ 

小林 美紀 
＜平成 33年 4月＞ 

職業倫理 2 前 4 2 

33 
兼
任 

ﾂｼﾞ ﾀｶﾕｷ 

辻 貴之 
＜平成 34年 4月＞ 

 

コーポレートファイ

ナンス 

税務会計・会計処理 

3 後 

 

4 後 

2 

 

2 

1 

 

1 

21 
兼
任 

ﾃﾗｳﾗ ｾｲｼﾞ 

寺裏 誠司 
＜平成 34年 4月＞ 

ビジネスゲームによ

る経営意思決定 
3 前 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

17 
実(

研) 

ｶﾏﾀﾆ ｵｻﾑ 

鎌谷 修 
＜平成 32年 4月＞ 

情報技術演習Ⅰ 2 後 10 5 

情報技術演習Ⅱ 3 前 2 1 

IoTⅠ 3 後 1 1 

IoTⅡ 4 前 1 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

18 
実(
研) 

ﾎｯﾀ ｺｳｲﾁﾛｳ 

堀田 耕一郎 
＜平成 32年 4月＞ 

コンピュータとソフ

トウェア基礎 
1 前 10 5 

コンピュータアーキ

テクチャ 
1 後 4 2 

スーパーコンピュー

タ 
4 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

19 
実(

研) 

ｵﾁｱｲ ｹｲﾋﾛ 

落合 慶広 
＜平成 32年 4月＞ 

オペレーションズリ

サーチ 

2 前 4 2 

ビッグデータ 3 後 1 1 

AI 4 前 1 1 

Web システム演習 2 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

21 
実(

研) 

ｷﾘﾀﾆ ｹｲｽｹ 

桐谷 恵介 
＜平成 32年 4月＞ 

ソフトウェア設計・構

築 
2 前 10 5 

システム設計演習 2 後 10 5 

システムインテグレ

ーション 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

22 
実
み 

ｴﾊﾞﾀ ﾋﾛﾄ 

江端 浩人 
＜平成 32年 4月＞ 

ゲーム理論と交渉術 2 前 2 1 

フィンテック 4 前 2 1 

スタートアップ基礎

（起業論） 
1 後 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

23 
実
み 

ｱﾍﾞｶﾜ ﾋｻﾋﾛ 

阿部川 久広 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネス英語実習Ⅰ 1 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅱ 1 後 2 1 

ビジネス英語実習Ⅲ 2 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅳ 2 後 2 1 

英語ビジネスマネジ

メント 
2 後 6 3 

英米文学演習 2 後 6 3 

英語通訳論 3 前 6 3 

24 
実
み 

ｶｶﾞﾐ ｼｹﾞｵ 

各務 茂雄 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

シミュレーションに

よる問題分析 

3 後 1 1 

28 
兼
任 

ｱｵﾀ ﾂﾄﾑ 

青田 努 
＜平成 33年 4月＞ 

人的資源管理論 

組織行動論 

2 後 

3 前 

2 

2 

1 

1 

30 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ｸﾐｺ 

小林 久美子 
＜平成 32年 4月＞ 

先端グローバル社会 1 後 4 2 

31 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ﾐｷ 

小林 美紀 
＜平成 32年 4月＞ 

職業倫理 1 後 4 2 

33 
兼
任 

ﾂｼﾞ ﾀｶﾕｷ 

辻 貴之 
＜平成 34年 4月＞ 

 

コーポレートファイ

ナンス 

税務会計・会計処理 

3 前 

 

4 後 

2 

 

2 

1 

 

1 

34 
兼
任 

ﾃﾗｳﾗ ｾｲｼﾞ 

寺裏 誠司 
＜平成 33年 4月＞ 

モチベーションマネ

ジメント 

ビジネスゲームによ

る経営意思決定 

2 前 

 

3 前 

 

2 

 

2 

 

1 

 

1 
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22 
兼
任 

ﾌｼﾞﾓﾘ ｼﾎ 

藤森 志保 
＜平成 33年 4月＞ 

ICT と人間 

クロステックビジネ

スデザイン 

2 後 

4 前 

 

4 

2 

 

2 

1 

 
 

36 
兼
任 

ﾌｼﾞﾓﾘ ｼﾎ 

藤森 志保 
＜平成 33年 4月＞ 

ICT と人間 2 後 4 2 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

9. 基礎科目に情報科学基礎科目を配置しているが、専攻に係る職業分野の専門教育にあたる内容は基礎科

目に配置することが適切であるとは考えられないため、基礎科目の趣旨を踏まえて修正すること。 

（対応） 

 基礎科目の趣旨を踏まえ、科目区分や科目内容を改める。 

 基礎科目の趣旨について改めて確認するとともに、特に情報科学基礎科目の配置されていた科目につい

て、その内容や段階的な学習における役割などの観点から、見直しを行った。あわせて教育課程の全体構

成、および各ポリシーとの整合性について検証を行い、教育課程の概要等の変更を行った。 

基礎科目はその目的が「生涯にわたり自らの資質を向上させ、社会的及び職業的自立を図るために必要

な能力を育成するための授業科目」であることを踏まえ、本学においては、現代社会の現状や課題を自ら

学びとる主体性を育成する姿勢を育むこと、どのような技術革新があっても対応できる能力を身につける

ことを目的とし「現代社会基礎」科目群を設置するよう変更する。これらの科目の学修を通じ、職業人と

して自分の考えや意見を論理的に説得力をもって表現できる思考力、明確な目標をもちその実現のために

自ら考え意欲的に行動する力、課題解決のための柔軟で適切な行動を起こすことができる力を養成する。 

当初設置していた「情報科学基礎」科目群については、ICT 知識・スキルの基礎や普遍的な内容を学ぶ構

成となっており、意見の通り、専攻に係る職業分野の専門教育につながる内容であると判断したため、科

目群を廃止し、配置されていた「コンピュータとソフトウェア基礎」「データ構造と処理法」「オペレーテ

ィングシステム」「コンピュータアーキテクチャ」「オペレーションズリサーチ」「データサイエンス」は、

職業専門科目に移動する。 

「モバイルコンピューティングⅠ」と「モバイルコンピューティングⅡ」については科目区分の変更に

あわせて内容を検討した結果、削除することとした。また、「離散数学Ⅰ」と「離散数学Ⅱ」については、

科目区分の変更および意見 11 に対応するため内容を再考し、その他の情報系科目を学修するために必要な

数学的な知識や考え方を習得する科目を再編することに伴い、削除することとした。 
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（新旧対照表）教育課程等の概要 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配当

年次 必 選 自 講 演 准 講

　
修

　択
　
由

　
義

　
習

教 師

授

1前 2 ○

1前 2 ○

1前 2 ○ 1

1前 2 ○

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○

2前 1 ○

2前 2 ○

2前 2 ○

2後 2 ○

2後 2 ○

3後 1 ○

－ 12 14 0 2 1

1

－ 4

1

1

1

授業形態
専任教員等の配

置
実

験

・

実

習

教

授

1

1

リサーチ入門

数学基礎A

英語コア・スキルズⅠ

スタディスキル

基

礎
科
目

現
代

社
会
基
礎

－

イノベーションの志

科目

区分
授業科目の名称

単位数

キャリアデザインⅡ

ICTと人間

科学史

先端グローバル社会

職業倫理

キャリアデザインⅠ

数学基礎C

数学基礎B

英語コア・スキルズⅡ

小計（14科目）

配当

年次
必

修
選択

自

由

講

義

演

習

准教

授
講師

1前 2 ○

1前 2 1

1前 2 ○

1前 2 ○ 1

1後 2 1

1後 2 ○ 1 共同

1後 2 ○

2前 2 ○ 1

2前 2 ○

2前 2 ○

2前 2 ○ 1

2後 2 ○

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 共同

2後 2 ○

3前 2 ○

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○

3前 2 ○

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 共同

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 共同

3後 2 ○ 共同

4前 2 ○

4前 2 ○ 1 共同

2前 2 ○ 1

2後 2 ○

2後 2 ○ 1

3前 2 ○

3前 2 ○ 1

－ 68 80 0 6 4 兼5 －

備考

小計（64科目）

ネットワーク構築Ⅲ

シ

ス

テ

ム

デ

ザ

イ

ン

応

用

Webシステム演習

情報システムのプロジェ

クト管理

情報セキュリティ演習Ⅱ

情報セキュリティ演習Ⅰ

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク

セ

キ
ュ

リ

テ
ィ

ネットワーク構築Ⅰ

ネットワーク構築Ⅱ

AI

スーパーコンピュータ

IoT

ビッグデータ

コンピュータアーキテク

チャ

ネットワーク技術

プログラミングⅡ

オペレーティングシステ

ム

プログラミングⅠ

情

報

通

信

技

術

シ

ス

テ

ム

デ

ザ

イ

ン

基

礎

コンピュータとソフト

ウェア基礎

データ構造と処理法

情報系数学応用C

情報系数学応用B

データサイエンス

システム設計演習

情報技術演習Ⅰ

情報系数学応用A

モバイルサービス概論

データベース

ソフトウェア設計・構築

クラウド

システムインテグレー

ション

モデル化と要求開発

ソフトウェアプロセスと

品質

情報技術演習Ⅱ

インタラクティブ・シス

テムデザイン
職

業

専

門

科

目

科目

区分

授業科目の名称

単位数 授業形態
専任教員等の配

置

教

授

1

○

1

○

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

― 13

実

験

・

実

習

配当

年次 必 選 自 講 演 教 准 講

修 択 由 義 習 授 教 師

授

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 1 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 2 共同

－ 16 24 0 － 7 1 1 兼4 －

実

験

・

実

習

小計（21科目）

データサイエンス

オペレーションズリサーチ

モバイルコンピューティング

Ⅱ

離散数学Ⅱ

モバイルコンピューティング

Ⅰ

コンピュータアーキテクチャ

離散数学Ⅰ

オペレーティングシステム

データ構造と処理法

情

報

科

学

基

礎

コンピュータとソフトウェア

基礎

ICTリテラシー

ICTと人間

科学史

キャリアデザインⅡ

先端グローバル社会

職業倫理

英語コア・スキルズⅡ

キャリアデザインⅠ

英語コア・スキルズⅠ

スタディスキル

基

礎

科

目

－

現

代

社

会

基

礎

イノベーションの志

備考

科目

区分
授業科目の名称

単位数 授業形態
専任教員等の

配置

配当

年次 必 選 自 講 演 教 准 講

修 択 由 義 習 授 教 師

授

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 1 共同

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1 共同

3後 2 ○ 2 共同

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 2 共同

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 66 84 0 ― 14 5 4 兼3 －

ネットワーク構築Ⅱ

IoTⅡ

スーパーコンピュータ

IoTⅠ

小計（65科目）

ネットワーク構築Ⅳ

情報セキュリティ演習Ⅲ

職

業

専

門

科

目

インタラクティブ・システム

デザイン

データベース

ソフトウェア設計・構築

Webシステム演習

モデル化と要求開発

プログラミングⅡ

Ｉ

Ｃ

Ｔ

シ

ス

テ

ム

デ

ザ

イ

ン

プログラミングⅠ

ネットワーク技術

シミュレーションによる問題

分析

システムインテグレーション

情報システムの失敗と分析

ソフトウェアプロセスと品質

情報技術演習Ⅱ

情報システムのプロジェクト

管理

開発マネジメント

システム設計演習

情報技術演習Ⅰ

ネットワーク構築Ⅲ

情報セキュリティ演習Ⅱ

情報セキュリティ演習Ⅰ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

ネットワーク構築Ⅰ

備考

科目

区分
授業科目の名称

単位数 授業形態
専任教員等の

配置

実

験

・

実

習
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（新旧対照表）シラバス（別紙 5） 

 

（新旧対照表）学則（別表 1、2） 

新 旧 

別表１ 

＜情報経営イノベーション学部情報経営イノベーショ

ン学科 授業科目の名称及び単位数＞ 

 

基礎科目 

現代社会基礎 

・数学基礎 A  ２ 

・リサーチ入門 ２ 

・数学基礎 B  ２ 

・数学基礎 C  ２ 

 

(削除) 

 

職業専門科目(経営、情報通信技術) 

ビジネス基礎 

・アカウンティング入門 ２ 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

 

ビジネス応用 

・アカウンティング応用 ２ 

・ファイナンス入門 ２ 

・クロステックビジネスデザイン ２ 

・デザインと経営 ２ 

別表１ 

＜ＩＣＴイノベーション学部ＩＣＴイノベーション学

科 授業科目の名称及び単位数＞ 

 

基礎科目 

現代社会基礎 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

 

情報科学基礎 

 

職業専門科目(ビジネス、ICT) 

ビジネス基礎 

(追加) 

・アカウンティング ２ 

・ビジネスデザインⅠ ２ 

・ファイナンス ２ 

 

ビジネス応用 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

　総合科目　　　 6単位

卒業・修了要件及び履修方法

【卒業要件】
次により必修科目94単位、選択科目34単位以上、計128単位以上を修得すること。
　　基礎科目　　　20単位以上
　　選択科目から8単位を履修する。うち、数学基礎A～Ｃから4単位以上を履修する。
　職業専門科目　82単位以上
　　選択科目から14単位を履修する。
　展開科目　　　20単位以上
　　選択科目から12単位を履修する。

実習科目の40単位
　うち臨地実務実習(インターンシップ）24単位を含む
（履修科目の登録の上限：1年次46単位（年間）
　　　　　　　　　　　　2-4年次42単位（年間）

　基礎科目　　　20単位以上

卒業・修了要件及び履修方法
【卒業要件】
次により必修科目96単位、選択科目32単位以上、計128単位以上を修得すること。

実験・実習科目の40単位
　うち臨地実務実習(インターンシップ）24単位を含む
（履修科目の登録の上限：1年次50単位（年間）
　　　　　　　　　　　　2-4年次44単位（年間））

　　選択科目のうち、現代社会基礎から2単位、情報科学基礎から2単位を選択必修
　職業専門科目　82単位以上
　　選択科目から16単位を選択必修とする。
　展開科目　　　20単位以上
　　選択科目から12単位を選択必修とする。
　総合科目　　　 6単位以上
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(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

 

システムデザイン基礎 

コンピュータとソフトウェア基礎 ２ 

データ構造と処理法 ２ 

オペレーティングシステム ２ 

コンピュータアーキテクチャ ２ 

モバイルサービス概論 ２ 

情報系数学応用 A ２ 

データサイエンス ２ 

情報系数学応用 B  ２ 

情報系数学応用 C  ２ 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

(削除) 

 

システムデザイン応用 

・システムインテグレーション ２ 

・ビジネスデザインⅡ ２ 

・ゲーム理論と交渉術 ２ 

・モチベーションマネジメント ２ 

・クラウド ２ 

・ビッグデータ ２ 

・フィンテック ２ 

・AI ２ 

・デザイン思考ワークショップ設計  ２ 

 

システムデザイン 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

・モデル化と要求開発 ２ 

・Web システム演習  ２ 

・インタラクティブ・システムデザイン ２ 

・開発マネジメント ２ 

・情報システムのプロジェクト管理 ２ 

・情報技術演習Ⅱ ２ 

・ソフトウェアプロセスと品質 ２ 

・情報システムの失敗と分析  ２ 

・システムインテグレーション ２ 

・シミュレーションによる問題分析 ２ 

・IoTⅠ ２ 

・スーパーコンピュータ ２ 

・IoTⅡ ２ 

 

(追加) 

(追加) 
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・クラウド ２ 

・ビッグデータ ２ 

・IoT ２ 

・AI ２ 

 

ネットワークセキュリティ 

(削除) 

(削除) 

 

別表 2 

 

 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

 

ネットワークセキュリティ 

・情報セキュリティ演習Ⅲ ２ 

・ネットワーク構築Ⅳ ２ 

 

別表 2 

 

 

 

 

  

必修 選択 自由 小計

基礎科目 現代社会基礎 12 8 0 20

ビジネス基礎 8 0

ビジネス応用 0 0

ビジネス実践 42 0

システムデザイン基礎 18 0

システムデザイン応用 0 0

ネットワークセキュリティ 0 0

展開科目 グローバルコミュニケーション 8 12 0 20

総合科目 6 0 0 6

94 34 0 128合計

科目区分
卒業単位

職業専門科目

経営

14 82

情報通信技術

必修 選択 自由 小計

現代社会基礎 10 2 0

情報科学基礎 6 2 0

ビジネス基礎 10 0

ビジネス応用 0 0

ビジネス実践 42 0

システムデザイン 14 0

ネットワークセキュリティ 0 0

展開科目 グローバルコミュニケーション ビジネス英語 8 12 0 20

総合科目 総合演習 6 0 0 6

96 32 0 128

20

16 82

合計

科目区分
卒業単位

ビジネス

ICT

職業専門科目

基礎科目
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（33、36～39 ページ） 

新 旧 

P33 カリキュラム構成図 

 

【36～39 ページ】 

④ ③基礎科目「現代社会基礎」 

時代の変化に対応できる基礎的な知識を学ぶ。職

業人として必要な基礎知識を学ぶとともに、現代社

会の課題や現状を理解しイノベーションの必要性を

理解する。「イノベーションの志」では、情報通信技

術と経営の知識・スキルを手段としより良い社会に

変革するという「志」とそれを実現するための目標、

企画を立て、学修意欲と本学での学びを具体的なも

のとする。4 年間の学修のモチベーションを入学時

点で構築することは、学習効果を高め、退学予防の

観点からも重要だと考えている。「キャリアデザイン

Ⅰ・Ⅱ」を設定し、自らの能力と将来像を俯瞰し、

自身のキャリアをデザインし行動できるように具体

化していく。 

また、1 年次では「スタディスキル」を設定し、

大学での学び方を改めて理解し、レポートの書き方

やプレゼンテーションの基本を学ぶ。「英語コア・ス

キルズⅠ・Ⅱ」を設定し英語４技能を中心に基礎的

な英語力の向上を図る。社会科学系および情報系の

学びを進めるうえで必要となる解析学（数列や微

分・積分の考え方）、線形代数（ベクトルや行列の考

え方）、確率統計（確率や統計的検定の考え方）の基

本的な内容として「数学基礎 A～C」を配置し、2

科目以上の履修を必須とする。また、「リサーチ入門」

【P30 カリキュラム構成図】 

 

【34 ページ】 

④基礎科目「現代社会基礎」 

時代の変化に対応できる基礎的な知識を学ぶ。職

業人として必要な基礎知識を学ぶとともに、現代社

会の課題や現状を理解しイノベーションの必要性を

理解する。「イノベーションの志」では、ICT を手

段としより良い社会に変革するという「志」を立て

高い目標の下に学修意欲を高める。4 年間の学修の

モチベーションを入学時点で構築することは、学習

効果を高め、退学予防の観点からも重要だと考えて

いる。また、1 年次では「スタディスキル」を設定

し、大学での学び方を改めて理解し、レポートの書

き方やプレゼンテーションの基本を学ぶ。次に「英

語コア・スキルズ」を設定し英語４技能を中心に基

礎的な英語力の向上を図る。さらに、「キャリアデザ

インⅠ・Ⅱ」を設定し、社会人となるうえで必要な

マナーやスキル、考え方をもとに、自らの能力と将

来像を俯瞰し、自身のキャリアデザインを行う。さ

らに仕事とは何か、働くことやキャリアデザインの

概念を学ぶことで、キャリアについて考え、行動で

きるように具体化していく。その他、「職業倫理」「科

学史」等イノベーション人材に繋がる基礎的な内容

を学ぶ。 
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を通じて、さまざまな事象を実証的・構造的に明ら

かにし、課題の解決に結びつけるための方法を習得

する。このほか、「職業倫理」「科学史」「先端グロー

バル社会」「ICT と人間」を通じて、現代社会の課

題を多面的・構造的に理解する。 

 

(削除) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中略） 

 

⑦職業専門科目「システムデザイン基礎」 

イノベーションを実現するために必要な情報通信

技術の専門科目を配置している。各科目は主に、独

立行政法人情報処理推進機構がまとめている「IT ス

キル標準モデルカリキュラム－レベル 2～3」に準拠

した科目を配置している。必修科目として、「プログ

ラミングⅠ・Ⅱ」「データ構造と処理法」「ネットワ

ーク技術」「ソフトウェア設計・構築」「データベー

ス」「情報技術演習Ⅰ」「システム設計演習」を履修

し「イノベーションプロジェクト」や「インターン

シップ」で情報通信技術を活用し、新たな商品やサ

ービスを企画・開発するために必要な最低限の情報

 

 

 

 

 

 

⑤ 基礎科目「情報科学基礎」 

ICT 知識・スキルの基礎や普遍的な内容を学ぶと

ともに、変化を続ける技術を常に追いかけ生涯に亘

って技術を獲得し続ける力を養う。必修科目として、

「コンピュータとソフトウェア基礎」「データ構造と

処理法」「離散数学Ⅰ」を置くほか、「コンピュータ

アーキテクチャ」「データサイエンス」科目を設定し

職業専門科目の ICT 知識・スキルを修得するための

前提を学ぶ。また、「オペレーティングシステム」「離

散数学Ⅱ」「モバイルコンピューティングⅠ」「モバ

イルコンピューティングⅡ」「オペレーションズリサ

ーチ」などを配置し、職業専門科目との接続を図る。

変化を続ける技術の中でも、変わることのない普遍

的な知識・スキルを学ぶことで、どのような技術革

新があっても対応できる能力を身に付ける。 

 

（中略） 

 

⑨職業専門科目「システムデザイン」 

イノベーションを実現するために必要な ICT の

専門科目を配置している。各科目は主に、独立行政

法人情報処理推進機構がまとめている「IT スキル標

準モデルカリキュラム－レベル 2～3」に準拠した科

目を配置している。必修科目として、「プログラミン

グⅠ・Ⅱ」「ネットワーク技術」「ソフトウェア設計・

構築」「データベース」「情報技術演習Ⅰ」を履修し

「イノベーションプロジェクト」や「インターンシ

ップ」で ICT を活用し実践するために必要な知識・

スキルを総合的に学ぶ。また、選択科目として「IoT

Ⅰ・Ⅱ」「スーパーコンピュータ」などを配置し、即
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通信技術に関する知識・スキルを総合的に学ぶ。ま

た、選択科目として「コンピュータとソフトウェア

基礎」「オペレーティングシステム」「コンピュータ

アーキテクチャ」「モバイルサービス概論」を配置し、

情報通信技術の基本的な技術とその成り立ちを理解

できるよう設定する。あわせて「情報系数学応用 A

～C」「データサイエンス」を配置し、情報系科目を

発展的に学ぶために必要な数学的な理解を深める素

地を作る。 

実習科目として「プログラミングⅠ・Ⅱ」を配置

している。「プログラミングⅠ・Ⅱ」では、Java の

特徴的機能である、ネットワーク、マルチスレッド

などを利用する技法を理解し、開発するソフトウェ

アシステムの要求仕様書に基づいて、統合開発環境

を活用してソフトウェアアーキテクチャの設計とプ

ログラム開発、統合テストを実施する。プログラム

やテストに関する仕様の文書化も実際に行う。シス

テム開発の基礎となるプログラミングの活用を学

び、システムを構築できるようになることで、情報

通信技術を活用しサービスやビジネスをイノベーシ

ョンするための基礎的なスキルを身に付ける。 

 

⑦ 職業専門科目「システムデザイン応用」 

「システムデザイン基礎」に続き、イノベーション

を実現するために必要な情報通信技術に関する具体

的な知識やスキルを実践的に習得できる専門科目を

配置している。なお、科目配置に当たっては、独立

行政法人情報処理推進機構がまとめている「IT スキ

ル標準モデルカリキュラム－レベル 2～3」に準拠す

るよう設定する。 

具体的には、選択科目として、新たなサービスや

ソフトウェア等の開発・改善を行うための知識やス

キルを習得するための「Web システム演習」「イン

タラクティブ・システムデザイン」「情報技術演習Ⅱ」

「ソフトウェアプロセスと品質」等を配置する。ま

た情報システムに関するプロジェクトマネジメン

戦力として活躍できる ICT 知識・スキルと今後、ニ

ーズが高まる先端分野を学ぶ仕組みとしている。新

たなサービスや起業を目指す中で、ICT を活用して

“つくる”ことができる人材、“つくり方”を知る人材

を育成する。 

実習科目として「プログラミングⅠ・Ⅱ」を配置

している。「プログラミングⅠ・Ⅱ」では、Java の

特徴的機能である、ネットワーク、マルチスレッド

などを利用する技法を理解し、開発するソフトウェ

アシステムの要求仕様書に基づいて、統合開発環境

を活用してソフトウェアアーキテクチャの設計とプ

ログラム開発、統合テストを実施する。プログラム

やテストに関する仕様の文書化も実際に行う。シス

テム開発の基礎となるプログラミングの活用を学

び、システムを構築できるようになることで、ICT

の技術を活用しサービスやビジネスをイノベーショ

ンするための基礎的なスキルを身に付ける。 

 

 

 

 

 

(追加) 
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ト、改善等についての知識やスキルを習得するため

の「情報システムのプロジェクト管理」「モデル化と

要求事項」「システムインテグレーション」等を配置

する。あわせて、今後ニーズが高まる先端分野を学

ぶ「クラウド」「ビッグデータ」「AI」「IoT」「スー

パーコンピュータ」等を配置した。システムを構築

できるようになることで、情報通信技術を活用しサ

ービスやビジネスをイノベーションするための基礎

的なスキルを身に付ける。情報通信技術を活用して

“つくる”ことができる人材、“つくり方”を知る人材

を育成する。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類 

資料 15 時間割（前期） 

新 
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資料 15 時間割（前期） 

旧 
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資料 15 時間割（後期） 

新 
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資料 15 時間割（後期） 

旧 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

10. 展開科目で設定されている各領域及び各授業科目が、専攻分野の業界等において求められている資

質・能力を備えた人材像に対応しているのか不明確であるため、当該人材に係る社会的ニーズを示して、

展開科目の各領域及び各授業科目の配置の考え方及び必要性を明確にするか修正すること。その際には、

他の審査意見に対応して修正されるディプロマ・ポリシーやカリキュラム・ポリシーとの整合性につい

ても留意すること。 

 

（対応） 

展開科目で設定されている各領域及び各授業科目が、専攻分野の業界等において求められている資質・

能力を備えた人材像に対応しているのか不明確であるとご指摘を受け、本学で定める展開科目に関し、社

会的ニーズがあることを明確にしたうえ、本学の養成する人材にとって、展開科目の各領域及び各授業科

目が専攻分野の業界等において求められていることが明確になるように修正する。 

 

＜社会的な人材ニーズ＞ 

平成 27 年 10 月末現在の外国人労働者数は 907,896 人で過去最高を更新した。また、外国人労働者を雇

用する事業所数は 152,261 カ所で、前年同期比 11.1％増加している。今後、日本では多くの外国人労働者

と協働して仕事をすることが想定される。 

本学における専攻である情報通信技術と経営の対象とする ICT 分野の人材に関しては、グローバル化が

進展しており、産業別の外国人労働者のうち、IT 人材に該当する「情報通信業に就労している外国人の推

移」では平成 27 年 10 月末現在、36,522 人存在し、近年増加傾向にある。ソフトウェア開発業務を行って

いる日本企業の 36.8%が既にオフショア開発(システム開発などの業務を海外企業、または海外の現地法人

などに委託すること)を実施しており、今後行う予定の企業を含めると 40.6％となる。 

以上のことから本学が専攻する分野である情報通信技術分野の企業等でもグローバル化が促進されてお

り、今後、情報通信技術を活用し、国際社会において新たなサービスの開発やビジネスを起こすためには、

多様な国の人とコミュニケーションをとりながら協働して仕事をする力が求められる。 

 

＜展開科目の考え方、配置の考え方＞ 

上記の社会的ニーズに示されるように、情報通信技術を活用する様々な業界・団体は、急速にグローバ

ル化が進展している。そのため、本学の養成する人材は、情報通信技術・経営に関する知識・スキルを持

ち、産業・サービスでイノベーションを実現するために、様々な国の人々と協働できる国際的なコミュニ

ケーション能力を身に付けることとしている。また、グローバル化が進展する今日においては、「情報通信

技術」と「経営」の能力を応用的にグローバルな視野をもって展開する力が求められる。つまり、国際社

会でコミュニケーションが図れる能力を有することによって、様々な価値観の中で創造的な力を発揮する

ことができる。 

以上を踏まえ、情報通信技術・経営分野の応用的な能力として展開科目に国際的なコミュニケーション

能力習得のための科目群として「グローバルコミュニケーション」を設置した。 
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1 年次～2 年次までの必修科目としてグローバルなビジネス現場を想定した実習科目として「ビジネス英

語実習Ⅰ～Ⅳ」を配置し、英語でビジネスコミュニケーションができる能力を身に付ける。 

さらに、単に英語の 4 技能を高めるだけではなく、様々な価値観を持ち文化的背景の異なる人々と協働

するために、2 年次以降の「実践英語：多文化理解」により多様性を受け入れられる力を学び、「英語ディ

スカッション・ディベート」では、コミュニケーション力、ディスカッション力、ディベート力、プレゼ

ンテーション力を身に付ける。さらにビジネスの現場におけるネゴシエーション力を高める科目として「英

語ネゴシエーション」を配置した。 

また、様々なビジネス分野で英語が活用できるよう、主に 3 年次以降には「実践英語：製造業」、「実践

英語：ファイナンス」等の専門英語を実践的に学ぶ。 

 

上記のように展開科目の各領域及び各授業科目の配置の考え方及び必要性を明確にするため、設置の趣旨

等を記載した書類の「４、教育課程の編成の考え方及び特色」を中心に改める。その際、ディプロマ・ポ

リシーやカリキュラム・ポリシーの見直しも行った。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（32、33、39～40 ページ） 

新 旧 

[32 ページ] 

4.教育課程の編成の考え方及び特色 

(1)教育課程編成の考え方 

(中略) 

展開科目は「グローバルコミュニケーション」科目

群から構成している。変化の激しいグローバル社会

でイノベーションを実現するため、職業専門科目で

修得した知識・スキルのうえにビジネスにおけるグ

ローバルコミュニケーションを身に付けることを目

的に「ビジネス英語実習」を配置している。また、

前述したとおり国内産業への外国人材の流入、オフ

ショア開発の進展など ICT によるイノベーション

は、グローバルとは切り離すことはできない。語学

力だけでなく、ビジネスにおけるグローバルコミュ

ニケーションとして価値観の違う他者と協働できる

スキルを高める力を身に付ける。 

 

 

P33 カリキュラム構成図 

 

[29～31 ページ] 

4.教育課程の編成の考え方及び特色 

(1)教育課程編成の考え方 

(中略) 

展開科目の科目分類は「グローバルコミュニケー

ション」、科目群を「ビジネス英語」としている。変

化の激しいグローバル社会でイノベーションを実現

するため、職業専門科目で修得した知識・スキルの

うえにビジネスにおけるグローバルコミュニケーシ

ョンを身に付けることを目的に「ビジネス英語実習」

を配置している。また、前述したとおり国内産業へ

の外国人材の流入、オフショア開発の進展など ICT

によるイノベーションは、グローバルとは切り離す

ことはできない。語学力だけでなく、ビジネスにお

けるグローバルコミュニケーションとして価値観の

違う他者と協働できるスキルを高める力を身に付け

る。 

 

P30 カリキュラム構成図 
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[39、40 ページ] 

⑩展開科目「グローバルコミュニケーション」 

「グローバル化する情報通信技術分野の人材」(※

1-(2)-⑦ グローバル化する情報通信技術分野の人材 

参照)で記述したとおり、平成 27(2015)年 10 月末現

在の外国人労働者数は 907,896 人で過去最高を更新

した。また、外国人労働者を雇用する事業所数は

152,261 カ所で、前年同期比 11.1％増加している。

今後、日本では多くの外国人労働者と協働して仕事

をすることが想定される。 

本学における専攻である情報通信技術と経営の対

象とする ICT 分野の人材に関しては、グローバル化

が進展しており、産業別の外国人労働者のうち、IT

人材に該当する「情報通信業に就労している外国人

の推移」では平成 27(2015)年 10 月末現在、36,522

人存在し、近年増加傾向にある。ソフトウェア開発

業務を行っている日本企業の 36.8%が既にオフショ

ア開発(システム開発などの業務を海外企業、または

海外の現地法人などに委託すること)を実施してお

り、今後行う予定の企業を含めると 40.6％となる。 

以上のことから本学が専攻する分野である情報通

信技術分野の企業等でもグローバル化が促進されて

おり、今後、情報通信技術を活用し、国際社会にお

いて新たなサービスの開発やビジネスを起こすため

には、多様な国の人とコミュニケーションをとりな

がら協働して仕事をする力が求められる。 

上記の社会的ニーズに示されるように、情報通信

 

[34 ページ] 

⑪展開科目「ビジネス英語」 

「グローバル化する ICT 分野の人材」(※1-(2)-⑦ グ

ローバル化する ICT分野の人材 参照)で記述したと

おり、ICT を活用する様々な業界・団体は、急速に

グローバル化が進展している。そのため、ICT・ビ

ジネスに関する知識・スキルを持ち、産業・サービ

スでイノベーションを実現するためには、様々な国

の人々と協働できる力が必要である。 

専門職大学設置基準第 13 条第 3 項において展開

科目は、「専攻に係る特定の職業の分野に関連する分

野における応用的な能力であって、当該職業の分野

において創造的な役割を果たすために必要なものを

育成するための授業科目」とされている。 

本学のカリキュラム・ポリシーは、『「ICT」と「ビ

ジネス」の能力を融合するとともに、グローバル社

会で活躍できる「ビジネス英語」を修得し、インタ

ーンシップ及びイノベーションプロジェクトを通じ

て実践力を身に付け、革新を創造する人材を育成す

る教育課程を編成する。』としている。本学では、専

攻に係る特定の職業の分野は以下である。 

 

（ア）ICT を活用する様々な業界・団体において課

題を解決し、新たな商品・サービスやビジネ

スを生み出す企画職 

（イ）ICT を活用し新たな商品・サービスやビジネ

スを生み出す起業家 
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技術を活用する様々な業界・団体は、急速にグロー

バル化が進展している。そのため、本学の養成する

人材は、情報通信技術・経営に関する知識・スキル

を持ち、産業・サービスでイノベーションを実現す

るために、様々な国の人々と協働できる国際的なコ

ミュニケーション能力を身に付けることとしてい

る。また、グローバル化が進展する今日においては、

「情報通信技術」と「経営」の能力を応用的にグロ

ーバルな視野をもって展開する力が求められる。つ

まり、国際社会でコミュニケーションが図れる能力

を有することによって、様々な価値観の中で創造的

な力を発揮することができる。 

以上を踏まえ、情報通信技術・経営分野の応用的

な能力として展開科目に国際的なコミュニケーショ

ン能力習得のための科目群として「グローバルコミ

ュニケーション」を設置した。 

1 年次～2 年次までの必修科目としてグローバル

なビジネス現場を想定した実習科目として「ビジネ

ス英語実習Ⅰ～Ⅳ」を配置し、英語でビジネスコミ

ュニケーションができる能力を身に付ける。 

単に英語の 4 技能を高めるだけではなく、様々な

価値観を持ち文化的背景の異なる人々と協働するた

めに展開科目では「英語ビジネスマネジメント」「英

米文学演習」を履修し、文化の違いやビジネスのル

ールなどを理解したうえでグローバルコミュニケー

ションができるような知識を高める。 

ビジネスやアカデミックのルールを理解したうえ

でコミュニケーションをとることができるよう「英

語アカデミック・リテラシー」「英語ビジネスマネジ

メント」「英語通訳論」を 2 年次以降の「実践英語：

多文化理解」「英米文学演習」「実践英語：日本文化」

を学修する。また、「英語ディスカッション・ディベ

ート」「英語プレゼンテーション」「英語ネゴシエー

ション」では、コミュニケーション力、プレゼンテ

ーション力、交渉力などを身に付ける。また、様々

なビジネス分野で英語が活用できるよう、主に 3 年

 

グローバル化が進展する今日においては、「ICT」

と「ビジネス」の能力を応用的にグローバルで展開

する力が求められる。つまり、グローバル社会でコ

ミュニケーションが図れる能力を有することによっ

て、様々な価値観の中で創造的な力を発揮すること

ができる。 

以上のことから、「ビジネス英語実習Ⅰ～Ⅳ」では

ビジネス現場を想定し、実習科目として英語でビジ

ネスができる能力を養成する。 

単に英語の 4 技能を高めるだけではなく、様々な

価値観を持ち文化的背景の異なる人々と協働するた

めに、多様性を受け入れられる力、コミュニケーシ

ョン力、ディスカッション力、ディベート力、プレ

ゼンテーション力、ネゴシエーション力を高める科

目を配置した。 

また、ICT 関連分野にとどまらず、様々な分野・

フィールドで英語が活用できるよう、製造業、ファ

イナンス等の専門英語を学び、実践英語でイノベー

ション力を高める科目を設定している。 

今後、グローバル社会において様々な国の人々と

協働して、商品・サービスの開発やビジネスを起こ

すことによって、創造的な役割を担えるよう、科目

分類「グローバルコミュニケーション」としてビジ

ネス英語科目群を配置した。 
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次以降には「実践英語：製造業」「実践英語：ファイ

ナンス」「実践英語：IoT」「実践英語：イノベーシ

ョン」等の専門性の高い英語を実践的に学ぶ。 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

11. 養成する人材像等に鑑みると、数学の基礎的な知識を担保する必要があるが、入学者選抜や導入教育

において全ての学生に数学を必修で求めておらず、教育課程においても数学の基礎的な知識を教える科

目が配置されていない。このため、段階的に数学を学ぶ体系的な教育課程となっておらず、職業専門科

目の数学を十分履修できるのかも疑義がある。数学の基礎的な知識をどのように担保するのか明らかに

するとともに、段階的に数学を学ぶ体系的な教育課程となるよう、適切に改めること。 

(対応)  

審査意見 1 にもとづき、本学の養成する人材像を改めるとともに、それに伴い 3 つのポリシーと教育課

程の見直しを行った。変更後の養成する人材像においても、数学の基礎的な知識を担保する必要があるこ

とから、アドミッション・ポリシーとして、数学に係る内容を含めるよう修正し、それに伴い数学の基礎

的な知識を担保する方法として、入学者選抜において数学に関する基礎的な知識を有していることを確認

するように修正する。具体的には、調査票や最終学歴の成績表をもとに数学の履修状況および成績を確認、

評価する（推薦入試、ＡＯ入試、留学生入試、社会人入試、帰国生入試）、もしくは数学の学力試験（範囲

は数学ⅠＡ程度）を実施する（一般入試）。 

また、本学の教育課程においては、情報分野だけでなく、経営分野においても、理論モデルや統計デー

タなどを用いて、分析や実証を行い、課題の解決策を提示するために、数学的な思考力が必要となる。こ

の度、数学の基礎的な知識の担保や段階的に数学を学ぶ体系的な教育課程の必要性についての指摘を受け、

数学に関する科目を体系的な教育課程となるよう配置することとした。 

高等教育の学びの素地となる数学的思考や計算力等を養う科目を設置し、経営系、情報系それぞれの科

目を進めるために必要な数学の基礎的知識を担保する。具体的には、解析学（数列や微分・積分の考え方）、

線形代数（ベクトルや行列の考え方）、確率統計（確率や統計的検定の考え方）に基本的な内容を配置し、

2 科目以上の履修を必須とする。これらの内容は経営学領域においても情報学領域においても必要とされ

る科目であり、数学を用いて情報を整理する力、分析する力、説明する力、定式化する力などを習得する

ことを目的とする。 

段階的に数学を学ぶ体系的な教育課程としては、基礎科目での数学力の養成とあわせて、職業専門科目

の知識や技能を習得するための数学科目を配置する。基礎科目では社会科学系および情報系の学びを進め

るうえで必要となる数学科目を配置し、職業専門科目では、システム開発や構築、分析を行う上で必要な

数学を習得できる科目の配置に加え、実践的な科目内容の中で数学的な考え方を使いながらスキルを習得

する科目を配置する。学年が上がり、システム開発の上流工程や新しい技術（ビッグデータ、AI 等）を扱

う際に必要となる数学能力については職業専門科目に置いた。具体的には、基礎科目に情報系数学応用Ａ

（微分方程式や最適化法の基本的な知識・考え方）、情報系数学応用Ｂ（論理学・計算論の基本的な知識・

考え方）、情報系数学応用Ｃ（離散数学や情報理論の基本的な知識・考え方）といった情報処理の学修を進

める中で必要となる数学の考え方を習得したうえで、職業専門科目で「データサイエンス」や「ビックデ

ータ」などの具体的な職業スキルを習得する科目の中で情報を整理する力、分析する力、説明する力、定

式化する力を実際に使うことで、段階的に数学を学ぶ教育課程となるよう編成する。 
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（新旧対照表）教育課程等の概要 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配当

年次 必 選 自 講 演 准 講

　
修

　択
　
由

　
義

　
習

教 師

授

1前 2 ○

1前 2 ○

1前 2 ○ 1

1前 2 ○

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○

2前 1 ○

2前 2 ○

2前 2 ○

2後 2 ○

2後 2 ○

3後 1 ○

－ 12 14 0 2 1

1

－ 4

1

1

1

授業形態
専任教員等の配

置
実

験

・

実

習

教

授

1

1

リサーチ入門

数学基礎A

英語コア・スキルズⅠ

スタディスキル

基

礎
科
目

現
代

社
会
基
礎

－

イノベーションの志

科目

区分
授業科目の名称

単位数

キャリアデザインⅡ

ICTと人間

科学史

先端グローバル社会

職業倫理

キャリアデザインⅠ

数学基礎C

数学基礎B

英語コア・スキルズⅡ

小計（14科目）

配当

年次
必

修
選択

自

由

講

義

演

習

准教

授
講師

1前 2 ○

1前 2 1

1前 2 ○

1前 2 ○ 1

1後 2 1

1後 2 ○ 1 共同

1後 2 ○

2前 2 ○ 1

2前 2 ○

2前 2 ○

2前 2 ○ 1

2後 2 ○

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 共同

2後 2 ○

3前 2 ○

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○

3前 2 ○

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 共同

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 共同

3後 2 ○ 共同

4前 2 ○

4前 2 ○ 1 共同

2前 2 ○ 1

2後 2 ○

2後 2 ○ 1

3前 2 ○

3前 2 ○ 1

－ 68 80 0 6 4 兼5 －

備考

小計（64科目）

ネットワーク構築Ⅲ

シ

ス

テ

ム

デ

ザ

イ

ン

応

用

Webシステム演習

情報システムのプロジェ

クト管理

情報セキュリティ演習Ⅱ

情報セキュリティ演習Ⅰ

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク

セ

キ
ュ

リ

テ
ィ

ネットワーク構築Ⅰ

ネットワーク構築Ⅱ

AI

スーパーコンピュータ

IoT

ビッグデータ

コンピュータアーキテク

チャ

ネットワーク技術

プログラミングⅡ

オペレーティングシステ

ム

プログラミングⅠ

情

報

通

信

技

術

シ

ス

テ

ム

デ

ザ

イ

ン

基

礎

コンピュータとソフト

ウェア基礎

データ構造と処理法

情報系数学応用C

情報系数学応用B

データサイエンス

システム設計演習

情報技術演習Ⅰ

情報系数学応用A

モバイルサービス概論

データベース

ソフトウェア設計・構築

クラウド

システムインテグレー

ション

モデル化と要求開発

ソフトウェアプロセスと

品質

情報技術演習Ⅱ

インタラクティブ・シス

テムデザイン
職

業

専

門

科

目

科目

区分

授業科目の名称

単位数 授業形態
専任教員等の配

置

教

授

1

○

1

○

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

― 13

実

験

・

実

習

配当

年次 必 選 自 講 演 教 准 講

修 択 由 義 習 授 教 師

授

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 1 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 2 共同

－ 16 24 0 － 7 1 1 兼4 －

実

験

・

実

習

小計（21科目）

データサイエンス

オペレーションズリサーチ

モバイルコンピューティング

Ⅱ

離散数学Ⅱ

モバイルコンピューティング

Ⅰ

コンピュータアーキテクチャ

離散数学Ⅰ

オペレーティングシステム

データ構造と処理法

情

報

科

学

基

礎

コンピュータとソフトウェア

基礎

ICTリテラシー

ICTと人間

科学史

キャリアデザインⅡ

先端グローバル社会

職業倫理

英語コア・スキルズⅡ

キャリアデザインⅠ

英語コア・スキルズⅠ

スタディスキル

基

礎

科

目

－

現

代

社

会

基

礎

イノベーションの志

備考

科目

区分
授業科目の名称

単位数 授業形態
専任教員等の

配置

配当

年次 必 選 自 講 演 教 准 講

修 択 由 義 習 授 教 師

授

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 1 共同

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1 1 共同

3後 2 ○ 2 共同

4前 2 ○ 1

4前 2 ○ 2 共同

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

－ 66 84 0 ― 14 5 4 兼3 －

ネットワーク構築Ⅱ

IoTⅡ

スーパーコンピュータ

IoTⅠ

小計（65科目）

ネットワーク構築Ⅳ

情報セキュリティ演習Ⅲ

職

業

専

門

科

目

インタラクティブ・システム

デザイン

データベース

ソフトウェア設計・構築

Webシステム演習

モデル化と要求開発

プログラミングⅡ

Ｉ

Ｃ

Ｔ

シ

ス

テ

ム

デ

ザ

イ

ン

プログラミングⅠ

ネットワーク技術

シミュレーションによる問題

分析

システムインテグレーション

情報システムの失敗と分析

ソフトウェアプロセスと品質

情報技術演習Ⅱ

情報システムのプロジェクト

管理

開発マネジメント

システム設計演習

情報技術演習Ⅰ

ネットワーク構築Ⅲ

情報セキュリティ演習Ⅱ

情報セキュリティ演習Ⅰ

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

ネットワーク構築Ⅰ

備考

科目

区分
授業科目の名称

単位数 授業形態
専任教員等の

配置

実

験

・

実

習
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（新旧対照表）授業科目の概要（別紙 4） 

 

（新旧対照表）シラバス（別紙 5） 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（33、36～37、57～62 ページ） 

新 旧 

[P33 カリキュラム構成図] 

 

 

[36、37 ページ] 

③基礎科目「現代社会基礎」 

時代の変化に対応できる基礎的な知識を学ぶ。職

業人として必要な基礎知識を学ぶとともに、現代社

会の課題や現状を理解しイノベーションの必要性を

理解する。「イノベーションの志」では、情報通信技

術と経営の知識・スキルを手段としより良い社会に

変革するという「志」とそれを実現するための目標、

企画を立て、学修意欲と本学での学びを具体的なも

のとする。4 年間の学修のモチベーションを入学時

点で構築することは、学習効果を高め、退学予防の

観点からも重要だと考えている。「キャリアデザイン

Ⅰ・Ⅱ」を設定し、自らの能力と将来像を俯瞰し、

自身のキャリアデザインを行い行動できるように具

[P30 カリキュラム構成図] 

 

[34 ページ] 

④基礎科目「現代社会基礎」 

時代の変化に対応できる基礎的な知識を学ぶ。職

業人として必要な基礎知識を学ぶとともに、現代社

会の課題や現状を理解しイノベーションの必要性を

理解する。「イノベーションの志」では、ICT を手

段としより良い社会に変革するという「志」を立て

高い目標の下に学修意欲を高める。4 年間の学修の

モチベーションを入学時点で構築することは、学習

効果を高め、退学予防の観点からも重要だと考えて

いる。また、1 年次では「スタディスキル」を設定

し、大学での学び方を改めて理解し、レポートの書

き方やプレゼンテーションの基本を学ぶ。次に「英

語コア・スキルズ」を設定し英語４技能を中心に基

　総合科目　　　 6単位

卒業・修了要件及び履修方法

【卒業要件】
次により必修科目94単位、選択科目34単位以上、計128単位以上を修得すること。
　　基礎科目　　　20単位以上
　　選択科目から8単位を履修する。うち、数学基礎A～Ｃから4単位以上を履修する。
　職業専門科目　82単位以上
　　選択科目から14単位を履修する。
　展開科目　　　20単位以上
　　選択科目から12単位を履修する。

実習科目の40単位
　うち臨地実務実習(インターンシップ）24単位を含む
（履修科目の登録の上限：1年次46単位（年間）
　　　　　　　　　　　　2-4年次42単位（年間）

　基礎科目　　　20単位以上

卒業・修了要件及び履修方法
【卒業要件】
次により必修科目96単位、選択科目32単位以上、計128単位以上を修得すること。

実験・実習科目の40単位
　うち臨地実務実習(インターンシップ）24単位を含む
（履修科目の登録の上限：1年次50単位（年間）
　　　　　　　　　　　　2-4年次44単位（年間））

　　選択科目のうち、現代社会基礎から2単位、情報科学基礎から2単位を選択必修
　職業専門科目　82単位以上
　　選択科目から16単位を選択必修とする。
　展開科目　　　20単位以上
　　選択科目から12単位を選択必修とする。
　総合科目　　　 6単位以上
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体化していく。 

また、1 年次では「スタディスキル」を設定し、

大学での学び方を改めて理解し、レポートの書き方

やプレゼンテーションの基本を学ぶ。「英語コア・ス

キルズⅠ・Ⅱ」を設定し英語４技能を中心に基礎的

な英語力の向上を図る。社会科学系および情報系の

学びを進めるうえで必要となる解析学（数列や微

分・積分の考え方）、線形代数（ベクトルや行列の考

え方）、確率統計（確率や統計的検定の考え方）の基

本的な内容として「数学基礎 A～C」を配置し、2

科目以上の履修を必須とする。このほか、「職業倫理」

「科学史」「先端グローバル社会」「ICT と人間」を

通じて、現代社会の課題を多面的・構造的に理解す

る。 

 

(削除) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[38、39 ページ] 

⑦職業専門科目「システムデザイン基礎」 

イノベーションを実現するために必要な情報通信

技術の専門科目を配置している。各科目は主に、独

立行政法人情報処理推進機構がまとめている「IT ス

礎的な英語力の向上を図る。さらに、「キャリアデザ

インⅠ・Ⅱ」を設定し、社会人となるうえで必要な

マナーやスキル、考え方をもとに、自らの能力と将

来像を俯瞰し、自身のキャリアデザインを行う。さ

らに仕事とは何か、働くことやキャリアデザインの

概念を学ぶことで、キャリアについて考え、行動で

きるように具体化していく。その他、「職業倫理」「科

学史」等イノベーション人材に繋がる基礎的な内容

を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 基礎科目「情報科学基礎」 

ICT 知識・スキルの基礎や普遍的な内容を学ぶと

ともに、変化を続ける技術を常に追いかけ生涯に亘

って技術を獲得し続ける力を養う。必修科目として、

「コンピュータとソフトウェア基礎」「データ構造と

処理法」「離散数学Ⅰ」を置くほか、「コンピュータ

アーキテクチャ」「データサイエンス」科目を設定し

職業専門科目の ICT 知識・スキルを修得するための

前提を学ぶ。また、「オペレーティングシステム」「離

散数学Ⅱ」「モバイルコンピューティングⅠ」「モバ

イルコンピューティングⅡ」「オペレーションズリサ

ーチ」などを配置し、職業専門科目との接続を図る。

変化を続ける技術の中でも、変わることのない普遍

的な知識・スキルを学ぶことで、どのような技術革

新があっても対応できる能力を身に付ける。 

 

[36 ページ] 

⑨職業専門科目「システムデザイン」 

イノベーションを実現するために必要な ICT の

専門科目を配置している。各科目は主に、独立行政

法人情報処理推進機構がまとめている「IT スキル標
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キル標準モデルカリキュラム－レベル 2～3」に準拠

した科目を配置している。必修科目として、「コンピ

ュータとソフトウェア基礎」「プログラミングⅠ・Ⅱ」

「データ構造と処理法」「ネットワーク技術」「ソフ

トウェア設計・構築」「データベース」「情報技術演

習Ⅰ」「システム設計演習」を履修し「イノベーショ

ンプロジェクト」や「インターンシップ」で情報通

信技術を活用し、新たな商品やサービスを企画・開

発するために必要な最低限の情報通信技術に関する

知識・スキルを総合的に学ぶ。また、選択科目とし

て「コンピュータとソフトウェア基礎」「オペレーテ

ィングシステム」「コンピュータアーキテクチャ」「モ

バイルサービス概論」を配置し、情報通信技術の基

本的な技術とその成り立ちを理解できるよう設定す

る。あわせて「情報系数学応用 A～C」「データサイ

エンス」を配置し、情報系科目を発展的に学ぶため

に必要な数学的な理解を深める素地を作る。 

実習科目として「プログラミングⅠ・Ⅱ」を配置

している。「プログラミングⅠ・Ⅱ」では、Java の

特徴的機能である、ネットワーク、マルチスレッド

などを利用する技法を理解し、開発するソフトウェ

アシステムの要求仕様書に基づいて、統合開発環境

を活用してソフトウェアアーキテクチャの設計とプ

ログラム開発、統合テストを実施する。プログラム

やテストに関する仕様の文書化も実際に行う。シス

テム開発の基礎となるプログラミングの活用を学

び、システムを構築できるようになることで、情報

通信技術を活用しサービスやビジネスをイノベーシ

ョンするための基礎的なスキルを身に付ける。 

 

[39 ページ] 

⑧職業専門科目「システムデザイン応用」 

「システムデザイン基礎」に続き、イノベーション

を実現するために必要な情報通信技術に関する具体

的な知識やスキルを実践的に習得できる専門科目を

配置している。なお、科目配置に当たっては、独立

準モデルカリキュラム－レベル 2～3」に準拠した科

目を配置している。必修科目として、「プログラミン

グⅠ・Ⅱ」「ネットワーク技術」「ソフトウェア設計・

構築」「データベース」「情報技術演習Ⅰ」を履修し

「イノベーションプロジェクト」や「インターンシ

ップ」で ICT を活用し実践するために必要な知識・

スキルを総合的に学ぶ。また、選択科目として「IoT

Ⅰ・Ⅱ」「スーパーコンピュータ」などを配置し、即

戦力として活躍できる ICT 知識・スキルと今後、ニ

ーズが高まる先端分野を学ぶ仕組みとしている。新

たなサービスや起業を目指す中で、ICT を活用して

“つくる”ことができる人材、“つくり方”を知る人材

を育成する。 

実習科目として「プログラミングⅠ・Ⅱ」を配置

している。「プログラミングⅠ・Ⅱ」では、Java の

特徴的機能である、ネットワーク、マルチスレッド

などを利用する技法を理解し、開発するソフトウェ

アシステムの要求仕様書に基づいて、統合開発環境

を活用してソフトウェアアーキテクチャの設計とプ

ログラム開発、統合テストを実施する。プログラム

やテストに関する仕様の文書化も実際に行う。シス

テム開発の基礎となるプログラミングの活用を学

び、システムを構築できるようになることで、ICT

の技術を活用しサービスやビジネスをイノベーショ

ンするための基礎的なスキルを身に付ける。 

 

 

 

 

 

(追加) 
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行政法人情報処理推進機構がまとめている IT スキ

ル標準モデルカリキュラム－レベル 2～3」に準拠す

るよう設定する。 

具体的には、選択科目として、新たなサービスや

ソフトウェア等の開発・改善を行うための知識やス

キルを習得するための「Web システム演習」「イン

タラクティブ・システムデザイン」「情報技術演習Ⅱ」

「ソフトウェアプロセスと品質」等を配置する。ま

た情報システムに関するプロジェクトマネジメン

ト、改善等についての知識やスキルを習得するため

の「情報システムのプロジェクト管理」「モデル化と

要求事項」「システムインテグレーション」等を配置

する。あわせて、今後ニーズが高まる先端分野を学

ぶ「クラウド」「ビッグデータ」「AI」「IoT」「スー

パーコンピュータ」等を配置した。システムを構築

できるようになることで、情報通信技術の技術を活

用しサービスやビジネスをイノベーションするため

の基礎的なスキルを身に付ける。新たなサービスや

起業を目指す中で、情報通信技術を活用して“つく

る”ことができる人材、“つくり方”を知る人材を育成

する。 

 

 

 

[57 ページ] 

(1)入学者の受け入れに関する方針(アドミッショ

ン・ポリシー) 

本学の教育理念・目的に共感し、以下の項目につい

て、①②と③もしくは④の項目に当てはまる人を受

け入れる方針である。 

 

①高等学校等までの履修内容の、「国語」あるいは「日

本語」を通じて、聞く・話す・読む・書くというコ

ミュニケーション能力と、講義やゼミ、文献購読や

レポート作成に必要な基礎的な内容を身につけてい

る。また、「英語」を通じて、国際的なコミュニケー

ションの修得に必要な基礎的な能力を身に付けてい

る。同様に「数学」を通じて、情報通信技術に係る

[51 ページ] 

(1)入学者の受け入れに関する方針(アドミッショ

ン・ポリシー) 

『本学の教育理念・目的に共感し、本学の専門教育

に対応できる「知識・スキル」のみならず新たな価

値を生み出す「思考力・判断力・表現力」と「主体

性・多様性・協働性」を併せ持ち社会により良い変

革をもたらしたい「志」のある人』を基本方針とし

て、具体的には、以下のいずれか、または複数の項

目に当てはまる人を受け入れる方針である。 

 

①論理的思考力を持っている人 

②ICT を活用しグローバル社会や産業界をより良く

するためにイノベーションを実現したいと思う人 
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数学的思考や論理的な科目に必要となる基礎的な内

容を身につけている。 

②社会の様々な問題について、知識や情報をもとに

して、筋道を立てて考え、その結果を説明すること

ができる。 

③情報通信技術や経営学に興味があり、その知識や

スキルを基に社会の様々な課題解決のため、新たな

商品・サービス・ビジネスを生み出したいという意

欲がある。 

④学校でのグループ学習、課外活動やボランティア

活動などの経験があり、他の人たちと協力しながら

課題をやり遂げることができる。 

 

③変化をポジティブに捉え、社会への貢献に主体的

に行動できる人 

④人に興味関心を持ち、コミュニケーション能力に

優れ、人と協働することで課題を解決できる人 
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[57～62 ページ] 

(1)選抜方法と募集人員 

①入学者選抜の概要と募集人員 

一般入試 60 名、推薦入試 50 名、アドミッション・

オフィス(AO)入試 50 名、留学生入試 30 名、社会人

入試 10 名、帰国生入試若干名とする。 

②各選抜方法の詳細 

入試種別、入試名称、選抜方法、出願資格は以下(表

4)のとおりである。 

 

 

表 4  ◆各選抜方法 

 

 

 

 

入試種別 入試名称 選抜方法 

一般入試 
3 教科型

入試 

・国語 

国語総合(古文、漢文を

除く) 

・外国語 

（コミュニケーション

英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、英語表

現Ⅰ・Ⅱ） 

・数学 

（数学Ⅰ、数学Ａ) 

[51～56 ページ] 

(1)選抜方法と募集人員 

①入学者選抜の概要と募集人員 

一般入試 60 名、推薦入試 50 名、アドミッション・

オフィス(AO)入試 50 名、留学生入試 30 名、社会人

入試 10 名、帰国生入試若干名とする。 

②各選抜方法の詳細 

入試種別、入試名称、選抜方法、出願資格は以下(表

4)のとおりである。 

 

 

表 4  ◆各選抜方法 

 

入試種

別 

入試名称 選抜方法 

一 般 入

試 

3 教科型

入試 

国語・外国語 (英語：必

須)・数学・地理歴史・理

科から 3 教科 

・国語：国語総合(古文、

漢文を除く) 

・外国語：コミュニケー

ション英語Ⅰ、コミュ

ニケーション英語Ⅱ、

コミュニケーション英

語Ⅲ、英語表現Ⅰ、英

語表現Ⅱ 

・数学：数学Ⅰ、数学Ⅱ、

数学Ａ、数学Ｂ(数列、

ベクトル) 

・地歴：地理、世界史Ｂ、

日本史Ｂ 

・理科：物理、化学 

2 教科型

入試 

国語・外国語 (英語：必

須)・数学から 2 教科 

・国語：国語総合、古文(漢

文除く) 
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・外国語：コミュニケー

ション英語Ⅰ、コミュ

ニケーション英語Ⅱ、

コミュニケーション英

語Ⅲ、英語表現Ⅰ、英

語表現Ⅱ 

・数学：数学Ⅰ、数学Ⅱ、

数学Ⅲ、数学Ａ、数学

Ｂ(数列、ベクトル) 
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（新旧対照表）教員名簿[教員の氏名等] 

新 旧 

 

調
書
番
号 

専
任
等
区
分 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ 

氏 名 
＜就任(予定)年月＞ 

担当授業科目の名称 
配当 

年次 

担 

当 

単 

位 

数 

年 

間 

開 

講 

数 

1 専 

ﾅｶﾑﾗ ｲﾁﾔ 

中村 伊知哉 
＜平成 32年 4月＞ 

イノベーションの志 1 前 10 5 

2 専 

ﾅｶｼﾞﾏ(ｶﾜﾑﾗ)ﾘｭｳ

ｲﾁ 

中嶋(川村)隆一 
＜平成 32年 4月＞ 

アカウンティング入

門 
1 後 10 5 

アカウンティング応

用 
2 前 2 1 

ファイナンス入門 2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

3 専 

ﾅﾝﾊﾞ(ﾐｶﾐ) ﾐﾎ 

難波(三上)美帆 
＜平成 32年 4月＞ 

リサーチ入門 1 後 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

4 専 

ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ ﾃﾞｲﾋﾞ

ｯﾄﾞ 

 ﾁｪｵｯｸ 

Adrian David 

Cheok 
＜平成 32年 4月＞ 

AI 4 前 1 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

データサイエンス 2 後 2 2 

IoT 3 後 1 1 

4 専 

ﾃﾗﾜｷ(ﾀｶﾊｼ) ﾕｷ 

寺脇(高橋)由紀 
＜平成 32年 4月＞ 

プログラミングⅠ 1 前 10 5 

プログラミングⅡ 1 後 10 5 

モデル化と要求開発 3 前 2 1 

ソフトウェアプロセ

スと品質 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

5 専 

ﾔﾏﾉｳﾁ ﾏｻﾄ 

山内 正人 
＜平成 32年 4月＞ 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

ネットワーク構築Ⅰ 2 前 2 1 

ネットワーク構築Ⅱ 2 後 2 1 

ネットワーク構築Ⅲ 3 前 2 1 

6 
実
専 

ｸﾒ ﾉﾌﾞﾕｷ 

久米 信行 
＜平成 32年 4月＞ 

地域創生とイノベー

ション 
3 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 

 

 

 

4 通 4 1 

 

調
書
番
号 

専
任
等
区
分 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ 

氏 名 
＜就任(予定)年月＞ 

担当授業科目の名称 
配当 

年次 

担 

当 

単 

位 

数 

年 

間 

開 

講 

数 

1 専 

ﾅｶﾑﾗ ｲﾁﾔ 

中村 伊知哉 
＜平成 32年 4月＞ 

イノベーションの志 1 前 10 5 

2 専 （追加） 

アカウンティング入

門 
1 後 10 5 

アカウンティング応

用 
2 前 2 1 

ファイナンス入門 2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

2 専 

ﾅﾝﾊﾞ(ﾐｶﾐ) ﾐﾎ 

難波(三上)美帆 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネスデザインⅠ 1 後 2 1 

ビジネスデザインⅡ 2 前 2 1 

ファシリテーション 2 後 2 1 

デザイン思考ワーク

ショップ設計 

4 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

3 専 

ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ ﾃﾞｲﾋﾞ

ｯﾄﾞ 

 ﾁｪｵｯｸ 

Adrian David 

Cheok 
＜平成 32年 4月＞ 

データサイエンス 2 後 2 2 

AI 4 前 1 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

シミュレーションに

よる問題分析 

3 後 1 1 

IoTⅠ 3 後 1 1 

IoTⅡ 4 前 1 1 

4 専 

ﾃﾗﾜｷ(ﾀｶﾊｼ) ﾕｷ 

寺脇(高橋)由紀 
＜平成 32年 4月＞ 

プログラミングⅠ 1 前 10 5 

プログラミングⅡ 1 後 10 5 

モデル化と要求開発 1 後 2 1 

ソフトウェアプロセ

スと品質 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

5 専 

ﾔﾏﾉｳﾁ ﾏｻﾄ 

山内 正人 
＜平成 32年 4月＞ 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

ネットワーク構築Ⅰ 2 前 2 1 

ネットワーク構築Ⅱ 2 後 2 1 

ネットワーク構築Ⅲ 3 前 2 1 

ネットワーク構築Ⅳ 3 後 2 1 

6 
実
専 

ｸﾒ ﾉﾌﾞﾕｷ 

久米 信行 
＜平成 32年 4月＞ 

地域創生とイノベー

ション 
3 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 

 

 

 

4 通 4 1 
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7 
実
専 

ﾋﾗﾔﾏ ﾄｼﾋﾛ 

平山 敏弘 
＜平成 32年 4月＞ 

情報システムのプロ

ジェクト管理 
2 後 2 1 

システムインテグレ

ーション 
3 後 1 1 

情報セキュリティ演

習Ⅰ 
2 後 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅱ 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

8 
実
専 

ｲｻﾞﾜ ﾃﾂﾔ 

井澤 哲也 
＜平成 32年 4月＞ 

オペレーティングシ

ステム 
1 前 4 2 

クラウド 3 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

インタラクティブ・シ

ステムデザイン 
2 前 2 1 

9 
実
専 

ｵｸﾑﾗ ｺｳｲﾁ 

奥村 耕一 
＜平成 32年 4月＞ 

英語コア・スキルズⅠ 1 前 10 5 

英語コア・スキルズⅡ 1 後 10 5 

英語アカデミックリ

テラシー 

2 前 6 3 

10 実(

研)
 

ｶﾜｶﾐ ｼﾝｲﾁﾛｳ 

川上 慎市郎 
＜平成 32年 4月＞ 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

11 
実(

研) 

ﾄﾐｻﾞﾜ ﾕﾀｶ 

富澤 豊 
＜平成 32年 4月＞ 

キャリアデザインⅠ 2 前 5 5 

キャリアデザインⅡ 3 後 5 5 

マーケティング基礎 1 前 10 5 

マーケティング応用 2 前 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

12 
実(

研) 

ｲｿ ﾄｼｷ 

磯 俊樹 
＜平成 32年 4月＞ 

データサイエンス 2 後 2 2 

数学基礎 A 1 前 10 5 

数学基礎 C 1 後 10 5 

モバイルサービス概

論 
2 前 4 2 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

13 
実(

研) 

ｶﾀｷﾞﾘ ﾏｻｼﾞ 

片桐 雅二 
＜平成 32年 4月＞ 

データ構造と処理法 1 前 10 5 

情報系数学応用 B 2 後 4 2 

情報系数学応用 C 3 前 4 2 

データベース 2 前 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

14 
実(

研) 

ｶﾄｳ ﾅｵﾄ 

加藤 直人 
＜平成 32年 4月＞ 

スタディスキル 1 前 10 5 

ビッグデータ 3 後 1 1 

7 
実
専 

ﾋﾗﾔﾏ ﾄｼﾋﾛ 

平山 敏弘 
＜平成 32年 4月＞ 

情報システムのプロ

ジェクト管理 
2 後 2 1 

情報システムの失敗

と分析 
3 前 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅰ 
2 後 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅱ 
3 前 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅲ 

3 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

8 
実
専 

ｲｻﾞﾜ ﾃﾂﾔ 

井澤 哲也 
＜平成 32年 4月＞ 

オペレーティングシ

ステム 
1 前 4 2 

クラウド 3 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

インタラクティブ・シ

ステムデザイン 
2 前 2 1 

9 
実
専 

ｵｸﾑﾗ ｺｳｲﾁ 

奥村 耕一 
＜平成 32年 4月＞ 

英語コア・スキルズⅠ 1 前 10 5 

英語コア・スキルズⅡ 1 後 10 5 

英語アカデミックリ

テラシー 

2 前 6 3 

11 実(

研)
 

ｶﾜｶﾐ ｼﾝｲﾁﾛｳ 

川上 慎市郎 
＜平成 32年 4月＞ 

アカウンティング 1 後 10 5 

ファイナンス 2 前 10 5 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

13 
実(

研) 

ﾄﾐｻﾞﾜ ﾕﾀｶ 

富澤 豊 
＜平成 32年 4月＞ 

キャリアデザインⅠ 1 後 5 5 

キャリアデザインⅡ 2 前 5 5 

マーケティング基礎 1 前 10 5 

マーケティング応用 2 前 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

14 
実(

研) 

ｲｿ ﾄｼｷ 

磯 俊樹 
＜平成 32年 4月＞ 

データサイエンス 2 後 2 2 

モバイルコンピュー

ティングⅠ 

1 後 4 2 

モバイルコンピュー

ティングⅡ 

2 前 4 2 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

15 
実(

研) 

ｶﾀｷﾞﾘ ﾏｻｼﾞ 

片桐 雅二 
＜平成 32年 4月＞ 

データ構造と処理法 1 前 10 5 

離散数学Ⅰ 1 後 10 5 

離散数学Ⅱ 2 前 4 2 

データベース 2 前 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

16 
実(

研) 

ｶﾄｳ ﾅｵﾄ 

加藤 直人 
＜平成 32年 4月＞ 

スタディスキル 1 前 10 5 

ICT リテラシー 1 前 4 2 

ビッグデータ 3 後 1 1 
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インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

15 
実(

研) 

ｶﾏﾀﾆ ｵｻﾑ 

鎌谷 修 
＜平成 32年 4月＞ 

情報技術演習Ⅰ 2 後 10 5 

情報技術演習Ⅱ 3 前 2 1 

IoT 3 後 1 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

16 
実(

研) 

ﾎｯﾀ ｺｳｲﾁﾛｳ 

堀田 耕一郎 
＜平成 32年 4月＞ 

コンピュータとソフ

トウェア基礎 
1 前 10 5 

コンピュータアーキ

テクチャ 
1 後 4 2 

スーパーコンピュー

タ 
4 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

17 
実(

研) 

ｵﾁｱｲ ｹｲﾋﾛ 

落合 慶広 
＜平成 32年 4月＞ 

数学基礎 B 1 後 10 5 

情報系数学応用 A 2 前 4 2 

ビッグデータ 3 後 1 1 

AI 4 前 1 1 

Web システム演習 2 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

18 
実(

研) 

ｷﾘﾀﾆ ｹｲｽｹ 

桐谷 恵介 
＜平成 32年 4月＞ 

ソフトウェア設計・構

築 
2 前 10 5 

システム設計演習 2 後 10 5 

システムインテグレ

ーション 
3 後 1 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

22 
実
み 

ｴﾊﾞﾀ ﾋﾛﾄ 

江端 浩人 
＜平成 32年 4月＞ 

スタートアップ基礎

（起業論） 
1 後 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

23 
実
み 

ｱﾍﾞｶﾜ ﾋｻﾋﾛ 

阿部川 久広 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネス英語実習Ⅰ 1 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅱ 1 後 2 1 

ビジネス英語実習Ⅲ 2 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅳ 2 後 2 1 

英語ビジネスマネジ

メント 
2 後 6 3 

英米文学演習 2 後 6 3 

英語通訳論 3 前 6 3 

24 
実
み 

ｶｶﾞﾐ ｼｹﾞｵ 

各務 茂雄 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

28 
兼
任 

ｱｵﾀ ﾂﾄﾑ 

青田 努 
＜平成 33年 4月＞ 

組織行動論 

人的資源管理論 

2 後 

3 前 

2 

2 

1 

1 

19 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ｸﾐｺ 

小林 久美子 
＜平成 33年 4月＞ 

先端グローバル社会 

デザインと経営 

2 前 

4 前 

4 

2 

2 

1 

20 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ﾐｷ 

小林 美紀 
＜平成 33年 4月＞ 

職業倫理 2 前 4 2 

33 
兼
任 

ﾂｼﾞ ﾀｶﾕｷ 

辻 貴之 
＜平成 34年 4月＞ 

 

コーポレートファイ

ナンス 

税務会計・会計処理 

3 後 

 

4 後 

2 

 

2 

1 

 

1 

21 
兼
任 

ﾃﾗｳﾗ ｾｲｼﾞ 

寺裏 誠司 
＜平成 34年 4月＞ 

ビジネスゲームによ

る経営意思決定 
3 前 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

17 
実(

研) 

ｶﾏﾀﾆ ｵｻﾑ 

鎌谷 修 
＜平成 32年 4月＞ 

情報技術演習Ⅰ 2 後 10 5 

情報技術演習Ⅱ 3 前 2 1 

IoTⅠ 3 後 1 1 

IoTⅡ 4 前 1 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

18 
実(
研) 

ﾎｯﾀ ｺｳｲﾁﾛｳ 

堀田 耕一郎 
＜平成 32年 4月＞ 

コンピュータとソフ

トウェア基礎 
1 前 10 5 

コンピュータアーキ

テクチャ 
1 後 4 2 

スーパーコンピュー

タ 
4 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

19 
実(

研) 

ｵﾁｱｲ ｹｲﾋﾛ 

落合 慶広 
＜平成 32年 4月＞ 

オペレーションズリ

サーチ 

2 前 4 2 

ビッグデータ 3 後 1 1 

AI 4 前 1 1 

Web システム演習 2 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

21 
実(

研) 

ｷﾘﾀﾆ ｹｲｽｹ 

桐谷 恵介 
＜平成 32年 4月＞ 

ソフトウェア設計・構

築 
2 前 10 5 

システム設計演習 2 後 10 5 

システムインテグレ

ーション 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

22 
実
み 

ｴﾊﾞﾀ ﾋﾛﾄ 

江端 浩人 
＜平成 32年 4月＞ 

ゲーム理論と交渉術 2 前 2 1 

フィンテック 4 前 2 1 

スタートアップ基礎

（起業論） 
1 後 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

23 
実
み 

ｱﾍﾞｶﾜ ﾋｻﾋﾛ 

阿部川 久広 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネス英語実習Ⅰ 1 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅱ 1 後 2 1 

ビジネス英語実習Ⅲ 2 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅳ 2 後 2 1 

英語ビジネスマネジ

メント 
2 後 6 3 

英米文学演習 2 後 6 3 

英語通訳論 3 前 6 3 

24 
実
み 

ｶｶﾞﾐ ｼｹﾞｵ 

各務 茂雄 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

シミュレーションに

よる問題分析 

3 後 1 1 

28 
兼
任 

ｱｵﾀ ﾂﾄﾑ 

青田 努 
＜平成 33年 4月＞ 

人的資源管理論 

組織行動論 

2 後 

3 前 

2 

2 

1 

1 

30 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ｸﾐｺ 

小林 久美子 
＜平成 32年 4月＞ 

先端グローバル社会 1 後 4 2 

31 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ﾐｷ 

小林 美紀 
＜平成 32年 4月＞ 

職業倫理 1 後 4 2 

33 
兼
任 

ﾂｼﾞ ﾀｶﾕｷ 

辻 貴之 
＜平成 34年 4月＞ 

 

コーポレートファイ

ナンス 

税務会計・会計処理 

3 前 

 

4 後 

2 

 

2 

1 

 

1 

34 
兼
任 

ﾃﾗｳﾗ ｾｲｼﾞ 

寺裏 誠司 
＜平成 33年 4月＞ 

モチベーションマネ

ジメント 

ビジネスゲームによ

る経営意思決定 

2 前 

 

3 前 

 

2 

 

2 

 

1 

 

1 
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22 
兼
任 

ﾌｼﾞﾓﾘ ｼﾎ 

藤森 志保 
＜平成 33年 4月＞ 

ICT と人間 

クロステックビジネ

スデザイン 

2 後 

4 前 

 

4 

2 

 

2 

1 

 
 

36 
兼
任 

ﾌｼﾞﾓﾘ ｼﾎ 

藤森 志保 
＜平成 33年 4月＞ 

ICT と人間 2 後 4 2 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

12. 臨地実務実習について、目的である「イノベーション人材としてのスキルを修得させる」を達成でき

る計画となっているか疑義があるため、以下の点を是正すること。 

（1）臨地実務実習施設について、施設の選定理由が不明確であり、臨地実務実習の目的を達成できる施設

か疑義がある。また、実習先に従業員数の非常に少ない企業が含まれているが、実習指導者が業務を

行いながら学生への指導を支障なく実施することが可能であるか不明確である。 

（対応） 

臨地実務実習施設について、教育理念や養成する人材像に共感し、ともに育成を目指すことに同意頂い

た施設、プロデューサーやプロジェクトマネジャーが配置されている施設、システム開発・保守業務を行

っている施設、以上の基準をクリアしていれば、社員数・施設の広さには基準を設けずに選定するとして

いたが、施設の選定理由が不明確であり、臨地実務実習の目的を達成できる施設か疑義があるとご指摘を

頂いている。また、従業員数が少ない実習先へのご指摘も頂いたため、臨地実務実習の目的と選定理由、

実習先について以下のように改める。 

 

＜臨地実務実習の目的と実習先の選定理由＞ 

臨地実務実習について、目的である「イノベーション人材としてのスキルを修得させる」を達成できる

計画について改めて検討し以下のように改め、実習先の選定理由を追記する。 

本学で考えるイノベーション人材とは、「変化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術に関する理論と実

践力、国際的なコミュニケーション能力、これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付け、企業におい

て新規の事業やサービスを立案・提案する企画運営能力を発揮することや、自ら起業して新たなサービス・

ビジネスを生み出すことで、国際社会と地域社会の産業発展に貢献する人材」としている。 

 その上で、インターンシップⅠでは主に情報通信技術を学び実践する経験を、インターンシップⅡでは

マーケティングや企画などビジネスを学び経験する実習を計画している。また、実習の設定に関しては、

一つの実習先に長期間継続的に通い、より高度な実習課題に取り組ませて、深い専門性を養う実習を考え

ている。 

以上を踏まえ、インターンシップⅠ・Ⅱそれぞれについて、実習の到達目標について再度検討し、その

目標を達成できる実習内容や実習指導が可能な施設を選定基準とする。 

 

(インターンシップⅠ)  

・主な到達目標 

 ＊インターンシップ先において、与えられた業務がどのような意義を持つのかを理解し、効率的・効果

的な方法で業務を完了することを目標として作業を進めることができる。 

 ＊課題解決や目標の達成に向けた計画を立て、実際の状況に応じた計画修正の必要に自ら気づき、指導

者の承認を受けて修正・変更しながら最後まで実行できる。 

＊システム開発の作業の一工程として、示された設計書の通りに実装することができる。 

(インターンシップⅡ) 
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・主な到達目標 

 ＊自分のやるべき業務を的確に判断し、効率的な方法を考え、率先して創意工夫をしながら取り組むこ

とができる。 

 ＊異なる考え方の人たちと意見を交わして調整し、互いに納得できる結論を導き、状況に応じて自分の

役割を適切に変えながら協力して業務を遂行することができる。 

＊企業や事業を取り巻く状況について調査統計、アンケートやインタビューといった情報を適切に収

集・分析し、それらを分かりやすく整理し、ビジネス上の的確な示唆を提示できる。 

 ＊情報通信技術も活用し、事業の課題を解決する方策と実行計画、それによって生じるデメリットとそ

の対処策などもあわせてプレゼンし、指導者の納得と助言を得ることができる。 

（選定基準） 

以上のことから実習先の選定基準を以下のように定める。 

（ア） インターンシップの到達目標を達成するために必要な作業、体験、課題と実習指導・フォロー

が可能な施設 

（イ） 実習指導を十分に行えるよう、従業員 10 名以上の施設 

（ウ） 教育理念や育成人材像に共感し、ともに育成を目指すことに同意頂いた施設 

 

なお、選定基準に従い、従業員数が少ない実習施設に関しては、対象から除外し、前述したとおり実習指

導を十分に行える体制が整えられる従業員 10 名以上の企業を実習先とする。 

 

（新旧対照表） 

別紙 4（授業科目の概要）、別紙 5（シラバス）の新旧対照表にて修正箇所を表す。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（26、27、64～68 ページ） 

新 旧 

[26 ページ] 

(1)情報経営イノベーション学部・情報経営イノベー

ション学科の教育の特色 

(中略) 

・8 週間のインターンシップを 2 回実施する。イン

ターンシップⅠでは、目標の明確化、計画立案から

計画遂行に至る能力とシステム開発スキルの獲得、

インターンシップⅡでは、課題発見・分析・解決を

通じたビジネススキルの獲得を行う 

 

[64 ページ] 

10.実習の具体的計画 

[24 ページ] 

(1)ICT イノベーション学部・ICT イノベーション学

科の教育の特色 

(中略) 

・8 週間のインターンシップを 2 回実施する。イン

ターンシップⅠでは、システム開発・保守スキルの

獲得、インターンシップⅡではビジネススキルの獲

得を行う 

 

 

[57 ページ] 

10.実習の具体的計画 
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本学の養成する人材は、変化し続ける時代の中

で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国

際的なコミュニケーション能力、これらを組み合わ

せた応用力を主体的に身に付け、企業において新規

の事業やサービスを立案・提案する企画運営能力を

発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビ

ジネスを生み出すことで、国際社会と地域社会の産

業発展に貢献する人材である。   

インターンシップでは、実践活動の場での課題発

見、解決を通して、システム開発やビジネスにおけ

る新規提案・実装するために必要とされる専門的知

識及び技術の統合を図り、イノベーション人材とし

て具備すべき知識及びスキルを修得させることを

目的とする。各 320時間(12単位)ずつ計 640時間(24

単位)設定しており連携企業等に協力を仰ぎ実施す

る計画である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)インターンシップ(実習)の目的 

インターンシップでは、実践活動の場での課題発

見・解決を通して、システム開発やビジネスにおい

て新規提案・実装するために必要とされる専門的知

識と実務との統合を図ることで、イノベーション人

材としてのスキルを修得させることを目的とする。 

 

 

(2)インターンシップ(実習)先の選定基準と確保状況

等 

①実習先の選定基準 

本学は、『先が読めないスピードで変化を遂げる

時代の中でしなやかに生き抜くために、自ら学び成

長させ、ICT を活用し新たな価値をグローバル社会

で生み出し続ける人材に学位を授与する。』ことを

ディプロマ・ポリシーとして教育課程(カリキュラ

ム)を通して、具体的には ICT を「手段」とし、グ

ローバル社会でビジネスにイノベーションを起こ

す人材の育成を掲げており、以下の能力を身に付け

た学生に学位を授与する。 

①社会の変化を先取りし、受容し、変化に対応す

るため自ら学び続けることができる 

②課題を発見し、ビジネスに関する知識と ICT

を活用し解決する力がある 

③ICT を活用しビジネスを創造する力がある 

④産業界で長期のインターンシップや起業経験

を通じて身に付けた実践力がある 

⑤世界の人と協働し、グローバル社会で活躍でき

る力がある 

 

このうち、特に④の能力を高めるために、3 年次

に職業専門科目「ビジネス実践」臨地実務実習とし

て「インターンシップⅠ」「インターンシップⅡ」

を各 320 時間(12 単位)ずつ計 24 単位設定しており

連携企業等に協力を仰ぎ実施する計画である。 

 

(1)インターンシップ(実習)の目的 

インターンシップでは、実践活動の場での課題発

見・解決を通して、システム開発・保守やビジネス

において新規提案・実装するために必要とされる専

門的知識と実務との統合を図ることで、イノベーシ

ョン人材としてのスキルを修得させることを目的

とする。 

 

(2)インターンシップ(実習)先の選定基準と確保状況

等 

①実習先の選定基準 
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実習の目的を達成するため、受け入れ施設につ

いては以下の要件を設定している。 

（ア）インターンシップの到達目標を達成するため

に必要な作業、体験、課題と実習指導・フォ

ローが可能な施設 

（イ）実習指導を十分に行えるよう、従業員 10 名

以上の施設 

（ウ）教育理念や育成人材像に共感し、ともに育成

を目指すことに同意頂いた施設 

 

②実習先の確保 

インターンシップは実習施設 1 社当たり合計 640

時間の実習時間を確保し、320 時間ずつインターン

シップⅠ・Ⅱを 3 年次前期後期に分けて実施をする。

現在実習先企業数は合計 27 社あり、各インターン

シップ先はインターンシップⅠ・Ⅱそれぞれ 320 時

間、1 名～15 名(企業規模によって異なる)の実習生

を受け入れる。そのため、実習生 200 名に対する教

育課程に必要なインターンシップ先は確保してい

る状況である。 

 

[66 ページ] 

(3)実習水準の確保等 

どの実習先においても設定された能力を身に付

けることができるよう、目標や具体的なインターン

シップ内容、評価基準等を以下のように定めた。 

 

(インターンシップⅠ)  

・主な到達目標 

 ＊与えられた業務がどのような意義を持つのか

を理解し、効率的・効果的な方法で業務を完了

することを目標として作業を進めることがで

きる。 

 ＊課題解決や目標の達成に向けた計画を立て、実

際の状況に応じた計画修正の必要に自ら気づ

き、指導者の承認を受けて修正・変更しながら

実習の目的を達成するため、受け入れ施設につ

いては以下の要件を設定している。 

(ア)教育理念や育成人材像に共感し、ともに育

成を目指すことに同意頂いた施設 

(イ) プロデューサーやプロジェクトマネジャ

ーが配置されている 

(ウ)システム開発・保守業務を行っている 

上記基準をクリアしていれば、社員数・施設の広

さには基準を設けずに選定している。 

 

②実習先の確保 

インターンシップは実習施設 1 社当たり合計 640

時間の実習時間を確保し、320 時間ずつインターン

シップⅠ・Ⅱを 3 年次前期後期に分けて実施をする。

現在実習先企業数は合計 26 社あり、各インターン

シップ先はインターンシップⅠ・Ⅱそれぞれ 320 時

間、2 名～15 名(企業規模によって異なる)の実習生

を受け入れる。そのため、実習生 200 名に対する教

育課程に必要なインターンシップ先は確保してい

る状況である。 

 

[59、60 ページ] 

(3)実習水準の確保等 

どの実習先においても設定された能力を身に付

けることができるよう、目標や具体的なインターン

シップ内容、評価基準等を以下のように定めた。 

 

①インターンシップⅠの目標 

・システム開発スキルの獲得 

大学で学習してきたシステム開発技術を使い、開

発プロジェクトの一員として実務に従事する。 

・システム保守スキルの獲得 

実際の現場での保守・運用業務を通して、現場の

責任者の指導の下に就業体験を行う。 

 

(具体的内容と計画) 
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最後まで実行できる。 

＊システム開発の作業の一工程として、示された

設計書の通りに実装することができる。 

 

・実習内容（体験・作業・課題等） 

初日 インターンシップⅠ オリエンテー

ション 

① 企業の沿革、組織説明、就業規則、

実習・研修の体制などの説明と、

研修内容についてのオリエンテ

ーションを実施する。また、自分

自身の将来の目標について実習

先指導者とすり合わせる。 

 

1 週目 ① 実習生自らが業務の流れを見聞

きし、理解したうえで、実習先企

業の取り扱う製品やサービス、ビ

ジネスの企画、開発、生産などの

付随した業務内容を補助するた

めの計画を行い実習期間中の各

自の目標設定を行い、実習指導者

のフィードバックを得る。 

② システム開発者の仕事の様子(プ

ロジェクト型業務)を見学する。 

③ システム開発を行う上での責任

範囲、役割を理解し、手順に沿っ

てシステム開発を行うことの重

要性を聴く。 

～3 週目 ① システム開発チームメンバーと

して開発作業の補助業務を行う。 

② 実習期間２週間を振り返り、補助

業務内容の反省および、必要とさ

れる知識、技術の不足部分、問題

点と、実習日誌の実習指導者から

のフィードバックを基に自己分

析を行う。また、実習先から与え

以下の実務を通して、指導者に指導・助言を受け

ながら業務を遂行する。 

・システム開発を行ううえでのチームワーク(コミュ

ニケーション)、情報伝達をスムーズに行う 

・システム開発に関するスケジュール管理、システ

ム企画、技術開発実務を行う 

・技術チームメンバーとして、システム開発作業の

一工程の中で示された設計書のとおりに実装す

る 

・システム開発を行ううえでの責任範囲、役割を理

解し、手順に沿ってシステム開発を行う 

・システムの計画、設計、開発、テスト及び運用 

・設計書の見方・書き方を確認し、プログラミング

言語で実装する 

・システムを導入するネットワーク環境設計やセキ

ュリティ対策 
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られたテーマを課題として、企画

立案、計画準備など、課題毎に取

り組む。 

～5 週目 ① システム開発の作業の一工程と

して、示された設計書の通りに実

装する課題に取り組む。 

② 実習先から与えられた各自の課

題に対しての進捗状況を適宜、実

習指導者のチェックを受け、企

画、計画など内容に修正がないか

確認を行いながら業務を遂行す

る。週末までに、修正内容の改善

計画を確認し、実習指導者のアド

バイスを受け、次のステップに移

行する。 

～7 週目 ① 引き続き、与えられた課題を基に

業務を遂行する。適宜、実習指導

者のチェックを受け、企画、計画

など内容に修正がないか確認を

行う。週末までに、修正内容の改

善計画を確認し、実習指導者のア

ドバイスを受け、最終プレゼンテ

ーションに備えてブラッシュア

ップを行う。 

～8 週目 ① 完成した成果物についてのプレ

ゼンテーションならびに実習目

標に伴う報告を行う。 

② 実習先企業に協力を得て、できる

限り多くのスタッフから評価を

得ることを目指す。その評価を基

に、得られた改善点について実習

日誌にまとめ、成果物とともに実

習指導者に提出し報告を行う。 

 

(インターンシップⅡ) 

・主な到達目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②インターンシップⅡの目標 

・ビジネススキルの獲得 

大学で学習してきたビジネススキルをもとに、実
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 ＊自分のやるべき業務を的確に判断し、効率的な

方法を考え、率先して創意工夫をしながら取り

組むことができる。 

 ＊異なる考え方の人たちと意見を交わして調整

し、互いに納得できる結論を導き、状況に応じ

て自分の役割を適切に変えながら協力して業

務を遂行することができる。 

＊企業や事業を取り巻く状況について調査統計、

アンケートやインタビューといった情報を適

切に収集・分析し、それらを分かりやすく整理

し、ビジネス上の的確な示唆を提示できる。 

 ＊情報通信技術も活用し、事業の課題を解決する

方策と実行計画、それによって生じるデメリッ

トとその対処策などもあわせてプレゼンし、指

導者の納得と助言を得ることができる。 

 

・実習内容（体験・作業・課題等） 

初日 インターンシップⅡ オリエンテー

ション 

① 必要に応じ、企業の沿革、組織説

明、就業規則、実習・研修の体制

などの説明と、研修内容について

のオリエンテーションを実施す

る。また、自分自身の将来の目標

について実習先指導者とすり合

わせる。 

② インターンシップⅠで発見した

自分自身の課題等について実習

先指導者とすり合わせる。 

1 週目 ① 実習生自らが業務の流れを見聞

きし、理解したうえで、実習先企

業の取り扱う製品やサービス、ビ

ジネスの企画、開発、生産などの

付随した業務内容を補助するた

めの計画を行い実習期間中の各

自の目標設定を行い、実習指導者

習先の既存ビジネスの推進(営業・マネジメント)

や改善に従事する。業務を通じ、ICT を用いてビ

ジネスを発展させるために必要なスキル・経験を

積む。 

・ICT を活用した新規提案、企画力の獲得 

大学でのイノベーションプロジェクトの経験や知

識をもとに、実習先に応じた新規事業やビジネスの

提案を行う。ICT とビジネスを融合し、インターン

シップ先のリソースを活用しながら価値を最大化

する方法を提案する。 

 

(具体的な内容と計画) 

以下の実務を通して、指導者に指導・助言を受け

ながら業務を遂行する。 

・マーケットリサーチ、マーケティング業務 

・新規プロダクトの企画提案 

・各種プロダクトの営業活動 

・既存システム・コンテンツのユーザーヒアリング

やフィードバックを通じた改善提案 

・実際のプロジェクトの一員としてサービスやシス

テムの仕様検討から実装 

・新規／既存サービスへの機能追加や UIUX の検討 
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のフィードバックを得る。 

② 実習先で行われる実際の会議や

ミーティングに参加させてもら

う。 

③ マーケティング業務経験者や企

画職経験者の仕事の様子(プロジ

ェクト型業務)を見学する。 

～3 週目 ① 営業、マーケティング業務、企画

業務の補助業務を行う。 

② 実習期間２週間を振り返り、補助

業務内容の反省および、必要とさ

れる知識、技術の不足部分、問題

点と、実習日誌の実習指導者から

のフィードバックを基に自己分

析を行う。また、実習先から与え

られたテーマを課題として、企画

立案、計画準備など、課題毎に取

り組む。 

～5 週目 ① 企業や事業を取り巻く状況につ

いて調査統計、アンケートやイン

タビューといった情報を適切に

収集・分析し、それらを分かりや

すく整理する課題に取り組む。 

② 実習先から与えられた各自の課

題に対しての進捗状況を適宜、実

習指導者のチェックを受け、企

画、計画など内容に修正がないか

確認を行いながら業務を遂行す

る。週末までに、修正内容の改善

計画を確認し、実習指導者のアド

バイスを受け、次のステップに移

行する。 

～7 週目 ① 前回の課題、インターンシップⅠ

を踏まえ、情報通信技術も活用

し、事業の課題を解決する方策と

実行計画、それによって生じるデ
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メリットとその対処策などもあ

わせてプレゼンテーションする

課題に取り組む。 

② 課題に対し、実習指導者のチェッ

クを受け、企画、計画など内容に

修正がないか確認を行う。週末ま

でに、修正内容の改善計画を確認

し、実習指導者のアドバイスを受

け、最終プレゼンテーションに備

えてブラッシュアップを行う。 

～8 週目 ① 完成した成果物についてのプレ

ゼンテーションならびに実習目

標に伴う報告を行う。 

② 実習先企業に協力を得て、できる

限り多くのスタッフから評価を

得ることを目指す。その評価を基

に、得られた改善点について実習

日誌にまとめ、成果物とともに実

習指導者に提出し報告を行う。 
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（新旧対照表）臨地実務実習施設の確保状況説明書 

新 旧 

インターンシップⅠ 

臨地実務実習施設 

施

設

番

号 

施設の名称 

受入

予定 

学生

数 

当該施設 

実習時間

数 

受入予定学

生 

・時間数 

1 

株式会社ＮＨＫメディア

テクノロジー 

5 人 320 時間 1,600 人・時間 

2 株式会社 MapleSystems 4 人 320 時間 1,280 人・時間 

5 株式会社ペライチ 3 人 320 時間 960 人・時間 

7 株式会社浜野製作所 4 人 320 時間 1,280 人・時間 

8 株式会社ポリグロッツ 1 人 320 時間 320 人・時間 

9 フュージョン株式会社 4 人 320 時間 1,280 人・時間 

11 大日本印刷株式会社 15 人 320 時間 4,800 人・時間 

13 

日本サード・パーティー

株式会社 

10 人 320 時間 3,200 人・時間 

18 SAP ジャパン株式会社 15 人 320 時間 4,800 人・時間 

19 株式会社 ONE TEAM 3 人 320 時間 960 人・時間 

21 

株式会社デジタル・ヒュ

ージ・テクノロジー 

2 人 320 時間 640 人・時間 

24 株式会社 LEARNie 1 人 320 時間 320 人・時間 

25 

株式会社ハウテレビジョ

ン 

3 人 320 時間 960 人・時間 

26 SHIFT 株式会社 10 人 320 時間 3200 人・時間 

27 株式会社ＳＹＧ 10 人 320 時間 3200 人・時間 

受入学生・時間数  小計 

67,200 人 

・時間 

 

インターンシップⅡ 

臨地実務実習施設 

施

設

番

号 

施設の名称 

受入

予定 

学生

数 

当該施設 

実習時間

数 

受入予定学

生 

・時間数 

1 

株式会社ＮＨＫメディア

テクノロジー 

5 人 320 時間 1,600 人・時間 

2 株式会社 MapleSystems 4 人 320 時間 1,280 人・時間 

インターンシップⅠ 

臨地実務実習施設 

施

設

番

号 

施設の名称 

受入

予定 

学生

数 

当該施設 

実習時間

数 

受入予定学

生 

・時間数 

1 

株式会社ＮＨＫメディ

アテクノロジー 

2 人 320 時間 640 人・時間 

2 株式会社 MapleSystems 5 人 320 時間 1,600 人・時間 

5 株式会社ペライチ 5 人 320 時間 1,600 人・時間 

7 株式会社浜野製作所 5 人 320 時間 1,600 人・時間 

8 株式会社ポリグロッツ 3 人 320 時間 960 人・時間 

9 株式会社 Doorkel 3 人 320 時間 960 人・時間 

10 フュージョン株式会社 5 人 320 時間 1,600 人・時間 

12 大日本印刷 15 人 320 時間 4,800 人・時間 

14 日本サードパーティー 10 人 320 時間 3,200 人・時間 

19 SAP 株式会社 15 人 320 時間 4,800 人・時間 

20 株式会社 ONE TEAM 5 人 320 時間 1,600 人・時間 

21 株式会社 TECH FUND 3 人 320 時間 960 人・時間 

23 

株式会社デジタル・ヒ

ュージ・テクノロジー 

5 人 320 時間 1,600 人・時間 

26 株式会社 LEARNie 3 人 320 時間 960 人・時間 

受入学生・時間数  小計 

65,280 人・

時間 

 

 

 

 

インターンシップⅡ 

臨地実務実習施設 

施

設

番

号 

施設の名称 

受入

予定 

学生

数 

当該施設 

実習時間

数 

受入予定学

生 

・時間数 

1 

株式会社ＮＨＫメディ

アテクノロジー 

2 人 320 時間 640 人・時間 

2 株式会社 MapleSystems 5 人 320 時間 1,600 人・時間 
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5 株式会社ペライチ 3 人 320 時間 960 人・時間 

7 株式会社浜野製作所 4 人 320 時間 1,280 人・時間 

8 株式会社ポリグロッツ 1 人 320 時間 320 人・時間 

9 フュージョン株式会社 4 人 320 時間 1,280 人・時間 

11 大日本印刷株式会社 15 人 320 時間 4,800 人・時間 

13 

日本サード・パーティー

株式会社 

10 人 320 時間 3,200 人・時間 

18 SAP ジャパン株式会社 15 人 320 時間 4,800 人・時間 

19 株式会社 ONE TEAM 3 人 320 時間 960 人・時間 

21 

株式会社デジタル・ヒュ

ージ・テクノロジー 

2 人 320 時間 640 人・時間 

24 株式会社 LEARNie 1 人 320 時間 320 人・時間 

25 

株式会社ハウテレビジョ

ン 

3 人 320 時間 960 人・時間 

26 SHIFT 株式会社 10 人 320 時間 3200 人・時間 

27 株式会社ＳＹＧ 10 人 320 時間 3200 人・時間 

受入学生・時間数  小計 

67,200 人 

・時間 

受入予定

学生・時

間数計 

必修 合計 

134,400 

人・時間 

134,400 

人・時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 株式会社ペライチ 5 人 320 時間 1,600 人・時間 

7 株式会社浜野製作所 5 人 320 時間 1,600 人・時間 

8 株式会社ポリグロッツ 3 人 320 時間 960 人・時間 

9 株式会社 Doorkel 3 人 320 時間 960 人・時間 

10 フュージョン株式会社 5 人 320 時間 1,600 人・時間 

12 大日本印刷 15 人 320 時間 4,800 人・時間 

14 日本サードパーティー 10 人 320 時間 3,200 人・時間 

19 SAP 株式会社 15 人 320 時間 4,800 人・時間 

20 株式会社 ONE TEAM 5 人 320 時間 1,600 人・時間 

21 株式会社 TECH FUND 3 人 320 時間 960 人・時間 

23 

株式会社デジタル・ヒ

ュージ・テクノロジー 

5 人 320 時間 1,600 人・時間 

26 株式会社 LEARNie 3 人 320 時間 960 人・時間 

受入学生・時間数  小計 

65,280 人・

時間 

受入予定

学生・時

間数計 

必修 合計 

130,560 

人・時間 

130,560 

人・時間 
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（新旧対照表）臨地実務実習施設一覧 

    

 

（新旧対照表）臨地実務実習施設の概要 

新 旧 

株式会社ＮＨＫメディアテクノロジー 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 MapleSystems 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

２人 ３２０時間 ６４０人・時間 

２人 ３２０時間 ６４０人・時間 

のべ 

   ４人 
６４０時間 ２,５６０人・時間 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

のべ 

１０人 
６４０時間 ６,４００人・時間 

株式会社ＮＨＫメディアテクノロジー 

・情報システム本部にてシステム開発等の業務を実施しており、作

業や課題を頂けるため。 

・情報システム本部にて会議への参加、調査や企画提案業務等の実

習が可能なため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 MapleSystems 

・経営戦略事業部、自社開発事業部でシステムやコンテンツの設計

・開発等の実習が可能なため。 

・経営戦略事業部にて会議への参加、調査、企画提案業務等の実習

が可能なため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

のべ 

 １０人 
６４０時間 ３,２００人・時間 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

４人 ３２０時間 １,２８０人・時間 

４人 ３２０時間 １,２８０人・時間 

のべ 

８人 
６４０時間 ２,５６０人・時間 

安全上の観点により、臨地実務実習施設一覧を省略いたします。 
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株式会社 Schoo 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

株式会社ネクストビート 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

株式会社ペライチ 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社システムコンサルタント 

・本施設においてシステム開発・保守・運用・DB構

築を実施しているため。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

株式会社浜野製作所 

・本施設において、各種システム設計・保守等を実

施しているため 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

のべ 

１０人 
６４０時間 ６,４００人・時間 

株式会社 Schoo 

・イノベーション推進室、システム開発部でシステム開発業務等の

実習が可能なため。 

・イノベーション推進室にて営業活動、会議参加、企画提案業務等

の実習が可能なため。 

 

株式会社ネクストビート 

・開発グループ内でシステム開発業務等の実習が可能なため。 

・開発グループにて、会議への参加、調査・企画提案業務等の実習

が可能なため。 

 

 

株式会社ペライチ 

・本社システム開発チームにて、システム開発業務等の実習が可能

なため。 

・本社営業チーム、企画担当と共に会議への参加、調査、企画提案

業務等の実習が可能なため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社システムコンサルタント 

・WEBセキュリティシステム部にて、システム開発・

運用業務等の実習が可能なため。 

・WEBセキュリティシステム部、営業部にて営業活動、調査、企画

提案業務等の実習が可能なため。 

 

株式会社浜野製作所 

・本社システム開発担当と共に、各種システム設

計・開発業務等の実習が可能なため。 

・本社営業チームにて、会議への参加、調査、企画提案業

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

３人 ３２０時間 ９６０人・時間 

３人 ３２０時間 ９６０人・時間 

のべ 

６人 
６４０時間 １,９２０人・時間 
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なため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社ポリグロッツ 

・本施設においてシステム開発・保守・運用・DB構

築を実施しているため。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能

なため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フュージョン株式会社 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

のべ 

１０人 
６４０時間 ６,４００人・時間 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

３人 ３２０時間 ９６０人・時間 

３人 ３２０時間 ９６０人・時間 

のべ 

  ６人 
６４０時間 ３,８４０人・時間 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

務等の実習が可能なため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社ポリグロッツ 

・事業所システム開発チームにて、システム開発・

運用業務等の実習が可能なため。 

・本社営業チームにて、営業活動、会議参加、調査、企画

提案業務等の実習が可能なため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フュージョン株式会社 

・事業所内システム開発チームにて、システム開発業務等の実習が

可能なため。 

・事業所内マーケティング事業部にて、会議参加、調査、企画提案

業務等の実習が可能なため。 

 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

４人 ３２０時間 １,２８０人・時間 

４人 ３２０時間 １,２８０人・時間 

のべ 

８人 
６４０時間 ２,５６０人・時間 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

１人 ３２０時間 ３２０人・時間 

１人 ３２０時間 ３２０人・時間 

のべ 

  ２人 
６４０時間 ６４０人・時間 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

４人 ３２０時間 １,２８０人・時間 

４人 ３２０時間 １,２８０人・時間 
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株式会社アウトソーシングテクノロジー 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

大日本印刷株式会社 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

マンパワーグループ株式会社 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

日本サードパーティー株式会社 

・本施設においてシステム設計・開発、教育研修事

業を実施しているため。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能

なため。 

 

株式会社ゆめみ 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・

保守等の業務を実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等

の実習が可能なため。 

 

 

 

のべ 

１０人 
６４０時間 ６,４００人・時間 

 

 

 

 

株式会社アウトソーシングテクノロジー 

・ビジネスソリューション課システム開発チームにて、システム開

発業務等の実習が可能なため。 

・ビジネスソリューション課マーケティングチームにて、会議参加、

調査、企画提案業務等の実習が可能なため。 

 

大日本印刷株式会社 

・情報イノベーション事業部にて、システム設計・開発業務等の実

習が可能なため。 

・情報イノベーション事業部にて、会議参加、調査、企画提案業務

等の実習が可能なため。 

 

マンパワーグループ株式会社 

・テクニカルサービス事業部にて、システム開発業務等の実習が可

能なため。 

・テクニカルサービス事業部にて、会議参加、調査、企画提案業務

等の実習が可能なため。 

 

日本サード・パーティー株式会社 

・ソフトウェアソリューション部にて、システム開

発業務等の実習が可能なため。 

・ソフトウェアソリューション部にて、会議参加、調

査、企画提案業務等の実習が可能なため。 

 

株式会社ゆめみ 

・マーケティングソリューション事業部にて、シス

テム開発業務等の実習が可能なため。 

・マーケティングソリューション事業部にて、営業

活動、会議参加、調査、企画提案業務等の実習が

可能なため。 

 

 

のべ 

８人 
６４０時間 ２,５６０人・時間 



138 

 

デロイト トーマツ ベンチャーサポート株式会

社 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

ジョルダン株式会社 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

株式会社スターシステム 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

SAP ジャパン株式会社 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

株式会社 ONE TEAM 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

デロイト トーマツ ベンチャーサポート株式会

社 

・事業所内システム開発チームにて、システム開発業務等の実習が

可能なため。 

・事業所内営業チームにて、会議参加、調査、企画提案業務等の実

習が可能なため。 

 

ジョルダン株式会社 

・システム開発グループにて、システム開発業務等の実習が可能な

ため。 

・マーケティング部にて、営業活動、会議参加、調査、企画提案業

務等の実習が可能なため。 

 

株式会社スターシステム 

・システムディベロップメント課にて、システム開発業務等の実習

が可能なため。 

・システムディベロップメント課にて、会議参加、調査、企画提案

業務等の実習が可能なため。 

 

SAP ジャパン株式会社 

・デジタルエコシステム部にて、システム設計・開発業務等の実習

が可能なため。 

・デジタルエコシステム部にて、会議参加、調査、企画提案業務等

の実習が可能なため。 

 

株式会社 ONE TEAM 

・事業開発本部にて、システム開発業務等の実習が可能なため。 

・事業開発本部にて、会議参加、調査、企画提案業務等の実習が可

能なため。 

 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

３人 ３２０時間 ９６０人・時間 

３人 ３２０時間 ９６０人・時間 
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株式会社システムリンク 

・本施設においてシステム開発・保守・運用・DB構

築を実施しているため。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能

なため。 

 

株式会社デジタル・ヒュージ・テクノロジー 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・保守等の業務を

実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能な

ため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社ウフル 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・

保守等の業務を実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等

の実習が可能なため。 

 

三菱 UFJ インフォメーションテクノロジー株式会

社 

・本施設内でシステムやコンテンツの設計・開発・

保守等の業務を実施している。 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等

の実習が可能なため。 

のべ 

１０人 
６４０時間 ６,４００人・時間 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

５人 ３２０時間 １,６００人・時間 

のべ 

１０人 
６４０時間 ６,４００人・時間 

 

 

 

 

株式会社システムリンク 

・ＳＩ事業部にて、システム開発・運用業務等の実

習が可能なため。 

・ＳＩ事業部にて、会議参加、調査、企画提案業務等の実習

が可能なため。 

 

株式会社デジタル・ヒュージ・テクノロジー 

・事業所内システム開発チームにて、システム開発業務等の実習が

可能なため。 

・事業所内マーケティングチームにて、会議参加、調査、企画提案

業務等の実習が可能なため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社ウフル 

・デリバリーイノベーション事業本部にて、システ

ム開発業務等の実習が可能なため。 

・デリバリーイノベーション事業本部にて、会議参

加、調査、企画提案業務等の実習が可能なため。 

 

三菱 UFJ インフォメーションテクノロジー株式会

社 

・基盤システム本部にて、システム開発業務等の実

習が可能なため。 

・企画部にて、会議参加、調査、企画提案業務等の

実習が可能なため。 

のべ 

６人 
６４０時間 １,９２０人・時間 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

２人 ３２０時間 ６４０人・時間 

２人 ３２０時間 ６４０人・時間 

のべ 

４人 
６４０時間 １,２８０人・時間 
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株式会社 LEARNie 

・本施設においてシステム開発・保守・運用・DB構

築を実施しているため 

・営業活動、会議参加、業務改善、企画提案業務等の実習が可能

なため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(追加) 

(追加) 

(追加) 

 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

３人 ３２０時間 ９６０人・時間 

３人 ３２０時間 ９６０人・時間 

のべ 

  ６人 
６４０時間 ３,８４０人・時間 

 

株式会社 LEARNie 

・本社システム開発チームにて、システム開発業務

等の実習が可能なため。 

・本社営業チームにて、会議参加、調査、企画提案業務等

の実習が可能なため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社ハウテレビジョン 

SHIFT 株式会社 

株式会社ＳＹＧ 

履修予定

学生数

(受入学

生数) 

施設実習 

時間数 

受入予定学生 

・時間数 

 

１人 ３２０時間 ３２０人・時間 

１人 ３２０時間 ３２０人・時間 

のべ 

  ２人 
６４０時間 ６４０人・時間 
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・実習巡回計画表 

新 

 

  

＜実習巡回計画表＞

◆インターンシップⅠ
期間：6月～7月末日（8週間40日間）

6月○日 6月○日 6月○日 6月○日 6月○日 6月○日 6月○日 7月○日 7月○日 7月○日 7月○日 7月○日 7月○日 7月○日

（月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日）

株式会社ＮＨ
Ｋメディアテ
クノロジー

東京都
渋谷区

5 休み 休み 加藤 休み 休み

株式会社
MapleSystems

東京都
中央区

4 休み 休み 山内 休み 休み

株式会社ペラ
イチ

東京都
渋谷区

3 休み 休み 加藤 休み 休み

株式会社浜野
製作所

東京都
墨田区

4 久米 休み 休み 休み 休み

株式会社ポリ
グロッツ

東京都
新宿区

1 休み 休み 富澤 休み 休み

フュージョン
株式会社

東京都
千代田

4
実習

1週目～
3週目

井澤 休み 休み 休み 休み
実習

6週目～8
週目

株式会社ONE
TEAM

東京都
中央区

3 休み 休み 山内 休み 休み

株式会社デジ
タル・ヒュー
ジ・テクノロ
ジー

東京都
千代田
区

2 久米 休み 休み 休み 休み

株式会社
LEARNie

東京都
渋谷区

1 加藤 休み 休み 休み 休み

株式会社ハウ
テレビジョン

東京都
渋谷区

3 休み 休み 山内 休み 休み

SHIFT株式会
社

東京
都港
区

10 富澤 休み 休み 休み 休み

株式会社SYG
東京都
千代田
区

10 井澤 休み 休み 休み 休み

富澤 井澤 井澤 加藤 山内 富澤 山内 井澤 加藤 山内 富澤 久米 井澤 加藤

実習施設名
エリ
ア

人数

学内待機者
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◆インターンシップⅡ
期間：10月～11月末日（8週間40日間）

10月○
日

10月○
日

10月○
日

10月○
日

10月○
日

10月○
日

10月○
日

11月○
日

11月○
日

11月○
日

11月○
日

11月○
日

11月○
日

11月○
日

（月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日）

株式会社ＮＨ
Ｋメディアテ
クノロジー

東京都
渋谷区

5 休み 休み 加藤 休み 休み

株式会社
MapleSystems

東京都
中央区

4 休み 休み 山内 休み 休み

株式会社ペラ
イチ

東京都
渋谷区

3 休み 休み 加藤 休み 休み

株式会社浜野
製作所

東京都
墨田区

4 久米 休み 休み 休み 休み

株式会社ポリ
グロッツ

東京都
新宿区

1 休み 休み 富澤 休み 休み

フュージョン
株式会社

東京都
千代田

4
実習

1週目～
3週目

井澤 休み 休み 休み 休み
実習

6週目～8
週目

株式会社ONE
TEAM

東京都
中央区

3 休み 休み 山内 休み 休み

株式会社デジ
タル・ヒュー
ジ・テクノロ
ジー

東京都
千代田
区

2 久米 休み 休み 休み 休み

株式会社
LEARNie

東京都
渋谷区

1 加藤 休み 休み 休み 休み

株式会社ハウ
テレビジョン

東京都
渋谷区

3 休み 休み 山内 休み 休み

SHIFT株式会
社

東京
都港
区

10 富澤 休み 休み 休み 休み

株式会社SYG
東京都
千代田
区

10 井澤 休み 休み 休み 休み

富澤 井澤 井澤 加藤 山内 富澤 山内 井澤 加藤 山内 富澤 久米 井澤 加藤

実習施設名
エリ
ア

人数

学内待機者
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旧 

 

  

＜実習巡回計画表＞

◆インターンシップⅠ
期間：6月～7月末日（8週間40日間）

6月○日6月○日6月○日6月○日6月○日6月○日6月○日7月○日7月○日7月○日7月○日7月○日7月○日7月○日

（月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日）

株式会社ＮＨ
Ｋメディアテ
クノロジー

東京都
渋谷区

2 休み 休み 加藤 休み 休み

株式会社
MapleSystems

東京都
中央区

5 休み 休み 山内 休み 休み

株式会社ペラ
イチ

東京都
渋谷区

5 休み 休み 加藤 休み 休み

株式会社浜野
製作所

東京都
墨田区

5 久米 休み 休み 休み 休み

株式会社ポリ
グロッツ

東京都
新宿区

3 休み 休み 富澤 休み 休み

株式会社
Doorkel

東京都
港区

3 井澤 休み 休み 休み 休み

フュージョン
株式会社

東京都
千代田

5

実習
1週目
～3週
目

井澤 休み 休み 休み 休み

株式会社ONE
TEAM

東京都
中央区

5 休み 休み 山内 休み 休み

株式会社TECH
FUND

東京都
渋谷区

3 井澤 休み 休み 休み 休み

株式会社デジ
タル・ヒュー
ジ・テクノロ
ジー

東京都
千代田
区

5 久米 休み 休み 休み 休み

株式会社
LEARNie

東京都
渋谷区

3 加藤 休み 休み 休み 休み

富澤 井澤 井澤 加藤 山内 富澤 山内 井澤 加藤 山内 富澤 久米 井澤 加藤

実習施設名 人数エリア

学内待機者
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◆インターンシップⅡ
期間：10月～11月末日（8週間40日間）

10月○日10月○日10月○日10月○日10月○日10月○日10月○日11月○日11月○日11月○日11月○日11月○日11月○日11月○日
（月） （火） （水） （木） （金） （土） （日） （月） （火） （水） （木） （金） （土） （日）

株式会社ＮＨ
Ｋメディアテ
クノロジー

東京都
渋谷区

2 休み 休み 加藤 休み 休み

株式会社
MapleSystems

東京都
中央区

5 休み 休み 山内 休み 休み

株式会社ペラ
イチ

東京都
渋谷区

5 休み 休み 加藤 休み 休み

株式会社浜野
製作所

東京都
墨田区

5 久米 休み 休み 休み 休み

株式会社ポリ
グロッツ

東京都
新宿区

3 休み 休み 富澤 休み 休み

株式会社
Doorkel

東京都
港区

3 井澤 休み 休み 休み 休み

フュージョン
株式会社

東京都
千代田

5

実習
1週目
～3週
目

井澤 休み 休み 休み 休み

実習
6週目
～8週
目

株式会社ONE
TEAM

東京都
中央区

5 休み 休み 山内 休み 休み

株式会社TECH
FUND

東京都
渋谷区

3 井澤 休み 休み 休み 休み

株式会社デジ
タル・ヒュー
ジ・テクノロ
ジー

東京都
千代田
区

5 久米 休み 休み 休み 休み

株式会社
LEARNie

東京都
渋谷区

3 加藤 休み 休み 休み 休み

富澤 井澤 井澤 加藤 山内 富澤 山内 井澤 加藤 山内 富澤 久米 井澤 加藤学内待機者

実習施設名 エリア 人数
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（新旧対照表）インターンシップ要綱（3、5～9 ページ） 

新 旧 

[表紙] 

インターンシップ要綱 

情報経営イノベーション専門職大学 

 

[3 ページ] 

■情報経営イノベーション専門職大学のインター

ンシップ 

１）目的 

本学の養成する人材は、変化し続ける時代の中

で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国

際的なコミュニケーション能力、これらを組み合わ

せた応用力を主体的に身に付け、企業において新規

の事業やサービスを立案・提案する企画運営能力を

発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビ

ジネスを生み出すことで、国際社会と地域社会の産

業発展に貢献する人材である。インターンシップで

は、実践活動の場での課題発見、解決を通して、シ

ステム開発やビジネスにおける新規提案・実装する

ために必要とされる専門的知識及び技術の統合を

図り、イノベーション人材として具備すべき知識及

びスキルを修得させることを目的とする。 

 

 

[6～9 ページ] 

６）インターンシップでの学び 

(中略) 

■インターンシップⅠの目標 

（主な到達目標） 

・与えられた業務がどのような意義を持つのかを

理解し、効率的・効果的な方法で業務を完了す

ることを目標として作業を進めることができ

る。 

・課題解決や目標の達成に向けた計画を立て、実

際の状況に応じた計画修正の必要に自ら気づ

[表紙] 

インターンシップ要綱 

ｉ専門職大学 

 

[3 ページ] 

■ｉ専門職大学のインターンシップ 

１）目的 

本学は、『先が読めないスピードで変化を遂げる

時代の中でしなやかに生き抜くために、自ら学び成

長させ、ICT 分野の専門性を有し新たな価値をグロ

ーバル社会で産み出し続ける人材に学位を教授す

る』ことをディプロマポリシーとし、教育課程(カリ

キュラム)を通して、具体的には ICT 技術者をマネ

ジメントし新たなサービスを産み出すことができ

るプロデューサーやイノベーション人材の育成を

目標と掲げている。インターンシップでは、実践活

動の場での課題発見、解決を通して、システム開

発・保守やビジネスにおける新規提案・実装するた

めに必要とされる専門的知識及び技術の統合を図

り、プロデューサーやイノベーション人材として具

備すべき知識及び技能を修得させることを目的と

する。 

 

[5、6 ページ] 

６）インターンシップでの学び 

(中略) 

(インターンシップⅠの全体目標） 

■システム開発スキルの獲得 

大学で学習してきたシステム開発技術を使い、開

発プロジェクトの一員として実業務に従事する。 

■システム保守スキルの獲得 

実際の現場での保守・運用業務を通して、現場責

任者の指導の下にて就業体験を行う。 

(具体的内容と計画) 
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き、指導者の承認を受けて修正・変更しながら

最後まで実行できる。 

・システム開発の作業の一工程として、示された

設計書の通りに実装することができる。 

 (具体的内容と計画) 

以下の実務を通して、指導者に指導・助言を受け

ながら業務を遂行する。 

初日 インターンシップⅠ オリエンテー

ション 

① 企業の沿革、組織説明、就業規則、

実習・研修の体制などの説明と、

研修内容についてのオリエンテ

ーションを実施する。また、自分

自身の将来の目標について実習

先指導者とすり合わせる。 

 

1 週目 ① 実習生自らが業務の流れを見聞

きし、理解したうえで、実習先企

業の取り扱う製品やサービス、ビ

ジネスの企画、開発、生産などの

付随した業務内容を補助するた

めの計画を行い実習期間中の各

自の目標設定を行い、実習指導者

のフィードバックを得る。 

② システム開発者の仕事の様子(プ

ロジェクト型業務)を見学する。 

③ システム開発を行う上での責任

範囲、役割を理解し、手順に沿っ

てシステム開発を行うことの重

要性を聴く。 

～3 週目 ① システム開発チームメンバーと

して開発作業の補助業務を行う。 

② 実習期間２週間を振り返り、補助

業務内容の反省および、必要とさ

れる知識、技術の不足部分、問題

点と、実習日誌の実習指導者から

以下の実務を通して、指導者に指導・助言を受け

ながら業務を遂行する。 

＊システム開発を行う上でのチームワーク(コミ

ュニケーション)、情報伝達をスムーズに行う。 

＊システム開発に関するスケジュール管理、シス

テム企画、技術開発実務を行う。 

＊技術チームメンバとしてシステム開発の作業

の一工程として、示された設計書の通りに実装

する。 

＊システム開発を行う上での責任範囲、役割を理

解し、手順に沿ってシステム開発を行う。 

＊システムの計画、設計、開発、テストおよび運

用。 

＊設計書の見方・書き方を確認し、プログラミン

グ言語で実装する。 

＊システムを導入するネットワーク環境設計や

セキュリティ対策。 
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のフィードバックを基に自己分

析を行う。また、実習先から与え

られたテーマを課題として、企画

立案、計画準備など、課題毎に取

り組む。 

～5 週目 ① システム開発の作業の一工程と

して、示された設計書の通りに実

装する課題に取り組む。 

② 実習先から与えられた各自の課

題に対しての進捗状況を適宜、実

習指導者のチェックを受け、企

画、計画など内容に修正がないか

確認を行いながら業務を遂行す

る。週末までに、修正内容の改善

計画を確認し、実習指導者のアド

バイスを受け、次のステップに移

行する。 

～7 週目 ① 引き続き、与えられた課題を基に

業務を遂行する。適宜、実習指導

者のチェックを受け、企画、計画

など内容に修正がないか確認を

行う。週末までに、修正内容の改

善計画を確認し、実習指導者のア

ドバイスを受け、最終プレゼンテ

ーションに備えてブラッシュア

ップを行う。 

～8 週目 ① 完成した成果物についてのプレ

ゼンテーションならびに実習目

標に伴う報告を行う。 

② 実習先企業に協力を得て、できる

限り多くのスタッフから評価を

得ることを目指す。その評価を基

に、得られた改善点について実習

日誌にまとめ、成果物とともに実

習指導者に提出し報告を行う。 
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■インターンシップⅡの目標 

（主な到達目標） 

・自分のやるべき業務を的確に判断し、効率的な

方法を考え、率先して創意工夫をしながら取り

組むことができる。 

・異なる考え方の人たちと意見を交わして調整

し、互いに納得できる結論を導き、状況に応じ

て自分の役割を適切に変えながら協力して業

務を遂行することができる。 

・企業や事業を取り巻く状況について調査統計、

アンケートやインタビューといった情報を適

切に収集・分析し、それらを分かりやすく整理

し、ビジネス上の的確な示唆を提示できる。 

・情報通信技術も活用し、事業の課題を解決する

方策と実行計画、それによって生じるデメリッ

トとその対処策などもあわせてプレゼンし、指

導者の納得と助言を得ることができる。 

 

 (具体的な内容と計画) 

以下の実務を通して、指導者に指導・助言を受け

ながら業務を遂行する。 

 

初日 インターンシップⅡ オリエンテー

ション 

① 必要に応じ、企業の沿革、組織説

明、就業規則、実習・研修の体制

などの説明と、研修内容について

のオリエンテーションを実施す

る。また、自分自身の将来の目標

について実習先指導者とすり合

わせる。 

② インターンシップⅠで発見した

自分自身の課題等について実習

先指導者とすり合わせる。 

1 週目 ① 実習生自らが業務の流れを見聞

きし、理解したうえで、実習先企

 

(インターンシップⅡの全体目標) 

■ビジネススキルの獲得 

大学で学習してきたビジネススキルをもとに、

実習先の既存ビジネスの推進(営業・マネジメ

ント)や改善に従事する。業務を通じ、ICT を

用いてビジネスを発展させるために必要なス

キル・経験を積む。 

■ICTを活用した新規提案、企画力の獲得 

大学でのイノベーションプロジェクトの経験

や知識をもとに、実習先にあった新規事業やビ

ジネスの提案を行う。ICTとビジネスを融合し、

インターンシップ先のリソースを活用しなが

ら価値を最大化する方法を提案する。 

 

(具体的な内容と計画) 

以下の実務を通して、指導者に指導・助言を受け

ながら業務を遂行する。 

＊マーケットリサーチ、マーケティング業務 

＊新規プロダクトの企画提案 

＊各種プロダクトの営業活動 

＊既存システム・コンテンツのユーザーヒアリン

グやフィードバックを通じた改善提案業務 

＊プロジェクトの一員としてサービスやシステ

ムの仕様検討から実装する。 

＊新規/既存サービスへの機能追加や UIUXの検討 
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業の取り扱う製品やサービス、ビ

ジネスの企画、開発、生産などの

付随した業務内容を補助するた

めの計画を行い実習期間中の各

自の目標設定を行い、実習指導者

のフィードバックを得る。 

② 実習先で行われる実際の会議や

ミーティングに参加させてもら

う。 

③ マーケティング業務経験者や企

画職経験者の仕事の様子(プロジ

ェクト型業務)を見学する。 

～3 週目 ① 営業、マーケティング業務、企画

業務の補助業務を行う。 

② 実習期間２週間を振り返り、補助

業務内容の反省および、必要とさ

れる知識、技術の不足部分、問題

点と、実習日誌の実習指導者から

のフィードバックを基に自己分

析を行う。また、実習先から与え

られたテーマを課題として、企画

立案、計画準備など、課題毎に取

り組む。 

～5 週目 ① 企業や事業を取り巻く状況につ

いて調査統計、アンケートやイン

タビューといった情報を適切に

収集・分析し、それらを分かりや

すく整理する課題に取り組む。 

② 実習先から与えられた各自の課

題に対しての進捗状況を適宜、実

習指導者のチェックを受け、企

画、計画など内容に修正がないか

確認を行いながら業務を遂行す

る。週末までに、修正内容の改善

計画を確認し、実習指導者のアド

バイスを受け、次のステップに移
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行する。 

～7 週目 ① 前回の課題、インターンシップⅠ

を踏まえ、情報通信技術も活用

し、事業の課題を解決する方策と

実行計画、それによって生じるデ

メリットとその対処策などもあ

わせてプレゼンテーションする

課題に取り組む。 

② 課題に対し、実習指導者のチェッ

クを受け、企画、計画など内容に

修正がないか確認を行う。週末ま

でに、修正内容の改善計画を確認

し、実習指導者のアドバイスを受

け、最終プレゼンテーションに備

えてブラッシュアップを行う。 

～8 週目 ① 完成した成果物についてのプレ

ゼンテーションならびに実習目

標に伴う報告を行う。 

② 実習先企業に協力を得て、できる

限り多くのスタッフから評価を

得ることを目指す。その評価を基

に、得られた改善点について実習

日誌にまとめ、成果物とともに実

習指導者に提出し報告を行う。 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

（2）「インターンシップⅠ」及び「インターンシップⅡ」について、いくつかの実務を通じて業務を遂行

すると説明しているが、具体的な到達目標や学生が実習期間中に行う活動内容が不明確であるため、

臨地実習の目的等に照らして適切な学修を行うことができるか実現可能性に疑義がある。 

（対応） 

 「インターンシップⅠ」の目標は、システム開発スキルの獲得、システム保守スキルの獲得とし、「イン

ターンシップⅡ」の目標は、ビジネススキルの獲得、ICTを活用した新規提案、企画力の獲得としたが、

具体的な到達目標や学生が実習期間中に行う活動内容が不明確であるとご指摘を頂いたため、インターン

シップの目標を再度検討するとともに、他の審査意見により修正したディプロマ・ポリシー、カリキュラ

ム・ポリシーとの整合性に留意のうえ再度検討し、3 年次のインターンシップで具体的に体験し到達でき

るレベルを設定し以下のように定める。また、到達目標に必要な実習内容（作業・体験・課題）について

も具体的に明記するよう追記して修正する。 

 

(インターンシップⅠ)  

・主な到達目標 

 ＊与えられた業務がどのような意義を持つのかを理解し、効率的・効果的な方法で業務を完了すること

を目標として作業を進めることができる。 

 ＊課題解決や目標の達成に向けた計画を立て、実際の状況に応じた計画修正の必要に自ら気づき、指導

者の承認を受けて修正・変更しながら最後まで実行できる。 

＊システム開発の作業の一工程を、示された設計書の通りに実装することができる。 

 

・実習内容（体験・作業・課題等） 

初日 インターンシップⅠ オリエンテーション 

① 企業の沿革、組織説明、就業規則、実習・研修の体制などの説明と、研修内容に

ついてのオリエンテーションを実施する。また、自分自身の将来の目標について

実習先指導者とすり合わせる。 

1 週目 ① 実習生自らが業務の流れを見聞きし、理解したうえで、実習先企業の取り扱う製

品やサービス、ビジネスの企画、開発、生産などの付随した業務内容を補助する

ための計画を行い実習期間中の各自の目標設定を行い、実習指導者のフィードバ

ックを得る。 

② システム開発者の仕事の様子(プロジェクト型業務)を見学する。 

③ システム開発を行う上での責任範囲、役割を理解し、手順に沿ってシステム開発

を行うことの重要性を聴く。 

～3 週目 ① システム開発チームメンバーとして開発作業の補助業務を行う。 

② 実習期間２週間を振り返り、補助業務内容の反省および、必要とされる知識、技

術の不足部分、問題点と、実習日誌の実習指導者からのフィードバックを基に自
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己分析を行う。また、実習先から与えられたテーマを課題として、企画立案、計

画準備など、課題毎に取り組む。 

～5 週目 ① システム開発の作業の一工程として、示された設計書の通りに実装する課題に取

り組む。 

② 実習先から与えられた各自の課題に対しての進捗状況を適宜、実習指導者のチェ

ックを受け、企画、計画など内容に修正がないか確認を行いながら業務を遂行す

る。週末までに、修正内容の改善計画を確認し、実習指導者のアドバイスを受け、

次のステップに移行する。 

～7 週目 ① 引き続き、与えられた課題を基に業務を遂行する。適宜、実習指導者のチェック

を受け、企画、計画など内容に修正がないか確認を行う。週末までに、修正内容

の改善計画を確認し、実習指導者のアドバイスを受け、最終プレゼンテーション

に備えてブラッシュアップを行う。 

～8 週目 ② 完成した成果物についてのプレゼンテーションならびに実習目標に伴う報告を

行う。 

③ 実習先企業に協力を得て、できる限り多くのスタッフから評価を得ることを目指

す。その評価を基に、得られた改善点について実習日誌にまとめ、成果物ととも

に実習指導者に提出し報告を行う。 

 

(インターンシップⅡ) 

・主な到達目標 

 ＊自分のやるべき業務を的確に判断し、効率的な方法を考え、率先して創意工夫をしながら取り組むこ

とができる。 

 ＊異なる考え方の人たちと意見を交わして調整し、互いに納得できる結論を導き、状況に応じて自分の

役割を適切に変えながら協力して業務を遂行することができる。 

＊企業や事業を取り巻く状況について調査統計、アンケートやインタビューといった情報を適切に収

集・分析し、それらを分かりやすく整理し、ビジネス上の的確な示唆を提示できる。 

 ＊情報通信技術も活用し、事業の課題を解決する方策と実行計画、それによって生じるデメリットとそ

の対処策などもあわせてプレゼンし、指導者の納得と助言を得ることができる。 

 

・実習内容（体験・作業・課題等） 

初日 インターンシップⅡ オリエンテーション 

①必要に応じ、企業の沿革、組織説明、就業規則、実習・研修の体制などの説明と、

研修内容についてのオリエンテーションを実施する。また、自分自身の将来の目標

について実習先指導者とすり合わせる。 

②インターンシップⅠで発見した自分自身の課題等について実習先指導者とすり合

わせる。 
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1 週目 ① 実習生自らが業務の流れを見聞きし、理解したうえで、実習先企業の取り扱う製

品やサービス、ビジネスの企画、開発、生産などの付随した業務内容を補助する

ための計画を行い実習期間中の各自の目標設定を行い、実習指導者のフィードバ

ックを得る。 

② 実習先で行われる実際の会議やミーティングに参加させてもらう。 

③ マーケティング業務経験者や企画職経験者の仕事の様子(プロジェクト型業務)を

見学する。 

～3 週目 ① 営業、マーケティング業務、企画業務の補助業務を行う。 

② 実習期間２週間を振り返り、補助業務内容の反省および、必要とされる知識、技

術の不足部分、問題点と、実習日誌の実習指導者からのフィードバックを基に自

己分析を行う。また、実習先から与えられたテーマを課題として、企画立案、計

画準備など、課題毎に取り組む。 

～5 週目 ① 企業や事業を取り巻く状況について調査統計、アンケートやインタビューといっ

た情報を適切に収集・分析し、それらを分かりやすく整理する課題に取り組む。 

② 実習先から与えられた各自の課題に対しての進捗状況を適宜、実習指導者のチェ

ックを受け、企画、計画など内容に修正がないか確認を行いながら業務を遂行す

る。週末までに、修正内容の改善計画を確認し、実習指導者のアドバイスを受け、

次のステップに移行する。 

～7 週目 ① 前回の課題、インターンシップⅠを踏まえ、情報通信技術も活用し、事業の課題

を解決する方策と実行計画、それによって生じるデメリットとその対処策なども

あわせてプレゼンテーションする課題に取り組む。 

② 課題に対し、実習指導者のチェックを受け、企画、計画など内容に修正がないか

確認を行う。週末までに、修正内容の改善計画を確認し、実習指導者のアドバイ

スを受け、最終プレゼンテーションに備えてブラッシュアップを行う。 

～8 週目 ① 完成した成果物についてのプレゼンテーションならびに実習目標に伴う報告を

行う。 

② 実習先企業に協力を得て、できる限り多くのスタッフから評価を得ることを目指

す。その評価を基に、得られた改善点について実習日誌にまとめ、成果物ととも

に実習指導者に提出し報告を行う。 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（64～68 ページ、資料 17、18） 

新 旧 

[64～68 ページ] 

(1)インターンシップ(実習)の目的 

インターンシップでは、実践活動の場での課題発

[57～60 ページ] 

(1)インターンシップ(実習)の目的 

インターンシップでは、実践活動の場での課題発
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見・解決を通して、システム開発やビジネスにおい

て新規提案・実装するために必要とされる専門的知

識と実務との統合を図ることで、イノベーション人

材としてのスキルを修得させることを目的とする。 

 

 

(2)インターンシップ(実習)先の選定基準と確保状況

等 

①実習先の選定基準 

実習の目的を達成するため、受け入れ施設につい

ては以下の要件を設定している。 

（ア）インターンシップの到達目標を達成するた

めに必要な作業、体験、課題と実習指導・

フォローが可能な施設 

（イ）実習指導を十分に行えるよう、従業員 10

名以上の施設 

（ウ）教育理念や育成人材像に共感し、ともに育

成を目指すことに同意頂いた施設 

(中略) 

(3)実習水準の確保等 

どの実習先においても設定された能力を身に付

けることができるよう、目標や具体的なインターン

シップ内容、評価基準等を以下のように定めた。 

 

(インターンシップⅠ)  

・主な到達目標 

＊与えられた業務がどのような意義を持つのか

を理解し、効率的・効果的な方法で業務を完了

することを目標として作業を進めることがで

きる。 

＊課題解決や目標の達成に向けた計画を立て、実

際の状況に応じた計画修正の必要に自ら気づ

き、指導者の承認を受けて修正・変更しながら

最後まで実行できる。 

＊システム開発の作業の一工程として、示された

設計書の通りに実装することができる。 

見・解決を通して、システム開発・保守やビジネス

において新規提案・実装するために必要とされる専

門的知識と実務との統合を図ることで、イノベーシ

ョン人材としてのスキルを修得させることを目的

とする。 

 

(2)インターンシップ(実習)先の選定基準と確保状況

等 

①実習先の選定基準 

実習の目的を達成するため、受け入れ施設につい

ては以下の要件を設定している。 

（ア）教育理念や育成人材像に共感し、ともに育

成を目指すことに同意頂いた施設 

（イ）プロデューサーやプロジェクトマネジャー

が配置されている 

（ウ）システム開発・保守業務を行っている 

上記基準をクリアしていれば、社員数・施設の広

さには基準を設けずに選定している。 

(中略) 

(3)実習水準の確保等 

どの実習先においても設定された能力を身に付

けることができるよう、目標や具体的なインターン

シップ内容、評価基準等を以下のように定めた。 

 

①インターンシップⅠの目標 

・システム開発スキルの獲得 

大学で学習してきたシステム開発技術を使い、

開発プロジェクトの一員として実務に従事す

る。 

・システム保守スキルの獲得 

実際の現場での保守・運用業務を通して、現場

の責任者の指導の下に就業体験を行う。 

 

(具体的内容と計画) 

以下の実務を通して、指導者に指導・助言を受け

ながら業務を遂行する。 
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初日 インターンシップⅠ オリエンテー

ション 

① 企業の沿革、組織説明、就業規則、

実習・研修の体制などの説明と、

研修内容についてのオリエンテ

ーションを実施する。また、自分

自身の将来の目標について実習

先指導者とすり合わせる。 

1 週目 ① 実習生自らが業務の流れを見聞

きし、理解したうえで、実習先企

業の取り扱う製品やサービス、ビ

ジネスの企画、開発、生産などの

付随した業務内容を補助するた

めの計画を行い実習期間中の各

自の目標設定を行い、実習指導者

のフィードバックを得る。 

② システム開発者の仕事の様子(プ

ロジェクト型業務)を見学する。 

③ システム開発を行う上での責任

範囲、役割を理解し、手順に沿っ

てシステム開発を行うことの重

要性を聴く。 

～3 週目 ① システム開発チームメンバーと

して開発作業の補助業務を行う。 

② 実習期間２週間を振り返り、補助

業務内容の反省および、必要とさ

れる知識、技術の不足部分、問題

点と、実習日誌の実習指導者から

のフィードバックを基に自己分

析を行う。また、実習先から与え

られたテーマを課題として、企画

立案、計画準備など、課題毎に取

り組む。 

～5 週目 ① システム開発の作業の一工程と

して、示された設計書の通りに実

装する課題に取り組む。 

・システム開発を行ううえでのチームワーク(コ

ミュニケーション)、情報伝達をスムーズに行

う 

・システム開発に関するスケジュール管理、シス

テム企画、技術開発実務を行う 

・技術チームメンバーとして、システム開発作業

の一工程の中で示された設計書のとおりに実

装する 

・システム開発を行ううえでの責任範囲、役割を

理解し、手順に沿ってシステム開発を行う 

・システムの計画、設計、開発、テスト及び運用 

・設計書の見方・書き方を確認し、プログラミン

グ言語で実装する 

・システムを導入するネットワーク環境設計やセ

キュリティ対策 
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② 実習先から与えられた各自の課

題に対しての進捗状況を適宜、実

習指導者のチェックを受け、企

画、計画など内容に修正がないか

確認を行いながら業務を遂行す

る。週末までに、修正内容の改善

計画を確認し、実習指導者のアド

バイスを受け、次のステップに移

行する。 

～7 週目 ① 引き続き、与えられた課題を基に

業務を遂行する。適宜、実習指導

者のチェックを受け、企画、計画

など内容に修正がないか確認を

行う。週末までに、修正内容の改

善計画を確認し、実習指導者のア

ドバイスを受け、最終プレゼンテ

ーションに備えてブラッシュア

ップを行う。 

～8 週目 ② 完成した成果物についてのプレ

ゼンテーションならびに実習目

標に伴う報告を行う。 

③ 実習先企業に協力を得て、できる

限り多くのスタッフから評価を

得ることを目指す。その評価を基

に、得られた改善点について実習

日誌にまとめ、成果物とともに実

習指導者に提出し報告を行う。 

 

 

(インターンシップⅡ) 

・主な到達目標 

＊自分のやるべき業務を的確に判断し、効率的な

方法を考え、率先して創意工夫をしながら取り

組むことができる。 

＊異なる考え方の人たちと意見を交わして調整

し、互いに納得できる結論を導き、状況に応じ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②インターンシップⅡの目標 

・ビジネススキルの獲得 

大学で学習してきたビジネススキルをもとに、実

習先の既存ビジネスの推進(営業・マネジメント)

や改善に従事する。業務を通じ、ICT を用いてビ

ジネスを発展させるために必要なスキル・経験を

積む。 
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て自分の役割を適切に変えながら協力して業

務を遂行することができる。 

＊企業や事業を取り巻く状況について調査統計、

アンケートやインタビューといった情報を適

切に収集・分析し、それらを分かりやすく整理

し、ビジネス上の的確な示唆を提示できる。 

＊情報通信技術も活用し、事業の課題を解決する

方策と実行計画、それによって生じるデメリッ

トとその対処策などもあわせてプレゼンし、指

導者の納得と助言を得ることができる。 

 

・実習内容（体験・作業・課題等） 

初日 インターンシップⅡ オリエンテー

ション 

① 必要に応じ、企業の沿革、組織説

明、就業規則、実習・研修の体制

などの説明と、研修内容について

のオリエンテーションを実施す

る。また、自分自身の将来の目標

について実習先指導者とすり合

わせる。 

② インターンシップⅠで発見した

自分自身の課題等について実習

先指導者とすり合わせる。 

1 週目 ① 実習生自らが業務の流れを見聞

きし、理解したうえで、実習先企

業の取り扱う製品やサービス、ビ

ジネスの企画、開発、生産などの

付随した業務内容を補助するた

めの計画を行い実習期間中の各

自の目標設定を行い、実習指導者

のフィードバックを得る。 

② 実習先で行われる実際の会議や

ミーティングに参加させてもら

う。 

③ マーケティング業務経験者や企

・ICT を活用した新規提案、企画力の獲得 

大学でのイノベーションプロジェクトの経験や

知識をもとに、実習先に応じた新規事業やビジネ

スの提案を行う。ICT とビジネスを融合し、イン

ターンシップ先のリソースを活用しながら価値

を最大化する方法を提案する。 

 

(具体的な内容と計画) 

以下の実務を通して、指導者に指導・助言を受け

ながら業務を遂行する。 

・マーケットリサーチ、マーケティング業務 

・新規プロダクトの企画提案 

・各種プロダクトの営業活動 

・既存システム・コンテンツのユーザーヒアリン

グやフィードバックを通じた改善提案 

・実際のプロジェクトの一員としてサービスやシ

ステムの仕様検討から実装 

・新規／既存サービスへの機能追加や UIUX の検

討 
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画職経験者の仕事の様子(プロジ

ェクト型業務)を見学する。 

～3 週目 ① 営業、マーケティング業務、企画

業務の補助業務を行う。 

② 実習期間２週間を振り返り、補助

業務内容の反省および、必要とさ

れる知識、技術の不足部分、問題

点と、実習日誌の実習指導者から

のフィードバックを基に自己分

析を行う。また、実習先から与え

られたテーマを課題として、企画

立案、計画準備など、課題毎に取

り組む。 

～5 週目 ① 企業や事業を取り巻く状況につ

いて調査統計、アンケートやイン

タビューといった情報を適切に

収集・分析し、それらを分かりや

すく整理する課題に取り組む。 

② 実習先から与えられた各自の課

題に対しての進捗状況を適宜、実

習指導者のチェックを受け、企

画、計画など内容に修正がないか

確認を行いながら業務を遂行す

る。週末までに、修正内容の改善

計画を確認し、実習指導者のアド

バイスを受け、次のステップに移

行する。 

～7 週目 ① 前回の課題、インターンシップⅠ

を踏まえ、情報通信技術も活用

し、事業の課題を解決する方策と

実行計画、それによって生じるデ

メリットとその対処策などもあ

わせてプレゼンテーションする

課題に取り組む。 

② 課題に対し、実習指導者のチェッ

クを受け、企画、計画など内容に
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修正がないか確認を行う。週末ま

でに、修正内容の改善計画を確認

し、実習指導者のアドバイスを受

け、最終プレゼンテーションに備

えてブラッシュアップを行う。 

～8 週目 ① 完成した成果物についてのプレ

ゼンテーションならびに実習目

標に伴う報告を行う。 

② 実習先企業に協力を得て、できる

限り多くのスタッフから評価を

得ることを目指す。その評価を基

に、得られた改善点について実習

日誌にまとめ、成果物とともに実

習指導者に提出し報告を行う。 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

（3） 評価基準について、より客観的に評価できるように、ルーブリックによる評価等を行うことが適切

であるため、改めること。 

（対応） 

臨地実務実習の評価基準について、より客観的に評価できるように、ルーブリックによる評価等を行う

ことが適切であるとご指摘を頂いたため、臨地実務実習の評価基準について、より客観的に評価できるよ

うに、評価のあり方を再度検討した。その結果、ルーブリック評価を策定することで、全ての実習施設指

導者が客観的で具体的な到達目標により同基準で評価できるよう設定する。 

 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（69～70 ページ） 

新 

[69、70 ページ] 

表 5  ◆インターンシップⅠの評価基準（ルーブリック評価） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 3 2 1
評価項目 ファイナルステップ サードステップ セカンドステップ ファーストステップ

目標設定

与えられた業務がどのような意義を持
つのかを理解し、効率的・効果的な方
法で業務を完了することを目標として
作業を進めることができる。

与えられた業務の目的を理解した上
で、効率的・効果的な方法で完了する
ことを目標として作業を進めることがで
きる。

与えられた業務について、効率的な
方法や手順で完了することを目標とし
て作業を進めることができる。

与えられた業務を完了することを目標
として作業を進めることができる。

計画立案・実践

課題解決や目標の達成に向けた計画
を立て、実際の状況に応じた計画修
正の必要に自ら気づき、指導者の承
認を受けて修正・変更しながら最後ま
で実行できた。

課題解決や目標の達成に向けた計画
を立て、実際の状況においても指導
者のアドバイスに従いながら計画の
修正・変更を行い、最後まで実行でき
た。

課題解決や目標の達成に向けた計画
を立て、指導者の指示に従いながら
最後まで実行できた。

課題解決や目標の達成に向けた計画
を立て、実行しようとしていたが、最後
までは完遂できなかった。

主体性

自分のやるべき業務を的確に判断
し、効率的な方法を考え、率先して創
意工夫をしながら取り組むことができ
た。

自分のやるべき業務は何かを判断
し、前向きに率先して取り組むことが
できた。

自分のやるべき業務は何かを考えな
がら、取り組むことができた。

指示された業務を忠実に実行できた。

コミュニケーション・協働

異なる考え方の人たちと意見を交わし
て調整し、互いに納得できる結論を導
き、状況に応じて自分の役割を適切
に変えながら協力して業務を遂行する
ことができた。

異なる考え方の人たちと意見を交わし
て調整し、互いに納得できる結論を導
き、自ら協力しながら業務を遂行する
ことができた。

異なる考え方の人たちの意見を聞い
て理解したうえで、自分の意見を伝
え、自ら協力しながら業務を遂行する
ことができた。

異なる考え方の人たちに対して、自分
の意見を伝え、相手から求められた業
務を遂行することができた。

システム開発
システム開発の作業の一工程とし
て、示された設計書の通りに実装する
ことができた。

システム開発に関しての基本的な知
識を保有し、担当する領域の作業を、
上位の指導の下に行うことができた。

システム開発に関する基本的な知識
を保有し、システム開発の作業工程と
して、示された設計書の内容を理解す
ることができた。

システム開発に関する基本的な知識
を理解している。
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表 6  ◆インターンシップⅡの評価基準（ルーブリック評価） 

 

 

評価項目 4点×項目数を満点とし、90％以上／80％以上／70％以上／60％以上のスコアで成績評価点(高

評価から、S/A/B/C の順)を算出する。また、各授業それぞれの評価に週に 1 回のインターンシップ指導者

からの学生評価コメントと最終評価コメントを参照してインターンシップ指導者からの最終評価とする。 

 

旧 

[61 ページ] 

表 5  ◆インターンシップⅠの評価基準 

 

 

4 3 2 1
評価項目 ファイナルステップ サードステップ セカンドステップ ファーストステップ

目標設定

与えられた業務がどのような意義を持
つのかを理解し、効率的・効果的な方
法で業務を完了することを目標として
作業を進めることができる。

与えられた業務の目的を理解した上
で、効率的・効果的な方法で完了する
ことを目標として作業を進めることがで
きる。

与えられた業務について、効率的な
方法や手順で完了することを目標とし
て作業を進めることができる。

与えられた業務を完了することを目標
として作業を進めることができる。

計画立案・実践

課題解決や目標の達成に向けた計画
を立て、実際の状況に応じた計画修
正の必要に自ら気づき、指導者の承
認を受けて修正・変更しながら最後ま
で実行できた。

課題解決や目標の達成に向けた計画
を立て、実際の状況においても指導
者のアドバイスに従いながら計画の
修正・変更を行い、最後まで実行でき
た。

課題解決や目標の達成に向けた計画
を立て、指導者の指示に従いながら
最後まで実行できた。

課題解決や目標の達成に向けた計画
を立て、実行しようとしていたが、最後
までは完遂できなかった。

主体性

自分のやるべき業務を的確に判断
し、効率的な方法を考え、率先して創
意工夫をしながら取り組むことができ
た。

自分のやるべき業務は何かを判断
し、前向きに率先して取り組むことが
できた。

自分のやるべき業務は何かを考えな
がら、取り組むことができた。

指示された業務を忠実に実行できた。

コミュニケーション・協働

異なる考え方の人たちと意見を交わし
て調整し、互いに納得できる結論を導
き、状況に応じて自分の役割を適切
に変えながら協力して業務を遂行する
ことができた。

異なる考え方の人たちと意見を交わし
て調整し、互いに納得できる結論を導
き、自ら協力しながら業務を遂行する
ことができた。

異なる考え方の人たちの意見を聞い
て理解したうえで、自分の意見を伝
え、自ら協力しながら業務を遂行する
ことができた。

異なる考え方の人たちに対して、自分
の意見を伝え、相手から求められた業
務を遂行することができた。

情報の収集と分析

企業や事業を取り巻く状況について、
調査統計、アンケートやインタビューと
いった情報を適切に収集・分析し、そ
れらを分かりやすく整理し、ビジネス
上の的確な示唆を提示できる。

企業や事業を取り巻く状況について、
調査統計、アンケートやインタビューと
いった情報を適切に収集・分析し、そ
れらを分かりやすく整理することがで
きていた。

企業や事業を取り巻く状況について
の一般的な調査統計のデータだけで
なく、アンケートやインタビューといっ
た一次情報も適切に収集・分析するこ
とができていた。

企業や事業を取り巻く状況について
の一般的な調査統計データを、適切
に収集・分析することができていた。

解決提案とプレゼン

情報通信技術も活用し、事業の課題
を解決する方策と実行計画、それに
よって生じるデメリットとその対処策な
どもあわせてプレゼンし、指導者の納
得と助言を得ることができる。

情報通信技術も活用しながら事業の
課題を解決する方策とその実行計画
をプレゼンし、指導者の納得と助言を
得ることができた。

情報通信技術も活用しながら事業の
課題を解決する方策をプレゼンし、指
導者の納得と助言を得ることができ
た。

情報通信技術を活用しながら事業の
課題を解決する方策をプレゼンした
が、指導者の十分な納得を得られな
かった。
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表 6  ◆インターンシップⅡの評価基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 5点×項目数を満点とし、60％以上／70％以上／80％以上／90％以上のスコアで成績評価点(高

評価から、S/A/B/C の順)を算出する。また、各授業それぞれの評価に週に 1 回のインターンシップ指導者

からの学生評価コメントと最終評価コメントを参照してインターンシップ指導者からの最終評価とする。 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

13. 選択科目が少ないため、養成する人材像ごとに作成している２つの履修モデルの差異が不明確である。

養成する人材像に照らして教育課程が適切であるか明確にしつつ、２つの履修モデルの差異が明確にな

るよう適切に改めること。 

（対応） 

審査意見 1 にもとづき、本学の養成する人材像を改めるとともに、それにともない 3 つのポリシーと教

育課程の見直しを行ったため、履修モデルについても変更を行った。変更後の履修モデルについては、モ

デルの差異を明確にするとともに、養成する人材像に照らして適切であることが明確となるよう、設置の

趣旨に記述を追加して修正する。また、履修モデルの変更に伴い、履修科目の上限について見直す。 

 

＜養成する人材像＞ 

変化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミュニケーション能

力、これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付け、企業において新規の事業やサービスを立案・提

案する企画運営能力を発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生み出すことで、国

際社会と地域社会の産業発展に貢献する人材 

 

＜履修モデル＞ 

上記の養成する人材像を達成するために、全学生が共通して履修すべき科目として、37 科目を必修科目

と指定した。その内訳は、基礎科目(現代社会基礎)7 科目、職業専門科目 24 科目(うちビジネス基礎 4 科目、

ビジネス実践 11 科目、システムデザイン基礎 9 科目)、展開科目(グローバルコミュニケーション)4 科目、

総合科目 2 科目である。これらの科目の履修を通じ、変化し続ける現代社会において、経営と情報通信技

術に関する理論と実践力、国際的なコミュニケーション能力を獲得する素地を養うことを企図している。  

さらに「これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付け、企業において新規の事業やサービスを立案・

提案する企画運営能力を発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生み出すことで、国

際社会と地域社会の産業発展に貢献する人材」の養成にあたり、選択科目を多数用意し、学生の希望する

進路の実現にむけた履修モデルとして以下の 3 つを展開する。 

 

① ビジネスに関する知識や実践力を養い、一般企業において企画運営能力を発揮し、新規の事業やサー

ビスを立案・提案する人材を目指す履修モデル 

② 情報通信技術に関する応用的な知識やプロジェクト管理に関する実践的な力を養い、情報通信技術関

連の開発企業において企画運営能力を発揮し、新規の事業やサービスの開発を進める人材を目指す履

修モデル 

③ 起業して新たなサービス・ビジネスを創出する人材を目指す履修モデル 
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① ビジネスに関する知識や実践力を養い、一般企業において企画運営能力を発揮し、新規の事業やサー

ビスを立案・提案する人材を目指す履修モデル 

 

一般企業において新規の事業やサービスの立案・提案を行う人材を目指す履修モデルでは、幅広く経営

に関する知識や、その知識を応用した課題発見力や解決力、実際の事業の企画・立案や実行に関する実践

力を習得する。情報通信技術を用いた新規の事業やサービスの立案・提案に携わることができるよう、経

営に関する全般的な理解と情報通信技術の活用について学びを深める。 

  

 

 

② 情報通信技術に関する応用的な知識やプロジェクト管理に関する実践的な力を養い、情報通信技術関

連の開発企業において企画運営能力を発揮し、新規の事業やサービスの開発を進める人材を目指す履

修モデル 

 

情報通信技術関連の開発企業において企画運営能力を発揮し、新規の事業やサービスの開発を進める人

材を目指す履修モデルでは、主にサービスの改善、新たなサービスの開発に向けた情報通信技術、データ

期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 単位

必修 前期 イノベーションの志 2 前期 キャリアデザインⅠ 1 後期 キャリアデザインⅡ 1

前期 スタディスキル 2

前期 英語コア・スキルズⅠ 2

後期 リサーチ入門 2

後期 英語コア・スキルズⅡ 2

選択 前期 数学基礎A 2 前期 職業倫理 2

後期 数学基礎B 2 後期 ICTと人間 2

単位数 14 単位数 5 単位数 1 単位数 0 20

必修 前期 マネジメント（経営学基礎） 2

前期 マーケティング基礎 2

後期 法務リテラシーⅠ 2

後期 アカウンティング基礎 2

選択

選択 前期 マーケティング応用 2 後期 イノベーション特論 2 前期 クロステックビジネスデザイン 2

後期 問題形成と問題解決 2 前期 デザインと経営 2

必修 前期 イノベーションプロジェクトⅠ 2 前期 イノベーションプロジェクトⅢ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅤ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅥ 2

後期 イノベーションプロジェクトⅡ 2 前期 ビジネスフィールドリサーチⅠ 2 前期 インターンシップⅠ 12

後期 スタートアップ基礎（起業論） 2 後期 イノベーションプロジェクトⅣ 2 後期 インターンシップⅡ 12

後期 ビジネスフィールドリサーチⅡ 2

必修 前期 プログラミングⅠ 2 前期 ソフトウェア設計・構築 2

前期 データ構造と処理法 2 前期 データベース 2

前期 コンピュータとソフトウェア基礎 2 後期 情報技術演習Ⅰ 2

後期 プログラミングⅡ 2 後期 システム設計演習 2

後期 ネットワーク技術 2

選択 前期 モバイルサービス概論 2

選択 後期 クラウド 2

選択

単位数 24 単位数 22 単位数 30 単位数 6 82

必修 前期 ビジネス英語実習Ⅰ 2 前期 ビジネス英語実習Ⅲ 2

後期 ビジネス英語実習Ⅱ 2 後期 ビジネス英語実習Ⅳ 2

選択 後期 英語ビジネスマネジメント 2 前期 英語通訳論 2 前期 英語プレゼンテーション 2

後期 英語ディスカッション・ディベート 2 前期 実践英語：IoT 2

後期 実践英語：イノベーション 2

単位数 4 単位数 6 単位数 4 単位数 6 20

必修 後期 総合理論演習 2 通期 総合実践演習 4

単位数 0 単位数 0 単位数 2 単位数 4 6

合計単位数 42 合計単位数 33 合計単位数 37 合計単位数 16 128
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分析や活用に関する全般的な知識やスキル、および応用的な課題発見力・解決力、プロジェクト管理に関

する実践力を習得する。情報通信技術を用いたサービスを開発し、組織の課題解決に応用できるように、

情報通信技術の開発および活用についての学びを深める。職業専門科目の履修にあたっては、横断的な開

発プロジェクトのリーダーを目指す履修モデル（②-1）と、特定の分野を集中して学び、学んだ分野の開

発プロジェクトのリーダーを目指す履修モデル（②-2）の２つを想定している。 

 

②-1 横断的な開発プロジェクトのリーダーを目指す履修モデル 

 

サービスの改善や開発に向けた情報通信技術、データ分析や活用に関する全般的な知識やスキルを養成

するために、システムデザインの応用分野へ学ぶことを想定している。 

 

 

 

②-2 特定の分野を集中して学び、学んだ分野の開発プロジェクトのリーダーを目指す履修モデル 

 

期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 単位

必修 前期 イノベーションの志 2 前期 キャリアデザインⅠ 1 後期 キャリアデザインⅠ 1

前期 スタディスキル 2

前期 英語コア・スキルズⅠ 2

後期 リサーチ入門 2

後期 英語コア・スキルズⅡ 2

選択 前期 数学基礎A 2 前期 先端グローバル社会 2

後期 数学基礎C 2 後期 科学史 2

単位数 14 単位数 5 単位数 1 単位数 0 20

必修 前期 マネジメント（経営学基礎） 2

前期 マーケティング基礎 2

後期 法務リテラシーⅠ 2

後期 アカウンティング基礎 2

選択 前期 オペレーションズマネジメント 2

選択 後期 組織行動論 2

必修 前期 イノベーションプロジェクトⅠ 2 前期 イノベーションプロジェクトⅢ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅤ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅥ 2

後期 イノベーションプロジェクトⅡ 2 前期 ビジネスフィールドリサーチⅠ（実習） 2 前期 インターンシップⅠ（実習） 12

後期 スタートアップ基礎（起業論） 2 後期 イノベーションプロジェクトⅣ 2 後期 インターンシップⅡ（実習） 12

後期 ビジネスフィールドリサーチⅡ（実習） 2

必修 前期 プログラミングⅠ（実習） 2 前期 ソフトウェア設計・構築 2

前期 データ構造と処理法 2 前期 データベース 2

前期 コンピュータとソフトウェア基礎 2 後期 情報技術演習Ⅰ 2

後期 プログラミングⅡ（実習） 2 後期 システム設計演習 2

後期 ネットワーク技術 2

選択 後期 情報系数学応用B 2

選択 後期 情報システムのプロジェクト管理 2 前期 ソフトウェアプロセスと品質 2

後期 システムインテグレーション 2

後期 ビッグデータ 2

選択

単位数 24 単位数 24 単位数 32 単位数 2 82

必修 前期 ビジネス英語実習Ⅰ（実習） 2 前期 ビジネス英語実習Ⅲ（実習） 2

後期 ビジネス英語実習Ⅱ（実習） 2 後期 ビジネス英語実習Ⅳ（実習） 2

選択 前期 英語アカデミックリテラシー 2 前期 英語通訳論 2 後期 英語ネゴシエーション 2

後期 実践英語：多文化理解 2 後期 実践英語：日本文化 2

後期 実践英語：製造業 2

単位数 4 単位数 8 単位数 6 単位数 2 20

－ 必修 後期 総合理論演習 2 通期 総合実践演習 4

単位数 0 単位数 0 単位数 2 単位数 4 6

合計単位数 42 合計単位数 37 合計単位数 41 合計単位数 8 128
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 １つの技術分野について知識やスキルを集中的に学ぶことを想定している知識やスキルを深め、情報通

信技術を通じ課題を発見・解決するための力を深める。 

 

 

 

 

③起業して新たなサービス・ビジネスを創出する人材を目指す履修モデル 

 

既存の企業や団体に属さず、情報通信技術と経営に関する知識・スキルを活用して新たなサービス・ビ

ジネスを生み出し、より広く社会に貢献する人材を目指す履修モデルでは、情報通信技術に関する全般的

な知識やスキル、および応用的な課題発見力・解決力に加えて、自ら「起業」し、事業主として永続的に

事業を進めていくために必要な経営の技法、社会の課題に対峙するための知識やその展開方法に関する思

考力を身につける必要がある。情報通信技術、起業・事業継続のための経営、社会課題とその解決策につ

いての実践的な手法について、万遍なく学ぶ。 

 

期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 単位

必修 前期 イノベーションの志 2 前期 キャリアデザインⅠ 1 後期 キャリアデザインⅠ 1

前期 スタディスキル 2

前期 英語コア・スキルズⅠ 2

後期 リサーチ入門 2

後期 英語コア・スキルズⅡ 2

選択 前期 数学基礎A 2 前期 先端グローバル社会 2

後期 数学基礎C 2 後期 科学史 2

単位数 14 単位数 5 単位数 1 単位数 0 20

必修 前期 マネジメント（経営学基礎） 2

前期 マーケティング基礎 2

後期 法務リテラシーⅠ 2

後期 アカウンティング基礎 2

選択 前期 オペレーションズマネジメント 2

選択

必修 前期 イノベーションプロジェクトⅠ 2 前期 イノベーションプロジェクトⅢ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅤ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅥ 2

後期 イノベーションプロジェクトⅡ 2 前期 ビジネスフィールドリサーチⅠ（実習） 2 前期 インターンシップⅠ（実習） 12

後期 スタートアップ基礎（起業論） 2 後期 イノベーションプロジェクトⅣ 2 後期 インターンシップⅡ（実習） 12

後期 ビジネスフィールドリサーチⅡ（実習） 2

必修 前期 プログラミングⅠ（実習） 2 前期 ソフトウェア設計・構築 2

前期 データ構造と処理法 2 前期 データベース 2

前期 コンピュータとソフトウェア基礎 2 後期 情報技術演習Ⅰ 2

後期 プログラミングⅡ（実習） 2 後期 システム設計演習 2

後期 ネットワーク技術 2

選択 後期 情報系数学応用B 2 前期 情報系数学応用C 2

選択 前期 スーパーコンピュータ 2

選択 前期 ネットワーク構築Ⅰ 2 前期 ネットワーク構築Ⅲ 2

後期 ネットワーク構築Ⅱ 2

単位数 24 単位数 24 単位数 30 単位数 4 82

必修 前期 ビジネス英語実習Ⅰ（実習） 2 前期 ビジネス英語実習Ⅲ（実習） 2

後期 ビジネス英語実習Ⅱ（実習） 2 後期 ビジネス英語実習Ⅳ（実習） 2

選択 前期 英語アカデミックリテラシー 2 前期 英語通訳論 2 後期 英語ネゴシエーション 2

後期 実践英語：多文化理解 2 後期 実践英語：日本文化 2

後期 実践英語：製造業 2

単位数 4 単位数 8 単位数 6 単位数 2 20

－ 必修 後期 総合理論演習 2 通期 総合実践演習 4

単位数 0 単位数 0 単位数 2 単位数 4 6

合計単位数 42 合計単位数 37 合計単位数 39 合計単位数 10 128
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いずれの履修モデルも、養成する人材像に照らし、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国際的

なコミュニケーション能力、これらを組み合わせた応用力を、卒業後の進路に応じた履修した科目を通じ

主体的に身に付け、企業において新規の事業やサービスを立案・提案する企画運営能力を発揮することや、

自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生み出すことで、国際社会と地域社会の産業発展に貢献するこ

とを目指す。 

また、履修モデルの変更、教育課程および教育内容の見直しに伴い、履修科目の上限単位数についても、

1 年次は 46 単位に、2 年次～4 年次は 42 単位とすることとした。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（46、47～51 ページ、資料 12 ） 

新 旧 

[46 ページ] 

(3)履修科目の上限 

(中略) 

1 年次に履修登録することができる単位数は 46 単

[43 ページ] 

(3)履修科目の上限 

(中略) 

1 年次に履修登録することができる単位数は 50 単

期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 単位

必修 前期 イノベーションの志 2 前期 キャリアデザインⅠ 1 後期 キャリアデザインⅠ 1

前期 スタディスキル 2

前期 英語コア・スキルズⅠ 2

後期 リサーチ入門 2

後期 英語コア・スキルズⅡ 2

選択 前期 数学基礎A 2 前期 先端グローバル社会 2

後期 数学基礎B 2

後期 数学基礎C 2

単位数 16 単位数 3 単位数 1 単位数 0 20

必修 前期 マネジメント（経営学基礎） 2

前期 マーケティング基礎 2

後期 法務リテラシーⅠ 2

後期 アカウンティング基礎 2

選択

選択 前期 アカウンティング応用 2 後期 地域創生とイノベーション 2 後期 税務会計・会計処理 2

後期 ファイナンス入門 2 後期 コーポレートファイナンス 2

必修 前期 イノベーションプロジェクトⅠ 2 前期 イノベーションプロジェクトⅢ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅤ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅥ 2

後期 イノベーションプロジェクトⅡ 2 前期 ビジネスフィールドリサーチⅠ 2 前期 インターンシップⅠ 12

後期 スタートアップ基礎（起業論） 2 後期 イノベーションプロジェクトⅣ 2 後期 インターンシップⅡ 12

後期 ビジネスフィールドリサーチⅡ 2

必修 前期 プログラミングⅠ 2 前期 ソフトウェア設計・構築 2

前期 データ構造と処理法 2 前期 データベース 2

前期 コンピュータとソフトウェア基礎 2 後期 情報技術演習Ⅰ 2

後期 プログラミングⅡ 2 後期 システム設計演習 2

後期 ネットワーク技術 2

選択

選択 前期 Webシステム演習 2

前期 インタラクティブ・システムデザイン 2

選択

単位数 24 単位数 24 単位数 30 単位数 4 82

必修 前期 ビジネス英語実習Ⅰ 2 前期 ビジネス英語実習Ⅲ 2

後期 ビジネス英語実習Ⅱ 2 後期 ビジネス英語実習Ⅳ 2

選択 後期 英語ビジネスマネジメント 2 後期 英語ディスカッション・ディベート 2 前期 実践英語：ファイナンス 2

後期 実践英語：多文化理解 2 前期 英語プレゼンテーション 2

後期 英語ネゴシエーション 2

単位数 4 単位数 8 単位数 2 単位数 6 20

必修 後期 総合理論演習 2 通期 総合実践演習 4

単位数 0 単位数 0 単位数 2 単位数 4 6

合計単位数 44 合計単位数 35 合計単位数 35 合計単位数 14 128
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位を上限とする。2 年次～4 年次については、1 年間

に履修登録することができる単位数を 42 単位とす

る。 

 

[47～51 ページ] 

(6)履修モデル 

本学の養成する人材像は、「変化し続ける時代の

中で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、

国際的なコミュニケーション能力、これらを組み合

わせた応用力を主体的に身に付け、企業において新

規の事業やサービスを立案・提案する企画運営能力

を発揮することや、自ら起業して新たなサービス・

ビジネスを生み出すことで、国際社会と地域社会の

産業発展に貢献する人材」としている。 

上記の養成する人材像を達成するために、全学生

が共通して履修すべき科目として、37 科目を必修科

目と指定した。その内訳は、基礎科目(現代社会基

礎)7 科目、職業専門科目 24 科目(うちビジネス基礎

4 科目、ビジネス実践 11 科目、システムデザイン基

礎 9 科目)、展開科目(グローバルコミュニケーショ

ン)4 科目、総合科目 2 科目である。これらの科目の

履修を通じ、変化し続ける現代社会において、経営

と情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコ

ミュニケーション能力を時代の中で獲得する素地

を養うことを企図している。 

さらに「これらを組み合わせた応用力を主体的に

身に付け、企業において新規の事業やサービスを立

案・提案する企画運営能力を発揮することや、自ら

起業して新たなサービス・ビジネスを生み出すこと

で、国際社会と地域社会の産業発展に貢献する人

材」の養成にあたり、選択科目を多数用意し、学生

の希望する進路の実現にむけた履修モデルとして

以下の３パターンを展開する。 

 

①ビジネスに関する知識や実践力を養い、一般企業

において企画運営能力を発揮し、新規の事業やサ

位を上限とする。2 年次～4 年次については、1 年間

に履修登録することができる単位数を 44 単位とす

る。 

 

[44～45 ページ] 

(6)履修モデル 

本学のディプロマ・ポリシーは、『先が読めない

スピードで変化を遂げる時代の中でしなやかに生

き抜くために、自ら学び成長させ、ICT を活用し新

たな価値をグローバル社会で生み出し続ける人材』

としており、以下の 2 つの人材輩出先が想定される。

それぞれの人材輩出先を想定した履修モデルは以

下のとおりである。 

 

①「ICT を活用する様々な業界・団体において課題

を解決し、新たな商品・サービスやビジネスを生み

出す企画職」を育成するための履修モデル(資料 12) 

 

1 年次に「イノベーションプロジェクトⅠ・Ⅱ」

を推進するために、ビジネスの基礎スキルと ICT の

基本的な知識・スキルを履修する。また、英語に関

する基礎的な科目を履修することで 4 技能を高め

る。「ビジネスデザインⅠ」を履修することで様々

な課題を発見し解決する力を高める。 

2 年次には、「イノベーションプロジェクトⅢ・Ⅳ」

を推進するために、さらにビジネス基礎、応用、実

践科目を学ぶとともに「ビジネスデザインⅡ」「問

題形成と問題解決」で課題解決力を高める。様々な

業界・団体の組織内でプロジェクトを推進するため

に、必要な能力を「ファシリテーション」「オペレ

ーションズマネジメント」で学修する。 

ICTを活用できるようシステムデザイン科目群を

学修するとともに「Web システム演習」「ネットワ

ーク構築Ⅰ」「開発マネジメント」「情報セキュリテ

ィ演習Ⅰ」を履修する。ビジネス英語では「英語ビ

ジネスマネジメント」を履修し、グローバル化して
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ービスを立案・提案する人材を目指す履修モデル 

②情報通信技術に関する応用的な知識やプロジェ

クト管理に関する実践的な力を養い、情報通信技

術関連の開発企業において企画運営能力を発揮

し、新規の事業やサービスの開発を進める人材を

目指す履修モデル 

③起業して新たなサービス・ビジネスを創出する人

材を目指す履修モデル 

 

①ビジネスに関する知識や実践力を養い、一般企業

において企画運営能力を発揮し、新規の事業やサー

ビスを立案・提案する人材を育成する履修モデル(資

料 12-①) 

 

一般企業において新規の事業やサービスの立

案・提案を行う人材を目指す履修モデルでは、幅広

く経営に関する知識や、その知識を応用した課題発

見力や解決力、実際の事業の企画・立案や実行に関

する実践力を習得する。情報通信技術を用いた新規

の事業やサービスの立案・提案に携わることができ

るよう、経営に関する全般的な理解と情報通信技術

の活用について学びを深める。 

1 年次は必修科目のほか、数学的な思考力や分析

力を通じ経営分析や最適化などの分野で様々な課

題を発見し解決する力を養うため、「数学基礎 A」「数

学基礎 B」を履修する。また、2 年次には、基礎科

目から「職業倫理」「ICT と人間」を通じ、情報通

信技術を活用するための知識や倫理、今日的な課題

などを学ぶ。 

幅広く経営に関する知識や、その知識を応用した

課題発見力や解決力、事業の企画・立案や実行に関

する実践力を習得するために、経営科目において、

2 年次に「マーケティング応用」を通じ実際の企業

のマーケティング活動の分析を、「問題形成と問題

解決」を通じ問題解決手法をそれぞれ学ぶことで課

題発見力・解決力を習得する。3～4 年次に情報通信

いる職場のマネジメントに関する知識を高める。 

2 年次までの学修を通して、3 年次に予定してい

るインターンシップに向けた知識・スキルを高め

る。 

3 年次には、「イノベーションプロジェクトⅤ」を

進めるとともに、インターンシップで実践力を高め

る。また、「コーポレートファイナンス」「組織行動

論」を履修し、企業等の組織で必要な知識を高める。

「ビッグデータ」を履修することで AI 時代に必要

な力を身に付ける。また、「英語ディスカッション・

ディベート」を履修し、グローバルコミュニケーシ

ョン力を高める。 

4 年次は、「総合理論演習」「総合実践演習」を進

めるとともに、「イノベーションプロジェクトⅥ」

を推進する。さらに企業等でのサービス開発を推進

するための「イノベーション特論」を履修する。ま

た、グローバル社会でのプレゼンテーション力を高

めるために「英語プレゼンテーション」を履修する。 

 

②「ICT を活用し新たな商品・サービスやビジネス

を生み出す起業家」を育成するための履修モデル(資

料 13) 

 

1 年次に「イノベーションプロジェクトⅠ・Ⅱ」

を推進するために、ビジネスの基礎スキルと ICT の

基本的な知識・スキルを履修する。また、英語に関

する基礎的な科目を履修することで 4 技能を高め

る。「ビジネスデザインⅠ」を履修することで様々

な課題を発見し解決する力を高める。 

2 年次には、「イノベーションプロジェクトⅢ・Ⅳ」

を推進し、起業に向けた実践力を高めるとともにビ

ジネス基礎、応用、実践科目を学修する。加えて「問

題形成と問題解決」で課題解決力を高める。また、

人事の基礎的能力を高めるために「人的資源管理

論」を履修する。 

ICT を手段とした起業を実現するために、システ
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技術を用いたビジネスやサービスの企画、立案に関

する実践力を身に付ける「イノベーション特論」「ク

ロステックビジネスデザイン」と、課題発見や解決

の手法を高める「デザインと経営」をそれぞれ履修

する。 

情報通信技術については、2 年次の「モバイルサ

ービス概論」や 3 年次の「クラウド」などを通じ、

これらの技術の基本的な知識、スキルを習得する。 

グローバルコミュニケーションでは、業務上必要

となるコミュニケーション力を身に付けることや、

ビジネスやサービスを説明するための専門分野の

理解を深めることを目標とする。具体的にはコミュ

ニケーション力については、3 年次の「英語ディス

カッション・ディベート」、4 年次の「英語プレゼン

テーション」を通じ習得する。また 2 年次の「英語

ビジネスマネジメント」、3 年次の「英語通訳論」、4

年次の「実践英語：IoT」「実践英語：イノベーショ

ン」を通じて、ビジネスやサービスを説明するため

の専門分野の理解を深め、国際社会において活躍す

るための英語力を高める。 

 

② 情報通信技術に関する応用的な知識やプロジ

ェクト管理に関する実践的な力を養い、情報通信

技術関連の開発企業において企画運営能力を発

揮し、新規の事業やサービスの開発を進める人材

を目指す履修モデル (資料 12-②-1、12-②-2） 

 

情報通信技術関連の開発企業において企画運営

能力を発揮し、新規の事業やサービスの開発を進め

る人材を目指す履修モデルでは、主にサービスの改

善、新たなサービスの開発に向けた情報通信技術、

データ分析や活用に関する全般的な知識やスキル、

および応用的な課題発見力・解決力、プロジェクト

管理に関する実践力を習得する。情報通信技術を用

いたサービスを開発し、組織の課題解決に応用でき

るように、情報通信技術の開発および活用について

ムデザイン科目群を学修するとともに「ネットワー

ク構築Ⅰ」「情報セキュリティ演習Ⅰ」を履修する。

2 年次までの学修を通して、3 年次に予定している

インターンシップに向けた知識・スキルを高める。 

3 年次には、「イノベーションプロジェクトⅤ」を進

めるとともにインターンシップで実践力を高める。

また、地域の特性を踏まえた起業を実現するために

「地域創生とイノベーション」を履修する。「クラ

ウド」「ビッグデータ」「IoT Ⅰ」を履修することで

ICT を活用した起業に必要な学修を行う。また、「英

語ディスカッション・ディベート」を履修し、グロ

ーバル社会で起業ができるような能力を高める。 

4 年次は、「総合理論演習」「総合実践演習」を進

めるとともに、「イノベーションプロジェクトⅥ」

を推進する。さらに様々な ICT を活用した起業の可

能性を高めるために「AI」「フィンテック」を選択

する。イノベーション力を高めるため「イノベーシ

ョン特論」を履修する。起業に欠かせない「税務会

計・会計処理」を履修。また、グローバル社会での

取引・資金調達力を高めるために「英語ネゴシエー

ション」を履修する。 
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の学びを深める。 

1 年次は必修科目のほか、数学的な思考力や分析

力を通じ様々な課題を発見し解決する力を習得す

るため、「数学基礎 A」「数学基礎 C」を履修する。 

また、基礎科目から「先端グローバル社会」「科

学史」を通じ、情報通信技術の発展が社会にどのよ

うに寄与してきたかを学び、サービスを開発するた

めの素地を作る。経営科目では「オペレーションズ

マネジメント」を通じ企業の中の業務オペレーショ

ンの基本的な知識を習得する。グローバルコミュニ

ケーションでは、情報通信技術に関する新たな知

識、スキルや、国際化が進む中でプロジェクトを推

進するために必要な知識を習得する。具体的には 2

年次の「英語アカデミックリテラシー」を通じ、情

報通信技術に関する新たな知識やスキルを習得す

るための基本的な英語力を養成するとともに、3 年

次の「実践英語：製造業」等の履修を通じ、専門分

野の知識やスキルを習得する。また「実践英語：多

文化理解」「英語通訳論」「実践英語：日本文化」を

通じ、さまざまな文化や背景を持つ人々との意思疎

通を図り、協同していくための知識とコミュニケー

ション力を習得する。またプロジェクトを進めるう

えでの交渉力を「英語ネゴシエーション」を通じ習

得する。 

職業専門科目の履修にあたっては、横断的な開発

プロジェクトのリーダーを目指す履修モデルと、特

定の分野を集中して学び、学んだ分野の開発プロジ

ェクトのリーダーを目指す履修モデルの２つを想

定している。横断的な開発プロジェクトのリーダー

を目指す履修モデルでは、サービスの改善や開発に

向けた情報通信技術、データ分析や活用に関する全

般的な知識やスキルを養成するために、システムデ

ザインの応用分野へ学ぶことを想定している(資料

12-②-1）。特定の分野を集中して学び、学んだ分野

の開発プロジェクトのリーダーを目指す履修モデ

ルでは、ネットワーク構築に関する知識やスキルを
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集中的に学ぶことを想定している（資料 12-②-2）。 

資料 12-②-1 の履修モデルでは、システムやサー

ビスを開発するとともに、プロジェクトを管理・推

進する役割を発揮するために、1～2 年次の必修科目

を通じ情報通信技術の基本的な知識やスキルを習

得したうえで、2 年次に解析や情報処理の考え方や

技法として「情報系応用数学 A」を、プロジェクト

の立ち上げ、運用や管理方法を学ぶ「情報システム

のプロジェクト管理」を履修する。3 年次は「シス

テムインテグレーション」を通じ、情報通信技術を

用いたサービス改善・開発における課題発見力・解

決力・プロジェクト管理に関する実践力を、「ソフ

トウェアプロセスと品質」を通じソフトウェア開発

の概念や改善手法をそれぞれ習得する。また、技術

の発展事例として「ビッグデータ」とこれに関連す

る「総合理論演習」「総合実践演習」を履修し、技

術間の横断的な開発時に必要な技術やスキルを習

得する。また、経営科目から「組織行動論」を履修

し、通じプロジェクトなど集団活動でのマネジメン

ト手法や、組織課題の改善をはかるために必要な知

識やスキルを習得する。 

資料 12-②-2 の履修モデルでは、「ネットワーク構

築Ⅰ～Ⅲ」を通じ、1 つの技術分野について知識や

スキルを深める。また、ネットワークや暗号化など

の技術の基礎となる知識を習得するため「情報系数

学応用 B」「情報系数学応用 C」を、技術発展した事

例の 1 つとして「スーパーコンピュータ」を学び、

情報通信技術を通じ課題を発見・解決するための力

を深めるとともに、ネットワーク技術とその応用の

実践的な研究を行う「総合理論演習」「総合実践演

習」を履修する。 

 

③ 起業して新たなサービス・ビジネスを創出する

人材を目指す履修モデル(資料 12-③） 

 

既存の企業や団体に属さず、情報通信技術と経営
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に関する知識・スキルを活用して新たなサービス・

ビジネスを生み出し、より広く社会に貢献する人材

を目指す履修モデルでは、情報通信技術に関する全

般的な知識やスキル、および応用的な課題発見力・

解決力に加えて、自ら「起業」し、事業主として永

続的に事業を進めていくために必要な経営の技法、

社会の課題に対峙するための知識やその展開方法

に関する思考力を身につける必要がある。情報通信

技術、起業・事業継続のための経営、社会課題とそ

の解決策についての実践的な手法について、万遍な

く学ぶ。 

情報通信技術分野では起業するために必要なサ

ービスや製品の企画、実装する知識やスキルを、経

営分野では企業のサービスや価値を高め事業を継

続するために必要な知識やスキルを習得する。情報

通信技術と経営の双方から幅広く科目を履修し起

業に向けた学びを進める。 

1 年次は必修科目のほか、起業に向けて数学的な

思考力や分析力、説明力を習得するため、「数学基

礎 A」「数学基礎Ｂ」「数学基礎 C」を履修する。ま

た、基礎科目から「先端グローバル社会」を通じ、

情報通信技術の発展が社会にどのように寄与して

きたかを学び、サービスを開発するための素地を作

る。 

情報通信技術科目では、2 年次の「Web システム

演習」「インタラクティブ・システムデザイン」を

通じ、起業してビジネスやサービスを生み出すため

の知識やスキルを習得する。あわせて経営科目で

は、財務・会計分野の「アカウンティング応用」「フ

ァイナンス入門」「コーポレートファイナンス」「税

務会計・会計処理」を通じ、起業したビジネスを継

続・発展させるための知識・スキルを習得する。ま

た、「地域創生とイノベーション」を通じ、地域社

会における課題の発見・解決に向けた実践力を習得

する。 

グローバルコミュニケーションでは、自ら国際社
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会でビジネスやサービスを展開するために必要な

コミュニケーション力の習得を目指す。具体的には

3 年次の「英語ディスカッション・ディベート」、4

年次の「英語プレゼンテーション」「英語ネゴシエ

ーション」を通じ、プレゼンテーション力や交渉力

を習得する。あわせて、2 年次の「英語ビジネスマ

ネジメント」「実践英語：多文化理解」、4 年次の「実

践英語：ファイナンス」を通じ、経営に関する専門

分野への理解と国際社会において活躍するための

英語力を高める。 

 

（新旧対照表）資料 12 履修モデル 

新 [資料 12-① 履修モデル] 

① ビジネスに関する知識や実践力を養い、一般企業において企画運営能力を発揮し、新規の事業やサー

ビスを立案・提案する人材を目指す履修モデル 

 

期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 単位

必修 前期 イノベーションの志 2 前期 キャリアデザインⅠ 1 後期 キャリアデザインⅡ 1

前期 スタディスキル 2

前期 英語コア・スキルズⅠ 2

後期 リサーチ入門 2

後期 英語コア・スキルズⅡ 2

選択 前期 数学基礎A 2 前期 職業倫理 2

後期 数学基礎B 2 後期 ICTと人間 2

単位数 14 単位数 5 単位数 1 単位数 0 20

必修 前期 マネジメント（経営学基礎） 2

前期 マーケティング基礎 2

後期 法務リテラシーⅠ 2

後期 アカウンティング基礎 2

選択

選択 前期 マーケティング応用 2 後期 イノベーション特論 2 前期 クロステックビジネスデザイン 2

後期 問題形成と問題解決 2 前期 デザインと経営 2

必修 前期 イノベーションプロジェクトⅠ 2 前期 イノベーションプロジェクトⅢ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅤ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅥ 2

後期 イノベーションプロジェクトⅡ 2 前期 ビジネスフィールドリサーチⅠ 2 前期 インターンシップⅠ 12

後期 スタートアップ基礎（起業論） 2 後期 イノベーションプロジェクトⅣ 2 後期 インターンシップⅡ 12

後期 ビジネスフィールドリサーチⅡ 2

必修 前期 プログラミングⅠ 2 前期 ソフトウェア設計・構築 2

前期 データ構造と処理法 2 前期 データベース 2

前期 コンピュータとソフトウェア基礎 2 後期 情報技術演習Ⅰ 2

後期 プログラミングⅡ 2 後期 システム設計演習 2

後期 ネットワーク技術 2

選択 前期 モバイルサービス概論 2

選択 後期 クラウド 2

選択

単位数 24 単位数 22 単位数 30 単位数 6 82

必修 前期 ビジネス英語実習Ⅰ 2 前期 ビジネス英語実習Ⅲ 2

後期 ビジネス英語実習Ⅱ 2 後期 ビジネス英語実習Ⅳ 2

選択 後期 英語ビジネスマネジメント 2 前期 英語通訳論 2 前期 英語プレゼンテーション 2

後期 英語ディスカッション・ディベート 2 前期 実践英語：IoT 2

後期 実践英語：イノベーション 2

単位数 4 単位数 6 単位数 4 単位数 6 20

必修 後期 総合理論演習 2 通期 総合実践演習 4

単位数 0 単位数 0 単位数 2 単位数 4 6

合計単位数 42 合計単位数 33 合計単位数 37 合計単位数 16 128
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新  [資料 12-②-1 履修モデル] 

②-1 情報通信技術に関する応用的な知識やプロジェクト管理に関する実践的な力を養い、情報通信技術

関連の開発企業において企画運営能力を発揮し、新規の事業やサービスの開発を進める人材を目指す

履修モデルのうち、システムデザインの応用分野へ学びを進め、さらに様々な技術間の横断的な開発

プロジェクトのリーダーとしてプロジェクト管理について学ぶ履修モデル 

 

 

 

 

 

  

期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 単位

必修 前期 イノベーションの志 2 前期 キャリアデザインⅠ 1 後期 キャリアデザインⅠ 1

前期 スタディスキル 2

前期 英語コア・スキルズⅠ 2

後期 リサーチ入門 2

後期 英語コア・スキルズⅡ 2

選択 前期 数学基礎A 2 前期 先端グローバル社会 2

後期 数学基礎C 2 後期 科学史 2

単位数 14 単位数 5 単位数 1 単位数 0 20

必修 前期 マネジメント（経営学基礎） 2

前期 マーケティング基礎 2

後期 法務リテラシーⅠ 2

後期 アカウンティング基礎 2

選択 前期 オペレーションズマネジメント 2

選択 後期 組織行動論 2

必修 前期 イノベーションプロジェクトⅠ 2 前期 イノベーションプロジェクトⅢ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅤ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅥ 2

後期 イノベーションプロジェクトⅡ 2 前期 ビジネスフィールドリサーチⅠ（実習） 2 前期 インターンシップⅠ（実習） 12

後期 スタートアップ基礎（起業論） 2 後期 イノベーションプロジェクトⅣ 2 後期 インターンシップⅡ（実習） 12

後期 ビジネスフィールドリサーチⅡ（実習） 2

必修 前期 プログラミングⅠ（実習） 2 前期 ソフトウェア設計・構築 2

前期 データ構造と処理法 2 前期 データベース 2

前期 コンピュータとソフトウェア基礎 2 後期 情報技術演習Ⅰ 2

後期 プログラミングⅡ（実習） 2 後期 システム設計演習 2

後期 ネットワーク技術 2

選択 後期 情報系数学応用B 2

選択 後期 情報システムのプロジェクト管理 2 前期 ソフトウェアプロセスと品質 2

後期 システムインテグレーション 2

後期 ビッグデータ 2

選択

単位数 24 単位数 24 単位数 32 単位数 2 82

必修 前期 ビジネス英語実習Ⅰ（実習） 2 前期 ビジネス英語実習Ⅲ（実習） 2

後期 ビジネス英語実習Ⅱ（実習） 2 後期 ビジネス英語実習Ⅳ（実習） 2

選択 前期 英語アカデミックリテラシー 2 前期 英語通訳論 2 後期 英語ネゴシエーション 2

後期 実践英語：多文化理解 2 後期 実践英語：日本文化 2

後期 実践英語：製造業 2

単位数 4 単位数 8 単位数 6 単位数 2 20

－ 必修 後期 総合理論演習 2 通期 総合実践演習 4

単位数 0 単位数 0 単位数 2 単位数 4 6

合計単位数 42 合計単位数 37 合計単位数 41 合計単位数 8 128
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新  [資料 12-②-2 履修モデル] 

②-2 情報通信技術に関する応用的な知識やプロジェクト管理に関する実践的な力を養い、情報通信技術

関連の開発企業において企画運営能力を発揮し、新規の事業やサービスの開発を進める人材を目指す

履修モデルのうち、特定の分野を集中して学び、学んだ分野の開発プロジェクトのリーダーになる履

修モデル 

 

 

  

期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 単位

必修 前期 イノベーションの志 2 前期 キャリアデザインⅠ 1 後期 キャリアデザインⅠ 1

前期 スタディスキル 2

前期 英語コア・スキルズⅠ 2

後期 リサーチ入門 2

後期 英語コア・スキルズⅡ 2

選択 前期 数学基礎A 2 前期 先端グローバル社会 2

後期 数学基礎C 2 後期 科学史 2

単位数 14 単位数 5 単位数 1 単位数 0 20

必修 前期 マネジメント（経営学基礎） 2

前期 マーケティング基礎 2

後期 法務リテラシーⅠ 2

後期 アカウンティング基礎 2

選択 前期 オペレーションズマネジメント 2

選択

必修 前期 イノベーションプロジェクトⅠ 2 前期 イノベーションプロジェクトⅢ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅤ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅥ 2

後期 イノベーションプロジェクトⅡ 2 前期 ビジネスフィールドリサーチⅠ（実習） 2 前期 インターンシップⅠ（実習） 12

後期 スタートアップ基礎（起業論） 2 後期 イノベーションプロジェクトⅣ 2 後期 インターンシップⅡ（実習） 12

後期 ビジネスフィールドリサーチⅡ（実習） 2

必修 前期 プログラミングⅠ（実習） 2 前期 ソフトウェア設計・構築 2

前期 データ構造と処理法 2 前期 データベース 2

前期 コンピュータとソフトウェア基礎 2 後期 情報技術演習Ⅰ 2

後期 プログラミングⅡ（実習） 2 後期 システム設計演習 2

後期 ネットワーク技術 2

選択 後期 情報系数学応用B 2 前期 情報系数学応用C 2

選択 前期 スーパーコンピュータ 2

選択 前期 ネットワーク構築Ⅰ 2 前期 ネットワーク構築Ⅲ 2

後期 ネットワーク構築Ⅱ 2

単位数 24 単位数 24 単位数 30 単位数 4 82

必修 前期 ビジネス英語実習Ⅰ（実習） 2 前期 ビジネス英語実習Ⅲ（実習） 2

後期 ビジネス英語実習Ⅱ（実習） 2 後期 ビジネス英語実習Ⅳ（実習） 2

選択 前期 英語アカデミックリテラシー 2 前期 英語通訳論 2 後期 英語ネゴシエーション 2

後期 実践英語：多文化理解 2 後期 実践英語：日本文化 2

後期 実践英語：製造業 2

単位数 4 単位数 8 単位数 6 単位数 2 20

－ 必修 後期 総合理論演習 2 通期 総合実践演習 4

単位数 0 単位数 0 単位数 2 単位数 4 6

合計単位数 42 合計単位数 37 合計単位数 39 合計単位数 10 128
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新  [資料 12-③ 履修モデル] 

③ 起業して新たなサービス・ビジネスを創出する人材を目指す履修モデル 

 

 

 

  

期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 期 科目名 単位 単位

必修 前期 イノベーションの志 2 前期 キャリアデザインⅠ 1 後期 キャリアデザインⅠ 1

前期 スタディスキル 2

前期 英語コア・スキルズⅠ 2

後期 リサーチ入門 2

後期 英語コア・スキルズⅡ 2

選択 前期 数学基礎A 2 前期 先端グローバル社会 2

後期 数学基礎B 2

後期 数学基礎C 2

単位数 16 単位数 3 単位数 1 単位数 0 20

必修 前期 マネジメント（経営学基礎） 2

前期 マーケティング基礎 2

後期 法務リテラシーⅠ 2

後期 アカウンティング基礎 2

選択

選択 前期 アカウンティング応用 2 後期 地域創生とイノベーション 2 後期 税務会計・会計処理 2

後期 ファイナンス入門 2 後期 コーポレートファイナンス 2

必修 前期 イノベーションプロジェクトⅠ 2 前期 イノベーションプロジェクトⅢ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅤ 2 通期 イノベーションプロジェクトⅥ 2

後期 イノベーションプロジェクトⅡ 2 前期 ビジネスフィールドリサーチⅠ 2 前期 インターンシップⅠ 12

後期 スタートアップ基礎（起業論） 2 後期 イノベーションプロジェクトⅣ 2 後期 インターンシップⅡ 12

後期 ビジネスフィールドリサーチⅡ 2

必修 前期 プログラミングⅠ 2 前期 ソフトウェア設計・構築 2

前期 データ構造と処理法 2 前期 データベース 2

前期 コンピュータとソフトウェア基礎 2 後期 情報技術演習Ⅰ 2

後期 プログラミングⅡ 2 後期 システム設計演習 2

後期 ネットワーク技術 2

選択

選択 前期 Webシステム演習 2

前期 インタラクティブ・システムデザイン 2

選択

単位数 24 単位数 24 単位数 30 単位数 4 82

必修 前期 ビジネス英語実習Ⅰ 2 前期 ビジネス英語実習Ⅲ 2

後期 ビジネス英語実習Ⅱ 2 後期 ビジネス英語実習Ⅳ 2

選択 後期 英語ビジネスマネジメント 2 後期 英語ディスカッション・ディベート 2 前期 実践英語：ファイナンス 2

後期 実践英語：多文化理解 2 前期 英語プレゼンテーション 2

後期 英語ネゴシエーション 2

単位数 4 単位数 8 単位数 2 単位数 6 20

必修 後期 総合理論演習 2 通期 総合実践演習 4

単位数 0 単位数 0 単位数 2 単位数 4 6

合計単位数 44 合計単位数 35 合計単位数 35 合計単位数 14 128
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旧 [資料 12 履修モデル] 

◆ICTを活用する様々な業界・団体において課題を解決し、新たな商品・サービスやビジネスを生み出

す企画職 
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旧 [資料 13 履修モデル] 

◆ICTを活用したビジネスを開発し起業を実現する人材 
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（改善事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

14. 教育課程連携協議会の構成員として、「臨地実務実習その他の授業科目の開設又は授業の実施において

当該専門職大学と協力する事業者」として１名配置しているが、産業界との連携に関する審議を行うと

いう趣旨に照らすと、さらに充実することが望まれるため、対応方針を説明すること。 

 

（対応） 

教育課程連携協議会の構成員として、学長が指名する教員その他の職員 3 名、本学の課程に係る職業に

就いている者又は当該職業に関連する事業を行う者による団体のうち、広範囲の地域で活躍するものの関

係者であって、当該職業の実務に関し豊富な経験を有するもの 2 名、地方公共団体の職員、地域事業者に

よる団体の関係者その他の地域の関係者 1 名、臨地実務実習その他の授業科目の開設又は授業に実施にお

いて本学と協力する事業者 1 名の配置を予定していたが、産業界との連携に関する審議を行うという趣旨

に照らすと、さらに充実することが望まれるとご指摘を頂き、本学の教育課程連携協議会の構成員として

臨地実務実習先の事業者 1 名を追加する。 

追加する構成員には、産学連携の更なる充実を図るため、臨地実務実習の受入先であり、情報通信技術

に精通している日本サード・パーティ株式会社でプロジェクトマネジャーも務める伊藤好宏氏に新たに就

任頂く。全ての臨地実務実習先において、体験や作業としてシステム開発やデータ調査、プレゼンテーシ

ョン等を経験させる計画であるが、日本サード・パーティ株式会社伊藤氏には主に情報通信技術に関する

助言や提案を頂く計画である。 

なお、すでに就任予定で教育課程連携協議会の構成員である浜野氏は、臨地実務実習先の事業者である

株式会社浜野製作所の代表取締役を務めている。浜野製作所では、長期のインターンシップの受入実績が

豊富にある。同社のインターンシッププログラムの１つに、学生自らのマーケティングから始まり企画立

案実行までチャレンジする内容があり、終了後には入社後即戦力になり得るほど大きく成長するインター

ンシップの受け入れ実績がある。そのため、インターンシップでの学生の成長、プログラム内容の検討な

ど経営やビジネスに関する多くの助言を頂く計画である。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（52、53 ページ） 

新 旧 

[52、53 ページ] 

(2)構成員と任期及び年間開催回数 

教育課程連携協議会は次に掲げる委員を持って

組織する。構成員の任期は、2 年とし再任を妨げな

い。協議会は年 2 回開催し、前期・後期の振り返り

を行い、次年度の教育課程の改善、教育課程全体の

見直しを実施していく。 

①「教職員」：学長が指名する教員その他の職員 

3 名 

［47 ページ］ 

(2)構成員と任期及び年間開催回数 

教育課程連携協議会は次に掲げる委員を持って

組織する。構成員の任期は、2 年とし再任を妨げな

い。協議会は年 2 回開催し、前期・後期の振り返り

を行い、次年度の教育課程の改善、教育課程全体の

見直しを実施していく。 

①「教職員」：学長が指名する教員その他の職員 

3 名 
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②「職業」：本学の課程に係る職業に就いている

者又は当該職業に関連する事業を行う者によ

る団体のうち、広範囲の地域で活躍するものの

関係者であって、当該職業の実務に関し豊富な

経験を有するもの 2 名 

③「地域」：地方公共団体の職員、地域事業者に

よる団体の関係者その他の地域の関係者 1 名 

③協力」：臨地実務実習その他の授業科目の開設

又は授業に実施において本学と協力する事業

者 2 名 

 

上記①～④の構成員の詳細は以下のとおりである。 

①「教職員」：副学長、学部長、イノベーション

マネジメント局長。 

②「職業」：本学の教育課程に関連する職業に就

いている者や団体から協力を頂く。具体的に

は、株式会社インフォテック・サーブの代表取

締役であり、一般社団法人コンピュータソフト

ウェア協会の理事である者が就任する。社会、

とりわけ当該職業に関連する産業界で求めら

れている知識・スキルの情報提供や助言が得ら

れ、常に最新の教育課程を開発することが可能

である。また、東京商工会議所墨田支部の事務

局長が就任することで、幅広い業界が求めてい

る知識・スキルの情報や助言を得られるだけで

はなく、地域の抱える課題にも目を向けること

が可能なため、我々が目指す地域貢献・社会貢

献を鑑みた教育課程を編成することが可能で

ある。 

③「地域」：墨田区企画経営室課長が構成員とな

り、大学と地域が連携した学びの展開ができる

よう様々な情報や助言を得ることができる。ま

た、企画経営室という部署の特性もあり、１つ

の視点だけではなく、産業・教育・福祉・観光

等広い視点で地域と大学の連携が可能となる。 

④「協力」：インターンシップ先企業である株式

②「職業」：本学の課程に係る職業に就いている

者又は当該職業に関連する事業を行う者によ

る団体のうち、広範囲の地域で活躍するものの

関係者であって、当該職業の実務に関し豊富な

経験を有するもの 2 名 

③「地域」：地方公共団体の職員、地域事業者に

よる団体の関係者その他の地域の関係者 1 名 

④「協力」：臨地実務実習その他の授業科目の開

設又は授業に実施において本学と協力する事

業者 1 名 

 

上記①～④の構成員の詳細は以下のとおりである。 

①「教職員」：副学長、学部長、i マネジメント局

長。 

②「職業」：本学の教育課程に関連する職業に就

いている者や団体から協力を頂く。具体的に

は、株式会社インフォテック・サーブの代表取

締役であり、一般社団法人コンピュータソフト

ウェア協会の理事である者が就任する。社会、

とりわけ当該職業に関連する産業界で求めら

れている知識・スキルの情報提供や助言が得ら

れ、常に最新の教育課程を開発することが可能

である。また、東京商工会議所墨田支部の事務

局長が就任することで、幅広い業界が求めてい

る知識・スキルの情報や助言を得られるだけで

はなく、地域の抱える課題にも目を向けること

が可能なため、我々が目指す地域貢献・社会貢

献を鑑みた教育課程を編成することが可能で

ある。 

③「地域」：墨田区企画経営室課長が構成員とな

り、大学と地域が連携した学びの展開ができる

よう様々な情報や助言を得ることができる。ま

た、企画経営室という部署の特性もあり、１つ

の視点だけではなく、産業・教育・福祉・観光

等広い視点で地域と大学の連携が可能となる。 

④「協力」：インターンシップ先企業である株式
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会社浜野製作所の代表取締役と日本サード・パ

ーティ株式会社でプロジェクトマネジャーを

務める方が構成員となる。株式会社浜野製作所

のインターンシッププログラムの１つに、学生

自らのマーケティングから始まり企画立案実

行までチャレンジする内容があり、終了後には

入社後即戦力になり得るほど大きく成長する

インターンシップの受け入れ実績がある。その

ため、インターンシップでの学生の成長、プロ

グラム内容の検討など多くの助言を頂き充実

させることが可能である。また、日本サード・

パーティ株式会社では、主にシステム開発やシ

ステム保守業務を事業の中心として展開して

いる。そのため、教育課程やインターンシップ

において、主に情報通信技術に関する助言や提

案を頂く予定である。 

会社浜野製作所の代表取締役が構成員となる。

同社のインターンシッププログラムの１つに、

学生自らのマーケティングから始まり企画立

案実行までチャレンジする内容があり、終了後

には入社後即戦力になり得るほど大きく成長

するインターンシップの受け入れ実績がある。

そのため、インターンシップでの学生の成長、

プログラム内容の検討など多くの助言を頂き

充実させることが可能である。 

 

 

（新旧対照表）教育課程連携協議会構成員名簿 

新 旧 

教育課程連携協議会構成員名簿 

 

番号 

 ２ 

構成員区分 

教職員 

関係する学部等又は研究科等 

情報経営イノベーション学部 

氏名 

 鎌谷 修 

年齢 

 ５４ 

現所属及び役職名 

日本電信電話株式会社  

未来ねっと研究所 主任研究員 

当該専門職大学等，専門職学科又は専門職大学院の

課程に係る職業に関する主な経歴 

教育課程連携協議会構成員名簿 

 

番号 

 ２ 

構成員区分 

教職員 

関係する学部等又は研究科等 

情報経営イノベーション学部 

氏名 

 川上慎市郎 

年齢 

 ４７ 

現所属及び役職名 

グロービス経営大学院 経営研究科経営専攻 

准教授 

当該専門職大学等，専門職学科又は専門職大学院の

課程に係る職業に関する主な経歴 
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 なし 

 

番号 

 ８ 

構成員区分 

協力 

関係する学部等又は研究科等 

情報経営イノベーション学部 

氏名 

伊藤 好宏 

年齢 

42 歳 

現所属及び役職名 

日本サード・パーティ株式会社  

マネージドサービスソリューション事業部  

ミッションクリティカルソリューションセンタ

第一部プロジェクトマネージャ 

 

なし 

 

(追加) 
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（新旧対照表）i 専門職大学教育課程連携協議会規程(案) 

新 旧 

情報経営イノベーション専門職大学教育課程連携

協議会規程(案) 

 

(組織) 

第２条 協議会は、専門職大学設置基準(平成２９年

９月８日文部科学省令第３３号)第１１条第１項の

定めるところにより、次に掲げる委員をもって組織

する。 

(中略) 

（４）臨地実務実習その他の授業科目の開設又は授

業に実施において本学と協力する事業者：2 名 

i 専門職大学教育課程連携協議会規程(案) 

 

 

(組織) 

第２条 協議会は、専門職大学設置基準(平成２９年

９月８日文部科学省令第３３号)第１１条第１項の

定めるところにより、次に掲げる委員をもって組織

する。 

(中略) 

（４）臨地実務実習その他の授業科目の開設又は授

業に実施において本学と協力する事業者：1 名 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

15. 専任教員数について、専門職大学設置基準の規定を満たしていないため、適切に改めること。 

 

（対応） 

 専任教員数について、本学の必要教員数は 26 名以上であり、設置認可申請時(2018 年 10 月)では 27 名

と掲げていたが、専任教員として 2 名が教授不適格であったため現在 25 名となっている。そのため、専門

職大学設置基準の規定を満たしておらず、適切に改めることとご指摘を頂き、2 名を准教授として再度申

請することで、27 名の教員組織を維持する。また、科目適合審査において、専任教員担当を予定していた

が不適格となった「アカウンティング」については、他の審査意見への対応により、内容を易化して「ア

カウンティング入門」とし、新たに「アカウンティング応用」を追加した。また、同じく専任教員が担当

を予定していたが不適格となった必修科目の「ファイナンス」については、教育課程を再度検討した結果、

当初申請していた科目を削除し、新たに選択科目として「ファイナンス入門」を追加することとした。こ

れらは理論系科目であることから、審査意見 16 の対応により新規採用する教員の担当を予定する。 

以上により、補正申請時、3 名を再度申請し、合計 28 名の教員組織を編成する。 

 

 

（新旧対照表）基本計画書 

 新  旧 

 

 

 

専任教員等 

教授 准教授 講師 助教 計 助手 

人 人 人 人 人 人 

15 7 6 － 28 － 

(15) (7) (6) (－) (28) (－) 

 
 

専任教員等 

教授 准教授 講師 助教 計 助手 

人 人 人 人 人 人 

16 5 6 － 27 － 

(16) (5) (6) (－) (27) (－) 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（42～44 ページ） 

新 旧 

[42～44 ページ] 

5.教員組織の編成の考え方及び特色 

(1)教員組織編成の考え方 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーシ

ョン学科は、入学定員 200 名、収容定員 800 名に対

して 28 名の専任教員を配置している。 

(中略) 

(2)教員組織編成の構成 

(中略) 

本学の収容定員 800 名に対して、専門職大学設置基

準上では専任教員 26 名以上、うち実務の経験等を

有する専任教員(実務家教員)11 名以上、そのうち 6

名以上は研究上の業績を併せ持つ実務家教員(実研)

が必要である。本学では、専任教員 28 名、うち実

務家教員は 22 名、そのうち研究上の業績を併せ持

つ実務家教員は 11 名と基準以上で構成されている。 

・専任教員     28 名 

うち実務の経験等を有する専任教員(実務家

教員)     22 名 

うち研究上の業績を併せ持つ実務家教員

(実研)     11 名 

 

専任教員の職位の構成は、以下のようになってお

り、バランスの取れた職位構成になっている。 

・教授 15 名 

・准教授 7 名 

・講師  6 名 

 

主要な授業科目に専任の教授、准教授を配置し、

教育課程に対する分野別の教員構成は、以下のよう

になっている。 

・情報通信技術系担当教員 12 名 

・経営系担当教員  13 名 

・英語系担当教員   3 名 

[39～41 ページ] 

5.教員組織の編成の考え方及び特色 

(1)教員組織編成の考え方 

ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科

は、入学定員 200 名、収容定員 800 名に対して 27

名の専任教員を配置している。 

(中略) 

(2)教員組織編成の構成 

(中略) 

本学の収容定員 800 名に対して、専門職大学設置基

準上では専任教員 26 名以上、うち実務の経験等を

有する専任教員(実務家教員)11 名以上、そのうち 6

名以上は研究上の業績を併せ持つ実務家教員(実研)

が必要である。本学では、専任教員 27 名、うち実

務家教員は 22 名、そのうち研究上の業績を併せ持

つ実務家教員は 11 名と基準以上で構成されている。 

・専任教員     27 名 

うち実務の経験等を有する専任教員(実務家

教員)     22 名 

うち研究上の業績を併せ持つ実務家教員

(実研)     11 名 

 

専任教員の職位の構成は、以下のようになってお

り、バランスの取れた職位構成になっている。 

・教授 16 名 

・准教授 5 名 

・講師  6 名 

 

主要な授業科目に専任の教授、准教授を配置し、

教育課程に対する分野別の教員構成は、以下のよう

になっている。 

・ICT 系担当教員  12 名 

・ビジネス系担当教員 12 名 

・英語系担当教員   3 名 
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(中略) 

(4)年齢構成と完成年度後の教員組織構想 

専任教員の開学時の年齢構成は、60 代 5 名、50

代 15 名、40 代 6 名、30 代 2 名となっており、バラ

ンスの取れた年齢構成になっている。 

・60 代  5 名(17.9%) 

・50 代 15 名(53.6%) 

・40 代  6 名(21.4%) 

・30 代  2 名( 7.1%) 

 

なお、本学の定年は 65 歳であり、開学時にこれを

超える教員が 1 名いる。また、完成年度までに定年

を迎える教員が 3 名いるが、本学の専任教員定年規

程・再雇用及び定年超過雇用規程(資料 11)を活用し、

70 歳までは専任教員として確保することができる

ため、完成年度まで教員組織を維持し、教育水準を

維持することが可能である。 

(中略) 

(4)年齢構成と完成年度後の教員組織構想 

専任教員の開学時の年齢構成は、60 代 4 名、50

代 15 名、40 代 6 名、30 代 2 名となっており、バラ

ンスの取れた年齢構成になっている。 

・60 代  4 名(14.8%) 

・50 代 15 名(55.6%) 

・40 代  6 名(22.2%) 

・30 代  2 名( 7.4%) 

 

なお、本学の定年は 65 歳としているが、開学時に

これを超える教員は含まれていない。完成年度まで

に定年を迎える教員が 3 名いるが、本学の専任教員

定年規程・再雇用及び定年超過雇用規程(資料 11)を

活用し、70 歳までは専任教員として確保することが

できるため、完成年度まで教員組織を維持し、教育

水準を維持することが可能である。 

 

新旧対照表）教員名簿[教員の氏名等] 

新 旧 

 

調
書
番
号 

専
任
等
区
分 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ 

氏 名 
＜就任(予定)年月＞ 

担当授業科目の名称 
配当 

年次 

担 

当 

単 

位 

数 

年 

間 

開 

講 

数 

1 専 

ﾅｶﾑﾗ ｲﾁﾔ 

中村 伊知哉 
＜平成 32年 4月＞ 

イノベーションの志 1 前 10 5 

2 専 

ﾅｶｼﾞﾏ(ｶﾜﾑﾗ)ﾘｭｳ

ｲﾁ 

中嶋(川村)隆一 
＜平成 32年 4月＞ 

アカウンティング入

門 
1 後 10 5 

アカウンティング応

用 
2 前 2 1 

ファイナンス入門 2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

3 専 

ﾅﾝﾊﾞ(ﾐｶﾐ) ﾐﾎ 

難波(三上)美帆 
＜平成 32年 4月＞ 

リサーチ入門 1 後 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

4 専 

ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ ﾃﾞｲﾋﾞ

ｯﾄﾞ 

 ﾁｪｵｯｸ 

Adrian David 

Cheok 
＜平成 32年 4月＞ 

AI 4 前 1 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

データサイエンス 2 後 2 2 

IoT 3 後 1 1 

 

調
書
番
号 

専
任
等
区
分 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ 

氏 名 
＜就任(予定)年月＞ 

担当授業科目の名称 
配当 

年次 

担 

当 

単 

位 

数 

年 

間 

開 

講 

数 

1 専 

ﾅｶﾑﾗ ｲﾁﾔ 

中村 伊知哉 
＜平成 32年 4月＞ 

イノベーションの志 1 前 10 5 

2 専 （追加） 

アカウンティング入

門 
1 後 10 5 

アカウンティング応

用 
2 前 2 1 

ファイナンス入門 2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

2 専 

ﾅﾝﾊﾞ(ﾐｶﾐ) ﾐﾎ 

難波(三上)美帆 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネスデザインⅠ 1 後 2 1 

ビジネスデザインⅡ 2 前 2 1 

ファシリテーション 2 後 2 1 

デザイン思考ワーク

ショップ設計 

4 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

3 専 

ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ ﾃﾞｲﾋﾞ

ｯﾄﾞ 

 ﾁｪｵｯｸ 

Adrian David 

Cheok 
＜平成 32年 4月＞ 

データサイエンス 2 後 2 2 

AI 4 前 1 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

シミュレーションに

よる問題分析 

3 後 1 1 

IoTⅠ 3 後 1 1 

IoTⅡ 4 前 1 1 
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4 専 

ﾃﾗﾜｷ(ﾀｶﾊｼ) ﾕｷ 

寺脇(高橋)由紀 
＜平成 32年 4月＞ 

プログラミングⅠ 1 前 10 5 

プログラミングⅡ 1 後 10 5 

モデル化と要求開発 3 前 2 1 

ソフトウェアプロセ

スと品質 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

5 専 

ﾔﾏﾉｳﾁ ﾏｻﾄ 

山内 正人 
＜平成 32年 4月＞ 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

ネットワーク構築Ⅰ 2 前 2 1 

ネットワーク構築Ⅱ 2 後 2 1 

ネットワーク構築Ⅲ 3 前 2 1 

6 
実
専 

ｸﾒ ﾉﾌﾞﾕｷ 

久米 信行 
＜平成 32年 4月＞ 

地域創生とイノベー

ション 
3 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 

 

 

 

4 通 4 1 

7 
実
専 

ﾋﾗﾔﾏ ﾄｼﾋﾛ 

平山 敏弘 
＜平成 32年 4月＞ 

情報システムのプロ

ジェクト管理 
2 後 2 1 

システムインテグレ

ーション 
3 後 1 1 

情報セキュリティ演

習Ⅰ 
2 後 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅱ 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

8 
実
専 

ｲｻﾞﾜ ﾃﾂﾔ 

井澤 哲也 
＜平成 32年 4月＞ 

オペレーティングシ

ステム 
1 前 4 2 

クラウド 3 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

インタラクティブ・シ

ステムデザイン 
2 前 2 1 

9 
実
専 

ｵｸﾑﾗ ｺｳｲﾁ 

奥村 耕一 
＜平成 32年 4月＞ 

英語コア・スキルズⅠ 1 前 10 5 

英語コア・スキルズⅡ 1 後 10 5 

英語アカデミックリ

テラシー 

2 前 6 3 

10 実(

研) 

ｶﾜｶﾐ ｼﾝｲﾁﾛｳ 

川上 慎市郎 
＜平成 32年 4月＞ 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

4 専 

ﾃﾗﾜｷ(ﾀｶﾊｼ) ﾕｷ 

寺脇(高橋)由紀 
＜平成 32年 4月＞ 

プログラミングⅠ 1 前 10 5 

プログラミングⅡ 1 後 10 5 

モデル化と要求開発 1 後 2 1 

ソフトウェアプロセ

スと品質 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

5 専 

ﾔﾏﾉｳﾁ ﾏｻﾄ 

山内 正人 
＜平成 32年 4月＞ 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

ネットワーク構築Ⅰ 2 前 2 1 

ネットワーク構築Ⅱ 2 後 2 1 

ネットワーク構築Ⅲ 3 前 2 1 

ネットワーク構築Ⅳ 3 後 2 1 

6 
実
専 

ｸﾒ ﾉﾌﾞﾕｷ 

久米 信行 
＜平成 32年 4月＞ 

地域創生とイノベー

ション 
3 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 

 

 

 

4 通 4 1 

7 
実
専 

ﾋﾗﾔﾏ ﾄｼﾋﾛ 

平山 敏弘 
＜平成 32年 4月＞ 

情報システムのプロ

ジェクト管理 
2 後 2 1 

情報システムの失敗

と分析 
3 前 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅰ 
2 後 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅱ 
3 前 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅲ 

3 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

8 
実
専 

ｲｻﾞﾜ ﾃﾂﾔ 

井澤 哲也 
＜平成 32年 4月＞ 

オペレーティングシ

ステム 
1 前 4 2 

クラウド 3 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

インタラクティブ・シ

ステムデザイン 
2 前 2 1 

9 
実
専 

ｵｸﾑﾗ ｺｳｲﾁ 

奥村 耕一 
＜平成 32年 4月＞ 

英語コア・スキルズⅠ 1 前 10 5 

英語コア・スキルズⅡ 1 後 10 5 

英語アカデミックリ

テラシー 

2 前 6 3 

11 実(

研) 

ｶﾜｶﾐ ｼﾝｲﾁﾛｳ 

川上 慎市郎 
＜平成 32年 4月＞ 

アカウンティング 1 後 10 5 

ファイナンス 2 前 10 5 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 
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ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

11 
実(

研) 

ﾄﾐｻﾞﾜ ﾕﾀｶ 

富澤 豊 
＜平成 32年 4月＞ 

キャリアデザインⅠ 2 前 5 5 

キャリアデザインⅡ 3 後 5 5 

マーケティング基礎 1 前 10 5 

マーケティング応用 2 前 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

12 
実(

研) 

ｲｿ ﾄｼｷ 

磯 俊樹 
＜平成 32年 4月＞ 

データサイエンス 2 後 2 2 

数学基礎 A 1 前 10 5 

数学基礎 C 1 後 10 5 

モバイルサービス概

論 
2 前 4 2 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

13 
実(

研) 

ｶﾀｷﾞﾘ ﾏｻｼﾞ 

片桐 雅二 
＜平成 32年 4月＞ 

データ構造と処理法 1 前 10 5 

情報系数学応用 B 2 後 4 2 

情報系数学応用 C 3 前 4 2 

データベース 2 前 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

14 
実(

研) 

ｶﾄｳ ﾅｵﾄ 

加藤 直人 
＜平成 32年 4月＞ 

スタディスキル 1 前 10 5 

ビッグデータ 3 後 1 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

15 
実(

研) 

ｶﾏﾀﾆ ｵｻﾑ 

鎌谷 修 
＜平成 32年 4月＞ 

情報技術演習Ⅰ 2 後 10 5 

情報技術演習Ⅱ 3 前 2 1 

IoT 3 後 1 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

16 
実(

研) 

ﾎｯﾀ ｺｳｲﾁﾛｳ 

堀田 耕一郎 
＜平成 32年 4月＞ 

コンピュータとソフ

トウェア基礎 
1 前 10 5 

コンピュータアーキ

テクチャ 
1 後 4 2 

スーパーコンピュー

タ 
4 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

17 
実(

研) 

ｵﾁｱｲ ｹｲﾋﾛ 

落合 慶広 
＜平成 32年 4月＞ 

数学基礎 B 1 後 10 5 

情報系数学応用 A 2 前 4 2 

ビッグデータ 3 後 1 1 

AI 4 前 1 1 

Web システム演習 2 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

18 
実(

研) 

ｷﾘﾀﾆ ｹｲｽｹ 

桐谷 恵介 
＜平成 32年 4月＞ 

ソフトウェア設計・構

築 
2 前 10 5 

システム設計演習 2 後 10 5 

システムインテグレ

ーション 
3 後 1 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

13 
実(

研) 

ﾄﾐｻﾞﾜ ﾕﾀｶ 

富澤 豊 
＜平成 32年 4月＞ 

キャリアデザインⅠ 1 後 5 5 

キャリアデザインⅡ 2 前 5 5 

マーケティング基礎 1 前 10 5 

マーケティング応用 2 前 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

14 
実(

研) 

ｲｿ ﾄｼｷ 

磯 俊樹 
＜平成 32年 4月＞ 

データサイエンス 2 後 2 2 

モバイルコンピュー

ティングⅠ 

1 後 4 2 

モバイルコンピュー

ティングⅡ 

2 前 4 2 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

15 
実(

研) 

ｶﾀｷﾞﾘ ﾏｻｼﾞ 

片桐 雅二 
＜平成 32年 4月＞ 

データ構造と処理法 1 前 10 5 

離散数学Ⅰ 1 後 10 5 

離散数学Ⅱ 2 前 4 2 

データベース 2 前 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

16 
実(

研) 

ｶﾄｳ ﾅｵﾄ 

加藤 直人 
＜平成 32年 4月＞ 

スタディスキル 1 前 10 5 

ICT リテラシー 1 前 4 2 

ビッグデータ 3 後 1 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

17 
実(

研) 

ｶﾏﾀﾆ ｵｻﾑ 

鎌谷 修 
＜平成 32年 4月＞ 

情報技術演習Ⅰ 2 後 10 5 

情報技術演習Ⅱ 3 前 2 1 

IoTⅠ 3 後 1 1 

IoTⅡ 4 前 1 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

18 
実(

研) 

ﾎｯﾀ ｺｳｲﾁﾛｳ 

堀田 耕一郎 
＜平成 32年 4月＞ 

コンピュータとソフ

トウェア基礎 
1 前 10 5 

コンピュータアーキ

テクチャ 
1 後 4 2 

スーパーコンピュー

タ 
4 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

19 
実(

研) 

ｵﾁｱｲ ｹｲﾋﾛ 

落合 慶広 
＜平成 32年 4月＞ 

オペレーションズリ

サーチ 

2 前 4 2 

ビッグデータ 3 後 1 1 

AI 4 前 1 1 

Web システム演習 2 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

21 
実(

研) 

ｷﾘﾀﾆ ｹｲｽｹ 

桐谷 恵介 
＜平成 32年 4月＞ 

ソフトウェア設計・構

築 
2 前 10 5 

システム設計演習 2 後 10 5 

システムインテグレ

ーション 
3 前 2 1 
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総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

22 
実
み 

ｴﾊﾞﾀ ﾋﾛﾄ 

江端 浩人 
＜平成 32年 4月＞ 

スタートアップ基礎

（起業論） 
1 後 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

23 
実
み 

ｱﾍﾞｶﾜ ﾋｻﾋﾛ 

阿部川 久広 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネス英語実習Ⅰ 1 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅱ 1 後 2 1 

ビジネス英語実習Ⅲ 2 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅳ 2 後 2 1 

英語ビジネスマネジ

メント 
2 後 6 3 

英米文学演習 2 後 6 3 

英語通訳論 3 前 6 3 

24 
実
み 

ｶｶﾞﾐ ｼｹﾞｵ 

各務 茂雄 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

28 
兼
任 

ｱｵﾀ ﾂﾄﾑ 

青田 努 
＜平成 33年 4月＞ 

組織行動論 

人的資源管理論 

2 後 

3 前 

2 

2 

1 

1 

19 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ｸﾐｺ 

小林 久美子 
＜平成 33年 4月＞ 

先端グローバル社会 

デザインと経営 

2 前 

4 前 

4 

2 

2 

1 

20 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ﾐｷ 

小林 美紀 
＜平成 33年 4月＞ 

職業倫理 2 前 4 2 

33 
兼
任 

ﾂｼﾞ ﾀｶﾕｷ 

辻 貴之 
＜平成 34年 4月＞ 

 

コーポレートファイ

ナンス 

税務会計・会計処理 

3 後 

 

4 後 

2 

 

2 

1 

 

1 

21 
兼
任 

ﾃﾗｳﾗ ｾｲｼﾞ 

寺裏 誠司 
＜平成 34年 4月＞ 

ビジネスゲームによ

る経営意思決定 
3 前 2 1 

22 
兼
任 

ﾌｼﾞﾓﾘ ｼﾎ 

藤森 志保 
＜平成 33年 4月＞ 

ICT と人間 

クロステックビジネ

スデザイン 

2 後 

4 前 

 

4 

2 

 

2 

1 

 
 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

22 
実
み 

ｴﾊﾞﾀ ﾋﾛﾄ 

江端 浩人 
＜平成 32年 4月＞ 

ゲーム理論と交渉術 2 前 2 1 

フィンテック 4 前 2 1 

スタートアップ基礎

（起業論） 
1 後 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

23 
実
み 

ｱﾍﾞｶﾜ ﾋｻﾋﾛ 

阿部川 久広 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネス英語実習Ⅰ 1 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅱ 1 後 2 1 

ビジネス英語実習Ⅲ 2 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅳ 2 後 2 1 

英語ビジネスマネジ

メント 
2 後 6 3 

英米文学演習 2 後 6 3 

英語通訳論 3 前 6 3 

24 
実
み 

ｶｶﾞﾐ ｼｹﾞｵ 

各務 茂雄 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

シミュレーションに

よる問題分析 

3 後 1 1 

28 
兼
任 

ｱｵﾀ ﾂﾄﾑ 

青田 努 
＜平成 33年 4月＞ 

人的資源管理論 

組織行動論 

2 後 

3 前 

2 

2 

1 

1 

30 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ｸﾐｺ 

小林 久美子 
＜平成 32年 4月＞ 

先端グローバル社会 1 後 4 2 

31 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ﾐｷ 

小林 美紀 
＜平成 32年 4月＞ 

職業倫理 1 後 4 2 

33 
兼
任 

ﾂｼﾞ ﾀｶﾕｷ 

辻 貴之 
＜平成 34年 4月＞ 

 

コーポレートファイ

ナンス 

税務会計・会計処理 

3 前 

 

4 後 

2 

 

2 

1 

 

1 

34 
兼
任 

ﾃﾗｳﾗ ｾｲｼﾞ 

寺裏 誠司 
＜平成 33年 4月＞ 

モチベーションマネ

ジメント 

ビジネスゲームによ

る経営意思決定 

2 前 

 

3 前 

 

2 

 

2 

 

1 

 

1 

 

36 
兼
任 

ﾌｼﾞﾓﾘ ｼﾎ 

藤森 志保 
＜平成 33年 4月＞ 

ICT と人間 2 後 4 2 

 

 

（新旧対照表）専任教員の年齢構成・学位保有状況 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専任教員の年齢構成・学位保有状

況 

職 

位 

学 

位 

50～

59歳 

70歳

以上 

合 

計 

教 

授 

修 士 1 人 1 人 3 人 

学 士 2 人 人 4 人 

准教

授 

修 士 2 人 人 2 人 

学 士 2 人 人 2 人 

合 

計 
修 士 4 人 1 人 8 人 

 

専任教員の年齢構成・学位保有状

況 

職 

位 

学 

位 

50～

59歳 

70歳

以上 

合 

計 

教 

授 

修 士 1 人 1 人 3 人 

学 士 3 人 人 5 人 

准教

授 

修 士 1 人 人 1 人 

学 士 1 人 人 1 人 

合 

計 
修 士 4 人 人 7 人 
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（新旧対照表）専任教員の年齢構成・学位保有状況（実務家教員） 

新 旧 
 

専任教員の年齢構成・学位保有

状況 

（専門職大学等又は専門職学科を

設ける大学若しくは短期大学の実

務の経験等を有する専任教員） 

職 

位 

学 

位 

50～ 59

歳 

合 

計 

教 

授 
学 士 

2 人 

( 人) 

4 人 

(1 人) 

 

准教

授 

学 士 
2 人 

(1 人) 

2 人 

(1 人) 

 

専任教員の年齢構成・学位保有

状況 

（専門職大学等又は専門職学科を

設ける大学若しくは短期大学の実

務の経験等を有する専任教員） 

職 

位 

学 

位 

50～ 59

歳 

合 

計 

教 

授 
学 士 

3 人 

(1 人) 

5 人 

(2 人) 

 

准教

授 

学 士 
1 人 

( 人) 

1 人 

( 人) 
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（改善事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

16. 大学の学生に対して指導経験を有する理論系の専任教員を充実することが望まれるため、対応方針を

説明すること。 

 

（対応） 

 本学の専任教員 27 名のうち、実務の経験等を有する専任教員(実務家教員)は 22 名を掲げていたが、大

学の学生に対して指導経験を有する理論系の専任教員を充実することが望まれるとご指摘を頂き、大学で

の指導経験を有する理論系の専任教員を 1 名追加採用する。 

なお、新規採用にあたり、「大学の学生に対して概ね 10 年の専任教員経験があり教授又は准教授職の経

験を有す」という基準を設け採用活動を行った。専任教員の追加採用者は以下の通りである。 

 

・中嶋(川村)隆一氏（教授職として申請、アカウンティング・ファイナンス系科目担当教員） 

 略歴：経営学修士。現職は明海大学経済学部経済学科教授、専修大学商学部マーケティング学科会計学

科兼任講師、早稲田大学産業経営研究所招聘研究員。 

    研究分野は会計学、国際会計。IFRS など国際会計を中心に研究を進める傍ら、30 年以上にわた

り様々な大学・大学院で簿記や会計学に関する基礎から応用にわたる授業を担当。明海大学では

学生部長やメディアセンター長等も務める。 

     

（新旧対照表）基本計画書 

新 旧 

 

 

 

専任教員等 

教授 准教授 講師 助教 計 助手 

人 人 人 人 人 人 

15 7 6 － 28 － 

(15) (7) (6) (－) (28) (－) 

 
 

専任教員等 

教授 准教授 講師 助教 計 助手 

人 人 人 人 人 人 

16 5 6 － 27 － 

(16) (5) (6) (－) (27) (－) 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（42～43 ページ） 

新 旧 

[42、43 ページ] 

5.教員組織の編成の考え方及び特色 

(1)教員組織編成の考え方 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーシ

ョン学科は、入学定員 200 名、収容定員 800 名に対

して 28 名の専任教員を配置している。 

(中略) 

(2)教員組織編成の構成 

(中略) 

本学の収容定員 800 名に対して、専門職大学設置基

準上では専任教員 26 名以上、うち実務の経験等を

有する専任教員(実務家教員)11 名以上、そのうち 6

名以上は研究上の業績を併せ持つ実務家教員(実研)

が必要である。本学では、専任教員 28 名、うち実

務家教員は 22 名、そのうち研究上の業績を併せ持

つ実務家教員は 11 名と基準以上で構成されている。 

 

・専任教員         28 名 

うち実務の経験等を有する専任教員(実務家

教員)     22 名 

うち研究上の業績を併せ持つ実務家教員

(実研)     11 名 

 

専任教員の職位の構成は、以下のようになってお

り、バランスの取れた職位構成になっている。 

・教授  15 名 

・准教授 7 名 

・講師  6 名 

 

主要な授業科目に専任の教授、准教授を配置し、

教育課程に対する分野別の教員構成は、以下のよう

になっている。 

・情報通信技術系担当教員 12 名 

・経営系担当教員  13 名 

[39 ページ] 

5.教員組織の編成の考え方及び特色 

(1)教員組織編成の考え方 

ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科

は、入学定員 200 名、収容定員 800 名に対して 27

名の専任教員を配置している。 

(中略) 

(2)教員組織編成の構成 

(中略) 

本学の収容定員 800 名に対して、専門職大学設置

基準上では専任教員 26 名以上、うち実務の経験等

を有する専任教員(実務家教員)11 名以上、そのうち

6 名以上は研究上の業績を併せ持つ実務家教員(実

研)が必要である。本学では、専任教員 27 名、うち

実務家教員は 22 名、そのうち研究上の業績を併せ

持つ実務家教員は 11 名と基準以上で構成されてい

る。 

・専任教員         27 名 

うち実務の経験等を有する専任教員(実務家

教員)     22 名 

うち研究上の業績を併せ持つ実務家教員

(実研)     11 名 

 

専任教員の職位の構成は、以下のようになってお

り、バランスの取れた職位構成になっている。 

・教授  16 名 

・准教授  5 名 

・講師    6 名 

 

主要な授業科目に専任の教授、准教授を配置し、

教育課程に対する分野別の教員構成は、以下のよう

になっている。 

・ICT 系担当教員  12 名 

・ビジネス系担当教員 12 名 
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・英語系担当教員   3 名 

(中略) 

 

(4)年齢構成と完成年度後の教員組織構想 

専任教員の開学時の年齢構成は、60 代 5 名、50

代 15 名、40 代 6 名、30 代 2 名となっており、バラ

ンスの取れた年齢構成になっている。 

・60 代  5 名(17.9%) 

・50 代 15 名(53.6%) 

・40 代  6 名(21.4%) 

・30 代  2 名( 7.1%) 

 

・英語系担当教員   3 名 

(中略) 

(4)年齢構成と完成年度後の教員組織構想 

専任教員の開学時の年齢構成は、60 代 4 名、50

代 15 名、40 代 6 名、30 代 2 名となっており、バラ

ンスの取れた年齢構成になっている。 

・60 代  4 名(14.8%) 

・50 代 15 名(55.6%) 

・40 代  6 名(22.2%) 

・30 代  2 名( 7.4%) 

 

（新旧対照表）教員名簿[教員の氏名等] 

新 旧 

 

調
書
番
号 

専
任
等
区
分 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ 

氏 名 
＜就任(予定)年月＞ 

担当授業科目の名称 
配当 

年次 

担 

当 

単 

位 

数 

年 

間 

開 

講 

数 

1 専 

ﾅｶﾑﾗ ｲﾁﾔ 

中村 伊知哉 
＜平成 32年 4月＞ 

イノベーションの志 1 前 10 5 

2 専 
ﾅｶｼﾞﾏ(ｶﾜﾑﾗ)ﾘｭｳ

ｲﾁ 

中嶋(川村)隆一 
＜平成 32年 4月＞ 

アカウンティング入

門 
1 後 10 5 

アカウンティング応

用 
2 前 2 1 

ファイナンス入門 2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

3 専 

ﾅﾝﾊﾞ(ﾐｶﾐ) ﾐﾎ 

難波(三上)美帆 
＜平成 32年 4月＞ 

リサーチ入門 1 後 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

4 専 

ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ ﾃﾞｲﾋﾞ

ｯﾄﾞ 

 ﾁｪｵｯｸ 

Adrian David 

Cheok 
＜平成 32年 4月＞ 

AI 4 前 1 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

データサイエンス 2 後 2 2 

IoT 3 後 1 1 

4 専 

ﾃﾗﾜｷ(ﾀｶﾊｼ) ﾕｷ 

寺脇(高橋)由紀 
＜平成 32年 4月＞ 

プログラミングⅠ 1 前 10 5 

プログラミングⅡ 1 後 10 5 

モデル化と要求開発 3 前 2 1 

ソフトウェアプロセ

スと品質 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

5 専 

ﾔﾏﾉｳﾁ ﾏｻﾄ 

山内 正人 
＜平成 32年 4月＞ 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

 

調
書
番
号 

専
任
等
区
分 

ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ 

氏 名 
＜就任(予定)年月＞ 

担当授業科目の名称 
配当 

年次 

担 

当 

単 

位 

数 

年 

間 

開 

講 

数 

1 専 

ﾅｶﾑﾗ ｲﾁﾔ 

中村 伊知哉 
＜平成 32年 4月＞ 

イノベーションの志 1 前 10 5 

2 専 （追加） 

アカウンティング入

門 
1 後 10 5 

アカウンティング応

用 
2 前 2 1 

ファイナンス入門 2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

2 専 

ﾅﾝﾊﾞ(ﾐｶﾐ) ﾐﾎ 

難波(三上)美帆 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネスデザインⅠ 1 後 2 1 

ビジネスデザインⅡ 2 前 2 1 

ファシリテーション 2 後 2 1 

デザイン思考ワーク

ショップ設計 

4 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

3 専 

ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ ﾃﾞｲﾋﾞ

ｯﾄﾞ 

 ﾁｪｵｯｸ 

Adrian David 

Cheok 
＜平成 32年 4月＞ 

データサイエンス 2 後 2 2 

AI 4 前 1 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

シミュレーションに

よる問題分析 

3 後 1 1 

IoTⅠ 3 後 1 1 

IoTⅡ 4 前 1 1 

4 専 

ﾃﾗﾜｷ(ﾀｶﾊｼ) ﾕｷ 

寺脇(高橋)由紀 
＜平成 32年 4月＞ 

プログラミングⅠ 1 前 10 5 

プログラミングⅡ 1 後 10 5 

モデル化と要求開発 1 後 2 1 

ソフトウェアプロセ

スと品質 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

5 専 

ﾔﾏﾉｳﾁ ﾏｻﾄ 

山内 正人 
＜平成 32年 4月＞ 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

ネットワーク技術 1 後 5 5 

ネットワーク構築Ⅰ 2 前 2 1 
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ネットワーク構築Ⅰ 2 前 2 1 

ネットワーク構築Ⅱ 2 後 2 1 

ネットワーク構築Ⅲ 3 前 2 1 

6 
実
専 

ｸﾒ ﾉﾌﾞﾕｷ 

久米 信行 
＜平成 32年 4月＞ 

地域創生とイノベー

ション 
3 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 

 

 

 

4 通 4 1 

7 
実
専 

ﾋﾗﾔﾏ ﾄｼﾋﾛ 

平山 敏弘 
＜平成 32年 4月＞ 

情報システムのプロ

ジェクト管理 
2 後 2 1 

システムインテグレ

ーション 
3 後 1 1 

情報セキュリティ演

習Ⅰ 
2 後 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅱ 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

8 
実
専 

ｲｻﾞﾜ ﾃﾂﾔ 

井澤 哲也 
＜平成 32年 4月＞ 

オペレーティングシ

ステム 
1 前 4 2 

クラウド 3 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

インタラクティブ・シ

ステムデザイン 
2 前 2 1 

9 
実
専 

ｵｸﾑﾗ ｺｳｲﾁ 

奥村 耕一 
＜平成 32年 4月＞ 

英語コア・スキルズⅠ 1 前 10 5 

英語コア・スキルズⅡ 1 後 10 5 

英語アカデミックリ

テラシー 

2 前 6 3 

10 実(

研) 

ｶﾜｶﾐ ｼﾝｲﾁﾛｳ 

川上 慎市郎 
＜平成 32年 4月＞ 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

11 実

(

研) 

ﾄﾐｻﾞﾜ ﾕﾀｶ 

富澤 豊 
＜平成 32年 4月＞ 

キャリアデザインⅠ 2 前 5 5 

キャリアデザインⅡ 3 後 5 5 

マーケティング基礎 1 前 10 5 

ネットワーク構築Ⅱ 2 後 2 1 

ネットワーク構築Ⅲ 3 前 2 1 

ネットワーク構築Ⅳ 3 後 2 1 

6 
実
専 

ｸﾒ ﾉﾌﾞﾕｷ 

久米 信行 
＜平成 32年 4月＞ 

地域創生とイノベー

ション 
3 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 

 

 

 

4 通 4 1 

7 
実
専 

ﾋﾗﾔﾏ ﾄｼﾋﾛ 

平山 敏弘 
＜平成 32年 4月＞ 

情報システムのプロ

ジェクト管理 
2 後 2 1 

情報システムの失敗

と分析 
3 前 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅰ 
2 後 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅱ 
3 前 2 1 

情報セキュリティ演

習Ⅲ 

3 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

8 
実
専 

ｲｻﾞﾜ ﾃﾂﾔ 

井澤 哲也 
＜平成 32年 4月＞ 

オペレーティングシ

ステム 
1 前 4 2 

クラウド 3 後 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

インタラクティブ・シ

ステムデザイン 
2 前 2 1 

9 
実
専 

ｵｸﾑﾗ ｺｳｲﾁ 

奥村 耕一 
＜平成 32年 4月＞ 

英語コア・スキルズⅠ 1 前 10 5 

英語コア・スキルズⅡ 1 後 10 5 

英語アカデミックリ

テラシー 

2 前 6 3 

11 実(

研) 

ｶﾜｶﾐ ｼﾝｲﾁﾛｳ 

川上 慎市郎 
＜平成 32年 4月＞ 

アカウンティング 1 後 10 5 

ファイナンス 2 前 10 5 

イノベーションプロ

ジェクトⅠ 
1 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅡ 
1 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅢ 
2 前 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅣ 
2 後 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅤ 
3 通 2 1 

イノベーションプロ

ジェクトⅥ 
4 通 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

13 実

(

研) 

ﾄﾐｻﾞﾜ ﾕﾀｶ 

富澤 豊 
＜平成 32年 4月＞ 

キャリアデザインⅠ 1 後 5 5 

キャリアデザインⅡ 2 前 5 5 

マーケティング基礎 1 前 10 5 
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マーケティング応用 2 前 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

12 
実(

研) 

ｲｿ ﾄｼｷ 

磯 俊樹 
＜平成 32年 4月＞ 

データサイエンス 2 後 2 2 

数学基礎 A 1 前 10 5 

数学基礎 C 1 後 10 5 

モバイルサービス概

論 
2 前 4 2 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

13 
実(

研) 

ｶﾀｷﾞﾘ ﾏｻｼﾞ 

片桐 雅二 
＜平成 32年 4月＞ 

データ構造と処理法 1 前 10 5 

情報系数学応用 B 2 後 4 2 

情報系数学応用 C 3 前 4 2 

データベース 2 前 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

14 
実(

研) 

ｶﾄｳ ﾅｵﾄ 

加藤 直人 
＜平成 32年 4月＞ 

スタディスキル 1 前 10 5 

ビッグデータ 3 後 1 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

15 
実(

研) 

ｶﾏﾀﾆ ｵｻﾑ 

鎌谷 修 
＜平成 32年 4月＞ 

情報技術演習Ⅰ 2 後 10 5 

情報技術演習Ⅱ 3 前 2 1 

IoT 3 後 1 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

16 
実(

研) 
ﾎｯﾀ ｺｳｲﾁﾛｳ 

堀田 耕一郎 
＜平成 32年 4月＞ 

コンピュータとソフ

トウェア基礎 
1 前 10 5 

コンピュータアーキ

テクチャ 
1 後 4 2 

スーパーコンピュー

タ 
4 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

17 
実(

研) 

ｵﾁｱｲ ｹｲﾋﾛ 

落合 慶広 
＜平成 32年 4月＞ 

数学基礎 B 1 後 10 5 

情報系数学応用 A 2 前 4 2 

ビッグデータ 3 後 1 1 

AI 4 前 1 1 

Web システム演習 2 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

18 
実(

研) 

ｷﾘﾀﾆ ｹｲｽｹ 

桐谷 恵介 
＜平成 32年 4月＞ 

ソフトウェア設計・構

築 
2 前 10 5 

システム設計演習 2 後 10 5 

システムインテグレ

ーション 
3 後 1 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

22 
実
み 

ｴﾊﾞﾀ ﾋﾛﾄ 

江端 浩人 
＜平成 32年 4月＞ 

スタートアップ基礎

（起業論） 
1 後 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

23 
実
み 

ｱﾍﾞｶﾜ ﾋｻﾋﾛ 

阿部川 久広 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネス英語実習Ⅰ 1 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅱ 1 後 2 1 

ビジネス英語実習Ⅲ 2 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅳ 2 後 2 1 

マーケティング応用 2 前 2 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

14 
実(

研) 

ｲｿ ﾄｼｷ 

磯 俊樹 
＜平成 32年 4月＞ 

データサイエンス 2 後 2 2 

モバイルコンピュー

ティングⅠ 

1 後 4 2 

モバイルコンピュー

ティングⅡ 

2 前 4 2 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

15 
実(

研) 
ｶﾀｷﾞﾘ ﾏｻｼﾞ 

片桐 雅二 
＜平成 32年 4月＞ 

データ構造と処理法 1 前 10 5 

離散数学Ⅰ 1 後 10 5 

離散数学Ⅱ 2 前 4 2 

データベース 2 前 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

16 
実(

研) 

ｶﾄｳ ﾅｵﾄ 

加藤 直人 
＜平成 32年 4月＞ 

スタディスキル 1 前 10 5 

ICT リテラシー 1 前 4 2 

ビッグデータ 3 後 1 1 

インターンシップⅠ 3 前 12 1 

インターンシップⅡ 3 後 12 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

17 
実(

研) 

ｶﾏﾀﾆ ｵｻﾑ 

鎌谷 修 
＜平成 32年 4月＞ 

情報技術演習Ⅰ 2 後 10 5 

情報技術演習Ⅱ 3 前 2 1 

IoTⅠ 3 後 1 1 

IoTⅡ 4 前 1 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

18 
実(

研) 

ﾎｯﾀ ｺｳｲﾁﾛｳ 

堀田 耕一郎 
＜平成 32年 4月＞ 

コンピュータとソフ

トウェア基礎 
1 前 10 5 

コンピュータアーキ

テクチャ 
1 後 4 2 

スーパーコンピュー

タ 
4 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

19 
実(

研) 

ｵﾁｱｲ ｹｲﾋﾛ 

落合 慶広 
＜平成 32年 4月＞ 

オペレーションズリ

サーチ 

2 前 4 2 

ビッグデータ 3 後 1 1 

AI 4 前 1 1 

Web システム演習 2 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

21 
実(

研) 

ｷﾘﾀﾆ ｹｲｽｹ 

桐谷 恵介 
＜平成 32年 4月＞ 

ソフトウェア設計・構

築 
2 前 10 5 

システム設計演習 2 後 10 5 

システムインテグレ

ーション 
3 前 2 1 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

22 
実
み 

ｴﾊﾞﾀ ﾋﾛﾄ 

江端 浩人 
＜平成 32年 4月＞ 

ゲーム理論と交渉術 2 前 2 1 

フィンテック 4 前 2 1 

スタートアップ基礎

（起業論） 
1 後 10 5 

総合理論演習 3 後 2 1 

総合実践演習 4 通 4 1 

23 
実
み 

ｱﾍﾞｶﾜ ﾋｻﾋﾛ 

阿部川 久広 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネス英語実習Ⅰ 1 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅱ 1 後 2 1 

ビジネス英語実習Ⅲ 2 前 2 1 

ビジネス英語実習Ⅳ 2 後 2 1 



197 

 

 

英語ビジネスマネジ

メント 
2 後 6 3 

英米文学演習 2 後 6 3 

英語通訳論 3 前 6 3 

24 
実
み 

ｶｶﾞﾐ ｼｹﾞｵ 

各務 茂雄 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

28 
兼
任 

ｱｵﾀ ﾂﾄﾑ 

青田 努 
＜平成 33年 4月＞ 

組織行動論 

人的資源管理論 

2 後 

3 前 

2 

2 

1 

1 

19 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ｸﾐｺ 

小林 久美子 
＜平成 33年 4月＞ 

先端グローバル社会 

デザインと経営 

2 前 

4 前 

4 

2 

2 

1 

20 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ﾐｷ 

小林 美紀 
＜平成 33年 4月＞ 

職業倫理 2 前 4 2 

33 
兼
任 

ﾂｼﾞ ﾀｶﾕｷ 

辻 貴之 
＜平成 34年 4月＞ 

 

コーポレートファイ

ナンス 

税務会計・会計処理 

3 後 

 

4 後 

2 

 

2 

1 

 

1 

21 
兼
任 

ﾃﾗｳﾗ ｾｲｼﾞ 

寺裏 誠司 
＜平成 34年 4月＞ 

ビジネスゲームによ

る経営意思決定 
3 前 2 1 

22 
兼
任 

ﾌｼﾞﾓﾘ ｼﾎ 

藤森 志保 
＜平成 33年 4月＞ 

ICT と人間 

クロステックビジネ

スデザイン 

2 後 

4 前 

 

4 

2 

 

2 

1 

 
 

英語ビジネスマネジ

メント 
2 後 6 3 

英米文学演習 2 後 6 3 

英語通訳論 3 前 6 3 

24 
実
み 

ｶｶﾞﾐ ｼｹﾞｵ 

各務 茂雄 
＜平成 32年 4月＞ 

ビジネスフィールド

リサーチⅠ 
2 前 2 1 

ビジネスフィールド

リサーチⅡ 
2 後 2 1 

シミュレーションに

よる問題分析 

3 後 1 1 

28 
兼
任 

ｱｵﾀ ﾂﾄﾑ 

青田 努 
＜平成 33年 4月＞ 

人的資源管理論 

組織行動論 

2 後 

3 前 

2 

2 

1 

1 

30 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ｸﾐｺ 

小林 久美子 
＜平成 32年 4月＞ 

先端グローバル社会 1 後 4 2 

31 
兼
任 

ｺﾊﾞﾔｼ ﾐｷ 

小林 美紀 
＜平成 32年 4月＞ 

職業倫理 1 後 4 2 

33 
兼
任 

ﾂｼﾞ ﾀｶﾕｷ 

辻 貴之 
＜平成 34年 4月＞ 

 

コーポレートファイ

ナンス 

税務会計・会計処理 

3 前 

 

4 後 

2 

 

2 

1 

 

1 

34 
兼
任 

ﾃﾗｳﾗ ｾｲｼﾞ 

寺裏 誠司 
＜平成 33年 4月＞ 

モチベーションマネ

ジメント 

ビジネスゲームによ

る経営意思決定 

2 前 

 

3 前 

 

2 

 

2 

 

1 

 

1 

 

36 
兼
任 

ﾌｼﾞﾓﾘ ｼﾎ 

藤森 志保 
＜平成 33年 4月＞ 

ICT と人間 2 後 4 2 

 

（新旧対照表）専任教員の年齢構成・学位保有状況 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専任教員の年齢構成・学位保有状況 

職 

位 

学 

位 

50～

59歳 

70歳

以上 

合 

計 

教 

授 

修 士 1 人 1 人 3 人 

学 士 2 人 人 4 人 

准教

授 

修 士 2 人 人 2 人 

学 士 2 人 人 2 人 

合 

計 
修 士 4 人 1 人 8 人 

 

専任教員の年齢構成・学位保有状況 

職 

位 

学 

位 

50～

59歳 

70歳

以上 

合 

計 

教 

授 

修 士 1 人 1 人 3 人 

学 士 3 人 人 5 人 

准教

授 

修 士 1 人 人 1 人 

学 士 1 人 人 1 人 

合 

計 
修 士 4 人 人 7 人 
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（新旧対照表）専任教員の年齢構成・学位保有状況（実務家教員） 

新 旧 
 

専任教員の年齢構成・学位保有状況 

（専門職大学等又は専門職学科を設け

る大学若しくは短期大学の実務の経験

等を有する専任教員） 

職 

位 

学 

位 

50～ 59

歳 
合 計 

教 

授 
学 士 

2 人 

( 人) 

4 人 

(1 人) 

 

准教

授 

学 士 
2 人 

(1 人) 

2 人 

(1 人) 

 

専任教員の年齢構成・学位保有状況 

（専門職大学等又は専門職学科を設け

る大学若しくは短期大学の実務の経験

等を有する専任教員） 

職 

位 

学 

位 

50～ 59

歳 
合 計 

教 

授 
学 士 

3 人 

(1 人) 

5 人 

(2 人) 

 

准教

授 

学 士 
1 人 

( 人) 

1 人 

( 人) 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

17. １室を２名で共同利用する個別研究室と共同授業・共同研究の推進や連携企業とのプロジェクトを行

う研究フリースペースで教育研究を行うと説明しているが、大学における教員の研究スペース及び外部

の者との打ち合わせのスペースとして十分であるか不明確であるため、個別研究室及び研究フリースペ

ースのレイアウト図等を示して改めて説明するか、適切に改めること。また、学生に対して、個別面談

や研究指導を行うことができるスペースが十分確保されているか不明確であるため、個人情報の保護を

行いながら個別面談や研究指導を行うことができるスペースが十分確保されているか改めて説明する

か、適切に改めること。 

 

（対応） 

本学の専任教員が活用する研究室は、個室 12 室・共同研究室 1 室とし、計 13 室を準備し、１室を 2 名

で共同利用する個別研究室と共同授業・共同研究の推進や連携企業とのプロジェクトを行う研究フリース

ペースで教育研究を行うとすると掲げていたが、大学における教員の研究スペース及び外部の者との打ち

合わせのスペースとして十分であるか不明確であるため、個別研究室及び研究フリースペースのレイアウ

ト図等を示して改めて説明するか、適切に改めること。また、学生に対して、個別面談や研究指導を行う

ことができるスペースが十分確保されているか不明確であるため、個人情報の保護を行いながら個別面談

や研究指導を行うことができるスペースが十分確保されているか改めて説明するか、適切に改めることと

ご指摘を頂き、各教員の研究環境の整備、各学生の個別面談や研究指導、個人情報保護の観点から、全専

任教員に個人研究室（研究個室）を設置することを含め、以下のように施設計画を改める。 

 

 本学の個人研究室を含む研究スペースは以下の環境を備え、教育研究上支障がない十分な設備を整備す

る。 

① 専任教員が研究活動及び執務に専念できる環境 

② オフィスアワー等、学生の指導に適切に対応できる環境 

③ 個人情報の適切な管理等のセキュリティの整った環境 

④ 革新を創造するにふさわしい環境 

 

上記①の環境整備として、個人研究室内にデスク、スチール書架、ロッカーを整備する。本学の教員の

主な研究領域は経営学・情報学等であるため、情報通信技術系担当教員には、実習室も整備し研究活動を

推進する。IT 環境については、各教員に 1 台ずつ PC を支給し教育研究活動に活用できるよう整備する。

②に関しては、個人研究室とすることで、プライバシーの保護も含めて教員と学生の相談等ができる環境

を整備する。③に関しても、個人研究室内で一時的な試験問題や解答の保管、学生の提出物等を管理可能

とする。また、入口はセキュリティロックも設定し情報管理の徹底を行う。④に関しては、研究フリース

ペースにて総合理論演習・総合実践演習でも活用できるようなアクティブラーニングに適した机・椅子を

配置して環境を整えると共に、他ゼミとの共同授業・共同研究の推進など本学の目指すイノベーション人
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材の育成に対応する環境を整備する。また、研究フリースペースは、連携企業とのプロジェクト等も活発

に行えるようなスペースとする。 

その他、ゼミや教員の研究活動発表には、校舎３階のプレゼンテーションに適した演習室を活用し、研

究活動をアウトプットする事も重視する。 

※研究室のレイアウト図は別紙 6 参照(研究室フロア図、各研究室の拡大図等) 

 

なお、個人研究室の仕様と配置は以下とする。 

・1 室 15 ㎡以上の完全個室を全専任教員に 1 人 1 室割り当てる。 

・経営系、情報通信技術系、英語系教員はそれぞれの領域同士できる限り近い位置の部屋を配置し、コミ

ュニケーションを活発に図れるようにする。 

・図書委員会の委員長は図書館隣の研究室に配置する。 

・学務委員会の委員長は演習室や自習室隣の研究室に配置する。 

 

研究フリースペースは、以下のような仕様で活用する。 

・約 200 ㎡のフリースペースを準備し、総合理論演習・総合実践演習の予習復習でも活用できるようなア

クティブラーニングに適した机・椅子を配置して環境を整えると共に、他ゼミとの共同授業・共同研究の

推進など本学の目指すイノベーション人材の育成に対応する環境を整備する。また、イノベーションプロ

ジェクトなどで実施する予定の、地域・連携企業とのプロジェクト等は原則各演習室で行うが、プロジェ

クトによっては各クラス協働で行うなど活発に行えるようなスペースにもする。 

 

（新旧対照表）基本計画書 

新 旧 

専任教員研究室 

 
 

室   数 学長室 1 室を 

含む 28室 

専任教員研究室 
 

室   数 

12室 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（53～55 ページ） 

新 旧 

[53～55 ページ] 

(2)校舎等施設の整備計画 

(中略) 

校舎等施設としては、3階建ての校舎(5,451.87㎡)

を有しており、収容定員に対し専門職大学設置基準

(学部の種類：経済学関係)にある校舎基準面積を確

[48～50 ページ] 

(2)校舎等施設の整備計画 

(中略) 

校舎等施設としては、3階建ての校舎(5,451.87㎡)

を有しており、収容定員に対し専門職大学設置基準

(学部の種類：経済学関係)にある校舎基準面積を確
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保している。 

施設の内訳としては、講義室 7 室、演習室 10 室、

実習室 2 室、研究室 27 室、図書館、学長室、会議

室、事務室、医務室、学生自習室 1 室、学生控室を

有し講義科目だけではなく演習、実習科目等様々な

授業形態に対応可能な施設設備(表 2)を設ける。 

 

(中略) 

表 2  ◆施設設備の内訳 

施設 
室

数 
仕様 

学長室 1 
19.91 ㎡(学長の研究室を

兼ねる) 

会議室 1 83.90 ㎡ 

事務室 1 264.49 ㎡ 

研究室 27 

22.88 ㎡ 3 室、21.18 ㎡ 2

室、21.15 ㎡ 4 室、20.79

㎡ 2 室、19.44 ㎡ 2 室、

19.21 ㎡ 2 室、19.07 ㎡ 1

室、16.42 ㎡ 11 室 

講義室 7 

72.46 ㎡ 3 室、87.72 ㎡ 1

室、88.05 ㎡ 2 室、99.16

㎡ 1 室 

演習室 10 
57.20 ㎡ 6 室、61.02 ㎡ 3

室、99.79 ㎡ 1 室 

実習室 2 
33.60 ㎡ 1 室、91.39 ㎡ 1

室 

図書館 1 304.61 ㎡ 

医務室 1 22.88 ㎡ 

学生自習

室 
1 160.52 ㎡ 

学生控室 2 16.80 ㎡ 2 室 

講堂 1 258.72 ㎡ 

(中略) 

研究室については、教員組織として計画している専

任教員 28(学長 1 名を含む)名に対して、15 ㎡以上の

専任教員研究室 28(学長室含む)室を設ける。 

(削除) 

 

 

 

保している。 

施設の内訳としては、講義室 7 室、演習室 10 室、

実習室 2 室、研究室(11 室、共同研究室 1 室)、図書

館、学長室、会議室、事務室、医務室、学生自習室

1 室、学生控室を有し講義科目だけではなく演習、

実習科目等様々な授業形態に対応可能な施設設備

(表 2)を設ける。 

(中略) 

表 2  ◆施設設備の内訳 

施設 
室

数 
仕様 

学長室 1 19.91 ㎡ 

会議室 1 83.90 ㎡ 

事務室 1 264.49 ㎡ 

研究室 12 

20.95 ㎡ 8 室、21.04 ㎡ 2

室、研究情報管理室 41.95

㎡ 1 室、共同研究室 87.72

㎡ 1 室を含む 

講義室 7 

72.46 ㎡ 3 室、87.72 ㎡ 1

室、88.05 ㎡ 2 室、99.16

㎡ 1 室 

演習室 10 
57.20 ㎡ 6 室、61.02 ㎡ 3

室、99.79 ㎡ 1 室 

実習室 2 
41.95 ㎡ 1 室、91.39 ㎡ 1

室 

図書館 1 304.61 ㎡ 

医務室 1 22.88 ㎡ 

学生自習

室 
1 160.52 ㎡ 

学生控室 2 16.80 ㎡ 2 室 

講堂 1 258.72 ㎡ 

 

(中略) 

研究室については、教員組織として計画している専

任教員 27(学長 1 名を含む)名に対して、一室約 20

㎡の専任教員研究室 10 室と共同研究室 1 室、研究

情報管理室 1 室を設けることとしている。共同研究

室のほか、複数名で利用する研究室もあるが、専任

教員が研究活動及び執務に専念できるとともに、オ

フィスアワーに適切に対応できる環境を整える。 
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(中略) 

研究室では具体的に以下の環境を備えた上で、教

育研究上十分な設備を整備する。 

 

① 専任教員が研究活動及び執務に専念できる環境 

② オフィスアワーに適切に対応できる環境 

③ 個人情報セキュリティ環境 

④ 革新を創造するにふさわしい環境 

 

上記①に関しては、環境整備として、個人研究室内

にデスク、スチール書架、ロッカーを整備する。本

学の教員の主な研究領域は経営学・情報学等である

ため、情報通信技術系担当教員には、実習室も整備

し研究活動を推進する。IT 環境については、各教員

に 1 台ずつ PC を支給し教育研究活動に活用できる

よう整備する。②に関しては、個人研究室とするこ

とで、プライバシーの保護も含めて教員と学生の相

談等ができる環境を整備する。③に関しても、個人

研究室内で一時的な試験問題や解答の保管、学生の

提出物等を管理可能とする。また、入口はセキュリ

ティロックも設定し情報管理の徹底を行う。④に関

しては、研究フリースペースにて総合理論演習・総

合実践演習でも活用できるようなアクティブラーニ

ングに適した机・椅子を配置して環境を整えると共

に、他ゼミとの共同授業・共同研究の推進など本学

の目指すイノベーション人材の育成に対応する環境

を整備する。また、研究フリースペースは、連携企

業とのプロジェクト等も活発に行えるようなスペー

スとする。 

その他、ゼミや教員の研究活動発表には、校舎３階

のプレゼンテーションに適した演習室を活用し、研

究活動をアウトプットする事も重視する。 

(中略) 

研究室では具体的に以下の環境を備えた上で、教

育研究上十分な設備を整備する。 

① 専任教員が研究活動及び執務に専念できる環境 

② オフィスアワーに適切に対応できる環境 

③ 個人情報セキュリティ環境 

④ 教育上で十分に対応でき、革新を創造するにふ

さわしい環境 

上記①に関しては、研究個室と共同研究室にて環

境を整備する。イノベーション人材の育成を目指す

本学では、教員間のコラボレーションも重視し研究

フリースペースの各個室は 2 名 1 室とし 20 名の専

任教員の研究室とする。また、共同研究室は、みな

し専任教員を 6 名配置し共同で活動できるようにし

た。各研究室内の設備に関しては、スチール書架、

ロッカーを整備する。主な研究領域が経営学・情報

学等であるが、主に ICT 系担当教員の実習室も整備

し研究活動を推進する。 

②に関しては、各研究室を活用し、個人情報保護

も含めて相談等ができる環境を整備する。 

③に関しては、研究情報管理室を設け学生の提出

物等を管理する部屋とする。また、入口はセキュリ

ティロックも設定し情報管理の徹底を行う。 

④に関しては、研究フリースペースにて総合理論

演習・総合実践演習を進められるような机・椅子を

配置して環境を整えると共に、他ゼミとの共同授

業・共同研究の推進など本学の目指すイノベーショ

ン人材の育成に対応する環境を整備する。また、連

携企業とのプロジェクト等も活発に行えるようなス

ペースとする。 

その他、ゼミや教員の研究活動発表には、校舎３

階のプレゼンテーションに適した演習室を活用し、

研究活動をアウトプットする事も重視する。 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

18. 留学生を多数受け入れる計画であるが、日本語での教育を問題なく実施できるか懸念されるため、日

本語能力等の資格要件を求めるのかを明確にした上で、日本語での教育研究を問題なく実施できるか改

めて説明すること。 

 

（対応） 

日本語での教育を問題なく実施できるレベルの日本語力を有する留学生を受け入れることとするため、

出願要件を定めるとともに、入試時の面接において、基本的な学習態度及び日本語能力の習得状況を見極

めることとする。また、授業内では日常用語や一般的な用語だけではなく、専門用語を使用することも多

いことから、正課外で日本語の補講やフォローアップを行うほか、学生の生活面、学習面、キャリア面に

わたるサポートを行うこととする。 

 まず、日本語での教育を問題なく実施できるレベルの日本語力として、留学生を対象に、以下のいずれ

かを受験資格として定める。 

(留学生一般入試) 

１）日本語能力試験(JLPT)の N2 以上に合格している。 

２）日本留学試験(EJU)の日本語科目で、読解、聴解・聴読解の合計が 200 点以上習得している。 

(留学生推薦入試) 

１）日本語能力試験(JLPT)の N1 に合格している。 

２）日本留学試験(EJU)の日本語科目で、読解、聴解・聴読解の合計が 260 点以上習得している。 

上記の日本語能力試験については多くの大学で採用されているおり、日本語での読む・聞く・書く・話

すの能力を網羅的に評価できることと考える。また、いずれかを有することで、大学入学レベルに最低限

の日本語能力を有すると判断できる。このことから、本学でも入学希望者の日本語能力を判定する指標の

一つとして用いることとする。 

 実際の入学者選抜試験では、留学生以外と同様面接試験を実施する。面接試験においては、面接試験を

通じ、本学で学ぶ上での学習意欲や将来の目標などを確認するとともに、質疑応答を通じ、学習態度だけ

でなく、本学での教育に対応できる日本語コミュニケーション力を有するかを確認、評価する。 

 これらを通じ、入学時点において、日本語での教育を問題なく実施できるか評価し、適切な日本語力を

有する留学生の受け入れを行っていく。 

また、入学後については、正課外での日本語のフォローアップと、生活面、学習面、キャリア面でのサ

ポートを行う。 

まず正課外での日本語のフォローアップについては、主に専門用語を中心とした日本語のフォローアッ

プを正課外として実施する。本学の教育内容は、情報通信技術分野や経営学分野における基本的な内容か

ら応用的な内容まで幅広く実施することを予定している。このため、入学前までに習得した一般的な日本

語表現とは異なる専門用語やカタカナ表記、英語(原文)を用いて授業内容が展開されることが想定される。

このことから、留学生を対象に、正課外で時間を設け、専門用語を中心とするフォローアップ（補講）を

実施し、日々の授業に対応できるようなサポート体制をとる。 
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あわせて、留学生の生活面、学習面、キャリア面でのサポートを行う。現在、本学園が運営する日本電

子専門学校では 27 か国、629 名(平成 30(2018)年 5 月 1 日現在)の受け入れを行っており、入学時から卒業

まで留学生に対するフォローを充実させている。入学前から就職、卒業まで対応する留学生窓口があり、

日本語のサポートや、英語や中国語、韓国語等の他言語での対応も行っている。これらの経験を踏まえ、

本学にもグローバルセンターを設置し、日常生活や学習面、就職などのサポートを行っていく。 

また、留学生の卒業後の進路については、母国への帰国・就職だけでなく、インターンシップ先も含め

た日本国内の企業への就職、在学中に立案したプランに基づく起業なども想定される。また専門スキルを

活かし、通常の就労ビザだけでなく、高度専門職ビザの取得も想定されることから、在学中から技術の取

得、就職の支援を行っていく。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（26、45～46、60～61 ページ） 

新 旧 

[26 ページ] 

本学の教育理念・目的に共感し、以下の項目につ

いて、①②と③もしくは④の項目に当てはまる人を

受け入れる方針である。 

 

以下の項目について、①②と③もしくは④の項目

に当てはまる人を受け入れる方針である。 

①高等学校等までの履修内容の、「国語」あるいは「日

本語」を通じて、聞く・話す・読む・書くという

コミュニケーション能力と、講義やゼミ、文献購

読やレポート作成に必要な基礎的な内容を身につ

けている。また、「英語」を通じて、国際的なコミ

ュニケーションの修得に必要な基礎的な能力を身

に付けている。同様に「数学」を通じて、情報通

信技術に係る数学的思考や論理的な科目に必要と

なる基礎的な内容を身につけている。 

②社会の様々な問題について、知識や情報をもとに

して、筋道を立てて考え、その結果を説明するこ

とができる。 

③情報通信技術や経営学に興味があり、その知識や

スキルを基に社会の様々な課題解決のため、新た

な商品・サービス・ビジネスを生み出したいとい

う意欲がある。 

④学校でのグループ学習、課外活動やボランティア

[23 ページ] 

本学の教育理念・目的に共感し、本学の専門教育

に対応できる「知識・スキル」のみならず新たな価

値を生み出す「思考力・判断力・表現力」と「主体

性・多様性・協働性」を併せ持ち、社会により良い

変革をもたらしたい「志」のある人を受け入れる。 

 

以下のいずれか、または複数の項目に当てはまる

人を受け入れる方針である。 

①論理的思考力を持っている人 

②ICT を活用しグローバル社会をより良くするため

にイノベーションを実現したいと思う人 

③変化をポジティブに捉え、社会への貢献に主体的

に行動できる人 

④人に興味関心を持ち、コミュニケーション能力に

優れ、人と協働することで課題を解決できる人 
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活動などの経験があり、他の人たちと協力しなが

ら課題をやり遂げることができる。 

 

[45～46 ページ] 

⑤多様性のある教育環境と留学生支援 

(中略) 

（ウ）留学生窓口での支援 

外国人留学生の日常生活サポート、入国管理局の

取次申請関係サポート、学校生活サポートなどを行

う。 

具体的には、主に専門用語を中心とした日本語の

フォローアップを正課外として実施する。本学の教

育内容は、情報通信技術分野や経営学分野における

基本的な内容から応用的な内容まで幅広く実施する

ことを予定している。このため、入学前までに習得

した一般的な日本語表現とは異なる専門用語やカタ

カナ表記、英語（原文）を用いて授業内容が展開さ

れることが想定される。このことから、留学生を対

象に、正課外で時間を設け、専門用語を中心とする

フォローアップ（補講）を実施し、日々の授業に対

応できるようなサポート体制をとる。また、留学生

の卒業後の進路については、母国への帰国・就職だ

けでなく、インターンシップ先も含めた日本国内の

企業への就職、在学中に立案したプランに基づく起

業なども想定される。また専門スキルを活かし、通

常の就労ビザだけでなく、高度専門職ビザの取得も

想定されることから、在学中から技術の取得、就職

の支援を行っていく。 

 

[57 ページ] 

(1)入学者の受け入れに関する方針(アドミッショ

ン・ポリシー) 

本学の教育理念・目的に共感し、以下の項目につ

いて、①②と③もしくは④の項目に当てはまる人を

受け入れる方針である。 

 

 

 

 

［42～43 ページ］ 

⑤多様性のある教育環境と留学生支援 

(中略) 

 (ウ)留学生窓口での支援 

外国人留学生の日常生活サポート、入国管理局の

取次申請関係サポート、学校生活サポートなどを行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[51 ページ] 

(1)入学者の受け入れに関する方針(アドミッショ

ン・ポリシー) 

『本学の教育理念・目的に共感し、本学の専門教

育に対応できる「知識・スキル」のみならず新たな

価値を生み出す「思考力・判断力・表現力」と「主

体性・多様性・協働性」を併せ持ち社会により良い
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①高等学校等までの履修内容の、「国語」あるいは「日

本語」を通じて、聞く・話す・読む・書くという

コミュニケーション能力と、講義やゼミ、文献購

読やレポート作成に必要な基礎的な内容を身につ

けている。また、「英語」を通じて、国際的なコミ

ュニケーションの修得に必要な基礎的な能力を身

に付けている。同様に「数学」を通じて、情報通

信技術に係る数学的思考や論理的な科目に必要と

なる基礎的な内容を身につけている。 

②社会の様々な問題について、知識や情報をもとに

して、筋道を立てて考え、その結果を説明するこ

とができる。 

③情報通信技術や経営学に興味があり、その知識や

スキルを基に社会の様々な課題解決のため、新た

な商品・サービス・ビジネスを生み出したいとい

う意欲がある。 

④学校でのグループ学習、課外活動やボランティア

活動などの経験があり、他の人たちと協力しなが

ら課題をやり遂げることができる。 

 

［60～61 ページ］ 

(2)選抜方法と募集人員 

(中略) 

表 4  ◆各選抜方法 

入試種

別 

入試名

称 

選抜方法 出願資格 

(中略) 

留学生

入試 

留 学 生

推 薦 入

試 

① 書類

審査 

② 面接

試験 

次の項のすべて

に該当する者 

1.外国において、

学校教育にお

ける 12 年の課

程を修了した

者および修了

見込みの者、ま

たは、その国に

変革をもたらしたい「志」のある人』を基本方針と

して、具体的には、以下のいずれか、または複数の

項目に当てはまる人を受け入れる方針である。 

 

①論理的思考力を持っている人 

②ICT を活用しグローバル社会や産業界をより良く

するためにイノベーションを実現したいと思う人 

③変化をポジティブに捉え、社会への貢献に主体的

に行動できる人 

④人に興味関心を持ち、コミュニケーション能力に

優れ、人と協働することで課題を解決できる人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［51～54 ページ］ 

(2)選抜方法と募集人員 

(中略) 

表 4  ◆各選抜方法 

入試種

別 

入試名

称 

選抜方法 出願資格 

(中略) 

留学生

入試 

留 学 生

推 薦 入

試 

①書類選

考 

②面接 

次の項のすべて

に該当する者 

1.外国において、

学校教育にお

ける 12 年の課

程を修了した

者および修了

見込みの者、ま

たは、その国に
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おいて大学入

学資格を有す

る者 

2.日本国以外の

国籍を有し、入

学時に 18 歳に

達する者 

3. 日本語能力の

基準について、

以下のいずれ

かを受験資格

として定める。 

 ア)日本語能力

試験（JLPT）

の N１に合格

している。 

 イ)日本留学試

験 (EJU) の 日

本語科目で、読

解、聴解・聴読

解 の 合 計 が

260 点以上習

得している。 

4.本学の学生と

して「出入国管

理及び難民認

定法」による在

留資格「留学」

を取得または

更新できる者 

 

留学生

一般入

試 

①書類審

査 

②面接試

験 

③小論文 

次の項のすべて

に該当する者 

1.外国において、

学校教育にお

ける 12 年の課

おいて大学入

学資格を有す

る者 

2.日本国以外の

国籍を有し、入

学時に 18 歳に

達する者 

3.原則、日本語の

能力が入学後

の学習に支障

をきたさない

程度に備わっ

ている者 

4.本学の学生と

して「出入国管

理及び難民認

定法」による在

留資格「留学」

を取得または

更新できる者 

 

留学生

一般入

試 

①書類選

考 

②面接 

③小論文 

 

次の項のすべて

に該当する者 

1.外国において、

学校教育にお

ける 12 年の課

程を修了した

者および修了

見込みの者、ま

たは、その国に

おいて大学入

学資格を有す

る者 

2.日本国以外の

国籍を有し、入

学時に 18 歳に
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 程を修了した

者および修了

見込みの者、ま

たは、その国に

おいて大学入

学資格を有す

る者 

2.日本国以外の

国籍を有し、入

学時に 18 歳に

達する者 

3.原則、日本語の

能力が入学後

の学習に支障

をきたさない

程度に備わっ

ている者 

3. 日本語能力の

基準について、

以下のいずれ

かを受験資格

として定める。 

 ア)日本語能力

試験（JLPT）

のN2以上に合

格している。 

 イ)日本留学試

験 (EJU) の 日

本語科目で、読

解、聴解・聴読

解 の 合 計 が

200 点以上習

得している。 

4.本学の学生と

して「出入国管

理及び難民認定

達する者 

3.原則、日本語の

能力が入学後

の学習に支障

をきたさない

程度に備わっ

ている者 

4.本学の学生と

して「出入国管

理及び難民認定

法」による在留

資格「留学」を

取得または更新

できる者 
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法」による在留

資格「留学」を

取得または更新

できる者 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

19. 図書について、毎年 3,300冊ずつ整備し、完成年度までに 10,000冊を整備すると説明しているが、ど

のような種類の図書を整備するのか不明確であるため、各年次において、教育研究上必要な資料が整備

されるのか判断できない。整備する図書の一覧を年度ごとに示し、教育研究上必要な資料が整備される

のか説明すること。また、必要に応じてなるべく早い時期に多くの図書を整備すること。 

 

（対応） 

 図書について、どのような種類の図書を整備するのか不明確であるため、各年次において、教育研究上

必要な資料が整備されるのか判断できない。整備する図書の一覧を年度ごとに示し、教育研究上必要な資

料が整備されるのか説明すること。また、必要に応じてなるべく早い時期に多くの図書を整備することと

ご指摘を頂き、図書の整備計画リスト(別紙 7)を用意すると共に、3 年間で 10,000 冊を整備する計画であ

ったが、2 年間(開学１年目中)で 10,177 冊を整備する計画とし、学生のために早い時期に多くの図書を整

備する。具体的には、開学まで(2020 年 3 月末まで)に 6,896 冊を整備し、開学 1 年目中(2021 年 3 月末ま

で)に 3,281 冊を整備し、経営学、情報学、英語に関する図書で、合計 10,177 冊の整備計画とする。 

 なお、開学 2 年目以降については、年間 500 万円の図書費を用意し、継続的に図書を購入する。 
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（新旧対照表）基本計画書（2 ページ） 

新 旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(中略) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閲覧座席数 124 席 

収納可能冊数 30,000 冊 

図 

書 

・ 

設 

備 

新設学部等

の名称 

図書 

〔うち外国書〕 

冊 

情報経営イノベ

ーション学部 

情報経営イノベ

ーション学科 

10,177〔1,016〕 

(6,896〔788〕) 

 

10,177〔1,016〕 

(6,896〔788〕) 

区       

分 

開設 

前年 

度 

第１ 

年次 

第２ 

年次 

第３ 

年次 

第４ 

年次 

図

書

購

入

費 

27,570  

千円  

13,922  

千円 

5,000 

千円  

5,000 

千円 

5,000 

千円 

 

 

 

 

(中略) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閲覧座席数 92 席 

収納可能冊数 40,000 冊 

図 

書 

・ 

設 

備 

新設学部

等の名称 

図書 

〔うち外国書〕 

冊 

ICT イノベー

ション学部 

ICT イノベー

ション学科 

10,000〔1,000〕 

(3,209〔262〕) 

 

10,000〔1,000〕 

(3,209〔262〕) 

区       

分 

開設 

前年 

度 

第１ 

年次 

第２ 

年次 

第３ 

年次 

第４ 

年次 

図

書

購

入

費 

17,325 

千円 

12,781 

千円 

12,321 

千円 

5,000 

千円 

5,000 

千円 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（56、57 ページ、資料 16） 

新 旧 

[56、57 ページ] 

(4)図書館の資料及び図書室の整備計画 

(中略) 

図書館は、校舎の 2 階に位置し、面積は 304.61

㎡であり、閲覧座席(124 席)を整備する。図書等の

資料については、学生が講義のみならず、自ら積極

的に学び、知識を習得するために、教育・研究に必

要となる資料を整理する。図書館の収容可能冊数は

［50～51 ページ］ 

(3)図書館の資料及び図書室の整備計画 

(中略) 

図書館は、校舎の 2 階に位置し、面積は 304.61

㎡であり、閲覧座席(92 席)を整備する。図書等の資

料については、学生が講義のみならず、自ら積極的

に学び、知識を習得するために、教育・研究に必要

となる資料を整理する。図書館の収容可能冊数は
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30,000 冊(すべて開架式)であり、教育課程に合わせ

経営学、情報学、英語を複合的に学ぶための図書を

中心に整備する。完成年度までに 10,177 冊の図書

(電子書籍は 2,003 冊含む)、学術雑誌 38 誌、電子ジ

ャーナルは 8 種、オンラインデータベース、DVD・

ビデオを整備する(資料 16)。 

 

図書の段階的整備としては、開学前年度に 6,896

冊、開学 1 年目に 3,281 冊整備し、開学 2 年目には

10,177 冊となる計画である。 

(削除) 

また系統別(電子書籍含む)では、教養系約 800 冊、

経営学系約 3,200 冊、情報学系約 4,900 冊、ビジネ

ス英語系約 1200 冊を整備する。 

(中略) 

図書館の他、隣接する自習室でも閲覧可能とし、図

書館には収容定員に対し約 16％に相当する閲覧座

席を用意するほか、自習室でも閲覧できる環境を整

備する。 

40,000 冊(すべて開架式)であり、教育課程に合わせ

経営学、情報学、英語を複合的に学ぶための図書を

中心に整備する。完成年度までに約 10,000 冊の図

書(電子書籍は 2,000 冊含む)、学術雑誌 38 誌、電子

ジャーナルは 8 種、オンラインデータベース、

DVD・ビデオを整備する(資料 16)。 

 

図書の段階的整備としては、開学前年度に約

3,300 冊、その後年度ごとに約 3,300 冊ずつ整備し

開学 4 年目には 10,000 冊以上となる計画である。

約 90％は専門教育の図書とし本学の学びに則した

整備を行う。 

また系統別(電子書籍含む)では、教養系約 800 冊、

経営学系約 3,000 冊、情報学系約 4,800 冊、ビジネ

ス英語系 1000 冊を整備する。 

(中略) 

図書館の他、隣接する自習室でも閲覧可能とし、図

書館には収容定員に対し約 12％に相当する閲覧座

席を用意するほか、自習室でも閲覧できる環境を整

備する。 
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（是正事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

20. 全学生がノートＰＣを購入すると説明しているが、ネットワークの整備、サポート体制、ソフトウェ

アの導入サポート等が整備されているか不明確であるため、改めて説明すること。 

 

（対応） 

本学では、全学生がノート PC を購入することを掲げているが、ネットワークの整備、サポート体制、

ソフトウェアの導入サポート等が整備されているか不明確であるとご指摘を頂いたため、改めてその活

用やサポート体制について適切に改め以下のように説明を追記する。 

 

まず、全学生が使用するノート PC については、プログラミング等の基礎的なスキルだけではなく、

先端的な情報通信技術を活用したサービスの開発、運用も想定されることから、以下のスペック以上の

PC が必要であると考えている。 

 

OS Windows10、64bit, Professional 版 

CPU Core i5 

メモリ 8GB 

ストレージ SSD250GB 

機能 MicrosoftOffice、ウィルスソフトつき 

 

  上記スペックの PC を入学生が各自で購入・調達することは難しい可能性が高いことから、あらかじ

め上記要件を満たす PC を大学として手配し、入学生全員が同じ PC 環境で授業を受けられるよう準備

する。なお PC 購入に当たってはマルチドライブなどの周辺機器を合わせて準備する。また、セキュリ

ティ面での安全を確保するため、大学でウィルスソフトを指定するとともに、その他必要なソフトウェ

アのインストールとあわせて、大学入学時のガイダンス等にて支援を行う。PC は 4 年にわたる大学生活

全般において使用することが必須となることから、4 年間のサポート契約および動産保険等を付加する

ことを必須とする。 

  サポート体制については、学内においては、イノベーションマネジメント局内に担当者を置き、一次

的なサポートを行う。故障やメンテナンス等が発生した際には、サポート契約を結ぶ取引先業者にもヘ

ルプデスクとして支援してもらい、問題発生後にすぐ対応できるよう体制を整える。導入時にはオリエ

ンテーションの一環として全学生一律に PC 操作や導入サポートを行う機会を設け、授業開始に支障が

ないようにする。また、在学中に PC の故障や破損が発生した場合は、購入時に加入した動産保険をも

とに、原則無償で修理・交換が可能である。 

次にネットワーク整備については、すべての授業において PC を含めた情報端末を複数使用すること

が想定されることから、開学時よりネットワーク環境の強化を行う。具体的には、すでにどの大学でも

実施が一般的な内容ではあるが、キャンパス内に Wi-Fi 環境を整備し、すべての学生・教員が授業内外

で活動するに十分なインターネット接続を確保する。その際、学生・教員とも複数の機器を活用しシス
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テムやサービスの開発を行うことや、大容量のデータ通信が想定されるため、通常の大学より強固なも

のを設置する。また、ほぼすべての授業において PC を使用すること、クラウド環境を整備しこれを活

用した授業進行を想定していること、学生・教員とも 1 人 1 台ノートＰＣを持参して授業や課外活動等

を展開することから、一度にアクセスが集中しても耐えられるサーバー等の環境を準備する。上記の環

境を整備し、全教職員、学生が一斉に使用する場合であっても支障がないよう、電源の数、ネットワー

ク回線等に十分に配慮するとともに、高度で大容量の作業でもストレス無く実装できるよう環境を整え

る。 

以上により、ネットワーク環境、操作支援等において十分なサポートを行うことで教育の充実を図っ

ていく。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（55～56 ページ） 

新 旧 

[55～56 ページ] 

(2)校舎等施設の整備計画 

(中略) 

その他、ゼミや教員の研究活動発表には、校舎３

階のプレゼンテーションに適した演習室を活用し、

研究活動をアウトプットする事も重視する。 

※研究室のレイアウト図は資料 20 参照(研究室フロ

ア図、各研究室の拡大図等) 

 

(3)情報通信技術環境について 

全学生が使用するノートＰＣについては、プログ

ラミング等の基礎的なスキルだけではなく、先端的

な情報通信技術を活用したサービスの開発、運用も

想定されることから、以下のスペック以上の PC が

必要であると考えている。 

 

 

OS Windows10、64bit, 

Professional 版 

CPU Core i5 

メモリ 8GB 

ストレ

ージ 

SSD250GB 

機能 MicrosoftOffice、ウィルスソフ

［50 ページ］ 

(2)校舎等施設の整備計画 

(中略) 

その他、ゼミや教員の研究活動発表には、校舎３

階のプレゼンテーションに適した演習室を活用し、

研究活動をアウトプットする事も重視する。 

(追加) 
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トつき 

上記スペックの PC を入学生が各自で購入・調達

することは難しい可能性が高いことから、あらかじ

め上記要件を満たす PC を大学として手配し、入学

生全員が同じ PC 環境で授業を受けられるよう準備

することとした。なお PC 購入に当たってはマルチ

ドライブなどの周辺機器を合わせて準備する。ま

た、セキュリティ面での安全を確保するため、大学

でウィルスソフトを指定するとともに、その他必要

なソフトウェアのインストールとあわせて、大学入

学時のガイダンス等にて支援を行う。PC は 4 年に

わたる大学生活全般において使用することが必須

となることから、4 年間のサポート契約および動産

保険等を付加することを必須とする。 

サポート体制については、イノベーションマネジ

メント局内に担当者を置き、一次的なサポートを行

う。故障やメンテナンス等が発生した際には、サポ

ート契約を結ぶ取引先業者にもヘルプデスクとし

て支援してもらい、問題発生後にすぐ対応できるよ

う体制を整える。導入時にはオリエンテーションの

一環として全学生一律に PC 操作や導入サポートを

行う機会を設け、授業開始に支障がないようにす

る。また、在学中に PC の故障や破損が発生した場

合は、購入時に加入した動産保険をもとに、原則無

償で修理・交換が可能である。 

次にネットワーク整備については、すべての授業

において PC を含めた情報端末を複数使用すること

が想定されることから、開学時よりネットワーク環

境の強化を行う。具体的には、すでにどの大学でも

実施が一般的な内容ではあるが、キャンパス内に

Wi-Fi 環境を整備し、すべての学生・教員が授業内

外で活動するに十分なインターネット接続を確保

する。その際、学生・教員とも複数の機器を活用し

システムやサービスの開発を行うことや、大容量の

データ通信が想定されるため、通常の大学より強固

なものを設置する予定である。また、ほぼすべての
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授業において PC を使用すること、クラウド環境を

整備しこれを活用した授業進行を想定しているこ

と、学生・教員とも 1 人 1 台ノートＰＣを持参して

授業や課外活動等を展開することから、一度にアク

セスが集中しても耐えられるサーバー等の環境を

準備する。上記の環境を整備し、全教職員、学生が

一斉に使用する場合であっても支障がないよう、電

源の数、ネットワーク回線等に十分に配慮するとと

もに、高度で大容量の作業でもストレス無く実装で

きるよう環境を整える。 

以上、ネットワーク環境、操作支援等において十

分なサポートを行うことで教育の充実を図ってい

く。 
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（改善事項）ICT イノベーション学部 ICT イノベーション学科 

21. 学則で定められている教授会の構成員について、学部長が正規の構成員として位置付けられていない

ため、教授会の運営を教育研究に支障なく行うことができるように、学則を改めること。 

 

（対応） 

学部長は学部に関する校務をつかさどる役割であり、学部運営の責任者として専任教員のマネジメント

を中心に、リーダーシップを発揮し教学面をリードして欲しいと考えている。この度、教授会において、

学部長が正規の構成員として位置付けられていないため、教授会の運営を教育研究に支障なく行うことが

できるように、学則を改めることとご指摘を頂き、本学における学部長の役割を再度検討し、学則を変更

し教授会の構成員として明記することとする。 

 

（新旧対照表）学則（第 19 条 2 項） 

新 旧 

第１９条 本学に教授会を置く。 

２ 教授会は、学長、副学長、学部長、本学の専任

教授及びイノベーションマネジメント局長をもっ

て組織する。 

第１９条 本学に教授会を置く。 

２ 教授会は、学長、副学長、本学の専任教授及び

ｉマネジメント局長をもって組織する。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（73 ページ） 

新 旧 

[73 ページ] 

(2)教学面における管理運営体制「教授会」 

教授会は、学部における教育研究の円滑な運営を

図るため、次に掲げる教育研究に関する重要な事項

を審議し、学長が決定を行うに当たり意見を述べる

ものとする。毎月 1 回定例で開催するほか、必要に

応じて臨時に開催する。なお、教授会は、下記に規

定するもののほか、教育研究に関する事項について

審議し、学長に意見を述べることができる。 

教授会は、学長、副学長、学部長、本学の専任教

授及びイノベーションマネジメント局長を持って

組織し、規定する者のほか、本学の専任の准教授、

講師、助教その他必要な職員を加えることができ

る。 

[64、65 ページ] 

(2)教学面における管理運営体制「教授会」 

教授会は、学部における教育研究の円滑な運営を

図るため、次に掲げる教育研究に関する重要な事項

を審議し、学長が決定を行うに当たり意見を述べる

ものとする。毎月 1 回定例で開催するほか、必要に

応じて臨時に開催する。なお、教授会は、下記に規

定するもののほか、教育研究に関する事項について

審議し、学長に意見を述べることができる。 

教授会は、学長、副学長、(追加)、本学の専任教

授及び i マネジメント局長を持って組織し、規定す

る者のほか、本学の専任の准教授、講師、助教その

他必要な職員を加えることができる。 
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【審査意見対応以外の修正事項】 

法人分科会より、学生確保の見通しのアンケート調査において高校生に示している類似の大学・学部

と、申請書類において説明している学びの内容が類似している近隣大学・学部が合致していないことに

ついて理由を説明するようご指摘を頂いたため、設置認可申請書の「学生の確保の見通し等を記載した

書類」における該当箇所を示すとともに追記・修正を行う。 

  

（対応） 

法人分科会より、学生確保の見通しのアンケート調査において高校生に示している類似の大学・学部と、

申請書類において説明している学びの内容が類似している近隣大学・学部が合致していないことについて

理由を説明するようご指摘を頂いた。したがって、設置認可申請書の「学生の確保の見通し等を記載した

書類」においても、該当箇所を示すとともに追記を行う。 

 

（詳細説明） 

 本学の構想段階では、情報学・工学・経済学・経営学系の大学を競合校として挙げていた。しかしアン

ケート調査においては、情報通信技術を活用して新たなサービス・ビジネスを生み出すことに着目する人

は、情報・工学系に興味を持つ学生に多いと考えたことから、情報・工学系の大学をリーフレットに掲載

した。そのため、「申請書類」に参考資料として添付した資料 8(6 ページ)では、興味のある学問系統別受

験・入学意向者にて、工学・情報学に焦点を当てているが、全分野別の受験・入学意向者の結果は別紙 8

のとおりとなっている。興味のある学問は複数選択式となっているが、「入学したい」と回答した高校生の

うち、情報学、工学、経済・経営・商学の 3 つを比較すると、情報学を選択した入学意向者は、全体の入

学意向者 1320 人のうち、23.6％にあたる 311 人であり、次いで経済・経営・商学を選択した入学意向者

が 21.7％にあたる 287 人である。工学を選択した入学意向者は、17.3％にあたる 229 人と、情報、経済・

経営・商学より少ない数であった。この結果とあわせて、本学が輩出する人材は、企業内での企画職や起

業家であり、情報・経済・経営学系の科目をより充実させていることから、情報通信技術を扱う大学の中

でも、工学に近い大学よりも情報・経済・経営学系に近い大学を競合校として打ち出していくこととなっ

た。 

これらの経緯から、申請時には競合校リストの中から、本学に近い 23 区内にあり、情報・経済・経営学

系に類似する大学・学部を挙げている。 

また、当該説明を設置認可申請書の「学生の確保の見通し等を記載した書類」に追記するとともに、別

紙 8 を資料 8 に加える。 

 

（新旧対照表）学生の確保の見通し等を記載した書類（18 ページ） 

新 旧 

[18 ページ] 

次に、興味のある学問系統別でみた結果について

である。本学は「変化し続ける時代の中で、経営と

[18 ページ] 

 興味のある学問系統別でみると、本学の学びで欠

かせない経済・経営・商学を選択した人の中での入
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情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミ

ュニケーション能力、これらを組み合わせた応用力

を主体的に身に付け、企業において新規の事業やサ

ービスを立案・提案する企画運営能力を発揮するこ

とや、自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生

み出すことで、国際社会と地域社会の産業発展に貢

献する人材」を育成するために、経営と情報通信技

術に関する知識・スキルを身に付けさせることに重

点を置いている。よって、本学の構想段階より、情

報学・工学・経済学・経営学系の大学を競合校とし

て挙げていた。しかし、本調査においては、情報通

信技術を活用して新たなサービス・ビジネスを生み

出すことに着目する人は、情報・工学系に興味を持

つ学生に多いと考えたことから、情報・工学系の大

学をリーフレットに掲載した。しかし調査の結果、

資料 8 のとおり、本学の学びで欠かせない経済・経

営・商学を選択した入学意向者は、323 人中 88.9％

にあたる 287 人であった。また、同じく本学の学び

で欠かせない情報学を選択した入学意向者は、342

人中 90.9％にあたる 311 人であり、さらに工学(情

報学を除く)を選択した入学意向者は、251 人中

91.2％にあたる 229 人と、情報、経済・経営・商学

より少ない数であった。経済・経営・商学や情報学、

工学に興味を持つ人からの入学意向が高いという

今回のアンケートの結果より、本学への受験・入学

者が一定程度見込まれると推測される。 

 

[資料 8] 

「電子学園『i 専門職大学』（仮称）設置に関するア

ンケート調査【高校生対象調査】 

報告書」及び「興味のある学問分野別受験・入学意

向者集計結果」平成 30(2018)年 3 月 

学意向者は、323 人中 88.9％にあたる 287 人であっ

た。また、情報学を選択した人の中での入学意向者

は、342 人中 90.9％にあたる 311 人であり、さらに

工学(情報学を除く)を選択した人の中での入学意向

者は、251 人中 91.2％にあたる 229 人であった。本

学は ICT を「手段」としてグローバル社会でビジネ

スにイノベーションを起こす人材を育成するため

に、まずは ICT の知識・スキルを身に付けさせるこ

とに重点を置いている。そのため、受験・入学時に

はまず ICT に関連する学問に興味を持つ人が多い

と推測していたことから、情報学や工学に興味を持

つ人からの入学意向が高いという今回のアンケー

トの結果より、本学への受験・入学者が一定程度見

込まれると推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[資料 8] 

「電子学園『i 専門職大学』（仮称）設置に関するア

ンケート調査【高校生対象調査】 

報告書」（追加）平成 30(2018)年 3 月 
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＜情報経営イノベーション専門職大学 養成する人材像と 3つのポリシー＞ 

 

■養成する人材像 

変化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術に関する理論と実践力、国際的なコミュニケーショ

ン能力、これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付け、企業において新規の事業やサービスを立

案・提案する企画運営能力を発揮することや、自ら起業して新たなサービス・ビジネスを生み出すこ

とで、国際社会と地域社会の産業発展に貢献する人材。  

 

■ディプロマ・ポリシー 

養成する人材像を踏まえ、本学の定める履修要件を満たしたうえで 128 単位を修得した者に学位を

授与する。 

 

具体的には、以下の能力を身に付けた学生に学位を授与する。 

① 職業的自立を図る能力 

・ 自分のライフ・キャリアに関する明確な目標をもち、その実現のために、必要なステップや優先

順位を自ら考え意欲的に行動できる。  

・ グローバルな視野をもってさまざまな人々の抱える課題を多面的・構造的に理解するための知識

や方法を身に付けている。  

・ 変化し続ける社会や組織を論理的に捉え順応することができる。 

 

② 経営に関する知識・スキル 

・ 企業経営に関する理論・実践を学ぶことにより、継続的改善に向けた目標を設定し、状況に応じ

ながら計画的に実施することができる。  

・ 市場の情報収集や調査を行い、経営上の課題を発見することができる。 

・ 企業の持続性という観点から、評価・分析する経営理論や実践的技法を身に付けている。 

・ 新たな価値をもたらすサービス・ビジネスを提案することができる。 

 

③ 情報通信技術に関する知識・スキル 

・ システム開発や設計に関する知識やスキルをもとに、実際の開発プロジェクトに参加し顧客の要

望や上長からの指示のもとシステム開発・設計ができる。 

・ コンピュータの本質的な側面および、ソフトウェアをつくる技術であるプログラミングを理解し、

統合開発環境を活用してソフトウェアの構築ができる。 

・ 基本的なネットワーク通信の仕組み、各種プロトコルや情報セキュリティの全体像を理解し、そ

の上で与えられた要求条件を元にデータベースと連携したシステムの構築ができる。 

・ データベースの原理・考え方や基本構造について理解し、関係データベースを設計構築する基礎

的な能力を身に付けている。 

・ 情報通信技術を応用的に活用したサービス・ビジネスの知識を身に付けている。 
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④ 国際的コミュニケーション能力 

・ 英語を用いて、ビジネスの現場で説明や討論、意見交換など、必要なコミュニケーションをとる

ことができる。 

・ 文化的背景の異なる人々と協働するために、英語を用い、多文化、文献、様々な業界などを理解

することができる。 

 

⑤ 時代の変化に対応するビジネスの総合力 

・ 経営や情報通信技術の専門的知識を体系的に理解し、国際社会と地域社会において、サービス・

ビジネスを革新するために、これらの知識を応用することができる。 

 

 

■カリキュラム・ポリシー 

卒業認定・学位授与の方針に掲げる知識・スキルなどを修得させるために、基礎科目、職業専門教育

科目、展開科目、総合科目を体系的な教育課程として編成し、講義、演習、実習を適切に組み合わせた

授業方法により展開する。教育内容、教育方法、教育評価については以下のように方針を定める。 

 

１．教育内容 

① 基礎科目・現代社会基礎科目では、生涯にわたり自らの資質を向上させ、職業的自立を図るべく必

要な能力を獲得するために、以下のような教育内容で構成する。 

・自分のライフ・キャリアに関する明確な目標をもち、その実現のために、必要なステップや優先

順位を自ら考え意欲的に行動できるようキャリアデザインなどの内容を学ぶ。 

・グローバルな視野をもってさまざまな人々の抱える課題を多面的・構造的に理解するための知識

や方法を身に付けるため、現代社会や語学などの内容を学ぶ。 

・変化し続ける社会や組織を論理的に捉え順応することができるよう、職業倫理や数学などの内容

を学ぶ。 

 

② 職業専門科目のうち経営科目では、企業の戦略と組織に関する理論を学び、その考え方を生かし、

企業経営の現状や目指すべき姿を多面的に理解できるよう以下のような教育内容で構成する。 

・企業やビジネスの継続的改善に向けた目標を設定し、それを状況に応じながら計画的に実行でき

るようマネジメントや起業など企業経営の内容を学ぶ。 

・市場の情報収集や調査を行い、経営課題を発見することができるようマーケティングやフィール

ドリサーチなどの内容を学ぶ。 

・企業の持続性という観点から、評価・分析する経営理論や実践的技法を身につけるため、法務や

会計などの内容を学ぶ。 

・目標の明確化、計画立案から計画遂行に至る能力、システム開発スキル、課題発見・分析・解決

を通じたビジネススキルの獲得を行う学びの場として、3年次にさまざまな企業現場での臨地実務

実習を約 640時間設定する。 

・新たな価値をもたらすサービス・ビジネスを提案することができるよう 4 年間を通じた必修科目

の「イノベーションプロジェクトⅠ～Ⅵ」を設置する。 
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③ 職業専門科目のうち情報通信技術科目では、情報通信技術に関する基礎的な知識・スキルを身に付

け、システム開発に活用できるよう以下の教育内容で構成する。 

・システム開発や設計に関する知識やスキルをもとに、実際の開発プロジェクトに参加し顧客の要

望や上長からの指示のもとシステム開発・設計ができるようソフトウェア設計やシステム設計な

どの内容を学ぶ。 

・コンピュータの本質的な側面および、ソフトウェアをつくる技術であるプログラミングを理解し、

統合開発環境を活用してソフトウェアの構築ができるようプログラミングやデータ構造や処理法

などの内容を学ぶ。 

・基本的なネットワーク通信の仕組み、各種プロトコルや情報セキュリティの全体像を理解し、そ

の上で与えられた要求条件を元にデータベースと連携したシステムの構築ができるようネットワ

ーク等の内容を学ぶ。 

・データベースの原理・考え方や基本構造について理解し、関係データベースを設計構築する基礎

的な能力を身に付ける。 

・情報通信技術を応用的に活用したサービス・ビジネスの知識を学ぶ。 

 

④ 展開科目・グローバルコミュニケーション科目では、文化的背景の異なる人々と協働するために必

要となる文化の違いやビジネスのルールなどを身に付けるため、以下のような教育内容で構成する。 

・英語を用いて、ビジネスの現場で説明や討論、意見交換など必要なコミュニケーションがとれる

よう英語コミュニケーションなどの内容を学ぶ。 

・文化的背景の異なる人々と協働するために、英語を用い、多文化、文献、様々な業界などの内容

を学ぶ。 

 

⑤ 総合科目では、理論と実践の架橋となる科目として、「総合理論演習」「総合実践演習」を 3 年次後

期から 4 年次にかけて設置し、修得した知識・スキルを統合し、新たなサービスやビジネスを生み

出すための実践的かつ応用的な能力を養う。 

 

２．教育方法 

・目標・記録・評価の総合的ツールであるポートフォリオを 4 年間かけて作成し、自己の学修成果と

学生生活を自分自身で管理し、担任や学生支援専属の職員(イノベーションマネジャー)と共に「ふり

かえり」を行う。 

・主体的な学びの力を高めるために、グループによる少人数の演習科目やプロジェクト学習を取り入

れる。 

・教育課程の体系を理解したうえで履修し学ぶことができるよう、カリキュラムマップを活用した履

修指導を行う。 

・LMS（Leaning Management System） による授業の事前事後学習の推進や結果のモニタリングを

行う。 

３．教育評価 

・試験評価等をシラバスによってあらかじめ明示し基準に従って適切に行う。また主に試験及びレポ

ートを中心に評価を行う。 



  

4 

 

・各成績評価をもとに単位あたりの成績評価の平均値を示す総合成績評価 GPA(Grade Point Average)

を算出して履修指導等に活用する。 

・インターンシップの履修条件として 2年次終了時までに必要な科目の単位を修得していること。 

・4 年間の学修成果は「総合理論演習」「総合実践演習」によって行い、複数教員による評価を活用す

る。 

 

 

■アドミッション・ポリシー 

本学の教育理念・目的に共感し、以下の項目について、①②と③もしくは④の項目に当てはまる人を

受け入れる方針である。 

① 高等学校等までの履修内容の、「国語」あるいは「日本語」を通じて、聞く・話す・読む・書くとい

うコミュニケーション能力と、講義やゼミ、文献読解やレポート作成に必要な基礎的な能力を身に

付けている。また、「英語」を通じて、国際的なコミュニケーションの修得に必要な基礎的な能力を

身に付けている。同様に「数学」を通じて、情報通信技術に係る数学的思考や論理的な科目に必要

となる基礎的な能力を身に付けている。 

② 社会のさまざまな問題について、知識や情報をもとにして、筋道を立てて考え、その結果を説明す

ることができる。 

③ 情報通信技術や経営学に興味があり、その知識やスキルをもとに社会のさまざまな課題解決のため、

新たな商品・サービス・ビジネスを生み出したいという意欲がある。 

④ 学校でのグループ学習、課外活動やボランティア活動などの経験があり、他の人たちと協力しなが

ら課題をやり遂げることができる。 
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・養成する人材像、３つのポリシー新旧対照表 

 

(新) (旧) 

養成する人材像 

変化し続ける時代の中で、経営と情報通信技術に関す

る理論と実践力、国際的なコミュニケーション能力、こ

れらを組み合わせた応用力を主体的に身に付け、企業に

おいて新規の事業やサービスを立案・提案する企画運営

能力を発揮することや、自ら起業して新たなサービス・

ビジネスを生み出すことで、国際社会と地域社会の産業

発展に貢献する人材 

 

養成する人材像 

「ICT」と「ビジネス」の能力を融合するとともに、

グローバル社会で活躍できる「ビジネス英語」を修

得し、インターンシップ及びイノベーションプロジ

ェクトを通じて、実際に商品やサービスをイノベー

ションする実践力を高める教育課程を編成し、ICT

を「手段」としてグローバル社会でビジネスにイノ

ベーションを起こす人材 

ディプロマ・ポリシー 

養成する人材像を踏まえ、本学の定める履修要件を

満たしたうえで 128 単位を修得した者に学位を授与

する。 

 

具体的には、以下の能力を身に付けた学生に学位を授

与する。 

① 職業的自立を図る能力 

・ 自分のライフ・キャリアに関する明確な目標

をもち、その実現のために、必要なステップ

や優先順位を自ら考え意欲的に行動できる。  

・ グローバルな視野をもってさまざまな人々の

抱える課題を多面的・構造的に理解するため

の知識や方法を身に付けている。  

・ 変化し続ける社会や組織を論理的に捉え順応

することができる。 

 

② 経営に関する知識・スキル 

・ 企業経営に関する理論・実践を学ぶことによ

り、継続的改善に向けた目標を設定し、状況

に応じながら計画的に実施することができ

る。  

・ 市場の情報収集や調査を行い、経営上の課題

を発見することができる。 

・ 企業の持続性という観点から、評価・分析す

る経営理論や実践的技法を身に付けている。 

・ 新たな価値をもたらすサービス・ビジネスを

ディプロマ・ポリシー 

先が読めないスピードで変化を遂げる時代の中で

しなやかに生き抜くために、自ら学び成長させ、

ICT を活用し新たな価値をグローバル社会で生み

出し続ける人材に学位を授与する。 

 

具体的には、以下の能力を身に付けた学生に学位を

授与する 

 

① 社会の変化を先取りし、受容し、変化に対応

するため自ら学び続けることができる 

② 課題を発見し、ビジネスに関する知識と ICT

を活用し解決する力がある 

③ ICTを活用しビジネスを創造する力がある 

④ 産業界における長期のインターンシップで

身に付けた実践力がある 

⑤ 世界の人と協働し、グローバル社会で活躍で

きる力がある 
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提案することができる。 

 

③ 情報通信技術に関する知識・スキル 

・ システム開発や設計に関する知識やスキルを

もとに、実際の開発プロジェクトに参加し顧

客の要望や上長からの指示のもとシステム開

発・設計ができる。 

・ コンピュータの本質的な側面および、ソフト

ウェアをつくる技術であるプログラミングを

理解し、統合開発環境を活用してソフトウェ

アの構築ができる。 

・ 基本的なネットワーク通信の仕組み、各種プ

ロトコルや情報セキュリティの全体像を理解

し、その上で与えられた要求条件を元にデー

タベースと連携したシステムの構築ができ

る。 

・ データベースの原理・考え方や基本構造につ

いて理解し、関係データベースを設計構築す

る基礎的な能力を身に付けている。 

・ 情報通信技術を応用的に活用したサービス・

ビジネスの知識を身に付けている。 

 

④ 国際的コミュニケーション能力 

・ 英語を用いて、ビジネスの現場で説明や討論、

意見交換など、必要なコミュニケーションを

とることができる。 

・ 文化的背景の異なる人々と協働するために、

英語を用い、多文化、文献、様々な業界など

を理解することができる。 

 

⑤ 時代の変化に対応するビジネスの総合力 

・ 経営や情報通信技術の専門的知識を体系的に

理解し、国際社会と地域社会において、サー

ビス・ビジネスを革新するために、これらの

知識を応用することができる。 
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カリキュラム・ポリシー 

卒業認定・学位授与の方針に掲げる知識・スキルな

どを修得させるために、基礎科目、職業専門教育科目、

展開科目、総合科目を体系的な教育課程として編成

し、講義、演習、実習を適切に組み合わせた授業方法

により展開する。教育内容、教育方法、教育評価につ

いては以下のように方針を定める。 

 

１．教育内容 

① 基礎科目・現代社会基礎科目では、生涯にわたり

自らの資質を向上させ、職業的自立を図るべく必

要な能力を獲得するために、以下のような教育内

容で構成する。 

・自分のライフ・キャリアに関する明確な目標を

もち、その実現のために、必要なステップや優

先順位を自ら考え意欲的に行動できるようキ

ャリアデザインなどの内容を学ぶ。 

・グローバルな視野をもってさまざまな人々の抱

える課題を多面的・構造的に理解するための知

識や方法を身に付けるため、現代社会や語学な

どの内容を学ぶ。 

・変化し続ける社会や組織を論理的に捉え順応す

ることができるよう、職業倫理や数学などの内

容を学ぶ。 

 

② 職業専門科目のうち経営科目では、企業の戦略と

組織に関する理論を学び、その考え方を生かし、

企業経営の現状や目指すべき姿を多面的に理解

できるよう以下のような教育内容で構成する。 

・企業やビジネスの継続的改善に向けた目標を設

定し、それを状況に応じながら計画的に実行で

きるようマネジメントや起業など企業経営の

内容を学ぶ。 

・市場の情報収集や調査を行い、経営課題を発見

することができるようマーケティングやフィ

ールドリサーチなどの内容を学ぶ。 

・企業の持続性という観点から、評価・分析する

経営理論や実践的技法を身につけるため、法務

や会計などの内容を学ぶ。 

カリキュラム・ポリシー 

「ICT」と「ビジネス」の能力を融合するとともに、

グローバル社会で活躍できる「ビジネス英語」を修

得し、インターンシップ及びイノベーションプロジ

ェクトを通じて実践力を身に付け、革新を創造する

人材を育成する教育課程を編成する。 

 

具体的には、以下の教育課程を編成する。 

① 時代の変化に対応できる基礎的な知識と情報

科学の基礎を身に付ける 

② ビジネスの基礎知識・スキルの修得と応用実践

を通じてビジネス能力を高める 

③ 新たな商品・サービスを開発できる ICT の基

礎知識・スキルを身に付ける 

④ グローバルで活躍し、海外の人と協働できる英

語力と協働力を身に付ける 

⑤ インターンシップを通じてビジネスの実践力

を高める 

⑥ イノベーションプロジェクトを通じて主体

性・創造力を身に付ける 
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・目標の明確化、計画立案から計画遂行に至る能

力、システム開発スキル、課題発見・分析・解

決を通じたビジネススキルの獲得を行う学び

の場として、3年次にさまざまな企業現場での

臨地実務実習を約 640時間設定する。 

・新たな価値をもたらすサービス・ビジネスを提

案することができるよう 4 年間を通じた必修

科目の「イノベーションプロジェクトⅠ～Ⅵ」

を設置する。 

 

③ 職業専門科目のうち情報通信技術科目では、情報

通信技術に関する基礎的な知識・スキルを身に付

け、システム開発に活用できるよう以下の教育内

容で構成する。 

・システム開発や設計に関する知識やスキルをも

とに、実際の開発プロジェクトに参加し顧客の

要望や上長からの指示のもとシステム開発・設

計ができるようソフトウェア設計やシステム

設計などの内容を学ぶ。 

・コンピュータの本質的な側面および、ソフトウ

ェアをつくる技術であるプログラミングを理

解し、統合開発環境を活用してソフトウェアの

構築ができるようプログラミングやデータ構

造や処理法などの内容を学ぶ。 

・基本的なネットワーク通信の仕組み、各種プロ

トコルや情報セキュリティの全体像を理解し、

その上で与えられた要求条件を元にデータベ

ースと連携したシステムの構築ができるよう

ネットワーク等の内容を学ぶ。 

・データベースの原理・考え方や基本構造につい

て理解し、関係データベースを設計構築する基

礎的な能力を身に付ける。 

・情報通信技術を応用的に活用したサービス・ビ

ジネスの知識を学ぶ。 

 

④ 展開科目・グローバルコミュニケーション科目で

は、文化的背景の異なる人々と協働するために必

要となる文化の違いやビジネスのルールなどを

身に付けるため、以下のような教育内容で構成す
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る。 

・英語を用いて、ビジネスの現場で説明や討論、

意見交換など必要なコミュニケーションがと

れるよう英語コミュニケーションなどの内容

を学ぶ。 

・文化的背景の異なる人々と協働するために、英

語を用い、多文化、文献、様々な業界などの内

容を学ぶ。 

 

⑤ 総合科目では、理論と実践の架橋となる科目とし

て、「総合理論演習」「総合実践演習」を 3年次後

期から 4年次にかけて設置し、修得した知識・ス

キルを統合し、新たなサービスやビジネスを生み

出すための実践的かつ応用的な能力を養う。 

 

２．教育方法 

・目標・記録・評価の総合的ツールであるポートフ

ォリオを 4年間かけて作成し、自己の学修成果と

学生生活を自分自身で管理し、担任や学生支援専

属の職員(イノベーションマネジャー)と共に「ふ

りかえり」を行う。 

・主体的な学びの力を高めるために、グループによ

る少人数の演習科目やプロジェクト学習を取り

入れる。 

・教育課程の体系を理解したうえで履修し学ぶこと

ができるよう、カリキュラムマップを活用した履

修指導を行う。 

・LMS（Leaning Management System） による

授業の事前事後学習の推進や結果のモニタリン

グを行う。 

３．教育評価 

・試験評価等をシラバスによってあらかじめ明示し

基準に従って適切に行う。また主に試験及びレポ

ートを中心に評価を行う。 

・各成績評価をもとに単位あたりの成績評価の平均

値を示す総合成績評価 GPA(Grade Point 

Average)を算出して履修指導等に活用する。 

・インターンシップの履修条件として 2年次終了時

までに必要な科目の単位を修得していること。 
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・4 年間の学修成果は「総合理論演習」「総合実践

演習」によって行い、複数教員による評価を活用

する。 

 

アドミッション・ポリシー 

本学の教育理念・目的に共感し、以下の項目について、

①②と③もしくは④の項目に当てはまる人を受け入れ

る方針である。 

① 高等学校等までの履修内容の、「国語」あるいは「日

本語」を通じて、聞く・話す・読む・書くというコ

ミュニケーション能力と、講義やゼミ、文献読解や

レポート作成に必要な基礎的な能力を身に付けて

いる。また、「英語」を通じて、国際的なコミュニ

ケーションの修得に必要な基礎的な能力を身に付

けている。同様に「数学」を通じて、情報通信技術

に係る数学的思考や論理的な科目に必要となる基

礎的な能力を身に付けている。 

② 社会のさまざまな問題について、知識や情報をもと

にして、筋道を立てて考え、その結果を説明するこ

とができる。 

③ 情報通信技術や経営学に興味があり、その知識やス

キルをもとに社会のさまざまな課題解決のため、新

たな商品・サービス・ビジネスを生み出したいとい

う意欲がある。 

④ 学校でのグループ学習、課外活動やボランティア活

動などの経験があり、他の人たちと協力しながら課

題をやり遂げることができる。 

 

アドミッション・ポリシー 

本学の教育理念・目的に共感し、本学の専門教育

に対応できる「知識・スキル」のみならず新たな価

値を生み出す「思考力・判断力・表現力」と「主体

性・多様性・協働性」を併せ持ち、社会により良い

変革をもたらしたい「志」のある人を受け入れる。 

 

以下のいずれか、または複数の項目に当てはまる人

を受け入れる方針である。 

① 論理的思考力を持っている人 

② ICT を活用しグローバル社会をより良くす

るためにイノベーションを実現したいと思

う人 

③ 変化をポジティブに捉え、社会への貢献に主

体的に行動できる人 

④ 人に興味関心を持ち、コミュニケーション能

力に優れ、人と協働することで課題を解決で

きる人 
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４年次 ３年次 ２年次 １年次 

イノベーションの志 キャリアデザインⅠ   キャリアデザインⅡ 

スタディスキル リサーチ入門     

英語コア・スキルズ
Ⅰ 

英語コア・スキルズ
Ⅱ 

    

数学基礎A 数学基礎B 職業倫理 科学史 

  数学基礎C 
先端グローバル社
会 

ICTと人間 

マネジメント 
（経営学基礎） 

  

 オペレーションズ 
 マネジメント 
 

マーケティング 
基礎 

法務リテラシーⅠ   

  
アカウンティング 
入門 

  

マーケティング応用   
 
 

地域創生とイノベー
ション 

新興市場における
事業開発 

  

アカウンティング応
用 

ファイナンス入門 
コーポレートファイ
ナンス 

税務会計・会計処
理 

法務リテラシーⅡ     イノベーション特論 
クロステックビジネ
スデザイン 

  

問題形成と問題解
決 

ビジネスゲームによ
る経営意思決定 

デザインと経営 

組織行動論 人的資源管理論   

イノベーションプロ
ジェクトⅠ 

イノベーションプロ
ジェクトⅡ 

イノベーションプロ
ジェクトⅢ 

イノベーションプロ
ジェクトⅣ 

イノベーションプロジェクトⅤ イノベーションプロジェクトⅥ 

  
スタートアップ基
礎（起業論） 

ビジネスフィールド
リサーチⅠ 

ビジネスフィールド
リサーチⅡ 

インターンシップⅠ インターンシップⅡ     

プログラミングⅠ プログラミングⅡ 
ソフトウェア設計・構
築 

情報技術演習Ⅰ   

データ構造と処理
法 

ネットワーク技術 データベース システム設計演習   

コンピュータとソフ
トウェア基礎 

情報系数学応用A 情報系数学応用B 情報系数学応用C 

オペレーティング
システム  
 

コンピュータアー
キテクチャ 

モバイルサービス概
論 

データサイエンス   

Webシステム演習   情報技術演習Ⅱ   

インタラクティブ・シ
ステムデザイン 

  
ソフトウェアプロセス
と品質 

システムインテグ
レーション 

情報システムのプロ
ジェクト管理  

モデル化と要求開
発 

クラウド 
スーパーコンピュー
タ 

ビッグデータ AI 

IoT 

ネットワーク構築Ⅰ ネットワーク構築Ⅱ ネットワーク構築Ⅲ 

  
情報セキュリティ演
習Ⅰ 

情報セキュリティ演
習Ⅱ  

ビジネス英語実習
Ⅰ 

ビジネス英語実習
Ⅱ 

ビジネス英語実習
Ⅲ 

ビジネス英語実習
Ⅳ 

英語アカデミック・リ
テラシー 

英語ビジネスマネジ
メント 

英語通訳論 
英語ディスカッショ
ン・ディベート 

英語プレゼンテー
ション 

英語ネゴシエーショ
ン 

  
実践英語：多文化
理解 

実践英語：日本文
化 

  
実践英語：ファイナ
ンス 

実践英語：イノベー
ション 

  英米文学演習   実践英語：製造業 実践英語：IoT   

総合理論演習 総合実践演習 

■養成する人材像 
 
変化し続ける時代の中で、
経営と情報通信技術に関
する理論と実践力、国際
的なコミュニケーション能
力、これらを組み合わせた
応用力を主体的に身に付
け、企業において新規の
事業やサービスを立案・提
案する企画運営能力を発
揮することや、自ら起業し
て新たなサービス・ビジネ
スを生み出すことで、国際
社会と地域社会の産業発
展に貢献する人材。  

■想定される進路・就職
先 
 
一般企業 
情報通信技術の開発企業 
起業 

情報経営イノベーション専門職大学 情報経営イノベーション学部 カリキュラムマップ 

必修科目は下線 

CP① 
基礎科目・現代社会基礎科目では、生涯にわたり自らの
資質を向上させ、職業的自立を図るべく必要な能力を獲
得するために、以下のような教育内容で構成する。 
・自分のライフ・キャリアに関する明確な目標をもち、その
実現のために、必要なステップや優先順位を自ら考え意
欲的に行動できるようキャリアデザインなどの内容を学
ぶ。 
・グローバルな視野をもってさまざまな人々の抱える課題
を多面的・構造的に理解するための知識や方法を身に
付けるため、現代社会や語学などの内容を学ぶ。 
・変化し続ける社会や組織を論理的に捉え順応すること
ができるよう、職業倫理や数学などの内容を学ぶ。 

CP② 
職業専門科目のうち経営科目では、企業の戦略と組織
に関する理論を学び、その考え方を生かし、企業経営の
現状や目指すべき姿を多面的に理解できるよう以下のよ
うな教育内容で構成する。 
・企業やビジネスの継続的改善に向けた目標を設定し、
それを状況に応じながら計画的に実行できるようマネジ
メントや起業など企業経営の内容を学ぶ。 
・市場の情報収集や調査を行い、経営課題を発見するこ
とができるようマーケティングやフィールドリサーチなどの
内容を学ぶ。 
・企業の持続性という観点から、評価・分析する経営理論
や実践的技法を身につけるため、法務や会計などの内
容を学ぶ。 
・目標の明確化、計画立案から計画遂行に至る能力、シ
ステム開発スキル、課題発見・分析・解決を通じたビジネ
ススキルの獲得を行う学びの場として、3年次にさまざま
な企業現場での臨地実務実習を約640時間設定する。 
・新たな価値をもたらすサービス・ビジネスを提案するこ
とができるよう4年間を通じた必修科目の「イノベーション
プロジェクトⅠ～Ⅵ」を設置する。 

CP③ 
職業専門科目のうち情報通信技術科目では、情報通信
技術に関する基礎的な知識・スキルを身に付け、システ
ム開発に活用できるよう以下の教育内容で構成する。 
・システム開発や設計に関する知識やスキルをもとに、
実際の開発プロジェクトに参加し顧客の要望や上長から
の指示のもとシステム開発・設計ができるようソフトウェ
ア設計やシステム設計などの内容を学ぶ。 
・コンピュータの本質的な側面および、ソフトウェアをつく
る技術であるプログラミングを理解し、統合開発環境を活
用してソフトウェアの構築ができるようプログラミングや
データ構造や処理法などの内容を学ぶ。 
・基本的なネットワーク通信の仕組み、各種プロトコルや
情報セキュリティの全体像を理解し、その上で与えられ
た要求条件を元にデータベースと連携したシステムの構
築ができるようネットワーク等の内容を学ぶ。 
・データベースの原理・考え方や基本構造について理解
し、関係データベースを設計構築する基礎的な能力を身
に付ける。 
・情報通信技術を応用的に活用したサービス・ビジネス
の知識を学ぶ。 

CP④ 
展開科目・グローバルコミュニケーション科目では、文化
的背景の異なる人々と協働するために必要となる文化の
違いやビジネスのルールなどを身に付けるため、以下の
ような教育内容で構成する。 
・英語を用いて、ビジネスの現場で説明や討論、意見交
換など必要なコミュニケーションがとれるよう英語コミュニ
ケーションなどの内容を学ぶ。 
・文化的背景の異なる人々と協働するために、英語を用
い、多文化、文献、様々な業界などの内容を学ぶ。 

CP⑤ 
総合科目では、理論と実践の架橋となる科目として、「総
合理論演習」「総合実践演習」を3年次後期から4年次に
かけて設置し、修得した知識・スキルを統合し、新たな
サービスやビジネスを生み出すための実践的かつ応用
的な能力を養う。 
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DP① 職業的自立を図る能力 
・自分のライフ・キャリアに関する明確な
目標をもち、その実現のために、必要なス
テップや優先順位を自ら考え意欲的に行
動できる。  
・グローバルな視野をもってさまざまな
人々の抱える課題を多面的・構造的に理
解するための知識や方法を身に付けてい
る。  
・変化し続ける社会や組織を論理的に捉
え順応することができる。 

DP② 経営に関する知識・スキル 
・企業経営に関する理論・実践を学ぶこと
により、継続的改善に向けた目標を設定し、
状況に応じながら計画的に実施すること
ができる。  
・市場の情報収集や調査を行い、経営上
の課題を発見することができる。 
・企業の持続性という観点から、評価・分
析する経営理論や実践的技法を身に付け
ている。 
・新たな価値をもたらすサービス・ビジネス
を提案することができる。 

DP③ 情報通信技術に関する知識・スキ
ル 
 

・システム開発や設計に関する知識やス
キルをもとに、実際の開発プロジェクトに
参加し顧客の要望や上長からの指示のも
とシステム開発・設計ができる。 

・コンピュータの本質的な側面および、ソフ
トウェアをつくる技術であるプログラミング
を理解し、統合開発環境を活用してソフト
ウェアの構築ができる。 

・基本的なネットワーク通信の仕組み、各
種プロトコルや情報セキュリティの全体像
を理解し、その上で与えられた要求条件を
元にデータベースと連携したシステムの構
築ができる。 

・データベースの原理・考え方や基本構造
について理解し、関係データベースを設計
構築する基礎的な能力を身に付けている。 

・情報通信技術を応用的に活用したサー
ビス・ビジネスの知識を身に付けている。 

DP④国際的コミュニケーション能力 

・英語を用いて、ビジネスの現場で説明や
討論、意見交換など、必要なコミュニケー
ションをとることができる。 

・文化的背景の異なる人々と協働するため
に、英語を用い、多文化、文献、様々な業
界などを理解することができる。 

DP⑤時代の変化に対応するビジネスの総
合力 

・経営や情報通信技術の専門的知識を体
系的に理解し、国際社会と地域社会にお
いて、サービス・ビジネスを革新するため
に、これらの知識を応用することができる。 

【卒業要件】 必修科目94単位、選択科目34単位以上、計128単位を習得すること。 
  基礎科目   20単位以上 
   選択科目から8単位を履修する。うち、数学基礎A～Ｃから4単位以上を履修する。 
  職業専門科目 82単位以上   選択科目から14単位を履修する。 
  展開科目   20単位以上    選択科目から12単位を履修する。  
  総合科目    6単位 
履修科目の登録の上限：1年次46単位（年間）、2-4年次42単位（年間） 
 



■　入学者選抜方法とアドミッション・ポリシーとの対応表

入試種別 入試名称 選抜方法 AP① AP② AP③ AP④ 出願資格 出願書類

面接型入試
①書類審査

②面接試験

国語・英語・数学科目の成績

（評定）を評価
面接内容にて評価 面接内容にて評価 面接内容にて評価

ワーク型入試
①書類審査

②グループワーク

国語・英語・数学科目の成績

（評定）を評価

グループワークへの取り組

み姿勢、発言内容にて評

価

グループワークへの取り組

み姿勢、発言内容にて評

価

グループワークへの取り組

み姿勢、発言内容にて評

価

小論文型入試
①書類審査

②小論文

国語・英語・数学科目の成績

（評定）を評価
小論文の内容にて評価 小論文の内容にて評価

調査書内の高等学校時

活動内容にて評価

公募制推薦入試
①書類審査（志願書類、調査書、志望理由書、推薦書等）

②面接試験

国語・英語・数学科目の成績

（評定）を評価
面接内容にて評価 面接内容にて評価 面接内容にて評価

自己推薦入試
①書類審査（志願書類、調査書、志望理由書、活動記録報告書等）

②面接試験

国語・英語・数学科目の成績

（評定）を評価
面接内容にて評価 面接内容にて評価 面接内容にて評価

指定校制推薦入試
①書類審査（志願書類、調査書、志望理由書、推薦書等）

②面接試験

国語・英語・数学科目の成績

（評定）を評価
面接内容にて評価 面接内容にて評価 面接内容にて評価

一般入試 3教科型入試

国語・英語・数学　3教科受験

英語（出題範囲はコミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、英語表現Ⅰ・Ⅱ）

数学（出題範囲は数学Ⅰ、数学Ａ)

国語総合(古文、漢文を除く)

国語・英語・数学筆記試験の成

績を評価

国語筆記試験にて成績

を評価

調査書内の高等学校時

活動内容にて評価

調査書内の高等学校時

活動内容にて評価

次の項のいずれかに該当する者

1．高等学校（特別支援学校の高等部を含む）または中等教育学校を卒業した者および2020年3

月までに卒業見込みの者

2．通常の課程による12年の学校教育を修了した者および2020年3月までに修了見込みの者

3．学校教育法の規定または本学の審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

められる者および2020年3月31日までにこれに該当する見込みの者で、2020年3月31日までに18歳

に達する者（「平成32年度大学入学者選抜大学入試センター試験受験案内」出願資格参照）

①志願票

②検定料振込証明書

③調査書

社会人入試 社会人入試

①書類審査

②面接試験

③小論文

・最終学歴の学校等における成績

（評定）を評価

・国語や日本語コミュニケーションに

ついては小論文にて評価

・英語は、ＴＯＥＩＣなどの英語

の外部試験結果を提出させ、結果

を評価

面接内容にて評価
志願理由書内容にて評

価

志願理由書内容にて評

価

以下の1、2の要件を満たす者

1. (1)～(3)の項のいずれかに該当する者

(1) 高等学校または中等教育学校を卒業した者

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者

(3) 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条の規定により，高等学校を卒

業した者と同等以上の学力があると認められる者（「平成32年度大学入学者選抜大学入試センター

試験受験案内」出願資格参照）

2. 通算して2年以上の職務経験（家事専従を含む）を有する者

①志願票

②志望理由書

③検定料振込証明書

④調査書・成績証明書(出身高校や大学など）

留学生推薦入試
①書類審査

②面接試験

・母国での最終学歴の学校等にお

ける成績（評定）を評価

・日本語コミュニケーションについて

は面接にて評価

・英語は、ＴＯＥＩＣなどの英語

の外部試験結果を提出させ、結果

を評価

面接内容にて評価
志願理由書・推薦書内

容にて評価

志願理由書・推薦書内

容にて評価

次の項のすべてに該当する者

1. 外国において、学校教育における12年の課程を修了した（見込みの）もの、または、その国におい

て大学入学資格を有する者

2. 日本国以外の国籍を有し、入学時に18歳に達する者

3. 日本語能力の基準について、以下のいずれかを受験資格として定める。

　　ア)日本語能力試験（JLPT）のN1に合格している。

　　イ)日本留学試験(EJU)の日本語科目で、読解、聴解・聴読解の合計が260点以上習得してい

る。

4. 本学の学生として「出入国管理及び難民認定法」による在留資格「留学」を取得または更新できる

者

①志願票

②志望理由書

③検定料振込証明書

④最終出身校の卒業証明書又は卒業見込み証

明書及び学業証明書

⑤最終学校長又は指導教授の推薦書

⑥日本語能力証明書

⑦日本入国後の身元保証人の氏名、年齢、職

業、住所等を記載した書類

⑧授業料等の支弁能力証明書

⑨健康診断書

⑩旅券の写し

⑪日本での最終校の出席状況証明書

　※日本国内で学校（日本語学校、専門学

校等）に在籍した、又は在籍している者のみ

⑫住民票の写し

⑬在留カードのコピー

⑭その他必要に応じて本学が指定する書類

留学生一般入試
①書類選考

②面接試験

③小論文

・母国での最終学歴の学校等にお

ける成績（評定）を評価

・日本語コミュニケーションについて

は面接・小論文にて評価

・英語は、ＴＯＥＩＣなどの英語

の外部試験結果を提出させ、結果

を評価

面接内容にて評価
志願理由書・推薦書内

容にて評価

志願理由書・推薦書内

容にて評価

次の項のすべてに該当する者

1. 外国において、学校教育における12年の課程を修了した（見込みの）もの、または、その国におい

て大学入学資格を有する者

2. 日本国以外の国籍を有し、入学時に18歳に達する者

3. 日本語能力の基準について、以下のいずれかを受験資格として定める。

　　ア)日本語能力試験（JLPT）のN2以上に合格している。

　　イ)日本留学試験(EJU)の日本語科目で、読解、聴解・聴読解の合計が200点以上習得してい

る。

4. 本学の学生として「出入国管理及び難民認定法」による在留資格「留学」を取得または更新できる

者

①志願票

②志望理由書

③検定料振込証明書

④最終出身校の卒業証明書又は卒業見込み証

明書及び学業証明書

⑤最終学校長又は指導教授の推薦書

⑥日本語能力証明書

⑦日本入国後の身元保証人の氏名、年齢、職

業、住所等を記載した書類

⑧授業料等の支弁能力証明書

⑨健康診断書

⑩旅券の写し

⑪日本での最終校の出席状況証明書

　※日本国内で学校（日本語学校、専門学

校等）に在籍した、又は在籍している者のみ

⑫住民票の写し

⑬在留カードのコピー

⑭その他必要に応じて本学が指定する書類

帰国生入試 帰国生入試

①書類審査

②面接試験

③小論文

・最終学歴の学校等における成績

（評定）を評価

・国語や日本語コミュニケーションに

ついては小論文にて評価

・英語は、ＴＯＥＩＣなどの英語

の外部試験結果を提出させ、結果

を評価

面接内容にて評価
志願理由書内容にて評

価

志願理由書内容にて評

価

わが国の高等学校に相当する正規の教育機関の教育課程を修了した者のうち、日本国籍を有し、か

つ国の内外を通じて12年の学校教育を修了または修了見込の2020年3月31日までに18歳に達する

の者で、大学教育を受けるのに十分な日本語の能力を有する、次の項のいずれかに該当する者

【以下の1、2の要件を満たす者】

1. (1)～(5)の項のすべてに該当する者

(1) わが国の高等学校に相当する正規の教育機関の教育課程を修了した者

(2) 日本国籍を有する者

(3) 国の内外を通じて12年の学校教育を修了または修了見込の者

(4) 2020年3月31日までに18歳に達する者

(5) 大学教育を受けるのに十分な日本語の能力を有する者

2. (1)～(3)の項のいずれかに該当する者

(1) 外国の教育制度に基づく高等学校に最終学年を含め2年以上継続して在学し、2020年3月まで

に卒業（修了）見込みの者、または卒業（修了）して2年以内の者

(2) 外国における高等学校に2年以上在籍し、帰国後日本の高等学校または中等教育学校を2020

年3月までに卒業または卒業見込みの者

(3) 国際大学入学資格を有する者、または当該国における大学入学資格を有する者で、原則として

「(1)」または「(2)」に準ずる者

①志願票

②志望理由書

③検定料振込証明書

④修了証明書と成績証明書

アドミッション・ポリシー対応表

留学生入試

推薦入試

ＡＯ入試

①志願票

②志望理由書

③検定料振込証明書

④調査書

次の項のいずれかに該当する者

1．高等学校（特別支援学校の高等部を含む）または中等教育学校を卒業した者および2020年3

月までに卒業見込みの者

2．通常の課程による12年の学校教育を修了した者および2020年3月までに修了見込みの者

3．学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第150条の規定により、高等学校を卒業

した者と同等以上の学力があると認められる者および2020年３月31日までにこれに該当する見込みの

者で、2020年3月31日までに18歳に達する者（「平成32年度大学入学者選抜大学入試センター

試験受験案内」出願資格参照）

①志願票

②志望理由書

③検定料振込証明書

④調査書

⑤推薦書

公募制度・指定校制度・については以下の1、2の要件を満たす者

1. (1)～(2)の項のいずれかに該当する者

(1) 高等学校（特別支援学校の高等部を含む）または中等教育学校を2019年3月までに卒業見

込みの者

(2) 通常の課程による12年の学校教育を2020年3月までに修了見込みの者

2. (1)～(2)の項のすべてに該当する者

(1) 情報経営イノベーション専門職大学情報経営イノベーション学部を専願する者

(2) 人格・識見に優れ、高等学校長または中等教育学校長に推薦された者

 

（参照） 

■アドミッション・ポリシー 
  

以下の項目について、①②と③もしくは④の項目に

当てはまる人を受け入れる方針である。 

 

AP①高等学校等までの履修内容のうち、「国語」ま

たは「日本語」を通じて、聞く・話す・読む・書くという

コミュニケーション能力と、講義やゼミ、文献購読や

レポート作成に必要な基礎的な能力を身に付けてい

る。また、「英語」を通じて、国際的なコミュニケーショ

ンの修得に必要な基礎的な能力を身に付けている。

同様に「数学」を通じて、情報通信技術に係る数学

的思考や論理的な科目に必要となる基礎的な能力

を身につけている。 
 

AP②社会の様々な問題について、知識や情報をもと

にして、筋道を立てて考え、その結果を説明すること

ができる。 
 

AP③情報通信技術や経営学に興味があり、その知

識やスキルを基に社会の様々な課題解決のため、

新たな商品・サービス・ビジネスを生み出したいとい

う意欲がある。 
 

AP④学校でのグループ学習、課外活動やボランティ

ア活動などの経験があり、他の人たちと協力しなが

ら課題をやり遂げることができる。 
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（新旧対照表）様式第２号（その３の１・授業科目の概要） 

※科目の概要を合わせるため、旧の記載順を新に合わせて並び替える。 

新 旧 

 

科目区分 授業科目
の名称 

授業科目の名称 備
考 

基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ イノベー
ションの
志 

本学は「変化を楽しみ、自
ら学び、革新を創造する」
ことを教育理念とし、経営
と情報通信技術に関する理
論と実践力、国際的なコミ
ュニケーション能力、これ
らを組み合わせた応用力を
主体的に身に付け、国際社
会と地域社会の産業発展に
貢献する人材を育成する大
学である。 
本授業ではこの「イノベー
ション」について理解を深
めるとともに、イノベーシ
ョンを生み出し、イノベー
ターとなるために必要な資
質や素養を身につけるため
の土台を様々な事例を学ぶ
ことにより構築する。 
具体的には、分野ごとにイ
ノベーション事例を取り上
げ、情報社会における ICT
を使ったイノベーションと
は何かについて、自分なり
の解を導き出す。各インプ
ットを基にグループワーク
で意見交換を交え、他者と
比較の中で、自身のビジョ
ンステートメントを構築す
る授業構成をとる。 
また、イノベーションを起
こす人材となるために必要
なことは何か、自らイノベ
ーションを起こすために何
をするかを考え自分なりの
イノベーター像、イノベー
ションのあり方を検討し、
この後の本学での学びの素
地とする。 
 

 

基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ スタディ
スキル 

大学生活は社会で貢献する
ための準備期間であり、自
分が興味関心を持つ分野に
ついて主体的に学ぶととも
に、社会に出ていくにあた
って企業におけるプレゼン
テーションに代表されるよ
うに今度は自らが情報発信
をしなければならないとい
う立場にもなる。本講義で
は有意義な大学生活を送る
ために、基本となるアカデ
ミックスキルや社会人基礎
力など、入学時に立てた目
標を実現する力を身につけ
る。具体的には、課題に取
り組みながら大学生活を送
るために必要なコミュニケ
ーション、情報収集と活用、
レポートやプレゼンテーシ
ョンなどを身につけるとと
もに、取り上げる課題やテ
ーマから大学での学びや将
来の目標を考える。 
 

 

 

科目区分 授業科目
の名称 

講義等の内容 備
考 

基
礎
科
目 

－ 現
代
社
会
基
礎 

イノベー
ションの
志 

本学は「変化を楽しみ、自
ら学び、革新を創造する」
ことを教育理念とし、ICT
のスキルを用いて、グロー
バル社会でビジネスにイノ
ベーションを起こす人材を
育成する大学である。 
本授業ではこの「イノベー
ション」について理解を深
めるとともに、イノベーシ
ョンを生み出し、イノベー
ターとなるために必要な資
質や素養を身につけるため
の土台を様々な事例を学ぶ
ことにより構築する。 
具体的には、イノベーショ
ンのエポックメイキングと
なった人々や出来事を振り
返りつつ、情報社会におけ
る ICTを使ったイノベーシ
ョンとは何かについて、自
分なりの解を導き出す。各
インプットを基にグループ
ワークで意見交換を交え、
他者と比較の中で、自身の
ビジョンステートメントを
構築する授業構成をとる。 
併せて、イノベーションを
起こし、社会を変革するた
めに必要な考え方、ビジョ
ン、戦略、スキル、人間力
といったイノベーターとし
ての素養は何かを考え、自
分なりのイノベーター像、
イノベーションのあり方を
検討し、この後の本学での
学びの素地とする。 
 
 
 

 

基
礎
科
目 

－ 現
代
社
会
基
礎 

スタディ
スキル 

大学生活は社会で貢献する
ために準備期間であり、大
学入学を目標としてきた高
校生活から一変する。大学
生にとってまず大切なこと
は学ぶことであるが、大学
での学び方は高校までの学
び方とは大きく異なる。そ
して、社会で活躍するため
には受信的な学びのスタイ
ルだけではなく、自らが情
報を集め、発信する能動的
な学び方を身につけておく
必要がある。①大学生とし
ての心構え、キャリア形成
や４年間の学びのあり方、
②大学で学ぶために必要な
事項（資料検索方法、レポ
ート・プレゼン等）につい
て理解する。本講義では、
大学において学ぶことのス
キルを身につけ、4 年間に
わたる有意義な大学生活を
送るための基本的な姿勢を
獲得することを目的とす
る。 
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基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ 英語コ
ア・スキ
ルズⅠ 

現代社会において、グロー
バルで活躍するためには英
語力は必要不可欠である。
この授業では基本的な英語
4技能のうち、リーディン
グ能力とリスニング能力の
強化を図っていく。 
具体的には、ビジネスや生
活などのシチュエーション
を題材に、個人やグループ
で、音読、ヒアリング、英
文解釈を行う。TOEIC等の
問題を使いながら、演習を
繰り返し行うことで、正し
く英文解釈できる力(単語
力、構文理解力、文法力な
ど)もあわせて習得する。上
記を通じ、ビジネスシーン
で使用する英語に対する基
礎的な読む力と聞く力を習
得する。 
 
 
 
 
 

 

基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ 数学基礎
A 

経営分野、工学分野等にお
ける実世界の課題は、数式
により定義でき、これを数
値解法を用いて解くことが
できるものが多く存在す
る。こうした課題を解くた
めには、数学的な課題の捉
え方や解き方が重要とな
る。本科目では基礎的な解
析学として「数列」「微分」
「積分」をテーマに取り上
げ、解析学の基本的な内容
を学んでいく。これらの理
論や考え方は、経営分析や
ディープラーニングなどの
分野の学習を深めるうえで
基本的な考え方となる。「数
列」「微分」「積分」におい
て重要な基本概念について
学ぶとともに、演習を通し
て各手法の本質や適用方法
についての理解を深める。 
なお、本科目では数学の面
白さや経営学、情報通信技
術での有用性が十分理解で
きるような授業を行う。 
 

 

基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ リサーチ
入門 

社会科学の調査・分析の手
法をもとに、課題発見、調
査、解決策の提案の一連の
流れからリサーチの基本を
学ぶ。具体的には、社会調
査の概要を理解するととも
に、実際に調査するフィー
ルドを設定しながら授業を
進めていく。 
まず、文献やインターネッ
ト等を用いながら、どのよ
うな課題があるのかを調査
票やインタビューなどを通
じて実際に調査し、課題を
特定する。あわせて、設定
された課題への対策とその
実行状況を調べる。問題の
本質はどこにあるかを分析
する。また、対象となる企
業・人・機関などへのフィ
ールド調査を行う対策の課
題を分析する。その後、明
確化された課題に対し、自
分たちがどのように解決に
寄与できるかを設計する。 
本科目を通じ、さまざまな
事象を実証的・構造的に明
らかにし、課題の解決に結
びつけるための方法、特に
資料やデータの収集と分析
の具体的な方法とその特徴
について実際の調査を行い
ながら習得し、今後の学習
の基礎となるスキルを身に
つけることを目指す。 
 

 

基
礎
科
目 

－ 現
代
社
会
基
礎 

英語コ
ア・スキ
ルズⅠ 

現代社会において、グロー
バルで活躍するためには英
語力は必要不可欠である。
この授業では基本的な英語
4 技能について社会的認知
度の高い TOEIC や
TOEFL など英語能力測定
試験を題材にリーディング
能力とリスニング能力の強
化を図っていく。 
具体的には、各能力試験の
構成を確認するとともに、
問題形式や出題傾向を踏ま
えた演習を繰り返し行う。
個人やグループで、音読、
ヒアリング、英文解釈のサ
イクルを繰り返し、出題内
容の理解を深めることで、
正しく英文解釈できる力
(単語力、構文理解力、文法
力など)を習得する。上記を
通じ、ビジネスシーンで使
用する英語に対する基礎
力、特に聞く力と読む力の
向上を目指す。 
 

 

   
(追加) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

(追加)  
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基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ 英語コ
ア・スキ
ルズⅡ 

現代社会において、グロー
バルで活躍するためには英
語力は必要不可欠である。
この授業では基本的な英語
4技能のうち、ライティン
グ能力とスピーキング能力
の強化を図っていく。 
具体的には、ビジネスや生
活などのシチュエーション
を題材に、個人やグループ
で、音読、ヒアリング、英
文解釈を行う。TOEICや
TOEFL等の問題を使いなが
ら、演習を繰り返し行うこ
とで、正しく英文解釈でき
る力(単語力、構文理解力、
文法力など)もあわせて習
得する。上記を通じ、ビジ
ネスシーンで使用する英語
に対する基礎的な書く力と
話す力を習得する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ 数学基礎
B 

経営分野、工学分野等にお
ける実世界の課題は、数式
により定義でき、これを数
値解法を用いて解くことが
できるものが多く存在す
る。こうした課題を解くた
めには、数学的な課題の捉
え方や解き方が重要とな
る。本科目では基礎的な線
形代数として「ベクトル」
「行列」「線形方程式」など
をテーマに取り上げ線形代
数の基本的な内容を学んで
いく。これらの理論や考え
方は、データ分析やソフト
ウェア、IoT 設計などの分
野の学習を深めるうえで基
本的な考え方となる。「ベク
トル」「行列」「線形方程式」
などの基本概念について学
ぶとともに、演習を通して
各手法の本質や適用方法に
ついての理解を深める。 
本授業では、こうした数学
的素養の基礎となる線形代
数について学ぶと共に、こ
れに関連する各科目への入
り口までを講義する。なお、
本授業では数学の面白さや
経営学、情報通信技術での
有用性が十分理解できるよ
うな授業を行う。 
 

 

基
礎
科
目 

－ 現
代
社
会
基
礎 

英語コ
ア・スキ
ルズⅡ 

現代社会において、グロー
バルで活躍するためには英
語力は必要不可欠である。
この授業では基本的な英語
4 技能について社会的認知
度の高い TOEIC や
TOEFL など英語能力測定
試験を題材にライティング
能力とスピーキング能力の
強化を図っていく。 
具体的には、各能力試験の
構成を確認するとともに、
問題形式や出題傾向を踏ま
えた演習を繰り返し行う。
個人やグループで、音読、
ヒアリング、英文解釈のサ
イクルを繰り返すととも
に、教材の内容と関連する
エッセイやクイズを出し合
うことで、自らの手や頭を
使いながら、を向上させる
とともに、正しく英文で表
現できる力(単語力、構文理
解力、文法力など)を習得す
る。上記を通じ、ビジネス
シーンで使用する英語に対
する基礎力、特に話す力と
書く力の向上を目指す。 
 

 

   

(追加)  
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基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ 数学基礎
C 

経営分野、工学分野等にお
ける実世界の課題は、数式
により定義でき、これを数
値解法を用いて解くことが
できるものが多く存在す
る。こうした課題を解くた
めには、数学的な課題の捉
え方や解き方が重要とな
る。本科目では基礎的な確
率統計として「確率」「統計」
「多変量解析」などをテー
マに取り上げ確率統計の基
本的な内容を学んでいく。
これらの理論や考え方は、
経営の最適化や需要予測、
ビッグデータなどの分野の
学習を深めるうえで基本的
な考え方となる。「確率」「統
計」「多変量解析」などの基
本概念について学ぶととも
に、演習を通して各手法の
本質や適用方法についての
理解を深める。 
本授業では、こうした数学
的素養の基礎となる確率統
計等について学ぶと共に、
これに関連する各科目への
入り口までを講義する。な
お、本科目では、数学の面
白さや経営学、情報通信技
術での有用性が十分理解で
きるような授業を行う。 
 

 

基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ キャリア
デザイン
Ⅰ 

1 年間の大学生活を経て得
た気づき、課題を整理する
とともに、入学時に立てた
目標や行動計画の振り返り
を行い、3 年次のインター
ンシップや卒業後のキャリ
アに向け、改めてキャリア
プラン、行動計画を考える。
合わせて、改めて仕事や職
業への理解を深め、働くこ
とやキャリアデザインの概
念を学ぶことで、キャリア
についてのより具体的なア
クションにつなげられるよ
うに展開する。これらを通
じ大学生活やその後の人生
をどのように作っていくか
を考え、自分自身のキャリ
アを主体的に想像していく
土台を作る。 
 

 

基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ 職業倫理 本授業では、ICT 業界で働
く者として、コンテンツを
作る上で最低限知っておく
べき内容や、現代社会が持
つ様々な課題事項への理解
を深める。ケースメソッド、
ゲスト講師の講義で最新の
課題を取り上げながら、パ
ワハラ、セクハラなどハラ
スメントの定義や対応方
法、インターネット上で広
告が炎上する理由、炎上の
際の企業の適切な対処方
法、metoo 運動が発生した
背景や広がった理由など、
企業の倫理、IT の倫理につ
いて考える。 
 

 

   

(追加)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

基
礎
科
目 

－ 現
代
社
会
基
礎 

キャリア
デザイン
Ⅰ 

キャリアデザインⅠでは社
会人となるうえで必要なマ
ナーやスキル、考え方をも
とに、自らの能力と将来像
を俯瞰し、自身のキャリア
デザインを行う。合わせて、
仕事とは何か、働くことや
キャリアデザインの概念を
学ぶことで、キャリアにつ
いて考え、行動できるよう
に具体化する。これらを通
じ大学生活やその後の人生
をどのように作っていくか
を考え、自分自身のキャリ
アを主体的に想像していく
土台を作る。授業は 5 人ほ
どのチームに分かれ、グル
ープ討議及び発表を中心に
行う。 
 
 

 

基
礎
科
目 

－ 現
代
社
会
基
礎 

職業倫理 本授業では、ICT 業界で働
く者として、コンテンツを
作る上で最低限知っておく
べき内容や、現代社会が持
つ様々な課題事項への理解
を深める。ケースメソッド、
ゲスト講師の講義で最新の
課題を取り上げながら、パ
ワハラ、セクハラなどハラ
スメントの定義や対応方
法、インターネット上で広
告が炎上する理由、炎上の
際の企業の適切な対処方
法、metoo 運動が発生した
背景や広がった理由など、
企業の倫理、IT の倫理につ
いて考える。 
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基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ 先端グロ
ーバル社
会 

過去から現在のグローバル
で起きている変化、今後の
人口動態と未来予測を踏ま
えた将来のグローバル社会
の潮流を理解し、これらを
ICT が支える可能性につい
て探求する。 
具体的には持続可能な開発
目標（SDGs）17 のゴール
をもとに、その概要と今日
的な課題とそれに向けた取
り組みの現状について概説
する。また、グローバルな
課題設定と自らの生活や学
びがどのようにつながって
いるのかを考える。これら
の学習を通じ、自分なりに
グローバル社会に対し、
ICT やビジネスなど本学で
の学びがどのように寄与し
ていくのかを考える。 
最終的にはテーマを絞り、
個人・グループでの実行計
画を策定する。 
 

 

基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ 科学史 科学とは時間や空間を超え
た普遍的なものと一般に考
えられているが、人間の営
みである以上、科学も歴史
のなかで誕生し発展してき
たものであり、その成果も
歴史的な文脈によって規定
されている。とりわけ近代
科学は 17 世紀西欧社会に
おいて誕生したと考えら
れ、近世・近代日本におけ
る自然研究および近代日本
への西欧科学の導入を、当
時の歴史的文脈の中で理解
することは、現代科学の理
解にとっても重要である。
以上をふまえ、本講義では
「科学」とは何かについて
歴史的に考察し、「科学」に
対する理解を深めることを
目的とする。 
 

 

基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ ICT と人
間 

日々進化する ICT は、個々
の要素が著しく進歩しつづ
けているだけでなく、急速
に私たちの日常生活の中に
も導入されている。よって、
言葉だけは聞き慣れていて
も、基本的な技術や性能を
理解しないまま誤用してし
まう場合もある。本講義で
は、光、電気、電波、など
の基礎知識から、情報の量
や単位、情報の品質に直結
する通信の速度、文字デー
タの標準や音声・画像・映
像などのマルチメディア技
術と適用、企業活動や事業
活動の中で汎用化している
技術やプロセス、身の回り
のインターネットサービス
の種類と活用方法など、一
般社会人に求められる社会
基盤としての IT に関する
活用知識を修得する。 
 

 

基
礎
科
目 

－ 現
代
社
会
基
礎 

先端グロ
ーバル社
会 

過去から現在のグローバル
で起きている変化、今後の
人口動態と未来予測を踏ま
えた将来のグローバル社会
の潮流を理解し、これらを
ICT が支える可能性につい
て探求する。 
具体的には持続可能な開発
目標（SDGs）17 のゴール
をもとに、その概要と今日
的な課題とそれに向けた取
り組みの現状について概説
する。また、グローバルな
課題設定と自らの生活や学
びがどのようにつながって
いるのかを考える。これら
の学習を通じ、自分なりに
グローバル社会に対し、
ICT やビジネスなど本学で
の学びがどのように寄与し
ていくのかを考える。 
最終的にはテーマを絞り、
個人・グループでの実行計
画を策定する。 
 

 

基
礎
科
目 

－ 現
代
社
会
基
礎 

科学史 科学とは時間や空間を超え
た普遍的なものと一般に考
えられているが、人間の営
みである以上、科学も歴史
のなかで誕生し発展してき
たものであり、その成果も
歴史的な文脈によって規定
されている。とりわけ近代
科学は 17 世紀西欧社会に
おいて誕生したと考えら
れ、近世・近代日本におけ
る自然研究および近代日本
への西欧科学の導入を、当
時の歴史的文脈の中で理解
することは、現代科学の理
解にとっても重要である。
以上をふまえ、本講義では
「科学」とは何かについて
歴史的に考察し、「科学」に
対する理解を深めることを
目的とする。 
 

 

基
礎
科
目 

－ 現
代
社
会
基
礎 

ICT と人
間 

日々進化する ICT は、個々
の要素が著しく進歩しつづ
けているだけでなく、急速
に私たちの日常生活の中に
も導入されている。よって、
言葉だけは聞き慣れていて
も、基本的な技術や性能を
理解しないまま誤用してし
まう場合もある。本講義で
は、光、電気、電波、など
の基礎知識から、情報の量
や単位、情報の品質に直結
する通信の速度、文字デー
タの標準や音声・画像・映
像などのマルチメディア技
術と適用、企業活動や事業
活動の中で汎用化している
技術やプロセス、身の回り
のインターネットサービス
の種類と活用方法など、一
般社会人に求められる社会
基盤としての IT に関する
活用知識を修得する。 
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基
礎
科
目 

現
代
社
会
基
礎 

－ キャリア
デザイン
Ⅱ 

入学からインターンシップ
までの 3 年弱の学習や経験
を通じて得たこと、感じた
ことを振り返り、卒業後の
活躍を見据えたキャリアプ
ランやキャリアを考える要
素となる今日的な話題、考
え方について学習を進め
る。 
大学生活の中での活動を履
歴書やポートフォリオ、キ
ャリアカルテに整理するこ
とで、これまでの振り返り
と自己理解を深める。また、
インターンシップでは、実
際の企業などで実践的な業
務を行ってきた。この経験
の中で考えた職業人として
必要なスキル、知識、社会
人基礎力について整理し、
今後の大学生活において何
を実現させていくのか、そ
のためにどのような学びを
深めるのかを考え、キャリ
アプランや行動計画を作成
する。キャリアに関する今
日的な話題を取り上げるこ
とで、多角的に自己や周囲
のキャリアについて興味関
心を持ち、主体的に学び選
択していく素地を作る。 
上記を通じ、残る大学生活
や今後の職業人生に対し、
主体的に行動する、選び取
るための意識と判断基準を
持つことを目指す。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

マネジメ
ント（経
営学基
礎） 

イノベーションは、科学・
技術に関する革新的な発明
や発見だけでなく、コンビ
ニエンスストアや宅急便の
ような新しいビジネスのし
くみを生み出すこともその
一つである。近年は、日々、
進歩する ICT（インターネ
ット、人工知能、仮想・拡
張現実、ロボット、など）
を効果的に活用すること
で、ますます、イノベーシ
ョンを起こし易くなってい
る。 
本授業では、経営学におけ
る戦略論や組織論の観点か
ら、イノベーションを（偶
発ではなく）体系的に生み
出す戦略（狙い）や組織・
プロセス（進め方）の考え
方の基礎を学習する。具体
的には、将来動向の予測方
法、事業環境の分析手順、
ビジネス戦略の計画方法、
組織やチームのつくり方、
などを学習する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

マーケテ
ィング基
礎 

マーケティングの基礎的な
概念とその発想法を習得す
ることで、情報通信技術を
用いたビジネスやサービス
を検討する中で、実務とし
てマーケティング戦略の立
案、戦術の策定ができるよ
うにする。 
具体的にはビジネスの現場
で活用するためのマーケテ
ィングの基本的な知識やス
キル、理論を幅広く学ぶ。
身近な商品・サービスの実
例を用いて、経営に欠かせ
ないマーケティングの基礎
知識を理解する。あわせて、
デジタルマーケティングや
ソーシャルメディアを活用
したマーケティングなど今
日的な話題を学ぶことで、
ビジネスの現場でマーケテ
ィングを活用するための知
識・スキルを習得する。 
 

 

基
礎
科
目 

－ 現
代
社
会
基
礎 

キャリア
デザイン
Ⅱ 

キャリアデザインⅠを通じ
て習得した基本的なマナー
やスキル、ミッションの考
え方をもとに、現状有する
能力および、今後培ってい
く能力を考慮し、社会人と
しての自らのキャリアをデ
ザインする。キャリアデザ
インは独りよがりのもので
はなく、その時々の社会背
景や、周囲の友人や同僚な
どとも相互に作用し合う点
において、自分自身のブラ
ンドマネジメント戦略とい
う見方もできる。経営者、
マネジメント側として周囲
をどのようにコントロール
し、またどのようにプロモ
ートするのか、より具体的
にイメージできるキャリア
デザインを構築する。さら
にメンバーとなった場合の
フォロワーシップとしての
立場を理解することによ
り、さまざまなキャリア意
識の違いを把握する。授業
は 5 人ほどのチームに分か
れ、グループ討議及び発表
を中心に行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

マネジメ
ント（経
営学基
礎） 

イノベーションは、科学・
技術に関する革新的な発明
や発見だけでなく、コンビ
ニエンスストアや宅急便の
ような新しいビジネスのし
くみを生み出すこともその
一つである。近年は、日々、
進歩する ICT（インターネ
ット、人工知能、仮想・拡
張現実、ロボット、など）
を効果的に活用すること
で、ますます、イノベーシ
ョンを起こし易くなってい
る。 
本授業では、経営学におけ
る戦略論や組織論の観点か
ら、イノベーションを（偶
発ではなく）体系的に生み
出す戦略（狙い）や組織・
プロセス（進め方）の考え
方の基礎を学習する。具体
的には、将来動向の予測方
法、事業環境の分析手順、
ビジネス戦略の計画方法、
組織やチームのつくり方、
などを学習する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

マーケテ
ィング基
礎 

マーケティングの基礎的な
概念とその発想法を習得す
ることで、ICT 関連のビジ
ネス・シーンで、実務とし
てマーケティング戦略の立
案、戦術の策定ができるよ
うにする。 
マーケティングをビジネス
の現場で活用するための、
基礎能力から、理論、応用
まで幅広く学ぶ。身近な商
品・サービスの実例を用い
て、経営に欠かせないマー
ケティングの基礎知識を理
解する。 
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職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

法務リテ
ラシーⅠ 

IT/ICT 事業に関わる、ある
いは自ら起ち上げ、実施し
ていく上で、社会制度とし
ての法システムへの理解は
かかせない。我が国の法シ
ステムの概要を、民事法・
経済法の領域を中心に解説
していく。その中で、法規
定の形だけでなく、それが
どのように執行され事業に
おける得失をどう生み出し
ていくのかという視点か
ら、理解を深める。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

アカウン
ティング
入門 

ICT の進歩により飛躍的な
発展を遂げるビジネス社会
で有為な人材として活躍す
るためには、ビジネス社会
の共通言語である会計を学
ぶことが重要である。この
授業では、会計を初めて学
ぶ人達を対象に、会計の全
般的で基礎的な内容を平易
に解説する。会計といえば、
一般的に企業会計を意味す
ることが多い。会計情報は
企業を取り巻く各種ステー
クホルダー（利害関係者）
の意思決定に利用されるか
らである。同時に、会計の
適用範囲は広い。ここでは、
会計を網羅的に取り上げ、
その時々の会計事情を事例
として利用しながら、会計
の基本的な考え方とその守
備範囲についてわかりやす
く説明する。 
 
 
 
 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

オペレー
ションズ
マネジメ
ント 

企業の現場にとって、「価格
競争に陥らないような独創
的な製品やサービスを開発
したい」「製品開発のスピー
ドで他社より勝りたい」「コ
スト競争力をもっと上げた
い」「高い品質で顧客に満足
してもらいたい」といった
要望に応えられる方法論は
たいへん重要である。 
本授業では、企業の活動全
般（製品・サービスの企画
開発、原材料や部品の調達、
生産、流通、販売、経営管
理、など）を対象に、いか
なる企業にとっても重要な
コスト削減や時間短縮、品
質向上、顧客満足度向上を
実現するオペレーション
（仕事の進め方や日々の仕
事のやり方）の構築・改善・
改革の方法論を学ぶ。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

マーケテ
ィング応
用 

マーケティングを履修した
上で、さまざまな企業が実
際に展開してきたマーケテ
ィングの応用法について学
ぶ。特に、本学の位置する
東京都墨田区周辺と縁の深
い企業を選定、事例として
取り上げ、その取り扱う製
品・サービスがマーケティ
ングの観点からどのような
企図があるのかを検証す
る。特に、受講者にとって
日常的に接することが可能
なサービス・商品について
詳しく取り上げ、各企業の
マーケティング活動が理論
的な裏付けに基づいた展開
であることを理解する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

法務リテ
ラシーⅠ 

IT/ICT 事業に関わる、ある
いは自ら起ち上げ、実施し
ていく上で、社会制度とし
ての法システムへの理解は
かかせない。我が国の法シ
ステムの概要を、民事法・
経済法の領域を中心に解説
していく。その中で、法規
定の形だけでなく、それが
どのように執行され事業に
おける得失をどう生み出し
ていくのかという視点か
ら、理解を深める。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

アカウン
ティング 

財務会計は企業の「構造」
と「健康状態」を知るため
に必要不可欠な知識であ
り、管理会計は事業を「正
しい道筋」に経営して導く
ために必要不可欠な道標で
ある。本講義では、初めて
起業する者を対象とした経
理業務のガイドと、財務３
表や主要な財務指標の意味
合いとその事業構造との関
係の読み取り方、事業収支
予測（予測財務諸表）の作
り方と KPI（主要業績指標）
の設定のしかたについて学
習し、実際の起業に際して
会計処理とそれに基づく経
営判断を正しく行えるよう
になることを目指す。 
また、ICT ソフトウェア関
連事業に特有の会計基準と
して、「研究開発に係る会計
基準」をめぐる諸問題と、
大規模ソフトウェア開発受
託事業等における工事進行
基準会計についても触れ
る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

オペレー
ションズ
マネジメ
ント 

企業の現場にとって、「価格
競争に陥らないような独創
的な製品やサービスを開発
したい」「製品開発のスピー
ドで他社より勝りたい」「コ
スト競争力をもっと上げた
い」「高い品質で顧客に満足
してもらいたい」といった
要望に応えられる方法論は
たいへん重要である。 
本授業では、企業の活動全
般（製品・サービスの企画
開発、原材料や部品の調達、
生産、流通、販売、経営管
理、など）を対象に、いか
なる企業にとっても重要な
コスト削減や時間短縮、品
質向上、顧客満足度向上を
実現するオペレーション
（仕事の進め方や日々の仕
事のやり方）の構築・改善・
改革の方法論を学ぶ。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

マーケテ
ィング応
用 

マーケティングを履修した
上で、さまざまな企業が実
際に展開してきたマーケテ
ィングの応用法について学
ぶ。特に、本学の位置する
東京都墨田区周辺と縁の深
い企業を選定、事例として
取り上げ、その取り扱う製
品・サービスがマーケティ
ングの観点からどのような
企図があるのかを検証す
る。特に、受講者にとって
日常的に接することが可能
なサービス・商品について
詳しく取り上げ、各企業の
マーケティング活動が理論
的な裏付けに基づいた展開
であることを理解する。 
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職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

アカウン
ティング
応用 

「アカウンティング入門」
で学んだ会計の基本知識を
もとに、この授業では主に
財務会計（外部報告会計）
の応用領域について学ぶ。
企業の健康状態をチェック
するために必要な会計情報
は、カルテともいうべき財
務諸表から得られる。その
ため、財務諸表の体系およ
び内容を理解し、分析でき
なければビジネスに役立た
ない。とりわけ財務 3 表と
も呼ばれる貸借対照表、損
益計算書、キャッシュフロ
ー・計算書の関連性とそれ
らの計算構造の仕組みをし
っかりと理解しておくこと
が重要である。 
また、個別企業の財務諸表
だけではなく企業集団の連
結財務諸表についても触れ
る。さらに、ICT の利用に
より、経済活動がボーダレ
ス化するなかで、会計ルー
ルの国際化への対応も考慮
に入れておかなければなら
ない。 
単なる実践的な会計処理方
法を学ぶだけではなく、そ
の理論的根拠や応用事例も
同時に学ぶことにで、企業
価値を高める創造力をも身
につけることを目指してい
る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

法務リテ
ラシーⅡ 

法務リテラシーI の講義内
容を前提として、IT/ICT 事
業に関わる、あるいは自ら
起ち上げ、実施していく上
で必要になる諸法につい
て、電気通信に関する事業
者責任、知的財産の取扱い、
表現規制への対応を中心と
して解説していく。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

ファイナ
ンス入門 

一般に、企業は資金を調達
し、それらを運用して、収
益を生むという活動をおこ
なう。そのため、ビジネス
リーダーは、資金調達活動、
投資活動、財務活動を、つ
ねに考えて行動する必要が
ある。その際、会計情報を
利用してファイナンス(財
務：企業財務あるいは経営
財務ともいう)をおこなう
ことは重要である。 
最近、ICT を利用したビジ
ネスの現場で、コーポレー
トガバナンスの強化ととも
に、このファイナンスの重
要性が増している。そこで、
この授業では、将来ビジネ
スリーダーを目指す学生を
対象に、経営プロセスにそ
って、会計の知識をもとに
ファイナンスの基礎とその
考え方を修得してもらう。
それにより、経営の効率性
や収益性を高め、企業価値
の最大化を目指すファイナ
ンス本来の基本的スタンス
が理解できるようになる。 
 

 

   

(追加)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

法務リテ
ラシーⅡ 

法務リテラシーI の講義内
容を前提として、IT/ICT 事
業に関わる、あるいは自ら
起ち上げ、実施していく上
で必要になる諸法につい
て、電気通信に関する事業
者責任、知的財産の取扱い、
表現規制への対応を中心と
して解説していく。 
 

 

   

(追加)  
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職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

問題形成
と問題解
決 

将来を見越したイノベーシ
ョンを起こし、世界的な視
野をもって決断し、俊敏に
実行できるリーダー人材に
は、高度な問題の発見・解
決能力は必須である。その
ために、本授業では、世界
の有力企業で実際に広く活
用されている問題解決手法
を学習する。 
具体的には、①問題を明確
にする②問題をブレイクダ
ウンする③達成目標を決め
る④真因を考え抜く⑤対策
を立てる⑥対策をやりぬく
⑦結果とプロセスを評価す
る⑧成果を定着させる、と
いった８つのステップから
成る問題解決手法を事例学
習やグループワークを通じ
て体系的に学ぶ。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

組織行動
論 

組織は至る所に存在してお
り、組織と関係せずに生活
はできなくなっている。本
講義では様々な組織の中で
の人間行動について理解す
る。人間行動を規定する働
きのある組織の構造や形
態、組織文化を扱い、仕事
への意欲の程度を示すもの
ともいえる動機づけや、働
き方を学び、企業トップや
管理職に対するコーチン
グ・コンサルテーション・
組織開発ワークショップな
どの実践理論と技術の習得
を通して、個人が生かされ
組織も創造性を増す組織開
発を探求する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

ビジネス
ゲームに
よる経営
意思決定 

世の中にある様々な経営現
象(人事現象、市場現象等)
を理解するには、なぜそれ
が起こったかの現象を説明
する原理を学ぶ必要があ
り、その 1 つがゲーム理論
である。ゲーム理論は、人
はなぜそう決めるのか、企
業はなぜそう決めるのか、
という「決める」ことに関
する理論である。本講義で
は、「決める(意思決定)」こ
とは経営現象全てに関わる
事を理解し、ゲーム理論を
活用し、主に ICT 業界の経
営実務における、合理的な
意思決定の手法を修得す
る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

人的資源
管理論 

経済・社会活動がグローバ
ル化するなかでの競争激化
や、経済社会の成熟化によ
り、日本企業は事業運営に
おいてこれまでにない模索
を強いられ、時に大きな事
業革新を求められている。
一方で、人口高齢化と人口
減少の進行は、企業の人的
資源の担い手を大きく変え
つつある。本講義では、以
上のような状況のもとで、
日本企業が進めている人的
資源管理の取り組みとその
背景を理解し、今後のあり
方について検討を行うため
の視点を身につけることを
目的とする。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

問題形成
と問題解
決 

将来を見越したイノベーシ
ョンを起こし、世界的な視
野をもって決断し、俊敏に
実行できるリーダー人材に
は、高度な問題の発見・解
決能力は必須である。その
ために、本授業では、世界
の有力企業で実際に広く活
用されている問題解決手法
を学習する。 
具体的には、①問題を明確
にする②問題をブレイクダ
ウンする③達成目標を決め
る④真因を考え抜く⑤対策
を立てる⑥対策をやりぬく
⑦結果とプロセスを評価す
る⑧成果を定着させる、と
いった８つのステップから
成る問題解決手法を事例学
習やグループワークを通じ
て体系的に学ぶ。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

組織行動
論 

組織は至る所に存在してお
り、組織と関係せずに生活
はできなくなっている。本
講義では様々な組織の中で
の人間行動について理解す
る。人間行動を規定する働
きのある組織の構造や形
態、組織文化を扱い、仕事
への意欲の程度を示すもの
ともいえる動機づけや、働
き方を学び、企業トップや
管理職に対するコーチン
グ・コンサルテーション・
組織開発ワークショップな
どの実践理論と技術の習得
を通して、個人が生かされ
組織も創造性を増す組織開
発を探求する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

ビジネス
ゲームに
よる経営
意思決定 

世の中にある様々な経営現
象(人事現象、市場現象等)
を理解するには、なぜそれ
が起こったかの現象を説明
する原理を学ぶ必要があ
り、その 1 つがゲーム理論
である。ゲーム理論は、人
はなぜそう決めるのか、企
業はなぜそう決めるのか、
という「決める」ことに関
する理論である。本講義で
は、「決める(意思決定)」こ
とは経営現象全てに関わる
事を理解し、ゲーム理論を
活用し、主に ICT 業界の経
営実務における、合理的な
意思決定の手法を修得す
る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

人的資源
管理論 

経済・社会活動がグローバ
ル化するなかでの競争激化
や、経済社会の成熟化によ
り、日本企業は事業運営に
おいてこれまでにない模索
を強いられ、時に大きな事
業革新を求められている。
一方で、人口高齢化と人口
減少の進行は、企業の人的
資源の担い手を大きく変え
つつある。本講義では、以
上のような状況のもとで、
日本企業が進めている人的
資源管理の取り組みとその
背景を理解し、今後のあり
方について検討を行うため
の視点を身につけることを
目的とする。 
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職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

コーポレ
ートファ
イナンス 

企業における資金の調達・
運用、設備投資等に関して
包括的に学び、理論を正確
に理解した上で、その応用
力を身につけることを目的
とする。具体的には、基本
的なファイナンスに関する
理論、企業における資金調
達と資本構成の実態、資本
コストの考え方やその算出
方法、企業における配当政
策、債権と株式の評価方法、
現在価値の概念を用いてキ
ャッシュフローを評価する
方法、デリバティブに関す
る基本的な理論とリスクヘ
ッジのためのデリバティブ
の利用などに関する知識を
修得し、企業の財務意思決
定の基礎理論を理解する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

地域創生
とイノベ
ーション 

墨田区はじめ講師が関与し
て地域創生に成功した全国
の事例を学ぶ。その現場で
産業・観光・文化・教育振
興や、SNS 等の情報発信で
活躍したキーパーソンをゲ
スト講師に招いて議論し、
理解を深める。 
また、実際に街あるきや工
場見学などのフィールドワ
ークを行い、受講生自らが
地域の魅力を発見・発掘し
て SNS で発信する。その
成果を学生目線の墨田区観
光マップにまとめ、地域の
キーパーソンに報告し、講
義 web や SNS 等で発表す
る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

イノベー
ション特
論 

本授業では、イノベーショ
ンにかかわる重要な時事的
テーマを学習する。従来、
イノベーションの議論は、
ビジネスの価値を持続的、
漸進的に向上させるため
に、自社開発と外部利用の
適切な判断基準はなにか、
システム開発の投資効率は
どう評価すべきか、イノベ
ーションを加速させるため
の組織のしかけは何か、と
いった論点を中心に進めら
れてきた。 
しかし、今後のイノベーシ
ョンの議論は、ICT のさら
なる格段の進歩を見据え、
人と情報を中心にして、ビ
ジネスの価値を加速的に向
上させることに論点が移
る。そこで、本授業では、
ICT 関連の技術分野を含む
最新のイノベーションの潮
流（たとえばスマート・フ
ァクトリー、デジタル・オ
ペレーション、など）や、
経営分野で今後のイノベー
ションに関わる重要トピッ
ク（たとえばデジタル・ト
ランスフォーメーション、
アジャイル、など）などを
学習する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

コーポレ
ートファ
イナンス 

企業における資金の調達・
運用、設備投資等に関して
包括的に学び、理論を正確
に理解した上で、その応用
力を身につけることを目的
とする。具体的には、基本
的なファイナンスに関する
理論、企業における資金調
達と資本構成の実態、資本
コストの考え方やその算出
方法、企業における配当政
策、債権と株式の評価方法、
現在価値の概念を用いてキ
ャッシュフローを評価する
方法、デリバティブに関す
る基本的な理論とリスクヘ
ッジのためのデリバティブ
の利用などに関する知識を
修得し、企業の財務意思決
定の基礎理論を理解する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

地域創生
とイノベ
ーション 

墨田区はじめ講師が関与し
て地域創生に成功した全国
の事例を学ぶ。その現場で
産業・観光・文化・教育振
興や、SNS 等の情報発信で
活躍したキーパーソンをゲ
スト講師に招いて議論し、
理解を深める。 
また、実際に街あるきや工
場見学などのフィールドワ
ークを行い、受講生自らが
地域の魅力を発見・発掘し
て SNS で発信する。その
成果を学生目線の墨田区観
光マップにまとめ、地域の
キーパーソンに報告し、講
義 web や SNS 等で発表す
る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

イノベー
ション特
論 

本授業では、イノベーショ
ンにかかわる重要な時事的
テーマを学習する。従来、
イノベーションの議論は、
ビジネスの価値を持続的、
漸進的に向上させるため
に、自社開発と外部利用の
適切な判断基準はなにか、
システム開発の投資効率は
どう評価すべきか、イノベ
ーションを加速させるため
の組織のしかけは何か、と
いった論点を中心に進めら
れてきた。 
しかし、今後のイノベーシ
ョンの議論は、ICT のさら
なる格段の進歩を見据え、
人と情報を中心にして、ビ
ジネスの価値を加速的に向
上させることに論点が移
る。そこで、本授業では、
ICT 関連の技術分野を含む
最新のイノベーションの潮
流（たとえばスマート・フ
ァクトリー、デジタル・オ
ペレーション、など）や、
経営分野で今後のイノベー
ションに関わる重要トピッ
ク（たとえばデジタル・ト
ランスフォーメーション、
アジャイル、など）などを
学習する。 
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職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

新興市場
における
事業開発 

ビジネスのグローバル化を
進めるうえで、海外市場を
理解する視点や海外拠点・
海外パートナーとの協働は
重要である。また多様化し
ていく市場を理解したう
え、的確に事業を行ってい
くためのマネジメントにつ
いても正しく理解しておく
必要がある。 
本授業では、発展途上であ
る新興国に進出した事例の
紹介、新興市場特有のマネ
ジメントに関する知識や手
法の紹介を行うとともに、
実際に自分たちが新興国へ
参入することを想定したビ
ジネスプランや戦略の立案
を通じて、新興市場での事
業開発の考え方や手法を学
ぶ。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

クロステ
ックビジ
ネスデザ
イン 

情報通信技術の発展のなか
で、金融や教育、医療、農
業などの既存のビジネス領
域とテクノロジーを融合
し、産業構造の変化が進ん
でいる。これは既存のビジ
ネスモデルの拡大や高度
化、他分野やベンチャー企
業の新規参入など、多様な
論点が含まれている。 
本科目ではこれらの産業の
イノベーションの事例を紹
介するとともに、テクノロ
ジーと融合した既存のビジ
ネスがどのように発展・成
長してきたか、技術軸・時
間軸の観点から概観する。
あわせて、それぞれの産業
特有の法律や規制などの課
題や論点を整理し、諸外国
での議論等を紹介しなが
ら、日本のビジネスとテク
ノロジーの融合のあり方、
ビジネスモデルについて検
討、議論を通じて深めてい
きたい。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

デザイン
と経営 

ICT による急速な社会変化
への対応が企業にとって重
要な経営課題となる中で、
旧来のビジネスモデルを刷
新し、それを構築・実現す
る社外の人材やその知見を
柔軟に取り入れることが求
められている。本授業では
ビジネスモデルに着目した
新しいビジネスのデザイン
の方法論と、社外の知見の
活用方法としてのオープン
イノベーションについて、
そのタイプと導入・実践の
手法を学ぶ。また、デザイ
ナーやアーティストなどと
の協働によるイノベーショ
ン（インターベンション）
を行うことで、自らイノベ
ーションを起こすために必
要な知識やスキルを習得す
る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

新興市場
における
事業開発 

ビジネスのグローバル化を
進めるうえで、海外市場を
理解する視点や海外拠点・
海外パートナーとの協働は
重要である。また多様化し
ていく市場を理解したう
え、的確に事業を行ってい
くためのマネジメントにつ
いても正しく理解しておく
必要がある。 
本授業では、発展途上であ
る新興国に進出した事例の
紹介、新興市場特有のマネ
ジメントに関する知識や手
法の紹介を行うとともに、
実際に自分たちが新興国へ
参入することを想定したビ
ジネスプランや戦略の立案
を通じて、新興市場での事
業開発の考え方や手法を学
ぶ。 
 

 

   

(追加)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

(追加)  
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職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

税務会
計・会計
処理 

税務会計とは、税法の様々
な規程に基づき、企業が課
税されるべき所得税を算出
するものである。本授業で
は業界・業種ごとの会計処
理の特徴やルールを学びな
がら、税務会計の基礎から
講義を行う。税務会計を通
じ、様々な業界の特色を理
解するとともにそのビジネ
スの展開や ICTの活用の可
能性について理解を深め
る。あわせて、申告書の作
成までの一連の税務申告の
流れを学ぶことで、実践的
な税務会計についての知識
を習得する。 
 

 

   

(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

税務会
計・会計
処理 

税務会計とは、税法の様々
な規程に基づき、企業が課
税されるべき所得税を算出
するものである。本授業で
は業界・業種ごとの会計処
理の特徴やルールを学びな
がら、税務会計の基礎から
講義を行う。税務会計を通
じ、様々な業界の特色を理
解するとともにそのビジネ
スの展開や ICTの活用の可
能性について理解を深め
る。あわせて、申告書の作
成までの一連の税務申告の
流れを学ぶことで、実践的
な税務会計についての知識
を習得する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

ファイナ
ンス 

多くの起業家がつまずくの
が、創業期の資金計画であ
る。特に ICT を活用したス
ケラビリティの高い事業を
手がける起業家には、基本
的なファイナンスのリテラ
シーに加えて、エクイテ
ィ・ファイナンスの知識と
スキルが求められる。1～5
回目で基本的なプライシン
グ理論をまず押さえたうえ
で、6～12 回目で創業期の
ファイナンスに特有の問題
とそのスキーム構築、リタ
ーンの計算方法などを学
び、経営者と投資家の両方
の立場の期待値を理解して
満たしつつ資金調達するこ
とを学ぶ。また、13 回目で
資本市場におけるベンチャ
ーの評価軸を踏まえつつ、
IPOやバイアウトといった
エグジット戦略についても
理解を深める。14 回目と
15 回目の総合ワークでは、
グループ単位で与えられる
実際の事業計画に沿った資
金計画を作成し、投資家を
想定した資本調達のための
プレゼンを行う。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
基
礎 

ビジネス
デザイン
Ⅰ 

世界的に課題がカテゴライ
ズされている SDGｓにつ
いて学び、その中から、身
近な日本、地方、大学があ
る自治体に引き寄せた課題
を発見し、誰にどのような
課題があるのかをインタビ
ューなどを通じて調査す
る。ネット情報だけでなく、
どのような情報源があるか
を調べ、実際に超すること
により、課題を見つける。
次にその課題に対してどの
ような対策が実施されてい
るかを調べる。問題の本質
はどこにあるかを分析す
る。対策を行っている機
関・人などから話を聞くこ
とにより、対策の課題を分
析する。ステークホルダー
を同定できたら、自分たち
がどのように解決に寄与で
きるかを設計する。 
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(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

ビジネス
デザイン
Ⅱ 

ICT による急速な社会変化
への対応が企業にとって重
要な経営課題となる中で、
旧来のビジネスモデルを刷
新し、それを構築・実現す
る社外の人材やその知見を
柔軟に取り入れることが求
められている。本授業では
ビジネスモデルに着目した
新しいビジネスのデザイン
の方法論と、社外の知見の
活用方法としてのオープン
イノベーションについて、
そのタイプと導入・実践の
手法を学ぶ。また、デザイ
ナーやアーティストなどと
の協働によるイノベーショ
ン（インターベンション）
を行うことで、自らイノベ
ーションを起こすために必
要な知識やスキルを習得す
る。 
  

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

ゲーム理
論と交渉
術 

ビジネスを実践する上では
様々な決定をしなければな
らない。その決定によりビ
ジネスがたどる変遷は大き
く変わることはご理解いた
だけると考える。経営に携
わるものはこの決定を常に
迫られることになる。 
「ゲーム理論」ではそもそ
も人がなぜそのような決定
を行うのかをモデルによっ
て抽象化する。そして自分
や競争相手が行う決定によ
って変化する競争環境を理
解する。特に「交渉術」で
はその決定に基づき交渉相
手を含む各種ステークホル
ダーにどのように決定を伝
えることで交渉を優位に運
ぶことができるかを解説す
る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

モチベー
ションマ
ネジメン
ト 

科学的アプローチにより、
モチベーションをマネジメ
ントするメカニズムを理解
し、自己・他者・組織のモ
チベーションをマネジメン
トする手法を修得する。個
人の中ではモチベーション
がどのような過程を経て生
まれ、変化するのかを学ぶ
ことで、モチベーションの
特徴とそのコントロール方
法についてより深く理解す
る。また、期待理論、目標
設定理論をとりあげ、他
者・組織でモチベーション
を阻害する要因についても
理解する。授業を通じ、日
常生活の中で対象に向かう
モチベーションを強化して
いくにはどうすればよい
か、モチベーション・マネ
ジメントの方法を修得す
る。 
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(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

イノベー
ションプ
ロジェク
トⅠ 

3～5 人のグループ単位で
事業計画の策定を行い事業
の立ち上げを目指す、一連
の中核プログラムの一部で
ある。 
イノベーションプロジェク
トⅠでは、身近な街の生活
者など身の回りの人々の行
動観察から課題を発見し、
その課題を解決するプロダ
クト／サービスを考案し、
その開発に取り組む。ワー
クショップ形式の授業で
は、デザイン思考、リーン
スタートアップのメソドロ
ジーを取り入れて行い、適
切なチームビルディングと
事業開発のステップを踏め
るようになることを狙う。
また、その活動を通じて自
分自身が「事業を興す」の
に必要なビジネスの知識と
ICT のスキルが不足してい
ることを痛感させ、個々の
学生の今後の学習の意欲を
高めるように促す。 
 
共同 
（6 久米 信行、10 川上 
慎市郎、12 志村 一隆、26 
乘浜 誠二、27 松村 太郎） 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

ファシリ
テーショ
ン 

ファシリテーションすなわ
ち「促進」であるが、この
授業では、会議、プロジェ
クト、コミュニティー形成
をどのように促進すること
ができるかをケースを通じ
て考え、基本的なスキルを
学ぶ。 
ファシリテーションは、ビ
ジネスでは会議の司会進行
者と目されがちだが、本来
は課題の探索、アジェンダ
（検討課題）設定、場所の
設定、参加者の招集、イベ
ントの設計など、企画から
実施まで多岐に及ぶ役割を
担うことになる。これら課
題解決の促進者としてのフ
ァシリテーターの役割を知
り、理解し、簡単なイベン
トを企画実施できるような
スキルを身につける。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

デザイン
思考ワー
クショッ
プ設計 

ワークショップとはコミュ
ニケーションを基盤に、参
加者同士が協働しながら知
識や技能を活用する参加
型・体験型の学習の場のこ
とである。本授業ではデザ
イン思考を用いて、コミュ
ニケーションの場となるワ
ークショップの設計につい
て知識やスキルを習得す
る。デザイン思考がビジネ
スや社会課題の解決、組織
改革、キャリア形成まで、
広く応用され活用される背
景からデザイン思考の要点
を解説し、実際にデザイン
思考のプロセスを踏みなが
ら、デザイン思考と呼ばれ
る思考プロセスに沿ったワ
ークショップが自分でも設
計できるように学ぶ。基礎
的なワークショップ設計の
手法とデザイン思考で最も
大切な課題意識の持ち方や
課題設定能力の双方を重視
する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

イノベー
ションプ
ロジェク
トⅠ 

3～5 人のグループ単位で
事業計画の策定を行い事業
の立ち上げを目指す、一連
の中核プログラムの一部で
ある。 
イノベーションプロジェク
トⅠでは、身近な街の生活
者など身の回りの人々の行
動観察から課題を発見し、
その課題を解決するプロダ
クト／サービスを考案し、
その開発に取り組む。ワー
クショップ形式の授業で
は、デザイン思考、リーン
スタートアップのメソドロ
ジーを取り入れて行い、適
切なチームビルディングと
事業開発のステップを踏め
るようになることを狙う。
また、その活動を通じて自
分自身が「事業を興す」の
に必要なビジネスの知識と
ICT のスキルが不足してい
ることを痛感させ、個々の
学生の今後の学習の意欲を
高めるように促す。 
 
共同 
(6 久米 信行、11 川上 慎
市郎、12 志村 一隆、26 
乘浜 誠二、27 松村 太郎) 
 

共
同 
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職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

イノベー
ションプ
ロジェク
トⅡ 

3～5 人のグループ単位で
事業計画の策定を行い事業
の立ち上げを目指す、一連
の中核プログラムの一部で
ある。 
イノベーションプロジェク
トⅡでは、Ⅰのグループか
らメンバーを再編成したう
えで、身近な生活者の課題
を発見し、その課題の解決
策となるプロダクト／サー
ビスを簡単なソフトウェア
開発スキルを用いて実際に
実装してみる（プロトタイ
ピング）ことを通じて、解
決策の実現可能性を高め、
質を上げられるようになる
ことを目指す。このため、
Ⅰに比べてプロトタイピン
グからテストにかけてのサ
イクルをやや長めにとり、
最終プレゼンでは単なるア
イデアのみならず、実装さ
れたプロダクト／サービス
とその事業化の可能性まで
を展示・説明できるように
する。また、この活動を通
じてソフトウェア技術やデ
ータ解析のスキル習得に対
する意欲をさらに高める。 
 
共同 
（6 久米 信行、10 川上 
慎市郎、12 志村 一隆、26 
乘浜 誠二、27 松村 太郎） 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

スタート
アップ基
礎（起業
論） 

新しい領域が確立され、技
術革新が著しく、新しい価
値が世の中に多数提供され
るときには既存の価値提供
モデル（ビジネス制度、社
会制度、生活様式など）を
進展させることよりも、新
しいモデルを確立すること
が必要であろう。まさに現
代はその時期にあたり IT
革命（デバイス、通信技術、
AI、 IoT、Big Data 活用
など）や多様な価値観（働
き方改革、Diversity & 
Inclusion、SDGs など）に
基づく多様な変化が数多く
起こっている。 
新しい動きではあるがそれ
は決して初めてではない。
過去に人類が経験してきた
各種の価値提供モデルの進
化の動きとそれに呼応する
起業家（Entrepreneur）が
多数存在したのである。本
授業では過去の起業家が輩
出された背景やそれぞれの
想いや取ってきた手法を分
析し、起業に必要な要素分
析をした上で現代の社会を
鑑みて、今、起業家に必要
と思われる要素を推測し実
証することにある。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

イノベー
ションプ
ロジェク
トⅡ 

3～5 人のグループ単位で
事業計画の策定を行い事業
の立ち上げを目指す、一連
の中核プログラムの一部で
ある。 
イノベーションプロジェク
トⅡでは、Ⅰのグループか
らメンバーを再編成したう
えで、身近な生活者の課題
を発見し、その課題の解決
策となるプロダクト／サー
ビスを簡単なソフトウェア
開発スキルを用いて実際に
実装してみる（プロトタイ
ピング）ことを通じて、解
決策の実現可能性を高め、
質を上げられるようになる
ことを目指す。このため、
Ⅰに比べてプロトタイピン
グからテストにかけてのサ
イクルをやや長めにとり、
最終プレゼンでは単なるア
イデアのみならず、実装さ
れたプロダクト／サービス
とその事業化の可能性まで
を展示・説明できるように
する。また、この活動を通
じてソフトウェア技術やデ
ータ解析のスキル習得に対
する意欲をさらに高める。 
 
共同 
(6 久米 信行、11 川上 慎
市郎、12 志村 一隆、26 
乘浜 誠二、27 松村 太郎) 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

スタート
アップ基
礎（起業
論） 

新しい領域が確立され、技
術革新が著しく、新しい価
値が世の中に多数提供され
るときには既存の価値提供
モデル（ビジネス制度、社
会制度、生活様式など）を
進展させることよりも、新
しいモデルを確立すること
が必要であろう。まさに現
代はその時期にあたり IT
革命（デバイス、通信技術、
AI、 IoT、Big Data 活用
など）や多様な価値観（働
き方改革、Diversity & 
Inclusion、SDGs など）に
基づく多様な変化が数多く
起こっている。 
新しい動きではあるがそれ
は決して初めてではない。
過去に人類が経験してきた
各種の価値提供モデルの進
化の動きとそれに呼応する
起業家（Entrepreneur）が
多数存在したのである。本
授業では過去の起業家が輩
出された背景やそれぞれの
想いや取ってきた手法を分
析し、起業に必要な要素分
析をした上で現代の社会を
鑑みて、今、起業家に必要
と思われる要素を推測し実
証することにある。 
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職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

イノベー
ションプ
ロジェク
トⅢ 

3～5 人のグループ単位で
事業計画の策定を行い事業
の立ち上げを目指す、一連
の中核プログラムの一部で
ある。イノベーションプロ
ジェクトⅢでは、デザイン
思考・リーンスタートアッ
プの技法を用いて解決する
課題に国連の「持続可能な
開発目標」（SDGs）とも関
連するものをテーマとし、
またその解決策を持続的に
実現させ規模的に拡大する
ための事業戦略まで落とし
込む。そのため、課題の調
査分析やアイデアの構想だ
けでなく、経営戦略のフレ
ームワークを活用した事業
計画作成と、グループメン
バーを「経営チーム」と見
立てた場合の組織の長期ビ
ジョン開発も行う。最終プ
レゼンの場には学外から投
資家も招いて、評価を受け
る。  
 
共同 
(6 久米 信行、10 川上 慎
市郎、12 志村 一隆、26 乘
浜 誠二、27 松村 太郎) 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

ビジネス
フィール
ドリサー
チⅠ 

実際の企業が直面している
課題の分析とその解決策の
立案実習を通じて、実務に
おける経営学の応用力を体
得する。 
具体的には、前半の回で国
内外の企業のケースを用い
て「ケースを解き、クラス
で議論する」というケース
スタディの基本的な学習方
法とその学習目的を理解・
習得する。そのうえで、本
学が連携する企業から提示
された事例に基づき、グル
ープでその事例に対し、調
査（企業訪問、現場観察、2
次情報収集、インタビュー
等）、仮説形成、分析し、課
題解決策をまとめ、企業の
担当者にプレゼンテーショ
ンするための資料作成、パ
フォーマンス等準備を行
う。実際の企業担当者から
講評を得る。 
経営戦略や財務会計を中心
としたケースを主に扱い、1
年次前期に履修した「マネ
ジメント（経営学基礎）」を
実際の企業の経営に当ては
めて検討した場合の経営判
断における示唆を得、また
それを実際の企業の担当者
に評価されることを目指
す。 
 
共同 
（6 久米 信行、10 川上 
慎市郎、24 各務 茂雄、26 
乘浜 誠二、27 松村 太
郎） 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

イノベー
ションプ
ロジェク
トⅢ 

3～5 人のグループ単位で
事業計画の策定を行い事業
の立ち上げを目指す、一連
の中核プログラムの一部で
ある。イノベーションプロ
ジェクトイノベーションプ
ロジェクトⅢは、デザイン
思考・リーンスタートアッ
プの技法を用いて解決する
課題に国連の「持続可能な
開発目標」（SDGs）とも関
連するものをテーマとし、
またその解決策を持続的に
実現させ規模的に拡大する
ための事業戦略まで落とし
込む。そのため、課題の調
査分析やアイデアの構想だ
けでなく、経営戦略のフレ
ームワークを活用した事業
計画作成と、グループメン
バーを「経営チーム」と見
立てた場合の組織の長期ビ
ジョン開発も行う。最終プ
レゼンの場には学外から投
資家も招いて、評価を受け
る。  
 
共同 
(6 久米 信行、11 川上 慎
市郎、12 志村 一隆、26 
乘浜 誠二、27 松村 太郎) 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

ビジネス
フィール
ドリサー
チⅠ 

実際の企業が直面している
課題の分析とその解決策の
立案実習を通じて、実務に
おける経営学の応用力を体
得する。 
具体的には、前半の回で国
内外の企業のケースを用い
て「ケースを解き、クラス
で議論する」というケース
スタディの基本的な学習方
法とその学習目的を理解・
習得する。そのうえで、本
学が連携する企業から提示
された事例に基づき、グル
ープでその事例に対し、調
査（企業訪問、現場観察、2
次情報収集、インタビュー
等）、仮説形成、分析し、課
題解決策をまとめ、企業の
担当者にプレゼンテーショ
ンするための資料作成、パ
フォーマンス等準備を行
う。実際の企業担当者から
講評を得る。 
経営戦略や財務会計を中心
としたケースを主に扱い、1
年次前期に履修した「マネ
ジメント（経営学基礎）」を
実際の企業の経営に当ては
めて検討した場合の経営判
断における示唆を得、また
それを実際の企業の担当者
に評価されることを目指
す。 
 
共同 
(6 久米 信行、11 川上 
慎市郎、24 各務 茂雄、
26 乘浜 誠二、27 松村 
太郎) 
 

共
同 
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職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

イノベー
ションプ
ロジェク
トⅣ 

3～5 人のグループ単位で
事業計画の策定を行い事業
の立ち上げを目指す、一連
の中核プログラムの一部で
ある。 
イノベーションプロジェク
トⅣでは、Ⅰ～Ⅲまでに身
につけたデザイン思考やリ
ーンスタートアップの技法
を踏まえながら、墨田区内
の実際の企業と協働し、そ
の企業の抱えるユニークな
技術や強みを生かしたイノ
ベーションの創出に取り組
む。 
Ⅰ～Ⅲまでの顧客ニーズを
起点としたプロジェクトと
異なり、技術シーズを起点
としたイノベーションを創
出するためには、その技術
の意味合いを深く理解し、
そこから発想を飛躍させて
プロダクトやサービスを構
想しながら、逆算してそれ
を解決策として求める社会
的な課題の探索を行う必要
がある。企業の経営者や技
術担当者も巻き込みチーム
ビルディングを行いなが
ら、技術分析のフレームワ
ークを用いて技術を要素分
解し、デザイン思考の仮説
検証サイクルを超高速で回
すことを目指す。 
 
共同 
（6 久米 信行、10 川上 
慎市郎、12 志村 一隆、26 
乘浜 誠二、27 松村 太郎） 
 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

ビジネス
フィール
ドリサー
チⅡ 

本講座ではビジネスフィー
ルドリサーチ I の後半と同
様、本学が連携する企業か
ら提示された事例に基づい
て、課題解決を提案するプ
ロセスを実習する。 
ビジネスフィールドリサー
チⅡでは、経営戦略や財務
会計に加え、オペレーショ
ンや HRM、組織行動、法
務など、実際の企業経営者
やマネージャーが経営にお
いて日々直面する身近な課
題を含むテーマを主に扱
い、あわせてこれらの領域
の理論やフレームワークに
ついても適宜復習を行う。
実際の企業の事例に基づく
分析・解決を目指し、担当
者にプレゼンして評価され
ることを目指す。 
 
共同 
（6 久米 信行、10 川上 
慎市郎、24 各務 茂雄、26 
乘浜 誠二、27 松村 太
郎） 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

イノベー
ションプ
ロジェク
トⅣ 

3～5 人のグループ単位で
事業計画の策定を行い事業
の立ち上げを目指す、一連
の中核プログラムの一部で
ある。 
イノベーションプロジェク
トⅣでは、Ⅰ～Ⅲまでに身
につけたデザイン思考やリ
ーンスタートアップの技法
を踏まえながら、墨田区内
の実際の企業と協働し、そ
の企業の抱えるユニークな
技術や強みを生かしたイノ
ベーションの創出に取り組
む。 
Ⅰ～Ⅲまでの顧客ニーズを
起点としたプロジェクトと
異なり、技術シーズを起点
としたイノベーションを創
出するためには、その技術
の意味合いを深く理解し、
そこから発想を飛躍させて
プロダクトやサービスを構
想しながら、逆算してそれ
を解決策として求める社会
的な課題の探索を行う必要
がある。企業の経営者や技
術担当者も巻き込みチーム
ビルディングを行いなが
ら、技術分析のフレームワ
ークを用いて技術を要素分
解し、デザイン思考の仮説
検証サイクルを超高速で回
すことを目指す。 
 
共同 
(6 久米 信行、11 川上 
慎市郎、12 志村 一隆、
26 乘浜 誠二、27 松村 
太郎) 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

ビジネス
フィール
ドリサー
チⅡ 

本講座ではビジネスフィー
ルドリサーチ I の後半と同
様、本学が連携する企業か
ら提示された事例に基づい
て、課題解決を提案するプ
ロセスを実習する。 
ビジネスフィールドリサー
チⅡでは、経営戦略や財務
会計に加え、オペレーショ
ンや HRM、組織行動、法
務など、実際の企業経営者
やマネージャーが経営にお
いて日々直面する身近な課
題を含むテーマを主に扱
い、あわせてこれらの領域
の理論やフレームワークに
ついても適宜復習を行う。
実際の企業の事例に基づく
分析・解決を目指し、担当
者にプレゼンして評価され
ることを目指す。 
 
共同 
(6 久米 信行、11 川上 
慎市郎、24 各務 茂雄、
26 乘浜 誠二、27 松村 
太郎) 
 

共
同 
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職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

イノベー
ションプ
ロジェク
トⅤ 

3～5 人のグループ単位で
事業計画の策定を行い事業
の立ち上げを目指す、一連
の中核プログラムの一部で
ある。 
イノベーションプロジェク
トⅤでは通年プログラムと
し、1～2 年次のプログラム
の中で得た気づきを元にし
て、学生自身が起業や新規
事業開発などのイノベーシ
ョン企画を考案し、自発的
にチームを編成して取り組
む。教員は各グループの企
画案について適切な目標を
設定するようにアドバイス
し、またそのプロセスにお
いて課題発見やプロダクト
開発、学外の専門家や連携
企業などパートナーの紹
介、事業化に向けた資金調
達などに関し、必要に応じ
てメンタリングを行う。 
 
共同 
（6 久米 信行、10 川上 
慎市郎、12 志村 一隆、26 
乘浜 誠二、27 松村 太郎） 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

インター
ンシップ
Ⅰ 

インターンシップⅠでは、
企業活動の場での課題発
見、解決を通して、主にシ
ステム開発を行うために必
要とされる専門的知識及び
技術の統合を図り、イノベ
ーション人材として具備す
べき知識及び技能を修得さ
せる。具体的には、インタ
ーンシップ先で担う業務の
意義や役割を理解したうえ
で、システム開発の作業の
一工程を担う。担当する業
務についての計画を立てる
とともに、実際の状況に応
じながら、指導者のフィー
ドバックのもと、業務の完
了を目指す。一連の実務を
通じ、システム開発の実務
の理解、必要なスキルや能
力を養う。 
 
共同 
（5 山内 正人、6 久米 信
行、8 井澤 哲也、11 富澤 
豊、14 加藤 直人） 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

インター
ンシップ
Ⅱ 

インターンシップⅡでは、
インターンシップⅠを踏ま
え、実践活動の場において、
情報通信技術を活用した課
題発見、解決を行い、主に
ビジネスの観点からマーケ
ティングや企画提案・実装
するために必要とされる専
門的知識及び技術の統合を
図り、企画や起業につなが
る知識や技能を修得させ
る。 
具体的には、指示された業
務について、アンケートや
インタビューなどの調査・
分析を通じ、これまで習得
した知識や技能を実践す
る。また、与えられた業務
を推進するための調整や提
案を行う。一連の業務を通
じ実際の企業活動の中での
実務の理解、必要なスキル
や能力を養う。 
 
共同 
（5 山内 正人、6 久米 信
行、8 井澤 哲也、11 富澤 
豊、14 加藤 直人） 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

イノベー
ションプ
ロジェク
トⅤ 

3～5 人のグループ単位で
事業計画の策定を行い事業
の立ち上げを目指す、一連
の中核プログラムの一部で
ある。 
イノベーションプロジェク
トⅤでは通年プログラムと
し、1～2 年次のプログラム
の中で得た気づきを元にし
て、学生自身が起業や新規
事業開発などのイノベーシ
ョン企画を考案し、自発的
にチームを編成して取り組
む。教員は各グループの企
画案について適切な目標を
設定するようにアドバイス
し、またそのプロセスにお
いて課題発見やプロダクト
開発、学外の専門家や連携
企業などパートナーの紹
介、事業化に向けた資金調
達などに関し、必要に応じ
てメンタリングを行う。 
 
共同 
(6 久米 信行、11 川上 慎
市郎、12 志村 一隆、26 乘
浜 誠二、27 松村 太郎) 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

インター
ンシップ
Ⅰ 

インターンシップⅠでは、
企業活動の場での課題発
見、解決を通して、主にシ
ステム開発・保守を行うた
めに必要とされる専門的知
識及び技術の統合を図り、
プロデューサーやイノベー
ション人材として具備すべ
き知識及び技能を修得させ
る。 
 
共同 
(5 山内 正人、6 久米 信
行、8 井澤 哲也、13 富
澤 豊、17 加藤 直人) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

インター
ンシップ
Ⅱ 

インターンシップⅡでは、
インターンシップⅠを踏ま
え実践活動の場での課題発
見、解決を通して、主にビ
ジネスにおける新規提案・
実装するために必要とされ
る専門的知識及び技術の統
合を図り、プロデューサー
やイノベーション人材とし
て具備すべき知識及び技能
を修得させる。  
 
共同 
(5 山内 正人、6 久米 信
行、8 井澤 哲也、13 富
澤 豊、17 加藤 直人) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共
同 
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職
業
専
門
科
目 

経
営 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

イノベー
ションプ
ロジェク
トⅥ 

3～5 人のグループ単位で
事業計画の策定を行い事業
の立ち上げを目指す、一連
の中核プログラムの一部で
ある。 
イノベーションプロジェク
トⅥでは 1～3 年までのイ
ノベーションプロジェクト
での取り組みの経験を生か
し、自ら新しいイノベーシ
ョンを企画して事業化に取
り組むグループ、2～3 年で
関わりを持った外部の企
業・団体との連携プロジェ
クトをさらに発展させるグ
ループなどに分かれ、本学
のイノベーションプロジェ
クトを発展させ、社会的成
果に結びつけるための活動
を行う。またあわせて、そ
れらのプロセスを通じて学
び・発見したことを個々人
としてレポートにまとめ、4
年間の学習の総仕上げとす
る。 
 
共同 
（6 久米 信行、10 川上 
慎市郎、12 志村 一隆、26 
乘浜 誠二、27 松村 太郎） 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

コンピュ
ータとソ
フトウェ
ア基礎 

コンピュータがどのような
仕組みで動作するのか、基
本的な考え方について利用
シーンを意識しながら学
ぶ。まず、コンピュータシ
ステムの利用シーンの変遷
について学ぶ。次に、伝統
的なコンピュータを題材
に、ハードウェア、ソフト
ウェアの両面から動作の仕
組みを学ぶ。これには、コ
ンピュータの命令構成、デ
ータの表現、メモリと計算
の仕組みを含む。さらに、
ネットワーク化されたコン
ピュータの活用事例とそれ
に伴う問題点の事例を通じ
て，コンピュータシステム
の将来像を考える基礎とす
る。最後に実際の製品ソフ
トウェア開発の手順を照会
することで、ここまでに学
んだ内容を実務と関連付け
る。 
 
 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
実
践 

イノベー
ションプ
ロジェク
トⅥ 

3～5 人のグループ単位で
事業計画の策定を行い事業
の立ち上げを目指す、一連
の中核プログラムの一部で
ある。 
イノベーションプロジェク
トⅥでは 1～3 年までのイ
ノベーションプロジェクト
での取り組みの経験を生か
し、自ら新しいイノベーシ
ョンを企画して事業化に取
り組むグループ、2～3 年で
関わりを持った外部の企
業・団体との連携プロジェ
クトをさらに発展させるグ
ループなどに分かれ、本学
のイノベーションプロジェ
クトを発展させ、社会的成
果に結びつけるための活動
を行う。またあわせて、そ
れらのプロセスを通じて学
び・発見したことを個々人
としてレポートにまとめ、4
年間の学習の総仕上げとす
る。 
 
共同 
(6 久米 信行、11 川上 慎
市郎、12 志村 一隆、26 
乘浜 誠二、27 松村 太郎) 
 

共
同 

基
礎
科
目 

－ 情
報
科
学
基
礎 

コンピュ
ータとソ
フトウェ
ア基礎 

コンピュータがどのような
仕組みで動作するのか、基
本的な考え方について利用
シーンを意識しながら学
ぶ。まず、コンピュータシ
ステムの利用シーンの変遷
について学ぶ。次に、伝統
的なコンピュータを題材
に、ハードウェア動作の仕
組みについて、コンピュー
タの命令構成、データの表
現、メモリと計算の仕組み
を学ぶ。さらに、ソフトウ
ェアの観点からアルゴリズ
ムとプログラミングの概念
を学んだ上で、実際に簡単
なプログラムを作成し、プ
ログラムテストを実施す
る。さらに、現在のコンピ
ュータの発展の基本構造と
なっているネットワーク社
会について事例を学ぶ。最
後に実際の製品ソフトウェ
ア開発の手順を照会するこ
とで、ここまでに学んだ内
容を実務と関連付ける。 
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職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

プログラ
ミングⅠ 

ICT 技術を用いて、プロダ
クトやサービスにイノベー
ションを起こすためには、
コンピュータに問題解決の
手順を教えるための言葉で
あるプログラム言語の習得
は必要不可欠である。実習
では、近年幅広く使われて
いる Java を対象にして，
オブジェクト指向プログラ
ミングの理論をもとに、プ
ログラミング言語によりソ
フトウェアをどのように作
成するのかという基本と、
問題を解決するためのアル
ゴリズムの概念と実装の基
礎について理解する。具体
的には変数の表示・計算、
条件分岐、制御構造、配列、
クラスなどを学習しなが
ら、これらを用いた簡単な
プログラムを記述できるこ
とを目標とする。プログラ
ミングの基礎的な考え方を
学ぶとともに、最終的には、
簡単なプログラムを自分で
書けるようになることで、
ICT の技術を活用しサービ
スやビジネスをイノベーシ
ョンするための基礎的なス
キルを身に付ける。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

データ構
造と処理
法 

プログラムを作成する上で
基本となるデータ構造と処
理の基本的な流れ（アルゴ
リズム）について学習する。
内容を解説するとともに、
学修する項目毎に課題を設
定し、実習形式で実際にデ
ータ処理を行いながら学修
する。選択するデータ構造
と処理方法によって、同じ
結果を得るための所要時間
等が異なることを体験的に
修得する。 
はじめに、文字列アルゴリ
ズムおよび整列アルゴリズ
ムを具体例として取り上
げ、同一のタスクであって
もアルゴリズムによって性
能等に違いが生じる事を実
習により確認し、アルゴリ
ズムの重要性を学ぶ。その
後、基本的なデータ構造（キ
ュー、スタック、木構造な
ど）およびその操作方法（挿
入、削除など）について説
明し、その特性を実習によ
り確認する。さらにはネッ
トワーク制御など実際の課
題でも用いられる最短経路
問題および最小全域木問題
を取り上げ、それに対する
アルゴリズムについて学
ぶ。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

オペレー
ティング
システム 

情報システムの形成に必要
なオペレーティングシステ
ムの役割，基本的概念およ
び実現方式を理解する。 
実際に PC を利用し、CUI
での操作を修得する。基本
的な概念を説明した後、実
機演習を通じて操作を学
ぶ。具体的にはコマンドを
用いた操作、OS 操作や管
理、簡単なプログラムを用
いたプロセスの自動化など
を演習形式で行う。オペレ
ーティングシステムの技術
や知識の習得を通じて、コ
ンピュー タシステムの動
作原理に対する理解を深め
る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

プログラ
ミングⅠ 

ICT 技術を用いて、プロダ
クトやサービスにイノベー
ションを起こすためには、
コンピュータに問題解決の
手順を教えるための言葉で
あるプログラム言語の習得
は必要不可欠である。実習
では、近年幅広く使われて
いる Java を対象にして，
オブジェクト指向プログラ
ミングの理論をもとに、プ
ログラミング言語によりソ
フトウェアをどのように作
成するのかという基本と、
問題を解決するためのアル
ゴリズムの概念と実装の基
礎について理解する。具体
的には変数の表示・計算、
条件分岐、制御構造、配列、
クラスなどを学習しなが
ら、これらを用いた簡単な
プログラムを記述できるこ
とを目標とする。プログラ
ミングの基礎的な考え方を
学ぶとともに、最終的には、
簡単なプログラムを自分で
書けるようになることで、
ICT の技術を活用しサービ
スやビジネスをイノベーシ
ョンするための基礎的なス
キルを身に付ける。 
 

 

基
礎
科
目 

－ 情
報
科
学
基
礎 

データ構
造と処理
法 

プログラムを作成する上で
基本となるデータ構造と処
理の基本的な流れ（アルゴ
リズム）について学習する。
内容を解説するとともに、
学修する項目毎に課題を設
定し、実習形式で実際にデ
ータ処理を行いながら学修
する。選択するデータ構造
と処理方法によって、同じ
結果を得るための所要時間
等が異なることを体験的に
修得する。 
はじめに、文字列アルゴリ
ズムおよび整列アルゴリズ
ムを具体例として取り上
げ、同一のタスクであって
もアルゴリズムによって性
能等に違いが生じる事を実
習により確認し、アルゴリ
ズムの重要性を学ぶ。その
後、基本的なデータ構造（キ
ュー、スタック、木構造な
ど）およびその操作方法（挿
入、削除など）について説
明し、その特性を実習によ
り確認する。さらにはネッ
トワーク制御など実際の課
題でも用いられる最短経路
問題および最小全域木問題
を取り上げ、それに対する
アルゴリズムについて学
ぶ。 
 

 

基
礎
科
目 

－ 情
報
科
学
基
礎 

オペレー
ティング
システム 

情報システムの形成に必要
なオペレーティングシステ
ムの役割，基本的概念およ
び実現方式を理解する。 
実際に PC を利用し、CUI
での操作を修得する。基本
的な概念を説明した後、実
機演習を通じて操作を学
ぶ。具体的にはコマンドを
用いた操作、OS 操作や管
理、簡単なプログラムを用
いたプロセスの自動化など
を演習形式で行う。オペレ
ーティングシステムの技術
や知識の習得を通じて、コ
ンピュー タシステムの動
作原理に対する理解を深め
る。 
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職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

プログラ
ミングⅡ 

本講義では、プログラミン
グⅠに引き続き Java の特
徴的機能である、ネットワ
ーク、マルチスレッドなど
を利用する技法を理解す
る．さらに， 開発するソフ
トウェアシステムの要求仕
様書に基づいて、統合開発
環境を活用してソフトウェ
アアーキテクチャの設計と
プログラム開発、統合テス
トを実施する。プログラム
やテストに関する仕様の文
書化も行う。システム開発
の基礎となるプログラミン
グのさらなる活用を学び、
簡単なシステムを構築でき
るようになることで、ICT
の技術を活用しサービスや
ビジネスをイノベーション
するための基礎的なスキル
を身に着ける。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

ネットワ
ーク技術 

現在多くのシステムがイン
ターネットに繋がり、コン
ピュータネットワークは社
会システムの基盤として動
作している。本講義ではそ
の根幹となる情報通信技術
の基礎についてコンピュー
タネットワークの歴史や成
り立ち、発展の経緯から通
信をする上で重要となる標
準化とその方法、階層化と
各階層におけるプロトコ
ル、LAN の基礎、ネットワ
ークサービス、ネットワー
クセキュリティの基礎、最
新技術動向など幅広く解説
し、インターネットがどの
ように構成され、動作する
かを理解する。また現在イ
ンターネットで広く使用さ
れている IPv4のみならず、
今後広く使われていくと考
えられる IPv6 についても
解説し、社会に出ても役立
つネットワーク技術につい
て体系的に解説する。 
 
共同 
（4 Adrian David 
Cheok、5 山内 正人） 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

コンピュ
ータアー
キテクチ
ャ 

コンピュータハードウェア
のコンポーネントの構造と
振る舞い、およびプログラ
ムが動作するために、コン
ポーネントがどのように相
互作用するかを学ぶ。シス
テムの安定動作、プログラ
ムの正確な動作を担保する
ための方式に重点を置く。
また、主要コンポーネント
である CPU 内の命令セッ
トアーキテクチャについ
て、汎用コンピュータの事
例を学んだ後、スーパーコ
ンピュータがどのように高
速実行を行うかについて深
く検討する。ソフトウェア
の動作と関連させながら学
ぶことによって、プログラ
ムを高速化させる方法を理
解することができる。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

プログラ
ミングⅡ 

本講義では、プログラミン
グⅠに引き続き Java の特
徴的機能である、ネットワ
ーク、マルチスレッドなど
を利用する技法を理解す
る．さらに， 開発するソフ
トウェアシステムの要求仕
様書に基づいて、統合開発
環境を活用してソフトウェ
アアーキテクチャの設計と
プログラム開発、統合テス
トを実施する。プログラム
やテストに関する仕様の文
書化も行う。システム開発
の基礎となるプログラミン
グのさらなる活用を学び、
簡単なシステムを構築でき
るようになることで、ICT
の技術を活用しサービスや
ビジネスをイノベーション
するための基礎的なスキル
を身に着ける。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

ネットワ
ーク技術 

現在多くのシステムがイン
ターネットに繋がり、コン
ピュータネットワークは社
会システムの基盤として動
作している。本講義ではそ
の根幹となる情報通信技術
の基礎についてコンピュー
タネットワークの歴史や成
り立ち、発展の経緯から通
信をする上で重要となる標
準化とその方法、階層化と
各階層におけるプロトコ
ル、LAN の基礎、ネットワ
ークサービス、ネットワー
クセキュリティの基礎、最
新技術動向など幅広く解説
し、インターネットがどの
ように構成され、動作する
かを理解する。また現在イ
ンターネットで広く使用さ
れている IPv4のみならず、
今後広く使われていくと考
えられる IPv6 についても
解説し、社会に出ても役立
つネットワーク技術につい
て体系的に解説する。 
 
共同 
(3 Adrian David Cheok、
5 山内 正人) 
 

共
同 

基
礎
科
目 

－ 情
報
科
学
基
礎 

コンピュ
ータアー
キテクチ
ャ 

コンピュータハードウェア
のコンポーネントの構造と
振る舞い、およびプログラ
ムが動作するために、コン
ポーネントがどのように相
互作用するかを学ぶ。シス
テムの安定動作、プログラ
ムの正確な動作を担保する
ための方式に重点を置く。
また、主要コンポーネント
である CPU 内の命令セッ
トアーキテクチャについ
て、汎用コンピュータの事
例を学んだ後、スーパーコ
ンピュータがどのように高
速実行を行うかについて深
く検討する。ソフトウェア
の動作と関連させながら学
ぶことによって、プログラ
ムを高速化させる方法を理
解することができる。 
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職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

ソフトウ
ェア設
計・構築 

実用的なソフトウェア・シ
ステムやソフトウェア製品
を開発するために必要とな
る開発プロセスや開発技術
（分析、設計、検証）に関
する基礎知識と実践的なプ
ロジェクトマネジメント手
法を学ぶ。また、ソフトウ
ェア設計の代表的なモデリ
ング手法である UML
（Unified Modeling 
Language）を演習形式で
理解する。これらの学習を
通じ、ソフトウェアの設計
や構築の基本的な技能と知
識を習得するとともに、自
らがソフトウェアやそれを
使用するサービスを設計す
る際に協同者に対し、仕様
や要件を適切に依頼できる
ようになることを目指す。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

データベ
ース 

ソフトウェアシステムを構
築する上で欠かせないデー
タベース（DBMS，リレー
ショナル DB，オブジェク
ト指向 DB，エンティティ，
オブジェクト，データモデ
ル，概念モデリング，正規
化，SQL，情報検索）につ
いて学習する。データベー
スに関する一通りの知識を
講義により学ぶとともに、
基本的な操作および設計を
体験し知識を活用する実践
力を体得する。 
前半では、データベースの
基本について、仕組み・構
成要素・基本的機能から、
設計の仕方、トランザクシ
ョン処理・同時実行制御、
障害復旧などを講義にて学
ぶ。後半においては、SQL
問い合わせ、トランザクシ
ョン処理・同時実行制御、
設計・正規化などについて
演習を通じて習得する。そ
の後、NoSQL などの最近
のデータベースおよび将来
に向けたデータベースの重
要性について学ぶ。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

モバイル
サービス
概論 

ICT とは，“Information 
Communications 
Technology”の略で，情報
通信技術全般を指すもので
あり、人と人だけなく、“人”
と“モノ”をつなげる（コ
ミュニケーションする）
様々なサービスに関与して
いる。本講義では、社会生
活で情報をやり取りする際
に不可欠なツールとなった
“ケータイ”に着目し、人
とモノをつなげているモバ
イルサービスを実現するた
めに使われている ICTのコ
ア技術を俯瞰する。そして、
サービスシステムを実現す
るために、これらのコア技
術がなぜ使われているのか
を“アプリケーションの利
用環境条件”や“サービス
提供上の制約条件”の観点
から技術を考察すること
で、各技術の特性の違いを
定性的に理解する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

ソフトウ
ェア設
計・構築 

実用的なソフトウェア・シ
ステムやソフトウェア製品
を開発するために必要とな
る開発プロセスや開発技術
（分析、設計、検証）に関
する基礎知識と実践的なプ
ロジェクトマネジメント手
法を学ぶ。また、ソフトウ
ェア設計の代表的なモデリ
ング手法である UML
（Unified Modeling 
Language）を演習形式で
理解する。これらの学習を
通じ、ソフトウェアの設計
や構築の基本的な技能と知
識を習得するとともに、自
らがソフトウェアやそれを
使用するサービスを設計す
る際に協同者に対し、仕様
や要件を適切に依頼できる
ようになることを目指す。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

データベ
ース 

ソフトウェアシステムを構
築する上で欠かせないデー
タベース（DBMS，リレー
ショナル DB，オブジェク
ト指向 DB，エンティティ，
オブジェクト，データモデ
ル，概念モデリング，正規
化，SQL，情報検索）につ
いて学習する。データベー
スに関する一通りの知識を
講義により学ぶとともに、
基本的な操作および設計を
体験し知識を活用する実践
力を体得する。 
前半では、データベースの
基本について、仕組み・構
成要素・基本的機能から、
設計の仕方、トランザクシ
ョン処理・同時実行制御、
障害復旧などを講義にて学
ぶ。後半においては、SQL
問い合わせ、トランザクシ
ョン処理・同時実行制御、
設計・正規化などについて
演習を通じて習得する。そ
の後、NoSQL などの最近
のデータベースおよび将来
に向けたデータベースの重
要性について学ぶ。 
 

 

   

(追加)  
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職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

情報系数
学応用 A 

本科目では微分方程式や最
適化法を中心として、各産
業分野で利用される代表的
な手法の原理や特徴を理解
すると共に、これらの手法
を実世界の問題に活用する
力を習得することを目標と
する。 微分方程式は、自然
現象や物理現象を特徴付け
をして記述することがで
き、これを解くことにより、
これらの現象の解析や将来
の挙動を予測が可能とな
る。このため数値計算と合
わせて、より多くの実世界
の課題が解けるように講義
する。また、最適化法は、
製品設計、流通計画から高
度な画像・音声認識処理に
至るまで多くの分野で活用
されることから、これらの
導入にもなるよう講義す
る。本科目を通じ、これら
の手法の原理や特徴を理解
すると共に、実世界の課題
を解く力を養う。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

情報技術
演習Ⅰ 

ユーザアプリケーションか
らサーバシステムまでを対
象とした情報ネットワーキ
ングシステムの全体アーキ
テクチャを理解し、演習に
よる基本動作検証の体験を
通じて、より実践的なスキ
ルを習得する。また、与え
られた情報ネットワーキン
グシステムの例題に対し
て、ユーザインタフェース
設計書を作成し、デザイン
レビュ、基本動作検証、プ
ロジェクト管理までの演習
を行う。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

システム
設計演習 

企業活動における販売管
理、生産管理、会計の管理
システム、または我々の社
会生活に広く浸透している
SNS まで、情報システム
は、私達が暮らす社会では
欠かすことができない重要
なものとなっている。情報
システムがどのように作ら
れているか、その設計を理
解することは、将来、設計
者の立場であっても、利用
者の立場であっても役立つ
知識となる。この講義では、
社会における情報システム
の重要性を理解し、講義や
演習を通じて情報システム
設計に関わる際に必要な知
識を得ることを目的とす
る。 
 

 

   

(追加)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

情報技術
演習Ⅰ 

ユーザアプリケーションか
らサーバシステムまでを対
象とした情報ネットワーキ
ングシステムの全体アーキ
テクチャを理解し、演習に
よる基本動作検証の体験を
通じて、より実践的なスキ
ルを習得する。また、与え
られた情報ネットワーキン
グシステムの例題に対し
て、ユーザインタフェース
設計書を作成し、デザイン
レビュ、基本動作検証、プ
ロジェクト管理までの演習
を行う。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

システム
設計演習 

企業活動における販売管
理、生産管理、会計の管理
システム、または我々の社
会生活に広く浸透している
SNS まで、情報システム
は、私達が暮らす社会では
欠かすことができない重要
なものとなっている。情報
システムがどのように作ら
れているか、その設計を理
解することは、将来、設計
者の立場であっても、利用
者の立場であっても役立つ
知識となる。この講義では、
社会における情報システム
の重要性を理解し、講義や
演習を通じて情報システム
設計に関わる際に必要な知
識を得ることを目的とす
る。 
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職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

データサ
イエンス 

データサイエンスとは、ビ
ックデータの背後に隠れて
いる意味のある情報を抽出
する手法を指すものであ
り、画像データやセンサデ
ータ（時系列データ）を対
象としたパターン認識やデ
ータマイニングの分野で幅
広く利用されている。 
本講義では、一般的な数値
データや画像データならび
に時系列データ（音声デー
タやセンサデータ）を例と
して取り上げ、それぞれの
データの特徴を理解すると
ともに、分析や活用の方法
を理解する。これにより“実
応用の場面で使いこなす観
点”からデータ解析手法を
学修する。実際のサービス
応用事例の中で何の目的の
ためにどのように適用され
ているかという観点から各
技術の特徴を理解する。 
また、簡単な実例をプログ
ラミング（MATLAB）等でサ
ンプルに基づき実習するこ
とで、各技術の概要や特徴
を体感しながら理解を深め
る。 
 
共同 
(4 Adrian David Cheok、
12 磯 俊樹) 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

情報系数
学応用 B 

本科目では、数理論理学や
計算理論を中心に、関連す
る議論も含め、ICT 技術を
支える中核的な理論の基礎
を広く学習する。各理論／
概念については具体的な応
用先の例もあわせて学ぶこ
とで、理解をより深いもの
とする。ソフトウェアを形
式的に特徴づけたり解析す
るためには、計算や論理に
関する知識が不可欠であ
る。 
具体的には、集合・論理・
関係・写像・代数系・数え
上げ・グラフ理論について
その入門的な内容（用語・
定義・記法、基本的概念・
原理、応用先の例など）を
順次学ぶことで、論理的、
数理的に課題解決へのアプ
ローチができるようになる
ことを目指す。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
基
礎 

情報系数
学応用 C 

本科目では、離散数学や情
報理論を中心に、関連する
議論も含め、ICT 技術を支
える中核的な理論の基礎を
広く学習する。前半では、
離散数学の中の一分野であ
る代数学およびグラフ理論
について取り上げ、公開鍵
暗号やネットワーク解析な
どの実課題に適用されてい
る手法の原理を学ぶ。後半
は情報理論の基礎として、
情報量・符号理論などの基
礎的内容を理解するととも
に、その理論が実際に適用
されている事例について学
ぶ。授業全体として、例題
とその解説によって理解を
深めるとともに、各種の課
題を ICT／情報システムに
より解決する場合に求めら
れる数理的考え方や応用力
を修練する。 
なお、本科目の履修に当た
っては、「数学基礎 C」およ
び「情報系数学応用 B」を
履修していることが望まし
い。 
 

 

基
礎
科
目 

－ 情
報
科
学
基
礎 

データサ
イエンス 

データサイエンスとは，ビ
ッグデータの背後に隠れて
いる意味のある情報を抽出
する手法を指すものであ
り，画像データやセンサデ
ータ（時系列データ）を対
象としたパターン認識やデ
ータマイニングの分野で幅
広く利用されている． 
本講義では，一般的な数値
データや画像データ，なら
びに時系列データ（音声デ
ータやセンサデータ）を例
として取り上げ，“実応用の
場面で使いこなす観点”か
らデータ解析手法を学修す
る．すなわち，実際のサー
ビス応用事例中で何の目的
のためにどのように適用さ
れているかという観点から
各技術の特徴を理解する． 
また，簡単な実例をプログ
ラミング（MATLAB）等で
実習することで，各技術の
概要や特徴を体感しながら
理解を深める。 
 
共同 
（3 Adrian David 
Cheok、15 磯 俊樹） 
 
 
 
 
 

共
同 

   

(追加)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

(追加)  
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職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
応
用 

Web シ
ステム演
習 

本授業では Web 上統合的
システムを構築するための
知識とスキルの習得を行
う。『プログラミングⅠ・Ⅱ』
や『ネットワーク技術』で
習得した知識やスキルは、
Web や Android 上でのア
プリケーション開発や
Web 上で使用する様々な
業務システムの開発につな
がるものである。授業内で
は大規模な Web 統合シス
テムの統合のプロセスを題
材に、Web システムの設
計、開発を演習形式で行う。
授業内での演習を通じ、自
分が実現したいサービスを
形にする力を養う。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
応
用 

インタラ
クティ
ブ・シス
テムデザ
イン 

スマートフォンや PC など
にインストールされたアプ
リケーションを、ユーザが
操作し、コンピュータが応
答する。その応答に対して
またユーザが操作を行う
（インタラクティブ・シス
テム）。 
よいアプリケーションは、
この相互のやり取りが優れ
ているアプリケーションで
ある。ユーザは違和感無く
操作を始めることができ、
自然に操作に習熟して、効
率よく自分の目的を達成す
ることができるようにな
る。 
ユーザとコンピュータの間
の優れたやり取りは、設計
と実装によって実現され
る。開発されたアプリケー
ションは、テスト・評価さ
れ、結果は次のバージョン
に反映される。設計・実装・
評価の一連の活動は、適切
に計画されている必要があ
る。 
本講では、ユーザと相互に
やりとりするシステムの計
画・設計・実装・評価のた
めの知識と技法を、実習を
通じて学習する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

Web シ
ステム演
習 

本授業では Web 上統合的
システムを構築するための
知識とスキルの習得を行
う。『プログラミングⅠ・Ⅱ』
や『ネットワーク技術』で
習得した知識やスキルは、
Web や Andoroid 上でのア
プリケーション開発や
Web 上で使用する様々な
業務システムの開発につな
がるものである。授業内で
は大規模な Web 統合シス
テムの統合のプロセスを題
材に、Web システムの設
計、開発を演習形式で行う。
授業内での演習を通じ、自
分が実現したいサービスを
形にする力を養う。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

インタラ
クティ
ブ・シス
テムデザ
イン 

スマートフォンや PC など
にインストールされたアプ
リケーションを、ユーザが
操作し、コンピュータが応
答する。その応答に対して
またユーザが操作を行う
（インタラクティブ・シス
テム）。 
よいアプリケーションは、
この相互のやり取りが優れ
ているアプリケーションで
ある。ユーザは違和感無く
操作を始めることができ、
自然に操作に習熟して、効
率よく自分の目的を達成す
ることができるようにな
る。 
ユーザとコンピュータの間
の優れたやり取りは、設計
と実装によって実現され
る。開発されたアプリケー
ションは、テスト・評価さ
れ、結果は次のバージョン
に反映される。設計・実装・
評価の一連の活動は、適切
に計画されている必要があ
る。 
本講では、ユーザと相互に
やりとりするシステムの計
画・設計・実装・評価のた
めの知識と技法を、実習を
通じて学習する。 
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職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
応
用 

情報シス
テムのプ
ロジェク
ト管理 

前半は、プロジェクトマネ
ジメントの国際標準および
ディファクトスタンダ―ド
の知識体系である
「PMBOK(Project 
Management Body of 
Knowledge)」を構成する 10
スキルの概要を学び、プロ
ジェクト管理の基礎を理解
する。後半では、実務につ
ながるように、実質的なプ
ロジェクト計画やマネジメ
ントの⽅法を理解するた
め、ソフトウェアの開発～
テスト～リリースまでの一
連の流れにおける、開発工
程とテスト工程の対応関係
を表したモデルである「V
字モデル」や、対応するプ
ロジェクトフェーズ双方向
の関連性を確保するために
考えだされた「トレーサビ
リティ・マトリクス」を学
び理解を深める。また理論
に止まらず、個人特性に基
づいたチームビルディング
手法やチーム力アップに不
可欠なモチベーションアッ
プ手法/ビジネスコミュニ
ケーション等、実際の現場
で必ず必要となる実践力を
学ぶ。加えて履修生自身の
身近なスケジュール例を
WBS（Work Breakdown 
Structure）化するなどを通
して、どのような場面でも
プロジェクト管理が有用で
あることを理解する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
応
用 

情報技術
演習Ⅱ 

少人数グループ毎に、実際
の社会課題及びサービス事
例の調査を行い、新たなサ
ービス事例の企画立案、検
討を行う。検討結果から、
ユースケースの議論及び、
要求条件の明確化を行い、
ソフトウェア設計書を作成
する。ユーザアプリケーシ
ョン及びサーバアプリケー
ションを実際に構築し、情
報ネットワーキング統合シ
ステムの基本的な動作検証
までの演習を行う。グルー
プ毎に動作検証結果の中間
報告を行い、改善点につい
て議論し、ソフトウェア設
計書の改訂を行う。最終的
に得られたサービスの検証
を行い、グループ毎に最終
報告を行い、演習全体を総
括する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

情報シス
テムのプ
ロジェク
ト管理 

前半は、プロジェクトマネ
ジメントの国際標準および
ディファクトスタンダ―ド
の知識体系である
「PMBOK(Project 
Management Body of 
Knowledge)」を構成する
10 スキルの概要を学び、プ
ロジェクト管理の基礎を理
解する。後半では、実務に
つながるように、実質的な
プロジェクト計画やマネジ
メントの⽅法を理解するた
め、ソフトウェアの開発～
テスト～リリースまでの一
連の流れにおける、開発工
程とテスト工程の対応関係
を表したモデルである「V
字モデル」や、対応するプ
ロジェクトフェーズ双方向
の関連性を確保するために
考えだされた「トレーサビ
リティ・マトリクス」を学
び理解を深める。また理論
に止まらず、個人特性に基
づいたチームビルディング
手法やチーム力アップに不
可欠なモチベーションアッ
プ手法/ビジネスコミュニ
ケーション等、実際の現場
で必ず必要となる実践力を
学ぶ。加えて履修生自身の
身近なスケジュール例を
WBS（Work Breakdown 
Structure）化するなどを通
して、どのような場面でも
プロジェクト管理が有用で
あることを理解する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

情報技術
演習Ⅱ 

少人数グループ毎に、実際
の社会課題及びサービス事
例の調査を行い、新たなサ
ービス事例の企画立案、検
討を行う。検討結果から、
ユースケースの議論及び、
要求条件の明確化を行い、
ソフトウェア設計書を作成
する。ユーザアプリケーシ
ョン及びサーバアプリケー
ションを実際に構築し、情
報ネットワーキング統合シ
ステムの基本的な動作検証
ま での演習を行う。グル
ープ毎に動作検証結果の中
間報告を行い、改善点につ
いて議論し、ソフトウェア
設計書の改訂を行う。最終
的に得られたサービスの検
証を行い、グループ毎に最
終報告を行い、演習全体を
総括する。 
 

 



27 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
応
用 

ソフトウ
ェアプロ
セスと品
質 

ソフトウェアライフサイク
ルの主要工程、進化と保守、
ソフトウェア品質の概念と
テスト技法、管理方法、お
よび、ソフトウェアプロセ
スの概念とその改善手法を
学ぶ。具体的には、ソフト
ウェアのもつ独特の性質、
ソフトウェア開発のライフ
サイクルモデル、および、
品質の概念についてソフト
ウェア工学、および、ソフ
トウェア開発の発展の歴史
を通して学ぶ。歴史や概念
をはっきりと定義した上
で、ソフトウェア品質に関
する現行規格に対して理解
を深め、実例・例題、さら
には、現場・現在の問題を
通じてソフトウェア品質保
証の技法を生きたノウハウ
にしていく（客観的事実，
一般的見解と区別できる力
を養う）。「測れないものは
制御できない：DeMarco
（1982）」という言葉のと
おり計測はあらゆる管理の
基本である。このため本講
義では品質管理の技法につ
いても学ぶ。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
応
用 

モデル化
と要求開
発 

ソフトウェア開発における
開発対象のモデル化と要求
仕様の作成について UML
を通じて理解する。学習項
目としては、モデル化の原
則、モデルの種類、モデル
の分析基礎、要求分析の基
礎といった一連のモデル化
技法と要求定義技法につい
て学ぶ。 
これまでの要求定義の目的
は，顧客の要求を正確に理
解し，それを設計者に伝え
るための要求仕様書を作成
することであった．しかし
近年ソフトウェアを取り巻
く環境は，ニーズの多様性
と変動性，さらには短納期
化という新たな問題への対
応を要求定義に突きつけて
いる．これらの新しい問題
に対応するためには，これ
までの要求工学の技術に加
えて，ステークホルダの意
図という視点にとどまら
ず，ニーズの発生場所であ
るビジネス環境そのものを
理解し，そこで発生してい
る問題を解決することが必
要である．そこで本講義で
は，単に対象世界をモデル
化するだけにとどまらず，
その世界が抱えている問題
を理解し解決する能力を養
うために，経営工学，知識
工学，民族学などの周辺領
域を概観しながら実際の問
題を解決するための論理的
な思考体系もあわせて学
ぶ。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

ソフトウ
ェアプロ
セスと品
質 

ソフトウェアライフサイク
ルの主要工程、進化と保守、
ソフトウェア品質の概念と
テスト技法、管理方法、お
よび、ソフトウェアプロセ
スの概念とその改善手法を
学ぶ。具体的には，ソフト
ウェアのもつ独特の性質，
ソフトウェア開発のライフ
サイクルモデル，および，
品質の概念についてソフト
ウェア工学，および，ソフ
トウェア開発の発展の歴史
を通して学ぶ．歴史や概念
をはっきりと定義した上
で，ソフトウェア品質に関
する現行規格に対して理解
を深め，実例・例題，さら
には，現場・現在の問題を
通じてソフトウェア品質保
証の技法を生きたノウハウ
にしていく（客観的事実，
一般的見解と区別できる力
を養う）．「測れないものは
制御できない：DeMarco
（1982）」という言葉のと
おり計測はあらゆる管理の
基本である．このため本講
義では品質管理の技法につ
いても学ぶ。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

モデル化
と要求開
発 

ソフトウェア開発における
開発対象のモデル化と要求
仕様の作成について UML
を通じて理解する。学習項
目としては、モデル化の原
則、モデルの種類、モデル
の分析基礎、要求分析の基
礎といった一連のモデル化
技法と要求定義技法につい
て学ぶ。 
これまでの要求定義の目的
は，顧客の要求を正確に理
解し，それを設計者に伝え
るための要求仕様書を作成
することであった．しかし
近年ソフトウェアを取り巻
く環境は，ニーズの多様性
と変動性，さらには短納期
化という新たな問題への対
応を要求定義に突きつけて
いる．これらの新しい問題
に対応するためには，これ
までの要求工学の技術に加
えて，ステークホルダの意
図という視点にとどまら
ず，ニーズの発生場所であ
るビジネス環境そのものを
理解し，そこで発生してい
る問題を解決することが必
要である．そこで本講義で
は，単に対象世界をモデル
化するだけにとどまらず，
その世界が抱えている問題
を理解し解決する能力を養
うために，経営工学，知識
工学，民族学などの周辺領
域を概観しながら実際の問
題を解決するための論理的
な思考体系もあわせて学
ぶ。 
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職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
応
用 

システム
インテグ
レーショ
ン 

情報システムを構築するサ
ービスを行うにあたり、要
件定義や設計、開発、保守
運用を行う IT コンサルテ
ィングの一連の流れを理解
するとともに、失敗事例や
リスク事例などを学ぶこと
で、情報システムを通じ、
ビジネスに貢献していくこ
とを目指す。 
前半では、過去の情報シス
テムの失敗例や大規模障害
事例などを通じ、成功のた
めに何を注意しなければな
らないかについて学ぶ。ま
た社会やビジネスモデルの
変革に影響を与えた情報シ
ステム事例などを通じて、
情報システムが社会に与え
る影響について学ぶ。後半
では、ビジネスに役立つ IT
システムを導入するために
発注者側と受注者側が何を
するべきか理解する。実践
的なプロジェクトマネジメ
ント体系を用いて、経営に
役立つ IT システムを企
画・計画し、プロジェクト
の実践を通して、成功に導
いていく方法について学ん
でいく。 
情報システムの導入、活用、
改善に向けて、発注者側と
受注者側の双方にメリット
を生み出しビジネスに貢献
していくことを目指す。 
 
共同  
（7 平山 敏弘、18 桐谷 
恵介） 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
応
用 

クラウド 近年のシステム開発の現場
では、一般にクラウド技術
が利用されるようになって
きた。 
本講では、クラウドに関す
る基本的な知識を修得す
る。また、大手クラウドサ
ービス事業者のサービスを
実際に利用・操作して、そ
の基本スキルを学び、シス
テムの実装を行う。具体的
には、クラウドの分類、ネ
ットワーク構成、クラウド
サーバー・ストレージ・デ
ータベースの管理や運用、
セキュリティ、負荷分散技
術などについて、各テーマ
ごとに知識の習得と演習を
行い、スキルを習得する。 
あわせて、発展・機能追加
の早い分野であることか
ら、新たな技術動向につい
ても適宜解説し、クラウド
上で実現されている機能の
利用やクラウドの果たす役
割や可能性について考え、
実装できるようになる。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

システム
インテグ
レーショ
ン 

ビジネスに役立つ IT シス
テムを導入するために発注
者側と受注者側が何をする
べきか理解する。実践的な
プロジェクトマネジメント
体系を用いて、経営に役立
つ IT システムを企画し、
計画し、プロジェクトを実
践し、成功に導いていく方
法について学んでいく。プ
ロジェクトマネジメントの
スキームモデル、プロジェ
クトライフサイクル等を理
解して IＴプロジェクトが
発注者側と受注者側の双方
にメリットを生み出しビジ
ネスに貢献していくことを
目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

クラウド 近年のシステム開発の現場
では、一般にクラウド技術
が利用されるようになって
きた。 
本講では、クラウドに関す
る基本的な知識を修得す
る。また、大手クラウドサ
ービス事業者のサービスを
実際に利用・操作して、そ
の基本スキルを学び、シス
テムの実装を行う。具体的
には、クラウドの分類、ネ
ットワーク構成、クラウド
サーバー・ストレージ・デ
ータべースの管理や運用、
セキュリティ、負荷分散技
術などについて、各テーマ
ごとに知識の習得と演習を
行い、スキルを習得する。 
あわせて、発展・機能追加
の早い分野であることか
ら、新たな技術動向につい
ても適宜解説し、クラウド
上で実現されている機能の
利用やクラウドの果たす役
割や可能性について考え、
実装できるようになる。 
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職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
応
用 

ビッグデ
ータ 

近年、コンピュータ、セン
サー、機器類が生成するデ
ータの種類、量が爆発的に
増大しており、今までのデ
ータ管理ツールでは取り扱
うことが困難な規模のデー
タ（ビッグデータ）になっ
ている。こうしたビッグデ
ータに潜む解析対象（人の
行動、環境、社会現象）の
傾向や異種データ間の関係
性を洗い出すことにより、
従来では発見できなかった
知見を見出し、新たな学問
領域やビジネスを開拓でき
る可能性がある。 
本授業では、こうしたビッ
グデータ解析に関する基本
的な知識や解析技術等を修
得する。また、実践例とし
て分散処理システム
（Hadoop）やビッグデータ
処理 API（BigQuery）など
を活用して、実際のビッグ
データの処理・解析方法を
演習を通して学修し、新し
い知見を発見する力を養
う。 
 
共同 
（17 加藤 直人、20 落
合 慶広） 
 

共
同 
 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
応
用 

IoT IoT（Internet of Things）
は身近なものをインターネ
ットとつなげ、新たなサー
ビスやシステムを生み出す
仕組みを指す。IoT を通じ、
新たなサービスやシステム
を生み出すためには、デー
タベース、ネットワーク、
ソフトウェアなど、本学で
学ぶ情報通信技術に関する
様々な知識とスキルが必要
となる。本科目では、ユー
ザアプリケーションからサ
ーバシステムまでを対象と
した IoT システムの全体ア
ーキテクチャを理解し、演
習による基本動作検証の体
験を通じて、IoT に関する
基本的なスキルを習得す
る。国際標準に準拠した
IoT システムを構築するた
めの、組込みコンピュータ、
各種センサ、アクチュエー
タの制御手法について理解
し、与えられた要求条件を
満たすための、IoT システ
ムの構築について演習を行
う。 
 
共同 
（4 Adrian David 
Cheok、15 鎌谷 修） 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

ビッグデ
ータ 

近年、コンピュータ、セン
サー、機器類が生成するデ
ータの種類、量が爆発的に
増大しており、今までのデ
ータ管理ツールでは取り扱
うことが困難な規模のデー
タ（ビッグデータ）になっ
ている。こうしたビッグデ
ータに潜む解析対象（人の
行動、環境、社会現象）の
傾向や異種データ間の関係
性を洗い出すことにより、
従来では発見できなかった
知見を見い出し、新たな学
問領域やビジネスを開拓で
きる可能性がある。 
本授業では、こうしたビッ
グデータ解析に関する基本
的な知識や解析技術等を修
得する。また、実践例とし
て分散処理システム
（Hadoop）やビッグデータ
処理 API（BigQuery）など
を活用して、実際のビッグ
データの処理・解析方法を
演習を通して学修し、新し
い知見を発見する力を養
う。 
 
共同 
（17 加藤 直人、20 落
合 慶広） 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

IoTⅠ ユーザアプリケーションか
らサーバシステムまでを対
象とした IoT システムの全
体アーキテクチャを理解
し、演習による基本動作検
証の体験を通じて、先端ス
キルを習得する。国際標準
に準拠した IoT システムを
構築するための、組込みコ
ンピュータ、各種センサ、
アクチュエータの制御手法
について理解し、与えられ
た要求条件を満たすため
の、IoT システムの構築に
ついて演習を行う。 
 
共同 
(3 Adrian David Cheok、
18 鎌谷 修) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共
同 
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職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
応
用 

スーパー
コンピュ
ータ 

スーパーコンピュータシス
テムの構成（アーキテクチ
ャ）と活用についての二つ
の課題について考える。ス
ーパーコンピュータは主と
して科学技術計算用途に活
用される、高速計算が可能
なコンピュータであり、「同
時代のコンピュータに比べ
てはるかに高速」なコンピ
ュータというあいまいな定
義が与えられている。実現
に当たっては計算を並列に
実行することで高性能を引
き出すアーキテクチャが一
般的である。第一の課題は
この並列演算の方式であ
る。ただし、単に高速計算
ができても、実際に、人の
生活に貢献できる用途が与
えられなければ無益であ
る。第二の課題はスーパー
コンピュータを活用するプ
ログラム開発の手法とな
る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
応
用 

ＡＩ 人工知能で良く用いられる
ニューラルネット（脳のモ
デル）の基本的特徴と理解
し、産業応用するための実
用化技術の取得、及び、応
用力を養うことを目的とす
る。各応用分野で良く利用
されるニューラルネットの
構造や学習機能等の基本的
特徴を理解すると共に、産
業応用時の問題点、及び、
これを解決するために欠か
せない実用化技術の知識を
修得する。また、実課題へ
の応用力を養う為に、大手
IT ベンダー等が公開して
いる人工知能関連の各種の
API、ツール等を活用して、
簡単な実課題を解くための
アプリケーションを制作す
る演習を実施する。演習で
は、産業課題の捉え方から、
実課題における検証方法ま
で、幅広い観点からの応用
力を養う。 
 
共同 
（4 Adrian David 
Cheok 、17 落合 慶広） 
 

共
同 

   

(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

スーパー
コンピュ
ータ 

スーパーコンピュータシス
テムの構成（アーキテクチ
ャ）と活用についての二つ
の課題について考える。ス
ーパーコンピュータは主と
して科学技術計算用途に活
用される、高速計算が可能
なコンピュータであり、「同
時代のコンピュータに比べ
てはるかに高速」なコンピ
ュータというあいまいな定
義が与えられている。実現
に当たっては計算を並列に
実行することで高性能を引
き出すアーキテクチャが一
般的である。第一の課題は
この並列演算の方式であ
る。ただし、単に高速計算
ができても、実際に、人の
生活に貢献できる用途が与
えられなければ無益であ
る。第二の課題はスーパー
コンピュータを活用するプ
ログラム開発の手法とな
る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

ＡＩ 人工知能で良く用いられる
ニューラルネット（脳のモ
デル）の基本的特徴と理解
し、産業応用するための実
用化技術の取得、及び、応
用力を養うことを目的とす
る。各応用分野で良く利用
されるニューラルネットの
構造や学習機能等の基本的
特徴を理解すると共に、産
業応用時の問題点、及び、
これを解決するために欠か
せない実用化技術の知識を
修得する。また、実課題へ
の応用力を養う為に、大手
IT ベンダー等が公開して
いる人工知能関連の各種の
API、ツール等を活用して、
簡単な実課題を解くための
アプリケーションを制作す
る演習を実施する。演習で
は、産業課題の捉え方から、
実課題における検証方法ま
で、幅広い観点からの応用
力を養う。 
 
共同 
（3 Adrian David 
Cheok、20 落合 慶広） 
 

共
同 

基
礎
科
目 

－ 情
報
科
学
基
礎 

ICT リテ
ラシー 

PC や PC 上で動作するソ
フトウェアについて、基本
的な操作を習得する。講義
による基本的な概念の説明
の後、演習課題に取り組む。
PC 上で行う個人の操作の
他、グループワークを行う
ことで、成果物作成のノウ
ハウを学び、また情報共有
の手法を体験する。 
具体的には、OS の基本操
作として、PC の起動・終
了、フォルダ操作・ファイ
ル操作、エディタによるテ
キストファイルの編集、ソ
フトウェアのインストール
等を習得する。また、ワー
プロソフト、表計算ソフト、
プレゼンテーションソフト
を用いて書類・資料の作成
を行えるようになる。 
その他、グループ作業を促
進するためのツール（メー
ルソフト、グループウェア、
プロジェクト管理ツール、
作図ツール等）の基本操作
を身に付ける。 
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(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

基
礎
科
目 

－ 情
報
科
学
基
礎 

離散数学
Ⅰ 

ソフトウェアを形式的に特
徴づけたり解析するために
は、計算や論理に関する知
識が不可欠である。本講義
では、論理学や計算理論を
中心に、関連する議論も含
め、ICT 技術を支える中核
的な理論の基礎を広く学習
する。各理論／概念につい
ては具体的な応用先の例も
あわせて学ぶことで、理解
をより深いものとする。 
具体的には、集合・論理・
関係・写像・代数系・数え
上げ・グラフ理論について
その入門的な内容（用語・
定義・記法、基本的概念・
原理、応用先の例など）を
順次学ぶことで、論理的、
数理的に課題解決へのアプ
ローチができるようになる
ことを目指す。 
 

 

基
礎
科
目 

－ 情
報
科
学
基
礎 

モバイル
コンピュ
ーティン
グⅠ 

ICT とは，”Information 
Communications 
Technology”の略で，情報
通信技術全般を指すもので
あり，人と人だけなく，“人”
と“モノ”をつなげる（コ
ミュニケーションする）
様々なサービスに関与して
いる．特に近年においては、
ICT 分野の中でも特に情報
通信インフラの充実や携帯
情報端末技術の発展に伴
い、ユーザがコンピュータ
やそれに類する端末、アプ
リケーションを持ちある
く、モバイルコンピューテ
ィング分野の成長が著し
い。そこで本講義では，ICT
の中でも特に社会生活で情
報をやり取りする際に不可
欠なツールとなった”ケー
タイ”に着目し，人とモノ
をつなげているモバイルサ
ービスを実現するために使
われている ICTのコア技術
を学修する．特に，なぜ，
サービスシステムを実現す
るために，これらのコア技
術が使われているのかを”
アプリケーションの利用環
境条件”や”サービス提供
上の制約条件”の観点から
考察することで，技術の本
質を理解する． 
モバイルコンピューティン
グ I では，人とモノをつな
げる”現実世界から情報を
獲得する”系サービスと，
人と人をつなげる”自らの
状態を知る”系サービスを
例として，”ケータイ”に搭
載された各種センサを用い
たメディア処理やパターン
認識技術に関する ICTのコ
ア技術を理解する。 
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(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

基
礎
科
目 

－ 情
報
科
学
基
礎 

離散数学
Ⅱ 

「離散数学 I」に引き続き、
グラフ理論、代数学、数論、
数え上げの基礎についてよ
り掘り下げた内容を学ぶ。
例題解説によって解法を身
につけるとともに、各種の
課題を ICT／情報システム
により解決する場合に求め
られる数理的考え方を修練
する。 
代数学の基礎として RSA
公開鍵暗号の原理など、グ
ラフ理論の基礎としてネッ
トワーク制御をはじめとし
て様々な場面で用いられて
いるグラフの探索や連結成
分など、アルゴリズム／計
算量理論の基礎として NP
完全性など、数え上げの基
礎としてフィボナッチ数や
カタラン数などを取り上げ
る。 
 

 

基
礎
科
目 

－ 情
報
科
学
基
礎 

モバイル
コンピュ
ーティン
グⅡ 

ICT とは，”Information 
Communications 
Technology”の略で，情報
通信技術全般を指すもので
あり，人と人だけなく，“人”
と“モノ”をつなげる（コ
ミュニケーションする）
様々なサービスに関与して
いる．特に近年においては、
ICT 分野の中でも特に情報
通信インフラの充実や携帯
情報端末技術の発展に伴
い、ユーザがコンピュータ
やそれに類する端末、アプ
リケーションを持ちある
く、モバイルコンピューテ
ィング分野の成長が著し
い。そこで本講義では，ICT
の中でも特に社会生活で情
報をやり取りする際に不可
欠なツールとなった”ケー
タイ”に着目し，人とモノ
をつなげているモバイルサ
ービスを実現するために使
われている ICTのコア技術
を学修する．特に，なぜ，
サービスシステムを実現す
るために，これらのコア技
術が使われているのかを”
アプリケーションの利用環
境条件”や”サービス提供
上の制約条件”の観点から
考察することで，技術の本
質を理解する． 
モバイルコンピューティン
グⅡでは，人と人をつなげ
るクラウド上の” 集合知利
用系サービス“と “モバイ
ル端末の入出力インタフェ
ース”を例として，ビッグ
データからの知識獲得技術
（データマイニング）やイ
ンタフェース技術に関する
コア技術を修学する．さら
には，今後のケータイのあ
るべき姿についても議論す
る。 
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(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

基
礎
科
目 

－ 情
報
科
学
基
礎 

オペレー
ションズ
リサーチ 

オペレーションズリサーチ
は課題解決や意思決定を行
うために数理的・科学的に
アプローチするための知識
技術とその研究である。本
授業では、製造・流通計画
から高度な画像・音声認識
処理に至るまで多くの分野
で活用されている各種のオ
ペレーションズリサーチの
基本手法を理解すると共
に、これを活用して問題を
解く力を習得するととも
に、社会問題をシンプルに
整理し、ICT やビジネスの
知識やスキルを用いて、ア
プローチし解決する方法を
学ぶ。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

ビ
ジ
ネ
ス 

ビ
ジ
ネ
ス
応
用 

フィンテ
ック 

金融（Finance）と技術
（Technology）の造語であ
る「FinTech（フィンテッ
ク）」について、その全体像
および具体的なイノベーシ
ョンやビジネスモデルにつ
いて解説する。 
本授業で扱う FinTech と
は、「デジタル化」という大
きな技術変化の流れの金融
産業における一つの現れで
あり、また既存の金融産業
の構造を変化させうるイノ
ベーション群である。戦略
論としての FinTech には、
既存の金融産業の高度化と
いう側面と、未知のベンチ
ャー企業との競争と共存、
さらに非金融機関による新
規参入といった多様な論点
が含まれている。これらの
視点を踏まえた上で、そも
そもの FinTech の発展経
緯、成長過程を概観し、技
術軸・時間軸によって
FinTech の発展段階と、変
わりゆく競争環境について
概説する。あわせて金融産
業特有の法律や規制などの
課題や論点を整理し、諸外
国での議論等を紹介しなが
ら、日本の FinTech のあり
方について検討、議論を通
じて深めていきたい。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

開発マネ
ジメント 

ビジネス環境の変化が加速
化する現在、非常設の目的
達成型組織であるプロジェ
クトによる活動が増加して
いる。本科目では、プロジ
ェクトマネジメントの入門
編として、プロジェクトと
いう活動の特徴と、それを
マネジメントする際の基礎
的知識を体系的に学ぶ。後
半では情報システム開発プ
ロジェクトの特徴とマネジ
メントの勘所について事例
を使いながら解説し、初歩
的な情報システム開発のプ
ロジェクト計画書が作成で
きるようにする。 
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(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

情報シス
テムの失
敗と分析 

情報システムは我々の生活
を支える社会インフラの一
部として存在するものとな
っている。また企業におい
ては以前の業務の効率化目
的だけでなく、「攻めの
ICT」として経営戦略を支
援するツールとして利活用
されている。そのような今
日、情報システムプロジェ
クトが成功裏にサービス開
始できなかったり、サービ
ス開始後に正しく動かない
場合には、社会に大きな影
響を与えたり、情報漏洩に
より市民生活を脅かすもの
となる場合もある。またプ
ロジェクトの失敗により数
百億円単位での訴訟も発生
するなど、当事者にとって
は企業の存続を左右するケ
ースもありえる。 
当講義では、過去の情報シ
ステムの失敗例や大規模障
害事例などを通じて、失敗
の原因について深く洞察
し、失敗から教訓を得るこ
とで、成功のために何を注
意しなければならないかに
ついて学ぶ。また失敗例だ
けでなく、教員自らが経験
した社会やビジネスモデル
の変革に影響を与えた情報
システム事例などを通じ
て、情報システムの成功が、
社会や一般市民に対して影
響を与えると共に、そのよ
うな仕事ができる可能性が
ある職業であることの理解
を深める。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

シミュレ
ーション
による問
題分析 

実ビジネスを進める上で必
要となる経営企画、KPI 管
理、それに必要なシミュレ
ーションを体験し、今後さ
らにこの領域を深く学ぼう
と思ってもらうための科目
である。先行指標と遅行指
標を理解し、Excel を使っ
た簡単な数値分析を行った
後に、リアルビジネスの
KPIや数値計画を立てても
らい、データを管理・可視
化する基盤を作る体験をし
たもらった後に、機械学習
の入門やクラウドを使った
数値分析を体験してもら
う。それらを通じて得たス
キルをベースに、リアルビ
ジネスでシミュレーション
をした提案を、チームを組
んで発表してもらう。 
 
共同 
(3 Adrian David Cheok、
24 各務 茂雄) 
 

共
同 
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(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

ネットワ
ーク構築
Ⅰ 

小規模なネットワークにお
けるネットワーク機器の構
成や技術、動作などの概要
について演習形式で実践的
に学ぶ。OSI 参照モデルに
おける物理層、データリン
ク層、ネットワーク層、ト
ランスポート層、アプリケ
ーション層の役割やプロト
コルについて理解し、IP ネ
ットワークの基礎的な構築
を行う。ネットワーク層で
は IPv4 におけるアドレス
計画について学び、小規模
なネットワークにおいてア
ドレス計画を実践する。IP
ネットワークのサブネット
化を学ぶことで IP ネット
ワーク分割の概念を理解す
るとともに、サブネットマ
スクを用いたアドレス計画
への対応についても学ぶ。
また実際に構築したネット
ワークはネットワーク管理
ツールなどを用いてテスト
し接続性に問題ないことを
確認する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

情報セキ
ュリティ
演習Ⅰ 

ICT 利用なしの世界が考え
られない現在、万一企業に
おいて情報流失などの事件
が発生した場合での金銭的
な損失や企業イメージの低
下など、計り知れない損害
を被ることになる。本授業
では前半に SNS 利用の際
の注意点などを理解するこ
とで、社会人に必要なセキ
ュリティリテラシーを学
ぶ。中盤以降では、インタ
ーネットの成り立ちを学ん
だ後、Web システムを中心
としたコンピュータシステ
ムの各構成要素の概要と各
構成要素において注意すべ
きセキュリティ事項につい
て事例を交えながら学び、
情報セキュリティ全般に対
する学習を行う。 
最後の総まとめでは授業全
般を振り返り、情報セキュ
リティに関する知識とスキ
ルの定着を図る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン 

IoTⅡ 少人数グループ毎に、実際
の社会課題及びサービス事
例の調査を行い、新たな
IoT サービス事例の検討を
行う。検討結果から、ユー
スケースの議論及び、要求
条件の明確化を行い、ソフ
トウェア設計書を作成す
る。国際標準に準拠した
IoT システムを実際に構築
し、基本的な動作検証を行
う。グループ毎に動作検証
結果の中間報告を行い、改
善点について議論し、ソフ
トウェア設計書の改訂を行
う。最終的に得られた IoT
サービスの検証を行い、グ
ループ毎に最終報告を行
い、演習全体を総括する。 
 
共同 
(3 Adrian David Cheok、
18 鎌谷 修) 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

ネットワ
ーク構築
Ⅰ 

小規模なネットワークにお
けるネットワーク機器の構
成や技術、動作などの概要
について演習形式で実践的
に学ぶ。OSI 参照モデルに
おける物理層、データリン
ク層、ネットワーク層、ト
ランスポート層、アプリケ
ーション層の役割やプロト
コルについて理解し、IP ネ
ットワークの基礎的な構築
を行う。ネットワーク層で
は IPv4 におけるアドレス
計画について学び、小規模
なネットワークにおいてア
ドレス計画を実践する。IP
ネットワークのサブネット
化を学ぶことで IP ネット
ワーク分割の概念を理解す
るとともに、サブネットマ
スクを用いたアドレス計画
への対応についても学ぶ。
また実際に構築したネット
ワークはネットワーク管理
ツールなどを用いてテスト
し接続性に問題ないことを
確認する。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

情報セキ
ュリティ
演習Ⅰ 

ICT 利用なしの世界が考え
られない現在、万一企業に
おいて情報流失などの事件
が発生した場合での金銭的
な損失や企業イメージの低
下など、計り知れない損害
を被ることになる。本授業
では前半に SNS 利用の際
の注意点などを理解するこ
とで、社会人に必要なセキ
ュリティリテラシーを学
ぶ。中盤以降では、インタ
ーネットの成り立ちを学ん
だ後、Web システムを中心
としたコンピュータシステ
ムの各構成要素の概要と各
構成要素において注意すべ
きセキュリティ事項につい
て事例を交えながら学び、
情報セキュリティ全般に対
する学習を行う。 
最後の総まとめでは授業全
般を振り返り、情報セキュ
リティに関する知識とスキ
ルの定着を図る。 
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職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

ネットワ
ーク構築
Ⅱ 

小規模なネットワークにお
けるルーティングプロトコ
ルやネットワークサービ
ス、トラブルシューティン
グについて演習形式で実践
的に学ぶ。ルーティングプ
ロトコルの動作について理
解し、IPv4 及び IPv6 での
設定を行うことで IPv4 と
IPv6 の共通点及び相違点
について学ぶ。またルーテ
ィングプロトコル以外にも
IPv4 アドレスの自動設定
方法として DHCP の設定
を行い、IPv6 アドレスの自
動設定方法の Stateless 
Address Auto 
Configuration(SLAAC)や
DHCPv6 との仕組みの違
いなどについて考察する。
またトラブルシューティン
グの方法について学ぶこと
で問題の切り分けを行い、
ネットワーク管理者へ問題
や挙動について正しく説明
することが出来るようにな
る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

情報セキ
ュリティ
演習Ⅱ 

情報セキュリティマネジメ
ントの視点より、企業で準
備しなければならないセキ
ュリティポリシーを学び、
ビジネスにおける情報の価
値を理解することにより、
情報におけるリスクとは何
かを考える。中盤以降では、
学生では経験することが難
しいリスク管理やセキュリ
ティの運用・手法について、
グローバル標準であるサイ
バーセキュリティフレーム
ワーク（CSF）などを参考
に、セキュリティインシデ
ント発生時の役割や防御・
復旧方法などを学ぶ。また
独立行政法人 情報処理推
進機構（IPA）から毎年発
表される「情報セキュリテ
ィ 10 大脅威」など最新セ
キュリティ状況を交えるこ
とでより理解を深める。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

情
報
通
信
技
術 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

ネットワ
ーク構築
Ⅲ 

小規模なネットワークにお
けるスイッチドネットワー
ク、仮想的な LAN セグメ
ント、ネットワークの冗長
化及びトラブルシューティ
ングについて演習形式で実
践的に学ぶ。ネットワーク
機器であるスイッチの動作
について理解し、LAN 環境
での冗長性、リンク集約、
トラブルシューティングの
方法について学ぶことで問
題の切り分けを行うことが
出来るようになる。具体的
には仮想的な LAN セグメ
ント(VLAN)の概念やその
設定、VLAN 間ルーティン
グ及びスパニングツリープ
ロトコル、ファストホップ
冗長プロトコル、ゲートウ
ェイロードバランシングプ
ロトコル、リンクアグリゲ
ーションの概要とその設定
方法、トラブルシューティ
ング方法について学ぶ。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

ネットワ
ーク構築
Ⅱ 

小規模なネットワークにお
けるルーティングプロトコ
ルやネットワークサービ
ス、トラブルシューティン
グについて演習形式で実践
的に学ぶ。ルーティングプ
ロトコルの動作について理
解し、IPv4 及び IPv6 での
設定を行うことで IPv4 と
IPv6 の共通点及び相違点
について学ぶ。またルーテ
ィングプロトコル以外にも
IPv4 アドレスの自動設定
方法として DHCP の設定
を行い、IPv6 アドレスの自
動設定方法の Stateless 
Address Auto 
Configuration(SLAAC)や
DHCPv6 との仕組みの違
いなどについて考察する。
またトラブルシューティン
グの方法について学ぶこと
で問題の切り分けを行い、
ネットワーク管理者へ問題
や挙動について正しく説明
することが出来るようにな
る。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

情報セキ
ュリティ
演習Ⅱ 

情報セキュリティマネジメ
ントの視点より、企業で準
備しなければならないセキ
ュリティポリシーを学び、
ビジネスにおける情報の価
値を理解することにより、
情報におけるリスクとは何
かを考える。中盤以降では、
学生では経験することが難
しいリスク管理やセキュリ
ティの運用・手法について、
グローバル標準であるサイ
バーセキュリティフレーム
ワーク（CSF）などを参考
に、セキュリティインシデ
ント発生時の役割や防御・
復旧方法などを学ぶ。また
独立行政法人 情報処理推
進機構（IPA）から毎年発
表される「情報セキュリテ
ィ 10 大脅威」など最新セ
キュリティ状況を交えるこ
とでより理解を深める。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

ネットワ
ーク構築
Ⅲ 

小規模なネットワークにお
けるスイッチドネットワー
ク、仮想的な LAN セグメ
ント、ネットワークの冗長
化及びトラブルシューティ
ングについて演習形式で実
践的に学ぶ。ネットワーク
機器であるスイッチの動作
について理解し、LAN 環境
での冗長性、リンク集約、
トラブルシューティングの
方法について学ぶことで問
題の切り分けを行うことが
出来るようになる。具体的
には仮想的な LAN セグメ
ント(VLAN)の概念やその
設定、VLAN 間ルーティン
グ及びスパニングツリープ
ロトコル、ファストホップ
冗長プロトコル、ゲートウ
ェイロードバランシングプ
ロトコル、リンクアグリゲ
ーションの概要とその設定
方法、トラブルシューティ
ング方法について学ぶ。 
 

 



37 

 

   

(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

(削除)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ ビジネス
英語実習
Ⅰ 

ビジネスと ICT を用いて、
世界に変革を起こしていく
ためには、さまざまな国の
人々と協同することが重要
である。様々な価値観や文
化的背景の異なる人々と協
働するために多様性の受
容、コミュニケーションや
プレゼンテーションなどを
共通言語となる英語で行う
必要がある。 
ビジネス英語実習 I では、
ビジネスの基本となる挨拶
やマナー、簡単な電話やメ
ール等でのやり取り、会議
や出張の手配など、初歩的
なビジネス英語での会話
力、表現力を習得する。本
授業終了時には、英語を用
いて、簡単なビジネス応対
や観光案内、機器の操作説
明ができるようになること
を目標とする。 
 
共同 
(10 Hug, Jose、23 阿部川 
久広) 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

情報セキ
ュリティ
演習Ⅲ 

ICT 利用を中心として高度
な先進技術の導入であらゆ
る課題が解決されていく、
ソサエティ 5.0（超スマー
ト社会）時代の実現が叫ば
れる中、多くの企業におい
て業務を支える情報システ
ムの重要性が益々高まって
いる。その様な環境の中、
現代社会において事業を継
続する上で安心安全な情報
システムを設計開発するこ
とは、企業の大きな命題と
なる。 
当講義では取り扱う情報の
価値が年々高まり、さらに
重要性が高まっている情報
システムをセキュリティの
観点から見直し、セキュア
（安心・安全）なシステム
デザインを演習形式で検討
しながら実施することで、
情報システムの設計（デザ
イン）能力の基礎を身につ
ける。本授業では、実際の
サーバ構築は実施しない
が、システム設計や構成図
作成などチーム単位で実施
する演習形式をとる。 
 

 

職
業
専
門
科
目 

Ｉ
Ｃ
Ｔ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

ネットワ
ーク構築
Ⅳ 

安全にネットワークを構築
し運用するためには、セキ
ュリティの考慮された設計
となっており、また計測監
視から障害や不審な通信を
早期発見し修正や対策を行
える必要がある。本演習で
はシステム等への攻撃時に
発生する通信等について確
認するとともにその計測技
術や対策技術、防御方法な
どについて実践的に学ぶ。
演習の前半では主にペネト
レーションテストやペネト
レーションテストで用いる
攻撃ツールの検証を通して
対策技術や防御方法につい
て考察する。演習の後半で
は主に無線ネットワークを
対象とした攻撃方法や攻撃
ツールの検証を通してその
対策技術や防御方法につい
て考察する。防御方法を考
察することで必ずしも技術
的な側面に囚われない幅広
い側面から考える実践力を
養う。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

ビジネス
英語実習
Ⅰ 

ビジネスと ICT を用いて、
世界に変革を起こしていく
ためには、さまざまな国の
人々と協同することが重要
である。様々な価値観や文
化的背景の異なる人々と協
働するために多様性の受
容、コミュニケーションや
プレゼンテーションなどを
共通言語となる英語で行う
必要がある。 
ビジネス英語実習 I では、
ビジネスの基本となる挨拶
やマナー、簡単な電話やメ
ール等でのやり取り、会議
や出張の手配など、初歩的
なビジネス英語での会話
力、表現力を習得する。本
授業終了時には、英語を用
いて、簡単なビジネス応対
や観光案内、機器の操作説
明ができるようになること
を目標とする。 
 
共同 
(10 Hug, Jose 、23 阿
部川 久広) 
 

共
同 
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展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ ビジネス
英語実習
Ⅱ 

ビジネスと ICT を用いて、
世界に変革を起こしていく
ためには、さまざまな国の
人々と協同することが必要
であり、様々な価値観や文
化的背景の違う人々と協働
するために多様性の受容、
コミュニケーション、ディ
ベート、ネゴシエーション、
プレゼンテーションなどを
共通言語となる英語で行う
ことができることは重要で
ある。 
ビジネス英語実習Ⅱでは会
社や事業の紹介、使用説明
や問い合わせ対応時に必要
な用語や表現、日常会話で
はなくビジネスの現場で使
用する用語や表現と、それ
らを用いた説明時や会議時
に必要な会話力や表現力を
習得する。本授業終了時に
は、英語を用いて、説明書
や仕様書を作成できるこ
と、ネイティブの方と英語
を交えて会議ができること
を目標とする。 
 
共同 
(10 Hug, Jose、23 阿部川 
久広) 
 

共
同 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ ビジネス
英語実習
Ⅲ 

ビジネスと ICT を用いて、
世界に変革を起こしていく
ためには、さまざまな国の
人々と協同することが必要
であり、様々な価値観や文
化的背景の違う人々と協働
するために多様性の受容、
コミュニケーション、ディ
ベート、ネゴシエーション、
プレゼンテーションなどを
共通言語となる英語で行う
ことができることは重要で
ある。 
ビジネス英語実習Ⅲでは、1
年次の「ビジネス英語実習
ⅠⅡ」を土台とし、ケース
スタディを通じてビジネス
や ICTのトレンドを活かす
力、英語でビジネスプラン
や新たな製品やサービスの
提案を行うことができる
力、英語で業務の指示や相
談ができる力を身に付け
る。授業の後半ではグロー
バル企業での 1day インタ
ーンシップや職業体験など
を行う。本授業終了時には
ビジネスの現場で滞りなく
業務を遂行できる英語力を
習得することを目指す。 
 
共同 
(10 Hug, Jose、23 阿部川 
久広) 
 

共
同 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

ビジネス
英語実習
Ⅱ 

ビジネスと ICT を用いて、
世界に変革を起こしていく
ためには、さまざまな国の
人々と協同することが必要
であり、様々な価値観や文
化的背景の違う人々と協働
するために多様性の受容、
コミュニケーション、ディ
ベート、ネゴシエーション、
プレゼンテーションなどを
共通言語となる英語で行う
ことができることは重要で
ある。 
ビジネス英語実習Ⅱでは会
社や事業の紹介、使用説明
や問い合わせ対応時に必要
な用語や表現、日常会話で
はなくビジネスの現場で使
用する用語や表現と、それ
らを用いた説明時や会議時
に必要な会話力や表現力を
習得する。本授業終了時に
は、英語を用いて、説明書
や仕様書を作成できるこ
と、ネイティブの方と英語
を交えて会議ができること
を目標とする。 
 
共同 
(10Hug, Jose 、23 阿部川 
久広) 
 

共
同 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

ビジネス
英語実習
Ⅲ 

ビジネスと ICT を用いて、
世界に変革を起こしていく
ためには、さまざまな国の
人々と協同することが必要
であり、様々な価値観や文
化的背景の違う人々と協働
するために多様性の受容、
コミュニケーション、ディ
ベート、ネゴシエーション、
プレゼンテーションなどを
共通言語となる英語で行う
ことができることは重要で
ある。 
ビジネス英語実習Ⅲでは、1
年次の「ビジネス英語実習
ⅠⅡ」を土台とし、ケース
スタディを通じてビジネス
や ICTのトレンドを活かす
力、英語でビジネスプラン
や新たな製品やサービスの
提案を行うことができる
力、英語で業務の指示や相
談ができる力を身に付け
る。授業の後半ではグロー
バル企業での 1day インタ
ーンシップや職業体験など
を行う。本授業終了時には
ビジネスの現場で滞りなく
業務を遂行できる英語力を
習得することを目指す。 
 
共同 
(10Hug, Jose 、23 阿部川 
久広) 
 

共
同 
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展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ 英語アカ
デミック
リテラシ
ー 

本授業では、英語をビジネ
スや ICT の現場で活用し、
コミュニケーションを図る
だけでなく、海外の大学や
国内外の研究機関で求めら
れる発表能力を高めるもの
である。 
具体的には、前半では
International 
Baccalaureate(IB)などを
題材に、海外の大学レベル
で求められる基礎能力や知
識を概観し、そこで用いら
れる英語表現そのものとあ
わせて学ぶことで、国内外
のアカデミックリテラシー
の基礎を習得する。後半で
はまた、ICT やビジネスの
学術論文や製品・サービス
の説明書を読み書きするた
めに必要な語彙力、表現力
を学ぶことで、アカデミッ
クと実践を繋ぐための知識
と方法論を習得する。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ ビジネス
英語実習
Ⅳ 

ビジネスと ICT を用いて、
世界に変革を起こしていく
ためには、さまざまな国の
人々と協同することが重要
である。様々な価値観や文
化的背景の異なる人々と協
働するために多様性の受
容、コミュニケーションや
プレゼンテーションなどを
共通言語となる英語で行う
必要がある。 
ビジネス英語実習Ⅳでは、
「ビジネス英語実習Ⅰ～
Ⅲ」を土台とし、カンファ
レンスやビジネスプランコ
ンテストなどで、ビジネス
プランを英語でプレゼンテ
ーションする」という想定
で講義のゴールを設定す
る。そのためのビジネスプ
ランそのもの、そのストー
リー化、スクリプト化、プ
レゼンテーション資料の作
成、発表に向けた段取りな
どについて学習を進める。
TED、SLUSH、STARTUP 
WORLDCUP など、世界的
なスタートアップのイベン
トやプレゼンテーションの
機会で本学の学生がネイテ
ィブと対等にプレゼンテー
ションやコミュニケーショ
ンを図ることができること
を目標とする。 
 
共同 
(10 Hug, Jose、23 阿部川 
久広) 
 

共
同 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

英語アカ
デミック
リテラシ
ー 

本授業では、英語をビジネ
スや ICT の現場で活用し、
コミュニケーションを図る
だけでなく、海外の大学や
国内外の研究機関で求めら
れる発表能力を高めるもの
である。 
具体的には、前半では
International 
Baccalaureate(IB)などを
題材に、海外の大学レベル
で求められる基礎能力や知
識を概観し、そこで用いら
れる英語表現そのものとあ
わせて学ぶことで、国内外
のアカデミックリテラシー
の基礎を習得する。後半で
はまた、ICT やビジネスの
学術論文や製品・サービス
の説明書を読み書きするた
めに必要な語彙力、表現力
を学ぶことで、アカデミッ
クと実践を繋ぐための知識
と方法論を習得する。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

ビジネス
英語実習
Ⅳ 

ビジネスと ICT を用いて、
世界に変革を起こしていく
ためには、さまざまな国の
人々と協同することが重要
である。様々な価値観や文
化的背景の異なる人々と協
働するために多様性の受
容、コミュニケーションや
プレゼンテーションなどを
共通言語となる英語で行う
必要がある。 
ビジネス英語実習Ⅳでは、
「ビジネス英語実習Ⅰ～
Ⅲ」を土台とし、カンファ
レンスやビジネスプランコ
ンテストなどで、ビジネス
プランを英語でプレゼンテ
ーションする」という想定
で講義のゴールを設定す
る。そのためのビジネスプ
ランそのもの、そのストー
リー化、スクリプト化、プ
レゼンテーション資料の作
成、発表に向けた段取りな
どについて学習を進める。
TED、SLUSH、STARTUP 
WORLDCUP など、世界的
なスタートアップのイベン
トやプレゼンテーションの
機会で本学の学生がネイテ
ィブと対等にプレゼンテー
ションやコミュニケーショ
ンを図ることができること
を目標とする。 
 
共同 
(10 Hug, Jose 、23 阿
部川 久広) 
 

共
同 
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展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ 英語ビジ
ネスマネ
ジメント 

本授業ではビジネス書を題
材とし、英文解釈（単語、
構文理解、文法など）を行
うだけでなく、ビジネス理
論そのものの理解を深める
ことで、グローバルビジネ
スでの議論や交渉に耐えう
るマネジメント能力を身に
つけるための素地を作る。 
学習に当たっては、原著で
ビジネス理論を読むだけで
なく、その論考の書かれた
背景を調査、議論し、現代
において各氏の提唱したマ
ネジメント理論や戦略理論
などが、実際のビジネスの
現場でどのように反映さ
れ、活用、実践されている
かを学ぶ。具体的には、ド
ラッカー、ポーター、クリ
ステンセン、コトラーなど
の代表的な理論を中心に取
り上げる。 
ビジネスの古典からの知識
と、現代経営からの知見や
実例を融合させ、3年次以
降のインターンシップにむ
けて、ビジネスの実践にお
いて大切なものは何かとい
う問いに対する知的ツール
や、知的フレームワークを
提供し、学生各位が自主的
にその答えを導き出せる力
を修得する。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ 英米文学
演習 

本授業は英米文学を題材と
し、英文解釈（単語、構文
理解、文法など）を行うだ
けでなく、その作品が作ら
れた時代背景、文学上の位
置付け、著者の作り出した
世界観などを学ぶものであ
る。英米文学の代表的な作
品のいくつかをピックアッ
プし、英米文学における代
表的な作品を選出し、その
中の主題となる記述をもと
に授業を展開する。音読や
精読を中心として内容を解
釈し、その時代背景、文学
上の位置付け、著者の作り
出した世界観などを学ぶ。
本授業を通じ、英語表現を
身につけるだけでなく、真
の意味での人間に対する深
い洞察力を養い、グローバ
ルな環境での議論に耐えう
る世界観、人生観を構築す
るための武器としての教養
をあわせて身につける。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

英語ビジ
ネスマネ
ジメント 

本授業ではビジネス書を題
材とし、英文解釈（単語、
構文理解、文法など）を行
うだけでなく、ビジネス理
論そのものの理解を深める
ことで、グローバルビジネ
スでの議論や交渉に耐えう
るマネジメント能力を身に
つけるための素地を作る。 
学習に当たっては、原著

でビジネス理論を読むだけ
でなく、その論考の書かれ
た背景を調査、議論し、現
代において各氏の提唱した
マネジメント理論や戦略理
論などが、実際のビジネス
の現場でどのように反映さ
れ、活用、実践されている
かを学ぶ。具体的には、ド
ラッカー、ポーター、クリ
ステンセン、コトラーなど
の代表的な理論を中心に取
り上げる。 
ビジネスの古典からの知

識と、現代経営からの知見
や実例を融合させ、3年次
以降のインターンシップに
むけて、ビジネスの実践に
おいて大切なものは何かと
いう問いに対する知的ツー
ルや、知的フレームワーク
を提供し、学生各位が自主
的にその答えを導き出せる
力を修得する。 
 

 

展
開
科
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グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

英米文学
演習 

本授業は英米文学を題材と
し、英文解釈（単語、構文
理解、文法など）を行うだ
けでなく、その作品が作ら
れた時代背景、文学上の位
置付け、著者の作り出した
世界観などを学ぶものであ
る。英米文学の代表的な作
品のいくつかをピックアッ
プし、英米文学における代
表的な作品を選出し、その
中の主題となる記述をもと
に授業を展開する。音読や
精読を中心として内容を解
釈し、その時代背景、文学
上の位置付け、著者の作り
出した世界観などを学ぶ。
本授業を通じ、英語表現を
身につけるだけでなく、真
の意味での人間に対する深
い洞察力を養い、グローバ
ルな環境での議論に耐えう
る世界観、人生観を構築す
るための武器としての教養
をあわせて身につける。 
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展
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グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
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－ 実践英
語：多文
化理解 

世界では、多文化理解は単
なる教養のみならず、ビジ
ネスパーソンの必須スキル
として広く学ばれている。
本授業では、様々な国で使
われている多文化理解に関
する英語の教材をもとに、
文化の違いに気づくこと、
違いを受け入れるためにで
きること、偏見や差別とそ
の背景、多文化の中でのコ
ミュニケーションなどにつ
いて、各テーマごとに 2～3
時限かけて学習＋討議を行
う。グループ学習を基本と
して、テーマごとにプレゼ
ンテーションを行い、相互
理解を深める。日本のみな
らず世界中の事例をとりあ
げることで、多様な人種・
文化、価値観の入り混じる
職場において、最大限のパ
フォーマンスを引き出せる
リーダーとしての素養を、
知識（講義とディスカッシ
ョン）と体験（ロールプレ
イ）を通じて身につける、
英語でコミュニケーション
できることを目標とする。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ 英語通訳
論 

ビジネスの現場では、英語
の理解力や運用能力に格差
があるチームメンバーとと
もに仕事を進めなければな
らない場面が数多くある。
グローバルな場面でリーダ
ーシップを発揮していく中
では、発言趣旨や会議趣旨、
文書概要などのサマリーを
その場でまとめ、共有する
場面や、逐次通訳や同時通
訳を求められる場面も想定
される。この授業では、上
記のような場面でも通用す
るグローバルコミュニケー
ションの技法の１つとし
て、通訳を取り上げ、通訳
の訓練方法を通じて、ビジ
ネスの現場で即戦力になれ
る総合的な英語コミュニケ
ーション力や通訳スキルを
修得する。 
具体的には題材として、日
常場面だけでなく経営者の
スピーチ、政治経済などの
時事問題の英語記事などを
教材として、通訳の基本的
となる 7 つのテクニック
（1. shadowing  2. slash 
reading  3. missing 
words   4. memorizing   
5. para-phrasing   6. site 
translation   7. quick 
responding ）を通じ学ぶ。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

実践英
語：多文
化理解 

世界では、多文化理解は単
なる教養のみならず、ビジ
ネスパーソンの必須スキル
として広く学ばれている。
本授業では、様々な国で使
われている多文化理解に関
する英語の教材をもとに、
文化の違いに気づくこと、
違いを受け入れるためにで
きること、偏見や差別とそ
の背景、多文化の中でのコ
ミュニケーションなどにつ
いて、各テーマごとに 2～3
時限かけて学習＋討議を行
う。グループ学習を基本と
して、テーマごとにプレゼ
ンテーションを行い、相互
理解を深める。日本のみな
らず世界中の事例をとりあ
げることで、多様な人種・
文化、価値観の入り混じる
職場において、最大限のパ
フォーマンスを引き出せる
リーダーとしての素養を、
知識（講義とディスカッシ
ョン）と体験（ロールプレ
イ）を通じて身につける、
英語でコミュニケーション
できることを目標とする。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

英語通訳
論 

ビジネスの現場では、英語
の理解力や運用能力に格差
があるチームメンバーとと
もに仕事を進めなければな
らない場面が数多くある。
グローバルな場面でリーダ
ーシップを発揮していく中
では、発言趣旨や会議趣旨、
文書概要などのサマリーを
その場でまとめ、共有する
場面や、逐次通訳や同時通
訳を求められる場面も想定
される。この授業では、上
記のような場面でも通用す
るグローバルコミュニケー
ションの技法の１つとし
て、通訳を取り上げ、通訳
の訓練方法を通じて、ビジ
ネスの現場で即戦力になれ
る総合的な英語コミュニケ
ーション力や通訳スキルを
修得する。 
具体的には題材として、日
常場面だけでなく経営者の
スピーチ、政治経済などの
時事問題の英語記事などを
教材として、通訳の基本的
となる 7 つのテクニック
（1. shadowing  2. slash 
reading  3. missing 
words   4. memorizing   
5. para-phrasing   6. site 
translation   7. quick 
responding ）を通じ学ぶ。 
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ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
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－ 実践英
語：日本
文化 

「英語で語る日本事情」（江
口裕之、Japan Times）」や、
「日本の伝統行事」（村上 
龍、講談社）などいくつか
の日本文化を英語で紹介し
た書籍を教材として、日本
独自の歴史や文化を海外の
人々に英語で説明できるこ
とを目的とする。 
具体的には、(1) 歴史 (2) 
文化的行事 (3)しきたり
など独自の文化 (4) 現代
の日本 の四つの軸を中心
に、それぞれについて 2〜3
時限かけて学習+討議す
る。グループ学習を基本と
して、(A) 具体的にはどの
ような項目を選び出すかを
議論 (B) 選び出した項目
の説明の作成(日本語、英
語) (C) プレゼンテーシ
ョンの実施 という流れで
講義を行う。 
本講座を通じて、実は私た
ち自身の文化への理解が不
足していること、また日本
で生活していれば当然と思
われていることこそ、グロ
ーバルな視点では説明が必
要であることを身を持って
体験し、それらを英語でコ
ミュニケーションする方法
論を学ぶ。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ 英語ディ
スカッシ
ョン・デ
ィベート 

主に前半はディスカッショ
ン、後半はディベートを中
心とする。ディスカッショ
ンではあらかじめ提示され
た議論テーマ一覧をもと
に、資料精読、調査などの
準備を経たうえ、クラスで
自身の意見を発表するとと
もに、他の発表者に対して、
各自 3 問以上の質問をす
る。また授業後に自身の意
見や討議の内容をエッセー
にして提出する。ディベー
トでも同様に事前準備のう
え、賛成反対両陣営に分か
れ議論し、多数決で賛否を
問うとともに、授業後に議
論のポイント、強みと弱み、
改善点などをグループワー
クでまとめ、発表し、次回
への学びのポイントとす
る。一連の流れの中で、ビ
ジネス現場での会議など実
戦の現場に応用できるよう
なディスカッション力、デ
ィベート力を養う。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ 実践英
語：製造
業 

主に製造業における実践的
英語を学ぶ。具体的には、
ICT 関連（IoT, IIoT, 
Security, Cloud, 
Virtualization など）はも
ちろんのこと、広く製造業
全般(自動車、半導体、装置、
部品など)のテーマを扱う。
教材としては、実際に製造
業の現場で用いられている
技術文書や、日本工業英語
検定準二級問題集、各種工
業英語テキストに加え、製
造業系のグローバルメディ
アであるEETimesやEDN
のサイトなどの最新の記事
や各企業のホワイトペーパ
ーを利用することで、専門
的なビジネスについても英
語で進められる力を身につ
ける。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

実践英
語：日本
文化 

「英語で語る日本事情」（江
口裕之、Japan Times）」や、
「日本の伝統行事」（村上 
龍、講談社）などいくつか
の日本文化を英語で紹介し
た書籍を教材として、日本
独自の歴史や文化を海外の
人々に英語で説明できるこ
とを目的とする。 
具体的には、(1) 歴史 (2) 
文化的行事 (3)しきたり
など独自の文化 (4) 現代
の日本 の四つの軸を中心
に、それぞれについて 2〜3
時限かけて学習+討議す
る。グループ学習を基本と
して、(A) 具体的にはどの
ような項目を選び出すかを
議論 (B) 選び出した項目
の説明の作成(日本語、英
語) (C) プレゼンテーシ
ョンの実施 という流れで
講義を行う。 
本講座を通じて、実は私た
ち自身の文化への理解が不
足していること、また日本
で生活していれば当然と思
われていることこそ、グロ
ーバルな視点では説明が必
要であることを身を持って
体験し、それらを英語でコ
ミュニケーションする方法
論を学ぶ。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

英語ディ
スカッシ
ョン・デ
ィベート 

主に前半はディスカッショ
ン、後半はディベートを中
心とする。ディスカッショ
ンではあらかじめ提示され
た議論テーマ一覧をもと
に、資料精読、調査などの
準備を経たうえ、クラスで
自身の意見を発表するとと
もに、他の発表者に対して、
各自 3 問以上の質問をす
る。また授業後に自身の意
見や討議の内容をエッセー
にして提出する。ディベー
トでも同様に事前準備のう
え、賛成反対両陣営に分か
れ議論し、多数決で賛否を
問うとともに、授業後に議
論のポイント、強みと弱み、
改善点などをグループワー
クでまとめ、発表し、次回
への学びのポイントとす
る。一連の流れの中で、ビ
ジネス現場での会議など実
戦の現場に応用できるよう
なディスカッション力、デ
ィベート力を養う。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

実践英
語：製造
業 

主に製造業における実践的
英語を学ぶ。具体的には、
ICT 関連（IoT, IIoT, 
Security, Cloud, 
Virtualization など）はも
ちろんのこと、広く製造業
全般(自動車、半導体、装置、
部品など)のテーマを扱う。
教材としては、実際に製造
業の現場で用いられている
技術文書や、日本工業英語
検定準二級問題集、各種工
業英語テキストに加え、製
造業系のグローバルメディ
アであるEETimesやEDN
のサイトなどの最新の記事
や各企業のホワイトペーパ
ーを利用することで、専門
的なビジネスについても英
語で進められる力を身につ
ける。 
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グ
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ー
バ
ル
コ
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ュ
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ケ
ー
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－ 英語プレ
ゼンテー
ション 

自ら、あるいはグループで
作成したビジネスプランを
プレゼンテーションを通じ
て、ビジネスプレゼンテー
ションに必要なボキャブラ
リやパフォーマンス等を磨
く。具体的には、投資家に
対して出資を依頼する設定
で質疑応答まで含めた一連
の準備、出資者に見立てた
教員や受講生に模擬プレゼ
ンテーションや質疑応答、
出資の可否を含めた具体的
な結果のやり取り、提案し
たビジネスを実際に社会で
実施する際に想定されるや
り取りなどを英語で行う。
本授業を通じ、英語でのプ
レゼンテーション力だけで
なく、自らのビジネスプラ
ンやアイディアをグローバ
ルな場での実践に直結させ
る。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ 実践英
語：ファ
イナンス 

会計、および財務の基礎を、
主に CPA のテキストや問
題、また代表的な財務会計
テキストによって概観す
る。マネジメント科目の中
では、「ファイナンス」を日
本語テキストを用いて日本
語で学ぶが、同じ内容を英
語テキストを用いて学ぶこ
とで、ファイナンスの理論
の定着と、それを英語で理
解し、起業や経営に伴うフ
ァイナンスを、グローバル
な現場で応用できることを
主眼とする。 
 

 

展
開
科
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グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ 実践英
語：IoT 

業界を問わず多くの業界や
企業に、すでに IT とイン
ターネットの技術は浸透し
ており、いわゆる IoT 技術
の活用の優劣が直接企業の
業績を左右する。本講座は
(1) Apple、Google、
Facebook、Amazon(AGFA)
などの IT を代表する企業
が、いかに IoT を活用した
戦略で企業として成功して
いるか、および(2) 代表的
な企業の IoT 技術活用の成
功例（セキュリティー、デ
ータ分析、GDPR 対応、リ
スク対策、ディザスターリ
カバリー、クラウド化、仮
想化など）を、英語でのホ
ワイトペーパーや技術文
書、専門誌記事などを教材
として、成功事例を学び、
英語力（特に語彙力、表現
力）を身につける。 
 

 

展
開
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グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
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ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ 英語ネゴ
シエーシ
ョン 

ビジネス交渉は世界中のあ
らゆる場面で生まれ、最も
重要視されるべきものの１
つである。本演習では、相
手がどのようなタイプの交
渉を行うネゴシエーターか
を把握し、場面にあわせた
様々な交渉手順や戦略を取
り入れながら最善の交渉術
を見出すことを目標とす
る。文化が交渉に与える影
響力や感情の働き、人種・
性差別、緊急を要する困難
な状況における交渉場面を
取り扱う。学生は英語で交
渉理論・戦略方法を学び、
幅広いテーマによるロープ
レー形式で実践演習を行
う。 
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ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
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ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

英語プレ
ゼンテー
ション 

自ら、あるいはグループで
作成したビジネスプランを
プレゼンテーションを通じ
て、ビジネスプレゼンテー
ションに必要なボキャブラ
リやパフォーマンス等を磨
く。具体的には、投資家に
対して出資を依頼する設定
で質疑応答まで含めた一連
の準備、出資者に見立てた
教員や受講生に模擬プレゼ
ンテーションや質疑応答、
出資の可否を含めた具体的
な結果のやり取り、提案し
たビジネスを実際に社会で
実施する際に想定されるや
り取りなどを英語で行う。
本授業を通じ、英語でのプ
レゼンテーション力だけで
なく、自らのビジネスプラ
ンやアイディアをグローバ
ルな場での実践に直結させ
る。 
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ュ
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シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
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実践英
語：ファ
イナンス 

会計、および財務の基礎を、
主に CPA のテキストや問
題、また代表的な財務会計
テキストによって概観す
る。マネジメント科目の中
では、「ファイナンス」を日
本語テキストを用いて日本
語で学ぶが、同じ内容を英
語テキストを用いて学ぶこ
とで、ファイナンスの理論
の定着と、それを英語で理
解し、起業や経営に伴うフ
ァイナンスを、グローバル
な現場で応用できることを
主眼とする。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

実践英
語：IoT 

業界を問わず多くの業界や
企業に、すでに IT とイン
ターネットの技術は浸透し
ており、いわゆる IoT 技術
の活用の優劣が直接企業の
業績を左右する。本講座は
(1) Apple、Google、
Facebook、Amazon(AGFA)
などの IT を代表する企業
が、いかに IoT を活用した
戦略で企業として成功して
いるか、および(2) 代表的
な企業の IoT 技術活用の成
功例（セキュリティー、デ
ータ分析、GDPR 対応、リ
スク対策、ディザスターリ
カバリー、クラウド化、仮
想化など）を、英語でのホ
ワイトペーパーや技術文
書、専門誌記事などを教材
として、成功事例を学び、
英語力（特に語彙力、表現
力）を身につける。 
 

 

展
開
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

英語ネゴ
シエーシ
ョン 

ビジネス交渉は世界中のあ
らゆる場面で生まれ、最も
重要視されるべきものの１
つである。本演習では、相
手がどのようなタイプの交
渉を行うネゴシエーターか
を把握し、場面にあわせた
様々な交渉手順や戦略を取
り入れながら最善の交渉術
を見出すことを目標とす
る。文化が交渉に与える影
響力や感情の働き、人種・
性差別、緊急を要する困難
な状況における交渉場面を
取り扱う。学生は英語で交
渉理論・戦略方法を学び、
幅広いテーマによるロープ
レー形式で実践演習を行
う。 
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職
業
専
門
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

－ 実践英
語：イノ
ベーショ
ン 

イノベーションにかかわる
重要な時事的テーマを英語
学習する。授業趣旨は ICT
関連の技術分野を含む最新
のイノベーションの潮流
（たとえばスマート・ファ
クトリー、デジタル・オペ
レーション、など）や、経
営分野で今後のイノベーシ
ョンに関わる重要トピック
（たとえばデジタル・トラ
ンスフォーメーション、ア
ジャイル、など）などを学
習する。特に本講義は英語
によるグループワークを含
む英語中心の授業とし、履
修学生による海外の最新の
イノベーションの事例・動
向についての英語文献の調
査、英語公開ビデオの聴取、
英語プレゼンテーション、
教員と学生による英語討
議、英語ネイティブのゲス
ト講義の聴講・質疑応答、
などにより、グローバルな
視点で実社会で求められる
実用的、実践的な英語力を
磨く。 
 

 

総
合
科
目 

－ 総
合
演
習 

総合理論
演習 

学生の興味関心に基づき、
４年次卒業課題を見通した
研究を行う。研究方法につ
いて学ぶと共に、先行研
究・ビジネスケース等を学
び合う。また、卒業課題設
定のための課題抽出、立論
のための技法を学ぶ。さら
にグループ発表では、抽出
課題に沿った研究がなされ
ているか（調査、製作など
の方法とそのまとめ方）教
員の指導を受けながら、広
く柔軟な視野を持ち、４年
次卒業課題に向けて自らの
テーマを創造的に発展さ
せ、論文形式でまとめる。
また、卒業課題の仮テーマ
設定と計画書もあわせて作
成する。 
 
共同 
(2 中嶋 隆一、3 難波 美
帆、4 寺脇 由紀、6 久米 
信行、7 平山 敏弘、10 川
上 慎市郎、12 志村 一隆、
11 富澤 豊、14 三澤 一
文、12 磯 俊樹、13 片桐 
雅二、14 加藤 直人、15 鎌
谷 修、16 堀田 耕一郎、
17 落合 慶広、18 桐谷 恵
介、22 江端 浩人) 
 

共
同 

職
業
専
門
科
目 

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ビ
ジ
ネ
ス
英
語 

実践英
語：イノ
ベーショ
ン 

イノベーションにかかわる
重要な時事的テーマを英語
学習する。授業趣旨は ICT
関連の技術分野を含む最新
のイノベーションの潮流
（たとえばスマート・ファ
クトリー、デジタル・オペ
レーション、など）や、経
営分野で今後のイノベーシ
ョンに関わる重要トピック
（たとえばデジタル・トラ
ンスフォーメーション、ア
ジャイル、など）などを学
習する。特に本講義は英語
によるグループワークを含
む英語中心の授業とし、履
修学生による海外の最新の
イノベーションの事例・動
向についての英語文献の調
査、英語公開ビデオの聴取、
英語プレゼンテーション、
教員と学生による英語討
議、英語ネイティブのゲス
ト講義の聴講・質疑応答、
などにより、グローバルな
視点で実社会で求められる
実用的、実践的な英語力を
磨く。 
 

 

総
合
科
目 

－ 総
合
演
習 

総合理論
演習 

学生の興味関心に基づき、
４年次卒業課題を見通した
研究を行う。研究方法につ
いて学ぶと共に、先行研
究・ビジネスケース等を学
び合う。また、卒業課題設
定のための課題抽出、立論
のための技法を学ぶ。さら
にグループ発表では、抽出
課題に沿った研究がなされ
ているか（調査、製作など
の方法とそのまとめ方）教
員の指導を受けながら、広
く柔軟な視野を持ち、４年
次卒業課題に向けて自らの
テーマを創造的に発展さ
せ、論文形式でまとめる。
また、卒業課題の仮テーマ
設定と計画書もあわせて作
成する。 
 
共同 
(2 難波 美帆、4 寺脇 由
紀、6 久米 信行、7 平
山 敏弘、11 川上 慎市
郎、12 志村 一隆、13 富
澤 豊、14 三澤 一文、15 
磯 俊樹、16 片桐 雅二、
17 加藤 直人、18 鎌谷 
修、19 堀田 耕一郎、 
20 落合 慶広、21 桐谷 
恵介、22 江端 浩人) 
 

共
同 
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総
合
科
目 

－ 総
合
演
習 

総合実践
演習 

総合理論演習において設定
したテーマおよび仮説を、
専任教員の指導の下「卒業
課題」として検証（実証）、
実践にまとめる。卒業課題
については公開の場でプレ
ゼンテーションを行うとと
もに、書面及びデータで提
出する。尚、課題は個人、
グループのいずれかの方法
での提出を可能とする。 
 
・卒業課題に必要となる条
件について 
以下の項目が提出物内で具
体的かつ明確に説明されて
いること。 
１．新規性があり、産業界
からのニーズに適した、理
論と実務を架橋するテーマ
であること 
２．「イノベーション人材」
になるためのステップとし
てふさわしいテーマである
こと 
 
・提出形式 
１．ビジネスプラン 
   ⅰ)新規性があり、産
業界からのニーズに適した
ビジネスプラン 
２． 論文 
   ⅰ)産業界における
新規性、先見性の認められ
る仮説を立て、それを検証
した論文 
３．作品 
   ⅰ）新規性があり、
かつコンテンツ産業および
関連産業から特に優れたも
のと評価された作品 
 
共同 
(2 中嶋 隆一、3 難波 
美帆、4 寺脇 由紀、6 久
米 信行、7 平山 敏弘、
10 川上 慎市郎、12 志
村 一隆、11 富澤 豊、14 
三澤 一文、12 磯 俊樹、
13 片桐 雅二、14 加藤 
直人、15 鎌谷 修、16 堀
田 耕一郎、17 落合 慶
広、18 桐谷 恵介、22 江
端 浩人) 
 

共
同 

 

 

 

総
合
科
目 

－ 総
合
演
習 

総合実践
演習 

総合理論演習において設定
したテーマおよび仮説を、
専任教員の指導の下「卒業
課題」として検証（実証）、
実践にまとめる。卒業課題
については公開の場でプレ
ゼンテーションを行うとと
もに、書面及びデータで提
出する。尚、課題は個人、
グループのいずれかの方法
での提出を可能とする。 
 
・卒業課題に必要となる条
件について 
以下の項目が提出物内で具
体的かつ明確に説明されて
いること。 
１．新規性があり、産業界
からのニーズに適した、理
論と実務を架橋するテーマ
であること 
２．「イノベーション人材」
になるためのステップとし
てふさわしいテーマである
こと 
 
・提出形式 
１．ビジネスプラン 
 ⅰ)新規性があり、産業界
からのニーズに適したビジ
ネスプラン 
２．論文 
 ⅰ)産業界における新規
性、先見性の認められる仮
説を立て、それを検証した
論文 
３．作品 
 ⅰ）新規性があり、かつ
コンテンツ産業および関連
産業から特に優れたものと
評価された作品 
 
共同 
(2 難波 美帆、4 寺脇 由
紀、6 久米 信行、7 平
山 敏弘、11 川上 慎市
郎、12 志村 一隆、13 富
澤 豊、14 三澤 一文、15 
磯 俊樹、16 片桐 雅二、
17 加藤 直人、18 鎌谷 
修、19 堀田 耕一郎、 
20 落合 慶広、21 桐谷 
恵介、22 江端 浩人) 
 

共
同 

 



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
イノベーションの志 

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 中村 伊知哉  

１．授業概要 

本学は「変化を楽しみ、自ら学び、革新を創造する」ことを教育理念とし、経営と情報通信技術に関する

理論と実践力、国際的なコミュニケーション能力、これらを組み合わせた応用力を主体的に身に付け、国際

社会と地域社会の産業発展に貢献する人材を育成する大学である。 

本授業ではこの「イノベーション」について理解を深めるとともに、イノベーションを生み出し、イノベ

ーターとなるために必要な資質や素養を身につけるための土台を様々な事例を学ぶことにより構築する。 

具体的には、分野ごとにイノベーション事例を取り上げ、情報社会における ICT を使ったイノベーション

とは何かについて、自分なりの解を導き出す。各インプットを基にグループワークで意見交換を交え、他者

と比較の中で、自身のビジョンステートメントを構築する授業構成をとる。 

また、イノベーションを起こす人材となるために必要なことは何か、自らイノベーションを起こすために

何をするかを考え自分なりのイノベーター像、イノベーションのあり方を検討し、この後の本学での学びの

素地とする。 

２．授業の目的、目標 

情報社会におけるイノベーションについて基本的な考え方を理解すること。 

常に変化する世界の流れの中でも、イノベーションを生み出し、イノベーターになるためのスキルとマイ

ンドを身につけること。 

 

３．授業計画 

回数 内容 
授業
形態 

担当
教員 

１ 
イントロダクション：情報社会におけるイノベーションとは何か 
（本授業の背景、目標など） 

  

２ 
ICTとイノベーション① 
（ICTを用いたイノベーションの歴史と意味） 

  

３ 
ICTとイノベーション② 
（ICTの展望とイノベーションの可能性） 
 

  

４ 
イノベーション事例① 

（メディア分野での ICTによるイノベーション） 
  

５ 
イノベーション事例② 

（ソーシャル分野での ICTによるイノベーション） 
  

６ 
イノベーション事例③ 

（エンタテイメント分野での ICTによるイノベーション） 
  

７ 
 イノベーション事例④ 
（音楽分野での ICTによるイノベーション） 

  

８ 
イノベーション事例⑤ 

（教育分野での ICTによるイノベーション） 
  

９ 
イノベーション事例⑥ 
（スポーツ分野での ICTによるイノベーション） 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

10 
イノベーション事例⑦ 
（公共・行政分野での ICTによるイノベーション） 

  

11 
 イノベーター像、イノベーションのあり方① 
（これまでのイノベーション事例を振り返り、イノベーションとは何かを検討） 

  

12 
イノベーター像、イノベーションのあり方② 
（イノベーションを起こす人材に必要な素養について） 

  

13 
イノベーター像、イノベーションのあり方③ 
（自らがイノベーションを起こす人材になるために必要なこと、やるべきこと） 

  

14 
イノベーション企画 
（ICTを用いたイノベーションの企画グループワーク） 

  

15 
最終ワーク・発表、まとめ 
（学生によるイノベーション企画の発表・討論とイノベーションの志のまとめ） 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

各回ごとのフィードバックレポート・授業への参加度・貢献度（70％） 

最終ワーク・発表（30％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

事前に配布される資料を基に予習を行うこと。（20～30分程度） 

 最終発表に向けた準備を行うこと。（20～30分程度） 

 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：都度、配布プリントなどで指示する。 

 

参考文献： 

『リーン・スタートアップ』 

エリック・リース（著）、日経 BP社、2012年 

『起業の科学、スタートアップサイエンス』 

田所雅之（著）、日経 BP社、2017年 

『イノベーションのジレンマ』 

クレイトン・M・クリステンセン（著）、翔泳社、2011 年 

『キャズム Ver.2 増補改訂版』  

Geoffrey A. Moore（著）、翔泳社、2014年 

  

７．備考 

 

 

 

 



旧 

1 
 

ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
イノベーションの志 

基礎科目 
 

配当 

年次 
１年次 

配当 

学期 
前期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 中村 伊知哉  

１．授業概要 

本学は「変化を楽しみ、自ら学び、革新を創造する」ことを教育理念とし、ICTのスキルを用いて、グロ

ーバル社会でビジネスにイノベーションを起こす人材を育成する大学である。 

本授業ではこの「イノベーション」について理解を深めるとともに、イノベーションを生み出し、イノベ

ーターとなるために必要な資質や素養を身につけるための土台を様々な事例を学ぶことにより構築する。 

具体的には、イノベーションのエポックメイキングとなった人々や出来事を振り返りつつ、情報社会にお

ける ICT を使ったイノベーションとは何かについて、自分なりの解を導き出す。各インプットを基にグルー

プワークで意見交換を交え、他者と比較の中で、自身のビジョンステートメントを構築する授業構成をとる。 

併せて、イノベーションを起こし、社会を変革するために必要な考え方、ビジョン、戦略、スキル、人間

力といったイノベーターとしての素養は何かを考え、自分なりのイノベーター像、イノベーションのあり方

を検討し、この後の本学での学びの素地とする。 

２．授業の目的、目標 

情報社会におけるイノベーションについて基本的な考え方を理解すること。 

常に変化する世界の流れの中でも、イノベーションを生み出し、イノベーターになるためのスキルとマイ

ンドを身につけること。 

 

３．授業計画 

回数 内容 
授業
形態 

担当
教員 

１ 
イントロダクション：情報社会におけるイノベーションとは何か 
（本授業の背景、目標など） 

  

２ 
ICTとイノベーション① 
（ICTを用いたイノベーションの歴史と意味） 

  

３ 
ICTとイノベーション② 
（ICTの展望とイノベーションの可能性） 
 

  

４ 
イノベーション事例① 

（ICT分野でのイノベーション） 
  

５ 
イノベーション事例② 

（産業分野での ICTによるイノベーション） 
  

６ 
イノベーション事例③ 

（メディア分野での ICTによるイノベーション） 
  

７ 
 イノベーション事例④ 
（ソーシャル分野での ICTによるイノベーション） 

  

８ 
イノベーション事例⑤ 

（エンタテイメント分野での ICTによるイノベーション） 
  

９ 
イノベーション事例⑥ 
（音楽分野での ICTによるイノベーション） 

  

10 
イノベーション事例⑦ 
（教育分野での ICTによるイノベーション） 

  

11 
イノベーション事例⑧ 
（スポーツ分野での ICTによるイノベーション） 

  

12 
イノベーション事例⑨ 
（公共・行政分野での ICTによるイノベーション） 

  

13 
イノベーション企画 
（ICTを用いたイノベーションの企画グループワーク） 

  

14 
最終ワーク・発表① 
（学生によるイノベーション企画の発表と討論） 

  

15 
最終ワーク・発表②、まとめ 
（学生によるイノベーション企画の発表・討論とイノベーションの志のまとめ） 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

各回ごとのフィードバックレポート・授業への参加度・貢献度（70％） 

最終ワーク・発表（30％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

事前に配布される資料を基に予習を行うこと。 

 最終発表に向けた準備を行うこと。 

（20～30分程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：都度、配布プリントなどで指示する。 

 

参考文献： 

『リーン・スタートアップ』 

エリック・リース（著）、日経 BP社、2012年 

『起業の科学、スタートアップサイエンス』 

田所雅之（著）、日経 BP社、2017年 

『イノベーションのジレンマ』 

クレイトン・M・クリステンセン（著）、翔泳社、2011 年 

『キャズム Ver.2 増補改訂版』  

Geoffrey A. Moore（著）、翔泳社、2014年 

  

７．備考 

 

 

 

 



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
スタディスキル 

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 加藤 直人 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

大学生活は社会で貢献するための準備期間であり、自分が興味関心を持つ分野について主体的に学ぶとと

もに、社会に出ていくにあたって企業におけるプレゼンテーションに代表されるように今度は自らが情報発

信をしなければならないという立場にもなる。本講義では有意義な大学生活を送るために、基本となるアカ

デミックスキルや社会人基礎力など、入学時に立てた目標を実現する力を身につける。具体的には、課題に

取り組みながら大学生活を送るために必要なコミュニケーション、情報収集と活用、レポートやプレゼンテ

ーションなどを身につけるとともに、取り上げる課題やテーマから大学での学びや将来の目標を考える。 

２．授業の目的、目標 

有意義な 4年間の大学生活を送るための基本となる、大学において学ぶ（授業、課外活動）ことのスキル

を身につけることを目的とする。そして、本専門職大学の学生として、自覚を持って行動できるようになる

ことを目標とする。 

 

３．授業計画 

回数 内容 授業 担当 

１ 
オリエンテーション 
専門職大学とは、スタディスキル、社会人に必要な力・スキルとは 

  

２ 目標の振り返りと本科目における課題設定   

３ 
情報リテラシー①  
インターネットの利用の仕方、SNSの利用の仕方、利用上の注意 

  

４ 
情報リテラシー②  
図書館の利用、専門書・文献の収集、検索方法、読み方 

  

５ 
レポーティング①  
考えのまとめ方、レポートの書き方 
（文書ソフト使用時の注意点、論理構成の構築、文章表現など） 

  

６ 
レポーティング②  
レポートの書き方（引用、参考、出典と剽窃の禁止など） 

  

７ 
レポーティング③  
レポートの書き方（表計算を用いたデータ作成、参考資料に基づくデータの見方など） 

  

８ 
中間発表 
 課題の進捗、振り返り、見直し 

  

９ 
プレゼンテーション①  
プレゼンテーション資料の作り方 
（プレゼンテーションソフトの使用方法、プレゼンテーションの構成等） 

  

10 
プレゼンテーション②  
プレゼンのポイント、方法 

  

11 
コミュニケーション①  
議論、質疑応答のしかた 

  

12 
コミュニケーション②  
自己理解、相互理解 

  

13 
コミュニケーション③  
発信力、表現力、傾聴力 

  

14 
最終発表 
 設定した課題の発表、ディスカッション 

  

15 
まとめ 
 課題や本科目を通じて得た気づき、目標の再定義 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

・小テスト：講義で学んだ知識、理解度の確認を行う（40%) 

・課題：中間発表、最終発表、まとめの内容（60％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・講義中だけではなく、大学生活や家庭生活においても常にスタディスキルを意識すること。 

・講義資料を公開する予定なので、復習では講義資料中のキーワードを自分の講義ノートであらた 

めて整理し（２時間程度）、実践すること。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要な資料は随時配布する。 

参考文献： 

『大学での学びをアクティブにする アカデミック・スキル入門」 

伊藤 奈賀子 (編集) 富原 一哉 (編集)、有斐閣、2016 年 

『ゼミで学ぶスタディスキル」 

南田 勝也 (著)矢田部 圭介 (著)山下 玲子(著)、北樹出版、2011年 

  

７．備考 

 

 

 

  



旧 

2 
 

ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
スタディスキル 

基礎科目 
 

配当 

年次 
１年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 加藤 直人 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

大学生活は社会で貢献するために準備期間であり、大学入学を目標としてきた高校生活から一変する。大

学生にとってまず大切なことは学ぶことであるが、大学での学び方は高校までの学び方とは大きく異なる。

大学では自分が興味関心を持つ分野について主体的に学ぶとともに、社会に出ていくにあたって企業におけ

るプレゼンに代表されるように今度は自らが情報発信をしなければならないという立場にもなる。本講義で

は有意義な大学生活を送るための基本スキルについて講義する。 

２．授業の目的、目標 

有意義な 4年間の大学生活を送るための基本となる、大学において学ぶ（授業、課外活動）ことのスキル

を身につけることを目的とする。そして、本専門職大学の学生として、自覚を持って行動できるようになる

ことを目標とする。 

 

３．授業計画 

回数 内容 授業 担当 

１ よりよい大学生活を送るために① 専門職大学とは、スタディスキルとは   

２ よりよい大学生活を送るために② 講義の受け方、ノートの取り方   

３ よりよい大学生活を送るために③ コミュニケーション技術   

４ 情報リテラシー① インターネットの利用の仕方、利用上の注意   

５ 情報リテラシー② SNSの利用の仕方、利用上の注意   

６ 情報リテラシー③ LMSの利用の仕方、利用上の注意   

７ 図書館の利用方法① 専門書・文献の収集、検索方法   

８ 図書館の利用方法② 専門書・文献の読み方   

９ レポーティング① 考えのまとめ方   

10 レポーティング② レポートの書き方（論理構成の構築、文章表現など）   

11 レポーティング③ レポートの書き方（引用、参考、出典と剽窃の禁止など）   

12 プレゼンテーション① プレゼン資料の作り方   

13 プレゼンテーション② プレゼンのしかた   

14 プレゼンテーション③ 議論、質疑応答のしかた   

15 スタディスキル全 15回まとめ   

 

 

 

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

次の 2つの点数で評価する（100%） 

・小テスト：講義中に適時演習を行う（40%) 

・定期試験：全 15回の講義で学んだ知識、理解度に関する試験を行う（60％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・講義中だけではなく、大学生活や家庭生活においても常にスタディスキルを意識すること。 

・講義資料を公開する予定なので、復習では講義資料中のキーワードを自分の講義ノートであらた 

めて整理し（２時間程度）、実践すること。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要な資料は随時配布する。 

参考文献： 

『大学での学びをアクティブにする アカデミック・スキル入門」 

伊藤 奈賀子 (編集) 富原 一哉 (編集)、有斐閣、2016 年 

『ゼミで学ぶスタディスキル」 

南田 勝也 (著)矢田部 圭介 (著)山下 玲子(著)、北樹出版、2011年 

  

７．備考 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
英語コア・スキルズⅠ 

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 奥村 耕一  

１．授業概要 

現代社会において、グローバルで活躍するためには英語力は必要不可欠である。この授業では基本的な英

語 4 技能のうち、リーディング能力とリスニング能力の強化を図っていく。 

具体的には、ビジネスや生活などのシチュエーションを題材に、個人やグループで、音読、ヒアリング、

英文解釈を行う。TOEIC 等の問題を使いながら、演習を繰り返し行うことで、正しく英文解釈できる力(単

語力、構文理解力、文法力など)もあわせて習得する。上記を通じ、ビジネスシーンで使用する英語に対す

る基礎的な読む力と聞く力を習得する。 

 

２．授業の目的、目標 

・英語のリーディング能力とリスニング能力の向上 

・ビジネスの場面において、英語を用いた業務の基礎的なコミュニケーションをとることができる。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ イントロダクション   

２ 

テーマ：Eating Out／Restaurant／Shopping 
テーマに関する写真描写、会話、穴埋め問題などから 

シチュエーションに応じた語彙や表現を学習する 
  

３ 
テーマ：Eating Out／Restaurant／Shopping 
テーマに関する説明文、長文読解などから、文法を学習し、構文理解力を確認する 

  

４ 

テーマ：Travel／Entertainment 

テーマに関する写真描写、会話、穴埋め問題などから 

シチュエーションに応じた語彙や表現を学習する 

  

５ 
テーマ：Travel／Entertainment 
テーマに関する説明文、長文読解などから、文法を学習し、構文理解力を確認する 

  

６ 

テーマ：Office Work／Office Messages／Infomation via Email 

テーマに関する写真描写、会話、穴埋め問題などから 

シチュエーションに応じた語彙や表現を学習する 

  

７ 
テーマ：Office Work／Office Messages／Infomation via Email 
テーマに関する説明文、長文読解などから、文法を学習し、構文理解力を確認する 

  

８ 2～7回までのまとめ、解説   

９ 

テーマ：Marketing、Sales、Merchandise Development 

テーマに関する写真描写、会話、穴埋め問題などから 

シチュエーションに応じた語彙や表現を学習する 

  

10 
テーマ：Marketing、Sales、Merchandise Development 

テーマに関する説明文、長文読解などから、文法を学習し、構文理解力を確認する 
  

11 

テーマ：Technology、Research 

テーマに関する写真描写、会話、穴埋め問題などから 

シチュエーションに応じた語彙や表現を学習する 

  

12 
テーマ：Technology、Research 

テーマに関する説明文、長文読解などから、文法を学習し、構文理解力を確認する 
  

13 

テーマ：Contracts & Negotiation 

テーマに関する写真描写、会話、穴埋め問題などから 

シチュエーションに応じた語彙や表現を学習する 

  

14 
テーマ：Contracts & Negotiationh 

テーマに関する説明文、長文読解などから、文法を学習し、構文理解力を確認する 
  

15 9～14回のまとめ、解説   

４．試験および成績評価の方法と基準 

15 回終了後に実施する TOEICIPテスト（30％） 

各回の理解度・参加度・貢献度（40％） 

各回で実施する理解度テスト・課題（30％） 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

各回 30～60分を想定。 

予習：事前に配布される資料により英単語の確認を行うこと。 

復習：授業範囲の復習を行うこと。 

６．教科書／参考文献 

教科書：資料を適宜配布する。 

『公式 TOEIC® Listening & Reading 問題集 4』 

Educational Testing(著)、国際ビジネスコミュニケーション協会 2018年 

 

７．備考 

 

 

 

 

 

  



旧 

3 
 

ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
英語コア・スキルズⅠ 

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 奥村 耕一  

１．授業概要 

現代社会において、グローバルで活躍するためには英語力は必要不可欠である。この授業では基本的な英

語 4技能について社会的認知度の高い TOEICや TOEFLなど英語能力測定試験を題材にリーディング能力とリ

スニング能力の強化を図っていく。 

具体的には、各能力試験の構成を確認するとともに、問題形式や出題傾向を踏まえた演習を繰り返し行う。

個人やグループで、音読、ヒアリング、英文解釈のサイクルを繰り返し、出題内容の理解を深めることで、

正しく英文解釈できる力(単語力、構文理解力、文法力など)を習得する。上記を通じ、ビジネスシーンで使

用する英語に対する基礎力、特に聞く力と読む力の向上を目指す。 

 

２．授業の目的、目標 

・英語のリーディング能力とリスニング能力の向上 

・TOEIC Listening & Reading Test 550点台を目指す。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
イントロダクション 

TOEIC Listening & Reading Test概要   

２ 
Listening…Part1 写真描写問題、Part 3会話問題、 

Reading…Part5 短文な穴埋め問題、Part 6長文穴埋め問題 
  

３ 
Listening…Part2 応答問題、Part 4説明文問題、 
Reading…Part7 読解問題   

４ 
Listening…Part1 写真描写問題、Part 3会話問題、 

Reading…Part5 短文な穴埋め問題、Part 6長文穴埋め問題   

５ 
Listening…Part2 応答問題、Part 4説明文問題、 

Reading…Part7 読解問題   

６ 
Listening…Part1 写真描写問題、Part 3会話問題、 

Reading…Part5 短文な穴埋め問題、Part 6長文穴埋め問題   

７ 
Listening…Part2 応答問題、Part 4説明文問題、 
Reading…Part7 読解問題   

８ 
2～7回までのまとめ、解説 

  

９ 
Listening…Part1 写真描写問題、Part 3会話問題、 

Reading…Part5 短文な穴埋め問題、Part 6長文穴埋め問題   

10 
Listening…Part2 応答問題、Part 4説明文問題、 

Reading…Part7 読解問題 
  

11 
Listening…Part1 写真描写問題、Part 3会話問題、 

Reading…Part5 短文な穴埋め問題、Part 6長文穴埋め問題   

12 
Listening…Part2 応答問題、Part 4説明文問題、 

Reading…Part7 読解問題   

13 
Listening…Part1 写真描写問題、Part 3会話問題、 

Reading…Part5 短文な穴埋め問題、Part 6長文穴埋め問題 
  

14 
Listening…Part2 応答問題、Part 4説明文問題、 

Reading…Part7 読解問題 
  

15 
8～14回までのまとめ、解説 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

15 回終了時に実施する TOEICテスト（30％） 

各回の理解度・参加度・貢献度（40％） 

各回で実施する理解度テスト・課題（30％） 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

各回 30～60分を想定。 

予習：事前に配布される資料により英単語の確認を行うこと。 

復習：授業範囲の復習を行うこと。 

６．教科書／参考文献 

教科書：資料を適宜配布する。 

『公式 TOEIC® Listening & Reading 問題集 4』 

Educational Testing(著)、国際ビジネスコミュニケーション協会 2018年 

 

７．備考 

 

 

 

 

 

 

 

  



新 

 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
数学基礎 A 

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 磯 俊樹  

１．授業概要 

経営分野、工学分野等における実世界の課題は、数式により定義でき、これを数値解法を用いて解く

ことができるものが多く存在する。こうした課題を解くためには、数学的な課題の捉え方や解き方が重

要となる。本科目では基礎的な解析学として「数列」「微分」「積分」をテーマに取り上げ、解析学の基

本的な内容を学んでいく。これらの理論や考え方は、経営分析やディープラーニングなどの分野の学習

を深めるうえで基本的な考え方となる。「数列」「微分」「積分」において重要な基本概念について学ぶ

とともに、演習を通して各手法の本質や適用方法についての理解を深める。 

なお、本科目では数学の面白さや経営学、情報通信技術での有用性が十分理解できるような授業を行

う。  

２．授業の目的、目標 

・「数列」「微分」「積分」について、それぞれの考え方を説明できる。 

・適用する目的や対象に応じて考え方や計算方法を使い分けることができることを目標とする。 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
イントロダクション・数列の極限（１） 
数列の和など基本概念と数列の極限の算出方法 

  

２ 
数列の極限（２） 
数列の極限に関するまとめ、演習 

  

３ 
微分（１） 
関数の微分、合成関数・逆関数の微分公式 

  

４ 
微分（２） 
平均値の定理、関数の増減、曲線の凹凸 

  

５ 
微分（３） 
高次の導関数、テーラーの定理、漸近展開 

  

６ 
多変数関数の微分（１） 
偏微分と全微分、合成関数の微分、ヤコビアン 

  

７ 
多変数関数の微分（２） 
多変数関数の極値や陰関数の定理 

  

８ 
まとめ１ 
微分に関するまとめと理解確認 

  

９ 
積分（１） 
置換積分と部分積分の計算方法 

  

10 
積分（２） 
広義積分の計算方法 

  

11 
積分（３） 
区分求積法、定積分の応用 

  

12 
多変数関数の積分（１） 
重積分の定義、畳み込み積分など応用例 

  

13 
多変数関数の積分（２） 
重積分の変数変換 

  

14 
まとめ２ 
積分に関するまとめと理解確認 

  

15 
まとめ３ 
これまでの内容のまとめ・実社会とのつながり 

  

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

試験：50％ 

中間演習（3回）、総合演習（1回）：40％ 

レポート提出（適時）：10％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習（事前学習）：各単元の内容をインターネットや文献等で 1つ以上調べ、スライドにまとめる。 

復習（事後学修）：各単元で学んだ各手法に関連する演習問題をインターネットや文献等で２つ以上

調べ、スライドにまとめる 

（あわせて各回 1時間程度） 

 

 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

必要により、授業時にプリントを配布、または参考資料を適宜指⽰する。 

 

参考文献： 

『エクササイズ微分積分』 

立花俊一(著)成田清正(著)、奈良知恵(著)、共立出版、1992 年 

『エクササイズ 偏微分・重積分』 

立花俊一(著)成田清正(著)、共立出版、1993年 

 

７．備考 

 

 

 
 

 

 

 

 

  



旧 

4 
 

新設のため該当なし  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
リサーチ入門 

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 難波 美帆 
 

 

１．授業概要 

社会科学の調査・分析の手法をもとに、課題発見、調査、解決策の提案の一連の流れからリサーチの基本

を学ぶ。具体的には、社会調査の概要を理解するとともに、実際に調査するフィールドを設定しながら授業

を進めていく。 

まず、文献やインターネット等を用いながら、どのような課題があるのかを調査票やインタビューなどを

通じて実際に調査し、課題を特定する。あわせて、設定された課題への対策とその実行状況を調べる。問題

の本質はどこにあるかを分析する。また、対象となる企業・人・機関などへのフィールド調査を行う対策の

課題を分析する。その後、明確化された課題に対し、自分たちがどのように解決に寄与できるかを設計する。 

本科目を通じ、さまざまな事象を実証的・構造的に明らかにし、課題の解決に結びつけるための方法、特

に資料やデータの収集と分析の具体的な方法とその特徴について実際の調査を行いながら習得し、今後の学

習の基礎となるスキルを身につけることを目指す。 

 

２．授業の目的、目標 

・リサーチの役割、調査分析のさまざまな手法、それらの特徴や活用例を説明できる。 

・資料やデータの収集と分析に必要となる知識やノウハウを身につける。 

・リサーチの企画・設計から実践まで行うことを通じ、調査によってできることやできないこと、ま

たその重要性などを理解する。 

３．授業計画 

回数 内容   

１ オリエンテーション   

２ 
リサーチ、社会調査の概要と手法 
調査の実例をもとにした、概要と手法を理解する。 

  

３ 
フィールドを見つける① 
 グループ課題の検討 

  

４ 
予備調査① 
予備調査とは何か、具体的な内容・手法について、実際の課題をもとに理解する。 

  

５ 
予備調査② 
予備調査を実施する。 

  

６ 
予備調査③ 
予備調査の結果を分析するとともに、分析手法を理解する。 

  

７ 中間発表とフィードバック   

８ 
フィールド調査① 
 フィールド調査の概要と手法について確認し、構想・企画する。 

  

９ 
フィールド調査② 
 収集・記録の手法を理解するとともに、企画をもとにフィールド調査を実施する。 

  

10 
フィールド調査③ 
 調査分析の手法や考え方を理解するととも、フィールド調査の分析を行う。 

  

11 
課題と解決策の検討① 
調査結果の振り返り、課題の明確化を行う。 

  

12 
課題と解決策の検討② 
明確化された課題をもとに解決策のアイディア検討と精査を行う。 

  

13 
課題と解決策の検討③ 
提示されたアイディアを精査し、解決策の提案につなげる手法を理解する。 

  

14 
 最終発表準備 
 調査報告の技法、手法 

  

15 最終発表   

４．試験および成績評価の方法と基準 

各授業への参加度・貢献（発表、発言、準備など）：２０％ 

各グループ学習への参加度・貢献（発表、発言、準備など）：２０％ 

中間発表２０％ 

最終発表４０％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

参考文献や実際の調査事例を調べ、リサーチの手法、考え方について確認する。 

講義内で随時配布される資料を読み授業に臨む。 

講義内で指示された課題に取り組む。 

（各回 30～60分程度） 

 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：授業内で必要な資料は適宜配布する。 

 

参考文献： 

『グループディスカッションで学ぶ 社会学トレーニング』 

宮内 泰介 (著) 、三省堂、2013年 

『自分で調べる技術―市民のための調査入門』 

宮内 泰介 (著)、岩波書店、2004年 

『社会科学の考え方―認識論、リサーチ・デザイン、手法』 

野村 康 (著), 名古屋大学出版、2017年 

 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



旧 

5 
 

新設のため該当なし 



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
英語コア・スキルズⅡ 

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 奥村 耕一  

１．授業概要 

現代社会において、グローバルで活躍するためには英語力は必要不可欠である。この授業では基本的な英

語 4 技能のうち、ライティング能力とスピーキング能力の強化を図っていく。 

具体的には、ビジネスや生活などのシチュエーションを題材に、個人やグループで、音読、ヒアリング、

英文解釈を行う。TOEICや TOEFL等の問題を使いながら、演習を繰り返し行うことで、正しく英文解釈でき

る力(単語力、構文理解力、文法力など)もあわせて習得する。上記を通じ、ビジネスシーンで使用する英語

に対する基礎的な書く力と話す力を習得する。 

２．授業の目的、目標 

・英語のライティング能力とスピーキング能力の向上 

・ビジネスの場面において、英語を用いた業務の基礎的なコミュニケーションをとることができる。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
イントロダクションとセルフチェック 

 TOEIC Speaking＆Writing Test概要、スピーキング力、ライティング力 
  

２ 
写真描写（Speaking）① 

 日常の風景（お店、レストラン、街並みなど） 
  

３ 
写真描写（Speaking）② 

 ビジネスでの風景（会議室、オフィスなど） 

テーマ：Eating Out／Restaurant／Shopping／Travel／Entertainment 

  

４ 
写真描写（Writing） 

 日常の風景（お店、レストラン、街並みなど） 

応答（Speaking）① 

 身近な事柄のうち、日常生活にまつわる内容に答える 

  

５ 
応答（Speaking）① 

 身近な事柄のうち、日常生活にまつわる内容に答える 
  

６ 
応答（Speaking）② 

 ビジネスにまつわる内容に答える 
  

７ 
Eメール作成（Writing）① 

 お店や公共施設等日常のやり取り 
  

８ 
Eメール作成（Writing）② 

 社内・社外に関するビジネスでのやり取り 
  

９ 
解決策の提案（Speaking）① 

 解決策や提案する事項の整理、挨拶や日常の表現の確認 
  

10 
解決策の提案（Speaking）② 

 解決策や提案の説明 
  

11 
意見を述べる（Writing）① 

 日常生活やニュースに関するテーマについて、自分の意見を記述する 
  

12 
意見を述べる（Writing）② 

 日常生活やニュースに関するテーマについて、自分の意見を述べる 
  

13 
意見を述べる（Writing）③ 

 ビジネスに関するテーマについて、自分の意見を記述する意見を述べる 
  

14 
意見を述べる（Speaking） 

 ビジネスに関するテーマについて、自分の意見を述べる 
  

15 全体のまとめ、解説   

４．試験および成績評価の方法と基準 

15 回終了時に実施する TOEICSWテスト（30％） 

各回の理解度・参加度・貢献度（40％） 

各回で実施する理解度テスト・課題（30％） 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

各回 30～60分を想定。 

予習：事前に配布される資料により英単語の確認を行うこと。 

復習：授業範囲の復習を行うこと。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：資料を適宜配布する。 

『TOEIC Speaking & Writing 公式 テストの解説と練習問題』 

Educational Testing(著)、国際ビジネスコミュニケーション協会 2015年 

 

７．備考 

 

 

 

 

 

 

 

  



旧 

6 
 

ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
英語コア・スキルズⅡ 

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 奥村 耕一  

１．授業概要 

現代社会において、グローバルで活躍するためには英語力は必要不可欠である。この授業では基本的な英

語 4技能について社会的認知度の高い TOEICや TOEFLなど英語能力測定試験を題材にライティング能力とス

ピーキング能力の強化を図っていく。 

具体的には、各能力試験の構成を確認するとともに、問題形式や出題傾向を踏まえた演習を繰り返し行う。

個人やグループで、音読、ヒアリング、英文解釈のサイクルを繰り返すとともに、教材の内容と関連するエ

ッセイやクイズを出し合うことで、自らの手や頭を使いながら、を向上させるとともに、正しく英文で表現

できる力(単語力、構文理解力、文法力など)を習得する。上記を通じ、ビジネスシーンで使用する英語に対

する基礎力、特に話す力と書く力の向上を目指す。 

 

２．授業の目的、目標 

・英語のライティング能力とスピーキング能力の向上 

・TOEICSpeaking＆Writing Testで 200点台を目指す。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 

イントロダクション 

 TOEIC Speaking＆Writing Test概要   

２ 

セルフチェック 

 英語環境、スピーキング力、ライティング力   

３ 
Writing…写真描写① 

  

４ 
Writing…写真描写② 

  

５ 
Speaking…写真描写 

  

６ 
Writing…E メール作成問題① 

  

７ 
Writing…E メール作成問題② 

  

８ 
3～7回までのまとめ、解説 

  

９ 
Speaking…提示された情報に基づく応答 

  

10 
Speaking…応答 

  

11 
Writing…意見を記述する① 

  

12 
Writing…意見を記述する② 

  

13 
Speaking…意見を述べる 

  

14 
Speaking…音読 

  

15 
9～14回までのまとめ、解説 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

15 回終了時に実施する TOEICSWテスト（30％） 

各回の理解度・参加度・貢献度（40％） 

各回で実施する理解度テスト・課題（30％） 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

各回 30～60分を想定。 

予習：事前に配布される資料により英単語の確認を行うこと。 

復習：授業範囲の復習を行うこと。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：資料を適宜配布する。 

『TOEIC Speaking & Writing 公式 テストの解説と練習問題』 

Educational Testing(著)、国際ビジネスコミュニケーション協会 2015年 

 

７．備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
数学基礎 B 

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 落合 慶広  

１．授業概要 

経営分野、工学分野等における実世界の課題は、数式により定義でき、これを数値解法を用いて解

くことができるものが多く存在する。こうした課題を解くためには、数学的な課題の捉え方や解き方

が重要となる。本科目では基礎的な線形代数として「ベクトル」「行列」「線形方程式」などをテーマ

に取り上げ線形代数の基本的な内容を学んでいく。これらの理論や考え方は、データ分析やソフトウ

ェア、IoT 設計などの分野の学習を深めるうえで基本的な考え方となる。「ベクトル」「行列」「線形方

程式」などの基本概念について学ぶとともに、演習を通して各手法の本質や適用方法についての理解

を深める。 

本授業では、こうした数学的素養の基礎となる線形代数について学ぶと共に、これに関連する各科

目への入り口までを講義する。なお、本授業では数学の面白さや経営学、情報通信技術での有用性が

十分理解できるような授業を行う。 

２．授業の目的、目標 

・「ベクトル」「行列」「線形方程式」など線形代数の基本的な内容について、それぞれの考え方を説明

できる。 

・適用する目的や対象に応じて各技術を使い分けることができる。 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
ベクトル（１） 
 ベクトルの考え方、図形表現など基本的な内容の確認 

  

２ 
ベクトル（２） 
ベクトル空間と線形性の概要と基本定理、意味 

  

３ 
ベクトル（３） 
部分空間と基底、次元の概要と基本定理 

  

４ 
ベクトル（４） 
ベクトルと線形方程式の関係と意味 

  

５ 
行列（１） 
行列・線形方程式の概要と応用 

  

６ 
行列（２） 
行列の基本変形と定理、正則行列や逆行列の考え方 

  

７ 
行列（３） 
行列式の基本定理とその意味、行列式の計算法 

  

８ 
線形写像、線形変換（１） 
ベクトル空間と直交性、直和の概要 

  

９ 
線形写像、線形変換（２） 
さまざまな線形変換の概要とコンピュータビジョンへの応用 

  

10 
線形写像、線形変換（３） 
線形写像の基礎的な考え方、使い方 

  

11 
固有値と固有空間（１） 
固有値、固有ベクトルなどの考え方と意味 

  

12 
固有値と固有空間（２） 
行列分解の各手法の特徴、違い、応用例 

  

13 
固有値と固有空間（３） 
微分方程式や連立微分方程式との関係 

  

14 
線形代数の応用とまとめ（１） 
線形代数のまとめと実際の事象・実社会とのつながり 

  

15 
線形代数の応用とまとめ（２） 
線形代数のまとめと実際の事象・実社会とのつながり 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

各講義で出題する課題のレポート（６０％）及び期末レポート（４０％）により総合評価する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習：各講義ごとに配布される資料を事前に読んでおくこ 

復習：各講義で出題する課題レポートの作成 

（合わせて各回 30分～1時間程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：資料を適宜配布する 

 

参考文献： 

『エクササイズ微分積分』 

立花俊一(著)成田清正(著)、奈良知恵(著)、共立出版、1992 年 

『世界標準 MIT教科書ストラング:線形代数』 

ギルバート・ストラング(著)、松崎公紀(翻訳)、新妻弘(翻訳)、近代科学社、2015年 

『高校数学でわかる線形代数―行列の基礎から固有値まで (ブルーバックス)』 

竹内淳(著)、講談社、2010 年 

  

 

７．備考 

 

 

 
 

 

 

  



旧 

7 
 

新設のため該当なし 

 

 

 



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
数学基礎 C  

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 磯 俊樹  

１．授業概要 

経営分野、工学分野等における実世界の課題は、数式により定義でき、これを数値解法を用いて解

くことができるものが多く存在する。こうした課題を解くためには、数学的な課題の捉え方や解き方

が重要となる。本科目では基礎的な確率統計として「確率」「統計」「多変量解析」などをテーマに取

り上げ確率統計の基本的な内容を学んでいく。これらの理論や考え方は、経営の最適化や需要予測、

ビッグデータなどの分野の学習を深めるうえで基本的な考え方となる。「確率」「統計」「多変量解析」

などの基本概念について学ぶとともに、演習を通して各手法の本質や適用方法についての理解を深め

る。 

本授業では、こうした数学的素養の基礎となる確率統計等について学ぶと共に、これに関連する各

科目への入り口までを講義する。なお、本科目では、数学の面白さや経営学、情報通信技術での有用

性が十分理解できるような授業を行う。 

２．授業の目的、目標 

・「確率」「統計」「多変量解析」など確率統計の基本的な内容について、それぞれの考え方を説明で

きる。 

・適用する目的や対象に応じて各技術を使い分けることができる。 

３。授業計画 

回数 内容   

１ 
確率の基礎（１） 
事象や確率など基本的な概念 

  

２ 
確率の基礎（２） 
条件つき確率と独立性やベイズの定理など 

  

３ 
確率変数と分布関数 
確率変数、確率分布、分布関数、確率変数のモーメント、分散など 

  

４ 
多次元の確率変数と分布関数 
確率ベクトル、同時分布、周辺分布、共分散、相関係数など 

  

５ 
まとめ（１） 
確率に関するまとめと理解確認 

  

６ 
統計の基礎（１） 
統計の基本的な考え方と手法 

  

７ 
統計の基礎（２） 
確率変数と確率分布の基本的な考え方と手法（離散型確率分布など） 

  

８ 
統計の基礎（３） 
確率変数と確率分布の基本的な考え方と手法（連続型確率分布など） 

  

９ 
統計の基礎（４） 
点推定の概要や手法 

  

10 
統計の基礎（５） 
統計的仮説検定の基本的な考え方と手法（t検定やカイ二乗検定など） 

  

11 
まとめ（２） 
統計に関するまとめと理解確認 

  

12 
多変量解析（１） 
回帰分析の基本的な考え方と手法（線形回帰、重回帰、ロジスティック回帰など） 

  

13 
多変量解析（２） 
その他の分析方法の基本的な考え方と手法（主成分分析、因子分析、クラスター
分析など） 

  

14 
まとめ（３） 
多変量解析に関するまとめと理解確認 

  

15 
まとめ（４）総合演習 
これまでの内容のまとめ・実社会とのつながり 

  

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

試験：50％ 

中間演習（3回）、総合演習（1回）：40％ 

レポート提出（適時）：10％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習（事前学習）：各単元の内容をインターネットや文献等で 1つ以上調べ、スライドにまとめる。 

復習（事後学修）：各単元で学んだ各手法に関連する演習問題をインターネットや文献等で２つ以上

調べ、スライドにまとめる 

（あわせて各回 1時間程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

必要により、授業時にプリントを配布、または参考資料を適宜指⽰する。 

 

参考文献： 

『統計学入門 (基礎統計学Ⅰ)』 

東京大学教養学部統計学教室(編集)、東京大学出版会、1991 年 

『見えないものをさぐる―それがベイズ: ツールによる実践ベイズ統計』 

藤田一弥(著)、フォワードネットワーク(監修)、オーム社、2015年 

『データ解析のための統計モデリング入門－一般化線形モデル・階層ベイズモデル・MCMC (確率と情

報の科学)』 

久保拓弥(著)、岩波書店、2015年 

７．備考 
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新設のため該当なし 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
キャリアデザインⅠ 

基礎科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
前期 単位数 1単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 富澤 豊   

１．授業概要 

1年間の大学生活を経て得た気づき、課題を整理するとともに、入学時に立てた目標や行動計画の振り返

りを行い、3年次のインターンシップや卒業後のキャリアに向け、改めてキャリアプラン、行動計画を考え

る。合わせて、改めて仕事や職業への理解を深め、働くことやキャリアデザインの概念を学ぶことで、キャ

リアについてのより具体的なアクションにつなげられるように展開する。これらを通じ大学生活やその後の

人生をどのように作っていくかを考え、自分自身のキャリアを主体的に想像していく土台を作る。 

２．授業の目的、目標 

・キャリア形成について理解し、自己の目指す方向性を見極め、目標が設定できる。 

・自分自身を振り返り、客観視する視点や考え方を得ることで、自己理解を深める。 

・また仕事や働くことに対する理解を深め、イノベーション人材となるためのキャリアデザインを行い、

職業人の基礎となる力を醸成する 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
イントロダクション 
 1年次の振り返り、キャリアデザインについての説明 

  

２ 
自己理解（１） 
（自分の傾向や価値観、物事の見方やとらえ方について考える） 

  

３ 
自己理解（２） 
（自己理解、他者理解について考える） 

  

４ 
社会や仕事への理解（１） 
（働くとは何かから、自分と社会のかかわり方について考える） 

  

５ 
社会や仕事への理解（２） 
（業種、職種など、仕事の分類や役割の分類などを学び、自分の仕事のとらえ方や 
ミッションについて考える） 

  

６ 
行動計画・キャリアプラン（１） 
（自己理解や仕事への理解を通じて気づいた、自分のミッションや仕事のとらえ方を 
振り返る） 

  

７ 
行動計画・キャリアプラン（２） 
（本科目やこれまで大学生活で学んできたことを踏まえ、卒業後のライフキャリア 
プラン、大学での目標、行動プランを考える） 

  

８ 
まとめ 
（インターンシップまでの中期プラン、卒業後の進路に向けたキャリアプランの 
共有とフィードバック） 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業への参加態度（70％）、授業における提出物（30％）から総合的に判断する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

各回テーマに応じた課題を毎回 30～60分程度の予習・復習を行う。 

 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：随時レジュメを配布する。 

 

参考文献： 

『大学生のためのキャリアデザイン入門』 

岩上 真珠 (編集)大槻 奈巳 (編集)、有斐閣、2014年 

『キャリアデザイン学への招待』 

金山 喜昭 (編集), 武石 恵美子 (編集), 児美川 孝一郎 (編集)、ナカニシヤ出版、2014年 

『キャリアデザイン入門[I]基礎力編 第 2版』 

大久保 幸夫 (著)、日本経済新聞出版社、2016年 

 

7．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
キャリアデザインⅠ 

基礎科目 
 

配当 

年次 
１年次 

配当 

学期 
後期 単位数 １単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 富澤 豊   

１．授業概要 

キャリアデザインⅠでは社会人となるうえで必要なマナーやスキル、考え方をもとに、自らの能力と将来

像を俯瞰し、自身のキャリアデザインを行う。合わせて、仕事とは何か、働くことやキャリアデザインの概

念を学ぶことで、キャリアについて考え、行動できるように具体化する。これらを通じ大学生活やその後の

人生をどのように作っていくかを考え、自分自身のキャリアを主体的に想像していく土台を作る。授業は 5

人ほどのチームに分かれ、グループ討議及び発表を中心に行う。 

 

２．授業の目的、目標 

ビジネスマナーやビジネス文書スキルをはじめとしたビジネスを円滑に進めるために必要なマインド、知

識、技法を会得することで、社会人として最低限必要な基礎的能力を身につける。自らのビジネスキャリア

を考え、これから歩む社会人人生の基礎となる力を醸成することを目標とする。 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
仕事とは何か 
（ミッションや役割意識の考え方を知る、なぜ人は仕事をするのかを考える） 

  

２ 
自己理解① 
（自己紹介スキル、自己プレゼン） 

  

３ 
自己理解② 
（自分のキャリアプランを考える、複線式、セレンディピティ、ゴール設定） 

  

４ 
仕事への理解① 
（ビジネスマナーの理解・実践） 

  

５ 
仕事への理解② 
（企業の組織体系と役割分担への理解） 

  

６ 
仕事への理解③ 
（仕事での協働、役割と立場を理解した業務遂行と意識づけについて考える） 

  

７ 
仕事への理解④ 
（仕事のサイクル、円を意識した取り組み方を理解する）  

  

８ 
仕事への理解⑤ 
（営業マインド、仕事の報酬は何かを考える） 

  

９ 
仕事への理解⑥ 
（目標設定と管理方法、予算、目標管理、達成意欲について考える） 

  

10 
仕事をする上で理解しておくべきコンプライアンス 
（遵法意識、誘惑との戦い、従業員管理などを理解する） 

  

11 
仕事に必要なスキル① 
（ビジネス文書スキル、伝わる文書術について理解し実践する） 

  

12 
仕事に必要なスキル② 
（ビジネスプレゼンスキル、自己紹介との違いについて理解し、実践する） 

  

13 
仕事に必要なスキル③ 
（ロジカルシンキングスキル（MECE、ロジックツリーなど）を理解する） 

  

14 
まとめ① 
（自分のタイプ分類を行い、自己理解を深める） 

  

15 
まとめ② 
（自己理解や仕事への理解を通じて気づいた、自分のミッションや仕事のとらえ方につ
いて振り返る） 

  

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業への参加態度（70％）、授業における提出物（30％）から総合的に判断する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

各回テーマに応じた課題を毎回 30～60分程度の予習・復習を行う。 

 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：随時レジュメを配布する。 

 

参考文献： 

『大学生のためのキャリアデザイン入門』 

岩上 真珠 (編集)大槻 奈巳 (編集)、有斐閣、2014年 

『キャリアデザイン学への招待』 

金山 喜昭 (編集), 武石 恵美子 (編集), 児美川 孝一郎 (編集)、ナカニシヤ出版、2014年 

『キャリアデザイン入門[I]基礎力編 第 2版』 

大久保 幸夫 (著)、日本経済新聞出版社、2016年 

 

7．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
キャリアデザインⅡ 

基礎科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
後期 単位数 1単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 富澤 豊  

１．授業概要 

入学からインターンシップまでの 3年弱の学習や経験を通じて得たこと、感じたことを振り返り、卒業後

の活躍を見据えたキャリアプランやキャリアを考える要素となる今日的な話題、考え方について学習を進め

る。 

大学生活の中での活動を履歴書やポートフォリオ、キャリアカルテに整理することで、これまでの振り返

りと自己理解を深める。また、インターンシップでは、実際の企業などで実践的な業務を行ってきた。この

経験の中で考えた職業人として必要なスキル、知識、社会人基礎力について整理し、今後の大学生活におい

て何を実現させていくのか、そのためにどのような学びを深めるのかを考え、キャリアプランや行動計画を

作成する。キャリアに関する今日的な話題を取り上げることで、多角的に自己や周囲のキャリアについて興

味関心を持ち、主体的に学び選択していく素地を作る。 

上記を通じ、残る大学生活や今後の職業人生に対し、主体的に行動する、選び取るための意識と判断基準

を持つことを目指す。 

 

２．授業の目的、目標 

これまでの学習やインターンシップを経て得た学びをもとに、自分や周囲のキャリアプランや職業選択を

主体的に行うための意識づけ、判断基準を持つ。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
振り返りと目標設定（１） 
（キャリアプラン、インターンシップや大学での学習の振り返り） 

  

２ 
振り返りと目標設定（２） 
（職業人としてのスキル、知識、社会人基礎力） 

  

３ 
振り返りと目標設定（３） 
（これまでの学習や活動の整理、履歴書やポートフォリオなど自己の活動の伝え方） 

  

４ 
振り返りと目標設定（４） 
（今後のキャリアプラン、大学生活での目標） 

  

５ 
キャリアを取り巻く今日的な話題（１） 
（企業や社会での中での役割、他者とのかかわり方） 

  

６ 
キャリアを取り巻く今日的な話題（２） 
（仕事とメンタルヘルス、制度的なサポート） 

  

７ 
キャリアを取り巻く今日的な話題（３） 
（多様な働き方、ライフスタイル） 

  

８ 
まとめ 
（キャリアとは何か、自分なりのキャリアプラン） 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業への参加態度（70％）、授業における提出物（30％）から総合的に判断する。 

 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

事前準備学習 30分～60分。当回の振り返りのための復習 30分程度。 

 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要な資料を適宜配布する。 

 

参考文献： 

『キャリアアップのための戦略論」 

平井 孝志 (著)、日本経済新聞出版社、2017年 

『なぜ部下はリーダーの足を引っ張るのか』 

小倉 広（著）、すばる舎、2011年 

『仕事の哲学』 

P・F・ドラッカー(著)上田 惇生 (翻訳)、ダイヤモンド社、2003年 

 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
キャリアデザインⅡ 

基礎科目 
 

配当 

年次 
２年次 

配当 

学期 
前期 単位数 １単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 富澤 豊  

１．授業概要 

キャリアデザインⅠを通じて習得した基本的なマナーやスキル、ミッションの考え方をもとに、現状有す

る能力および、今後培っていく能力を考慮し、社会人としての自らのキャリアをデザインする。キャリアデ

ザインは独りよがりのものではなく、その時々の社会背景や、周囲の友人や同僚などとも相互に作用し合う

点において、自分自身のブランドマネジメント戦略という見方もできる。経営者、マネジメント側として周

囲をどのようにコントロールし、またどのようにプロモートするのか、より具体的にイメージできるキャリ

アデザインを構築する。さらにメンバーとなった場合のフォロワーシップとしての立場を理解することによ

り、さまざまなキャリア意識の違いを把握する。授業は 5人ほどのチームに分かれ、グループ討議及び発表

を中心に行う。 

 

２．授業の目的、目標 

キャリアデザインⅠで学んだビジネスの基礎をもとに、ｉ大生として、また後の社会人人生における基準と

なる自らのキャリア設計を作り上げる。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
自分のキャリアプランの再確認。 
（前期中に自分のキャリアに影響のあったことの棚卸し（学業、プライベート、他）とキ
ャリアプランの見直し。ミッションの確認） 

  

２ 
自己分析① 
（自分の強み、弱みは何か、アルバイト経験、インターンシップ、部活動、サークル活動、
自己評価、他者評価） 

  

３ 
自己分析② 
（自分が進むべきキャリアにおける現状の自分の位置づけ、伸ばすべき能力・足りない能
力の把握） 

  

４ 
自己 PRの手法① 
（著名人、タレントなどの見せ方、自分のブランド化、ストーリーマーケティング） 

  

５ 
自己 PRの手法② 
（エントリーシートへの書き方、集団に紛れない個性） 

  

６ 
他者との協働① 
（上司・部下・同僚、協力会社、取引先など） 

  

７ 
他者との協働② 
（お客様との協働、周囲を巻き込む方法） 

  

８ 自分の所属する「場」の分析（現在、将来、3C、5Forces）   

９ 自分のポジショニングを考える（採用面接時、仲間、職場）   

10 
役割意識① 
（経営者としてのリーダーシップ、メンバーマネジメント、カリスマ性） 

  

11 
役割意識② 
（フォロワーシップ、部下の類型の理解、チームワークとは何か） 

  

12 
役割意識③ 
（究極の救難時における役割意識） 

  

13 
キャリアを取り巻く今日的な話題① 
（社会貢献－地域との関わり、ボランティア、メセナ、寄付行為） 

  

14 
キャリアを取り巻く今日的な話題② 
（セカンドキャリア－アスリートのセカンドキャリア、ビジネスマンのセカンドキャリ
ア） 

  

15 まとめ、ｉ大生としてのキャリアを考える   

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業への参加態度（70％）、授業における提出物（30％）から総合的に判断する。 

 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

事前準備学習 30分～60分。当回の振り返りのための復習 30分程度。 

 

 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

『キャリアアップのための戦略論」 

平井 孝志 (著)、日本経済新聞出版社、2017年 

 

参考文献： 

『なぜ部下はリーダーの足を引っ張るのか』 

小倉 広（著）、すばる舎、2011年 

『仕事の哲学』 

P・F・ドラッカー(著)上田 惇生 (翻訳)、ダイヤモンド社、2003年 

 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
マーケティング基礎 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 富澤 豊   

１．授業概要 

マーケティングの基礎的な概念とその発想法を習得することで、情報通信技術を用いたビジネスやサービ

スを検討する中で、実務としてマーケティング戦略の立案、戦術の策定ができるようにする。 

具体的にはビジネスの現場で活用するためのマーケティングの基本的な知識やスキル、理論を幅広く学

ぶ。身近な商品・サービスの実例を用いて、経営に欠かせないマーケティングの基礎知識を理解する。あわ

せて、デジタルマーケティングやソーシャルメディアを活用したマーケティングなど今日的な話題を学ぶこ

とで、ビジネスの現場でマーケティングを活用するための知識・スキルを習得する。 

２．授業の目的、目標 

マーケティングの基礎理論を理解し、情報通信技術とビジネス、マーケティングとの関係性と実践方法を

説明できるようになる。 

３．授業計画 

回数 内容   

１ マーケティングとは何か、ICTとマーケティングの関係性。   

２ ＳＴＰ戦略①Segmentation   

３ ＳＴＰ戦略②Targeting、Positioning   

４ ４Ｐ・４Ｃ①Productと Customer Value（価値とは何か）   

５ ４Ｐ・４Ｃ②Priceと Cost（価格戦略）   

６ ４Ｐ・４Ｃ③Placeと Convenience（売り方）   

７ ４Ｐ・４Ｃ④Promotionと Communication（メディアと顧客コミュニケーション）   

８ 
マーケティング・リサーチ 
（意思決定のために必要な調査・分析について概観する） 

  

９ 
ネーミング、パッケージ 
（商品やサービスのブランティングについて考える） 

  

10 
ＷＥＢマーケティング、ＳＮＳマーケティング 
（マーケティングの今日的な手法について理解を深める） 

  

11 
サービス・マーケティング 
（形がないという特性を踏まえたマーケティングの考え方等について理解を深める） 

  

12 
ビッグデータとＡＩ（人工知能） 
（マーケティングの観点から、ICTの先端的な技術の活用法について理解を深める） 

  

13 
ＧＩＳマーケティング、街の見方、商圏調査 
（地域特性を考慮したマーケティングの考え方について理解を深める） 

  

14 

スポーツマーケティング 
（五輪、Ｗ杯などマーケティングの場としてのスポーツとそのマネジメントについて 
理解を深める） 

 

  

15 これまでの振り返り、マーケティングの未来   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・各回での事例検討レポートおよび授業態度・参加度（40％） 

・期末のレポート（60％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

毎回の授業内容について、事前に教科書や配布資料をよく読むこと。 

また事例検討レポートを作成する。その際、自分の身の回りのモノで当てはまる事項を考えてくる（各回

30～60分程度）。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回レジュメを配布する。 

『マーケティングの着眼点 25（Kindle版）』 

富澤 豊（著）、祇園書房、2018年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
マーケティング基礎 

職業基礎科目 
 

配当 

年次 
１年次 

配当 

学期 
前期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 富澤 豊   

１．授業概要 

マーケティングの基礎的な概念とその発想法を習得することで、ICT関連のビジネス・シーンで、実務と

してマーケティング戦略の立案、戦術の策定ができるようにする。 

マーケティングをビジネスの現場で活用するための、基礎能力から、理論、応用まで幅広く学ぶ。身近な

商品・サービスの実例を用いて、経営に欠かせないマーケティングの基礎知識を理解する。 

２．授業の目的、目標 

マーケティングの基礎理論を理解し、ICTとマーケティングとの関係性と実践方法を説明できるようにな

る。 

３．授業計画 

回数 内容   

１ マーケティングとは何か、ICTとマーケティングの関係性。   

２ ＳＴＰ戦略①Segmentation   

３ ＳＴＰ戦略②Targeting、Positioning   

４ ４Ｐ・４Ｃ①Product（価値とは何か）   

５ ４Ｐ・４Ｃ②Price（価格戦略）   

６ ４Ｐ・４Ｃ③Place（売り方）   

７ ４Ｐ・４Ｃ④Promotion（メディアと顧客コミュニケーション）   

８ ネーミング、パッケージ   

９ ＷＥＢマーケティング、ＳＮＳマーケティング   

10 サービス・マーケティング   

11 マーケティング・リサーチ   

12 ビッグデータとＡＩ（人工知能）～マーケティングの観点から～   

13 ＧＩＳマーケティング、街の見方、商圏調査   

14 スポーツマーケティング（五輪、Ｗ杯など）   

15 これまでの振り返り、マーケティングの未来   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・各回での事例検討レポートおよび授業態度・参加度（40％） 

・期末のレポート（60％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

毎回の授業内容について、事前に教科書や配布資料をよく読むこと。 

また事例検討レポートを作成する。その際、自分の身の回りのモノで当てはまる事項を考えてくる（各回

30～60分程度）。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回レジュメを配布する。 

『マーケティングの着眼点 25」 

富澤 豊（著）、祇園書房、2018年 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
アカウンティング入門 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 中嶋 隆一 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

ICT の進歩により飛躍的な発展を遂げるビジネス社会で有為な人材として活躍するためには、ビジネス社

会の共通言語である会計を学ぶことが重要である。この授業では、会計を初めて学ぶ人達を対象に、会計の

全般的で基礎的な内容を平易に解説する。会計といえば、一般的に企業会計を意味することが多い。会計情

報は企業を取り巻く各種ステークホルダー（利害関係者）の意思決定に利用されるからである。同時に、会

計の適用範囲は広い。ここでは、会計を網羅的に取り上げ、その時々の会計事情を事例として利用しながら、

会計の基本的な考え方とその守備範囲についてわかりやすく説明する。 

２．授業の目的、目標 

ICT を利用してビジネス社会で活躍する人材の育成をめざし、必要とされる会計の基礎知識を広く習得す

ることを目的としている。これにより、会計の基本的考え方・必要性が理解できるようになる。とりわけ、

会計情報の重要性をより深く学び、会計をビジネスのツールとして利用できるようになることが目標であ

る。 

 

３．授業計画 

回数 内容 授  

１ 会計の役割とは（会計の意義・目的・仕組みについて）   

２ 財務会計の基礎（１）企業外部者のための会計情報と財務諸表    

３ 財務会計の基礎（２）財務諸表の構成要素とその役割・・貸借対照表・損益計算書   

４ 財務会計の基礎（３）財務諸表の構成要素とその役割・・キャッシュフロー計算書   

５ 簿記のルール（１）簿記の意味・役割・種類と簿記一巡の手続き（仕訳）   

６ 簿記のルール（２）簿記一巡の手続き（転記・試算表）   

７ 簿記のルール（３）簿記一巡の手続き（精算表・財務諸表の出来るまで）   

８ 財務分析とは・・・財務諸表の利用の仕方と分析方法の概要   

９ 会計と法制度・・・日本の会計制度（中小企業の会計制度を含む）の体系   

10 監査とは・・監査の基本とその必要性   

11 管理会計の基礎・・企業内部者のための会計とは   

12 原価計算の必要性   

13 税務会計とは・・企業会計と税務会計の相違について   

14 会計領域の拡大（１）グローバル社会の会計ルール・・国際会計基準とは   

15 会計領域の拡大（２）環境会計・公会計等への応用の現状   

 

 

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業内小テスト・レポート・課題プレゼンテーション等を含む平常点３０％ 

最終試験７０％（授業範囲すべてを含む） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習：毎回完結型のテーマによる授業のため、関連する事例等をインターネット等で調べておく 

復習：授業時に適宜配布するレジュメと講義内容の復習 

授業時に適宜課す課題については平常点に係るので、提出準備をしておく 

（あわせて 1時間程度） 

６．教科書／参考文献 

教科書：オリジナルのレジュメ形式で毎回配布する。 

参考文献： 

『会計学基礎論 第五版』神戸大学会計学研究室、同文館出版、2016年 

『スタートアップ会計学 第 2版』上野清貴編著、同文館出版、2018年 2月。 

『新版 会計学入門 第 5版』千代田邦夫著、中央経済社、2018年 2月 

『会計学入門（第 5版）』櫻井久勝、日経文庫、2018年 7月。 

その他テーマごとに適宜提示する。 

7．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
アカウンティング 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
１年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 川上 慎市郎 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

財務会計は企業の「構造」と「健康状態」を知るために必要不可欠な知識であり、管理会計は事業を「正

しい道筋」に経営して導くために必要不可欠な道標である。本講義では、初めて起業する者を対象とした経

理業務のガイドと、財務３表や主要な財務指標の意味合いとその事業構造との関係の読み取り方、事業収支

予測（予測財務諸表）の作り方と KPI（主要業績指標）の設定のしかたについて学習し、実際の起業に際し

て会計処理とそれに基づく経営判断を正しく行えるようになることを目指す。 

また、ICT ソフトウェア関連事業に特有の会計基準として、「研究開発に係る会計基準」をめぐる諸問題

と、大規模ソフトウェア開発受託事業等における工事進行基準会計についても触れる。 

 

２．授業の目的、目標 

・会社設立における経理業務を、クラウド会計ソフトなどを用いて実際にできるようになる 

・財務３表と主要な財務指標についてその意味合いを理解し、事業構造と結びつけられるようになる 

・事業構造を理解したうえで予測財務諸表を作成し、その事業の目指すべき状態を管理会計上の指標（KPI）

で表現できるようになる 

 

３．授業計画 

回数 内容 授  

１ 会計とは何か（会計の種類・役割、事業活動と会計のつながり）   

２ 起業における経理業務（１）起業に必要な会計関連の準備   

３ 起業における経理業務（２）クラウド会計ソフトの使い方と資金繰り管理   

４ 財務会計の基礎（１）財務３表   

５ 財務会計の基礎（２）主要な財務指標とその意味合い   

６ 財務分析演習（１）流通業   

７ 財務分析演習（２）製造業   

８ 財務分析演習（３）IT産業   

９ 会計基準と不正会計（研究開発会計基準、工事進行基準会計など）   

10 総合演習（１）事業構造と財務分析   

11 管理会計の基礎（１）さまざまな原価計算   

12 管理会計の基礎（２）損益分岐点の計算   

13 管理会計の基礎（３）予測損益計算書の作成と KPI設定   

14 総合演習（２）事業計画と財務分析   

15 総合演習（３）事業戦略と財務分析   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・動画による事前学習の確認テストの評価（初回と総合演習以外の各回 1％、計 10％） 

・クラス中の発言回数およびその内容（各回 2％、計 30％） 

・5回目、10回目、15回目の終了後に行われる 3回の理解度テストの評価（各 20％、計 60％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：動画による事前学習（各回 1時間程度） 

・復習：各回の学習内容の振り返り（各回 1時間程度） 

・課題：動画視聴による事前学習と、（オンライン掲示板等を用いた）各回の学習内容の振り返り 

 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

 『起業したらまっさきに読む経理の本 新装版』 

笠原 清明 (著) 、クロスメディア・パブリッシング、2018年 

参考文献： 

『新・現代会計入門 第 3版』 

伊藤 邦雄 (著) 、日本経済新聞出版、2018年 

『ビジネススクールで教える経営分析』 

太田 康広 (著)、日本経済新聞出版社、2018年 

『武器としての会計思考力 会社の数字をどのように戦略に活用するか?』 

矢部謙介(著)、日本実業出版社、2017年 

 

7．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
アカウンティング応用 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 中嶋 隆一 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

「アカウンティング入門」で学んだ会計の基本知識をもとに、この授業では主に財務会計（外部報告会計）

の応用領域について学ぶ。企業の健康状態をチェックするために必要な会計情報は、カルテともいうべき財

務諸表から得られる。そのため、財務諸表の体系および内容を理解し、分析できなければビジネスに役立た

ない。とりわけ財務 3表とも呼ばれる貸借対照表、損益計算書、キャッシュフロー・計算書の関連性とそれ

らの計算構造の仕組みをしっかりと理解しておくことが重要である。 

また、個別企業の財務諸表だけではなく企業集団の連結財務諸表についても触れる。さらに、ICTの利用

により、経済活動がボーダレス化するなかで、会計ルールの国際化への対応も考慮に入れておかなければな

らない。 

単なる実践的な会計処理方法を学ぶだけではなく、その理論的根拠や応用事例も同時に学ぶことにで、企

業価値を高める創造力をも身につけることを目指している。 

２．授業の目的、目標 

この授業を通じて、会計情報の重要性、財務諸表の読み方、分析ができるようになり、ICTを利用した企

業の発展およびグローバル社会への対応が可能となる。同時に、企業の付加価値を高める創造力を養うこと

が目標である。 

３．授業計画 

回数 内容 授  

１ 会計の意義と役割   

２ 企業会計の仕組み   

３ 企業会計制度の体系   

４ 資産会計（１）資産の分類と評価基準   

５ 資産会計（２）個別テーマの検討   

６ 資産会計（３）個別テーマの検討   

７ 負債会計（１）負債の分類と構成内容   

８ 負債会計（２）個別テーマの検討   

９ 資本会計（１）資本の分類と構成内容   

10 資本会計（２）個別テーマの検討   

11 損益会計：損益項目の分類と内容   

12 財務諸表の作成：法体系とのかかわりと財務３表の関連性について   

13 連結財務諸表：意義と目的および作成方法の基本   

14 財務分析：分析目的と分析方法の概要   

15 会計の国際化：国際会計基準への対応   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業内小テスト・レポート・課題プレゼンテーション等を含む平常点３０％ 

最終試験７０％（授業範囲すべてを含む） 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習：毎回完結型のテーマによる授業のため、関連する事例等をインターネット等で調べておく 

復習：授業時に適宜配布するレジュメと講義内容の復習 

授業時に適宜課す課題については平常点に係るので、提出準備をしておく 

（あわせて 1時間程度） 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

新井清光・川村義則著『新版 現代会計学 第 2版』、中央経済社、2018年。 

参考文献： 

桜井久勝著『財務会計講義 第 19版』中央経済社 2018年。 

伊藤邦雄著『新・現代会計入門 第３版』日本経済新聞社 2018年。 

橋本尚・山田善隆『IFRS 会計学基本テキスト第５版』中央経済社 2018年。 

その他必要に応じ適宜参考文献を紹介する。 

7．備考 

 

 

 

 



旧 

13 
 

新設のため該当なし  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
ファイナンス入門 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 中嶋 隆一 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

一般に、企業は資金を調達し、それらを運用して、収益を生むという活動をおこなう。そのため、ビジネ

スリーダーは、資金調達活動、投資活動、財務活動を、つねに考えて行動する必要がある。その際、会計情

報を利用してファイナンス(財務：企業財務あるいは経営財務ともいう)をおこなうことは重要である。 

最近、ICTを利用したビジネスの現場で、コーポレートガバナンスの強化とともに、このファイナンスの

重要性が増している。そこで、この授業では、将来ビジネスリーダーを目指す学生を対象に、経営プロセス

にそって、会計の知識をもとにファイナンスの基礎とその考え方を修得してもらう。それにより、経営の効

率性や収益性を高め、企業価値の最大化を目指すファイナンス本来の基本的スタンスが理解できるようにな

る。 

２．授業の目的、目標 

ICT を利用してビジネスの世界で活躍する人材の育成をめざし、必要とされるファイナンスの基礎知識を

修得することを目的としている。単なる技術的手法を学ぶだけでなく、理論的考察をおこなうことで、実践

力と創造力を養い、会計とともにビジネスの世界で需要なツールとして利用できるようになることが目標で

ある。 

３．授業計画 

回数 内容 授態 担当 

１ ファイナンスとは何か：ファイナンスの意義と必要性   

２ 会計とファイナンスの基礎 (1)会計上の利益と経済利益の違い   

３ 会計とファイナンスの基礎 (2)損益計算書(P/L)の仕組みと様式   

４ 会計とファイナンスの基礎 (3)貸借対照表 (B/S)の仕組みと様式   

５ 会計とファイナンスの基礎 (4)キャッシュ・フロー計算書 (C/F)の仕組みと様式   

６ 経営環境を分析する：財務 3表を中心とした財務諸表分析、CVP分析             

７ 資金を調達する (1)デット・ファイナンス（負債による資金調達）とは   

８ 資金を調達する (2)エクイティ・ファイナンス(株式による資金調達)とは   

９ 資金を調達する (3)資本コストの意味・役割と算出方法(WACC)を学ぶ   

10 運用・投資を判断する(1)ポートフォリオ理論の概要と CAPM     

11 運用・投資を判断する(2) NPV(正味現在価値)法と IRR(内部収益率法)を学ぶ   

12 運用・投資を判断する(3)回収期間法その他と比較してみる   

13 リスク管理を考える：運転資本管理と資金運用表の作成   

14 業績評価の方法を考える：EVA(経済付加価値)の考え方を学ぶ                  

15 企業価値について考える(応用)：DCF法について学ぶ   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・授業内小テスト・レポート・課題プレゼンテーション等を含む平常点３０％ 

・最終試験７０％（授業範囲すべてを含む） 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習：毎回完結型のテーマによる授業のため、関連する事例等をインターネット等で調べておく 

復習：授業時に適宜配布するレジュメと講義内容の復習 

授業時に適宜課す課題については平常点に係るので、提出準備をしておく 

（各回１～２時間程度）。 

６．教科書／参考文献 

教科書：毎回、レジュメ形式で配布した資料により授業をおこなう。 

 

参考文献： 

『あわせて学ぶ 会計&ファイナンス入門講座』 

保田隆明(著)、田中慎一(著)、ダイヤモンド社 、2013年 

『ビジネスリーダーが学んでいる 会計&ファイナンス』 

日沖健 (著)、中央経済社、2015年 

『図解 簿記からはじめる企業財務入門』 

津森信也(著)、東洋経済新報社 、2014年 

『コーポレートファイナンス入門〈第２版〉』 

砂川伸幸(著)、日本経済新聞出版社、2017年 

『新・企業価値評価』 

伊藤邦雄(著)、日本経済新聞出版社、2014年 

『コーポレート・ファイナンス<第 10班>上・下』 

リチャード・ブリリー(著)、スチャワート・マイヤーズ(著)、フランクリン・アレン(著)、 

藤井眞理子(翻訳)、 國枝繁樹 (翻訳)、日経 BP社 、2014 年 

 

7．備考 

 

 

 

 



旧 

14 
 

新設のため該当なし  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
イノベーション特論 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 三澤 一文  
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

本授業では、イノベーションにかかわる重要な時事的テーマを学習する。従来、イノベーションの議論は、

ビジネスの価値を持続的、漸進的に向上させるために、自社開発と外部利用の適切な判断基準はなにか、シ

ステム開発の投資効率はどう評価すべきか、イノベーションを加速させるための組織のしかけは何か、とい

った論点を中心に進められてきた。 

しかし、今後のイノベーションの議論は、ICTのさらなる格段の進歩を見据え、人と情報を中心にして、

ビジネスの価値を加速的に向上させることに論点が移る。そこで、本授業では、ICT関連の技術分野を含む

最新のイノベーションの潮流（たとえばスマート・ファクトリー、デジタル・オペレーション、など）や、

経営分野で今後のイノベーションに関わる重要トピック（たとえばデジタル・トランスフォーメーション、

アジャイル、など）などを学習する。 

 

２．授業の目的、目標 

今後の市場、顧客、技術などの最新動向を踏まえ、イノベーションを実践する際の典型的課題と取組み方

法を先進企業の事例で学習する。それにより、イノベーションを具体的に実現、加速させる高度なスキルを

習得する。 

加えて、実社会に入る直前の４年次の授業として、イノベーションを ICTと経営の両方から複眼的に考え

ることの必要性や、技術やマーケティング、営業、管理など様々な専門の人たちと協働的に活動することの

重要性を認識する。 

 

３．授業計画 

回数 内容 授 担員 

１ イントロダクション（本授業の概要、最近のイノベーションの成功・失敗事例、など）   

２ 市場・技術の動向とベスト・プラクティス企業（その１）   

３ 市場・技術の動向とベスト・プラクティス企業（その２）   

４ デジタル・トランスフォーメーション（その１）   

５ デジタル・トランスフォーメーション（その２）   

６ デジタル時代の経営戦略（その１）   

７ デジタル時代の経営戦略（その２）   

８ 中間発表・フィードバック   

９ スマート・ファクトリー（その１）   

10 スマート・ファクトリー（その２）   

11 アジャイル・イノベーション（その１）   

12 アジャイル・イノベーション（その２）   

13 デジタル・オペレーション（その１）   

14 デジタル・オペレーション（その２）   

15 期末発表・フィードバック   

４．試験および成績評価の方法と基準 

中間発表・フィードバック：３０％ 

期末発表・フィードバック：４０％ 

授業内討議への参加度：３０％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

毎回の授業で事前配布する参考資料の予習が必要です（1時間程度）。 

また、中間と期末の発表・フィードバックの準備については、別途、担当教員から指示があります。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：プリントを毎回の授業の前に配布 

 

参考文献： 

『デジタルの未来 事業の存続をかけた変革戦略』 

ユルゲン・メフェルト (著) 野中 賢治 (著) アンドレ・アンドニアン (その他) 小川 敏子 (翻訳)、 

日本経済新聞出版社、2018年 

『スクラム実践入門── 成果を生み出すアジャイルな開発プロセス』 

貝瀬 岳志(著) 原田 勝信(著) 和島 史典(著) 栗林 健太郎(著) 柴田 博志(著) 家永 英治 (著)、 

技術評論社、2015年 

 

7．備考 

 

 

 

 

  



旧 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
イノベーション特論 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
4年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 三澤 一文  
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

本授業では、イノベーションにかかわる重要な時事的テーマを学習する。従来、イノベーションの議論は、

ビジネスの価値を持続的、漸進的に向上させるために、自社開発と外部利用の適切な判断基準はなにか、シ

ステム開発の投資効率はどう評価すべきか、イノベーションを加速させるための組織のしかけは何か、とい

った論点を中心に進められてきた。 

しかし、今後のイノベーションの議論は、ICTのさらなる格段の進歩を見据え、人と情報を中心にして、

ビジネスの価値を加速的に向上させることに論点が移る。そこで、本授業では、ICT関連の技術分野を含む

最新のイノベーションの潮流（たとえばスマート・ファクトリー、デジタル・オペレーション、など）や、

経営分野で今後のイノベーションに関わる重要トピック（たとえばデジタル・トランスフォーメーション、

アジャイル、など）などを学習する。 

 

２．授業の目的、目標 

今後の市場、顧客、技術などの最新動向を踏まえ、イノベーションを実践する際の典型的課題と取組み方

法を先進企業の事例で学習する。それにより、イノベーションを具体的に実現、加速させる高度なスキルを

習得する。 

加えて、実社会に入る直前の４年次の授業として、イノベーションを ICTと経営の両方から複眼的に考え

ることの必要性や、技術やマーケティング、営業、管理など様々な専門の人たちと協働的に活動することの

重要性を認識する。 

 

３．授業計画 

回数 内容 授 担員 

１ イントロダクション（本授業の概要、最近のイノベーションの成功・失敗事例、など）   

２ 市場・技術の動向とベスト・プラクティス企業（その１）   

３ 市場・技術の動向とベスト・プラクティス企業（その２）   

４ デジタル・トランスフォーメーション（その１）   

５ デジタル・トランスフォーメーション（その２）   

６ デジタル時代の経営戦略（その１）   

７ デジタル時代の経営戦略（その２）   

８ 中間発表・フィードバック   

９ スマート・ファクトリー（その１）   

10 スマート・ファクトリー（その２）   

11 アジャイル・イノベーション（その１）   

12 アジャイル・イノベーション（その２）   

13 デジタル・オペレーション（その１）   

14 デジタル・オペレーション（その２）   

15 期末発表・フィードバック   

４．試験および成績評価の方法と基準 

中間発表・フィードバック：３０％ 

期末発表・フィードバック：４０％ 

授業内討議への参加度：３０％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

毎回の授業で事前配布する参考資料の予習が必要です（1時間程度）。 

また、中間と期末の発表・フィードバックの準備については、別途、担当教員から指示があります。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：プリントを毎回の授業の前に配布 

 

参考文献： 

『デジタルの未来 事業の存続をかけた変革戦略』 

ユルゲン・メフェルト (著) 野中 賢治 (著) アンドレ・アンドニアン (その他) 小川 敏子 (翻訳)、 

日本経済新聞出版社、2018年 

『スクラム実践入門── 成果を生み出すアジャイルな開発プロセス』 

貝瀬 岳志(著) 原田 勝信(著) 和島 史典(著) 栗林 健太郎(著) 柴田 博志(著) 家永 英治 (著)、 

技術評論社、2015年 

 

7．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
イノベーションプロジェクトⅠ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎志村 一隆、久米 信行、川上 慎市郎、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

3～5 人のグループ単位で事業計画の策定を行い事業の立ち上げを目指す、一連の中核プログラムの一部

である。 

Ⅰでは、身近な街の生活者など身の回りの人々の行動観察から課題を発見し、その課題を解決するプロダ

クト／サービスを考案し、その開発に取り組む。ワークショップ形式の授業では、デザイン思考、リーンス

タートアップのメソドロジーを取り入れて行い、適切なチームビルディングと事業開発のステップを踏める

ようになることを狙う。また、その活動を通じて自分自身が「事業を興す」ために必要なビジネスの知識と

ICTのスキルが不足していることを痛感させ、個々の学生の今後の学習の意欲を高めるように促す。 

 

２．授業の目的、目標 

・異なる価値観、性格のメンバーと、ゴールに向けて協働し期待された結果を出せるようになる 

・観察、定義、解決策の考案・実装というデザイン思考の基本プロセスを理解し、実践できる 

・身近なところに潜む課題解決に必要なスキルセットをイメージし、主体的に学習する意欲を得る 

 

３．授業計画 

回数 内容 授態 担員 

１ 科目の全体像と流れの説明、グループ編成、チームビルディング   

２ 顧客観察と理解の手法、フィールドワーク   

３ 顧客課題の分析と特定（１）共感マップ   

４ 顧客課題の分析と特定（２）   

５ 課題の解決策のアイデア創出（１）バリュープロポジション・キャンバス   

６ 課題の解決策のアイデア創出（２）   

７ アイデアのプロトタイピング（実装）   

８ プロトタイプのテスト（１）フィールドワーク   

９ テスト結果の分析と再実装への反映   

10 プロトタイプのテスト（２）フィールドワーク   

11 ストーリーテリングの手法   

12 ストーリーの構想とプレゼンテーション練習   

13 中間プレゼン発表とフィードバック   

14 プレゼンテーションの再構成   

15 最終プレゼン発表とフィードバック   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・12回目までの各回のグループでの成果物提出とその内容（各回 4％、計 48％） 

・グループ内メンバーのグループワークにおけるリーダーシップの相互評価（各回 2％、計 30％） 

・中間および最終プレゼン発表におけるパフォーマンス（各 11％、計 22％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：事前に、それぞれの回で必要となる知識やフレームワークについて教科書の指定範囲を読み込み、

解説動画を視聴しておく（約 1時間） 

・復習：次回講義までにその成果物をグループ単位でまとめ、発表できるようにしてくる（約 2～3時間） 

・課題：各回ともグループワーク課題が課され、それに取り組んで成果を発表する。もしくは、前回課さ

れた課題の成果を発表したうえで、その見直しに取り組む 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回ごとに必要な資料を適宜配布する。 

 

参考文献： 

『Lean Customer Development: Building Products Your Customers Will Buy』 

Cindy Alvarez（著）、O’Reilly Media、2017  

『起業の科学 スタートアップ・サイエンス』 

田所雅之（著）、 日経 BP社、2017 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
イノベーションプロジェクトⅠ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎川上 慎市郎、久米 信行、志村 一隆、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

3～5 人のグループ単位で事業計画の策定を行い事業の立ち上げを目指す、一連の中核プログラムの一部

である。 

Ⅰでは、身近な街の生活者など身の回りの人々の行動観察から課題を発見し、その課題を解決するプロダ

クト／サービスを考案し、その開発に取り組む。ワークショップ形式の授業では、デザイン思考、リーンス

タートアップのメソドロジーを取り入れて行い、適切なチームビルディングと事業開発のステップを踏める

ようになることを狙う。また、その活動を通じて自分自身が「事業を興す」のに必要なビジネスの知識と

ICTのスキルが不足していることを痛感させ、個々の学生の今後の学習の意欲を高めるように促す。 

 

２．授業の目的、目標 

・異なる価値観、性格のメンバーと、ゴールに向けて協働し期待された結果を出せるようになる 

・観察、定義、解決策の考案・実装というデザイン思考の基本プロセスを理解し、実践できる 

・身近なところに潜む課題解決に必要なスキルセットをイメージし、主体的に学習する意欲を得る 

 

３．授業計画 

回数 内容 授態 担員 

１ 科目の全体像と流れの説明、グループ編成、チームビルディング   

２ 顧客観察と理解の手法、フィールドワーク   

３ 顧客課題の分析と特定（１）共感マップ   

４ 顧客課題の分析と特定（２）   

５ 課題の解決策のアイデア創出（１）バリュープロポジション・キャンバス   

６ 課題の解決策のアイデア創出（２）   

７ アイデアのプロトタイピング（実装）   

８ プロトタイプのテスト（１）フィールドワーク   

９ テスト結果の分析と再実装への反映   

10 プロトタイプのテスト（２）フィールドワーク   

11 ストーリーテリングの手法   

12 ストーリーの構想とプレゼンテーション練習   

13 中間プレゼン発表とフィードバック   

14 プレゼンテーションの再構成   

15 最終プレゼン発表とフィードバック   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・12回目までの各回のグループでの成果物提出とその内容（各回 4％、計 48％） 

・グループ内メンバーのグループワークにおけるリーダーシップの相互評価（各回 2％、計 30％） 

・中間および最終プレゼン発表におけるパフォーマンス（各 11％、計 22％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：事前に、それぞれの回で必要となる知識やフレームワークについて教科書の指定範囲を読み込み、

解説動画を視聴しておく（約 1時間） 

・復習：次回講義までにその成果物をグループ単位でまとめ、発表できるようにしてくる（約 2～3時間） 

・課題：各回ともグループワーク課題が課され、それに取り組んで成果を発表する。もしくは、前回課さ

れた課題の成果を発表したうえで、その見直しに取り組む 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回ごとに必要な資料を適宜配布する。 

 

参考文献： 

『Lean Customer Development: Building Products Your Customers Will Buy』 

Cindy Alvarez（著）、O’Reilly Media、2017  

『起業の科学 スタートアップ・サイエンス』 

田所雅之（著）、 日経 BP社、2017 

 

７．備考 

 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
イノベーションプロジェクトⅡ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎志村 一隆、久米 信行、川上 慎市郎、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

3～5 人のグループ単位で事業計画の策定を行い事業の立ち上げを目指す、一連の中核プログラムの一部

である。 

イノベーションプロジェクトⅡでは、Ⅰのグループからメンバーを再編成したうえで、身近な生活者の課

題を発見し、その課題の解決策となるプロダクト／サービスを簡単なソフトウェア開発スキルを用いて実際

に実装してみる（プロトタイピング）ことを通じて、解決策の実現可能性を高め、質を上げられるようにな

ることを目指す。このため、Ⅰに比べてプロトタイピングからテストにかけてのサイクルをやや長めにとり、

最終プレゼンでは単なるアイデアのみならず、実装されたプロダクト／サービスとその事業化の可能性まで

を展示・説明できるようにする。また、この活動を通じてソフトウェア技術やデータ解析のスキル習得に対

する意欲をさらに高める。 

 

２．授業の目的、目標 

・異なる価値観・性格のメンバーと、素早く打ち解けて協働できる対人スキルを身につける 

・デザイン思考の基本プロセスを正しく理解し、その仮説検証サイクルを素早く回せるようになる 

・ICT を用いた課題解決に必要なスキル（ソフトウェア開発・データ解析など）の全体像を把握し、それ

を用いたプロダクト実装と事業化した際の簡単な収益シミュレーションができるようになる 

 

３．授業計画 

回数 内容 授 担当 

１ 科目の全体像と流れの説明、グループ編成、チームビルディング   

２ 顧客観察と課題の分析・特定（１）   

３ 顧客観察と課題の分析・特定（２）   

４ 課題の解決策のアイデア創出   

５ アイデアの模式図化と UX設計   

６ アイデアのプロトタイピング（１）   

７ プロトタイプのテスト（１）フィールドワーク   

８ アイデアのプロトタイピング（２）   

９ プロトタイプのテスト（２）フィールドワーク   

10 ビジネスモデルへの落とし込み（１）UX設計と MOT   

11 ビジネスモデルへの落とし込み（２）収支シミュレーション   

12 ストーリーの構想とプレゼンテーション練習   

13 中間プレゼン発表とフィードバック   

14 プレゼンテーションの再構成   

15 最終プレゼン発表とフィードバック   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・12回目までの各回のグループでの成果物提出とその内容（各回 4％、計 48％） 

・グループ内メンバーのグループワークにおけるリーダーシップの相互評価（各回 2％、計 30％） 

・中間および最終プレゼン発表におけるパフォーマンス（各 11％、計 22％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：事前に、それぞれの回で必要となる知識やフレームワークについて教科書の指定範囲を読み込み、

解説動画を視聴しておく（約 1時間） 

・復習：次回講義までにその成果物をグループ単位でまとめ、発表できるようにしてくる（約 2～3時間） 

・課題：各回ともグループワーク課題が課され、それに取り組んで成果を発表する。もしくは、前回課さ

れた課題の成果を発表したうえで、その見直しに取り組む 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回ごとに必要な資料を適宜配布する。 

 

参考文献： 

『Lean UX 第 2版 ―アジャイルなチームによるプロダクト開発 (THE LEAN SERIES) 』 

ジェフ・ゴーセルフ(著)ジョシュ・セイデン(著)坂田一倫(監修)エリック・リース(編集)児島修(翻訳)、 

オライリージャパン、2017年 

『UX for Lean Startups: Faster, Smarter User Experience Research and Design』 

Laura Klein（著）、 O’Reilly Media、2013年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
イノベーションプロジェクトⅡ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎川上 慎市郎、久米 信行、志村 一隆、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

3～5 人のグループ単位で事業計画の策定を行い事業の立ち上げを目指す、一連の中核プログラムの一部

である。 

イノベーションプロジェクトⅡでは、Ⅰのグループからメンバーを再編成したうえで、身近な生活者の課

題を発見し、その課題の解決策となるプロダクト／サービスを簡単なソフトウェア開発スキルを用いて実際

に実装してみる（プロトタイピング）ことを通じて、解決策の実現可能性を高め、質を上げられるようにな

ることを目指す。このため、Ⅰに比べてプロトタイピングからテストにかけてのサイクルをやや長めにとり、

最終プレゼンでは単なるアイデアのみならず、実装されたプロダクト／サービスとその事業化の可能性まで

を展示・説明できるようにする。また、この活動を通じてソフトウェア技術やデータ解析のスキル習得に対

する意欲をさらに高める。 

 

２．授業の目的、目標 

・異なる価値観・性格のメンバーと、素早く打ち解けて協働できる対人スキルを身につける 

・デザイン思考の基本プロセスを正しく理解し、その仮説検証サイクルを素早く回せるようになる 

・ICT を用いた課題解決に必要なスキル（ソフトウェア開発・データ解析など）の全体像を把握し、そ

れを用いたプロダクト実装と事業化した際の簡単な収益シミュレーションができるようになる 

 

３．授業計画 

回数 内容 授 担当 

１ 科目の全体像と流れの説明、グループ編成、チームビルディング   

２ 顧客観察と課題の分析・特定（１）   

３ 顧客観察と課題の分析・特定（２）   

４ 課題の解決策のアイデア創出   

５ アイデアの模式図化と UX設計   

６ アイデアのプロトタイピング（１）   

７ プロトタイプのテスト（１）フィールドワーク   

８ アイデアのプロトタイピング（２）   

９ プロトタイプのテスト（２）フィールドワーク   

10 ビジネスモデルへの落とし込み（１）UX設計と MOT   

11 ビジネスモデルへの落とし込み（２）収支シミュレーション   

12 ストーリーの構想とプレゼンテーション練習   

13 中間プレゼン発表とフィードバック   

14 プレゼンテーションの再構成   

15 最終プレゼン発表とフィードバック   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・12回目までの各回のグループでの成果物提出とその内容（各回 4％、計 48％） 

・グループ内メンバーのグループワークにおけるリーダーシップの相互評価（各回 2％、計 30％） 

・中間および最終プレゼン発表におけるパフォーマンス（各 11％、計 22％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：事前に、それぞれの回で必要となる知識やフレームワークについて教科書の指定範囲を読み込み、

解説動画を視聴しておく（約 1時間） 

・復習：次回講義までにその成果物をグループ単位でまとめ、発表できるようにしてくる（約 2～3時間） 

・課題：各回ともグループワーク課題が課され、それに取り組んで成果を発表する。もしくは、前回課さ

れた課題の成果を発表したうえで、その見直しに取り組む 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回ごとに必要な資料を適宜配布する。 

 

参考文献： 

『Lean UX 第 2版 ―アジャイルなチームによるプロダクト開発 (THE LEAN SERIES) 』 

ジェフ・ゴーセルフ(著)ジョシュ・セイデン(著)坂田一倫(監修)エリック・リース(編集)児島修(翻訳)、 

オライリージャパン、2017年 

『UX for Lean Startups: Faster, Smarter User Experience Research and Design』 

Laura Klein（著）、 O’Reilly Media、2013年 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
イノベーションプロジェクトⅢ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎志村 一隆、久米 信行、川上 慎市郎、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

3～5 人のグループ単位で事業計画の策定を行い事業の立ち上げを目指す、一連の中核プログラムの一部

である。イノベーションプロジェクトⅢでは、デザイン思考・リーンスタートアップの技法を用いて解決す

る課題に国連の「持続可能な開発目標」（SDGs）とも関連するものをテーマとし、またその解決策を持続的

に実現させ規模的に拡大するための事業戦略まで落とし込む。そのため、課題の調査分析やアイデアの構想

だけでなく、経営戦略のフレームワークを活用した事業計画作成と、グループメンバーを「経営チーム」と

見立てた場合の組織の長期ビジョン開発も行う。最終プレゼンの場には学外から投資家も招いて、評価を受

ける。 

 

２．授業の目的、目標 

・異なる価値観、性格のメンバーと協働しながら、他者にも協力を促せる強度のある長期ビジョンをまと

められるようになる 

・デザイン思考によるプロダクト／サービス開発と事業戦略開発とを連動させながら、事業化のための仮

説検証サイクルを回せるようになる 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 科目の全体像と流れの説明、グループ編成、チームビルディング   

２ 顧客観察と課題の分析・特定（１）   

３ 顧客観察と課題の分析・特定（２）   

４ 課題の解決策のアイデア創出   

５ アイデアのプロトタイピング   

６ プロトタイプのフィールドテスト   

７ ビジネスモデルへの落とし込み・収益シミュレーション   

８ プロトタイプのブラッシュアップとテスト   

９ スケールのための事業戦略立案（１）   

10 スケールのための事業戦略立案（２）   

11 経営理念と長期ビジョンの開発   

12 ストーリーの構想とプレゼンテーション練習   

13 中間プレゼン発表とフィードバック   

14 プレゼンテーションの再構成   

15 最終プレゼン発表とフィードバック   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・12回目までの各回のグループでの成果物提出とその内容（各回 4％、計 48％） 

・グループ内メンバーのグループワークにおけるリーダーシップの相互評価（各回 2％、計 30％） 

・中間および最終プレゼン発表におけるパフォーマンス（各 11％、計 22％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：事前に、それぞれの回で必要となる知識やフレームワークについて教科書の指定範囲を読み込み、 

解説動画を視聴しておく（約 1時間） 

・復習：次回講義までにその成果物をグループ単位でまとめ、発表できるようにしてくる（約 2～3時間） 

・課題：各回ともグループワーク課題が課され、それに取り組んで成果を発表する。もしくは、前回課さ 

れた課題の成果を発表したうえで、その見直しに取り組む 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回ごとに必要な資料は配布する。 

 

参考文献： 

『リーンブランディング ―リーンスタートアップによるブランド構築 (THE LEAN SERIES)』 

ローラ・ブッシェ(著)堤孝志(監修)飯野将人(監修)エリック・リース(編集)児島修(翻訳) 

オライリージャパン、2016年 

『ゼロ・トゥ・ワン 君はゼロから何を生み出せるか』 

ピーター・ティール (著) ブレイク・マスターズ (著) 瀧本 哲史 (その他) 関 美和 (翻訳)、 

NHK出版、2014年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
イノベーションプロジェクトⅢ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎川上 慎市郎、久米 信行、志村 一隆、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

3～5 人のグループ単位で事業計画の策定を行い事業の立ち上げを目指す、一連の中核プログラムの一部

である。イノベーションプロジェクトⅢでは、デザイン思考・リーンスタートアップの技法を用いて解決す

る課題に国連の「持続可能な開発目標」（SDGs）とも関連するものをテーマとし、またその解決策を持続的

に実現させ規模的に拡大するための事業戦略まで落とし込む。そのため、課題の調査分析やアイデアの構想

だけでなく、経営戦略のフレームワークを活用した事業計画作成と、グループメンバーを「経営チーム」と

見立てた場合の組織の長期ビジョン開発も行う。最終プレゼンの場には学外から投資家も招いて、評価を受

ける。 

 

２．授業の目的、目標 

・異なる価値観、性格のメンバーと協働しながら、他者にも協力を促せる強度のある長期ビジョンをまと

められるようになる 

・デザイン思考によるプロダクト／サービス開発と事業戦略開発とを連動させながら、事業化のための仮

説検証サイクルを回せるようになる 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 科目の全体像と流れの説明、グループ編成、チームビルディング   

２ 顧客観察と課題の分析・特定（１）   

３ 顧客観察と課題の分析・特定（２）   

４ 課題の解決策のアイデア創出   

５ アイデアのプロトタイピング   

６ プロトタイプのフィールドテスト   

７ ビジネスモデルへの落とし込み・収益シミュレーション   

８ プロトタイプのブラッシュアップとテスト   

９ スケールのための事業戦略立案（１）   

10 スケールのための事業戦略立案（２）   

11 経営理念と長期ビジョンの開発   

12 ストーリーの構想とプレゼンテーション練習   

13 中間プレゼン発表とフィードバック   

14 プレゼンテーションの再構成   

15 最終プレゼン発表とフィードバック   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・12回目までの各回のグループでの成果物提出とその内容（各回 4％、計 48％） 

・グループ内メンバーのグループワークにおけるリーダーシップの相互評価（各回 2％、計 30％） 

・中間および最終プレゼン発表におけるパフォーマンス（各 11％、計 22％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：事前に、それぞれの回で必要となる知識やフレームワークについて教科書の指定範囲を読み込み、 

解説動画を視聴しておく（約 1時間） 

・復習：次回講義までにその成果物をグループ単位でまとめ、発表できるようにしてくる（約 2～3時間） 

・課題：各回ともグループワーク課題が課され、それに取り組んで成果を発表する。もしくは、前回課さ 

れた課題の成果を発表したうえで、その見直しに取り組む 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回ごとに必要な資料は配布する。 

 

参考文献： 

『リーンブランディング ―リーンスタートアップによるブランド構築 (THE LEAN SERIES)』 

ローラ・ブッシェ(著)堤孝志(監修)飯野将人(監修)エリック・リース(編集)児島修(翻訳) 

オライリージャパン、2016年 

『ゼロ・トゥ・ワン 君はゼロから何を生み出せるか』 

ピーター・ティール (著) ブレイク・マスターズ (著) 瀧本 哲史 (その他) 関 美和 (翻訳)、 

NHK出版、2014年 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
ビジネスフィールドリサーチⅠ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

年次 
前期 

配当 

年次 
2単位 

配当 

年次 
必修 

配当 

年次 
実習 

担当教員 ◎久米 信行、川上 慎市郎、各務 茂雄、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

実際の企業が直面している課題の分析とその解決策の立案実習を通じて、実務における経営学の応用力を

体得する。 

具体的には、前半の回で国内外の企業のケースを用いて「ケースを解き、クラスで議論する」というケー

ススタディの基本的な学習方法とその学習目的を理解・習得する。そのうえで、本学が連携する企業から提

示された事例に基づき、グループでその事例に対し、調査（企業訪問、現場観察、2次情報収集、インタビ

ュー等）、仮説形成、分析し、課題解決策をまとめ、企業の担当者にプレゼンテーションするための資料作

成、パフォーマンス等準備を行う。実際の企業担当者から講評を得る。 

経営戦略や財務会計を中心としたケースを主に扱い、1年次前期に履修した「マネジメント（経営学基礎）」

を実際の企業の経営に当てはめて検討した場合の経営判断における示唆を得、またそれを実際の企業の担当

者に評価されることを目指す。 

 

２．授業の目的、目標 

・プロジェクトベースドラーニング（課題解決型学習）という学習方法を正しく理解し、スピーディーに

問いと検証を回せるようになる 

・企業の戦略について、定性、定量の両方の側面から分析を深め、実現可能な施策を導ける 

・戦略や財務などの分析ツールを正しく使いこなし、その適用条件や限界についても理解する 

  

３．授業計画 

 

回数 内容 授業 当 

１ 本コースの全体像、プロジェクトベースドラーニングとは何か   

２ ケーススタディ（１）問い（イシュー）を立てる   

３ ケーススタディ（２）答えの選択肢を仮設する   

４ ケーススタディ（３）仮設を検証する理論を選び、事実を分析する   

５ ケーススタディ（４）分析を深掘りする（理論と事実の矛盾点の発見）   

６ ケーススタディ（５）分析の結果から示唆を得る   

７ 総合演習（１）   

８ 総合演習（２）   

９ リアルスタディ（１）事例の情報収集：二次情報の調査   

10 リアルスタディ（２）問いを立て、答えの選択肢を仮説する   

11 リアルスタディ（３）事例の情報収集：インタビュー   

12 リアルスタディ（４）理論に沿った事例の分析   

13 リアルスタディ（５）分析の深掘りと示唆の獲得   

14 リアルスタディ（６）中間プレゼンと全体討議   

15 リアルスタディ（７）企業の担当者へのプレゼンと講評   

４．試験および成績評価の方法と基準 

・クラス内での議論への貢献（発言）：各回 2％、計 30％ 

・グループ活動での貢献（相互評価）：9～14回の 6回で各 3％、計 18％ 

・企業担当者へのグループプレゼンの内容：52％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：ケーススタディやリアルスタディの予習のための調べ学習（約１時間） 

・復習：ケースセッションやリアルスタディ、グループ学習の振り返り（約 1時間） 

・課題：指示に基づいたケースの分析 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：随時資料を配布する。 

参考文献： 

『経営戦略言論』 

琴坂 将広 (著)、東洋経済新報社、2018年 

『コンサルを超える 問題解決と価値創造の全技法』 

名和 高司 (著)東洋経済新報社、2018年 

『イノベーションの DNA 破壊的イノベータの 5つのスキル (Harvard Business School Press)』 

クレイトン・クリステンセン(著),ジェフリー・ダイアー(著),ハル・グレガーセン(著),櫻井祐子(翻訳)、 

翔泳社、2012年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
ビジネスフィールドリサーチⅠ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

年次 
前期 

配当 

年次 
2単位 

配当 

年次 
必修 

配当 

年次 
実習 

担当教員 ◎川上 慎市郎、久米 信行、各務 茂雄、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

実際の企業が直面している課題の分析とその解決策の立案実習を通じて、実務における経営学の応用力を

体得する。 

具体的には、前半の回で国内外の企業のケースを用いて「ケースを解き、クラスで議論する」というケー

ススタディの基本的な学習方法とその学習目的を理解・習得する。そのうえで、本学が連携する企業から提

示された事例に基づき、グループでその事例に対し、調査（企業訪問、現場観察、2次情報収集、インタビ

ュー等）、仮説形成、分析し、課題解決策をまとめ、企業の担当者にプレゼンテーションするための資料作

成、パフォーマンス等準備を行う。実際の企業担当者から講評を得る。 

経営戦略や財務会計を中心としたケースを主に扱い、1年次前期に履修した「マネジメント（経営学基礎）」

を実際の企業の経営に当てはめて検討した場合の経営判断における示唆を得、またそれを実際の企業の担当

者に評価されることを目指す。 

 

２．授業の目的、目標 

・プロジェクトベースドラーニング（課題解決型学習）という学習方法を正しく理解し、スピーディーに

問いと検証を回せるようになる 

・企業の戦略について、定性、定量の両方の側面から分析を深め、実現可能な施策を導ける 

・戦略や財務などの分析ツールを正しく使いこなし、その適用条件や限界についても理解する 

  

３．授業計画 

 

回数 内容 授業 当 

１ 本コースの全体像、プロジェクトベースドラーニングとは何か   

２ ケーススタディ（１）問い（イシュー）を立てる   

３ ケーススタディ（２）答えの選択肢を仮設する   

４ ケーススタディ（３）仮設を検証する理論を選び、事実を分析する   

５ ケーススタディ（４）分析を深掘りする（理論と事実の矛盾点の発見）   

６ ケーススタディ（５）分析の結果から示唆を得る   

７ 総合演習（１）   

８ 総合演習（２）   

９ リアルスタディ（１）事例の情報収集：二次情報の調査   

10 リアルスタディ（２）問いを立て、答えの選択肢を仮説する   

11 リアルスタディ（３）事例の情報収集：インタビュー   

12 リアルスタディ（４）理論に沿った事例の分析   

13 リアルスタディ（５）分析の深掘りと示唆の獲得   

14 リアルスタディ（６）中間プレゼンと全体討議   

15 リアルスタディ（７）企業の担当者へのプレゼンと講評   

４．試験および成績評価の方法と基準 

・クラス内での議論への貢献（発言）：各回 2％、計 30％ 

・グループ活動での貢献（相互評価）：9～14回の 6回で各 3％、計 18％ 

・企業担当者へのグループプレゼンの内容：52％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：ケーススタディやリアルスタディの予習のための調べ学習（約１時間） 

・復習：ケースセッションやリアルスタディ、グループ学習の振り返り（約 1時間） 

・課題：指示に基づいたケースの分析 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：随時資料を配布する。 

参考文献： 

『経営戦略言論』 

琴坂 将広 (著)、東洋経済新報社、2018年 

『コンサルを超える 問題解決と価値創造の全技法』 

名和 高司 (著)東洋経済新報社、2018年 

『イノベーションの DNA 破壊的イノベータの 5つのスキル (Harvard Business School Press)』 

クレイトン・クリステンセン(著),ジェフリー・ダイアー(著),ハル・グレガーセン(著),櫻井祐子(翻訳)、 

翔泳社、2012年 

 

７．備考 
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情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
イノベーションプロジェクトⅣ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎志村 一隆、久米 信行、川上 慎市郎、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

3～5 人のグループ単位で事業計画の策定を行い事業の立ち上げを目指す、一連の中核プログラムの一部

である。 

イノベーションプロジェクトⅣでは、Ⅰ～Ⅲまでに身につけたデザイン思考やリーンスタートアップの技

法を踏まえながら、墨田区内の実際の企業と協働し、その企業の抱えるユニークな技術や強みを生かしたイ

ノベーションの創出に取り組む。 

Ⅰ～Ⅲまでの顧客ニーズを起点としたプロジェクトと異なり、技術シーズを起点としたイノベーションを

創出するためには、その技術の意味合いを深く理解し、そこから発想を飛躍させてプロダクトやサービスを

構想しながら、逆算してそれを解決策として求める社会的な課題の探索を行う必要がある。企業の経営者や

技術担当者も巻き込みチームビルディングを行いながら、技術分析のフレームワークを用いて技術を要素分

解し、デザイン思考の仮説検証サイクルを超高速で回すことを目指す。 

 

２．授業の目的、目標 

・企業の競争力の源泉であり、イノベーションのシーズともなる技術の意味を深く理解し、それを顧客ニ

ーズと結びつける発想の飛躍をデザイン思考の手法を用いて生み出せるようになる 

・これまでの学びを生かし、イノベーションのアイデアを実現可能な事業計画にまで落とし込んで、企業

の担当者にその意図や価値が明確に伝わるようにプレゼンできるようになる 

 

３．授業計画 

回数 内容 授業 当 

１ 科目の全体像と流れの説明、グループ編成、チームビルディング   

２ 技術シーズの分析（１）技術の意味合いを理解する   

３ 技術シーズの分析（２）技術の要素から発想を飛躍させる   

４ 顧客課題仮説の立案と検証（１）   

５ 顧客課題仮説の立案と検証（２）   

６ 技術を用いたプロダクト／サービスのプロトタイピング   

７ プロトタイプのフィールドテスト   

８ プロトタイプのブラッシュアップと再テスト   

９ ビジネスモデルへの落とし込み・収益シミュレーション   

10 スケールのための事業戦略立案（１）トラクションの獲得   

11 スケールのための事業戦略立案（２）   

12 ストーリーの構想とプレゼンテーション練習   

13 中間プレゼン発表とフィードバック   

14 プレゼンテーションの再構成   

15 最終プレゼン発表とフィードバック   

４．試験および成績評価の方法と基準 

・12回目までの各回のグループでの成果物提出とその内容（各回 4％、計 48％） 

・グループ内メンバーのグループワークにおけるリーダーシップの相互評価（各回 2％、計 30％） 

・中間および最終プレゼン発表におけるパフォーマンス（各 11％、計 22％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：事前に、それぞれの回で必要となる知識やフレームワークについて教科書の指定範囲を読み込み、

解説動画を視聴しておく（約 1時間） 

・復習：次回講義までにその成果物をグループ単位でまとめ、発表できるようにしてくる（約 2～3時間） 

・課題：各回ともグループワーク課題が課され、それに取り組んで成果を発表する。もしくは、前回課さ

れた課題の成果を発表したうえで、その見直しに取り組む 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回ごとに必要な資料を配布する。 

 

参考文献： 

『トラクション スタートアップが顧客をつかむ 19のチャネル』 

ガブリエル・ワインバーグ (著) ジャスティン・メアーズ (著), 和田 祐一郎  (翻訳) 

オライリージャパン、2015年 

 

 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
イノベーションプロジェクトⅣ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
後期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎川上 慎市郎、久米 信行、志村 一隆、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

3～5 人のグループ単位で事業計画の策定を行い事業の立ち上げを目指す、一連の中核プログラムの一部

である。 

イノベーションプロジェクトⅣでは、Ⅰ～Ⅲまでに身につけたデザイン思考やリーンスタートアップの技

法を踏まえながら、墨田区内の実際の企業と協働し、その企業の抱えるユニークな技術や強みを生かしたイ

ノベーションの創出に取り組む。 

Ⅰ～Ⅲまでの顧客ニーズを起点としたプロジェクトと異なり、技術シーズを起点としたイノベーションを

創出するためには、その技術の意味合いを深く理解し、そこから発想を飛躍させてプロダクトやサービスを

構想しながら、逆算してそれを解決策として求める社会的な課題の探索を行う必要がある。企業の経営者や

技術担当者も巻き込みチームビルディングを行いながら、技術分析のフレームワークを用いて技術を要素分

解し、デザイン思考の仮説検証サイクルを超高速で回すことを目指す。 

 

２．授業の目的、目標 

・企業の競争力の源泉であり、イノベーションのシーズともなる技術の意味を深く理解し、それを顧客ニ

ーズと結びつける発想の飛躍をデザイン思考の手法を用いて生み出せるようになる 

・これまでの学びを生かし、イノベーションのアイデアを実現可能な事業計画にまで落とし込んで、企業

の担当者にその意図や価値が明確に伝わるようにプレゼンできるようになる 

 

３．授業計画 

回数 内容 授業 当 

１ 科目の全体像と流れの説明、グループ編成、チームビルディング   

２ 技術シーズの分析（１）技術の意味合いを理解する   

３ 技術シーズの分析（２）技術の要素から発想を飛躍させる   

４ 顧客課題仮説の立案と検証（１）   

５ 顧客課題仮説の立案と検証（２）   

６ 技術を用いたプロダクト／サービスのプロトタイピング   

７ プロトタイプのフィールドテスト   

８ プロトタイプのブラッシュアップと再テスト   

９ ビジネスモデルへの落とし込み・収益シミュレーション   

10 スケールのための事業戦略立案（１）トラクションの獲得   

11 スケールのための事業戦略立案（２）   

12 ストーリーの構想とプレゼンテーション練習   

13 中間プレゼン発表とフィードバック   

14 プレゼンテーションの再構成   

15 最終プレゼン発表とフィードバック   

４．試験および成績評価の方法と基準 

・12回目までの各回のグループでの成果物提出とその内容（各回 4％、計 48％） 

・グループ内メンバーのグループワークにおけるリーダーシップの相互評価（各回 2％、計 30％） 

・中間および最終プレゼン発表におけるパフォーマンス（各 11％、計 22％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：事前に、それぞれの回で必要となる知識やフレームワークについて教科書の指定範囲を読み込み、

解説動画を視聴しておく（約 1時間） 

・復習：次回講義までにその成果物をグループ単位でまとめ、発表できるようにしてくる（約 2～3時間） 

・課題：各回ともグループワーク課題が課され、それに取り組んで成果を発表する。もしくは、前回課さ

れた課題の成果を発表したうえで、その見直しに取り組む 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回ごとに必要な資料を配布する。 

 

参考文献： 

『トラクション スタートアップが顧客をつかむ 19のチャネル』 

ガブリエル・ワインバーグ (著) ジャスティン・メアーズ (著), 和田 祐一郎  (翻訳) 

オライリージャパン、2015年 

 

 

 

７．備考 

 

 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
ビジネスフィールドリサーチⅡ 

 
職業専門科目 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
実習 

担当教員 ◎久米 信行、川上 慎市郎、各務 茂雄、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

本講座ではビジネスフィールドリサーチ Iの後半と同様、本学が連携する企業から提示された事例に基づ

いて、課題解決を提案するプロセスを実習する。 

経営戦略や財務会計に加え、オペレーションや HRM、組織行動、法務など、実際の企業経営者やマネージ

ャーが経営において日々直面する身近な課題を含むテーマを主に扱い、あわせてこれらの領域の理論やフレ

ームワークについても適宜復習を行う。実際の企業の事例に基づく分析・解決を目指し、担当者にプレゼン

して評価されることを目指す。 

 

２．授業の目的、目標 

・ケーススタディの学習について、周囲の意見も受け止めながら、より広くバランスの取れた視野から分

析を行えるようになる。 

・企業の組織や構成員の行動とその制約などについて、相手の気持ちに立って考え、企業をより良くする

ための効果的な施策を講じることができるようになる。 

 

３．授業計画 

回数 内容 授業 担当 

１ 本コースの全体像   

２ リアルスタディ（２－１）事例の情報収集、仮説構築、分析   

３ リアルスタディ（２－２）事例の情報収集（インタビュー）   

４ リアルスタディ（２－３）理論にそった分析の深堀、示唆の獲得   

５ リアルスタディ（２－４）中間プレゼンと全体討議   

６ リアルスタディ（２－５）企業の担当者へのプレゼンと講評   

７ リアルスタディ（３－１）事例の情報収集、仮説構築、分析   

８ リアルスタディ（３－２）事例の情報収集（インタビュー）   

９ リアルスタディ（３－３）理論にそった分析の深堀、示唆の獲得、中間プレゼン   

10 リアルスタディ（３－４）企業の担当者へのプレゼンと講評   

11 リアルスタディ（４－１）事例の情報収集、仮説構築、分析   

12 リアルスタディ（４－２）事例の情報収集（インタビュー）   

13 リアルスタディ（４－３）理論にそった分析の深堀、示唆の獲得、中間プレゼン   

14 リアルスタディ（４－４）企業の担当者へのプレゼンと講評   

15 最終発表   

４．試験および成績評価の方法と基準 

・クラス内での議論への貢献（発言）：2～15回の各回 1％、計 14％ 

・グループ活動での貢献（相互評価）：2～15回の 14回で各 3％、計 42％ 

・企業担当者へのグループプレゼンの内容：3回で各 14％（最終回のみ 16％）、計 44％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：リアルスタディの予習（約１時間） 

・復習：リアルスタディやグループ学習の振り返り（約 1時間） 

・課題：指示に基づいたケーススタディの分析 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：都度必要な資料を配布する 

 

参考文献： 

『経営戦略言論』 

琴坂 将広 (著)、東洋経済新報社、2018年 

『コンサルを超える 問題解決と価値創造の全技法』 

名和 高司 (著)東洋経済新報社、2018年 

『イノベーションの DNA 破壊的イノベータの 5つのスキル (Harvard Business School Press)』 

クレイトン・クリステンセン(著),ジェフリー・ダイアー(著),ハル・グレガーセン(著),櫻井祐子(翻訳)、 

翔泳社、2012年 

『HIGH OUTPUT MANAGEMENT－人を育て、成果を最大にするマネジメント』  

 アンドリュー・S・グローブ (著), ベン・ホロウィッツ (その他), 小林 薫 (翻訳)、 

日経 BP社、2017年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
ビジネスフィールドリサーチⅡ 

 
職業専門科目 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
実習 

担当教員 ◎川上 慎市郎、久米 信行、各務 茂雄、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

本講座ではビジネスフィールドリサーチ Iの後半と同様、本学が連携する企業から提示された事例に基づ

いて、課題解決を提案するプロセスを実習する。 

経営戦略や財務会計に加え、オペレーションや HRM、組織行動、法務など、実際の企業経営者やマネージ

ャーが経営において日々直面する身近な課題を含むテーマを主に扱い、あわせてこれらの領域の理論やフレ

ームワークについても適宜復習を行う。実際の企業の事例に基づく分析・解決を目指し、担当者にプレゼン

して評価されることを目指す。 

 

２．授業の目的、目標 

・ケーススタディの学習について、周囲の意見も受け止めながら、より広くバランスの取れた視野から分

析を行えるようになる。 

・企業の組織や構成員の行動とその制約などについて、相手の気持ちに立って考え、企業をより良くする

ための効果的な施策を講じることができるようになる。 

 

３．授業計画 

回数 内容 授業 担当 

１ 本コースの全体像   

２ リアルスタディ（２－１）事例の情報収集、仮説構築、分析   

３ リアルスタディ（２－２）事例の情報収集（インタビュー）   

４ リアルスタディ（２－３）理論にそった分析の深堀、示唆の獲得   

５ リアルスタディ（２－４）中間プレゼンと全体討議   

６ リアルスタディ（２－５）企業の担当者へのプレゼンと講評   

７ リアルスタディ（３－１）事例の情報収集、仮説構築、分析   

８ リアルスタディ（３－２）事例の情報収集（インタビュー）   

９ リアルスタディ（３－３）理論にそった分析の深堀、示唆の獲得、中間プレゼン   

10 リアルスタディ（３－４）企業の担当者へのプレゼンと講評   

11 リアルスタディ（４－１）事例の情報収集、仮説構築、分析   

12 リアルスタディ（４－２）事例の情報収集（インタビュー）   

13 リアルスタディ（４－３）理論にそった分析の深堀、示唆の獲得、中間プレゼン   

14 リアルスタディ（４－４）企業の担当者へのプレゼンと講評   

15 最終発表   

４．試験および成績評価の方法と基準 

・クラス内での議論への貢献（発言）：2～15回の各回 1％、計 14％ 

・グループ活動での貢献（相互評価）：2～15回の 14回で各 3％、計 42％ 

・企業担当者へのグループプレゼンの内容：3回で各 14％（最終回のみ 16％）、計 44％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：リアルスタディの予習（約１時間） 

・復習：リアルスタディやグループ学習の振り返り（約 1時間） 

・課題：指示に基づいたケーススタディの分析 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：都度必要な資料を配布する 

 

参考文献： 

『経営戦略言論』 

琴坂 将広 (著)、東洋経済新報社、2018年 

『コンサルを超える 問題解決と価値創造の全技法』 

名和 高司 (著)東洋経済新報社、2018年 

『イノベーションの DNA 破壊的イノベータの 5つのスキル (Harvard Business School Press)』 

クレイトン・クリステンセン(著),ジェフリー・ダイアー(著),ハル・グレガーセン(著),櫻井祐子(翻訳)、 

翔泳社、2012年 

『HIGH OUTPUT MANAGEMENT－人を育て、成果を最大にするマネジメント』  

 アンドリュー・S・グローブ (著), ベン・ホロウィッツ (その他), 小林 薫 (翻訳)、 

日経 BP社、2017年 

 

７．備考 

 

 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
イノベーションプロジェクトⅤ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
通期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎志村 一隆、久米 信行、川上 慎市郎、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

3～5 人のグループ単位で事業計画の策定を行い事業の立ち上げを目指す、一連の中核プログラムの一部

である。 

イノベーションプロジェクトⅤでは通年プログラムとし、1～2 年次のプログラムの中で得た気づきを元

にして、学生自身が起業や新規事業開発などのイノベーション企画を考案し、自発的にチームを編成して取

り組む。教員は各グループの企画案について適切な目標を設定するようにアドバイスし、またそのプロセス

において課題発見やプロダクト開発、学外の専門家や連携企業などパートナーの紹介、事業化に向けた資金

調達などに関し、必要に応じてメンタリングを行う。 

 

２．授業の目的、目標 

・自らの強みや弱みを踏まえて最適なチームメンバーを募り、グループを組成できる 

・グループで社会課題の解決につながるイノベーションの企画を立案し、開発・検討を進められる 

・適切なマイルストーンを設定しながらチームを率いて、設定した企画の目標を達成する 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 科目の全体像と流れの説明、グループ編成、チームビルディング   

２ 企画立案と目標・ワークロードの設定、フィードバック   

３ 各グループからの進捗報告とフィードバック（１）   

４ 各グループからの進捗報告とフィードバック（２）   

５ 各グループからの進捗報告とフィードバック（３）   

６ 各グループからの進捗報告とフィードバック（４）   

７ 各グループからの進捗報告とフィードバック（５）   

８ 中間プレゼン発表とフィードバック   

９ 各グループからの進捗報告とフィードバック（６）   

10 各グループからの進捗報告とフィードバック（７）   

11 各グループからの進捗報告とフィードバック（８）   

12 各グループからの進捗報告とフィードバック（９）   

13 各グループからの進捗報告とフィードバック（10）   

14 各グループからの進捗報告とフィードバック（11）   

15 最終プレゼン発表とフィードバック   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・2～7回目と 9～14回目の各回のグループでの成果物提出とその内容（各回 4％、計 48％） 

・グループ内メンバーのグループワークにおけるリーダーシップの相互評価（各回 2％、計 30％） 

・中間および最終プレゼン発表におけるパフォーマンス（各 11％、計 22％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：各グループで設定したマイルストーンに向けてイノベーション企画に取り組み、進捗結果をまと

めて報告できるようにする（約 2～3時間） 

・課題：グループの進捗結果を発表し、受けたフィードバックをもとに適宜見直しを行いながら企画の実

現に取り組む 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要に応じ適宜配布 

参考文献： 

『STARTUP(スタートアップ):アイデアから利益を生みだす組織マネジメント』 

ダイアナ・キャンダー (著), 牧野 洋 (翻訳)、新潮社、2017 年 

『Y コンビネーター シリコンバレー最強のスタートアップ養成スクール』 

ランダル・ストロス(著),滑川海彦(翻訳),高橋信夫(翻訳),TechCrunch Japan 翻訳チーム(翻訳)、 

日経 BP 社、2013 年 

『スタートアップ・バイブル シリコンバレー流・ベンチャー企業のつくりかた』 

アニス・ウッザマン (著)講談社、2013 年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
イノベーションプロジェクトⅤ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
通期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎川上 慎市郎、久米 信行、志村 一隆、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

3～5 人のグループ単位で事業計画の策定を行い事業の立ち上げを目指す、一連の中核プログラムの一部

である。 

イノベーションプロジェクトⅤでは通年プログラムとし、1～2 年次のプログラムの中で得た気づきを元

にして、学生自身が起業や新規事業開発などのイノベーション企画を考案し、自発的にチームを編成して取

り組む。教員は各グループの企画案について適切な目標を設定するようにアドバイスし、またそのプロセス

において課題発見やプロダクト開発、学外の専門家や連携企業などパートナーの紹介、事業化に向けた資金

調達などに関し、必要に応じてメンタリングを行う。 

 

２．授業の目的、目標 

・自らの強みや弱みを踏まえて最適なチームメンバーを募り、グループを組成できる 

・グループで社会課題の解決につながるイノベーションの企画を立案し、開発・検討を進められる 

・適切なマイルストーンを設定しながらチームを率いて、設定した企画の目標を達成する 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 科目の全体像と流れの説明、グループ編成、チームビルディング   

２ 企画立案と目標・ワークロードの設定、フィードバック   

３ 各グループからの進捗報告とフィードバック（１）   

４ 各グループからの進捗報告とフィードバック（２）   

５ 各グループからの進捗報告とフィードバック（３）   

６ 各グループからの進捗報告とフィードバック（４）   

７ 各グループからの進捗報告とフィードバック（５）   

８ 中間プレゼン発表とフィードバック   

９ 各グループからの進捗報告とフィードバック（６）   

10 各グループからの進捗報告とフィードバック（７）   

11 各グループからの進捗報告とフィードバック（８）   

12 各グループからの進捗報告とフィードバック（９）   

13 各グループからの進捗報告とフィードバック（10）   

14 各グループからの進捗報告とフィードバック（11）   

15 最終プレゼン発表とフィードバック   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・2～7回目と 9～14回目の各回のグループでの成果物提出とその内容（各回 4％、計 48％） 

・グループ内メンバーのグループワークにおけるリーダーシップの相互評価（各回 2％、計 30％） 

・中間および最終プレゼン発表におけるパフォーマンス（各 11％、計 22％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：各グループで設定したマイルストーンに向けてイノベーション企画に取り組み、進捗結果をまと

めて報告できるようにする（約 2～3時間） 

・課題：グループの進捗結果を発表し、受けたフィードバックをもとに適宜見直しを行いながら企画の実

現に取り組む 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要に応じ適宜配布 

参考文献： 

『STARTUP(スタートアップ):アイデアから利益を生みだす組織マネジメント』 

ダイアナ・キャンダー (著), 牧野 洋 (翻訳)、新潮社、2017 年 

『Y コンビネーター シリコンバレー最強のスタートアップ養成スクール』 

ランダル・ストロス(著),滑川海彦(翻訳),高橋信夫(翻訳),TechCrunch Japan 翻訳チーム(翻訳)、 

日経 BP 社、2013 年 

『スタートアップ・バイブル シリコンバレー流・ベンチャー企業のつくりかた』 

アニス・ウッザマン (著)講談社、2013 年 

 

７．備考 

 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 インターンシップⅠ 職業専門科目 

配当 

年次 
3 年次 

配当 

学期 
前期 単位数 12単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
実習 

担当教員 ◎富澤 豊、山内 正人、久米 信行、井澤 哲也、加藤 直人 共同担当 

１．授業概要 

インターンシップⅠでは、企業活動の場での課題発見、解決を通して、主にシステム開発を行うために必

要とされる専門的知識及び技術の統合を図り、イノベーション人材として具備すべき知識及び技能を修得さ

せる。具体的には、インターンシップ先で担う業務の意義や役割を理解したうえで、システム開発の作業の

一工程を担う。担当する業務についての計画を立てるとともに、実際の状況に応じながら、指導者のフィー

ドバックのもと、業務の完了を目指す。一連の実務を通じ、システム開発の実務の理解、必要なスキルや能

力を養う。 

２．授業の目的、目標 

・与えられた業務がどのような意義を持つのかを理解し、効率的・効果的な方法で業務を完了することを目

標として作業を進めることができる。 

・課題解決や目標の達成に向けた計画を立て、実際の状況に応じた計画修正の必要に自ら気づき、指導者の 

承認を受けて修正・変更しながら最後まで実行できる。 

・チームメンバーとしてシステム開発の作業の一工程として、示された設計書の通りに実装することができ 

る。 

３．授業計画 

回数 内容  員 

3 日 
 
 

事前指導 1日目 
動機付け（実施目的・内容・計画などの理解）   

動機付け（職業観に関するガイダンス）   

目標設定（成果目標の設定・確認、行動計画の策定）   

実践スキル（社会人マナー：挨拶・服装・電話やメールのマナー等）   

事前指導 2日目 
実践スキル（論理的思考・プレゼンテーション技法）   

実践スキル（実践に必要な専門知識の復習）   

その他の準備（インターンシップノートの説明、作成）   

その他の準備（受け入れ企業の事前調査の実施）   

事前指導 3日目 
その他の準備（受け入れ企業からの事前課題への取り組み）   

40 日 インターンシップ実践（６月～８月末のうち 8週、週 5日） 
 
 

  

 初日 インターンシップⅠ オリエンテーション 

企業の沿革、組織説明、就業規則、実習・研修の体制などの説

明と、研修内容についてのオリエンテーションを実施する。ま

た、自分自身の将来の目標について実習先指導者とすり合わせ

る。 

  

 1 週目 ① 実習生自らが業務の流れを見聞きし、理解したうえで、実習先

企業の取り扱う製品やサービス、ビジネスの企画、開発、生産

などの付随した業務内容を補助するための計画を行い実習期間

中の各自の目標設定を行い、実習指導者のフィードバックを得

る。 

② システム開発者の仕事の様子(プロジェクト型業務)を見学する。 

③ システム開発を行う上での責任範囲、役割を理解し、手順に沿
ってシステム開発を行うことの重要性を聴く。 

  

 ～3 週目 ① システム開発チームメンバーとして開発作業の補助業務を行

う。 

② 実習期間２週間を振り返り、補助業務内容の反省および、必要
とされる知識、技術の不足部分、問題点と、実習日誌の実習指
導者からのフィードバックを基に自己分析を行う。また、実習
先から与えられたテーマを課題として、企画立案、計画準備な
ど、課題毎に取り組む。 

  

 ～5 週目 ① システム開発の作業の一工程を、示された設計書の通りに実装

する課題に取り組む。 

② 実習先から与えられた各自の課題に対しての進捗状況を適宜、
実習指導者のチェックを受け、企画、計画など内容に修正がな
いか確認を行いながら業務を遂行する。週末までに、修正内容
の改善計画を確認し、実習指導者のアドバイスを受け、次のス
テップに移行する。 

  

 ～7 週目 ① 引き続き、与えられた課題を基に業務を遂行する。適宜、実習
指導者のチェックを受け、企画、計画など内容に修正がないか
確認を行う。週末までに、修正内容の改善計画を確認し、実習
指導者のアドバイスを受け、最終プレゼンテーションに備えて
ブラッシュアップを行う。 

  

 ～8 週目 ① 完成した成果物についてのプレゼンテーションならびに実習目

標に伴う報告を行う。 

② 実習先企業に協力を得て、できる限り多くのスタッフから評価
を得ることを目指す。その評価を基に、得られた改善点につい
て実習日誌にまとめ、成果物とともに実習指導者に提出し報告
を行う。 

  

2日 
 

事後指導 1日目 
成果確認 （目的や成長目標に到達したかの確認）   

言語化と意味づけ（インターンシップ後の意識と行動の変化を確認）   

評価確認 （自己評価・他者評価による再認識）   

今後の行動計画の作成 
（大学での学びに繋がる目標設定と行動計画の作成） 

  

事後指導 2日目 
インターンシップ報告会（自らの体験を発表する）   

４．試験および成績評価の方法と基準 

事前課題 10％、インターンシップ中の評価 60％ 

事後課題（インターンシップノート、インターンシップ報告書、報告会でのプレゼンテーション等）30％ 

で総合評価する。 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

インターンシップ先の企業研究、レポート作成等 

図書館などでシステム開発・保守等に関連する文献を調べ、視野を広げること。 
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６．教科書／参考文献 

配布資料による。 

７．備考 

ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 インターンシップⅠ 職業専門科目 

配当 

年次 
３年次 

配当 

学期 
前期 単位数 

１２単

位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
実習 

担当教員 ◎富澤 豊、山内 正人、久米 信行、井澤 哲也、加藤 直人 共同担当 

１．授業概要 

インターンシップⅠでは、企業活動の場での課題発見、解決を通して、主にシステム開発・保守を行うた

めに必要とされる専門的知識及び技術の統合を図り、プロデューサーやイノベーション人材として具備すべ

き知識及び技能を修得させる。 

２．授業の目的、目標 

・システム開発スキルの獲得 

大学で学習してきたシステム開発技術を使い、開発プロジェクトの一員として実業務に従事する。 

・システム保守スキルの獲得 

実際の現場での保守・運用業務を通して、現場の責任者の指導の下にて就業体験を行う。 

 

(インターンシップⅠの具体的内容と計画) 

以下の実務を通して、指導者に指導・助言を受けながら業務を遂行する。 

・システム開発を行う上でのチームワーク(コミュニケーション)、情報伝達をスムーズに行う。 

・システム開発に関するスケジュール管理、システム企画、技術開発実務を行う。 

・技術チームメンバとしてシステム開発の作業の一工程として、示された設計書の通りに実装する。 

・システム開発を行う上での責任範囲、役割を理解し、手順に沿ってシステム開発を行う。 

・システムの計画、設計、開発、テストおよび運用。 

・設計書の見方・書き方を確認し、プログラミング言語で実装する。 

・システムを導入するネットワーク環境設計やセキュリティ対策。 

３．授業計画 

回数 内容  員 

3 日 
 
 

事前指導 1日目 
動機付け（実施目的・内容・計画などの理解）   

動機付け（職業観に関するガイダンス）   

目標設定（成果目標の設定・確認、行動計画の策定）   

実践スキル 
（社会人マナー：挨拶・服装・電話やメールのマナー等） 

  

事前指導 2日目 
実践スキル（論理的思考・プレゼンテーション技法）   

実践スキル（実践に必要な専門知識の復習）   

その他の準備（インターンシップノートの説明、作成）   

その他の準備（受け入れ企業の事前調査の実施）   

事前指導 3日目 

その他の準備（受け入れ企業からの事前課題への取り組み）   

40日  
インターンシップ実践（６月～８月末のうち 8週、週 5日）   

2日 
 

事後指導 1日目 
成果確認 （目的や成長目標に到達したかの確認）   

言語化と意味づけ 
（インターンシップ後の意識と行動の変化を確認） 

  

評価確認 （自己評価・他者評価による再認識）   

今後の行動計画の作成 
（大学での学びに繋がる目標設定と行動計画の作成） 

  

事後指導 2日目 
インターンシップ報告会（自らの体験を発表する）   

４．試験および成績評価の方法と基準 

事前課題１０％ 

インターンシップ中の評価６０％ 

事後課題（インターンシップノート、インターンシップ報告書、報告会でのプレゼンテーション等）３０％ 

で総合評価する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

インターンシップ先の企業研究、レポート作成等 

図書館などでシステム開発・保守等に関連する文献を調べ、視野を広げること。 

６．教科書／参考文献 

配布資料による。 

 

７．備考 
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情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
インターンシップⅡ 

職業専門科目 

 

配当 

年次 
3 年次 

配当 

学期 
後期 単位数 12単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
実習 

担当教員 ◎富澤 豊、山内 正人、久米 信行、井澤 哲也、加藤 直人 共同担当 

１．授業概要 

インターンシップⅡでは、インターンシップⅠを踏まえ、実践活動の場において、情報通信技術を活用し

た課題発見、解決を行い、主にビジネスの観点からマーケティングや企画提案・実装するために必要とされ

る専門的知識及び技術の統合を図り、企画や起業につながる知識や技能を修得させる。 

具体的には、指示された業務について、アンケートやインタビューなどの調査・分析を通じ、これまで習

得した知識や技能を実践する。また、与えられた業務を推進するための調整や提案を行う。一連の業務を通

じ実際の企業活動の中での実務の理解、必要なスキルや能力を養う。 

 

２．授業の目的、目標 

・自分のやるべき業務を的確に判断し、効率的な方法を考え、率先して創意工夫をしながら取り組むことが  

できる。 

・異なる考え方の人たちと意見を交わして調整し、互いに納得できる結論を導き、状況に応じて自分の役割 

を適切に変えながら協力して業務を遂行することができる。 

・企業や事業を取り巻く状況について調査統計、アンケートやインタビューといった情報を適切に収集・分

析し、それらを分かりやすく整理し、ビジネス上の的確な示唆を提示できる。 

・情報通信技術も活用し、事業の課題を解決する方策と実行計画、それによって生じるデメリットとその対

処策などもあわせてプレゼンし、指導者の納得と助言を得ることができる。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

2 日 
 
 

事前指導 1日目 動機付け（実施目的・内容・計画などの理解）   

動機付け（職業観に関するガイダンス）   

目標設定（成果目標の設定・確認、行動計画の策定）   

実践スキル（専門的に必要な専門知識の復習）   

事前指導 2日目 実践スキル（専門的に必要な専門知識の復習）   

その他の準備（インターンシップノートの説明、作成）   

その他の準備（受け入れ企業の事前調査の実施）   

その他の準備（受け入れ企業からの事前課題への取り組み）   

40 日 インターンシップ実践（10月～11月末のうち 8週、週 5日）   

初日 インターンシップⅡ オリエンテーション 

① 必要に応じ、企業の沿革、組織説明、就業規則、実習・研修の

体制などの説明と、研修内容についてのオリエンテーションを

実施する。また、自分自身の将来の目標について実習先指導者

とすり合わせる。 

② インターンシップⅠで発見した自分自身の課題等について実習
先指導者とすり合わせる。 

  

 1 週目 ① 実習生自らが業務の流れを見聞きし、理解したうえで、実習先   

企業の取り扱う製品やサービス、ビジネスの企画、開発、生産

などの付随した業務内容を補助するための計画を行い実習期間

中の各自の目標設定を行い、実習指導者のフィードバックを得

る。 

② 実習先で行われる実際の会議やミーティングに参加させてもら

う。 

③ マーケティング業務経験者や企画職経験者の仕事の様子(プロジ
ェクト型業務)を見学する。 

 ～3 週目 ① 営業、マーケティング業務、企画業務の補助業務を行う。 

実習期間２週間を振り返り、補助業務内容の反省および、必要
とされる知識、技術の不足部分、問題点と、実習日誌の実習指
導者からのフィードバックを基に自己分析を行う。また、実習
先から与えられたテーマを課題として、企画立案、計画準備な
ど、課題毎に取り組む。 

  

 ～5 週目 ① 企業や事業を取り巻く状況について調査統計、アンケートやイ

ンタビューといった情報を適切に収集・分析し、それらを分か

りやすく整理する課題に取り組む。 

② 実習先から与えられた各自の課題に対しての進捗状況を適宜、
実習指導者のチェックを受け、企画、計画など内容に修正がな
いか確認を行いながら業務を遂行する。週末までに、修正内容
の改善計画を確認し、実習指導者のアドバイスを受け、次のス
テップに移行する。 

  

 ～7 週目 ① 前回の課題、インターンシップⅠを踏まえ、情報通信技術も活

用し、事業の課題を解決する方策と実行計画、それによって生

じるデメリットとその対処策などもあわせてプレゼンテーショ

ンする課題に取り組む。 

② 課題に対し、実習指導者のチェックを受け、企画、計画など内
容に修正がないか確認を行う。週末までに、修正内容の改善計
画を確認し、実習指導者のアドバイスを受け、最終プレゼンテ
ーションに備えてブラッシュアップを行う。 

  

 ～8 週目 ① 完成した成果物についてのプレゼンテーションならびに実習目

標に伴う報告を行う。 

② 実習先企業に協力を得て、できる限り多くのスタッフから評価
を得ることを目指す。その評価を基に、得られた改善点につい
て実習日誌にまとめ、成果物とともに実習指導者に提出し報告
を行う。 

  

3日 
 

事後指導 1日目 成果確認 （目的や成長目標に到達したかの確認）   

言語化と意味づけ（インターンシップ後の意識と行動の変化を確認）   

評価確認 （自己評価・他者評価による再認識）   

今後の行動計画の作成 
（大学での学びに繋がる目標設定と行動計画の作成） 

  

事後指導 2日目 インターンシップ報告会（自らの体験を発表する）   

事後指導 3日目 インターンシップ報告会（インターンシップⅠ・Ⅱのまとめ）   

４．試験および成績評価の方法と基準 

事前課題１０％ 

インターンシップ中の評価６０％ 

事後課題（インターンシップノート、インターンシップ報告書、報告会でのプレゼンテーション等）３０％ 

で総合評価する。 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 
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インターンシップ先の企業研究、レポート作成等 

図書館などでシステム開発・保守等に関連する文献を調べ、視野を広げること。 

６．教科書／参考文献 

配布資料による。 

７．備考 

 

ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
インターンシップⅡ 

職業専門科目 

 

配当 

年次 
３年次 

配当 

学期 
後期 単位数 

１２単

位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
実習 

担当教員 ◎富澤 豊、山内 正人、久米 信行、井澤 哲也、加藤 直人 共同担当 

１．授業概要 

インターンシップⅡでは、インターンシップⅠを踏まえ実践活動の場での課題発見、解決を通して、主に

ビジネスにおける新規提案・実装するために必要とされる専門的知識及び技術の統合を図り、プロデューサ

ーやイノベーション人材として具備すべき知識及び技能を修得させる。 

２．授業の目的、目標 

・ビジネススキルの獲得 

大学で学習してきたビジネススキルをもとに、実習先の既存ビジネスの推進(営業・マネジメン 

ト)や改善に従事する。業務を通じ、ICTを用いてビジネスを発展させるために必要なスキル、経験を積む。 

・ICTを活用した新規提案、企画力の獲得 

大学でのイノベーションプロジェクトの経験や知識をもとに、実習先にあった新規事業や 

ビジネスの提案を行う。ICTとビジネスを融合し、インターンシップ先のリソースを活用しながら価値を最

大化する方法を提案する。 

 

(インターンシップⅡの具体的な内容と計画) 

以下の実務を通して、指導者に指導・助言を受けながら業務を遂行する。 

・マーケットリサーチ、マーケティング業務 

・新規プロダクトの企画提案 

・各種プロダクトの営業活動 

・既存システム・コンテンツのユーザーヒアリングやフィードバックを通じた改善提案力 

・実際のプロジェクトの一員としてサービスやシステムの仕様検討から実装できる技能 

・新規/既存サービスへの機能追加や UIUXの検討 

３．授業計画 

回数 内容   

２日 
 
 

事前指導 1日目 
動機付け（実施目的・内容・計画などの理解）   

動機付け（職業観に関するガイダンス）   

目標設定（成果目標の設定・確認、行動計画の策定）   

実践スキル（専門的に必要な専門知識の復習）   

事前指導 2日目 
実践スキル（専門的に必要な専門知識の復習）   

その他の準備（インターンシップノートの説明、作成）   

その他の準備（受け入れ企業の事前調査の実施）   

その他の準備（受け入れ企業からの事前課題への取り組み）   

40日  
インターンシップ実践（10月～11月末のうち 8週、週 5日）   

３日 
 

事後指導 1日目 
成果確認 （目的や成長目標に到達したかの確認）   

言語化と意味づけ 
（インターンシップ後の意識と行動の変化を確認） 

  

評価確認 （自己評価・他者評価による再認識）   

今後の行動計画の作成 
（大学での学びに繋がる目標設定と行動計画の作成） 

  

事後指導 2日目 
インターンシップ報告会（自らの体験を発表する）   

事後指導 3日目 
インターンシップ報告会（インターンシップⅠ・Ⅱのまとめ）   

４．試験および成績評価の方法と基準 

事前課題１０％ 

インターンシップ中の評価６０％ 

事後課題（インターンシップノート、インターンシップ報告書、報告会でのプレゼンテーション等）３０％ 

で総合評価する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

インターンシップ先の企業研究、レポート作成等 

図書館などでシステム開発・保守等に関連する文献を調べ、視野を広げること。 

６．教科書／参考文献 

配布資料による。 

 

７．備考 
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情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
イノベーションプロジェクトⅥ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
4年次 

配当 

学期 
通期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎志村 一隆、久米 信行、川上 慎市郎、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

3～5 人のグループ単位で事業計画の策定を行い事業の立ち上げを目指す、一連の中核プログラムの一部

である。 

イノベーションプロジェクトⅥでは 1～3 年までのイノベーションプロジェクトでの取り組みの経験を生

かし、自ら新しいイノベーションを企画して事業化に取り組むグループ、2～3 年で関わりを持った外部の

企業・団体との連携プロジェクトをさらに発展させるグループなどに分かれ、本学のイノベーションプロジ

ェクトを発展させ、社会的成果に結びつけるための活動を行う。またあわせて、それらのプロセスを通じて

学び・発見したことを個々人としてレポートにまとめ、4年間の学習の総仕上げとする。 

 

２．授業の目的、目標 

・自らの強みや弱みを踏まえて取り組むべきことを決め、協力して取り組むことのできるチームメンバー

を集めてグループを組成し、適切な目標、マイルストーンを設定してプロジェクトを遂行できる 

・プロジェクトにおける自分自身の行動や成果を振り返り、学びや気づきを体系化してレポートにまとめ

る 

 

３．授業計画 

回数 内容 授業 担当 

１ 科目の全体像と流れの説明、グループ編成、チームビルディング   

２ 企画立案と目標・ワークロードの設定、フィードバック   

３ 各グループからの進捗報告とフィードバック（１）   

４ 各グループからの進捗報告とフィードバック（２）   

５ 各グループからの進捗報告とフィードバック（３）   

６ 各グループからの進捗報告とフィードバック（４）   

７ 各グループからの進捗報告とフィードバック（５）   

８ グループのプレゼン発表とフィードバック   

９ 個人レポートの企画検討と進捗報告、フィードバック（１）   

10 個人レポートの企画検討と進捗報告、フィードバック（２）   

11 個人レポートの企画検討と進捗報告、フィードバック（３）   

12 個人レポートの企画検討と進捗報告、フィードバック（４）   

13 個人レポートの企画検討と進捗報告、フィードバック（５）   

14 個人レポートのプレゼン発表とフィードバック（１）   

15 個人レポートのプレゼン発表とフィードバック（２）   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・7回目までの各回のグループでの成果物提出とその内容（各回 4％、計 28％） 

・グループプレゼン発表におけるパフォーマンス（20％） 

・1～8 回目のグループ内メンバーのグループワークにおけるリーダーシップの相互評価（各回 2％、計

16％） 

・個人レポートとそのプレゼン発表の評価（36％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：各グループで設定したマイルストーンに向けてイノベーション企画に取り組み、進捗結果をまと

めて報告できるようにする（約 2～3時間） 

・課題：前期は、グループの進捗結果を発表し、受けたフィードバックをもとに適宜見直しを行いながら

プロジェクトの完遂に取り組む。後期は、個人のレポートを企画し、それについて必要な調査や分析を行う 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要に応じ適宜配布 

参考文献： 

『STARTUP(スタートアップ):アイデアから利益を生みだす組織マネジメント』 

ダイアナ・キャンダー (著), 牧野 洋 (翻訳)、新潮社、2017 年 

『Y コンビネーター シリコンバレー最強のスタートアップ養成スクール』 

ランダル・ストロス(著),滑川海彦(翻訳),高橋信夫(翻訳),TechCrunch Japan 翻訳チーム(翻訳)、 

日経 BP 社、2013 年 

『スタートアップ・バイブル シリコンバレー流・ベンチャー企業のつくりかた』 

アニス・ウッザマン (著)講談社、2013 年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
イノベーションプロジェクトⅥ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
4年次 

配当 

学期 
通期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎川上 慎市郎、久米 信行、志村 一隆、乘浜 誠二、松村 太郎 共同担当 

１．授業概要 

3～5 人のグループ単位で事業計画の策定を行い事業の立ち上げを目指す、一連の中核プログラムの一部

である。 

イノベーションプロジェクトⅥでは 1～3 年までのイノベーションプロジェクトでの取り組みの経験を生

かし、自ら新しいイノベーションを企画して事業化に取り組むグループ、2～3 年で関わりを持った外部の

企業・団体との連携プロジェクトをさらに発展させるグループなどに分かれ、本学のイノベーションプロジ

ェクトを発展させ、社会的成果に結びつけるための活動を行う。またあわせて、それらのプロセスを通じて

学び・発見したことを個々人としてレポートにまとめ、4年間の学習の総仕上げとする。 

 

２．授業の目的、目標 

・自らの強みや弱みを踏まえて取り組むべきことを決め、協力して取り組むことのできるチームメンバー

を集めてグループを組成し、適切な目標、マイルストーンを設定してプロジェクトを遂行できる 

・プロジェクトにおける自分自身の行動や成果を振り返り、学びや気づきを体系化してレポートにまとめ

る 

 

３．授業計画 

回数 内容 授業 担当 

１ 科目の全体像と流れの説明、グループ編成、チームビルディング   

２ 企画立案と目標・ワークロードの設定、フィードバック   

３ 各グループからの進捗報告とフィードバック（１）   

４ 各グループからの進捗報告とフィードバック（２）   

５ 各グループからの進捗報告とフィードバック（３）   

６ 各グループからの進捗報告とフィードバック（４）   

７ 各グループからの進捗報告とフィードバック（５）   

８ グループのプレゼン発表とフィードバック   

９ 個人レポートの企画検討と進捗報告、フィードバック（１）   

10 個人レポートの企画検討と進捗報告、フィードバック（２）   

11 個人レポートの企画検討と進捗報告、フィードバック（３）   

12 個人レポートの企画検討と進捗報告、フィードバック（４）   

13 個人レポートの企画検討と進捗報告、フィードバック（５）   

14 個人レポートのプレゼン発表とフィードバック（１）   

15 個人レポートのプレゼン発表とフィードバック（２）   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・7回目までの各回のグループでの成果物提出とその内容（各回 4％、計 28％） 

・グループプレゼン発表におけるパフォーマンス（20％） 

・1～8 回目のグループ内メンバーのグループワークにおけるリーダーシップの相互評価（各回 2％、計

16％） 

・個人レポートとそのプレゼン発表の評価（36％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：各グループで設定したマイルストーンに向けてイノベーション企画に取り組み、進捗結果をまと

めて報告できるようにする（約 2～3時間） 

・課題：前期は、グループの進捗結果を発表し、受けたフィードバックをもとに適宜見直しを行いながら

プロジェクトの完遂に取り組む。後期は、個人のレポートを企画し、それについて必要な調査や分析を行う 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要に応じ適宜配布 

参考文献： 

『STARTUP(スタートアップ):アイデアから利益を生みだす組織マネジメント』 

ダイアナ・キャンダー (著), 牧野 洋 (翻訳)、新潮社、2017 年 

『Y コンビネーター シリコンバレー最強のスタートアップ養成スクール』 

ランダル・ストロス(著),滑川海彦(翻訳),高橋信夫(翻訳),TechCrunch Japan 翻訳チーム(翻訳)、 

日経 BP 社、2013 年 

『スタートアップ・バイブル シリコンバレー流・ベンチャー企業のつくりかた』 

アニス・ウッザマン (著)講談社、2013 年 

 

７．備考 

 

 

 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
コンピュータとソフトウェア基礎 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 堀田 耕一郎 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

コンピュータがどのような仕組みで動作するのか、基本的な考え方について利用シーンを意識しな

がら学ぶ。まず、コンピュータシステムの利用シーンの変遷について学ぶ。次に、伝統的なコンピュ

ータを題材に、ハードウェア、ソフトウェアの両面から動作の仕組みを学ぶ。これには、コンピュー

タの命令構成、データの表現、メモリと計算の仕組みを含む。さらに、ネットワーク化されたコンピ

ュータの活用事例とそれに伴う問題点の事例を通じて，コンピュータシステムの将来像を考える基礎

とする。最後に実際の製品ソフトウェア開発の手順を照会することで、ここまでに学んだ内容を実務

と関連付ける。 

２．授業の目的、目標 

コンピュータがどのように機能しているのか，その動作原理と各機能の利用方法について，ソフト

ウェアの動作を通じて理解する。これにより、コンピューティングリテラシーを身に着ける。 

 

３．授業計画 

回数 内容 
授業
形態 担当 

１ 情報技術の利用シーン 「情報」の活用と表現   

２ コンピュータシステムの構成要素   

３ ユーザーインターフェース   

４ コンピュータのハードウェア（１）コンピュータの命令   

５ コンピュータのハードウェア（２）メモリとレジスタ   

６ コンピュータのソフトウェア（１）基本的なソフトウェアの種類   

７ コンピュータのソフトウェア（２）データの内部表現   

８ コンピュータネットワーク（１）インターネット   

９ コンピュータネットワーク（２）クラウドコンピューティング   

10 コンピュータの応用（１）音楽や動画の配信   

11 コンピュータの応用（２）電話とネットワーク   

12 ICT社会での問題点（１）コンピュータのトラブルによる社会問題   

13 ICT社会での問題点（２）コンピュータのセキュリティ問題   

14 ソフトウェア工学（商用ソフトウェア開発の実態）（１）ソフトウェアの設計   

15 ソフトウェア工学（商用ソフトウェア開発の実態）（２）ソフトウェアの評価   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業への貢献度（質問、発言など）20% 

各回の課題の提出状況とその内容の評価  50％ 

期末の成果物とその評価 30％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

講義毎に復習中心の簡単な課題を提示するので、次の講義までに回答を用意すること。その内容を、

次の講義内での議論のきっかけとする。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要な資料を適宜配布する 

 

参考文献： 

『コンピュータはなぜ動くのか～知っておきたいハードウエア＆ソフトウエアの基礎知識～』 

矢沢久雄（著）、日経ソフトウエア、日経 BP社、2003 年 

『プログラムはなぜ動くのか 第２版 知っておきたいプログラムの基礎知識』 

矢沢久雄（著）、日経ソフトウエア、日経 BP社、2007 年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
コンピュータとソフトウェア基礎 

基礎科目 
 

配当 

年次 
１年次 

配当 

学期 
前期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 堀田 耕一郎 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

コンピュータがどのような仕組みで動作するのか、基本的な考え方について利用シーンを意識しながら学

ぶ。まず、コンピュータシステムの利用シーンの変遷について学ぶ。次に、伝統的なコンピュータを題材に、

ハードウェア動作の仕組みについて、コンピュータの命令構成、データの表現、メモリと計算の仕組みを学

ぶ。さらに、ソフトウェアの観点からアルゴリズムとプログラミングの概念を学んだ上で、実際に簡単なプ

ログラムを作成し、プログラムテストを実施する。さらに、現在のコンピュータの発展の基本構造となって

いるネットワーク社会について事例を学ぶ。最後に実際の製品ソフトウェア開発の手順を照会することで、

ここまでに学んだ内容を実務と関連付ける。 

 

２．授業の目的、目標 

コンピュータがどのように機能しているのか，その動作原理と各機能の利用方法について，ソフトウェア

の動作を通じて理解する。簡単なプログラムを自作しテストできることを目標とする。 

 

３．授業計画 

回数 内容 態 担当 

１ 情報技術の利用シーン 「情報」の活用と表現   

２ コンピュータシステムの構成要素   

３ ユーザーインターフェース   

４ コンピュータの動作（１）コンピュータの命令   

５ コンピュータの動作（２）メモリとレジスタ   

６ コンピュータの動作（３）データの内部表現と計算   

７ 数値計算と誤差   

８ プログラミング基礎（１）アルゴリズム   

９ プログラミング基礎（２）プログラム言語 I   

10 プログラミング基礎（３）プログラム言語 II   

11 プログラミング基礎（４）プログラムのテスト   

12 コンピュータネットワーク（１）インターネット   

13 コンピュータネットワーク（２）クラウドコンピューティング   

14 コンピュータネットワーク（３）セキュリティ   

15 ソフトウェア工学（商用ソフトウェア開発の実態）   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業への貢献度（質問、発言など）20% 

各回の課題の提出状況とその内容の評価  50％ 

期末の成果物とその評価 30％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

講義毎に復習中心の簡単な課題を提示するので、次の講義までに回答を用意すること。その内容を、次の

講義内での議論のきっかけとする。（各回 60分程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要な資料を適宜配布する 

 

参考文献： 

『コンピュータはなぜ動くのか～知っておきたいハードウエア＆ソフトウエアの基礎知識～』 

矢沢久雄（著）日経ソフトウエア （著）、日経 BP社、2003年 

『プログラムはなぜ動くのか 第２版 知っておきたいプログラムの基礎知識』 

矢沢久雄（著）、日経ソフトウエア、2007年 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
データ構造と処理法 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 片桐 雅二  

１．授業概要 

プログラムを作成する上で基本となるデータ構造と処理の基本的な流れ（アルゴリズム）について学

習する。内容を解説するとともに、学修する項目毎に課題を設定し、実習形式で実際にデータ処理を行

いながら学修する。選択するデータ構造と処理方法によって、同じ結果を得るための所要時間等が異な

ることを体験的に修得する。 

はじめに、文字列アルゴリズムおよび整列アルゴリズムを具体例として取り上げ、同一のタスクであ

ってもアルゴリズムによって性能等に違いが生じる事を実習により確認し、アルゴリズムの重要性を学

ぶ。その後、基本的なデータ構造（キュー、スタック、木構造など）およびその操作方法（挿入、削除

など）について説明し、その特性を実習により確認する。さらにはネットワーク制御など実際の課題で

も用いられる最短経路問題および最小全域木問題を取り上げ、それに対するアルゴリズムについて学ぶ。 

 

２．授業の目的、目標 

基本的なデータ構造に対して、その基礎的な操作方法（挿入、削除、探索、整列など）とともにその

特性を理解し、説明できるようになる。 

所望の課題に応じた適切なデータ構造および処理方法を検討する際に、必要に応じて自らより深く調

べる手がかりとして、得た知識を課題解決に活用できるようになる。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ アルゴリズムとは   

２ 文字列アルゴリズム（１）文字列の走査、素朴な方法、KMP 法   

３ 文字列アルゴリズム（２）パターン照合テーブル   

４ 整列アルゴリズム（１）整列問題、選択ソート、挿入ソート   

５ 整列アルゴリズム（２）分割統治法、クイックソート、マージソート   

６ 整列アルゴリズム（３）基数ソート   

７ 基本データ構造とその操作（１）データ構造の重要性、キュー、スタック   

８ 基本データ構造とその操作（２）二分探索木、平衡木、ヒープ   

９ 基本データ構造とその操作（３）素集合データ構造   

10 最短経路アルゴリズム（１）最短経路問題、グラフの表現方法   

11 最短経路アルゴリズム（２）ダイクストラ法   

12 最短経路アルゴリズム（３）ベルマン−フォード法   

13 最小全域木アルゴリズム（１）最小全域木問題、最良優先探索法   

14 最小全域木アルゴリズム（２）クラスカル法   

15 アルゴリズムとは   

４．試験および成績評価の方法と基準 

単元ごとのレポートの内容（75%）、定期試験の結果（15%）、受講態度等（10%）により総合評価する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

特に復習によって自分なりに内容を消化することが大切である（30-60分／回） 

単元ごとにレポート課題を設定する（60-120分×5回） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：『アルゴリズムとデータ構造』 

藤田 聡(著)，グラフィック情報工学ライブラリ，数理工学社，2013 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
データ構造と処理法 

基礎科目 
 

配当 

年次 
１年次 

配当 

学期 
前期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 片桐 雅二  

１．授業概要 

プログラムを作成する上で基本となるデータ構造と処理の基本的な流れ（アルゴリズム）について学習す

る。内容を解説するとともに、学修する項目毎に課題を設定し、実習形式で実際にデータ処理を行いながら

学修する。選択するデータ構造と処理方法によって、同じ結果を得るための所要時間等が異なることを体験

的に修得する。 

はじめに、文字列アルゴリズムおよび整列アルゴリズムを具体例として取り上げ、同一のタスクであって

もアルゴリズムによって性能等に違いが生じる事を実習により確認し、アルゴリズムの重要性を学ぶ。その

後、基本的なデータ構造（キュー、スタック、木構造など）およびその操作方法（挿入、削除など）につい

て説明し、その特性を実習により確認する。さらにはネットワーク制御など実際の課題でも用いられる最短

経路問題および最小全域木問題を取り上げ、それに対するアルゴリズムについて学ぶ。 

 

２．授業の目的、目標 

基本的なデータ構造に対して、その基礎的な操作方法（挿入、削除、探索、整列など）とともにその特性

を理解し、説明できるようになる。 

所望の課題に応じた適切なデータ構造および処理方法を検討する際に、必要に応じて自らより深く調べる

手がかりとして、得た知識を課題解決に活用できるようになる。 

 

３．授業計画 

回数 
内容 

 
  

１ アルゴリズムとは   

２ 文字列アルゴリズム（１）文字列の走査、素朴な方法、KMP法   

３ 文字列アルゴリズム（２）パターン照合テーブル   

４ 整列アルゴリズム（１）整列問題、選択ソート、挿入ソート   

５ 整列アルゴリズム（２）分割統治法、クイックソート、マージソート   

６ 整列アルゴリズム（３）基数ソート   

７ 基本データ構造とその操作（１）データ構造の重要性、キュー、スタック   

８ 基本データ構造とその操作（２）二分探索木、平衡木、ヒープ   

９ 基本データ構造とその操作（３）素集合データ構造   

10 最短経路アルゴリズム（１）最短経路問題、グラフの表現方法   

11 最短経路アルゴリズム（２）ダイクストラ法   

12 最短経路アルゴリズム（３）ベルマン−フォード法   

13 最小全域木アルゴリズム（１）最小全域木問題、最良優先探索法   

14 最小全域木アルゴリズム（２）クラスカル法   

15 最小全域木アルゴリズム（３）プリム法   

４．試験および成績評価の方法と基準 

単元ごとのレポートの内容（75%）、定期試験の結果（15%）、受講態度等（10%）により総合評価する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

特に復習によって自分なりに内容を消化することが大切である（30-60分／回） 

単元ごとにレポート課題を設定する（60-120分×5回） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：『アルゴリズムとデータ構造』 

藤田 聡(著)，グラフィック情報工学ライブラリ，数理工学社，2013 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
オペレーティングシステム 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 井澤 哲也  

１．授業概要 

情報システムの形成に必要なオペレーティングシステムの役割，基本的概念および実現方式を理解する。 

実際に PCを利用し、CUIでの操作を修得する。基本的な概念を説明した後、実機演習を通じて操作を学ぶ。

具体的にはコマンドを用いた操作、OS 操作や管理、簡単なプログラムを用いたプロセスの自動化などを演

習形式で行う。オペレーティングシステムの技術や知識の習得を通じて、コンピュー タシステムの動作原

理に対する理解を深める。 

２．授業の目的、目標 

OS の構成要素とそれぞれの役割について説明できるようになる。 

コマンドラインによる OSの操作、スクリプトによるテストの編集、OSの操作を行えるようになる。 

OS のユーザー管理、ソフトウェアインストール、資源管理など基本的な管理・設定を行えるようになる。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ PCの準備（起動・停止）と基本操作   

２ オペレーティングシステムの機能と構成要素   

3 コマンドによるファイル、ディレクトリの操作(1) ディレクトリ、ファイルの作成   

４ コマンドによるファイル、ディレクトリの操作(2) ディレクトリ、ファイルの管理   

５ テキストエディタの利用   

６ OSによるプログラム実行の管理 プロセスの表示、一時停止、停止   

７ スクリプトによる操作の基礎(1) シェルスクリプト   

８ スクリプトによる操作の基礎(2) テキストデータの高度な編集(sed/awk)   

９ スクリプトによる操作の基礎(3) その他のスクリプト言語(perl, ruby)   

10 ネットワークの管理   

11 ユーザー管理と権限管理 ユーザーの追加と権限の管理   

12 ログ管理 OSおよびソフトウェアのログの参照方法と管理   

13 ソフトウェアのインストールと設定   

14 その他の OSの基本操作   

15 仮想環境の構成   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

各回の課題の提出状況と、その内容を評価する。（70％） 

加えて、授業中への参加度・貢献度（質問、発言など）を評価する。（30%） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習として、事前に示す参考文献・Webサイトを参照して、各分野で使われる基本的な用語・概念を知っ

ておくこと。 

各回ごとに課題を提示する。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

『入門者の Linux』 

奈佐原 顕郎（著）、講談社、2016年 

＊上記のほか、適宜プリントを配布する。 

 

参考文献： 

『macOSコマンド入門』西村 めぐみ（著）新居 雅行 （監修）、技術評論社、2017年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
オペレーティングシステム 

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 井澤 哲也  

１．授業概要 

情報システムの形成に必要なオペレーティングシステムの役割，基本的概念および実現方式を理解する。 

実際に PCを利用し、CUIでの操作を修得する。基本的な概念を説明した後、実機演習を通じて操作を学ぶ。

具体的にはコマンドを用いた操作、OS 操作や管理、簡単なプログラムを用いたプロセスの自動化などを演

習形式で行う。オペレーティングシステムの技術や知識の習得を通じて、コンピュー タシステムの動作原

理に対する理解を深める。 

２．授業の目的、目標 

OS の構成要素とそれぞれの役割について説明できるようになる。 

コマンドラインによる OSの操作、スクリプトによるテストの編集、OSの操作を行えるようになる。 

OS のユーザー管理、ソフトウェアインストール、資源管理など基本的な管理・設定を行えるようになる。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ PCの準備（起動・停止）と基本操作   

２ オペレーティングシステムの機能と構成要素   

3 コマンドによるファイル、ディレクトリの操作(1) ディレクトリ、ファイルの作成   

４ コマンドによるファイル、ディレクトリの操作(2) ディレクトリ、ファイルの管理   

５ テキストエディタの利用   

６ OSによるプログラム実行の管理 プロセスの表示、一時停止、停止   

７ スクリプトによる操作(1) シェルスクリプト   

８ スクリプトによる操作(2) テキストデータの高度な編集(sed/awk)   

９ スクリプトによる操作(3) その他のスクリプト言語(perl, ruby)   

10 ネットワークの管理   

11 ユーザー管理と権限管理 ユーザーの追加と権限の管理   

12 ログ管理 OSおよびソフトウェアのログの参照方法と管理   

13 ソフトウェアのインストールと設定   

14 その他の OSの基本操作   

15 仮想環境の構成   

４．試験および成績評価の方法と基準 

各回の課題の提出状況と、その内容を評価する。（70％） 

加えて、授業中への参加度・貢献度（質問、発言など）を評価する。（30%） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習として、事前に示す参考文献・Webサイトを参照して、各分野で使われる基本的な用語・概念を知っ

ておくこと。 

各回ごとに課題を提示する。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

『入門者の Linux』 

奈佐原 顕郎（著）、講談社、2016年 

＊上記のほか、適宜プリントを配布する。 

 

参考文献： 

『macOSコマンド入門』西村 めぐみ（著）新居 雅行 （監修）、技術評論社、2017年 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
コンピュータアーキテクチャ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 堀田 耕一郎 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

コンピュータハードウェアのコンポーネントの構造と振る舞い、およびプログラムが動作するために、コ

ンポーネントがどのように相互作用するかを学ぶ。システムの安定動作、プログラムの正確な動作を担保す

るための方式に重点を置く。また、主要コンポーネントである CPU内の命令セットアーキテクチャについて、

汎用コンピュータの事例を学んだ後、スーパーコンピュータがどのように高速実行を行うかについて深く検

討する。ソフトウェアの動作と関連させながら学ぶことによって、プログラムを高速化させる方法を理解す

ることができる。 

 

２．授業の目的、目標 

コンピュータがどのように機能しているのか、各機能の動作原理と複数の機能の連携について、理解する。

コンピュータアーキテクチャを評価できるレベルを目指す。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ コンピュータの概念設計   

２ 論理設計の基礎   

３ コンピュータの性能決定要因   

４ CPU:ハードウェアでの演算の仕組み   

５ CPU:データの表現と算術論理演算   

６ CPU:命令セットアーキテクチャ（1）   

７ CPU:命令セットアーキテクチャ（2）   

８ CPU:データバスとその制御   

９ メモリアーキテクチャ（1）：仮想記憶とデータの階層性   

10 メモリアーキテクチャ（2）：キャッシュメモリの仕組み   

11 入出力装置   

12 性能：パイプライン処理と性能向上   

13 性能：性能評価とプログラムチューニングの技法   

14 マルチプロセッサの構成   

15 並列システム   

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業への貢献度（質問、発言など）30% 

各回の課題の提出状況とその内容の評価  20％ 

期末の成果物とその評価 50％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

講義毎に復習中心の簡単な課題を提示するので、次の講義までに回答を用意すること。その内容を、次の

講義内での議論のきっかけとする。（各回 60分程度） 

 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要な資料を適宜配布する。 

 

参考文献： 

『コンピュータアーキテクチャ (電子情報通信レクチャーシリーズ)』 

坂井 修一（著）電子情報通信学会（編集）電子通信学会（編集）、コロナ社、2014年 

『コンピュータの構成と設計 第 5版』 

ジョン・L. ヘネシー（著）デイビッド・A.パターソン（著）成田光彰（翻訳）、日経ＢＰ社、2014年 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



旧 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
コンピュータアーキテクチャ 

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 堀田 耕一郎 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

コンピュータハードウェアのコンポーネントの構造と振る舞い、およびプログラムが動作するために、コ

ンポーネントがどのように相互作用するかを学ぶ。システムの安定動作、プログラムの正確な動作を担保す

るための方式に重点を置く。また、主要コンポーネントである CPU内の命令セットアーキテクチャについて、

汎用コンピュータの事例を学んだ後、スーパーコンピュータがどのように高速実行を行うかについて深く検

討する。ソフトウェアの動作と関連させながら学ぶことによって、プログラムを高速化させる方法を理解す

ることができる。 

 

２．授業の目的、目標 

コンピュータがどのように機能しているのか、各機能の動作原理と複数の機能の連携について、理解する。

コンピュータアーキテクチャを評価できるレベルを目指す。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ コンピュータの概念設計   

２ 論理設計の基礎   

３ コンピュータの性能決定要因   

４ CPU:ハードウェアでの演算の仕組み   

５ CPU:データの表現と算術論理演算   

６ CPU:命令セットアーキテクチャ（1）   

７ CPU:命令セットアーキテクチャ（2）   

８ CPU:データバスとその制御   

９ メモリアーキテクチャ（1）：仮想記憶とデータの階層性   

10 メモリアーキテクチャ（2）：キャッシュメモリの仕組み   

11 入出力装置   

12 性能：パイプライン処理と性能向上   

13 性能：性能評価とプログラムチューニングの技法   

14 マルチプロセッサの構成   

15 並列システム   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業への貢献度（質問、発言など）30% 

各回の課題の提出状況とその内容の評価  20％ 

期末の成果物とその評価 50％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

講義毎に復習中心の簡単な課題を提示するので、次の講義までに回答を用意すること。その内容を、次の

講義内での議論のきっかけとする。（各回 60分程度） 

 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要な資料を適宜配布する。 

 

参考文献： 

『コンピュータアーキテクチャ (電子情報通信レクチャーシリーズ)』 

坂井 修一（著）電子情報通信学会（編集）電子通信学会（編集）、コロナ社、2014年 

『コンピュータの構成と設計 第 5版』 

ジョン・L. ヘネシー（著）デイビッド・A.パターソン（著）成田光彰（翻訳）、日経ＢＰ社、2014年 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
モバイルサービス概論 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 磯 俊樹 
 

１．授業概要 

ICT とは，“Information Communications Technology”の略で，情報通信技術全般を指すものであり、人

と人だけなく、“人”と“モノ”をつなげる（コミュニケーションする）様々なサービスに関与している。

本講義では、社会生活で情報をやり取りする際に不可欠なツールとなった“ケータイ”に着目し、人とモノ

をつなげているモバイルサービスを実現するために使われている ICTのコア技術を俯瞰する。そして、サー

ビスシステムを実現するために、これらのコア技術がなぜ使われているのかを“アプリケーションの利用環

境条件”や“サービス提供上の制約条件”の観点から技術を考察することで、各技術の特性の違いを定性的

に理解する。  

２．授業の目的、目標 

人とモノをつなげる“現実世界から情報を獲得する”系サービス、人と人をつなげる“自らの状態を知る”

系サービス，クラウド上の“集合知利用系サービス”，さらには “モバイル端末の入出力インタフェース” 

に関する ICTの主な技術の特徴や用途が平易な表現で説明できることを目指す。そして、“ユーザの視点”、

“サービス提供者の視点”、“技術者の視点”をバランスよく持ってサービス企画立案できる“技術のソム

リエになること”を究極の目標とする。 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 

「モバイルサービスの変遷」 

ケータイを中心に進歩してきたモバイルサービスの動向を、社会的な役割や行動心理学

の観点で分析する。 

  

２ 

「“外界から情報を獲得する系サービス”を実現する ICT（１）」 

ケータイ搭載カメラから情報が得られる二次元コード（QRコードや Visualtag） 

読取技術の概要を学ぶ。 

  

３ 
「“外界から情報を獲得する系サービス”を実現する ICT（２）」 

景観画像から情報を獲得する特定画像認識の概要を学ぶ。 
  

４ 
「“外界から情報を獲得する系サービス”を実現する ICT（３）」 

モーションセンサとカメラを用いたモバイル AR技術の概要を学ぶ。 
  

５ 

「中間演習（１）」 

“外界から情報を獲得する系サービス”を実現する ICTの特徴を、サービス適用 

条件や制約条件等の観点からまとめる。 

  

６ 

「“自分の状態を知る系サービス”を実現する ICT（１）」 

ケータイの携行方法にロバストなモーションセンサを用いた歩行状態認識の概要を学

ぶ。 

  

７ 
「“自分の状態を知る系サービス”を実現する ICT（２）」 

把持センサを用いたケータイ利用中の個人認証の概要を学ぶ。 
  

８ 
「“自分の状態を知る系サービス”を実現する ICT（３）」 

生体情報センサを用いたヘルスケア技術の概要を学ぶ。 
  

９ 

「中間演習（２）」 

“自分の状態を知る系サービス”を実現する ICTの特徴を、サービス適用条件や 

制約条件等の観点からまとめる。 

  

10 

「“集合知利用系サービス”を実現する ICT（１）」 

ケータイの位置情報に基づいて人流れを公共利用する“モバイル空間統計サービ 

ス”での技術の概要を学ぶ。 

  

11 
「“集合知利用系サービス”を実現する ICT（２）」 

Webサイトのレコメンドシステムで利用されている協調フィルタリング等の概要を 
  

学ぶ。 

12 

「“集合知利用系サービス”を実現する ICT（３）」 

しゃべってコンシェルサービスで利用されている音声認識や知識処理に関する技術 

を学ぶ。 

  

13 

「中間演習（３）」 

“集合知利用系サービス”を実現する ICTの特徴を、サービス適用条件や制約条件 

等の観点からまとめる。 

  

14 
「“モバイル端末の入出力インタフェース”で利用される ICT」 

インテリジェントグラス等のウエアラブルデバイスの技術を学ぶ。 
  

15 

「将来あるべきモバイルサービスやケータイの姿」 

今後のモバイルサービスに求められるものが何で、それを実現するために必要な 

ICTは何かを議論する。 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

試験：50％ 

中間演習（2回）：40％ 

レポート提出（適時）：10％ 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習：各単元の実例をインターネットや文献等で 1つ以上調べてスライドにまとめる 

復習：各単元で学んだ内容についてインターネットや文献等で２つ以上調べてスライドにまとめる。 

（各回 1時間程度） 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

必要により，授業時にプリントを配布，または参考資料を適宜指⽰する． 

 

参考文献： 

『iPhone のすごい中⾝』 

柏尾 南壮 (著) 、⽇本実業出版社、2010 年 

『ジャイロセンサ技術』 

多摩川精機株式会社 （編集）、東京電機⼤学出版局、2011 年 

『わかりやすいＧＰＳ測量』 

小白井 亮一（著)、オーム社、2010 年 

『カオス時系列解析の基礎と応⽤』 

池口 徹（著）小室 元政（著）山田 泰司 （著） 合原 一幸 （編集）、産業図書、2000 年 

『データ解析のための統計モデリング⼊⾨』 

久保拓弥（著）、岩波書店、2012年 

『統計数理は隠された未来をあらわにする－ベイジアンモデリングによる実世界イノベーション』 

樋口知之(著)照井伸彦(著)井元清哉(著)北川源四郎(著)石井信 (著)東京電機⼤学出版局、2007 年 

『デジカメの画像処理』 

蚊野浩(監修)映像情報メディア学会(編集)、オーム社、2011 年 

『フリーソフトでつくる⾳声認識システム』 

上野俊行(著)、森北出版、2018年 

７．備考 
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新設のため該当なし  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
情報系数学応用 A 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 落合 慶広  

１．授業概要 

本科目では微分方程式や最適化法を中心として、各産業分野で利用される代表的な手法の原理や特

徴を理解すると共に、これらの手法を実世界の問題に活用する力を習得することを目標とする。微分

方程式は、自然現象や物理現象を特徴付けをして記述することができ、これを解くことにより、これ

らの現象の解析や将来の挙動を予測が可能となる。このため数値計算と合わせて、より多くの実世界

の課題が解けるように講義する。また、最適化法は、製品設計、流通計画から高度な画像・音声認識

処理に至るまで多くの分野で活用されることから、これらの導入にもなるよう講義する。本科目を通

じ、これらの手法の原理や特徴を理解すると共に、実世界の課題を解く力を養う。 

２．授業の目的、目標 

・微分方程式や最適化等の基礎知識を習得し、説明できる。 

・上記知識を用い、課題の捉え方や定式化、その課題に適した解法の選択方法や適用方法など、得た

知識をもとに課題解決に活用できる。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
微分方程式（１） 
 微分方程式の概要、特徴による基本的な分類、解の分類など 

  

２ 
微分方程式（２） 
変数分離形、斉次方程式などの概要、解き方、使い方 

  

３ 
微分方程式（３） 
１階線形微分方程式の考え方、解き方、使い方 

  

４ 
微分方程式（４） 
２階線形微分方程式の考え方、解き方、使い方 

  

５ 
微分方程式（５） 
実世界の問題でよく知られている微分方程式、活用事例 

  

６ 
微分方程式の数値解法（１） 
いくつかの微分方程式を事例とし、より多くの問題が解けるようになる考え方や 
解き方、使い方を知る（差分法、テイラー法など） 

  

７ 
微分方程式の数値解法（２） 
いくつかの微分方程式を事例とし、より多くの問題が解けるようになる考え方や 
解き方、使い方（オイラー法、Runge-Kutta法など） 

  

８ 
最適化法（１） 
最適化の基本的な考え方、様々な手法の特徴や違い 

  

９ 
最適化法（２） 
線形計画法の基本的な考え方、代表的な手法の特徴や違い 

  

10 
最適化法（３） 
非線形計画法の基本的な考え方、代表的な手法の特徴や違い 

  

11 
最適化法（４） 
収束の早い非線形計画法の代表的な手法と説き方の違い 

  

12 
最適化法（５） 
これまで学んできた最適化法のＡＩにおける学習法との関連など 

  

13 
最適化法（６） 
実世界の課題をもとにした多目的最適化法やパレート効率性の考え方、使い方 

  

14 
最適化法（７） 
大域的最適化法や遺伝的アルゴリズムの考え方や計算方法と産業応用 

  

15 
まとめ 
工業製品における形状・機能設計、物流配送計画等、活用事例やその方法 

  

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

各授業において出題する理解度確認課題（６０％） 

考察レポート（４０％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習：講義資料は事前に掲示、指示するので、事前に読んでおくこと。 

 復習：レポート課題ではツールを用いて解く課題もありこうしたツールについては、授業の中で 

周知する。 

（各回 20～30分程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：毎回、必要な資料を配布する。 

 

参考文献： 

『すぐわかる微分方程式』 

石村 園子 (著)、東京図書、2017年 

『これなら分かる最適化数学―基礎原理から計算手法まで』 

金谷健一(著)、共立出版、2005年 

７．備考 
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新設のため該当なし  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
データサイエンス 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 ◎磯 俊樹、Adrian David Cheok 
 

１．授業概要 

データサイエンスとは、ビックデータの背後に隠れている意味のある情報を抽出する手法を指すも

のであり、画像データやセンサデータ（時系列データ）を対象としたパターン認識やデータマイニン

グの分野で幅広く利用されている。 

本講義では、一般的な数値データや画像データならびに時系列データ（音声データやセンサデータ）

を例として取り上げ、それぞれのデータの特徴を理解するとともに、分析や活用の方法を理解する。

これにより“実応用の場面で使いこなす観点”からデータ解析手法を学修する。実際のサービス応用

事例の中で何の目的のためにどのように適用されているかという観点から各技術の特徴を理解する。 

また、簡単な実例をプログラミング（MATLAB）等でサンプルに基づき実習することで、各技術の概

要や特徴を体感しながら理解を深める。 

２．授業の目的、目標 

実応用の分野で用いられている代表的なデータサイエンスに関する手法を用途に応じて適材適所で

見極められることを究極の目標とし、各手法の特徴や用途が平易な表現で説明できることを目指す。 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
データサイエンスとは 
事例をもとに、データから情報を獲得するまでの処理過程を大局的に理解する 

  

２ 
数値データの観察 
数値データをさまざまな観点から観察し、データの特徴を理解する 

  

３ 
数値データの分析 
定性的、定量的な観点での様々な分析手法を学ぶ 

  

４ 
中間演習（１） 
これまでの振り返りと MATLABを用いたデータ分析 

  

５ 
画像データの観察する 
ノイズ除去などの前処理手法の理解、画像データの性質の観察 

  

６ 
画像データからの特徴の抽出 
様々な局所特徴量を用いた BOFによりを事例とした画像の特徴の表現事例 

  

７ 
画像データの識別（１） 
実応用の分野で用いられている識別手法について学ぶ 

  

８ 
画像データの識別（２） 
Deep Learningを用いたパターン認識手法について学ぶ． 

  

９ 
中間演習（２） 
これまでの振り返りと MATLABを用いた画像解析・認識 

  

10 
時系列データを整える 
ノイズ除去やデータ補間などのデータの前処理手法 

  

11 
時系列データの観察 
様々な観点からの時系列データの性質の観察 

  

12 
時系列データの特徴の抽出 
音声データを事例とした時系列データの特徴の抽出事例 

  

13 
時系列データの予測 
状態空間モデルを中心に時系列データ予測方法について理解する 

  

14 
中間演習（３） 
これまでの振り返りと MATLABを用いた時系列データ分析 

  

15 
データサイエンスのまとめ 
対象データや用途に応じた各手法の特徴の整理、使い分け 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

試験：50％ 

中間演習（3回）：40％ 

レポート提出（適時）：10％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習：各単元の実例をインターネットや文献等で 1つ以上調べ、スライドにまとめる 

復習：各単元で学んだ内容についてインターネットや文献等で２つ以上調べ、スライドにまとめる。 

（各回 1時間程度） 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

必要により，授業時にプリントを配布，または参考資料を適宜指⽰する． 

 

参考文献： 

『統計学入門 (基礎統計学Ⅰ)』 

東京大学教養学部統計学教室(編集)、東京大学出版会、1991 年 

『見えないものをさぐる―それがベイズ: ツールによる実践ベイズ統計』 

藤田一弥(著)、フォワードネットワーク(監修)、オーム社、2015年 

『詳解 ディープラーニング』 

巣籠 悠輔(著)、マイナビ出版、2017 年 

『ディジタル画像処理』 

画像情報教育振興協会(著)、画像情報教育振興協会、2015 年 

『臨床医学のためのウェーブレット解析』 

石川 康宏（著）、医学出版、2000 年 

『基礎からわかる時系列分析』 

萩原淳一郎(著)、瓜生真也(著)、牧山幸史(著)、石田基広(監修)、技術評論社、2018 年 

『フリーソフトでつくる音声認識システム パターン認識・機械学習の初歩から対話システムまで』 

荒木雅弘 (著)、森北出版、2017年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
データサイエンス 

基礎科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 ◎磯 俊樹、Adrian David Cheok 

同 

◎科共同担当目責

任者 

１．授業概要 

データサイエンスとは，ビッグデータの背後に隠れている意味のある情報を抽出する手法を指すものであ

り，画像データやセンサデータ（時系列データ）を対象としたパターン認識やデータマイニングの分野で幅

広く利用されている． 

本講義では，一般的な数値データや画像データ，ならびに時系列データ（音声データやセンサデータ）を

例として取り上げ，“実応用の場面で使いこなす観点”からデータ解析手法を学修する．すなわち，実際の

サービス応用事例中で何の目的のためにどのように適用されているかという観点から各技術の特徴を理解

する． 

また，簡単な実例をプログラミング（MATLAB）等で実習することで，各技術の概要や特徴を体感しながら

理解を深める． 

 

２．授業の目的、目標 

実応用の分野で用いられている代表的なデータサイエンスに関する手法を用途に応じて適材適所で見極

められることを究極の目標とし，各手法の特徴や用途が平易な表現で説明できることを目指す． 

 

３．授業計画 

回数 内容 授 当 

１ 
「データサイエンスとは？」：データから情報を獲得するまでの処理過程を，様々応用例
から大局的に理解する．また，データサイエンスで用いられる処理の大きな流れを理解す
る． 

  

２ 
「数値データを観察する！」：数値データを対象として，ヒストグラム分布や主成分分析
などを用いて種々の観点からデータの特徴が観察できることを学ぶ． 

  

３ 
「数値データを分析する！」：クラスター分析や自己組織化マップなどを用いて定性的な
観点や定量的な観点で分析できることを学ぶ． 

  

４ 
「中間演習（１）」：これまでの授業内容の理解を深めるために，数値データを使ったパ
ターン認識アルゴリズムを MATLBで構築し，動作させることを実践する 

  

５ 
「画像データを観察する！」：ノイズ除去を施した上で，フーリエ解析やウェーブレット
解析などを用いて種々の観点から画像データの性質が観察できることを学ぶ． 

  

６ 
「画像データから特徴を抽出する！」：様々な局所特徴量を用いた BOFにより，画像の特
徴が表現できることを学ぶ． 

  

７ 
「画像データを識別する！」：SVMや adaBoostなど実応用の分野で用いられている識別手
法について学ぶ 

  

８ 
「画像データから一気に識別する！」：Deep Learningを用いたパターン認識手法につい
て学ぶ． 

  

９ 
「中間演習（２）」：これまでの授業内容の理解を深めるために，画像データを使ったパ
ターン認識アルゴリズムを MATLBで構築し，動作させることを実践する． 

  

10 
「時系列データを整える！」：ノイズ除去やデータ補間を中心としたデータの前処理につ
いて学ぶ 

  

11 
「時系列データを観察する！」：フーリエ解析やウェーブレット解析などを用いて種々の
観点から時系列データの性質が観察できることを学ぶ． 

  

12 
「時系列データから特徴を抽出する！」：音声データを例に取って，時系列データの特徴
抽出方法について学ぶ． 

  

13 
「時系列データを予測する！」：状態空間モデルを中心に時系列データ予測方法について
学ぶ． 

  

14 
「中間演習（３）」：これまでの授業内容の理解を深めるために，時系列データを使った
パターン認識アルゴリズムを MATLBで構築し，動作させることを実践する． 

  

15 
「データサイエンスのまとめ」：対象データや用途に応じて各手法の特徴を整理すること
で，各手法の使い分けを理解する． 

  

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

最終試験：50％ 

中間演習（3回）：40％ 

レポート提出（適時）：10％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習（事前学習）：（1時間程度 

各単元の実例をインターネットや文献等で 1つ調べて，それぞれをスライド１枚にまとめる．） 

復習（事後学修）：（1時間程度） 

各単元で学んだ各手法についてインターネットや文献等で２つ調べて，スライド２枚にまとめる．  

 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

必要により，授業時にプリントを配布，または参考資料を適宜指⽰する． 

 

参考文献： 

『詳解 ディープラーニング』 

巣籠悠輔(著)、マイナビ出版、2017年 

『コンピュータビジョン 最先端ガイド１〜７』 

倉爪亮(著)石川博(著)加藤丈和(著)佐藤淳(著)三田雄志(著)八木康史(編集)斎藤英雄(編集)、 

アドコム・メディア、2008年 

『ディジタル画像処理』 

画像情報教育振興協会(著)、画像情報教育振興協会、2015年 

 

７．備考 
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情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
情報系数学応用 B 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 片桐 雅二  

１．授業概要 

本科目では、数理論理学や計算理論を中心に、関連する議論も含め、ICT技術を支える中核的な理論

の基礎を広く学習する。各理論／概念については具体的な応用先の例もあわせて学ぶことで、理解を

より深いものとする。ソフトウェアを形式的に特徴づけたり解析するためには、計算や論理に関する

知識が不可欠である。 

具体的には、集合・論理・関係・写像・代数系・数え上げ・グラフ理論についてその入門的な内容

（用語・定義・記法、基本的概念・原理、応用先の例など）を順次学ぶことで、論理的、数理的に課

題解決へのアプローチができるようになることを目指す。 

 

２．授業の目的、目標 

・数理論理学や計算理論等の基礎知識を習得し、説明できるようになる。 

・上記知識を用い、実際の課題についてソフトウェアを用いて解決する際に、必要に応じて自らより

深く調べる手がかりとして、得た知識を課題解決に活用できるようになる。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
集合（１） 
集合の基礎知識として、集合の定義、集合の数学的表現方法、 

いろいろな集合とその性質、集合に対する基本的演算 
  

２ 
集合（２） 
集合の基礎知識（ベン図、包除原理、応用）、実課題での応用事例 

  

３ 
論理（１） 
論理学の基礎知識となる、命題の定義、論理演算、条件付き命題など 

  

４ 
論理（２） 
推論、必要条件と十分条件、応用と、実課題での応用事例 

  

５ 
関係（１） 
関係の定義と表現方法（関係グラフ、隣接行列、有向グラフなど） 

  

６ 
関係（２） 
関係の上で定義できる基本的な性質（反射的・対称的・反対称的・推移的など）と 
実課題での応用事例 

  

７ 
写像（１） 
単射・全射・全単射、合成、鳩の巣原理など基礎知識 

  

８ 
写像（２） 
置換、集合の濃度、写像による集合の表現方法と、実課題での応用事例 

  

９ 
代数系（１） 
代数系の基礎知識（二項演算および代数系の定義など） 

  

10 
代数系（２） 
代数系の構造、準同型写像と同型写像などの考え方 

  

11 
計算の複雑さ・数え上げ 
 様々な事例に基づく数え上げの原理、順列および二項係数など 

  

12 
順序集合から束へ（１） 
半順序関係の定義や考え方、ハッセ図の描画方法 

  

13 
順序集合から束へ（２） 
最大元・最小元、極大元・極小元、上界と上限・下界と下限、束、分配束と可補束
など 

  

14 
グラフ理論（１） 
グラフ理論の基礎的知識、数学的定義、表現方法 

  

15 
グラフ理論（２） 
グラフの応用事例（オイラーグラフ、ハミルトン閉路、平面グラフなど） 

  

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

最終試験の結果（80%） 

受講態度（授業への参加度・貢献度）等（20%）により総合評価する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

授業範囲について講義開始までに教科書で予習を行うこと。 

また、授業内で出された事例・例題を用いて、復習によって自分なりに内容を消化すること。 

（30-60分／回） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

『応用事例とイラストでわかる離散数学」 

延原 肇（著）、共立出版、2015年 

参考文献： 

 必要に応じ適宜紹介する。 

 

７．備考 
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新設のため該当なし  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
情報系数学応用 C 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 片桐 雅二 
 

１．授業概要 

本科目では、離散数学や情報理論を中心に、関連する議論も含め、ICT技術を支える中核的な理論の

基礎を広く学習する。前半では、離散数学の中の一分野である代数学およびグラフ理論について取り

上げ、公開鍵暗号やネットワーク解析などの実課題に適用されている手法の原理を学ぶ。後半は情報

理論の基礎として、情報量・符号理論などの基礎的内容を理解するとともに、その理論が実際に適用

されている事例について学ぶ。授業全体として、例題とその解説によって理解を深めるとともに、各

種の課題を ICT／情報システムにより解決する場合に求められる数理的考え方や応用力を修練する。 

なお、本科目の履修に当たっては、「数学基礎 C」および「情報系数学応用 B」を履修していること

が望ましい。 

 

２．授業の目的、目標 

・離散数学および情報理論の基本知識を習得し、説明できるようになる。 

・離散数学や情報理論を中心に数学的発想と論理的思考について学び、実際の課題解決を検討する 

ための能力を獲得する。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
代数学の基礎（１） 
合同式の基本的な考え方、数学的な定義。 
数学的な証明の例（ユークリッドの互除法） 

  

２ 
代数学の基礎（２） 
有限体の基本的な考え方、数学的定義、フェルマーの小定理 

  

３ 
代数学の基礎（３） 
RSA公開鍵暗号の仕組みを代数学の考え方から理解する 

  

４ 
グラフ（１） 
グラフ構造の基本的性質、パス、連結性の基本的な定理、手法の基礎 

  

５ 
グラフ（２） 
グラフ理論の難しさ（計算複雑性）への理解、代表的な手法の概要 

  

６ 
グラフ（３） 
グラフ彩色問題を事例に、代表的な問題設定とそれに対する代表的な手法の概要 

  

７ 
グラフ（４） 
複雑ネットワークに関する構造の解析と有用性 
（中心性、スケールフリー性、スモールワールド性、PageRank） 

  

８ 
情報理論（１） 
情報理論の概要、確率の基礎的な知識の復習 

  

９ 
情報理論（２） 
エントロピーの意味、計算方法 

  

10 
情報理論（３） 
ダイバージェンスの意味、２つの確率分布間のダイバージェンスの計算方法 

  

11 
情報理論（４） 
様々な符号の定義や違い、計算の方法 

  

12 
情報理論（５） 
木構造や数直線を用いた語頭符号の理解、クラフトの不等式の理解 

  

13 
情報理論（６） 
符号化アルゴリズムの基本的な考え方 

  

14 
情報理論（７） 
通信路符号化（通信路モデル）、通信路容量、誤り訂正符号などの理解 

  

15 
情報理論（８） 
情報理論の応用として音声・画像・動画などで用いられている符号化方式、 
スペクトル拡散通信方式、情報ハイディングなどのセキュリティ技術 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

以下による総合評価 

・演習レポートの内容（50%） 

・定期試験の結果（40%） 

・受講態度等（10%） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

授業範囲について講義開始までに教科書で予習を行うこと。 

また、授業内で出された事例・例題を用いて、復習によって自分なりに内容を消化すること。 

（各回 1時間程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：プリントを適宜配布 

 

参考文献： 

『情報工学のための離散数学入門』 

西野哲朗(著)、若月光夫(著)、数理工学社、2015 年 

『はじめての情報理論』 

稲井寛(著)、森北出版 2011 年 

『情報量-情報理論への招待』 

山本宙(著)、コロナ社、2019年 

７．備考 
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新設のため該当なし  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
モデル化と要求開発 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 寺脇 由紀 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

ソフトウェア開発における開発対象のモデル化と要求仕様の作成について UMLを通じて理解する。学習項

目としては、モデル化の原則、モデルの種類、モデルの分析基礎、要求分析の基礎といった一連のモデル化

技法と要求定義技法について学ぶ。 

これまでの要求定義の目的は，顧客の要求を正確に理解し，それを設計者に伝えるための要求仕様書を作

成することであった．しかし近年ソフトウェアを取り巻く環境は，ニーズの多様性と変動性，さらには短納

期化という新たな問題への対応を要求定義に突きつけている．これらの新しい問題に対応するためには，こ

れまでの要求工学の技術に加えて，ステークホルダの意図という視点にとどまらず，ニーズの発生場所であ

るビジネス環境そのものを理解し，そこで発生している問題を解決することが必要である．そこで本講義で

は，単に対象世界をモデル化するだけにとどまらず，その世界が抱えている問題を理解し解決する能力を養

うために，経営工学，知識工学，民族学などの周辺領域を概観しながら実際の問題を解決するための論理的

な思考体系もあわせて学ぶ。 

２．授業の目的、目標 

要求を定義するプロセスは，要求獲得，要求記述，要求検証，要求管理である．本講義では，要求定義の

プロセスを理解し，さらには，要求獲得，要求記述，要求検証を対象とし，ステークホルダの特定に始まり，

ユースケースモデリング，要求仕様化，要求検証においての方法と手法を習得することが目的となる． 

 

３．授業計画 

回数 内容 
授業
形態 

担当 

１ イントロダクション：オリエンテーションを行い，要求工学の基礎知識を説明する．   

２ 
要求の分類：IEEE, SQuaREシリーズなどの標準規格を参照しながら，機能要求および品
質要求を理解する． 

  

３ 
要求獲得（１）：ニーズを引き出すことに焦点を置き，問題分析手法および，ゴール指向
分析について理解する． 

  

４ 要求獲得（２）：抽出した要求の合意形成や意思決定の手法を理解する．   

５ 要求獲得（３）：合意形成や意思決定のための各種手法を用いた演習を行う．   

６ 
シナリオによる要求分析技法：シナリオ分析，ユースケース分析などの要求分析技法を
説明する．要求の優先順位決定手法を理解する． 

  

７ 要求仕様：要求仕様の目的，特性，構成と内容を理解する．   

８ 要求言語：要求仕様化のための言語について理解する．   

９ 要求仕様化技法：構造化分析とオブジェクト指向分析を説明する．   

10 UML(1):静的な側面を表現するモデル表現について理解する．   

11 UML(2):動的な側面を表現するモデル表現について理解する．   

12 UML(3):状態を表すモデル表現について理解する．   

13 要求仕様とソフトウェア開発管理：要求仕様の規模から算出する方法について学ぶ   

14 
プロトタイプ型ライフサイクルモデルと要求：利用者に試用させることによって要求を
定義するライフサイクルモデルを説明する． 

  

15 総括：学んだ内容を総括し総合解説を行う．   

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業中に行う小テスト（30％），授業への取り組み態度（20％），定期試験（50％）として評価する． 

 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

教員の作成する教材で進めるため授業前後に内容を確認すること。 

授業中に行う演習の遅れは，次回授業までにキャッチアップすること。 

（全体でおおむね 30～60分程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：教員の作成する教材で進める。 

参考文献：国際基準であることから英語で記載された文献を参考として挙げる。 

     授業ではこれらの内容を日本語に翻訳し解説する。 

『Requirements Engineering from System Goals to UML Models to Software Specifications』 

Axel van Lamsweerde, （ 著）、 John W IEEE, Recommended Practice for Software Requirements  

Specifications. Std 830-1998, 1998.iley & Sons Ltd, 2009 年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
モデル化と要求開発 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 寺脇 由紀 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

ソフトウェア開発における開発対象のモデル化と要求仕様の作成について UMLを通じて理解する。学習項

目としては、モデル化の原則、モデルの種類、モデルの分析基礎、要求分析の基礎といった一連のモデル化

技法と要求定義技法について学ぶ。 

これまでの要求定義の目的は，顧客の要求を正確に理解し，それを設計者に伝えるための要求仕様書を作

成することであった．しかし近年ソフトウェアを取り巻く環境は，ニーズの多様性と変動性，さらには短納

期化という新たな問題への対応を要求定義に突きつけている．これらの新しい問題に対応するためには，こ

れまでの要求工学の技術に加えて，ステークホルダの意図という視点にとどまらず，ニーズの発生場所であ

るビジネス環境そのものを理解し，そこで発生している問題を解決することが必要である．そこで本講義で

は，単に対象世界をモデル化するだけにとどまらず，その世界が抱えている問題を理解し解決する能力を養

うために，経営工学，知識工学，民族学などの周辺領域を概観しながら実際の問題を解決するための論理的

な思考体系もあわせて学ぶ。 

２．授業の目的、目標 

要求を定義するプロセスは，要求獲得，要求記述，要求検証，要求管理である．本講義では，要求定義の

プロセスを理解し，さらには，要求獲得，要求記述，要求検証を対象とし，ステークホルダの特定に始まり，

ユースケースモデリング，要求仕様化，要求検証においての方法と手法を習得することが目的となる． 

 

３．授業計画 

回数 内容 
授業
形態 

担当 

１ イントロダクション：オリエンテーションを行い，要求工学の基礎知識を説明する．   

２ 
要求の分類：IEEE, SQuaREシリーズなどの標準規格を参照しながら，機能要求および品
質要求を理解する． 

  

３ 
要求獲得（１）：ニーズを引き出すことに焦点を置き，問題分析手法および，ゴール指向
分析について理解する． 

  

４ 要求獲得（２）：抽出した要求の合意形成や意思決定の手法を理解する．   

５ 要求獲得（３）：合意形成や意思決定のための各種手法を用いた演習を行う．   

６ 
シナリオによる要求分析技法：シナリオ分析，ユースケース分析などの要求分析技法を
説明する．要求の優先順位決定手法を理解する． 

  

７ 要求仕様：要求仕様の目的，特性，構成と内容を理解する．   

８ 要求言語：要求仕様化のための言語について理解する．   

９ 要求仕様化技法：構造化分析とオブジェクト指向分析を説明する．   

10 UML(1):静的な側面を表現するモデル表現について理解する．   

11 UML(2):動的な側面を表現するモデル表現について理解する．   

12 UML(3):状態を表すモデル表現について理解する．   

13 要求仕様とソフトウェア開発管理：要求仕様の規模から算出する方法について学ぶ   

14 
プロトタイプ型ライフサイクルモデルと要求：利用者に試用させることによって要求を
定義するライフサイクルモデルを説明する． 

  

15 総括：学んだ内容を総括し総合解説を行う．   

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業中に行う小テスト（30％），授業への取り組み態度（20％），定期試験（50％）として評価する． 

 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

教員の作成する教材で進めるため授業前後に内容を確認すること。 

授業中に行う演習の遅れは，次回授業までにキャッチアップすること。 

（全体でおおむね 30～60分程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：教員の作成する教材で進める。 

参考文献：国際基準であることから英語で記載された文献を参考として挙げる。 

     授業ではこれらの内容を日本語に翻訳し解説する。 

『Requirements Engineering from System Goals to UML Models to Software Specifications』 

Axel van Lamsweerde, （ 著）、 John W IEEE, Recommended Practice for Software Requirements  

Specifications. Std 830-1998, 1998.iley & Sons Ltd, 2009 年 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
システムインテグレーション 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎平山 敏弘、桐谷 恵介 ｵﾑﾆﾊ共同担当 

１．授業概要 

情報システムを構築するサービスを行うにあたり、要件定義や設計、開発、保守運用を行う IT コンサル

ティングの一連の流れを理解するとともに、失敗事例やリスク事例などを学ぶことで、情報システムを通じ、

ビジネスに貢献していくことを目指す。 

前半では、過去の情報システムの失敗例や大規模障害事例などを通じ、成功のために何を注意しなければ

ならないかについて学ぶ。また社会やビジネスモデルの変革に影響を与えた情報システム事例などを通じ

て、情報システムが社会に与える影響について学ぶ。後半では、ビジネスに役立つ IT システムを導入する

ために発注者側と受注者側が何をするべきか理解する。実践的なプロジェクトマネジメント体系を用いて、

経営に役立つ IT システムを企画・計画し、プロジェクトの実践を通して、成功に導いていく方法について

学んでいく。 

情報システムの導入、活用、改善に向けて、発注者側と受注者側の双方にメリットを生み出しビジネスに

貢献していくことを目指す。 

２．授業の目的、目標 

・情報システムの開発・構築を行う際のリスクやプロジェクトの失敗例を学び、分析することで、成功に導

くために必要な検討項目を理解する 

・問題の洗い出しから課題のまとめ、施策の立案方法について理解する 

・システムの企画から設計、開発、運用、保守までの流れについて理解する 

・事業価値をあげる ITシステムの活用方法。特に新しい技術（AIや IoT技術など）をどのように取り入れ

ていくかを理解する。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
ガイダンス 
（ITシステムとプロジェクトマネジメント、システムトラブルとそのリスク） 

  

２ 
情報システムトラブル三大リスク 
（システム開発失敗、セキュリティ、システムダウン） 

  

３ 
情報システムの失敗 
（大規模システム開発やパッケージソフト導入プロジェクト等の事例） 

  

４ 
要件定義の重要性 
（システム開発プロジェクトの失敗と要件定義のポイント） 

  

５ 
リスク管理 
（大規模なシステムダウンや事業継続等に関するリスク管理） 

  

６ 
セキュリティの対策とその検討 
（サイバー攻撃とセキュリティ被害のリスクと注意点） 

  

７ 
まとめ① 
（情報システムの失敗に学ぶ成功へのヒント、プロジェクト管理への理解） 

  

８ 
情報システムの課題の抽出とシステムによる対応 
（P2Mのスキームモデルを例とした課題抽出の手法） 

  

９ 
要求定義と要件定義、システム開発の概要 1 
（発注者側、受注者側それぞれの視点から見た、要件定義プロセス、プロジェクト管理） 

  

10 
要求定義と要件定義、システム開発の概要 2 
（システムの品質とプロジェクト管理） 

  

11 
要求定義（RFP）の作り方１ 
（業務用件のまとめ方、RFPで伝えるポイント） 

  

12 
要求定義（RFP）の作り方 2 
（ビジネスモデルキャンパスモデル、課題対策シートをもとにした RFP） 

  

13 
提案書作成の実務 1（演習） 
（RFPの発表および提案書の作成（構成、ドキュメント形式、書くべき内容など）） 

  

14 
提案書作成の実務 2（演習） 
（前回に引き続き、具体的なサンプルをもとに RFPから提案書を作成） 

  

15 
まとめ② 
（これまでの学習を踏まえた提案依頼書、提案書の発表、講評） 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

・まとめ①および②での課題、レポート、発表。(60％) 

・講義時に提出する授業内容確認小レポートによる評価（20％）。 

・授業への参加姿勢、演習発表などでの貢献度を総合的に判断（授業への貢献度 20％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習：次回講義内容に関する事例を参考資料などを利用し事前に調査する 

復習：授業内で完了しなかった課題については次回発表できるよう準備する。 

講義内容の復習 

（各回 1時間程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回必要な資料を配布する。 

 

参考文献： 

『動かないコンピュータ ～情報システムに見る失敗の研究～』 

日経コンピュータ、日経ＢＰ社、2002年 

『イノベーションを確実に遂行する 実践プログラムマネジメント』 

吉田 邦夫 (著), 山本 秀男 (著) 日刊工業新聞社、2014 年 

『SECBOOKS 共通フレーム 2013』 

独立行政法人情報処理推進機構 (著, 編集)、独立行政法人情報処理推進機構、2013年 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
システムインテグレーション 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
３年次 

配当 

学期 
前期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 桐谷 恵介 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

ビジネスに役立つ IT システムを導入するために発注者側と受注者側が何をするべきか理解する。実践的

なプロジェクトマネジメント体系を用いて、経営に役立つ IT システムを企画し、計画し、プロジェクトを

実践し、成功に導いていく方法について学んでいく。プロジェクトマネジメントのスキームモデル、プロジ

ェクトライフサイクル等を理解して IＴプロジェクトが発注者側と受注者側の双方にメリットを生み出しビ

ジネスに貢献していくことを目指す。 

２．授業の目的、目標 

事業価値をあげる ITシステムの活用方法。特に新しい技術（AIや IoT技術など）をどのように取り入れ

ていくかなど 

問題の洗い出しから課題のまとめ、施策の立案方法について演習を通して理解する 

IT システムの企画から設計、開発、運用、保守までの流れについて、講義を通して理解する 

IT システムの発注時に重要な契約とその考え方について実際のケースを体験しながら学ぶ 

RFP の作成と受注者側の提案書の作成について講義と実習を通して理解する 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 

ガイダンス 
ITシステムとビジネスモデル、事業価値について 
ビジネスモデルをＰＭではどのように捕らえているかなど、全体の講義テーマについて。
新しい技術のトレンドなど。 
 
 

  

２ 

ITプロジェクトはなぜ失敗するか 
ITシステムの失敗とは何か、JUAS(社団法人日本情報システム・ユーザー協会)のレポー
ト等から。 
共通フレーム 2013の概要 
共通フレームとはなにか、共通フレーム 2013の経緯とプロセスの重要性、共通フレーム
の特徴について。 

  

３ 

事業価値を創造する ITシステムはビジネスモデルから 
ITシステムを組み込んだビジネスモデルの作り方を、ビジネスモデルキャンパスを使っ
て解説する。 
 

  

４ 

ビジネス企画と ITプロジェクトについて 
ビジネスプランの立て方についてその概要をビジネスモデルキャンパスを用いて演習す
る。架空の企業、自社のビジネスをモデルにビジネスモデルキャンパスを作成するワーク
を行う。 

  

５ 

様々な ITシステムの開発の特徴について 
様々な ITシステムの開発の種類について。開発の特徴や携わるエンジニアの違いなどを
具体例をあげながら学ぶ。パッケージやクラウドの場合にどのような進め方になるのか解
説する。 

  

６ 
課題の抽出とシステムによる対応 
P2Mのスキームモデルで用いるプロファイリングやシステムズアプローチなど問題を洗
い出し、その中から課題を抽出していく方法について学ぶ。 

  

７ 
課題の抽出とシステムによる対応（演習） 
第 6回で解説した課題について、各自が作成したプレゼンテーションの発表会を行う。

  

課題の掘り下げとそのまとめ方、具体的な対策の創り方などを復習しながら学ぶ。 

８ 
要求定義と要件定義、システム開発の概要 
発注者側の要求定義から、受注者側の要件定義の進め方について、発注者側の課題の明
確化手法について、企画プロセス、要件定義プロセスの進め方について学ぶ。 

  

９ 
プロジェクト管理と品質の考え方創り方 
ITシステムの品質についての考え方や品質がどのようにビジネスに影響するか理解を深
める。 

  

10 

発注側と受注側からみたシステム開発の流れ 
開発の進め方と発注者側と受注者側のコストや期間に対しての考え方の相違点とコミュ
ニケーションについてポイントを学ぶ。フェーズの概念、プロジェクト管理について理解
する。（最終課題説明） 

  

11 

発注側の要求定義(RFP)の作り方 1（演習） 
要求定義はどのような内容をどのようにまとめて作成するべきか、業務要件のまとめ方
と RFPで伝えなければならないポイントを学ぶ。具体的にビジネスを企画について RFP作
成のためのヒアリングを行う。 

  

12 
発注側の要求定義(RFP)の作り方 2（演習） 
ビジネスモデルキャンパスや課題対策シートから要求仕様書（RFP）を作成する流れと実
際に要求仕様書を作成するワークを行う。 

  

13 

提案書作成の実務 1（演習） 
受注者側が要求定義書(RFP)を受け取った後、どのようにして提案書を作成していくの
か、構成、ドキュメント形式、書くべき内容など提案書の作り方を具体的に学ぶ。前回の
講義で作成した RFPの発表を行う。 

  

14 
提案書作成の実務 2（演習） 
RFPから提案書を作成する流れを、具体的なサンプルをもとに提案書として作成する演習
を行う。 

  

15 
まとめ 
作成した提案依頼書・提案書の発表を行う。質疑応答を行う。 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

演習成果発表(60%)、授業での参加姿勢等の平常点(40%)を考慮し総合的に判断する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

授業内で演習課題が完成しなかった場合は、次回までに完成させておくこと。 

また次の授業に備えて復習をしておくこと（各回 30分～1 時間程度）。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回必要な資料を配布する。 

参考文献： 

『イノベーションを確実に遂行する 実践プログラムマネジメント』 

吉田 邦夫 (著), 山本 秀男 (著) 日刊工業新聞社、2014 年 

『SECBOOKS 共通フレーム 2013』 

独立行政法人情報処理推進機構 (著, 編集)、独立行政法人情報処理推進機構、2013年 

 

７．備考 

 



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
クラウド 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 井澤 哲也  

１．授業概要 

近年のシステム開発の現場では、一般にクラウド技術が利用されるようになってきた。 

本講では、クラウドに関する基本的な知識を修得する。また、大手クラウドサービス事業者のサービスを

実際に利用・操作して、その基本スキルを学び、システムの実装を行う。具体的には、クラウドの分類、ネ

ットワーク構成、クラウドサーバー・ストレージ・データべースの管理や運用、セキュリティ、負荷分散技

術などについて、各テーマごとに知識の習得と演習を行い、スキルを習得する。 

あわせて、発展・機能追加の早い分野であることから、新たな技術動向についても適宜解説し、クラウド

上で実現されている機能の利用やクラウドの果たす役割や可能性について考え、実装できるようになる。 

 

２．授業の目的、目標 

OS やネットワーク、データベースなど、従来から利用されている技術要素をクラウド上で利用する場合、

どのような共通点があるのか。また、サーバーレスや負荷分散技術など、相違点、注意点は何か。これらを

身に付けることが目標である。 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
クラウドの概要と利用方法 
IaaS、SaaS、PaaSの概念 

  

２ 
クラウドで実現するネットワーク  
プライベートネットワークとパブリックネットワーク 

  

３ 
クラウドで実現する 
仮想サーバーの管理（起動・接続・利用・バックアップ） 

  

４ 
クラウドで利用するストレージ 
ブロックストレージとオブジェクトストレージ 

  

５ クラウドで利用するデータベース(1) マネージドな RDBMS   

６ クラウドで利用するデータベース(2) NoSQLでビッグデータを扱う   

７ 
クラウドのセキュリティ 
ユーザーの認証と認可、ネットワークのセキュリティ 

  

８ 
負荷分散の技術 
ロードバランサーとレプリケーション 

  

９ 演習：クラウド上で Webサイトを実装する   

10 
サーバーレスアーキテクチャ 
サーバーレスな環境でのプログラムの実行 

  

11 モバイルデバイスの認証・認可   

12 

 

AIサービスの利用 
画像認識、音声認識など 

  

13 クラウド上のシステム実装(1) 設計   

14 クラウド上のシステム実装(2) 実装   

15 クラウド上のシステム実装(3) 評価   

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業への参加度：20% 

授業内成果物・レポート提出：30% 

期末成果物・レポート提出：50% 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

事前に指定する Webページを読み、各回の内容に関わる用語・概念について予習すること。 

期末にはグループでの制作を行う。成果物に関連するドキュメント、レポートを提出すること。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回ごとにプリントを配布する。 

    また、パブリッククラウドサービスを利用するので、当該サービスの公式ドキュメントを参照す

る。 

 

参考文献： 

『Amazon Web Services 基礎からのネットワーク&サーバー構築 改訂版』 

玉川憲 (著) 片山暁雄  (著) 今井雄太 (著) 大澤文孝 (著)、日経 BP社、2017年 

『絵で見てわかるクラウドインフラと APIの仕組み』 

平山毅(著,監修)中島倫明(著)中井悦司(著)矢口悟志(著)森山京平(著)元木顕弘(著)、翔泳社、2016年 

 

７．備考 
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ICTイノ ベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
クラウド 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 井澤 哲也  

１．授業概要 

近年のシステム開発の現場では、一般にクラウド技術が利用されるようになってきた。 

本講では、クラウドに関する基本的な知識を修得する。また、大手クラウドサービス事業者のサービスを

実際に利用・操作して、その基本スキルを学び、システムの実装を行う。具体的には、クラウドの分類、ネ

ットワーク構成、クラウドサーバー・ストレージ・データべースの管理や運用、セキュリティ、負荷分散技

術などについて、各テーマごとに知識の習得と演習を行い、スキルを習得する。 

あわせて、発展・機能追加の早い分野であることから、新たな技術動向についても適宜解説し、クラウド

上で実現されている機能の利用やクラウドの果たす役割や可能性について考え、実装できるようになる。 

 

２．授業の目的、目標 

OS やネットワーク、データベースなど、従来から利用されている技術要素をクラウド上で利用する場合、

どのような共通点があるのか。また、サーバーレスや負荷分散技術など、相違点、注意点は何か。これらを

身に付けることが目標である。 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
クラウドの概要と利用方法 
IaaS、SaaS、PaaSの概念 

  

２ 
クラウドで実現するネットワーク  
プライベートネットワークとパブリックネットワーク 

  

３ 
クラウドで実現する 
仮想サーバーの管理（起動・接続・利用・バックアップ） 

  

４ 
クラウドで利用するストレージ 
ブロックストレージとオブジェクトストレージ 

  

５ クラウドで利用するデータベース(1) マネージドな RDBMS   

６ クラウドで利用するデータベース(2) NoSQLでビッグデータを扱う   

７ 
クラウドのセキュリティ 
ユーザーの認証と認可、ネットワークのセキュリティ 

  

８ 
負荷分散の技術 
ロードバランサーとレプリケーション 

  

９ 演習：クラウド上で Webサイトを実装する   

10 
サーバーレスアーキテクチャ 
サーバーレスな環境でのプログラムの実行 

  

11 モバイルデバイスの認証・認可   

12 
AIサービスの利用 
画像認識、音声認識など 

  

13 クラウド上のシステム実装(1) 設計   

14 クラウド上のシステム実装(2) 実装   

15 クラウド上のシステム実装(3) 評価   

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業への参加度：20% 

授業内成果物・レポート提出：30% 

期末成果物・レポート提出：50% 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

事前に指定する Webページを読み、各回の内容に関わる用語・概念について予習すること。 

期末にはグループでの制作を行う。成果物に関連するドキュメント、レポートを提出すること。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回ごとにプリントを配布する。 

    また、パブリッククラウドサービスを利用するので、当該サービスの公式ドキュメントを参照す

る。 

 

参考文献： 

『Amazon Web Services 基礎からのネットワーク&サーバー構築 改訂版』 

玉川憲 (著) 片山暁雄  (著) 今井雄太 (著) 大澤文孝 (著)、日経 BP社、2017年 

『絵で見てわかるクラウドインフラと APIの仕組み』 

平山毅(著,監修)中島倫明(著)中井悦司(著)矢口悟志(著)森山京平(著)元木顕弘(著)、翔泳社、2016年 

 

７．備考 
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情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
ビッグデータ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎加藤 直人、落合 慶広 共同担当 

１．授業概要 

近年、コンピュータ、センサー、機器類が生成するデータの種類、量が爆発的に増大しており、今までの

データ管理ツールでは取り扱うことが困難な規模のデータ（ビッグデータ）になっている。こうしたビッグ

データに潜む解析対象（人の行動、環境、社会現象）の傾向や異種データ間の関係性を洗い出すことにより、

従来では発見できなかった知見を見い出し、新たな学問領域やビジネスを開拓できる可能性がある。 

本授業では、こうしたビッグデータ解析に関する基本的な知識や解析技術等を修得する。また、実践例と

して分散処理システム（Hadoop）やビッグデータ処理 API（BigQuery）などを活用して、実際のビッグデー

タの処理・解析方法を演習を通して学修し、新しい知見を発見する力を養う。 

 

２．授業の目的、目標 

本授業では、ビッグデータ解析の一連の処理～データ収集・解析、可視化、結果の解釈～における基本的

なデータの取り扱い方法や解析手法・手順を理解すると共に、ビッグデータ解析特有の問題点やこれを解決

する方法・技術などについても理解し、様々な分野の多種多様なデータを適切に取り扱う方法を習得する。 

また、ビッグデータ解析を可能にするための解析環境を構築し、解析技術の適用方法、結果の吟味の仕方

等の演習を通して習得し、これらを活用して新しい知見を発見する力を養うことを目的とする。 

 

３．授業計画 

回数 内容 授業 担員 

１ ビッグデータの誕生と従来の統計学等との違い   

２ ビッグデータ解析～収集・解析・結果の可視化・解釈～の現状と課題   

３ 
ビッグデータ解析における目標設定、解析計画の策定、及び、データ解析技術、プラッ
トフォームについて 

  

４ データ種別に応じたデータ収集、及び、データ登録の演習   

５ 統計解析、可視化ツール :Ｒと環境構築、入力データ特性の把握の演習   

６ ビッグデータ解析プラットフォーム：Hadoop,Hbase/Hive等と環境構築の演習   

７ MapReduceフレームワークと入力データの分散処理(Map処理)の演習   

８ 分散処理結果の集約処理(Reduce処理)の演習   

９ データ解析途中結果の検証方法とデータ抽出、解析方法の見直しの演習   

10 解析結果の可視化、結果の吟味・検証方法、解析計画の見直し（ＰＤＣＡ）の演習   

11 機械学習の利用による高度解析処理と演習   

12 解析結果の演繹に基づく産業施策への展開、リアルタイム処理の演習   

13 選択課題による演習１   

14 選択課題による演習２   

15 選択課題の結果の発表会、他のビッグデータ解析プラットフォーラムと今後の展望   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

各授業において出題する理解度確認課題（７０％）と選択課題レポート（３０％）により評価する 

 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

講義資料は、事前に掲示、指示するので、事前に読んでおくこと。（２０～３０分程度）。 

 各演習で各種ツール類を利用する為、Linux OSの取扱いに慣れていることが望ましい。 

 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：下記の参考文献、配布プリントなどで指示する。 

 

参考文献： 

『Hadoop徹底入門 第２版オープンソース分散処理環境の構築』 

太田一樹(著)岩崎正剛(著)猿田浩輔(著)下垣徹(著)藤井達朗(著)山下真一(著)濱野賢一朗(監修)、 

翔泳社、2013年 

『HBase徹底入門 Hadoopクラスタによる高速データベースの実現」 

株式会社サイバーエージェント、鈴木俊裕(著)梅田永介（著）柿島大貴（著）、翔泳社、2015年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
ビッグデータ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
３年次 

配当 

学期 
後期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎加藤 直人、落合 慶広 共同担当 

１．授業概要 

近年、コンピュータ、センサー、機器類が生成するデータの種類、量が爆発的に増大しており、今までの

データ管理ツールでは取り扱うことが困難な規模のデータ（ビッグデータ）になっている。こうしたビッグ

データに潜む解析対象（人の行動、環境、社会現象）の傾向や異種データ間の関係性を洗い出すことにより、

従来では発見できなかった知見を見い出し、新たな学問領域やビジネスを開拓できる可能性がある。 

本授業では、こうしたビッグデータ解析に関する基本的な知識や解析技術等を修得する。また、実践例と

して分散処理システム（Hadoop）やビッグデータ処理 API（BigQuery）などを活用して、実際のビッグデー

タの処理・解析方法を演習を通して学修し、新しい知見を発見する力を養う。 

 

２．授業の目的、目標 

本授業では、ビッグデータ解析の一連の処理～データ収集・解析、可視化、結果の解釈～における基本的

なデータの取り扱い方法や解析手法・手順を理解すると共に、ビッグデータ解析特有の問題点やこれを解決

する方法・技術などについても理解し、様々な分野の多種多様なデータを適切に取り扱う方法を習得する。 

また、ビッグデータ解析を可能にするための解析環境を構築し、解析技術の適用方法、結果の吟味の仕方

等の演習を通して習得し、これらを活用して新しい知見を発見する力を養うことを目的とする。 

 

３．授業計画 

回数 内容 授業 担員 

１ ビッグデータの誕生と従来の統計学等との違い   

２ ビッグデータ解析～収集・解析・結果の可視化・解釈～の現状と課題   

３ 
ビッグデータ解析における目標設定、解析計画の策定、及び、データ解析技術、プラッ
トフォームについて 

  

４ データ種別に応じたデータ収集、及び、データ登録の演習   

５ 統計解析、可視化ツール :Ｒと環境構築、入力データ特性の把握の演習   

６ ビッグデータ解析プラットフォーム：Hadoop,Hbase/Hive等と環境構築の演習   

７ MapReduceフレームワークと入力データの分散処理(Map処理)の演習   

８ 分散処理結果の集約処理(Reduce処理)の演習   

９ データ解析途中結果の検証方法とデータ抽出、解析方法の見直しの演習   

10 解析結果の可視化、結果の吟味・検証方法、解析計画の見直し（ＰＤＣＡ）の演習   

11 機械学習の利用による高度解析処理と演習   

12 解析結果の演繹に基づく産業施策への展開、リアルタイム処理の演習   

13 選択課題による演習１   

14 選択課題による演習２   

15 選択課題の結果の発表会、他のビッグデータ解析プラットフォーラムと今後の展望   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

各授業において出題する理解度確認課題（７０％）と選択課題レポート（３０％）により評価する 

 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

講義資料は、事前に掲示、指示するので、事前に読んでおくこと。（２０～３０分程度）。 

 各演習で各種ツール類を利用する為、Linux OSの取扱いに慣れていることが望ましい。 

 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：下記の参考文献、配布プリントなどで指示する。 

 

参考文献： 

『Hadoop徹底入門 第２版オープンソース分散処理環境の構築』 

太田一樹(著)岩崎正剛(著)猿田浩輔(著)下垣徹(著)藤井達朗(著)山下真一(著)濱野賢一朗(監修)、 

翔泳社、2013年 

『HBase徹底入門 Hadoopクラスタによる高速データベースの実現」 

株式会社サイバーエージェント、鈴木俊裕(著)梅田永介（著）柿島大貴（著）、翔泳社、2015年 

 

７．備考 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
IoT 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎鎌谷 修、Adrian David Cheok 共同担当 

１．授業概要 

IoT（Internet of Things）は身近なものをインターネットとつなげ、新たなサービスやシステムを生み

出す仕組みを指す。IoTを通じ、新たなサービスやシステムを生み出すためには、データベース、ネットワ

ーク、ソフトウェアなど、本学で学ぶ情報通信技術に関する様々な知識とスキルが必要となる。本科目では、

ユーザアプリケーションからサーバシステムまでを対象とした IoT システムの全体アーキテクチャを理解

し、演習による基本動作検証の体験を通じて、IoTに関する基本的なスキルを習得する。国際標準に準拠し

た IoTシステムを構築するための、組込みコンピュータ、各種センサ、アクチュエータの制御手法について

理解し、与えられた要求条件を満たすための、IoTシステムの構築について演習を行う。 

 

２．授業の目的、目標 

国際標準に準拠した IoTアーキテクチャ全体像の理解と、演習による実際の動作実証。 

与えられた要求条件を元にした、IoTシステム設計スキルの習得。 

組込みコンピュータ、各種センサ、アクチュエータの制御手法の理解。 

演習による実際の動作検証の手法を身に付ける。 

 

３．授業計画 

回数 内容 
授業
形態 

担当
教員 

１ 
授業の概要と目的、演習の進め方 
演習で必要とされる IoT基本技術についての説明。 

  

２ 
演習に必要な各種 IoTセンサ、アクチュエータ、制御ソフトウェアについての説明 
基本動作の検証 

  

３ 
IoTシステムで利用される各種無線伝送プロトコルの概要 
デバイスネットワーキング設計、データ転送動作の基本検証。 

  

４ 
IoTシステムにおけるゲートウェイモデル、ゲートウェイサーバの構築手法の概要 
データ収集及び変換処理の動作検証。 

  

５ 
IoTシステムにおけるデータ構造、データベース、データ蓄積サーバ技術の概要 
ゲートウェイ連携動作及びデータ蓄積処理の基本検証。 

  

６ 
IoTシステムによって収集したデータの分析手法、可視化技術の概要 
収集データの活用及び提示処理の基本検証 

  

７ 
IoTシステムの例題を提示し、概要の説明 
ソフトウェア仕様設計手法、演習の進め方の説明 
例題に対するユーザアプリケーション開発手法の演習 

  

８ 
演習： 
センサ及びアクチュエータ制御ソフトウェア開発手法 

  

９ 
演習： 
ゲートウェイサーバ及びデータ蓄積サーバ制御ソフトウェア開発手法 

  

10 
演習： 
例題に対する、基本動作検証のためのプロジェクト計画を検討、策定、実施。 

  

11 
演習： 
プロジェクト計画における、要件定義検討、必要となるソフトウェア仕様の検討 

  

12 
演習： 
プロジェクト計画における、IoTソフトウェア開発 

  

13 
演習： 
プロジェクト計画における、IoTソフトウェア連携動作 

  

14 
プロジェクト計画における IoTシステム基本動作検証結果の取りまとめ 
発表会に向けた準備。 

  

15 プロジェクト計画結果についての発表会   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

レポート（2回）60%＋発表会における討論 40% 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

演習に必要な情報については別途提示する 

演習期間中にレポート提出を行う（２回） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：演習等必要な資料を別途配布する 

参考文献： 

『M2M/IoT教科書』 

稲田 修一 (監修)、富田 二三彦、山崎 徳和、MCPC M2M/IoT 委員会(編)、インプレス、2015年 

『IoTの基本・仕組み・重要事項が全部わかる教科書』 

八子 知礼、杉山 恒司、竹之下 航洋、松浦 真弓、土本 寛子(著)、SBクリエイティブ、2017年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
IoTⅠ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
３年次 

配当 

学期 
後期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎鎌谷 修、Adrian David Cheok 共同担当 

１．授業概要 

ユーザアプリケーションからサーバシステムまでを対象とした IoT システムの全体アーキテクチャを理

解し、演習による基本動作検証の体験を通じて、先端スキルを習得する。国際標準に準拠した IoTシステム

を構築するための、組込みコンピュータ、各種センサ、アクチュエータの制御手法について理解し、与えら

れた要求条件を満たすための、IoTシステムの構築について演習を行う。 

 

２．授業の目的、目標 

国際標準に準拠した IoTアーキテクチャ全体像の理解と、演習による実際の動作実証。与えられた要求条

件を元にした、IoTシステム設計スキルの習得。組込みコンピュータ、各種センサ、アクチュエータの制御

手法の理解と、演習による実際の動作検証の手法を身に付ける。 

 

３．授業計画 

回数 内容 
授業
形態 

担当
教員 

１ 
授業の概要と目的、演習の進め方、演習で必要とされる IoT基本技術について説明を行う。
演習で利用するリソース(ハードウェア等)の動作確認と、必要なオペレーションシステ
ム、仮想マシンのインストール、動作確認を行う。 

  

２ 
演習に必要な各種 IoTセンサ、アクチュエータ、制御ソフトウェアについて説明を行い、
基本動作の検証を行う。 

  

３ 
IoTシステムで利用される各種無線伝送プロトコルの概要を説明し、デバイスネットワー
キング設計、データ転送動作の基本検証を行う。 

  

４ 
IoTシステムにおけるゲートウェイモデル、ゲートウェイサーバの構築手法について概要
を説明し、データ収集及び変換処理の動作検証を行う。 

  

５ 
IoTシステムにおけるデータ構造、データベース、データ蓄積サーバ技術の概要を説明し、
ゲートウェイ連携動作及びデータ蓄積処理の基本検証を行う。 

  

６ 
IoTシステムによって収集したデータの分析手法、可視化技術の概要を説明し、収集デー
タの活用及び提示処理の基本検証を行う。 

  

７ 
IoTシステムの例題を提示し、概要の説明を行う。ソフトウェア仕様設計手法、演習の進
め方について説明する。例題に対するユーザアプリケーション開発手法について説明し、
演習を行う。 

  

８ 
例題に対するセンサ及びアクチュエータ制御ソフトウェア開発手法について説明し、演習
を行う。 

  

９ 
例題に対するゲートウェイサーバ及びデータ蓄積サーバ制御ソフトウェア開発手法につ
いて説明し、演習を行う。 

  

10 例題に対する、基本動作検証のためのプロジェクト計画を検討、策定、実施する。   

11 
プロジェクト計画における、要件定義検討、必要となるソフトウェア仕様の検討について、
演習を行う。 

  

12 プロジェクト計画における、IoTソフトウェア開発について、演習を行う。   

13 プロジェクト計画における、IoTソフトウェア連携動作について、演習を行う。   

14 
プロジェクト計画における IoTシステム基本動作検証結果について取りまとめ、発表会向
けの資料作成を行う。 

  

15 プロジェクト計画結果についての発表会を実施する。   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

レポート（2回）60%＋発表会における討論 40% 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

演習に必要な情報については別途提示する 

演習期間中にレポート提出を行う（２回） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：演習等必要な資料を別途配布する 

参考文献： 

『M2M/IoT教科書』 

稲田 修一 (監修)、富田 二三彦、山崎 徳和、MCPC M2M/IoT 委員会(編)、インプレス、2015年 

『IoTの基本・仕組み・重要事項が全部わかる教科書』 

八子 知礼、杉山 恒司、竹之下 航洋、松浦 真弓、土本 寛子(著)、SBクリエイティブ、2017年 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
AI 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
4年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎Adrian David Cheok、落合 慶広 共同担当 

１．授業概要 

人工知能で良く用いられるニューラルネット（脳のモデル）の基本的特徴と理解し、産業応用するための

実用化技術の取得、及び、応用力を養うことを目的とする。各応用分野で良く利用されるニューラルネット

の構造や学習機能等の基本的特徴を理解すると共に、産業応用時の問題点、及び、これを解決するために欠

かせない実用化技術の知識を修得する。また、実課題への応用力を養う為に、大手 IT ベンダー等が公開し

ている人工知能関連の各種の API、ツール等を活用して、簡単な実課題を解くためのアプリケーションを制

作する演習を実施する。演習では、産業課題の捉え方から、実課題における検証方法まで、幅広い観点から

の応用力を養う。 

２．授業の目的、目標 

本授業では、各種ニューラルネットの基本的な機能、特徴を理解すると共に、特に、産業応用するための

実用化技術の習得、及び、応用力を養うことを目標としている。 

人工知能の産業応用で良く使われるニューラルネットのモデル構造・学習方法等の基本的特徴を理解する

と共に、産業応用する際に必要となる実用化技術（学習の加速化、汎化技術等）を理解する。また、ニュー

ラルネットを実課題に応用する力を養う為、大手 IT ベンダー等が公開している各種機械学習ツールの使い

方を習得し、これを用いて簡易な産業課題に応用する演習を実施する。演習では、産業課題の捉え方、解決

方針の立案、学習データの選定、実課題での検証方法等、幅広い観点からの応用力を養う 

  

３．授業計画 

回数 内容 授業 担員 

１ 
人工知能研究の盛衰と近年の産業活用について 
～大脳の機能とニューラルネットで実現できる機能の比較なども交えて～ 

  

２ 機械学習モデルの種類、特徴とその応用事例   

３ 
ニューラルネットの学習法と加速化法：誤差逆伝搬法の原理と非線形最適化法の観点か
ら加速化法を解説する 

  

４ ニューラルネットを用いた学習課題、及び、過学習と汎化技法   

５ 深層ニューラルネットと深層学習～深層学習における加速化、汎化技法なども交えて～   

６ 
教師あり学習とサポートベクトルマシンとクラス分類への応用、教師なし学習と自己組
織化マップとクラスタリングへの応用、 

  

７ 畳み込みニューラルネットと画像認識への応用   

８ リカレントニューラルネットと時系列予測と応用   

９ 自然言語処理への応用～Encoder-Decoderモデルと機械翻訳、CNNと類似文書検索～   

10 選択課題演習   

11 隠れマルコフモデルとボルツマンマシン、音声認識への応用   

12 確率的推論に基づくエージェントモデルとロボティクスへの応用   

13 選択課題演習   

14 
人工知能を産業応用する際の開発時の課題と解決方法 
～人と関わる人工知能が備えるべき機能、コミュニケーションを例にして～ 

  

15 選択課題演習   

４．試験および成績評価の方法と基準 

各演習での取り組み（６０％）、及び、考察やレポート（４０％）で成績を評価する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

各テーマごとの資料を事前配布する為、授業前に事前に読んでおくこと（２０～３０分）。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：資料を配布。 

  AIツール、利用マニュアルは、各授業で最も適したものを別途指示する。 

 

参考文献： 

『深層学習 Deep Learning(監修:人工知能学会)』 

麻生英樹(著)安田宗樹(著)前田新一(著)岡野原大輔(著)岡谷貴之(著)久保陽太郎(著) 

ボレガラ・ダヌシカ(著)人工知能学会(監修)神嶌敏弘(編集)、近代科学社、2015年 

『機械学習のための連続最適化』 

金森 敬文 (著) 鈴木 大慈 (著) 竹内 一郎 (著) 佐藤 一誠 (著)、講談社、2016年 

『これなら分かる最適化数学』 

金谷健一（著）、共立出版、2005年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
AI 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
4年次 

配当 

学期 
前期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎Adrian David Cheok、落合 慶広 共同担当 

１．授業概要 

人工知能で良く用いられるニューラルネット（脳のモデル）の基本的特徴と理解し、産業応用するための

実用化技術の取得、及び、応用力を養うことを目的とする。各応用分野で良く利用されるニューラルネット

の構造や学習機能等の基本的特徴を理解すると共に、産業応用時の問題点、及び、これを解決するために欠

かせな実用化技術の知識を修得する。また、実課題への応用力を養う為に、大手 IT ベンダー等が公開して

いる人工知能関連の各種の API、ツール等を活用して、簡単な実課題を解くためのアプリケーションを制作

する演習を実施する。演習では、産業課題の捉え方から、実課題における検証方法まで、幅広い観点からの

応用力を養う。 

２．授業の目的、目標 

本授業では、各種ニューラルネットの基本的な機能、特徴を理解すると共に、特に、産業応用するための

実用化技術の習得、及び、応用力を養うことを目標としている。 

人工知能の産業応用で良く使われるニューラルネットのモデル構造・学習方法等の基本的特徴を理解する

と共に、産業応用する際に必要となる実用化技術（学習の加速化、汎化技術等）を理解する。また、ニュー

ラルネットを実課題に応用する力を養う為、大手 IT ベンダー等が公開している各種機械学習ツールの使い

方を習得し、これを用いて簡易な産業課題に応用する演習を実施する。演習では、産業課題の捉え方、解決

方針の立案、学習データの選定、実課題での検証方法等、幅広い観点からの応用力を養う 

  

３．授業計画 

回数 内容 授業 担員 

１ 
人工知能研究の盛衰と近年の産業活用について 
～大脳の機能とニューラルネットで実現できる機能の比較なども交えて～ 

  

２ 機械学習モデルの種類、特徴とその応用事例   

３ 
ニューラルネットの学習法と加速化法：誤差逆伝搬法の原理と非線形最適化法の観点か
ら加速化法を解説する 

  

４ ニューラルネットを用いた学習課題、及び、過学習と汎化技法   

５ 深層ニューラルネットと深層学習～深層学習における加速化、汎化技法なども交えて～   

６ 
教師あり学習とサポートベクトルマシンとクラス分類への応用、教師なし学習と自己組
織化マップとクラスタリングへの応用、 

  

７ 畳み込みニューラルネットと画像認識への応用   

８ リカレントニューラルネットと時系列予測と応用   

９ 自然言語処理への応用～Encoder-Decoderモデルと機械翻訳、CNNと類似文書検索～   

10 選択課題演習   

11 隠れマルコフモデルとボルツマンマシン、音声認識への応用   

12 確率的推論に基づくエージェントモデルとロボティクスへの応用   

13 選択課題演習   

14 
人工知能を産業応用する際の開発時の課題と解決方法 
～人と関わる人工知能が備えるべき機能、コミュニケーションを例にして～ 

  

15 選択課題演習   

４．試験および成績評価の方法と基準 

各演習での取り組み（６０％）、及び、考察やレポート（４０％）で成績を評価する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

各テーマごとの資料を事前配布する為、授業前に事前に読んでおくこと（２０～３０分）。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：資料を配布。 

  AIツール、利用マニュアルは、各授業で最も適したものを別途指示する。 

 

参考文献： 

『深層学習 Deep Learning(監修:人工知能学会)』 

麻生英樹(著)安田宗樹(著)前田新一(著)岡野原大輔(著)岡谷貴之(著)久保陽太郎(著) 

ボレガラ・ダヌシカ(著)人工知能学会(監修)神嶌敏弘(編集)、近代科学社、2015年 

『機械学習のための連続最適化』 

金森 敬文 (著) 鈴木 大慈 (著) 竹内 一郎 (著) 佐藤 一誠 (著)、講談社、2016年 

『これなら分かる最適化数学』 

金谷健一（著）、共立出版、2005年 

 

７．備考 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
英語通訳論 

展開科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 阿部川 久広  

１．授業概要 

ビジネスの現場では、英語の理解力や運用能力に格差があるチームメンバーとともに仕事を進めなければ

ならない場面が数多くある。グローバルな場面でリーダーシップを発揮していく中では、発言趣旨や会議趣

旨、文書概要などのサマリーをその場でまとめ、共有する場面や、逐次通訳や同時通訳を求められる場面も

想定される。この授業では、上記のような場面でも通用するグローバルコミュニケーションの技法の１つと

して、通訳を取り上げ、通訳の訓練方法を通じて、ビジネスの現場で即戦力になれる総合的な英語コミュニ

ケーション力や通訳スキルを修得する。 

具体的には題材として、日常場面だけでなく経営者のスピーチ、政治経済などの時事問題の英語記事など

を教材として、通訳の基本的となる 7つのテクニック（1. shadowing  2. slash reading  3. missing words   

4. memorizing   5. para-phrasing   6. site translation   7. quick responding ）を通じ学ぶ。 

 

２．授業の目的、目標 

・「通訳」の行為やその役割を理解する。 

・英語力、特にリスニング力、スピーキング力を強化する。 

・日英・英日での基本的な通訳スキルを習得する。 

・通訳訓練の題材を通じて、教養やコミュニケーションを身につける。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ オリエンテーション、通訳とは   

２ 日英通訳体験：日英通訳に必要な技能と運用能力   

３ 
通訳訓練法基礎① 
Shadowing、Slash Reading  

  

４ 
通訳訓練法基礎② 

Missing Words、Memorize基礎 
  

５ 
通訳訓練法基礎③ 
Para-phrasing基礎 

  

６ 
通訳訓練法基礎④ 
Site Translation基礎 

  

７ 
通訳訓練法基礎⑤ 
quick responding基礎 

  

８ 
まとめ① 
（通訳の７つのテクニック） 

  

９ 
場面別通訳① 
（日常場面） 

  

10 
場面別通訳② 
（実務的な場面） 

  

11 
場面別通訳③ 
（フォーマル・スピーチ） 

  

12 
場面別通訳④ 
（ビジネス場面） 

  

13 
場面別通訳⑤ 
（技術・サービスに関するビジネス場面） 

  

14 
場面別通訳⑥ 
（その他の場面） 

  

15 
まとめ② 

（通訳と今後への課題） 
 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業の理解度・参加度・貢献度（50％） 

まとめ・振り返り回での内容理解・ワーク（20％） 

最終回のワークショップ(内容、方法など)（30％） 

  

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

各テクニックに対する復習、繰り返し演習 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回ごとに資料を配布する。 

参考文献： 

『通訳の技術』小松達也(著)、研究社、(2005/9/1) 

 

７．備考 

 

 

 

 

 

 

  



旧 

41 
 

ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
英語通訳論 

展開科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 阿部川 久広  

１．授業概要 

ビジネスの現場では、英語の理解力や運用能力に格差があるチームメンバーとともに仕事を進めなければ

ならない場面が数多くある。グローバルな場面でリーダーシップを発揮していく中では、発言趣旨や会議趣

旨、文書概要などのサマリーをその場でまとめ、共有する場面や、逐次通訳や同時通訳を求められる場面も

想定される。この授業では、上記のような場面でも通用するグローバルコミュニケーションの技法の１つと

して、通訳を取り上げ、通訳の訓練方法を通じて、ビジネスの現場で即戦力になれる総合的な英語コミュニ

ケーション力や通訳スキルを修得する。 

具体的には題材として、日常場面だけでなく経営者のスピーチ、政治経済などの時事問題の英語記事など

を教材として、通訳の基本的となる 7つのテクニック（1. shadowing  2. slash reading  3. missing words   

4. memorizing   5. para-phrasing   6. site translation   7. quick responding ）を通じ学ぶ。 

 

２．授業の目的、目標 

・「通訳」の行為やその役割を理解する。 

・英語力、特にリスニング力、スピーキング力を強化する。 

・日英・英日での基本的な通訳スキルを習得する。 

・通訳訓練の題材を通じて、教養やコミュニケーションを身につける。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ オリエンテーション、通訳とは   

２ 日英通訳体験：日英通訳に必要な技能と運用能力   

３ 
通訳訓練法基礎① 
Shadowing、Slash Reading  

  

４ 
通訳訓練法基礎② 

Missing Words、Memorize基礎 
  

５ 
通訳訓練法基礎③ 
Para-phrasing基礎 

  

６ 
通訳訓練法基礎④ 
Site Translation基礎 

  

７ 
通訳訓練法基礎⑤ 
quick responding基礎 

  

８ 
まとめ① 
（通訳の７つのテクニック） 

  

９ 
場面別通訳① 
（日常場面） 

  

10 
場面別通訳② 
（実務的な場面） 

  

11 
場面別通訳③ 
（フォーマル・スピーチ） 

  

12 
場面別通訳④ 
（ビジネス場面） 

  

13 
場面別通訳⑤ 
（技術・サービスに関するビジネス場面） 

  

14 
場面別通訳⑥ 
（その他の場面） 

  

15 
まとめ② 

（通訳と今後への課題） 
 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業の理解度・参加度・貢献度（50％） 

まとめ・振り返り回での内容理解・ワーク（20％） 

最終回のワークショップ(内容、方法など)（30％） 

  

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

各テクニックに対する復習、繰り返し演習 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回ごとに資料を配布する。 

参考文献： 

『通訳の技術』小松達也(著)、研究社、(2005/9/1) 

 

７．備考 

 

 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
総合理論演習 

総合科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 

◎鎌谷 修、川上 慎市郎、中嶋 隆一、難波 美帆、寺脇 由紀、 

久米 信行、平山 敏弘、志村 一隆、富澤 豊、三澤 一文、磯 俊樹、 

片桐 雅二、加藤 直人、堀田 耕一郎、落合 慶広、桐谷 恵介、 

江端 浩人 

共同担当 

１．授業概要 

学生の興味関心に基づき、４年次卒業課題を見通した研究を行う。研究方法について学ぶと共に、先行研

究・ビジネスケース等を学び合う。また、卒業課題設定のための課題抽出、立論のための技法を学ぶ。さら

にグループ発表では、抽出課題に沿った研究がなされているか（調査、製作などの方法とそのまとめ方）教

員の指導を受けながら、広く柔軟な視野を持ち、４年次卒業課題に向けて自らのテーマを創造的に発展させ、

論文形式でまとめる。また、卒業課題の仮テーマ設定と計画書もあわせて作成する。 

２．授業の目的、目標 

興味関心のあるテーマに基づき、関連図書・研究論文の講読、フィールドワーク等を通して知見を増やす

と同時に、卒業課題の設定を目的に、自ら課題抽出をする力を養う。また、自ら抽出した課題についての先

行研究・ビジネスケース・既存製品等を批判的に考え、論文形式でまとめる力を養う。また、卒業課題の仮

テーマ設定と計画書もあわせて作成する。 

 

３．授業計画 

回数 内容 
授業
形態 

担当
教員 

１ 総合理論演習の進め方   

２ 研究方法の学習   

３ 先行研究・ケース等の発表：課題抽出   

４ 先行研究・ケース等の発表：課題抽出   

５ 文献研究 1   

６ グループ発表・ディスカッション   

７ 文献研究 2   

８ グループ発表・ディスカッション   

９ 文献研究３   

10 グループ発表・ディスカッション   

11 卒業課題テーマ探求の為のフィールドワーク学習   

12 グループ発表・ディスカッション   

13 振り返り・卒業課題テーマ設定に向けた文献研究   

14 振り返り・卒業課題テーマ設定に向けた文献研究   

15 卒業課題の仮テーマ設定と計画書作成   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

グループ発表・ディスカッション内容(40％) 

個人課題（卒業課題のテーマおよび概説、課題設定、計画設計）（40％） 

その他演習への参加・取り組み姿勢(20％) 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

毎回の授業で出す小課題については、次回授業までに必ず取り組むこと。 

指摘された事項を踏まえ，各自必ず振り返りを行うこと。 

発表に当たっては，自ら文献を探すなど念入りに準備をし，発表技術の向上に努めること。 

 

６．教科書／参考文献 

配布資料による。 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
総合理論演習 

総合科目 
 

配当 

年次 
３年次 

配当 

学期 
後期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
演習 

担当教員 

◎川上 慎市郎、難波 美帆、寺脇 由紀、久米 信行、平山 敏弘、 

志村 一隆、富澤 豊、三澤 一文、磯 俊樹、片桐 雅二、加藤 直人、

鎌谷 修、堀田 耕一郎、落合 慶広、桐谷 恵介、江端 浩人 

共同担当 

１．授業概要 

学生の興味関心に基づき、４年次卒業課題を見通した研究を行う。研究方法について学ぶと共に、先行研

究・ビジネスケース等を学び合う。また、卒業課題設定のための課題抽出、立論のための技法を学ぶ。さら

にグループ発表では、抽出課題に沿った研究がなされているか（調査、製作などの方法とそのまとめ方）教

員の指導を受けながら、広く柔軟な視野を持ち、４年次卒業課題に向けて自らのテーマを創造的に発展させ、

論文形式でまとめる。また、卒業課題の仮テーマ設定と計画書もあわせて作成する。 

２．授業の目的、目標 

興味関心のあるテーマに基づき、関連図書・研究論文の講読、フィールドワーク等を通して知見を増やす

と同時に、卒業課題の設定を目的に、自ら課題抽出をする力を養う。また、自ら抽出した課題についての先

行研究・ビジネスケース・既存製品等を批判的に考え、論文形式でまとめる力を養う。また、卒業課題の仮

テーマ設定と計画書もあわせて作成する。 

 

３．授業計画 

回数 内容 
授業
形態 

担当
教員 

１ 総合理論演習の進め方   

２ 研究方法の学習   

３ 先行研究・ケース等の発表：課題抽出   

４ 先行研究・ケース等の発表：課題抽出   

５ 文献研究 1   

６ グループ発表・ディスカッション   

７ 文献研究 2   

８ グループ発表・ディスカッション   

９ 文献研究３   

10 グループ発表・ディスカッション   

11 卒業課題テーマ探求の為のフィールドワーク学習   

12 グループ発表・ディスカッション   

13 振り返り・卒業課題テーマ設定に向けた文献研究   

14 振り返り・卒業課題テーマ設定に向けた文献研究   

15 卒業課題の仮テーマ設定と計画書作成   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

グループ発表・ディスカッション内容(40％) 

個人課題（卒業課題のテーマおよび概説、課題設定、計画設計）（40％） 

その他演習への参加・取り組み姿勢(20％) 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

毎回の授業で出す小課題については、次回授業までに必ず取り組むこと。 

指摘された事項を踏まえ，各自必ず振り返りを行うこと。 

発表に当たっては，自ら文献を探すなど念入りに準備をし，発表技術の向上に努めること。 

 

６．教科書／参考文献 

配布資料による。 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

情報経営イノベーション学部情報経営イノベーション学科 

授業科目 
総合実践演習 

総合科目 
 

配当 

年次 
4 年次 

配当 

学期 
通期 単位数 4 単位 

必修・選択の

別 
必修 

授業形

態 
演習 

担当教員 

◎鎌谷 修、川上 慎市郎、中嶋 隆一、難波 美帆、寺脇 由紀、 

久米 信行、平山 敏弘、志村 一隆、富澤 豊、三澤 一文、磯 俊樹、 

片桐 雅二、加藤 直人、堀田 耕一郎、落合 慶広、桐谷 恵介、 

江端 浩人 

共同担当 

１．授業概要 

総合理論演習において設定したテーマおよび仮説を、専任教員の指導の下「卒業課題」として検証（実証）、実践にまとめる。

卒業課題については公開の場でプレゼンテーションを行うとともに、書面及びデータで提出する。尚、課題は個人、グループ

のいずれかの方法での提出を可能とする。 

・卒業課題に必要となる条件について 

以下の項目が提出物内で具体的かつ明確に説明されていること。 

１．新規性があり、産業界からのニーズに適した、理論と実務を架橋するテーマであること 

２．「イノベーション人材」になるためのステップとしてふさわしいテーマであること 

・提出形式 

１．ビジネスプラン 

 ⅰ)新規性があり、産業界からのニーズに適したビジネスプラン 

２．論文 

 ⅰ)産業界における新規性、先見性の認められる仮説を立て、それを検証した論文 

３．作品 

 ⅰ）新規性があり、かつコンテンツ産業および関連産業から特に優れたものと評価された作品 

２．授業の目的、目標 

以下を目標として卒業課題に取り組む。 

１．ビジネスプラン 

＜提出形式＞ 

 ⅰ) 新規性があり、産業界からのニーズに適したビジネスプラン 

＜アウトプットイメージ＞ 

 ・ビジネスプランとして必要となる「市場分析」「コンテンツ（製品・サービスなど）の特徴」「事業戦略」「事業計画」を

明記すること 

・ビジネスプランにとりあげるサービスなどを作成 

２．論文 

＜提出形式＞ 

 ⅰ)産業界における新規性、先見性の認められる仮説を立て、それを検証した論文 

＜アウトプットイメージ＞ 

 ・研究テーマを取り上げる目的や先行研究・事例、研究の方法とそれに基づく結果、そこから考察されることなどから構成

されるもの 

３．作品・プロダクト 

＜提出形式＞ 

 ⅰ）新規性があり、かつコンテンツ産業および関連産業から特に優れたものと評価された作品 

＜アウトプットイメージ＞ 

 ・ＩＣＴ技術を用いて制作した作品および作品説明(企画書等)とする。 

３．授業計画 

回数 内容 
授業

形態 

担当

教員 

１ 授業の進め方と卒業課題の概要、テーマ、スケジュール説明   

２ 卒業課題の設定に向けた準備：文献研究、調査、情報収集等   

３ 卒業課題の設定に向けた準備：文献研究、調査、情報収集等   

４ グループ発表・ディスカッション   

５ グループ発表・ディスカッションの振り返り   

６ 卒業課題テーマの決定・発表   

７ 卒業課題計画の決定・発表   

８ 課題内容の構想と準備   

９ 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

10 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

11 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

12 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

13 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

14 中間まとめ(発表)   

15 中間まとめ(振り返り)   

16 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

17 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

18 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

19 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

20 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

21 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

22 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

23 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

24 卒業課題の提出   

25 卒業課題発表準備   

26 卒業課題発表準備   

27 卒業課題発表準備   

28 卒業課題発表内容の決定   

29 卒業課題発表会   

30 卒業課題発表会   

４．試験および成績評価の方法と基準 

課題への取り組みと提出課題に基づいて評価(90％)、卒業課題発表会の内容(10％) 

(評価基準) 

【ビジネスプラン】 

・テーマ設定条件への適合 

・テーマに対する事業アプローチの設定根拠 

・先行事例・関連事例の調査状況 

・ビジネスプランとしての競争優位性・分析・評価等の調査手法 

・市場環境の分析・調査手法 

・財務計画の適切性 

【論文】 

・テーマ設定条件への適合 

・テーマに対するアプローチの設定論拠 

・先行研究・関連研究の調査状況 

・論文としての新規性 

・分析・評価等の調査手法 

・研究を通じた学術への貢献 

・卒業課題の完成度/発展性 

【作品】 

・テーマ設定条件への適合 

・テーマに対する作品アプローチの設定根拠 

・先行事例・関連事例の調査状況 

・作品としての競争優位性・分析・評価等の調査手法 

・市場環境の分析・調査手法 

・学外の学会、展示会での発表、学術誌、新聞等に掲載され、高い評価を得ることができる作品で 

あるか否か 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・各自のテーマに沿って，自ら学習の計画を立て，その計画に沿って進めること。 

・指摘された事項を踏まえ，各自必ず振り返りを行うこと。 

・発表に当たっては，自ら文献を探すなど念入りに準備をし，発表技術の向上に努めること。 

６．教科書／参考文献 

配布資料による。 

７．備考 



旧 

43 
 

ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
総合実践演習 

総合科目 
 

配当 

年次 
４年次 

配当 

学期 
通期 単位数 ４単位 必修・選択の別 必修 授業形態 演習 

担当教員 

◎川上 慎市郎、難波 美帆、寺脇 由紀、久米 信行、平山 敏弘、志村 一隆、富澤 豊、 

三澤 一文、磯 俊樹、片桐 雅二、加藤 直人、鎌谷 修、堀田 耕一郎、落合 慶広、桐谷 恵介、

江端 浩人 

共同担当 

１．授業概要 

総合理論演習において設定したテーマおよび仮説を、専任教員の指導の下「卒業課題」として検証（実証）、実践にまとめる。

卒業課題については公開の場でプレゼンテーションを行うとともに、書面及びデータで提出する。尚、課題は個人、グループ

のいずれかの方法での提出を可能とする。 

・卒業課題に必要となる条件について 

以下の項目が提出物内で具体的かつ明確に説明されていること。 

１．新規性があり、産業界からのニーズに適した、理論と実務を架橋するテーマであること 

２．「イノベーション人材」になるためのステップとしてふさわしいテーマであること 

・提出形式 

１．ビジネスプラン 

 ⅰ)新規性があり、産業界からのニーズに適したビジネスプラン 

２．論文 

 ⅰ)産業界における新規性、先見性の認められる仮説を立て、それを検証した論文 

３．作品 

 ⅰ）新規性があり、かつコンテンツ産業および関連産業から特に優れたものと評価された作品 

２．授業の目的、目標 

以下を目標として卒業課題に取り組む。 

１．ビジネスプラン 

＜提出形式＞ 

 ⅰ) 新規性があり、産業界からのニーズに適したビジネスプラン 

＜アウトプットイメージ＞ 

 ・ビジネスプランとして必要となる「市場分析」「コンテンツ（製品・サービスなど）の特徴」「事業戦略」「事業計画」を

明記すること 

・ビジネスプランにとりあげるサービスなどを作成 

２．論文 

＜提出形式＞ 

 ⅰ)産業界における新規性、先見性の認められる仮説を立て、それを検証した論文 

＜アウトプットイメージ＞ 

 ・研究テーマを取り上げる目的や先行研究・事例、研究の方法とそれに基づく結果、そこから考察されることなどから構成

されるもの 

３．作品・プロダクト 

＜提出形式＞ 

 ⅰ）新規性があり、かつコンテンツ産業および関連産業から特に優れたものと評価された作品 

＜アウトプットイメージ＞ 

 ・ＩＣＴ技術を用いて制作した作品および作品説明(企画書等)とする。 

３．授業計画 

回数 内容 
授業

形態 

担当

教員 

１ 授業の進め方と卒業課題の概要、テーマ、スケジュール説明   

２ 卒業課題の設定に向けた準備：文献研究、調査、情報収集等   

３ 卒業課題の設定に向けた準備：文献研究、調査、情報収集等   

４ グループ発表・ディスカッション   

５ グループ発表・ディスカッションの振り返り   

６ 卒業課題テーマの決定・発表   

７ 卒業課題計画の決定・発表   

８ 課題内容の構想と準備   

９ 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

10 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

11 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

12 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

13 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

14 中間まとめ(発表)   

15 中間まとめ(振り返り)   

16 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

17 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

18 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

19 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

20 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

21 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

22 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

23 課題進捗状況の報告・ディスカッション   

24 卒業課題の提出   

25 卒業課題発表準備   

26 卒業課題発表準備   

27 卒業課題発表準備   

28 卒業課題発表内容の決定   

29 卒業課題発表会   

30 卒業課題発表会   

４．試験および成績評価の方法と基準 

課題への取り組みと提出課題に基づいて評価(90％)、卒業課題発表会の内容(10％) 

(評価基準) 

【ビジネスプラン】 

・テーマ設定条件への適合 

・テーマに対する事業アプローチの設定根拠 

・先行事例・関連事例の調査状況 

・ビジネスプランとしての競争優位性・分析・評価等の調査手法 

・市場環境の分析・調査手法 

・財務計画の適切性 

【論文】 

・テーマ設定条件への適合 

・テーマに対するアプローチの設定論拠 

・先行研究・関連研究の調査状況 

・論文としての新規性 

・分析・評価等の調査手法 

・研究を通じた学術への貢献 

・卒業課題の完成度/発展性 

【作品】 

・テーマ設定条件への適合 

・テーマに対する作品アプローチの設定根拠 

・先行事例・関連事例の調査状況 

・作品としての競争優位性・分析・評価等の調査手法 

・市場環境の分析・調査手法 

・学外の学会、展示会での発表、学術誌、新聞等に掲載され、高い評価を得ることができる作品であるか否か 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・各自のテーマに沿って，自ら学習の計画を立て，その計画に沿って進めること。 

・指摘された事項を踏まえ，各自必ず振り返りを行うこと。 

・発表に当たっては，自ら文献を探すなど念入りに準備をし，発表技術の向上に努めること。 

６．教科書／参考文献 

配布資料による。 

７．備考 

 

  



新 

 

 

削除  



旧 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
ICTリテラシー 

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 加藤 直人  

１．授業概要 

PC や PC 上で動作するソフトウェアについて、基本的な操作を習得する。講義による基本的な概念の説明

の後、演習課題に取り組む。PC 上で行う個人の操作の他、グループワークを行うことで、成果物作成のノ

ウハウを学び、また情報共有の手法を体験する。 

具体的には、OS の基本操作として、PC の起動・終了、フォルダ操作・ファイル操作、エディタによるテ

キストファイルの編集、ソフトウェアのインストール等を習得する。また、ワープロソフト、表計算ソフト、

プレゼンテーションソフトを用いて書類・資料の作成を行えるようになる。 

その他、グループ作業を促進するためのツール（メールソフト、グループウェア、プロジェクト管理ツー

ル、作図ツール等）の基本操作を身に付ける。 

２．授業の目的、目標 

学生が全員購入する予定の PC について、基本的な操作を習得する。オペレーティングシステム、データ

ベース、ネットワークなどの構成要素や活用方法を実習を通して学習する。 

またオフィススイート（Pages・Numbers・Keynote、G-Suite、MS Office）による文書作成、表計算ソフ

トによる集計・分析処理、プレゼンテーションソフトによるプレゼン資料作成を実機操作を通じて学ぶ。 

さらに学生生活を通じて必要となるメールによる通信、グループウェアを利用した情報共有についても習

得する。 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
PCの操作(1) OSの起動と終了-フォルダとファイルの管理 
情報共有(1) メールによる通信 

  

２ PCの操作(2) OSの基本操作 検索、ショートカットキー等   

３ PCの操作(3) ソフトウェアの管理（インストールと更新）   

４ オフィススイートの基礎(1) 文書の作成と印刷設定   

５ オフィススイートの基礎(2) 構造的な文書の作成   

６ 情報共有(2) グループウェアの利用   

７ オフィススイートの基礎(3) プレゼンテーション資料の作成   

８ オフィススイートの基礎(4) プレゼンテーションの実施（グループワーク）   

９ オフィススイートの基礎(5) 表計算ソフトの基礎   

10 オフィススイートの基礎(6) 表計算ソフトにおけるマクロの利用   

11 
情報共有(3) クラウドサービス（SaaS）の利用 
作図サービス、プロジェクト管理サービス等 

  

12 PCの操作(4) エディタとコマンドの利用   

13 PCの操作(5) スクリプトによる処理の自動化   

14 グループワーク:企画書・プレゼンテーション資料の作成   

15 グループワーク:企画書のプレゼンテーションと報告書の作成   

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業への参加度・貢献度（質問、発言など）を評価する。（20%） 

各回の課題の提出状況と、その内容を評価する。（30％） 

期末の総合演習の成果物（文書とプレゼンテーション）を評価する。（50%） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習として、参考文献・Webサイトを参照して、事前に各分野で使われる基本的な用語・概念を知ってお

くこと。また各回の課題にも取り組む。各回につき、1時間程度の個人学習（復習、課題）に取り組む。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：各回ごとにプリントを配布する。 

 

参考文献： 

『MacBookマスターブック』 

松山 茂（著) 矢橋 司（著）、マイナビ出版、2017年 

『Pages・Numbers・Keynoteマスターブック』 

東弘子（著）マイナビ出版、2017年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
離散数学 I  

基礎科目 
 

配当 

年次 
１年次 

配当 

学期 
後期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
必修 

授業

形態 
講義 

担当教員 片桐 雅二  

１．授業概要 

ソフトウェアを形式的に特徴づけたり解析するためには、計算や論理に関する知識が不可欠である。本講

義では、論理学や計算理論を中心に、関連する議論も含め、ICT技術を支える中核的な理論の基礎を広く学

習する。各理論／概念については具体的な応用先の例もあわせて学ぶことで、理解をより深いものとする。 

具体的には、集合・論理・関係・写像・代数系・数え上げ・グラフ理論についてその入門的な内容（用語・

定義・記法、基本的概念・原理、応用先の例など）を順次学ぶことで、論理的、数理的に課題解決へのアプ

ローチができるようになることを目指す。 

 

２．授業の目的、目標 

論理学や計算論等の基礎知識を習得し、説明できるようになる。 

実際の課題についてソフトウェアを用いて解決する際に、必要に応じて自らより深く調べる手がかりとし

て、得た知識を課題解決に活用できるようになる。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 集合（１）定義、表現、性質、演算   

２ 集合（２）ベン図、包除原理、応用   

３ 論理（１）命題   

４ 論理（２）推論、必要条件と十分条件、応用   

５ 関係（１）定義、表現、合成   

６ 関係（２）性質、包除原理、同値関係、応用   

７ 写像（１）単射・全射・全単射、合成、鳩の巣原理   

８ 写像（２）置換、応用   

９ 代数系（１）二項演算、単位元と逆元   

10 代数系（２）半群とモノイド群、群、準同型写像と同型写像   

11 計算の複雑さ・数え上げ   

12 順序集合から束へ（１）順序、ハッセ図   

13 順序集合から束へ（２）上限・下限、束、分配束と可補束   

14 グラフ理論（１）数学的定義、隣接行列・接続行列、経路   

15 グラフ理論（２）オイラーグラフ、ハミルトン閉路、平面グラフ   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

定期試験の結果（80%）、受講態度（授業への参加度・貢献度）等（20%）により総合評価する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

授業範囲について講義開始までに教科書で予習を行うこと。 

また、授業内で出された事例・例題を用いて、復習によって自分なりに内容を消化すること。 

（30-60分／回） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

『応用事例とイラストでわかる離散数学」 

延原 肇（著）、共立出版、2015年 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
モバイルコンピューティングⅠ 

基礎科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 磯 俊樹 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

ICT とは、“Information Communications Technology”の略で、情報通信技術全般を指すものであり、人

と人だけなく、“人”と“モノ”をつなげる（コミュニケーションする）様々なサービスに関与している．

特に近年においては、ICT分野の中でも特に情報通信インフラの充実や携帯情報端末技術の発展に伴い、ユ

ーザがコンピュータやそれに類する端末、アプリケーションを持ちあるく、モバイルコンピューティング分

野の成長が著しい。そこで本講義では、ICTの中でも特に社会生活で情報をやり取りする際に不可欠なツー

ルとなった“ケータイ”に着目し、人とモノをつなげているモバイルサービスを実現するために使われてい

る ICTのコア技術を学修する．特に、なぜ、サービスシステムを実現するために、これらのコア技術が使わ

れているのかを“アプリケーションの利用環境条件”や“サービス提供上の制約条件”の観点から考察する

ことで、技術の本質を理解する。 

モバイルコンピューティング Iでは、人とモノをつなげる“現実世界から情報を獲得する”系サービスと、

人と人をつなげる”自らの状態を知る”系サービスを例として、“ケータイ”に搭載された各種センサを用

いたメディア処理やパターン認識技術に関する ICTのコア技術を理解する。 

 

２．授業の目的、目標 

人とモノをつなげる“現実世界から情報を獲得する”系サービスと、人と人をつなげる“自らの状態を知

る”系サービスに関する ICTの主な技術の特徴や用途が平易な表現で説明できることを目指す．そして、“ユ

ーザの視点”、“サービス提供者の視点”、“技術者の視点”をバランスよく持ってモバイルサービス企画

立案することを究極の目標とする。 

 

３．授業計画 

回数 内容  担当 

１ 
「モバイルサービスの変遷」：ケータイを中心に進歩してきたモバイルサービスの動向
を，社会的な役割や行動心理学の観点で分析する． 

  

２ 
「外界から情報を獲得する系サービスを実現する ICTの基礎技術（A）」：画像処理や画像
認識に関する基本技術を学ぶ． 

  

３ 
「外界から情報を獲得する系サービスを実現する ICT（１）」：ケータイ搭載カメラから情
報が得られる二次元コード（QRコードや Visualtag）読取技術を学ぶ． 

  

４ 
「外界から情報を獲得する系サービスを実現する ICT（２）」：景観画像から情報を獲得す
る看板認識や特定画像認識を学ぶ． 

  

５ 
「外界から情報を獲得する系サービスを実現する ICT（３）」：Deep Learning（深層学習）
による一般画像認識を学ぶ． 

  

６ 
「外界から情報を獲得する系サービスを実現する ICTの基礎技術（B）」：ケータイに搭載
されたモーションセンサに関する基本技術を学ぶ． 

  

７ 
「外界から情報を獲得する系サービスを実現する ICT（４）」：モーションセンサとカメラ
を用いたモバイル AR技術を学ぶ． 

  

８ 
「まとめ（１）」：外界から情報を獲得する系サービスを実現する ICTの特徴を，サービ
ス適用条件や制約条件等の観点からまとめる． 

  

９ 
「自分の状態を知る系サービスを実現する ICT（１）」：ケータイの携行方法にロバストな
モーションセンサを用いた歩行状態認識を学ぶ． 

  

10 
「自分の状態を知る系サービスを実現する ICT（２）」：モーションセンサを用いた動作認
識を学ぶ． 

  

11 
「自分の状態を知る系サービスを実現する ICT（３）」：把持センサを用いたケータイ利用
中の個人認証を学ぶ． 

  

12 
「自分の状態を知る系サービスを実現する ICT（４）」：生体情報センサを用いた低次メン
タル状態推定技術を学ぶ． 

  

13 
「自分の状態を知る系サービスを実現する ICT（５）」：生体情報センサを用いたヘルスケ
ア技術を学ぶ． 

  

14 
「まとめ（２）」： 自分の状態を知る系サービスを実現する ICTの特徴を，サービス適用
条件や制約条件等の観点からまとめる． 

  

15 
「将来あるべきモバイルサービスやケータイの姿」：今後のモバイルサービスに求められ
るものが何で，それを実現するために必要な ICTは何かを議論する． 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

最終試験：50％ 

まとめ（2回）：40％ 

レポート提出（適時）：10％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習（事前学習）：各単元の実例をインターネットや文献等で 1 つ調べて，それぞれをスライド１枚にま

とめる．（1時間程度） 

復習（事後学習）：各単元で学んだ各手法についてインターネットや文献等で２つ調べて，スライド２枚

にまとめる．（1時間程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

必要により，授業時にプリントを配布，または参考資料を適宜指⽰する． 

 

参考文献： 

『iPhoneのすごい中⾝』 

柏尾 南壮 (著) 、⽇本実業出版社、2010年 

『ジャイロセンサ技術』 

多摩川精機株式会社 （編集）、東京電機⼤学出版局、2011年 

『わかりやすいＧＰＳ測量』 

小白井 亮一（著)、オーム社、2010年 

『カオス時系列解析の基礎と応⽤』 

池口 徹（著）小室 元政（著）山田 泰司 （著） 合原 一幸 （編集）、産業図書、2000年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
離散数学Ⅱ 

基礎科目 
 

配当 

年次 
２年次 

配当 

学期 
前期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 片桐 雅二  

１．授業概要 

「離散数学 I」に引き続き、グラフ理論、代数学、数論、数え上げの基礎についてより掘り下げた内容を

学ぶ。例題解説によって解法を身につけるとともに、各種の課題を ICT／情報システムにより解決する場合

に求められる数理的考え方を修練する。 

代数学の基礎として RSA公開鍵暗号の原理など、グラフ理論の基礎としてネットワーク制御をはじめとし

て様々な場面で用いられているグラフの探索や連結成分など、アルゴリズム／計算量理論の基礎として NP

完全性など、数え上げの基礎としてフィボナッチ数やカタラン数などを取り上げる。 

２．授業の目的、目標 

 ICT技術の発展を支える基盤である離散数学の基本知識を習得し、説明できるようになる。 

その発想と論理的思考について学び、実際の課題解決を検討するための基礎能力を獲得する。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 代数学の基礎（１）合同式、最大公約数   

２ 代数学の基礎（２）有限体、フェルマーの小定理   

３ 代数学の基礎（３）RSA公開鍵暗号   

４ グラフ（１）定義、パス、連結性   

５ グラフ（２）探索   

６ グラフ（３）連結成分   

７ アルゴリズム（１）定義、べき乗の計算   

８ アルゴリズム（２）ユークリッドの互除法   

９ アルゴリズム（３）クリーク問題   

10 計算量（１）計算時間、因数分解   

11 計算量（２）P=NP?問題   

12 計算量（３）NP完全性   

13 数え上げ（１）初等的な方法   

14 数え上げ（２）パスカルの三角形   

15 数え上げ（３）フィボナッチ数、カタラン数   

 

 

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

 演習レポートの内容（50%）、定期試験の結果（40%）、受講態度等（10%）により総合評価する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

授業範囲について講義開始までに教科書で予習を行うこと。 

また、授業内で出された事例・例題を用いて、復習によって自分なりに内容を消化すること 

（30-60分／回） 

項目毎に演習課題を設定し演習レポートの提出を課す（60-120分×5回） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：プリントを適宜配布する。 

 

参考文献： 

『情報工学のための離散数学入門」西野 哲朗（著）若月 光夫（著）、数理工学社、2015年 

『初等離散数学」秋山 仁（著）占部 正承（著）一松 信（編集）、森北出版、1998年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
モバイルコンピューティングⅡ 

基礎科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 磯 俊樹 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

ICT とは，”Information Communications Technology”の略で，情報通信技術全般を指すものであり，

人と人だけなく，“人”と“モノ”をつなげる（コミュニケーションする）様々なサービスに関与している．

特に近年においては、ICT分野の中でも特に情報通信インフラの充実や携帯情報端末技術の発展に伴い、ユ

ーザがコンピュータやそれに類する端末、アプリケーションを持ちあるく、モバイルコンピューティング分

野の成長が著しい。そこで本講義では，ICTの中でも特に社会生活で情報をやり取りする際に不可欠なツー

ルとなった”ケータイ”に着目し，人とモノをつなげているモバイルサービスを実現するために使われてい

る ICTのコア技術を学修する．特に，なぜ，サービスシステムを実現するために，これらのコア技術が使わ

れているのかを”アプリケーションの利用環境条件”や”サービス提供上の制約条件”の観点から考察す

ることで，技術の本質を理解する． 

モバイルコンピューティングⅡでは，人と人をつなげるクラウド上の” 集合知利用系サービス“と “モ

バイル端末の入出力インタフェース”を例として，ビッグデータからの知識獲得技術（データマイニング）

やインタフェース技術に関するコア技術を修学する．さらには，今後のケータイのあるべき姿についても議

論する． 

 

２．授業の目的、目標 

人と人をつなげるクラウド上の” 集合知利用系サービス“と “モバイル端末の入出力インタフェース” 

に関する ICTの主な技術の特徴や用途が平易な表現で説明できることを目指す．そして，“ユーザの視点”，

“サービス提供者の視点”，“技術者の視点”をバランスよく持ってモバイルサービス企画立案することを

究極の目標とする． 

３．授業計画 

回数 内容  担当 

１ 
「モバイルサービスの変遷」：ケータイを中心に進歩してきたモバイルサービスの動向
を，社会的な役割や行動心理学の観点で分析する． 

  

２ 
「集合知利用系サービスを実現する ICTの基礎技術（A）」：確率統計やベイズ推定に関す
る基本技術を学ぶ． 

  

３ 
「集合知利用系サービスを実現する ICT（１）」：ケータイの位置情報に基づいて人流れを
公共利用する“モバイル空間統計サービス”で利用されている技術を学ぶ． 

  

４ 
「集合知利用系サービスを実現する ICT（２）」：Webサイトのレコメンドシステムで利用
されている協調フィルタリング等を学ぶ． 

  

５ 
「集合知利用系サービスを実現する ICT（３）」：潜在トピックモデルを利用したユーザプ
ロファイリング技術を学ぶ． 

  

６ 
「集合知利用系サービスを実現する ICTの基礎技術（B）」：音声認識に関する基本技術を
学ぶ． 

  

７ 
「集合知利用系サービスを実現する ICT（４）」：しゃべってコンシェルサービスで利用さ
れている音声認識や知識処理に関する技術を学ぶ． 

  

８ 
「集合知利用系サービスを実現する ICT（５）」：音声翻訳サービスで利用されている翻訳
技術を学ぶ． 

  

９ 
「まとめ（１）」：集合知利用系サービスを実現する ICTの特徴を，サービス適用条件や
制約条件等の観点からまとめる． 

  

10 
「モバイル端末の入出力インタフェースで利用されるICTの基礎技術」：モバイル端末（ス
マートフォン）に搭載センサに関する基本技術を理解する． 

  

11 
「モバイル端末の入出力インタフェースで利用される ICT（１）」：ケータイカメラの手振
れ補正技術を学ぶ 

  

12 
「モバイル端末の入出力インタフェースで利用される ICT（２）」：インテリジェントグラ
ス等のウエアラブルデバイスの技術を学ぶ． 

  

13 
「まとめ（２）」：モバイル端末の入出力インタフェースで利用される ICTの特徴を，サ
ービス適用条件や制約条件等の観点からまとめる． 

  

14 
ケータイ事業者の取り組んでいる ICT：５G，IoT，AI等の技術を利用したモバイルサー
ビスの取り組みについて専門家等の話を聞くことで ICTの最新動向を把握する． 

  

15 
「将来あるべきモバイルサービスやケータイの姿」：今後のモバイルサービスに求められ
るものが何で，それを実現するために必要な ICTは何かを議論する． 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

最終試験：50％ 

まとめ（2回）：40％ 

レポート提出（適時）：10％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習（事前学習）：1時間程度 

各単元の実例をインターネットや文献等で 1つ調べそれぞれをスライド 1枚にまとめる．  

復習（事後学修）：1時間程度 

各単元で学んだ各手法についてインターネットや文献等で 2つ調べてスライド 2枚にまとめる．  

 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

必要により，授業時にプリントを配布，または参考資料を適宜指⽰する． 

 

参考文献： 

『データ解析のための統計モデリング⼊⾨』 

久保拓弥（著）、岩波書店、2012年 

『統計数理は隠された未来をあらわにする－ベイジアンモデリングによる実世界イノベーション』 

樋口知之(著)照井伸彦(著)井元清哉(著)北川源四郎(著)石井信 (著)東京電機⼤学出版局、2007年 

『デジカメの画像処理』 

蚊野浩(監修)映像情報メディア学会(編集)、オーム社、2011年 

『フリーソフトでつくる⾳声認識システム』 

上野俊行(著)、森北出版、2018年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
オペレーションズリサーチ 

基礎科目 
 

配当 

年次 
２年次 

配当 

学期 
前期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 落合 慶広 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

オペレーションズリサーチは課題解決や意思決定を行うために数理的・科学的にアプローチするための知

識技術とその研究である。本授業では、製造・流通計画から高度な画像・音声認識処理に至るまで多くの分

野で活用されている各種のオペレーションズリサーチの基本手法を理解すると共に、これを活用して問題を

解く力を習得するとともに、社会問題をシンプルに整理し、ICTやビジネスの知識やスキルを用いて、アプ

ローチし解決する方法を学ぶ。 

 

２．授業の目的、目標 

近年、製造・流通における最適化問題のみならず、高度な画像・音声認識処理から都市計画、防災計画の

策定に至るまで、オペレーションズリサーチが果たす役割が大きくなっている。本講義では、幅広い観点か

ら各種手法の原理を理解し、これらを使いこなして活用する力を習得する。また、AI における学習法の導

入にもなるように合わせて講義する。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
オペレーションズリサーチで用いられる各手法の全体像の理解と産業応用事例について
講義する。 

  

２ 線形計画法１：基礎概念と定式化、シンプレックス法について講義する。   

３ 線形計画法２：双対定理と感度分析、産業応用について講義する。   

４ 
非線形最適化１（制約なし局所最適化）：基礎概念と定式化、最急降下法とニュートン法
について講義する。 

  

５ 
非線形最適化２（制約なし局所最適化）：収束の速さと共役勾配法、準ニュートン法につ
いて講義する。 

  

６ 
非線形最適化３（制約あり局所最適化）： ラグランジェ未定乗数法と Karush-Kunh-Tucker
条件について講義する。 

  

７ 非線形最適化の産業応用と AIにおける学習との関係について講義する。   

８ 多目的最適化法とパレート最適、産業応用について講義する。   

９ 大域的最適化法と遺伝的アルゴリズム、及び産業応用について講義する。   

10 確率的最適化法と産業応用について講義する。   

11 ネットワーク最適化１：最短路問題、最大流問題について講義する。   

12 ネットワーク最適化２：最小費用流問題について講義する。   

13 組合せ最適化１：分岐限定法について講義する。   

14 組合せ最適化２：動的計画法、近似解放について講義する   

15 並列最適化法と超並列コンピューティングの動向について講義する。   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

各授業において出題する理解度確認課題（６０％）と考察レポート（４０％）により評価する 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

講義資料は、事前に掲示、指示するので、事前に読んでおくことが望ましい（20～30分程度）。 

 レポート課題では、ツールを用いて解く課題もあり、こうしたツールについては、授業の中で 

周知する。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：配布プリントなどで指示する。 

 

参考文献： 

『これなら分かる最適化数学-基礎原理から計算手法まで』 

金谷 健一 (著) 、共立出版、2005年 

『数理計画法』 

尾方 わかは（著）、オーム社、2010年 

『組合せ最適化-メタ戦略を中心として』 

柳浦睦憲(著)茨木俊秀(著)伊理正夫(編集)西田俊夫(編集)森村英典(編集)刀根薫(編集)長谷川利治

(編集)、朝倉書店、2001年 

 

７．備考 

 

 

 

 

 

  



新 

 

 

削除 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
ビジネスデザインⅠ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
1年次 

配当 

学期 
後期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 難波 美帆 
ｵ 

 

１．授業概要 

世界的に課題がカテゴライズされている SDGｓについて学び、その中から、身近な日本、地方、大学があ

る自治体に引き寄せた課題を発見し、誰にどのような課題があるのかをインタビューなどを通じて調査す

る。ネット情報だけでなく、どのような情報源があるかを調べ、実際に調査することにより、課題を見つけ

る。次にその課題に対してどのような対策が実施されているかを調べる。問題の本質はどこにあるかを分析

する。対策を行っている機関・人などから話を聞くことにより、対策の課題を分析する。また、発見した課

題に対し、自分たちがどのように解決に寄与できるかを設計する。 

 

２．授業の目的、目標 

課題発見、調査、解決策の提案の一連の流れから、ビジネスデザインの基礎となる、社会科学の調査・分

析の手法を学ぶ。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ オリエンテーション   

２ 
フィールドを見つける① 
SDGｓの概説とグループ課題の策定 

  

３ 
フィールドを見つける② 
 グループ課題の検討 

  

４ 
ビジネスデザインと調査① 
社会調査とは、その手法 

  

５ 
ビジネスデザインと調査② 
予備調査 

  

６ 
ビジネスデザインと調査③ 
予備調査の分析 

  

７ 
ビジネスデザインと調査④ 
中間発表準備 

  

８ 
フィールド調査① 
 概要と手法 

  

９ 
フィールド調査② 
 構想・企画 

  

10 
フィールド調査③ 
 収集・記録 

  

11 
フィールド調査④ 
 調査分析 

  

12 
フィールド調査⑤ 
 課題検討、解決へのアイディエーション 

  

13 
フィールド調査⑥ 
 解決へのアイディエーション 

  

14 
 最終発表準備 
 調査報告の技法、手法 

  

15 最終発表   

４．試験および成績評価の方法と基準 

各授業への参加度・貢献（発表、発言、準備など）：２０％ 

各グループ学習への参加度・貢献（発表、発言、準備など）：２０％ 

中間発表２０％ 

最終発表４０％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

SDGｓについて自分なりに学習しまとめておく。 

教科書や参考図書を読み、社会科学の手法、考え方について予習しておく。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：授業内で必要な資料は適宜配布する。 

 

参考文献： 

『グループディスカッションで学ぶ 社会学トレーニング』 

宮内 泰介 (著) 、三省堂、2013年 

『自分で調べる技術―市民のための調査入門』 

宮内 泰介 (著)、岩波書店、2004年 

『社会科学の考え方―認識論、リサーチ・デザイン、手法』 

野村 康 (著), 名古屋大学出版、2017年 

 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

削除 

  



旧 

51 
 

ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
ビジネスデザインⅡ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 難波 美帆  

１．授業概要 

ICT による急速な社会変化への対応が企業にとって重要な経営課題となる中で、旧来のビジネスモデルを

刷新し、それを構築・実現する社外の人材やその知見を柔軟に取り入れることが求められている。本授業で

はビジネスモデルに着目した新しいビジネスのデザインの方法論と、社外の知見の活用方法としてのオープ

ンイノベーションについて、そのタイプと導入・実践の手法を学ぶ。また、デザイナーやアーティストなど

との協働によるイノベーション（インターベンション）を行うことで、自らイノベーションを起こすために

必要な知識やスキルを習得する。 

 

２．授業の目的、目標 

・ICTを用いたビジネスのデザインのプロセスを理解し、産業の再デザインを構想する 

・さまざまなオープンイノベーションの手法を概覧し、そのメリット・デメリットを理解する 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ ビジネスモデルとは何か（ビジネスモデルキャンバス）   

２ ビジネスモデルをデザインする（１）ICTによる事業環境の変化の理解   

３ ビジネスモデルをデザインする（２）ICTによる顧客価値の分解・再統合   

４ ビジネスモデルをデザインする（３）ICTによる需要の予測と創造   

５ ビジネスモデルをデザインする（４）ICTによる急速な普及と成長   

６ 既存の産業を破壊するビジネスモデルのデザイン演習（１）   

７ 既存の産業を破壊するビジネスモデルのデザイン演習（２）   

８ オープンイノベーションとは何か（類型とその変遷）   

９ オープンイノベーションをデザインする（１）顧客に R&Dを委託する   

10 オープンイノベーションをデザインする（２）スタートアップを支援する   

11 オープンイノベーションをデザインする（３）アライアンスと M&A   

12 オープンイノベーションをデザインする（４）エコシステムを構築する   

13 
欧米の先端事例 
（アーティスティック・インターベンション） 

  

14 オープンイノベーションのデザイン演習（１）   

15 オープンイノベーションのデザイン演習（２）   

 

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

・7回目と 15回目の演習の発表内容（各 25%、計 50%） 

・クラス・グループ活動への貢献（25％） 

・レポート（25％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

・予習：事前課題の学習（各回 1時間程度） 

・復習：各回の学習内容の振り返り（各回 1時間程度） 

・課題：6～7回、14～15回はグループワーク、それ以外は個人ワークとする 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要な資料を適宜配布する。 

 

参考文献： 

『一流ビジネススクールで教える デジタル・シフト戦略 テクノロジーを武器にするために必要な変革』 

ジョージ・ウェスターマン（著）ディディエ・ボネ（著） アンドリュー・マカフィー（著） 

グロービス（翻訳）、ダイヤモンド社、2018年 

『オープン・イノベーションの教科書――社外の技術でビジネスをつくる実践ステップ』 

星野 達也 (著)、ダイヤモンド社、2015年 

『世界のビジネスリーダーがいまアートから学んでいること』 

ニール・ヒンディ（著)長谷川雅彬（監修)小巻靖子（訳)、クロスメディア・パブリッシング、2018年 

 

７．備考 

 

 

 

 

  



新 

 

 

削除 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
ゲーム理論と交渉術 

職業専門科目 

 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
前期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 江端 浩人  
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

ビジネスを実践する上では様々な決定をしなければならない。その決定によりビジネスがたどる変遷は大

きく変わることはご理解いただけると考える。経営に携わるものはこの決定を常に迫られることになる。 

「ゲーム理論」ではそもそも人がなぜそのような決定を行うのかをモデルによって抽象化する。そして自

分や競争相手が行う決定によって変化する競争環境の理解する。特に「交渉術」ではその決定に基づき交渉

相手を含む各種ステークホルダーにどのように決定を伝えることで交渉を優位に運ぶことができるかを解

説する。 

 

２．授業の目的、目標 

参加者が「ゲーム理論」に関し講義により理解し、「交渉」についてはグループシミュレーションにより

方法論を体得することを目標とします。 

 

３．授業計画 

回数 内容 授業 担員 

１ イントロダクション：本授業の進行と意味の解説、他の授業との関係の説明   

２ 
ゲーム理論とは？選択と意思決定。デシジョンツリー、リスクを含む選択、動機付け理
論など 
 

  

３ 非協力ゲーム：利得表、混合戦略と順戦略、最適応答とナッシュ均衡など   

４ 非協力ゲームのグループワークショップ：非協力ゲームを体感するワークショップ   

５ ナッシュ均衡に関する例題と現実の事象解説   

６ ジレンマゲーム：囚人のジレンマとチキンゲーム、ナッシュ均衡とパレート最適   

７ 協力と対立、繰り返しゲーム   

８ 囚人のジレンマワークショップ：囚人のジレンマを体感するワークショップ   

９ 交渉ゲーム：２人交渉問題、ナッシュ交渉解、交渉戦略   

10 交渉ゲームワークショップ：交渉ゲームを体感するワークショップ   

11 
協力ゲーム：基礎概念、個人合理性とパレート最適性、コアの概念、限界貢献度による
解 

  

12 
不確実な相手とのゲーム：情報不完備ゲーム、シグナリング・ゲームとモラル・ハザー
ド 

  

13 ゲーム理論総括と様々な交渉シーン、ゲーミング・シミュレーション   

14 ゲーミングシミュレーションワークショップ   

15 進化ゲーム：進化ゲームの基礎と例示、ESS、協力の進化   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業やワークショップへの参加に関する評価 60% 

期末試験 40% 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

  事前の資料のリーディング（６０分程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：プリントを適宜配布します 

 

参考文献： 

『図解で学ぶゲーム理論入門』 

天谷 研一 (著) 、日本能率協会マネジメントセンター、2011年 

『ゲーム理論・入門 新版--人間社会の理解のために』 

岡田 章（著）、有斐閣、2014年 

 

7．備考 

 

 

 

 

  



新 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
ファシリテーション 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
2年次 

配当 

学期 
後期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 難波 美帆  

１．授業概要 

ファシリテーションすなわち「促進」であるが、この授業では、会議、プロジェクト、コミュニティー形

成をどのように促進することができるかをケースを通じて考え、基本的なスキルを学ぶ。 

ファシリテーションは、ビジネスでは会議の司会進行者と目されがちだが、本来は課題の探索、アジェンダ

（検討課題）設定、場所の設定、参加者の招集、イベントの設計など、企画から実施まで多岐に及ぶ役割を

担うことになる。これら課題解決の促進者としてのファシリテーターの役割を知り、理解し、簡単なイベン

トを企画実施できるようなスキルを身につける。 

２．授業の目的、目標 

ファシリテーターの意義、必要性を理解した上で、ファシリテーターに期待される４つの基本的な役割「会

議の場を創る」「意見を引き出し受け止める」「意見を整理し絞り込む」「コンセンサスを見える化する」を

果たすためのスキルを習得し、それらを活用しながら、イベントやワークショップを進めることができる。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ オリエンテーション   

２ 
ファシリテーションの概要① 
ファシリテーションの各段階 

  

３ 
ファシリテーションの技術② 
コミュニティーによる課題解決、場の創造 

  

４ 
ファシリテーションの概要③ 
ファシリテーターの役割と技術 

  

５ 
ファシリテーションの技術① 
モティベーションの探索、チームビルディング 

  

６ 
ファシリテーションの技術② 

合意に向けた論点整理と記録、合意形成 
  

７ 
ファシリテーションの技術③ 
アイスブレイク、適切なグループサイズ 

  

８ 
ファシリテーションの技術④ 
告知・参加者、賛同者の集め方、イベントと場所の意味 

  

９ 
ファシリテーションとコミュニケーション① 
非言語コミュニケーション 

  

10 
ファシリテーションとコミュニケーション② 
言語コミュニケーション 

  

11 
ファシリテーション実践① 

与えられたテーマ・シチュエーションでのファシリテーションを行う。 
  

12 
ファシリテーション実践② 

与えられたテーマ・シチュエーションでのファシリテーションを行う。 
  

13 
ファシリテーション実践③ 

与えられたテーマ・シチュエーションでのファシリテーションを行う。 
  

14 
ファシリテーション実践④ 

与えられたテーマ・シチュエーションでのファシリテーションを行う。 
  

15 まとめと総括   

４．試験および成績評価の方法と基準 

毎回授業への貢献（発表、発言、準備など）：２０％ 

毎回グループ学習への貢献（発表、発言、準備など）：２０％ 

最後のグループワークショップの内容：４０％ 

毎回授業の振り返りの提出：２０％ 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

グループでの準備が必要であり、指示された到達点までの準備が求められる。概ね、そのための調べ学習

やディスカッション、発表準備作業に予習復習時間として各回１時間程度の学習時間を確保することが必要

となる。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書： 

『ワークショップ―新しい学びと創造の場』 

中野 民夫 (著) 、岩波書店、2001年 

参考文献： 

『ファシリテーターの道具箱―組織の問題解決に使えるパワーツール 49』 

森 時彦/ファシリテーターの道具研究会 (著) 、ダイヤモンド社、2008年  

『MAKE SPACE メイク・スペース スタンフォード大学 dスクールが実践する創造性を最大化する「場」の

つくり方』 

スコット・ドーリー (著) スコット・ウィットフト (著) イトーキ オフィス総合研究所 (監修) 

藤原朝子 (翻訳)、CCCメディアハウス、2012年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
フィンテック 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
4年次 

配当 

学期 
前期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 江端 浩人  
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

金融（Finance）と技術（Technology）の造語である「FinTech（フィンテック）」について、その全体像

および具体的なイノベーションやビジネスモデルについて解説する。 

 本授業で扱う FinTech とは、「デジタル化」という大きな技術変化の流れの金融産業における一つの現れ

であり、また既存の金融産業の構造を変化させうるイノベーション群である。戦略論としての FinTechには、

既存の金融産業の高度化という側面と、未知のベンチャー企業との競争と共存、さらに非金融機関による新

規参入といった多様な論点が含まれている。これらの視点を踏まえた上で、そもそもの FinTechの発展経緯、

成長過程を概観し、技術軸・時間軸によって FinTechの発展段階と、変わりゆく競争環境について概説する。

あわせて金融産業特有の法律や規制などの課題や論点を整理し、諸外国での議論等を紹介しながら、日本の

FinTechのあり方について検討、議論を通じて深めていきたい。 

 

２．授業の目的、目標 

FinTech や FinTechを扱う企業について理解するとともに、これを活用した経営戦略、新サービス、プロ

セス改革等について、具体的に立案することができるようにする。 

 

３．授業計画 

回数 内容 授態 担員 

１ FinTech（フィンテック）の概要：FinTechの動向について、概観する   

２ 金融情報システムとリスクマネジメントの解説   

３ 資金調達と FinTech：企業の資金調達に関する FinTechについて理解する   

４ 企業会計と FinTech：企業会計に関する FinTechについて理解する   

５ 事例研究（企業会計）：企業会計に関する FinTechについての事例検討   

６ 事例研究の討議（企業会計）：前回の事例研究をもとにディスカッションを行う   

７ 事例研究（資金調達）：資金調達に関する FinTechについての事例検討   

８ 事例研究の討議（資金調達）：前回の事例研究をもとにディスカッションを行う   

９ 事例研究（決済）：決済分野に関する FinTechについての事例検討   

10 事例研究の討議（決済）：前回の事例研究をもとにディスカッションを行う   

11 
プロジェクト中間発表：グループの FinTech活用プロジェクトを発表し、ディスカッシ
ョンを行う 

  

12 メガバンクの FinTechの対応：メガバンクの FinTechへの対応について理解する   

13 地域金融機関の FinTechへの対応：地域金融機関の FinTechへの対応について理解する   

14 プロジェクト最終発表：グループないし個人のプロジェクトを発表する   

15 プロジェクトに関するディスカッションとまとめ   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

課題レポート（含む事例研究レポート）(5回予定）   30% 

最終レポート                    20% 

グループプロジェクトの発表と成果物         40% 

講義への貢献度（発言、質疑等の参加度合い）     10% 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

  事前の資料のリーディング（60分程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：プリントを適宜配布します 

 

参考文献： 

『FinTechが中小企業にもたらす影響（政策金融公庫論集）」遠藤 正之（著）、2017年 11月号 

https://www.jfc.go.jp/n/findings/pdf/ronbun1711_03.pdf 
『金融情報システムのリスクマネジメント大規模開発から FinTechまで 6観点（CORE-OQ）の戦略的活用』 

遠藤 正之（著）、日科技連出版社、2016年 

『FinTech入門』 

辻庸介（著）瀧俊雄（著）、日経 BP社、2016年 

『企業のためのフィンテック入門』 

小倉隆志（著）、幻冬舎、2017年 

 

7．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
デザイン思考ワークショップ設計 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
４年次 

配当 

学期 
後期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 難波 美帆 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

ワークショップとはコミュニケーションを基盤に、参加者同士が協働しながら知識や技能を活用する参加

型・体験型の学習の場のことである。本授業ではデザイン思考を用いて、コミュニケーションの場となるワ

ークショップの設計について知識やスキルを習得する。デザイン思考がビジネスや社会課題の解決、組織改

革、キャリア形成まで、広く応用され活用される背景からデザイン思考の要点を解説し、実際にデザイン思

考のプロセスを踏みながら、デザイン思考と呼ばれる思考プロセスに沿ったワークショップが自分でも設計

できるように学ぶ。基礎的なワークショップ設計の手法とデザイン思考で最も大切な課題意識の持ち方や課

題設定能力の双方を重視する。 

 

２．授業の目的、目標 

デザイン思考と呼ばれ、世界中で活用されている思考プロセスの要旨を理解する。 

自らの課題意識を、チームもしくは組織で取り組む課題定義にまで高めることができるようになる。 

デザイン思考を活用したワークショップの設計について体験しながら、ワークショップ設計の基礎的な考

え方を学ぶ 

 

３．授業計画 

回数 内容 授業 担員 

１ オリエンテーション   

２ 
デザイン思考の基本的な考え方１ 
 デザインの定義、考え方、デザインの力 

  

３ 
デザイン思考の基本的な考え方２ 
 デザイン思考とは何か、デザイン思考によってもたらされる成果 

  

４ 
デザイン思考の基本的な考え方３ 
 課題の発見、共有、アイディアの創出方法、コンセプトワーク 

  

５ 
デザイン思考の基本的な考え方４ 
 プロトタイピング、分析・ビジュアライゼーション 

  

６ 
デザイン思考の基本的な考え方５ 
 ストーリーテリング 

  

７ 
デザイン思考の基本的な考え方６ 
 ビジネスモデルとバリュープロポジション 

  

８ 
ワークショップ設計１ 
 ワークショップのつくり方 

  

９ 
ワークショップ設計２ 
 課題意識の持ち方、課題設定能力 

  

10 
ワークショップ設計３ 
 ワークショップをより効果的にするための考え方 

  

11 
プログラムデザイン１ 
ワークショップの企画設計 

  

12 
プログラムデザイン２ 
ワークショップの企画設計 

  

13 
プログラムデザイン 
企画設計したワークショップの実演と相互フィードバック① 

  

14 
プログラムデザイン 
企画設計したワークショップの実演と相互フィードバック② 

  

15 ワークショップ設計   

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業・グループワークへの貢献 60% 

（予習・授業中の発表・グループワークでのリーダーシップ、役割の定義、チームへの貢献） 

各授業会の内容の理解 20% 

ワークショップ設計の理解 20% 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習（各回 30～60分程度） 

・デザイン思考について、参考文献などを参考に、自分なりにまとめて授業に臨む。 

・自らの課題意識（社会やビジネスで、誰にどんな課題が存在しているか）をまとめて授業に臨む。 

復習（各回 30～60分程度） 

・単元ごとに調査やディスカッションの課題に取り組む。（前半は個人ごと、後半はグループごと） 

・また、グループでコミュニケーションを取るためのツール（SNSなど）を準備し参加する。 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：随時必要な資料を配布する。 

 

参考文献：以下、スタンフォード大学が作成した基礎的な文献となる。 

『デザイン思考のポケット・ガイド -pocket guide of design thinking』 

https://designthinking.or.jp/index.php?pocket 

『デザイン思考 ５つのステップ』 

https://designthinking.or.jp/index.php?dt_text 

『デザイン思考家が知っておくべき 39のメソッド -the d.school bootcamp bootleg-』  

https://designthinking.or.jp/index.php?39 

 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
開発マネジメント 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
２年次 

配当 

学期 
後期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 桐谷 恵介 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

ビジネス環境の変化が加速化する現在、非常設の目的達成型組織であるプロジェクトによる活動が増加し

ている。本科目では、プロジェクトマネジメントの入門編として、プロジェクトという活動の特徴と、それ

をマネジメントする際の基礎的知識を体系的に学ぶ。後半では情報システム開発プロジェクトの特徴とマネ

ジメントの勘所について事例を使いながら解説し、初歩的な情報システム開発のプロジェクト計画書が作成

できるようにする。 

 

２．授業の目的、目標 

(1)プロジェクトのライフサイクルと運営のしくみを理解し、説明できる 

(2)ＷＢＳをベースとしたシステム開発の計画書が作成できる 

(3)クリティカルパスの概念を理解し、クリティカルパス分析ができる 

(4)コスト、品質、リスク、調達など、それぞれに関するマネジメントについて理解し、説明できる 

 

３．授業計画 

回数 内容 
 
 

 

１ 

ガイダンス 
プロジェクトのライフサイクル 
プロジェクトという活動の概要と、プロジェクトのライフサイクルと運営のしくみを
理解する。 
 

  

２ 
管理の計測と基本 PDCA 
プロジェクトのマネジメント技術の中核である、定量的な計測の大切さと PDCAにつ
いて理解する。 

  

３ 
プロジェクトの立ち上げプロセス 
プロジェクトを立ち上げる際のリーダーの役割と、立ち上げの手順について理解する。 

  

４ 
プロジェクトのタイムマネジメント 
スケジュール管理を行なうための WBSをベースとした計画表の作成について理解する。 

  

５ 
クリティカルパスの見つけ方と対応 
クリティカルパスのロジックと、期間短縮の策について理解する。 

  

６ 
プロジェクトのコストマネジメント 
コスト計画の作成と、進捗把握の手法である EVMの考え方を理解する。 

  

７ 
プロジェクトの品質マネジメント 
プロジェクトの品質目標の考え方から、目標設定とその実行評価までのプロセスを理解
する。 

  

８ 
プロジェクトの組織マネジメント 
プロジェクトにおける組織形成のしかた、ならびに「場」の大切さと、プロジェクトの
中での人材育成について理解する。 

  

９ 
プロジェクトのコミュニケーションマネジメント 
プロジェクトにおける人と人の間のコミュニケーションの効果的なとりかたについて学
習する。 

  

10 
プロジェクトのリスクマネジメント 
プロジェクトにおけるリスクの理解と、その対応のしかたについて理解する。 

  

11 
プロジェクトの調達マネジメント 
プロジェクトにおける調達活動について、計画の立て方から契約と納入までのプロセス
について理解する。 

  

12 
システム要求仕様書 
プロジェクトの成果物を記述した要求仕様書について、その概要を理解する。 
（システム要求仕様書提出・評価） 

  

13 
プロジェクト実施計画書の作成 
本講義で学んできたプロジェクトマネジメントの知識を計画書に盛り込み、実際に活用
できるようになる。（プロジェク実施ト計画書提出・評価） 

  

14 
まとめ① 
全体のまとめとして、プロジェクトマネジメントの基本である、PDCA、コミュニケーシ
ョン、能力発揮について掘り下げる。 

  

15 
まとめ② 
これまでの学習をもとに、プロジェクトの成功の確率を上げる工夫を検討する。 
 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

各回ごとの提出物評価(60%)、授業での参加姿勢等の平常点(40%)を考慮し総合的に判断する。 

 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

各回ごとに出される提出課題（レポートなど）に取り組むこと。次回のテーマについての予習を行うこと（各

回 30分～1時間程度）。 

 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：毎回、必要な資料を配布する。 

参考文献： 

『プロジェクトマネジメントの基本 この１冊ですべてわかる』 

好川 哲人(著)、日本実業出版社、2016年 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
ソフトウェアプロセスと品質 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 寺脇 由紀 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

ソフトウェアライフサイクルの主要工程、進化と保守、ソフトウェア品質の概念とテスト技法、管理方法、

および、ソフトウェアプロセスの概念とその改善手法を学ぶ。具体的には、ソフトウェアのもつ独特の性質、

ソフトウェア開発のライフサイクルモデル、および、品質の概念についてソフトウェア工学、および、ソフ

トウェア開発の発展の歴史を通して学ぶ。歴史や概念をはっきりと定義した上で、ソフトウェア品質に関す

る現行規格に対して理解を深め、実例・例題、さらには、現場・現在の問題を通じてソフトウェア品質保証

の技法を生きたノウハウにしていく（客観的事実，一般的見解と区別できる力を養う）。「測れないものは制

御できない：DeMarco（1982）」という言葉のとおり計測はあらゆる管理の基本である。このため本講義では

品質管理の技法についても学ぶ。 

 

２．授業の目的、目標 

ソフトウェアのもつ独特の性質に着目し、それを作るプロセスや手法を学ぶ。さらには、ソフトウェア品

質に対する変遷を学び、高品質なソフトウェアを開発するための考え方を説明できるようになり、各種技法

を使えるようになる。 

 

３．授業計画 

回数 内容 
授業
形態 

担当 

１ 
イントロダクション：オリエンテーションを行い、ソフトウェアおよび、ソフトウェア
開発における諸問題について理解する 

  

２ 
ソフトウェアの開発工程：提唱されているさまざまなソフトウェア開発モデルを解説す
る工程について説明する 

  

３ 品質の概念：品質の定義および品質の考え方の変遷について学ぶ   

４ ソフトウェア品質（１）：ソフトウェアの品質に対する考え方の変遷を学ぶ   

５ 
ソフトウェア品質（２）：ソフトウェア品質モデル、品質特性、ソフトウェア開発プロセ
スと品質を標準規格を元に理解する 

  

６ 
品質保証の考え方：品質保証の定義を認識し、ISOにおけるソフトウェア品質保証規格，
日本的品質保証の特徴を通じて、ソフトウェア品質保証の考え方を理解する 

  

７ 検査：検査のあり方およびソフトウェア品質保証の組織と体系について理解する   

８ 
ソフトウェア開発と品質保証の方法：開発プロジェクトの失敗の原因を認識し、失敗を
さけるための開発計画書・構造評価指標といった高品質設計の要点について理解する 

  

９ 
デザインレビューとドキュメント検査：デザインレビューとドキュメント検査について
学び、そこで起こる諸問題について考察する 

  

10 
テストと品質管理：不良予測と目標値管理について認識し、不良摘出状況管理図を用い
たテスト工程の不良分析について理解する 

  

11 フィールド保証：フィールド保証活動、稼働品質管理と尺度、再発防止策について学ぶ   

12 
品質検査・評価の主要技術（１）：レビュー技術、テスト技術について理解し、外部仕様
テストの技法や内部仕様テストの技法をを学ぶ 

  

13 
品質検査・評価の主要技術（２）：品質評価技術の動向を説明し、信頼性予測技術や不良
分類の方法を学ぶ 

  

14 品質管理技法の活用：QCの７つ道具および OR手法について説明する   

15 総括：学んだ内容を総括し総合解説を行う   

４．試験および成績評価の方法と基準 

授業中に行う課題（30％）、授業への取り組み態度（20％）、定期試験（50％）として評価する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

授業における資料、参考文献を用いて授業後復習を行う。 

課題については授業内で演習時間を十分に確保できないため授業外で課題を完了させ提出する。 

（各回 30～60分程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：教員の作成する教材で進める。 

参考文献： 

『ソフトウェア品質知識体系ガイドーSQuBOK Guide（第 2版）』 

SQuBOK策定部会(編集)、オーム社、2014年 

 

７．備考 

 

 

 

 

 

  



新 

 

 

削除 

 

  



旧 

58 
 

ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
情報システムの失敗と分析 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3 年次 

配当 

学期 
前期 単位数 2 単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
講義 

担当教員 平山 敏弘 ｵﾑﾆﾊ◎科目責任者 

１．授業概要 

情報システムは我々の生活を支える社会インフラの一部として存在するものとなっています。また企業におい

ては以前の業務の効率化目的だけでなく、「攻めの ICT」として経営戦略を支援するツールとして利活用されてい

ます。そのような今日、情報システムプロジェクトが成功裏にサービス開始できなかったり、サービス開始後に

正しく動かない場合には、社会に大きな影響を与えたり、情報漏洩により市民生活を脅かすものとなる場合もあ

ります。またプロジェクトの失敗により数百億円単位での訴訟も発生するなど、当事者にとっては企業の存続を

左右するケースもありえます。 

当講義では、過去の情報システムの失敗例や大規模障害事例などを通じて、失敗の原因について深く洞察し、

失敗から教訓を得ることで、成功のために何を注意しなければならないかについて学びます。また失敗例だけで

なく、教員自らが経験した社会やビジネスモデルの変革に影響を与えた情報システム事例などを通じて、情報シ

ステムの成功が、社会や一般市民に対して影響を与えると共に、そのような仕事ができる可能性がある職業であ

ることの理解を深めます。 

２．授業の目的、目標 

情報システムの失敗と成功の事例を通じて下記の点について理解することを目標としています。 

（１）情報システムの開発・構築を行う際には、大きく三つのリスクがあることを理解する 

（２）プロジェクトの失敗事例を学び、分析することで、成功に導くために必要な検討項目を理解する 

（３）成功事例を学ぶことで成功の要因を理解する 

また当講義は、情報システムの失敗や成功の分析に止まらず、情報システム関連の仕事が、社会やビジネスモ

デルの変化に大きな影響を与えることができる仕事であること理解することで、履修生が自身の職業観を考える

ことも目的としています。 

３．授業計画 

回数 内容 授業 担当 

１ 

情報システムトラブル三大リスク 

情報システムのトラブルとなる三大リスク（システム開発失敗、セキュリティ、システム

ダウン）とは、どのようなものであるかについて学びます。 

  

２ 

大規模システム開発における失敗 

 金融や製造などの各業種の大手企業における、大規模プロジェクトの失敗事例を学び、な

ぜ開発が遅れたのか、稼働直後のトラブルがなぜ起きたかなどを検証します。 

  

３ 

パッケージ・ソフトウェア導入プロジェクトにおける失敗 

 オフィス・ソフトウェアや基幹業務パッケージなどのソフトウェア製品に不具合があり、

トラブルに巻き込まれた事例や製品仕様にこだわりすぎたための失敗事例について学びます。 

  

４ 

世界各国での失敗事例 

 海外では、オンライン証券会社、オークション会社など、インターネット関連ビジネス事

例については、日本以上に進んでいるケースも多いため、失敗事例も多く存在します。それら

の海外におけるインターネット関連システムの失敗例を学びます。 

  

５ 

演習 1 

 第 2回から 4回までに学んだシステム開発の失敗がなぜ発生したのかについてチームで議

論する演習を行ないます。 

  

６ 
発表 

失敗原因についての検討結果を発表します。 
  

７ 

システム開発プロジェクトにおける要件定義工程の重要性 

 システム開発プロジェクトが失敗した際の多くの原因は要件定義にあると言われていま

す。なぜ要件定義が重要なのかについて学びます。 

  

８ 

終わらないシステム統合 

 ビジネス環境が厳しくなる中、企業の統廃合が行なわれるケースが増加しています。しか

し、その際のシステム統合プロジェクトの失敗も多く、いつまでもプロジェクトが終了しない

  

事例などが発生しています。なぜシステム統合が難しいのかについて事例を通じて学びます。 

９ 

停止する大規模システム 

 社会の ICT依存が増す中、情報システムの機能やシステム連携の複雑度が年々増していま

す。複雑度が上がることによる、予期せぬ大規模なシステムダウンのリスクについて学びます。 

  

10 

事業継続とリスク管理 

 情報システムの障害は、事業の継続を妨げる大きな要因になります。万一の際に発生する

可能性のあるリスクを管理し、事業が継続できる情報システムを構築する際に必要な検討項目

について学びます。 

  

11 

システムの不具合を引き起こすサイバー攻撃 

不具合やハードウェアの故障以外の要因として、サイバー攻撃やセキュリティ脆弱性関係

のトラブルが大きなリスクとなりつつあります。サイバー攻撃によってシステム障害に陥った

事例を学び、セキュリティ対策における注意点を理解します。 

  

12 

セキュリティ被害からのシステム停止と損害 

 セキュリティ被害の増加は、ユーザの要求に従ってシステムを構築しただけでは不十分な

時代に突入して来ています。セキュリティ脅威が企業活動にどの程度の影響を与えるのかにつ

いて事例を通じて学び、非機能要件としてセキュリティを検討する必要性について理解しま

す。 

  

13 

ＩCＴ戦略事例（１） 

教員が経験したビジネスモデル変革事例を学び、今後の ICT化戦略を考える上でのヒント

を得ます。ＩＴ戦略事例（１）では，現金社会からクレジット社会という物理市場から仮想化

市場への変化が社会や人々の生活にどのような影響を与えたかについて学びます。 

  

14 

ＩCＴ戦略事例（２） 

インターネットの発展により、商流や物流の変化を企業戦略に取り込むことで大きく発展し

た企業事例を学びます。 

  

15 

情報システムの失敗に学ぶ成功へのヒント 

 情報システムの失敗と成功の両面を学んだ点を振り返り、情報システムプロジェクト時に

考慮すべき項目についての理解を定着させます。また ICTに関連した職業がいかに社会に役立

つ仕事であるかの理解も深めます。 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

（１）試験・テストについて 

定期試験を実施します。 

（２）試験以外の評価方法 

講義時に提出する授業内容確認小レポートによる評価をします。 

（３）成績の配分・評価基準等 

定期試験の評価に加え、毎回の授業時に提出する小レポートおよび演習発表などの授業への貢献度を総合的に

判断して評価します。 

（定期試験 70％，小レポート 20％，授業への貢献度 10％） 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

予習） 

 次回講義内容について、インターネットや参考資料などを利用して、事例などについて事前に自身でも調査

しておくこと。（標準学習時間：1時間） 

復習） 

 講義内容を復習して、確認しておくこと。また演習作業の講義後には、次回講義時に発表できるための資料

準備。（標準学習時間：1時間） 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要な資料については、講義時に配布する資料を使用します。 

参考文献： 

『動かないコンピュータ ～情報システムに見る失敗の研究～』 

日経コンピュータ、日経ＢＰ社、2002年 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
IoTⅡ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
4年次 

配当 

学期 
前期 単位数 ２単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 ◎鎌谷 修、Adrian David Cheok 共同担当 

１．授業概要 

少人数グループ毎に、実際の社会課題及びサービス事例の調査を行い、新たな IoTサービス事例の検討を

行う。検討結果から、ユースケースの議論及び、要求条件の明確化を行い、ソフトウェア設計書を作成する。

国際標準に準拠した IoTシステムを実際に構築し、基本的な動作検証を行う。グループ毎に動作検証結果の

中間報告を行い、改善点について議論し、ソフトウェア設計書の改訂を行う。最終的に得られた IoTサービ

スの検証を行い、グループ毎に最終報告を行い、演習全体を総括する。 

 

２．授業の目的、目標 

社会課題を解決するための IoTサービス検討、ユースケース及び要求条件検討を通じた、IoTアーキテク

チャ全体像の実践的な理解と、演習による実際の動作実証。IoTサービス導入までのプロジェクト管理と進

捗確認によるフィードバックを演習を通じ、実践的なプロジェクトマネジメントスキルを習得する。 

 

３．授業計画 

回数 内容 
授業
形態 

担当
教員 

１ 
講義の概要と目的、演習の進め方、演習で必要とされる基本技術について説明を行う。演
習で利用するリソース(ハードウェア等)の動作確認と、必要なオペレーションシステム、
仮想マシンのインストール、動作確認を行う。 

  

２ 演習に必要な各種ソフトウェアについて説明を行い、基本動作の検証を行う。   

３ 
実際の社会課題、IoTサービス事例の調査について、調査方法の説明、事例の紹介を行い、
演習を行う。 

  

４ 新たな IoTサービス事例の検討について、演習を行う。   

５ ユースケース及び要求条件の明確化について、演習を行う。   

６ 
検討した新 IoTサービスの基本動作検証のためのプロジェクト計画を検討、中間発表向け
の資料作成を行う。 

  

７ プロジェクト計画についての、中間発表会を実施する。   

８ プロジェクト計画の修正を適宜検討し、実施する。   

９ 
プロジェクト計画における、要件定義検討、必要となる IoTソフトウェア仕様の検討につ
いて、演習を行う。 

  

10 プロジェクト計画における、IoTソフトウェア開発について、演習を行う。   

11 プロジェクト計画における、IoTソフトウェア連携動作について、演習を行う。   

12 IoTサービスの評価を実施し、IoTソフトウェア仕様の修正を適宜検討し実施する。   

13 修正した IoTソフトウェアの動作検証を行い、IoTサービス評価を実施する。   

14 プロジェクト計画における評価結果について取りまとめ、発表会向けの資料作成を行う。   

15 サービス評価結果についての発表会を実施する。   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

レポート（2回）60%＋発表会における討論 40% 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

演習に必要な情報については別途提示する 

演習期間中にレポート提出を行う（２回） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：演習等必要な資料を別途配布する 

参考文献： 

『俯瞰図から見える IoTで激変する日本型製造業ビジネスモデル』 

大野 治(著)、日刊工業新聞社、2016年 

『大胆予測! IoTが生み出すモノづくり市場 2025』 

井熊 均、木通 秀樹 (著)、日刊工業新聞社、2018年 

The IoT-European Platforms Initiative 

URL  

https://iot-epi.eu/ 

https://iot-epi.eu/wp-content/uploads/2018/07/Advancing-IoT-Platform-Interoperability-2018-

IoT-EPI.pdf 

 

 

７．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
情報セキュリティ演習Ⅲ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3 年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2 単位 

必修・選択の

別 
選択 

授業形

態 
演習 

担当教員 平山 敏弘 ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同者 

１．授業概要 

ICT 利用を中心として高度な先進技術の導入であらゆる課題が解決されていく、ソサエティ 5.0（超スマート社会）時代の

実現が叫ばれる中、多くの企業において業務を支える情報システムの重要性が益々高まっている。その様な環境の中、現代社

会において事業を継続する上で安心安全な情報システムを設計開発することは、企業の大きな命題となる。 

当講義では取り扱う情報の価値が年々高まり、さらに重要性が高まっている情報システムをセキュリティの観点から見直し、

セキュア（安心・安全）なシステムデザインを演習形式で検討しながら実施することで、情報システムの設計（デザイン）能

力の基礎を身につける。本授業では、実際のサーバ構築は実施しないが、システム設計や構成図作成などチーム単位で実施す

る演習形式をとる。 

２．授業の目的、目標 

当講義では取り扱う情報の価値が年々高まり、さらに重要性が高まっている情報システムをセキュリティの観点から見直

し、セキュアなシステムデザインをチームで検討しながら実施することで、以下の項目ができることを目標としている。 

(1) システムアーキテクチャの視点より，情報システムの設計（デザイン）能力の基礎が身につく 

(2) セキュリティの観点よりシステムを見直し、セキュアシステムデザイン手法の基礎が身につく 

(3) 設計したシステムを説明することにより、プレゼンテーション能力が身につく 

授業の進め方は、ユースケースやＵＭＬモデリングなどのシステム要求分析の基礎から始まり、システムアーキテクチャ設

計を理解して、簡単なシステムデザインおよび構成ができることを目指す。後半は、作成した情報システム構成について、セ

キュリティの観点から見直し、セキュアシステムデザイン手法の基礎を学び、理解する。 

 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 

オリエンテーション，チーム編成 

実際のプロジェクトでも実践される「要求分析」から「論理設計」「物理設計」と、その後セキュリテ

ィ強化を行なうための「セキュアシステムデザイン」という各フェーズの概要説明と次回以降の演習を進

める上でのチーム編成を行う。 

  

２ 

講義 要求分析（機能要求・非機能要求）概要 

プロジェクトで重要である要求分析において、機能要求とは何か、非機能要求とは機能要求と何が違う

のかについて学ぶ。 

  

  

３ 

演習 仮想プロジェクトの設定 

今後演習進める上で必要な、想定するケースについて、各チームで仮想のプロジェクトを設定して、ケ

ース内容を検討する。 

 

  

４ 
発表 仮想プロジェクト 

 自チームが今後検討を進める仮想プロジェクト内容について発表する。 
  

５ 

講義 ユースケース・UML概要 

 システムデザインを検討するうえで必要なユースケースや、UMLについて学び、次回以降の講義で使用

できるように理解する。 

  

６ 
講義 アーキテクチャ設計概要 1（論理設計） 

 論理設計を実施する際に用いられるコンポーネントモデル設計の手法を学ぶ。 
  

７ 

演習 論理設計図 

第６回で学んだコンポーネントモデルの設計手法を利用して、仮想プロジェクトシステムの論理設計を

行う。 

  

８ 
講義 アーキテクチャ設計概要 2（物理設計） 

物理設計を実施する際に用いられるフィジカルレベルのオペレーショナルモデル設計の手法を学ぶ。 
  

９ 
演習 物理システム設計 

第８回で学んだフィジカルレベルのオペレーショナルモデルの設計手法を利用して、仮想プロジェクト
  

システムの物理設計を行う。 

10 
発表 システム構成 

物理設計より作成した、各チームの仮想プロジェクトのシステム構成を発表する。 
  

11 
講義 セキュアシステム分析手法 

 システムの脆弱性診断を行なうセキュリティコンサルティング手法の概説を学ぶ。 
  

12 

演習 セキュアシステムデザイン（仮想プロジェクト） 

自分たちが作成した仮想プロジェクトシステムのセキュリティ脆弱性診断を実施し、必要なセキュリテ

ィ対策製品などを追加したシステムデザインを実施する。 

  

13 

演習 他チームシステムのセキュリティ脆弱性診断 

 第 12回で作成したセキュアシステムデザインについて、他チームと交換して、セキュリティの脆弱性

がないかを診断し、その結果を該当チームへフィードバックする。 

  

14 

演習 セキュアシステムデザイン完成版作成 

第 13回講義で他チームより指摘を受けた内容を反映して、より強化なセキュリティを実現した仮想プ

ロジェクトシステムの完成版を作成する。 

  

15 

最終発表 各チームからの発表 

 最終的なシステムデザインと設計した際の考慮点や講義の中での学びなどについてのプレゼンテーシ

ョンを実施する。 

  

４．試験および成績評価の方法と基準 

（１）試験・テストについて 

レポート形式での論述試験を実施。 

 

（２）試験以外の評価方法 

・講義時に提出する演習資料と発表評価 

・授業時の貢献度（毎回の講義時に提出する小レポートなどにより判断） 

 

（３）成績の配分・評価基準等 

試験の評価に加え、授業時作成資料・発表内容および授業への貢献度を総合的に判断して評価する。 

（試験 50％，授業内での発表(3回)および成果物 30％，授業への貢献度 20％） 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

演習成果を発表することになるため、チームおよび個人での演習資料作成など、約２時間程度の講義時間以外の予習復習が

必要。 

復習） 

講義内で実施した演習について、講義時間内で終了しない内容の継続検討および、演習結果資料のまとめを行なっておくこ

と。（標準学習時間：1時間） 

予習） 

次回講義にプレゼンテーション実施できるため発表資料の準備。次回講義時の場合には講義内で使用される言葉の内容を調

べておくなどの事前調査を行なっておくこと。（標準学習時間：1時間） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：必要な資料については、講義時に配布する資料を使用。 

参考文献： 

『ゼロからわかる UML超入門改訂 2版 はじめてのモデリング』 

河合 昭男(著)、技術評論社、2017年 

『ITアーキテクト 最強の指南書』 

日経 SYSTEMS(編)、日経 BP社、2016年 

 

7．備考 
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ICTイノベーション学部 ICTイノベーション学科 

授業科目 
ネットワーク構築Ⅳ 

職業専門科目 
 

配当 

年次 
3年次 

配当 

学期 
後期 単位数 2単位 

必修・選択

の別 
選択 

授業

形態 
演習 

担当教員 山内 正人 
ｵﾑﾆﾊﾞｽ方式／共同 

◎科目責任者 

１．授業概要 

安全にネットワークを構築し運用するためには、セキュリティの考慮された設計となっており、また計測

監視から障害や不審な通信を早期発見し修正や対策を行える必要がある。本演習ではシステム等への攻撃時

に発生する通信等について確認するとともにその計測技術や対策技術、防御方法などについて実践的に学

ぶ。演習の前半では主にペネトレーションテストやペネトレーションテストで用いる攻撃ツールの検証を通

して対策技術や防御方法について考察する。演習の後半では主に無線ネットワークを対象とした攻撃方法や

攻撃ツールの検証を通してその対策技術や防御方法について考察する。防御方法を考察することで必ずしも

技術的な側面に囚われない幅広い側面から考える実践力を養う。 

 

２．授業の目的、目標 

安全に配慮されたネットワークとするため不審な通信の発見、対策の実践的なスキル習得を目的とする。

ネットワークやシステムへの基本的な攻撃方法について理解し、その対策について説明できることを目標と

する。 

３．授業計画 

回数 内容   

１ 
ネットワークシステム攻撃防御演習(ネットワークの状態を確認するコマンドや可視化
ツールの使用方法について学ぶ) 

  

２ ネットワークシステム攻撃防御演習(ペネトレーションテストについて学ぶ)   

３ ネットワークシステム攻撃防御演習(ペネトレーションテストについて学ぶ)   

４ 
ネットワークシステム攻撃防御演習(ペネトレーションテストや攻撃ツールの検証を行
う) 

  

５ 
ネットワークシステム攻撃防御演習(ペネトレーションテストや攻撃ツールに対する防
御方法について考察する) 

  

６ 
ネットワークシステム攻撃防御演習(ペネトレーションテストや攻撃ツールに対する防
御方法について考察する) 

  

７ ネットワークシステム攻撃防御演習(演習成果についてまとめる)   

８ ネットワークシステム攻撃防御演習(演習成果について発表する)   

９ 
無線LANネットワークセキュリティ演習(無線ネットワークの状態を確認するコマンドや
可視化ツールの使用方法について学ぶ) 

  

10 
無線LANネットワークセキュリティ演習(無線ネットワークに対する攻撃ツールを検証す
る) 

  

11 
無線LANネットワークセキュリティ演習(無線ネットワークに対する攻撃ツールを検証す
る) 

  

12 
無線LANネットワークセキュリティ演習(無線ネットワークへの攻撃に対する防御方法に
ついて考察する) 

  

13 
無線LANネットワークセキュリティ演習(無線ネットワークへの攻撃に対する防御方法に
ついて考察する) 

  

14 無線 LANネットワークセキュリティ演習(演習成果についてまとめる)   

15 無線 LANネットワークセキュリティ演習(演習成果について発表する)   

 

４．試験および成績評価の方法と基準 

演習課題および期末試験(80%)と、演習への取り組み(20%)で評価する。 

 

５．準備学習（予習・復習、課題等） 

授業における資料や教材を用いて予習・復習を行う。 

また演習課題については授業外の時間も活用し課題を完了させること。 

（あわせて各回 30～60分程度） 

 

６．教科書／参考文献 

教科書：適宜プリント配布やオンライン教材を用いる 

参考文献： 

『サイバーセキュリティテスト完全ガイド ~Kali Linuxによるペネトレーションテスト~』 

Peter Kim(著)、マイナビ出版、2016年 

 

７．備考 
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※ 安全上の観点により図面は省略いたします。 

①教室等レイアウト図 

2F 平面図 

  2F 研究室例 



開設前年次

【図書】

冊 数 計 冊 数 計 冊 数 金 額 計

一
般
図
書

650 1,677,700 119 1,192,697 769 2,870,397

専
門
図
書

4,458 12,459,401 669 6,483,908 5,127 18,943,309

小 計 5,108 14,137,101 788 7,676,605 5,896 21,813,706

電 子 書 籍 1,000 5,757,000 1,000 5,757,000

合 計 6,108 19,894,101 788 7,676,605 6,896 27,570,706

【学術雑誌】

種 計 種 計 種 金額

新 刊 28 547,165 2 455,400 30 1,002,565

電 子 ジ ャ ー ナ ル 8 2,545,600 8 2,545,600

計 28 547,165 10 3,001,000 38 3,548,165

【オンラインデータベース】

点 計 点 計 点 金 額

オンラインデータベース 4 1,602,000 4 1,602,000

合 計 4 1,602,000 0 0 4 1,602,000

【図書、学術雑誌、オンラインデータベース、ＤＶＤ・ビデオ　　合計】

図 書 6,108 19,894,101 788 7,676,605 6,896 27,570,706

学 術 雑 誌 28 547,165 10 3,001,000 38 3,548,165

デ ー タ ベ ー ス 4 1,602,000 0 0 4 1,602,000

合 計 22,043,266 10,677,605 32,720,871

情報経営イノベーション専門職大学設置に係る図書等資料購入計画　

区 分
内 国 外 国 合 計

内 国 外 国 合 計

内 国 外 国 合 計



1年次

【図書】

冊 数 計 冊 数 計 冊 数 金 額 計

一
般
図
書

0 0

専
門
図
書

2,053 5,790,086 228 2,304,220 2,281 8,094,306

小 計 2,053 5,790,086 228 2,304,220 2,281 8,094,306

電 子 書 籍 1,000 5,828,360 1,000 5,828,360

合 計 3,053 11,618,446 228 2,304,220 3,281 13,922,666

【学術雑誌】

種 計 種 計 種 金額

新 刊 0

電 子 ジ ャ ー ナ ル 0

計 0 0 0 0 0 0

【オンラインデータベース】

点 計 点 計 点 金 額

オンラインデータベース 0 0

合 計 4 0 0 0 0 0

【図書、学術雑誌、オンラインデータベース、ＤＶＤ・ビデオ　　合計】

図 書 3,053 11,618,446 228 2,304,220 3,281 13,922,666

学 術 雑 誌 0 0 0 0 0 0

デ ー タ ベ ー ス 4 0 0 0 0 0

合 計 11,618,446 2,304,220 13,922,666

外 国 合 計

内 国

情報経営イノベーション専門職大学設置に係る図書等資料購入計画　

区 分
内 国 外 国 合 計

外 国 合 計

内 国
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図書リスト(一部抜粋)

＜学術雑誌＞
【電子ジャーナル】
ＩＳＳＮ タイトル 商品種別 発行冊数
08908044 IEEE Network: The Magazine of Global Internetworking Electronic Journal on Single site 6
19493053 IEEE Transactions: Smart Grid Electronic Journal on Single site 6
10577149 IEEE Transactions: Image Processing Electronic Journal on Single site 12
15566013 IEEE Transactions: Information Forensics and Security Electronic Journal on Single site 12
17936462 International Journal of Neural Systems Electronic Journal on Single site 10
15564967 Journal of Field Robotics Electronic Journal on Single site 8
15249050 IEEE Transactions: Intelligent Transportation Systems Electronic Journal on Single site 12
19493045 IEEE Transactions: Affective Computing Electronic Journal on Single site 4

【外国雑誌】
15740137 Computer Science Review Paper 4
0167739X Future Generation Computer Systems Paper 12

【和雑誌】
商品コード 商品名 出版社名 刊期 年間発刊回数
0600102055 人事マネジメント　月刊　(冊子) （株）ビジネスパブリッシング 月刊 12
0600101430 企業と人材　月刊　(冊子) （株）産労総合研究所 月刊 12
0600100586 通訳翻訳ジャーナル　季刊　(冊子) イカロス出版　株式会社 季刊 4
0600303673 Business Law Journal（ビジネス・ロー・ジャーナル）　月刊　(冊子) レクシスネクシス・ジャパン 月刊 12
0600101316 情報の科学と技術　月刊　(冊子) 一般社団法人　情報科学技術協会 月刊 12
0600100550 ダイヤモンド　ハーバードビジネスレビュー　月刊　(冊子) 株式会社　ダイヤモンド社 月刊 12
0600101118 週刊　ダイヤモンド　週刊　(冊子) 株式会社　ダイヤモンド社 週刊 50
0600101393 日経ビジネス　週刊　(冊子) 株式会社 日経ＢＰ読者サービスセンター 週刊 50
0600101592 日経パソコン　月２回　(冊子) 株式会社 日経ＢＰ読者サービスセンター 月２回 24
0600100702 日経ソフトウエア　隔月　(冊子) 株式会社 日経ＢＰ読者サービスセンター 隔月 6
0600101394 日経コンピュータ　隔週　(冊子) 株式会社 日経ＢＰ読者サービスセンター 隔週 26
1019755124 日経クラウドファースト　月刊　(冊子) 株式会社 日経ＢＰ読者サービスセンター 月刊 12
0600302969 日経ＳＹＳＴＥＭＳ　月刊　(冊子) 株式会社 日経ＢＰ読者サービスセンター 月刊 12
0600100698 日経ＰＣ２１　月刊　(冊子) 株式会社 日経ＢＰ読者サービスセンター 月刊 12
0600300161 日経Ｎｅｔｗｏｒｋ　月刊　(冊子) 株式会社 日経ＢＰ読者サービスセンター 月刊 12
0600100998 コンピュータソフトウェア　季刊　(冊子) 岩波書店 季刊 4
0600301859 経営情報学会誌　季刊　(冊子) 国際文献社 季刊 4
0600303920 経営システム　季刊　(冊子) 国際文献社 季刊 4
0600303921 日本経営工学会論文誌　季刊　(冊子) 国際文献社 季刊 4
0600103731 日本経営学会誌　年２回　(冊子) 千倉書房 年２回 2
0600100050 CNN ENGLISH EXPRESS（CD付）　月刊　(冊子＋電子（無料）) 朝日出版社 月刊 12
0600103192 一橋ビジネスレビュー　季刊　(冊子) 東洋経済新報社予約サービスセンター 季刊 4
0600103631 週刊東洋経済（本誌）　週刊　(冊子) 東洋経済新報社予約サービスセンター 週刊 50
0600100070 リーダーズダイジェスト（英語版）　月刊　(冊子) 日販アイ・ピー・エス（ＤＩＰ） 月刊 12
0600301137 News Week 英語版　週刊　(冊子) 日販アイ・ピー・エス（ＤＩＰ） 週刊 50
0600301761 通訳翻訳研究　年刊　(冊子) 日本通訳翻訳学会事務局 年刊 1
0600101110 エコノミスト　週刊　(冊子) 毎日新聞出版株式会社 週刊 49
0600100113 会計　月刊　(冊子) 有限会社　森山書店 月刊 12
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【データベース】
No 買切

/年間購読
商品名 出版社名 商品概要

1

年間購読 KOD 研究社 研究社の英語辞書検索サービス。手軽に使い
たい方から各方面のプロフェッショナルまで、英
語の辞書検索に関するあらゆるニーズに応える
データベースです。一般的な辞書の他、『研究社
ビジネス英和辞典』、『綜合ビジネス英語文例事
典』、『英和コンピューター用語辞典』など、専門
的な辞書もご利用いただけます。

3

年間購読 JRS 経営情報サービス 経営ソフトリサーチ JRS経営情報サービスは、経営幹部から実務担
当者まで、企業を中心に活用されているデータ
ベースです。経営相談、業種・業界動向、社員
教育、ビジネスマナー、書式、朝礼のスピーチ例
まで、実際のビジネスの現場ですぐに活用でき
る実践的なコンテンツが多数搭載されていま
す。

5

年間購読 AFP World Academic Archive ＡＦＰ フランス通信社
（取扱い：クリエイティ
ヴ・リンク）

AFP World Academic Archiveは、世界各国で
13,000社以上の報道機関に配信されているAFP
通信の報道写真、映像、ニューステキストの
データベースです。
報道写真と映像、速報性に特化したニュース
が、リアルタイムで刻々とアップデートされてい
ます。
また、配信されたニュース素材がアーカイブとし
て保存され、ジャンルや時系列から過去の情報
を検索できる資料性の高いデータベースになっ
ていることもAFP World Academic Archiveの大
きな特徴です。

4

年間購読 ヨミダス歴史館 読売新聞社 明治7（1874）年の読売新聞創刊号から最新号
までの1,300万件以上の記事をウェブ上で検索・
閲覧できます。英字新聞「The Japan News」も収
録しており、邦文の関連記事と比べて読むこと
が出来て、英語学習にも役立ちます。
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興味のある学問分野別受験・入学意向者集計結果

全
体

情
報
学

経
済
・
経
営
・
商
学

工
学

(

情
報
を
除
く

)

理
学

総
合
科
学

文
学

(

心
理
学
、

考
古

学
、

地
理
学
、

歴
史
学
、

哲
学
な
ど
含
む

)

語
学

(

言
語
学
な
ど
含

む

)

法
学

(

政
治
学
な
ど
含

む

)

社
会
学

国
際
関
係
学

教
員
養
成
・
教
育
学

生
活
科
学

(

食
物
・
栄
養
学
、

被
服

学
、

児
童
学
な
ど
含
む

)

芸
術
学

（

美
術
・
デ
ザ
イ
ン
、

音

楽
な
ど
含
む
）

看
護
・
保
健
学

医
・
歯
・
薬
学

農
・
水
産
学

そ
の
他

ま
だ
決
め
て
い
な
い

　
無
回
答

人数 1,468 342 323 251 208 93 314 226 146 123 163 207 195 372 180 122 96 137 162 19

割合 100.0% 23.3% 22.0% 17.1% 14.2% 6.3% 21.4% 15.4% 9.9% 8.4% 11.1% 14.1% 13.3% 25.3% 12.3% 8.3% 6.5% 9.3% 11.0% 1.3%

人数 1,320 311 287 229 185 86 277 201 130 109 143 187 177 336 162 106 82 122 151 17

割合 100.0% 23.6% 21.7% 17.3% 14.0% 6.5% 21.0% 15.2% 9.8% 8.3% 10.8% 14.2% 13.4% 25.5% 12.3% 8.0% 6.2% 9.2% 11.4% 1.3%

「電子学園『i専門職大学』（仮称）設置に関するアンケート調査」より

「受験したい」と
回答した高校生

「入学したい」と
回答した高校生

(受験意向者ベース)
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